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山 鹿 語類 卷第 二十 一 

士 道  ， 

立 本 

I 己れ の 職分 を 知る 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 天地の 間、 二 氣の妙 合 を 以て 入物の 生々 を遂 ぐ、 人 は 萬 物の 靈 

にして、 萬 物 人に 至って 盡く。 ここに 生々 無 息の 人、 或は 耕して 貪 をい となみ、 或は 

たくみて 器物 を 造り、 或は 互に 交易 利潤せ しめて 天下の 用 をたら しむ、 是れ 農工 商不 

レ得， 已 して 相 起れ り。 而 して 士 は不， 耕して くら ひ、 不， 造して 用 ひ、 不一 ー賣 して 利 

(足) 

たる、 その 故 何事 ぞゃ。 我れ 今日 此の 身 を 顧みる に、 父祖 代々 弓馬の 家に 生れ、 朝廷 

奉公の 身たり、 彼の 不, 耕不レ 造不レ 沾の士 たり。 士 として 其の 職分な くんば 不 レ可レ 有、 

職分 あらず して 貪 用 足らし めんこと は 遊民と 可， 云と、 一 向 心 を 付け て 我が身に 付い 


山 鹿 語類 卷 第二 十一  一〇 

て詳に 省み 考ふ べし。 されば 天下の 間、 人間 は 云 ふに 不レ 及、 鳥獸 のた ぐ ひ、 魚蟲の 

いやしき、 草木の 非情なる、 何れ かい たづら にして 天性 を 全うする や。 鳥獸は 自ら 飛 

走して 貪 を 求め、 魚蟲 は游昆 して 其の 食 を 尋ね、 草木 は 土に 根ざして 深 からん こと を 

なせり。 各. -唯だ 食 を 求む る 事不, 暇、 一年の 間 一日 一時 も 飛 走 游昆を 忘る る ことな 

し。 物皆然 り。 而 して 人の 上に 農工 商 又 如, 此、 若しつ とめず して 一 生 を 全く 可 ば、 

天の 贼 民と 云ぶべし。 しかれば 士何ぞ 職業な からん と、 自ら 省みて 士の 職分 を 究明い 

たさんに は、 士の 職業 初めて あら はるべき 也。 此の 思 入の 立たざる 內は、 或は 人の 云 

ふに まかせ、 或は 書冊に しるせる まで を 以てして、 實に 腹心に 體認 せざる を 以て、 志 

の 立つ 處 甚だ 薄し。 志の 立つ 處 甚だ 薄き とき は、 以前より 因循して 所 二 久染, の 惡習內 

に隱 るる を 以て 輕薄 にして、 道 志 何 を 以て か 長 ぜんや。 是れ士 の 立， 本 第一 とすべし。 

人の 敎 にした がひ當 座の 心に まかせん こと は、 譬 へば 暫く 其の 事 をな すと 云へ ども 實 

と難レ 成。 今 云 ふらん 處に 深く 立, 志て、 自ら 我が 職分 を 糾明し 得ん に は、 士 たるの 職 

こ こに 明なる べき 也。 

凡そ 土の 職と 云 ふ は、 其の 身 を 顧 ふに、 主人 を 得て 奉公の 忠を盡 し、 朋輩に 交 はり 


て 信 を 厚く し、 身の 獨りを 慎んで 義を 專ら とする にあり，^ 而 して 己れ が 身に 父子 兄弟 

夫婦の 不レ 得， 已 交接 あり。 是れ亦 天下の 萬 民 各.' なくん ば不， 可レ 有の 人倫な りと い へ 

ども、 農工 商 は 其の 職業に 暇 あらざる を 以て、 常住 相從 つて 其の 道 を 不レ得 レ盡。 士は 

農工 商の 業 を さし 置いて 此の 道 を專ら つとめ、 三 民の 間 苟も 人倫 をみ だらん 輩 をば 速 

に 罰して、 以て 天下に 天 倫の 正しき を 待つ。 是れ士 に 文武 之 德知不 レ備ば あるべ から 

ず。 されば 形に は劎戟 弓馬の 用 をたら しめ、 內には 君臣 朋友 父子 兄弟 夫婦 之 道 をつ と 

めて、 文 道心に たり 武備 外に 調 ひて、 三 民 自ら 是れ を師 とし 是れを 貴んで、 其の 敎に 

したが ひ 其の 本末 をし るに たれり。 ここにお いて 土の 道た つて、 衣食 居の つぐの ひ以 

て 心 易 かるべく、 主君の 恩、 父母の 惠、 しばらく 報ずる にたりぬべし。 此のつ とめ あ 

ら ざらん に は、 父母の めぐみ を盜 み- 主君の f# を むさぼって、 一生の 間 唯 だ 盗賊の 命 

を 全くす ろに 同じ- 甚だ 以て 歎息す るに たへ たり。 故に 先づ 身の 職分 を詳に 究理 

レ 仕と 云 ふ 也。 此の わき まへ あら ざらん 輩 は、 速に 三 民に 入りて- 或は 耕して くら ひ、 

或は ェ して 世 を わたり、 或は 商賈 して 身 を 過して 可， 然、 是れ 天のと がめ 可， 少。 若し 

しひて 奉公 を のぞみ 士た らんこと を 求めば、 或は 奴識雜 人の 役 をつ とめて、 所得の 祿 

士道 立 本  一 一 
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を すくなく し、 主の 恩 を 薄く して、 抱 關擊拆 のっとめ やすきつ とめ をな して 身 を 終る 

べし。 是れ 則ち 職分 也。 士 として 祿を 得、 祿を 求む るの 輩、 身の 職分 をば 聊か しらず 

して 祿を 貪らん 事 は、 心に 恥 づる處 なくん ば不， 可， 有 也。 故に 士の 本と する は 在 レ知ニ 

職分 一と は 云へ る 也。 

二 道に 志す 

師曰 はく、 人旣に 我が 職分 を 究明す るに 及んで は、 其の 職分 を つとむる に 道な くん 

ば あるべ から ざれば、 ここに 於て 道と 云 ふ ものに 志 出来るべき 事 也。 たと へば 京へ 行 

くべき と 思 ふに 及んで は、 其の 道 を しら ざれば 不， 可 一一 能 行； 不， 知して しひて 行けば 

皆 邪路に 可， 入 也。 士の身 を 修め、 君に つかへ、 父に 孝行し、 兄弟 夫婦 朋友に 相 交 は 

つて、 其の こころよく 相 和す る ごとくに 致さん こと を 知る は、 其の 道 を 尋ねて 其の 用 

いでき た  さき 

をし るに 在るべき 也。 而 して 道 あらん やと 志出來 らば、 我れ より 先だって 志あって 能 

く 行き 得た らん 人 を 求め、 是れに 案內を 賴んで その 引導に 任せつべし。 其の 師 たる 人 

の 行跡 所レ違 あるか、 言 は 似て 其の 事物に 應 ずる 處不， 明に は、 速に 去って 勿 レ從。 邪 


師の敎 に 久しく そまる とき は、 不レ覺 其の 人に 荷擔 あつて- 誠の 道に 彌-- 遠ざかる ベ 

し。 如レ此 して 外 を 尋ね 學ぶ とい へ ども、 外に 聖人の 師 なくん ば、 自ら 立ち： t つ て內 に 

省みるべし。 內に 省みる と 云 ふ は、 聖人の 道 聊かし ひて 致す 處た く、 唯 だ 天德の 自然 

に まかせて 至る 敎の みたれば、 我れ に 志の 立つ 處 あらんに は、 事 は 習 ひ 知りて 至る ベ 

く、 其の 本意 は 推して 自得す るに 在るべき 也。 P 机 や 古の 聖人、 人 を 道び くの ために 格 

言 を 垂れ 玉へ り。 我れ 是れを 以て 慎み 勤めん に は、 聖人 之 大道 ここにお いて 可， 得せ。 

人々 各  >- 五倫の つ い である こと を 知り、 士の 道の あらんず る こと を 知る と い へ ども， 

ぜ  (足)  キ  ノ  IM: がら . 

或は 自ら を是 として たれり とし、 或は 邪師を 信じて 勞 して 無. 功が 如し。 是れ 併 道 

(に に 志 十 所の 輕 薄なる より 事お こりぬべし。 孔子 曰 士ゃ I 於 道 一と は 此の 心に や-」 道と 一 ：ム 

而 m 第广章  ン ル 

ふ ものの 可， 有、 私 を 以て は 論ぜられざる こと 也と、 其の 志の 立つ あら ざれば、 道に 

可， 至樣 なし、 故に 道に 志す と 云へ る 也。 世に 少し たれて 賢が ほなる 簟 は， 推して 道 

を 定め * この 外に 別に 相 ことなる こと は 非ず と、 私の 意見 を 立つ る を 以て， 道 ここに 

遠ざかりて- 遂に 大道に 不, 得， 入 也。 されば 士の 職分 を 知る と 云へ ども、 道に 志十處 

あら ざれば、 知あって 行なければ 不, 全せ C 尤も 詳に 可， 一 究理, 也。 

士道 立 本  一 三 


： 鹿 語顯卷 第一； 十一 


( 一 ) 論語 泰 


(二) 論語 B- 

仁篇第 SI 章 


三 其の 志す 所 を 勤め 行 ふに 在り • 

師曰 はく， 曾 子 曰、 士不 A 可 1> ー以 不二 弘毅； 任 重而道 遠、 仁 以爲ニ 己 任； 不二 亦 重, \^、 

死 而後 已、 1^ 一一 亦 遠 一 乎と いへ り。 士は 其の 器 尤も 廣く、 能く 忍ぶ 處 あらず して は、 重 

きに たへ 遠き を 致 十 事不レ 可レ叶 也。 職分 を 知り 其の 道に 志す と 云へ ども、 つとめて 其 

の 志す 處を行 ふに あらず して は、 言 斗り にして 其の 實 あらざる 也。 行 ふと 云へ ども- 

一生 是れ をつ とめて 死 而後 已 にあら ざれば、 中道に して 廢す、 道のと ぐべき 處 なし。 

(二)  ハク  ハ ス  一一/  二  ナ 17 ン 「 ヌ 一一 

故に 勤行 を 以て 土の 勇と する 也。 孔子 曰、 君子 欲 T 訥ニ於 言 一而 敏キ 於 行 上と いへ り。 云 

ふこと は是れ やすくして 行 ふこと 是れ 難しと も 云へ り。 職分 を 知りて 志 を 立て、 道に 

志あって 其の 道の 次第 をき くこと を 得る と 云へ ども、 勤め 行ふ處 を專ら とす、 而 して 

勤め 行 ふこと、 大方の 志に ては遂 ぐる こと 難し。 今少しの 不, 入 事 を 致しなら へる わ 

ざすら、 是れを 改めん とする に は 甚だ 力 を不， 入して は 安んじ 難し。 殊に 利害の 間、 

色欲の 妄動、 名 根の 所 レ萌、 因循す る こと 久しき を 以て、 更に 間斷 する 處 なく、 其の 

意 妄りに 先んず。 ここに 於て 我れ に 大力 量 あらず して は、 必ず 引お とされて 其の 誠 を 


盡す 事不, 可, 叶。 我れ に 大力 量 を 出さし むる は、 志の 淺深 による こと.^。 志す 處淺く 

ル カラ  (58 力) 

して は 勤む る處深 かる 不レ 可也。 志 は 自ら 省みて 入の 人たら ざる 處を たし か に 辱づる 

ルデ  (三)  〈クム ハヲシ  一一  ハシ 

^--) 第-一 ナ 處 深から ざれば、 此の 志不， 出 也。 故に 中庸に 曰 はく、 子 曰- 好， 學近ニ 乎 知； カ行 近， 一 

お gig 公 乎 仁 一 知 h 恥 近 二 乎 勇 一と 出で たり。 孟子 曰、 富貴 不レ 能， 淫、 貧賤 不レ 能レ 移、 威武 不レ能 

レ屈， 此之 謂 二 大丈夫 一と 云へ り。 富貴 は 人の 大に 所， 好に して、 貧賤 は 人の 大に 所， 惡、 

威武 は 人の 大に 所レ 恐に して， 此の間に 聊か 心 を 付く る處 なきに 不， あば、 大丈夫と 云 

ふべ からず。 大丈夫と 云 ふ は、 是れ士 の 道に 志して、 其の 志す 所 をた しかに 行 ひつと 

めた る ものの こと 也。 其の 厚く 正しき 所 如，：^ つとめず して は、 士の 本の 立つ と 云 ふ 

ベ か A.^ ざる 也。 

明 こ 心 術， 

四 氣を養 ひ 心 を存す 

氣を養 ふ を 論ず. 

師 嘗て 曰 はく、 人の 氣 質に 天 姿 あり。 云 ふ 心 は、 天然と 生れ 付いて 其の 質 宜しく 叉 

士道 明 心 術  一 五 


山 鹿 語頻卷 第二 十一  ー丄ハ 

y) 皮の 紋 其の 質 暗き あり、 是れを 天 姿と 云 ふ 也。 されば 虎 は 生れながら 表 を あら はし、 鳳凰 は 

自然に 五色の 色取 あり。 驥 は不レ 習して 千里 を かけり、 鶴 は 雛に して 六 を そな ふ。 

白玉 は 不レ琢 して 光り あり、 黄金 は 自ら 瓦 石より 炳る。 是れ 各し fK 然の 質に して、 聊 

か 造作す る處 なし。 人 又 如, 此 生れ 付きて 其の 宜しき 處 ある もの 也。 然れ ども 養 ひ；^ 

する 處 あらざる の 輩 は、 一方 は 明月 白日の 如く なれ ども、 叉 一方に 黑閱 無差^の 處 5^ 

來る. もの 也。 故に 人々 我が 得た る處を 置きて、 其の くらき 所 を 養 ひて、 氣稟を 今日に 

^^^^ 變 化せし めず して は、 人の 人た るに あらざる 也。 孟子、 我^ 一 浩然 之 あ 一と 論ぜり.。 

浩然の 氣と云 ふ もの は、 孟子 も 難レ言 と 述べられ たるが ゆ ゑに、 今以て 如， 此と云 ふに 

處 なし。 唯 だ 心 は氣に 因って 或は 動搖し 或は 困苦す る もの なれば， 此の 處を 能く 心得 

て、 常に 道義 を 以て 是れを 養 ひて、 氣 の不， 磯が 如くなら しむる にあり と可レ 知。 此の 

氣を養 ひ 得る とき は、 至大 至剛 にして、 能く 萬 物の 上に 伸びて、 物に 屈する 處 あるべ 

からざる 也。 心 は氣に 因る が ゆ ゑに、 氣 能く 靜 なる 時 は 心 則ち 靜也、 氣 動ずる とき は 

心 ここに 動ず。 是 れ心氣 不二 兩樣 1 を 以て 更に へだたる 處 なし。 心は內 にして、 氣は外 

に 動ずる もの なれば、 先 づ氣を 養 ひ 得る を 修身 存 心の 本と すべき 也。 養と 云 ふ は、 我 


が 天質の 氣の 過不及 を考へ はかって、 其の 過ぎた る を损し 其の 不レ及 を そだて、 事物 

の 間にお いて 動靜 宜しき に 相 かな ふが 如く 可， 仕 也。 是れ 日用 之 工夫 也。 人の 一身 五 

行 を 以て 相 成る、 其のき はまる 處は 水火の 二 儀に 落つ。 水 は 血に して 重く、 火 は氣に 

して 輕し、 是れ氣 血の 二つ を 以て 榮衞 として 身體 全し。 水 は 火に 因ってめ ぐり、 ナ、 は 

水に 因って 或は 消し 或は 激す、 而 して 水 は 常に？ i に付き、 火 は 常に 燥に 付きて、 其の 

本體 昇降 差別 あり。 故に 人の 氣 必ず あがり やすく 輕く 動き やすし。 此の 處を 了簡して、 

氣を養 ひて 其のめ ぐる 處を順 和せ しめ、 其の 動く 處を妄 りなら しめ ざれば、 動 靜處を 

得て 氣に 虚妄な きを 以て、 心 これが ために 妄動 放心す る 事不レ 可レ有 也。 

度 量 

i) 字は叔 師 嘗て 曰 はく、  士は 其の 至れる 天下の 大事 をう けて， その 大任 を 自由にい たす 心 あ 

度、 後 漢愼陽  ヒ， カラ 

お ら ざれば、 度量 不レ寛 してせば/.、 しきに なりぬべし。 されば 長江. 大河の 更に 其の 

人 仕 へん こ と かぎり を不， 可， 知が 如く、 泰山 • 喬嶽の 草木 鳥獸を かくすが 如くに して、 其の 胸中に 

よ、 め バ京韦  . セ ノ ま 

0^^f. は 天下の 萬 事 を 容れて 自由なら しむべき、 是れを 度量と 云へ り。 天空 任 二 鳥 飛； 海濶 

；. K 下號 して 徵  ス ノル-一  * ラ カル ノ  31) 

君と いふ  委ニ魚 躍； 大丈夫 不 レ可レ 無二 此 度量 一と 云 ふに、 此の 心 を 云へ るに や。 後 漢の黄 憲がこ 
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二)  i、 

林宗 はネ、 家 

居して 學も授 

け， お， f 數干 

人、 穩 健の 思 

想に して 黨錮 


衆望 を あつめ 

たり 

(二)  は 伯 

仁、 尙書左 僕 

射に 至る、 王 

敦の亂 に 死す、 

^愛に おし。 

g 番列傳 第： 一一 

十九に 出づ。 

二の 引用 語 は 

王 導、 顔が 膝 

に 枕し、 その 

^も 指して、 

「卿 かこの 中 

何も 有する」 

と 問 ひし 答へ 

なり 

つ •) 字 は 茂 

:%、 元 帝の S- 

, ^相と なり、 

^帝* 成 帝に 

歷 仕し、 功大 

なり， 文獻 i 

諡す。 .h 敦の 

從 3? に むて、 

敦が IB^ 亂の黄 


と を 郭林宗 がい へ る言气 叔度 r 汪々 若 n 萬 頃 波 一 澄 レ之不 レ淸、 搬" 之不. 濁、 

レ可レ 量と 云へ り。 晉の周 顗が此 中空 洞無レ 物， 足レ容 一一 卿 輩 數百人 一と 王 導に 答へ し、 是 

れ 各-^ 其の 人の 度量と 云ぶべし。 器 如， 此 に寬廣 にあら ざれば、 力量 又 F、_f- しからず。 

力量と 云 ふ は、 從容 として 萬 物 をと とのへ、 談笑して 四海 をした がへ、 地の 重き を 負 

ひ 海の 廣 きを ひたし、 天の 大 にして 無レ 外、 日月の 光の 無， 不, 通、 これ 皆 自 然の 力量 

也。 されば 天下に 中して 立ち 四海の 民を定 むれ ども、 是れを 以て ほこらず、 大事 を 一 

胸襟に 定め 大節を 萬 民の 上に ほどこせ ども、 是れを 以て 大 なりと せず、 如, に氣の 

力量 を 養 ひ 得ず して は、 物々 にせば まり 困 しんで、 浩然の 大 なる を不レ 可レ得 也。 故に 

度量 を 以てすべ しとい へ り。 我れ に 氣を養 ふ 所う すくして 大丈夫の 本意 立 時 は、 

利害 好惡に 付いて 心 こ こ に 動き 氣こ こ に妄 作して 眞を失 ふべ し。 人 皆 物に あた つてせ 

く 處出來 る こと は、 氣 妄動して 處を失 ふ を 以て 也。 妄動 するとき は 知 これが ために か 

くれて、 所レ爲 皆妄作 也、 更に 寬廣 の處 なし。 大丈夫 生死 一 大事の 地に 臨み、 白 匁 を 

1 , ,  、  (《1)有錦*^記 -ーシ  ヲ レ ヌシヌ 

蹈み 綑戟を ほとばしら しめて 剛 操の 節 を あら はし、 臨， 一大事 一決 一一 大議； 垂， 紳正, 筋、 

不レ 動ニ聲 色； 而措二 天下 於 泰山 之 安一と 云 ひける 文武の 大用 は、 度量の 間に 可，， 存也。 


志 氣 

^^.^0 師 嘗て 日 はく、 志 氣と云 ふ は、 大丈夫の 志す 處の氣 節 を 云へ り。 大丈夫た らん もの 

導 これ を 知ら  ス  プ 

ぱ」 i ひひ？ 敦 少しき の 處に志 を 置く 時 は、 其の 所, 爲 其の 所， 學皆 至って 微 にして- 大 なる 器に あら 

■nss を 殺せし  ♦ 

れ 友情 ざる 也。 道に 志す とき は、 管 仲 • 晏 子が 輩の 功 烈猶ほ 不レ足 ン爲と 思 ふ は、 曾 子 • 孟子 

を 知って 歡  ル 

^3,.  の志氣 也。 若し 小成に 安んじて 氣 節の 全き 處 を不， 得 時 は、 器 常に 载細 にして 器識の 

^0. 大 用を不 A 知 也。 後漢の 趙溫は 大丈夫 當ニ 雄飛； 安 能 雌伏と 云 ひ、 I 蕃は 大丈夫 處：， 世、 

後 * に出づ  二  ス ヲ ンゾ ，-セ ン ヲ  (*^)  チハ 二  ダ〃 シ テハ，  一 (一 9 ス 

(き 一一 人と 當レ掃 二 除 天下； 安 事 一一 一 窒, と 云へ り。 梁 竦 は 大丈夫 生 當ー 一封 侯； 死 當 一一 廟食 一と 云 ひ、 

班 超 は 大丈夫 立- 1 功 異域； 以取 二封 侯； 安能 久 事 二 筆硯間 一と 云 ひ、 唐の 李靖 常に ns、 

め L 功臣。 こ  セバ ス べキヲ テ  ヲル  ヲゾ ラント ルニ  ノ ト (二 11) フ  It ハ 

： に 云 ふと こ 大丈夫 遭遇 要レ當 T 以 一一 功名 一 取 貝 h 何 至 レ作ニ 章句 儒？ 馬燧 云、 天下 有 ， 事、 丈夫 

ろ は、 孟子 公 

0^^^ 當 H 以レ功 濟， 一四 海； 渠老ニ 一  儒 1 哉。 北朝の 高昂は 毎に 云 へり、 男兒當 T 橫ニ行  一 下； あ 

一 ナ誡齊 人 也、 ヲ チク ンデ ヲ 一 ラン. て ト  ヘシ 

や as 子- 取 ゆ 富 責ハ 誰 能 端坐 讀レ 書、 作 一一 老 博士 一也。 是れ 等の 言、 各-其の 趣向に 弊あって 格言 

乎 usw:- 曰 云々、 k;e 子與， I 管 仲 一 ifS 賢、 曾 西 sk 然 不レ悅 曰、 爾 何 比-一予 於 管 仲 T 云々、 功 烈如レ 彼 其卑也 云々」 と あるに 基く  (-:,-)  ^al&•卽v曾^f,の子 

の あやまりた (七) 後， 1?？ 末の 人、 字 は 子 ま、 蜀郡成 都の 人、 - 初め 京 郡丞 となり 嘆 じて この 言葉 を發 す。 後 漢書 列傳第 十七、 趙典， の 中に あり 

(八) 字 は 仲擧、 後 漢書お 傳第 五十六に 出づ、 桓 帝の 時黨 趣の 難に 死す (九) 字は叔 敬、 官に志 を 得す 著作に 生涯 を 終れり。 後» 書 u,.« 第二 十 四 

^^傅 中に 併せて 出せり 二 (じ 戀に！？^らるること (二) 班 固の 弟. 西域 都 護た る こと 三十 一年、 漢の 威大に 西域に 振 ふ e 後 書；^, -傳 第三 十 

七に 出づ ニニ〕 表 初 C 名將、 書 列傳第 十七、 新 唐 書 f;/- 傳第 十七に 出づ 二三) 玄宗 W 後 S; 亂れし 時に、 武功 を 立てたり、 書！^ .It 第 r 、十 

ST 新 1&書 第-へ 十に 出づ (一巧) 字 は^ 曹、 北齊 書列傳 第 十三に、 父、 の と ffi: せ 出せり 
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つ ほ と 云 ふべ から ざれ ども、 大丈夫の 氣節 其の 高尙 ならん こと は、 如 レ此に 十す ぎ あげた 

グ lO£  ti まソ 

せし ^ 避れ て る 如く あら ざれば、 必ず 小事に 屈して 一大事 を なすこと を 不レ得 也。 

S?  レバ / ヌ 

(一一 ル.^ の 世 古の 臣 たる 人 は、 君 を 堯舜に 致さん こし-を あてて し、 一夫 も不, 得 二 其 所 一 以て 己れ 

Fv^^^i. が とし、 父に 事へ て は 如 二 曾 子 1 して 可な りと、 未だ あきたら ざるの 志 を 置く。 是れ 

a-i 戰 つてお  ルょ，  m  .  ：  W ィ 

ぎ、 皆志氣 の高尙 にして 小成 小利 を不， 事が 故 也。 彼の 許 由が 天下の 讓を きいて 耳 を冼； & 

力 成りて 湖  (二) 

こや ンひ 5 る  セン ノ  二 さう ほ  カーフ マス  マ (三) 

M^^^^t 川 流 一 巢父 その 水 を 牛に だ も不, 叮レ飮 と 云 ひて 下流 を不レ 汲、 范 翁が 五 湖に 浮んで 越 

す。 國 語の 越  ケ ！sn 

;*?に？^-なり を覇 たらしめ たる 功 を不, 受、 莊 周が 鳳凰の 飛ぶ を na- て、 くされた る 良 をつ かめる i4§ 

5； に， J3:S ケ-  g  .  ,  ノ ヌ 

^^.^0 の嚇 といへ るた とへ、 嚴子 陵が 一二 公に 不レ易 二 江山^; いづれ も 聖人の 道より 云 はば 其 

n らをほ 凰 こ 

れ とへ、 薪 を の 弊な きに 非ず と 云へ ども * 利害に おいて 聊か 志 をと どめず、 天下の 大器と いへ ども 

惠 午に 哲 へ、  カー. , 

簡 ほ 我が 自適す る 處に不 レ可レ 易と、 氣節を 立てたら ん處 は、 まことに 大丈夫の 氣 象と ームふ 

は、 腐 11 べし。 衣 振 二 千 似！^ 足 PI 萬 流； 大丈夫 不， 可 i  (二 此氣節 一と 云へ る は、 如， 此の 心 

はるる を 恐る  5 

U 怒 叱 S な にも ありぬべし。 何し 聖人の 道より 不レ 至して、 一向 其の 氣 節の 高尙を 貴ぶ 時 は、 異 

へ.. Tn  ^rs£、  く, T じゃく  う ひ 

I は 子 i「M 端の 虚無 空 寂 を 貴び、 世間 を 以て 艱芥 とし、 天下 を 以て 糠枇と 思って、 唯 だ c 適する 

« の 光武帝と 

E祭の友なh^、 を 可也と す。 故に 格 致す る こと を詳 ならしむべき 也。 


して 


以て せど も 

至らす、 悠， - 

IL い して 終る 

(六) 音 代の 

詩人 


溫 藉 P- 

師曰 はく、 大丈夫の 度量 寛に 氣節大 なる は、 自然に 溫 潤の 處 ありぬべき 也。 溫藉と 

云 ふ は、 有 二 含蓄 包容 1 之 意 也。 內に德 を ふくみ 光 をつつ みて、 外に 圭角 あら はれざる 

のこと 也。 小智 短才 なる 輩 は 器せば きを 以て、 我 知 を 立てて 人に ほこり 世に てら ふ C 

度量 氣象 よく 萬 物の 上に 卓爾 たるが ゆ ゑに、 更に 功 を 立て 名 ii- ほこる 處 あらず、 而し 

て 更に 忿 鼠の 氣 あらず、 溫和 自ら 發ニ顏 色 一して 仁人 君子の すがた あら はれ、 物に 交り 

人に 友な ふとき は、 陽春の うらら かにして 能く 物 を 利す るが 如く たるべし。 是れ大 丈 

夫の 溫藉 也- 溫藉 ある 時 は • 能く 惠 愛して 人 を 救 ひ 物 を 助く、 天下の 困 究離析 する を 

V うりん  き さかし- 4  . 

見て は 我が身の 苦しみ あるが 如く 十。 故に 倉廩 を 開き 櫃を 倒に し、 寶を 出し 財 を 像け 

て 其の 救 を 全くして、 ここにお いて 快と す e 是れ 溫藉の 所, 致 也。 碧藏 澤自媚 、玉牧 

ッ ツム ヲ  カラカル ノ  フス ルリ ニシ  / 

山韜， 光、 大丈夫 不レ 可， 無二 此溫藉 I と は、 此の 心なる ベ し。 古人 云、 接 レ物如 ニ虚舟 1 

と 云へ る も， 溫 潤の 處不， 深して は不， 可レ有 こと 也。 . 

風 度 

師曰 はく， 大丈夫 は 一向 剛操を 立て、 其の 風俗い やし かるべき に 似たり、 是 れ又大 
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丈夫の 本意に 非ざる 也。 されば 月 l4 一！^ 桐 上； 風來二 5! 柳邊； 大丈夫 不， 可：， 無二 此 風流 1 

と 云へ る は、 風 度の 世俗に 非ず、 明珠の 側に 在りて 自然に 人 を てらす が 如き 風情 を 云 

へり。 周 茂叔の 人品 を 山 谷が 論じて、 胸中 洒落、 如 二 霽月 光属 一と 云 ひし は、 其の 風情 

の つたなから ずして 健 骨の 相 ある を 云 へ る 也。 物 皆 自然の すがた あり、 いやしき に 

はい やしきす がた を 表 はし、 貴き に は 貴き 形 を あら はす、 野 鶴に は 無二 俗 質； 靑 松に 

は楝 梁の 氣を ふくめり。 孟子 梁の 襄 王に まみえ て 出で て 人に 語りて 曰 はく、 望 レ之不 

レ似， 一人 君； 就， 之 而不， 見, 所， 長と い へ る は， 褒 王に 人君の 風 度 あらざる をい へ る 也。 

大丈夫の 養 不レ正 時 は、 唯 だ剛强 なる を專ら として、 衣服より 飮食居 宅の 體、 言語 動 

容に 至る まで、 專ら すね こ はりて 木の はしの 如く 取 ま はし、 是れ 則ち 大丈夫の 法 也と 

思 ふの jg^ あり、 甚だ 以て あやまれり。 大丈夫 婉 にやさし く臘 たけた らん は、 柔弱に 溺 

すゐ しゃう へい 

れて風 度と 云 ふに は あらず、 少しもつ たなく いやしき 質 あらず、 水精の 瓶に 秋水 をた 

く はへ、 白玉の^^に氷をのせたらん如く、 聊も かくれた る處 なき 風情、 是れぞ 大丈夫 

の 風 度と 云 ふべき 也。 是れ內 にへ つら ふ處 なく、 外に 屈すべき 物な く、  I： くに 行く と 

い へど も- 其の 氣 常に 萬 物の 上に 仲び て， 鳶 飛んで 天に いたり、 魚 躍って 淵に 入り、 


月の 梧桐に きたり、 風の 楊柳 を ささ ふに 不レ 殊。 如レ 此の 風 度 を 養 ひ 得ず して は， 一 塵 

にも 不レ染 の 如くな らん や。 尤も 可レ愼 也。 

義利 を辨ず 

ルズ ふ-一  ヲ 

師 嘗て 曰 はく、 大丈夫 存 心の 工夫、 唯 だ 在， 辨ニ義 利 之 間 1 而已， 君子 小人の 差別、 

王道 覇者 之 異論、 すべて 義と 利との 間に 有レ之 也。 いかなる を か 義と云 はんとな らば、 

內に 省みて 有， 所ニ羞 長； 處， 事 而後 自謙、 是れ を義と 云ぶべし。 いかたる を か 利と 云 

はんとな らば、 內縱ー 欲 而外從 二 其 安逸； これ を 利と 云 ふべ し。 古今の 間、 學者 道に 入 

るの 始末、 唯だ義 利の 辨を詳 にす るに あるべき 也。 其の ゆ ゑ は、 利 は 人の 甚だ 所レ 好に 

して、 人々 皆 所 ニ陷溺 一也。 されば 生死に ついて 云 はば 生 を 好み 死 をに くみ、 利害に つ 

いて 云 はば 利に はしりて 害 を さけ、 勞逸 について 云 ふとき は 勞を嫌 ひて 逸に 付き、 飮 

食 居 宅 衣服の 用， 視聽 言動の 間、 凡そ 七 情の 發 する 處、 各.^ 此の 情な くんば あるべ か 

らず。 聖人 君子の 敎、 生 を きらって 死につ き" 害に はしりて 利 を さけ， 勞 しそ 逸せ ざ 

れと云 ふに は 非ず。 聖人 君子の ii み 惡む處 も 亦 凡人に 不レ 可レ異 して、 其の 間 惑 を辨ず 

るに あるの み 也。 いかなる を 惑と 云 ふべき とならば， 唯 だ 自らの 身 を 利して 外を不 
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レ顧 是れを 惑と 云 ふ 也。 自らの 身 を 利 十る こと を 好む は、 是れ叉 天下 同様にして、 

聖人 君子 は 輕重を 能く 辨ず。 輕 重と 云 ふ は、 君 父兄 師夫は 我がた めに 重し、 臣 子弟 幼 

婦は 我がた めに かろし、 天下 國家は 身よりも 重し、 視聽言 動 は 心より 輕し。 此の 輕重 

を詳に 究理 するとき は、 惑 ここに 止むべし。 其の 故 は、 生死の 場 此の 一 刹那に ありと 

云 ふとき、 君の 爲 父の 爲 其の 外 重き もの の ために 害 あらんに 於て は、 速に 死して 不 

力 ラ ミ ル 

レ可 X 顧、 我が 重き ものの ために 害な きに おいて は、 能く 保ち 能く 養 ひて 命 を 全くす る 

に 在りぬべし。 利害 勞逸 各. -然 り。 萬事にぉぃて如，：^究ニ事物之き； 則ち 義理の 行 長 

じて 利害に よる 處 則ち 消滅す、 而 して 利害の 間宜 立ちて、 利 まことに 利 あり、 害 まこ 

とに 害 ある 也。 是れ 聖人 君子 人に 敎 ふるにし ふる 處 なく、 唯 だ 自ら 體 .1 せしめて 1^ 

レ得レ 止の ゆ ゑん を 推して、 萬 事に 用 ふるのみ 也。 此の 惑辨 じがた きを 知って、 古人 さ 

まざ まの 敎を 立てたり。 大丈夫と して 己れ が 利害に よって、 天性に 恥ぢ おそる る處明 

白なる 義を棄 てん 事 は、 甚だ 可， 歎 也。 

されば 小利 を 得て 敖り、 功 を とげて ほこり、 財に 臨んで 求め、 難 を 見て 遁れ、 爭 ひて 

勝つ こと を 求め、 わかって は 多 からん こと を 欲し- 欲 をたん ぬせ ず、 志 を^た しめん 


こと を 思 ひ、 樂を盡 さ ん こと を ねが ふ、 如， 此 無量 の 情欲 出来す る 時、 輕 重を辨 ずる 事 

あらざる が 故に、 重き 方 を 忘れて 輕 きを 重んじ、 つ ひに 君臣 父子 兄弟 師友 夫婦の 義か 

-け て. 其の 事 をね が ひの ままに 致して、 その あとに 快から ぬ處 生ず。 是れ義 のかく る 

(一) 0S 處は 天則に そむ/.、 處 あれば 也。 今生 死の 一事 を 以て 5 ふに、 後藤 兵衞守 長、 主人の 平 

i?? 谓 S 七 きら  ！へ 

£ つ  重衡 を見棄 て、 重 銜の乘 替に乘 りて 命 を 助かり、 重 銜は生 捕られぬ。 是れ 命の をし さ 

い-〕 ち  ぢは うだい 

に 主人の 重き 處を 忘れたり。 守 長命 は 生き たれ ども、 重代の 主人 を見棄 て， 尤も、 七に 

恥ぢて 京に も不, 居、 熊 野 法師の 後家の 後見して ありし と 云 ふ は、 主人 をす つる 斗り の 

ル カラん 

くせもの にて、 物の 恥と 云 ふこと も不， 可レ知 ことたれ ども、 彼の 天則 を 知る 處 ある を 

しう を  ル カラ  わき tu 

以て、 羞惡の 心 こ こ に 萌して 更に 不， 快せ。 若し 辩へ なき 者より 云 はば、 剛臆 も 賢愚 も 

世 を 治む る は か り \ 一 と 也、 弓矢 取る 身に こ そ 不覺 とも 云 ふ ベ けれ、 命 を 全く せんた め 

の 奉公 也、 つとめ 也、 せ 1 の 人の そしる は； EJ- 所の 高 かけと かや 云 ふに ありと も、 守 長が こ 

と を 評 十べ し。 如, 此云 ふとき は、 以前の 輕 重の 論 も 不レ入 ことにたり ぬべき に 似たり _ 

聖人の 敎は 全く 不 X 然。 世の 人々 皆 守 長が 振舞の 如く あらんに は、 君臣 も不， 立、 父 

子も辨 へ、 なく、 各，^ その 利 を 利と して、 誰か 主人の 苦勞 にか は り、 父兄の いた はりに 
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代る もの あらん C 左 云 ふ 人 も 下人 を もたざる こと も ある 不レ可 k 子な きこと も あら じ。 

我が 下人 は 主人 をす てて 身 を かま へ よ、 子 は 父 を 捨てて 自ら を 5si しくせ よと 云 はば、 

世 問 一 時に 禽獸 夷狄に 可レ 落。 人と し て禽 ti 夷狄に 落 入らば 天地 こ こ に 倒 覆す ベ し。 

是れ たと へ 行へ と 云 ひても 內 にはぢ て不， 被， 行 處の感 通 ある を 以て 也。 聖人 は 不レ得 

レ 止の 天則の ままに 順 ひて、 道 を 道と 立て 玉へ り、 情欲の ままに 致さば、 天下の 間更 

ル カラ ッ 

に 不レ可 レ立を しれば 也。 生死の ことに かぎらず、 凡そ 利害の まじ はる 處、 各. - 此の 思 

よろしき  フ  フ 

入 を 味 ひて 其の 宜を 制すべき 也。 而 して 大丈夫 今 曰 所 ヒー 目 所， 行、 甚だ 理に 中る が 如し 

と 云へ ども、 聊か さきに あてて 爲す處 ある 時 は， 是れ 則ち 利 心 也。 あてて すると 云 ふ 

は、 今日の 言行 は 此の ためにな 處 ありと 利 を ふくみて 致す は、 是れ 財賓名 色の 利に 

はじ to つ (港) 

あらず とも、 則ち 伯 術に おちて 聖人の 敎に 違ぶべし。 たと へば 我が 行跡 をた しなむ は. 

人に 能く 云 はれん と 思 ふ は 名 欲 也。 人の 能く 云 ふ 爲には あらず、 唯 だ 家中の 手本と な 

りて、 下々 の 作法 行義を 糾明し、 家 をと との ふるの ためなりと 云 ふ、 是れ 則ち 利 也。 

勿論 家 をと との へ ん とならば 身を修 むる にあり とい へ ども >  家の ために 身を修 むる と 

心の 行かん は 誤 也。 天性 我が身 は をさむべ きのこと わり あり、 我が身 を さまり て 家と 


との はずと も- 少しも 其の 處に心 をと どむべからず。 人と して は 此の 道を修 むる ゆ ゑ 

(支) 

んの身 也、 外にみ る處 たし。 是れ 王道の 大 にして、 萬 物にさ ふること 非ざる ことわり 

也。 

董仲舒 曰、 仁人 者 正 二 1^ 誼- 不. 鼸ニ其 利； 明 二 其 道 一 不，； L 其 功一と 云 ふ は、 今 云 ふ處に 

ハク シテ ヌダ テン バセ ニグ ヲ ズ カラン ャ タ ダル ヅチ  7 サ ト 

も 近 からん 也。 朱 子 曰、 正 レ義未 一一 嘗 不一 レ利、 明， 道 豈必無 ， 功、 但不 K 先以ニ 功利 ー爲. -心 

ァラズ 

耳と 云へ り。 身 を さまれば 家 齊ふは 定まれる ことにして、 家 齊ふを あてて せんとなら 

ば是れ 其の 功 を あつる 也、 聖學の 究理に あらざる 也。 義 利の 辨を詳 にす る 時 は；：^ レ心 

して 不レ 放、 義 利の 辨 を不， 知 時 は、 情欲 一 たび 動く とき 我れ 好惡 にう ば はれて 心 こ 

こに 不レ存 也。 さるに よって、 存 心の 工夫 は 敬の 一字に ありと 古人 これ を 論ず。 §155 際- 

T 頸； kT^ 更レ， iS 胜レ佳  1 敬 は 聖人の 禮を 制する 本に して、 毋， i4 レ 敬と 云へ り。 今 云 ふ處は 

フ  ば， ノ 

人々 の 必ず 所， 惑 此の間に あれば、 此の 辨を詳 にせば 心 は 常に 存す べき 也。 敬 斗り 存 

すと 云へ ども、 其の 辨詳 ならず、 究理 分明に あら ざれば、 是 れは義 とせん や、 是れ 

お 六 SIS は 利と せんや- 兩般の 間つ ひに 不， 分して 道 ここにく らし。 故に 以， 辨一 一義 利 之 間ー爲 一一 

(三) 上  (二) ハク ハ .リ 一- ； ル卜 二  (111) 〈ク キテ 

篇 第一 一十； か 章 ； 4- 心 之 要 1 にあ りぬべし と 也。 孔子 曰、 君子 喩ニ 於義； 小人 喻ニ於 利？ 孟子 曰、 鶴鳴而 
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、 ヽ  、  (二  i  . 

起、 孥々 爲 X 善 者、 舜之徒 也、 鷄鳴而 起、 孳々 爲， 利 者、 跖之徒 也、 欲， 知 二 舜 與レ跖 

0§0 之 分； 無， 他. 利與， 善 之 間 1。 

命に 安ん ず 

• 師曰 はく、 人の 苦しむ 所 は 死亡 禍難 貧賤- 讽獨 也、 人の 樂 しむ 所 は 此の うら 也。 苦し 

カラ 

むと き は是れ が爲に 心不， 安、 樂 しむ 時 は是れ が爲に 又心變 ず。 故に 愛 喜に 當 つて 其 

の 所 レ志變 じ 心 ここに 不レ存 は 尋常の 情 也。 大丈夫 此の 時に おいて 心を存 する • 是れ富 

ニー) 二 ハク 二 キハ  ナリ  テ シ ヲ グトヌ (三) ハク  I ルハ 

nl)，rlj^y 責 貧賤に うつら ざるの 謂 也。 易 曰、 澤無レ 水、 困、 君子 以致レ 命遂レ 志。 又 曰、 山上 有 

ヽ, 二ん 1  ふ  ケ ンナリ  テ リテ 二 厶 7 

^^^0 レ水、 蹇、 君子 以反レ 身修， 德 とい へ る、 是れ 困究の 時に あたり 艱難の 事に 遇 ひて、 君 

づゥ 遂は 難な ， ンズル --  ハ 

トノ  子 安 ， 命の 心得 也。 凡そ 命と 指十處 は、 人の 造爲 して 不レ 叶、 天 自然に 其の 形 をな し、 

(WT) ジテ  ヲ  レバ  リ ノリ 

(S  ？ M 大 其の 理 其の 事 あらしむ る * 是れを 命と 云 へ り。 天生 二 蒸民； 有レ物 有：， 則と 云 ふ は、 是 

れ物々 各. '其の 命 ある こと を 云 へ るに も 可, 叶 也。 されば 命 は 朱 子 注して 天命と 號す。 

命 は猶ぃ 令と 云へ り。 程 子 曰、 君子 當ニ 困究之 時； 旣盡ニ 其 防 慮 之 道； 而不レ 得， 免、 則 

n トシ 

命せ とい へ る、 各た 天の 所レ爲 にして、 人の 不， 能の ゆ ゑん 也。 孔子 曰、 五十 而知ニ 犬 

ヌ (六) ハク レ 、〈ラ フ  キ テ タル r  ト (七； ハク キ ル 「二  ヒ テク ノヲ 

命？ 又 曰、 不， 知， 命、 無 3 以爲 二君 子 1 也。 孟子 曰、 莫， 非， 命 也、 順 受， I 其 正 1 ある 事， 


人と して 大命に 安ん ずる 處 あら ざれば、 此れ 妄動 妄 作して 實地 を蹈む 事不, 能 を 云 へ 

る 也。 されば 養生 を盡 して 命 ここに 縮まり、 義 まさに 死に 當 るの 場に 至る、 是れ 則ち 

命 也。 時 至り 地 ここに はさまり、 勢つ ひに 衰 へて、 知者 賢者 ありと 云へ ども、 之れ を 

ささ 

まふる に 益な くして 滅亡に 及ぶ、 是れ命 也。 其の 身に 失 あらず 義を たがへ ざれ ども， 

(5  ぃラ P  (を 

時の 災難に かかる は、 是れ 則ち 命に して、 文 王も菱 里に とら は れ、 孔子 も 陳-蔡 の 間 

に 厄 めら る。 是れ 則ち 命 也。 時に 不， 遇、 地又邊 鄙に して、 人 叉 是れを 助け ざれば、 

つ ひに 時に 不， 遇して 一 車の I 艮 一 ifi の飮 もす た ほなら ず.、 時に あ ひ 世に 用 ひられて は、 

.  (5 一 

ちう マき  ），め うし く.；' 

盜跖も 丸 千の 人 をした がへ て， 天下に 橫 行し 諸侯 を 侵し かすめり。 子孫 螽斯の 化 行 は 

1  とと 

るる も あり、 孤獨 にして 子 少なく 孫廣 からざる あり、 各.^ いづれ か 求めて 調へ る こと 

あ る や" 中に も 富責 貧賤 において は 人 各. '相 惑 ひ て 、 或は 巧 言 令 色して 其の 媚 を 入 れ 、 

或は 追從便 俊して しきりに へ つら ひ を 事と 千。 こ こ に お い て 大丈夫の 卓爾 たる 志 こ 

と ごとく 去って、 彼の 賤 丈夫が 墻斷の 利 を 事と する に 不：， 異、 甚だ 放心の 至り 尤も 可 

. 笑 也。 

凡そ 人の 世に立つ 事 は、 第一 に 時 をうる にあるべし、 第二に 其の 秀でつべき 家に 生 
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るるに あり- 第三に 其の 人 其の 時に 相 應の氣 質 ある もの 也。 此の 三 段 相 叶うて 初めて 

時 をうる になれ り。 此の 三つ 一 つと して 我が 作爲 しつべき 處 なし， 唯 だ 大然 自然の こ 

とわり 也。 其の 問 少しの 才覺を 以て 少しの 富 をうる こと ありと 云へ ども、 五ト 歩： 白步 

のた が ひ 斗り にして、 貧富 所 を かふる に 至る 不ぃ 可也。 孔子 曰、 富而可 つ 求 也、 雖ニ執 

鞭 之士； 吾 亦爲レ 之、 如不レ 可. 求、 從ニ吾 所 "レ 好との 玉へ る は、 富 求めて 可, 得ん ば、 身 

に 不二 似 化 一役 義 なりと 云 へ ども 不っ辭 して つとめつ ベ し、 左つ とめても 不， 叶 ものと な 

らば、 天の 命の 有る ことなれば、 唯 だ 我が 好む 所の 義理に 可レ 安との 心 也。 されば 松 

は 同じく 松に して、 高 砂の 松、 住の 江の 松と， 高下 山河 はるかに 隔たれる 地に 生ず、 

して 或は 高き によって 賞せられ、 或は ひきき にかくれ て 人に しられず、 其の 所レ定 

大の命 にして 人の わざに あらず。 大丈夫 常に 此の 天命に 安んじて、 富贵と 云へ ども ほ 

こる 不, 可、 是れ 天の 命 也、 己れ が作爲 にあら ざれば 也。 貧賤と 云へ ども 恥ぢ にくむ 

不レ 可、 是れ 天の 命に して 己れ が不， 得, 已所 也。 しかる 時 は 貧富 貴賤 はと もに 心の 付 

く 所に あらず、 年 寒く して 初めて 靑 松の 澗？ 鮫に 獨 りさび しき 時、 其の^ 心する 處の剛 

操 も あら はれつべき 也。 命に 安ん ぜ ずして は、 しひて 妄動し 妄作 せん 事、 大丈夫の 


(二) その 名 

惡 しき 故に 孔 

子の ま-さ h- し 

とい ふ 故事な 

(：ニ) 勝 母 は 

地名、 孔子の 

弟， 子、 孝 

子の 心と して 

勝 母と いふ 地 

忌みて そ 

の 村に 人ら ざ 

しこ と漢 の 

都 陽の 文に あ 

りと い ふ 

(w) 明の it: 

^ -^. 號は無 

健； 居士， その 

著 人 鏡 陽 秋に 

屮 マつ。 後屮： ra 

:;〇 頁參照 

(五) 季札、 

©- 王の 子、 賢 

なる.^ ほて 父 

に 愛せられ 位 

を ゅづ らんと 

せし も， 兄 を 

揮つ て延 陵に 

去り、 身吳 

の國 に歸ら す、 

sk; して 延 陵の 

季- 十と いふ 


だ V レ愼處 なり C 人 各. '好悪に よって 此の 心 を 放 亡して 惑 日に 益す ベ し * 今 安 ， 命 を 

以て 存レ 心の 工夫と 致 十 は 此の 故に や。 

淸 廉 

師曰 はく、 大丈夫 內淸廉 を 守ら ざれば、 公に つかへ 父兄に したがって、 利害 ここに 

萌して 天性の 心 を 放し 失 ひつべし。 淸 簾と 云 ふ は、 外の 恥 赂內の 財貨 更に 心に 不， 付 

して、 世人の 難， 一 i 所に 卓 雨と 立ちて 更に 不, 屈、 是れを 淸廉と 云へ り。 內 に淸廉 なる 

處 あら ざれば、 外 少しの 利害に 心 を 奪 はれて 其の 守り を 失 ひ、 心 ここに 放 失すべし。 

されば 孔子 は 忍 二 渴於盜 泉 之 水 一 曾 參は囘 二 車 於 勝 母之閬 一と 云へ る， 是れ 淸廉の 云に 

非ず や。 さし も 萬鍾の 祿を辭 する ばかり 高尙 なる 行跡 ある 人 も、 一 紙半錢 のことの 至 

つて ゎづ かなる 處に、 內に驚 吝の情 生ずる は、 淸廉の 心 薄く して 鄙 吝の情 ここに 生ず 

れば 也。 古人 lf?、 彼淸廉 之士、 一 榻 白雲， 半 窓 明月 • 金穴 百 丈 而不， 探、 銅山 萬似而 

不レ 瞬と 云へ り。 若し 清廉の 志 あら ざれば、 人の 不レ 知不レ 見、 取りても 害 あら ざらん 

處 において は. 自然に 吝嗇の 心 生じつべし。 

昔延 陵の 季子 出で て あそぶ、 道に おいてん の 遺せる 金 あり、 是 れを昆 て 傍に 柴を ft- 
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へる 人 あるに 云 ひける は、 是れを ひろうて 利せ よと。 此の 人 犬に 怒りて 云 ふ、 何ぞ汝 

位高く して 其の 詞 いやしき や、 我れ 薪 を 負 ふの 雑人たり と 云へ ども、 人のお とせる 金 

を I うて 利す るの 心なし と 云へ り。 季子 大に 驚きて 其の 姓名 を 問 ひけれ ども、 つ ひに 

不レ I と 也。 が S はわ づ かの 利に して、 おとして ある 處の 黄金 は 甚だ 重し と 云へ ども、 

淸廉の志ぁらん大丈夫は14レ！^->,^feのをぅる處なし。 此の間 自然に 義 の^す る 味 あい。 

人の 氣 質に 因って、 天性 淸簾 にして 聊の 貪な きもの あり、 是れ叉 其の 質 人に すぐるる 

慮 ありと 云へ ども、 學び つとめて 此の 質 を 淸廉に 至る が 如く 致して、 此の 存レ 心に あら 

ざれば、 廣く 推して 物に 及ぼす 事 あた はざる 也。 清廉の 器 あらんに は， 利害に おいて 

更に 放、.：： する こと あるべ から ざれば、 大丈夫の つとめ 尤も ここに 有りぬ ベ し 

古の 伯 夷. 叔齊が 言行、 殆んど 淸廉の 至極と 云 ふべ し。 孟子 曰. 们夷目 不レ視 n 惡色ー 

I 不 Jill;  き f ー不. i^、  ：r き 淮〕、 ^ 則 退、 橫政 之所レ 出、 

橫ぁ 之に， 瓜 ゆ 田 li ハニ鄕 人 一 獻、. i ト ノ朝衣 朝 冠 一 坐る 於 塗炭， 也. 當-& 

之昏 ^二 北海 之 あ 一 11^,, 夭 下 之 ii^、  ：^sl 二 伯 夷之^- 1、 頑 夫跟、 懦夫有 レ志 

といへ り。 されば 伯 夷 は 聖之淸 なる 者と は、 無い 所 A 雜の云 なれば 也。 


正 直 

師曰 はく、 大丈夫の 世に立つ、 正直なら ずん ば不， 可， 有 也。 正 は義の ある 處は 守り 

て 更に 不.， 變の いひ 也。 直 は 親疎 貴賤に 不.. ， 因、 其 可 レ改所 を 改め 可， 糾 こと をた だして. 

不レ諛 レ人不 レ從, 世の いひ 也。 世間に 身 を 立つ る こと は、 世に まかせ 人に 不レ從 して は、 

理の ままに 立つ こと 難レ 有と いへ る 輩、 祿を 得ながら 君の 非を不 レ糾， 父兄の 惡を不 

レ諫 して、 時と ともに 追從 し、 大祿大 官に預 りて 當世 にへ つら ひ >  時節 を 以て 君を諫 

むべき と 云 ふの 內に、 光陰つ ひに 空しく して、 一 生 一 事 をな 十 ことたし， 尤も 可, 恥、 

尤も 可， 笑、 豈 大丈夫の 存 心せる たらん や。 唯だ祿 により 官 にさ へられて • 本心 ここ 

、，：.？、-  ニニ  〈ク  ハ  モシ-  (is 興、 

i^J^ ナ f 七 上 に 放 失し 世の 弄臣 となれ るた るべ し。 孟子 曰 * 豪傑 之士、 雖， 無二 文 王 一起と 也。 人の 

たすけ を 待ち人の うくる を 喜んで、 諫を 入れ 非 をた だす こと は、 正直の 士に 非ず とい 

へど も猶 ほこれ をな すべし。 彼の 大丈夫に 至りて は、 一毫の 助 を まつ 處 あらざる べし。 

松 天 而不レ 屈、 蘭 無 レ人而 亦 香、 これ 則ち 大丈夫 正直の 立つ 處と云 ふべ し。 直方大 

§  (夜) 

は 易の 重んずる 言 なれば、 君 父に つかへ て 世に立つ こと は、 つとによ はに 唯 だ 正大 直 

方 を 本と し- 世俗の 名譽 にか か はらず、 仁義に 非ず して は 君の 前に 不， 陳， 大 節に 
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んで凛 然として 四海に またがる * 是れ 正直の 心を存 十る ゆ ゑん 也。 

剛操  ， 〈 

帀 嘗て 曰 はく、 大丈夫の 世に 在る、 剛 操の 志 あら ざれば 心 を^す る こと 不レ能 也。 

剛はょく剛毅にして物に14,1^のぃひ也。 操 は 我が 義 とする 志 を 守って 聊か 不レ變 の 心 

也。 大丈夫 此の 心 を存せ ざれば、 我が 好惡 する 處 において 必ず 屈し やすく > 義を 守る 

處 たしか ならざる 也。 故に 剛操を 以て 信 を 立て、 義を 堅く する の 行と する 也。 淸應正 

直 も 剛操を 以てせ ざれば 不， あ、 況ゃ士 たるの 道、 常に 剛毅 を 以て 質と し、 其の 守る 

處を 14,^ を 以て 行と す。 人 誰か 生死 利害 好惡 あら ざらん や。 內に剛 操 を 以て 究理す 

るが ゆ ふんに、 死の 至っても モ j| 猶ほ 安んじて レ^、 害の 至って 可 i 猶ほ 安んじて 害 

をう く、 財寶 酒色の 必ず 可：， 好猜ほ 安んじて 是れを さくる に 至る， は、 剛毅 節操の 高く 

守る に不 A 有ば、 誰か 此の 行 をな さんや。 

； 1^ 子 up 志 4k.44 っ觀ー 男士 ハ不ト k  jr ブき r お Di、 き不 き義、 達不 

レ 11 あと。 是れ皆 剛操を 立て， 心 兹に存 する が ゆ ゑ 也。 しばらく も 此の 志 あらざる と 

き は、 利に 屈し 酒に おぼれ 色に 惑 ひて. 終に 義を 忘れ 生死の 大事 をた がへ • 大 節に 臨 


んで 約を變 ずべ し。 豈是れ を 大丈夫の 立， 志 所と 云 ふべ けんや。 能く 義 利の 分 を辨じ 

て 安んじて 是れを 行 ふ は 君子 也。 君子 は 世に 不， 易, 得、 勉强 して 其の 惑 を 去る こと 學 

者の 困 しんで 知る 處也。 學者 大丈夫に 至らん こと を 思 はん 輩 は- 常に 剛操を 守りて. 

好惡 において 心の 存亡 を詳 にし， 萬 物の 下に 不, 屈が 如く 可， I 心得 1 也。 古人 生 質に 因 

つ て 自然に 剛橾の 徒 ありと い へど も， これ 叉 一方に 秀でて 一方に くらし。 學人 古人の 

生 質に 秀でた る處 ある を 今日 身上に 取り 用 ひて、 彌.^ その 究理 をき はめ、 能く 事物の 

間に 推し 移る が 如く 可， 仕 也。 士 として 大丈夫の きた ひに 不一 I 練 得 一ば、 學亦碌 々たる 

小 書生の 志の み 也、 何ぞ 天下の 大器 識 たらん。 尤も 可， 味 也。 

五 德を 練り 才を 全くす 

忠孝 を勵む  > 

師 嘗て 曰 はく、 大丈夫の 世に ある >  出で て は 君に 仕へ 朝廷に 交 はり、 入りて は 父兄 

とと 0  まつろ」 ざる 

にっかへ 家を齊 ふ。 故に 天下の 政事 を 助け 萬 民の 憂 を 救 ひ、 不順の 逆臣 あるとき は 

.E ら將 として 閬 外の 任 をう け、 籌 を 惟幄の 裏に 廻らして 功 を 萬 代の 上に 立て、 或は 
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使 を 奉じて 大事 を 決し 君命 をはづ かしめ ず、 或は 死 を 致し 命を輕 くして 百年の 壽を 一 

n) 父母の ^の 下に 棄っ。 是れ 君に つかへ て 忠を勵 ます 也。 而 して 父母に おいて 力 を 5f し * 色の 

節 色の ま . 

心の ままに 養 ひ 永く 慕うて 死 を 致して l4 レ顧 は、 是れ內 において 盡す處 の 孝に あらず や。 

大丈夫の 責 甚だ 以て 重し。 ここにお いて 論ずる 時 は、 常に 養, 氣て 安靜 ならしめ、 心 

を存 して 義理 を 味 はへ、 是れを 君 父に 移して 忠孝の 實を詳 ならしむ る * 是れ士 の 勤 也- 

出で て 君に 仕 ふるに 德を不 レ以、 入りて 父兄に 仕へ て 其の 孝弟に 誠 あら ざらん に は、 

養氣存 心の 用 更に あら はれず.。 抑.^ 德と云 ふ は、 內に 養ひ存 する 處を 外に 用 ひて、 其 

の 誠を盡 して 無， 不二 究理； 是れ をな づけて 德 とす。 養 氣：： ^心すと 云へ ども、 君 父に お 

いて 其の 誠たら ずん ば、 何ぞ 其の 下に 及ばん。 然れば 所 レ養所 レ存、 唯 だ 空談に して 實 

なし。 凡そ 聖人の 道 は 普く 天下に 施し、 大小 精粗と もに 其の 用 足りて、 四海 其の 化 

に 及ぶ において 初めて 道道たり。 ゎづ かに 一 己 をて らし 一 身を淸 くせん こと は， 碌々 

たる 小人、 言 必ず 信に、 行 必ず 果 すの 輩 也。 されば 君 父に つか へ、 其の 可， 致の つと 

め 聊か 不レ总 して、 しかも 其の 理 にかな ひ、 四海 安寧に 家內 無事にして、 常に 變に更 

に 滯る處 なきと き は、 天地の 覆 ひて 無， 外の せて 無レ棄 にこと ならず.、 是 れ大德 にあら 


一. や。 故に 德を 練る 事 は、 先づ 忠孝 を勵 まして 其の 誠 を 盡し， 君 父に つか ふまつ るの 

間、 天性に したが ひ 守って 更に 不 逢 を 以て 本と すべき 也。 

§  (ft ル .-  (is もん  一 4 ハ r 

されば 古 來伯禹 の 洪水 を 導き、 阜陶 の爲ニ  士官； 道 ここに 正しく、 伊 尹. 傅 說が商 

一七) (八) せき 

に勳^ を 立て、 周 公 旦 • 召 公爽の 周の 世に 政道 を 輔佐せ しょり、 歷 代の 大臣 忠を盡 し 

て 世 を まつり ごち、 民 を 救 ひて 其の 大功 を 治世に 立つ。 周の 太公望 • 漢 の 張 良. 蜀の 


(三) IB- の始 

組禹王 

3)  時 

の獄官 

(五) s« の 湯 

王の 功臣 

(六) K の 王 

武 ..JtJEa 相、 

國 

(七) 周の 文 

王の 子、 武王 

の 弟 

(八) 周 創業 

の臣 

(九) aHr 

文 王に 見出さ 

れ て、 師 とな 

b. 後 齊に封 

ぜら る 

( 一 G  S 

も 一 に 15r に 

作る あり。 桀 

め 長夜の 飮を 

諌 めて 遂に 火 

あぶりに 逢 ふ。 

逢 比 千と； 2 

して 読臣の 

代表たり 

(一一 j  王の 忠臣に して 諫めて 三日 去らす、 遂に 殺さる (ニー)  }15耳.兩ー1^で|1鼻孔，ロを刺す剂 (一三) 衛の大 夫、 史は 姓、 字 は 子 魚、 孔 

子 家 If-sa 誓篇に 屍諫の こと 出づ" ，y 上 S 君 を 正す 能 1* ざり し fe- 悲しみ、 死後 葬禮を 5: ひすして 窓 下に 瑟を おき、 望 ヘム 怪しみ 閬 ふに 5 んで、 その子 父の 

首 も if! へや： り (一四) 春. 4^ 菅 C -、、  子に 仕へ、 諫めん として 簡-ナ ハ門 に 立つ こと 三晝 夜と いふ 二 五) 前 卷三九 七 頁 參 SSi  (一六」 前卷 一二 

化. 一 五三 頁 參照 (一七) 前卷ー 五三 M- 參ぉ； (一八) Kia の «u 人 二 九) ^^の玄宗の時安錄山の大&ーゃ-平定するに^?ぁりし、、 

に 併せと く  (二 〇) 叛臣 安 錄山 


諸葛孔 明が， 戰 伐の 功 を 以て 亂 世に 道義 を存 し、 關寵 逢が 夏の 榮を 諫めて 就 二 炮珞之 

I  ニー)  .  、 

刑； 比 干が 殷の紂 をい さめて 逢 二 七竅之 害； 衞の史 魚が 己れ が 屍を牖 下にす てし めて 

OE)  ヒ タラン ヲ  (一 HO  (1.10 

靈公を 諫めし， 周舍が 願. Z 爲ニ 誇々 之臣 1 て趙簡 子が 過 を 諫めし、 漢の汲 ShI が 武帝を 面 

折し， 朱 雲が 成 帝の ために 折 濫の諫 を 行 ふ、 各-人 主の 怒 を 侵して 己れ が 死 を不レ 顧。 

ノ  no 

齊晝邑 の 王螞、 燕の 軍に やぶられて、 燕 王是れ を萬戶 侯に 封 ぜんと あり けれども、 忠 

へ  -ー  /  ヲ  (一 さかう けい (一一 0) 

臣不. i こ 二君； 貞女 不. i ニニ 夫 1 と 云 ひて、 つ ひにく びれ て 死す。 唐の 顏杲 卿が 綠山 

^ 一 罵つ 一 一 其 の 舌 を た た れ て 死す。 是れ等 は 皆 忠 立 ちて 其の 道 を 盡 す に 至れり。 君に つ 
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かへ て 其の 德 をね るに 非ず や。 德 ここに 不， 正ば 何 を 以て か 如， 此に 可， 至。 而 して 大 

二)  (二)  (三)  (in  i) 

舜. 曾 子の 孝、 董永 • 王祥が カを盡 し、 老萊子 • 黄 香が 色の ままに 養 ひ、 仲 由 • 王袁 

が 永く 慕 ふ、 郭巨 • 孟宗が 誠感、 尹 伯奇. 申 生が 死 を 致す は、 是れ 各.' 父母に つかへ 

て 其の 誠を盡 す。 練：， 德 にあらず して は 如何して か 如 レ此に 及ばん や。 

されば 君 父 は 人倫の 大綱に して、 我がつ かふる 處誠を 不レ盡 ば、 君臣 父子の 道不レ 明、 

誠を盡 さんと ならば、 德を 練らず して は 其の 實 必ず 薄く して、 或は 害に あたって 變じ、 

死に 臨んで 變ず。 凡ての 事， 大 節に のぞみ 大變に 逢 ひ 大事 を 決する に 至らず して は、 

其の 德發 見す る 事 あらず。 世間 平生 底と いへ ども， 德を 本に して 其の 事に 處 十る 輩 は、 

其の 根ざし か はれり。 然れ ども 事事たら ざれば 其の 效 しあら はれず、 非常の 變 ここに 

來 りて、 臣 とし子と して 明白に 其の 誠 をつ くさん こと は、 德 以て 正しから ずして は不 

カラ フ 

レ可レ 叶 也。 

仁義に 據る 

師 嘗て 曰 はく、 人心の 德 仁義 を不レ 出、 是れ 則ち 天の 命ずる 處の 性、 その 情に 順つ 

て 更に 造作す る處 なきと き は、 唯 だ滿^ 子 仁義の み 也。 故に 大丈夫 自ら 身 を 守る の 間、 


仁義 を 以て 所， 據 とすべし。 所 レ謂仁 は 天地 生々 の 心に して、 惻隠の情 發而中 レ節愛 之 

用 也。 義は 事に 慮して 羞惡の 情あって. 內に恥 づる處 ある を 推して 中レ きの 名 也。 然 

れば 仁の 心 あら ざれば、 寬容 大度の かたち あら はれず して、 甚だ 好惡 に陷溺 す。 是れ 

仁 を 以て 聖人の 源と する ゆ ゑん 也。 義の心 あら ざれば、 物に 處す るに 節 あらざる を以 

て、 裁斷 果敢す る ことなし。 仁 を つとむる 時は禮 ここに 立ち、 義を つとむれば 智こ 

こに 明 也 C 是れ 仁義 は 禮智の 源な り、 水火 を 以て 五行の 本と 十る に不 レ異。 聖人の 人 

に敎 ふる 處、 仁義の 二つに 不レ 出、 仁 を 以て 德の 本と し、 義を 以て 事 をいた すの 用と 

より ど 二ろ  5 ち  レラ  - -  キ 

十。 大丈夫の 志 ざす 道、 仁義 を 據 として 內の德 を不レ 練ば、 何 を 以て か 其の 實を 可 

レ得 や。 而 して 大丈夫 BE- の 間、 外 君 父に つかへ 內 自ら 修 むる にす ぎず。 君 父に つか 

(wo 

ふるの 道 こ こ に 立つ とき は、 臣 子の 行 明に して、 朋友の 交り • 兄弟の ついで • 夫婦の 

^、 自然にと との ふべ し。 君 父 は 人倫の 大綱 也と は * ここ を 以てい へり。 內 自ら を を 

もと 

さむる こと 仁義 を 以て 本と するとき は、 日用 萬 差の 用 ここに 明に して、 更に 本體 にく 

らむ處 不：， 可.， 有 也。 

古 來の學 者 自ら 修レ 身の 要 法、 書々 に 品 多く 出で たりと いへ ども， 唯 だ 末學の 異見 
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を不， 可 力 (1。 聖人 明に 其の 敎を 論ず， 其の 說 仁義の 間の み 也。 仁義の 用に おいて 能く 

自ら 體認 して、 天地 不レ得 レ已の ゆ ゑん を 味 は ひ 得ば、 聖學の 淵源 ここに 於て 可レ 明， 

更に 言 說に不 レ可レ 渡して、 言說又 仁義の み 也。 然れ ども 古今の 儒者 蛇に 足 を ゑが き、 

身に i 疣 を 出して、 心に とめざる こと を 口に 說 くが ゆ ゑに、 仁義の 註解 萬 卷に滿 ちて、 

而 して 仁に あらず 義に 非ず、 殆ど 可 二 歎息 一也。 大丈夫 卓爾 として ここに 心 を 不レ措 乎。 

事物 を詳 にす 

師 嘗て 曰 はく、 事物の 用 各.' 天地の 一 太 極 を 具して、 而も 其の 所 ニ發見 一に さまん \ 

の 用 ここに あら はる。 草 は 同じく 草に して、 蘭に 秀でた る あり、 菊に 隱 逸の 形 あり、 

牡丹に 富貴の 相 あり、 蓮に 君子の 德 あり。 木 は 同じく 木に して、 松 栢は楝 梁の 器 あ 

り， 梧桐 は 淸淨の 質 あり、 梅に 淸香 あり、 樱 に艷容 あり、 柳は綠 なれば、 花 は 紅を顯 

はす。 其の 品々 擧げて 云 ふべ からず して 各.' 其の 則 あり。 君子 仰いで： 大を視 * 伏して 

地 を觀、 中に して 人物 を 察すと 云 ふ。 是れ 天地人 物の 間の 事 わざ を詳に 究明して * 而 

後に 聖人の 才 ここに E ゆ 一し く、 衆理 そな はりて 萬 物に 應 ずる ゆ ゑん 也。 德は 本と 天德、 

仁義 は 人の 道 なれば、 誰か 是れに 不レ由 もの あらん。 德を ねり 仁義に 據 ると 云へ ども、 


s ョ】 s*^- む 竊に方 一 南 ほ 氏 典 二 萬 じ^ 二 
5 るち 舜 3 を 居 * 人 方 東のに 3 物て い 
の 典 分ら 叔、' 方 一 出 を 天 ふ 
文官 水に W 擔しは 仲 和 '人 づ奮も 地 。天 
敎 土 出 下 せめ 北 は 氏^  、  °« 云 間 又 地 
を ちづ 書 して 方 西の は 仲 S 堯ふの 韓人 


事物の 口  £ 々樣々 にして、 天文の あら はれ 地理の 形 十る こと *  ニ氣妙 合の 間より 變 じて 

千 差 萬 別た る處 をつ くさ ざれば、 事に 處す るの 道 不自由に して、 其の 才能 三才に 不レ通 

也。 君 父に つかへ 自ら を修 むる の 間 皆 如, 此。 大丈夫 一世の 民 を 救 ひ 功 を 萬 代に 立て、 

天地の 德を たすけ 聖人の 誠を盡 す處、 唯 だ 此の 德を 立て 才を 全くす るに あるべし。 さ 

れ ばいみ じき 天子の 無., 上位と 云 へ ども、 賤 しき しづ 山が つの 業まで 具に しろしめし 

.  に 一) ，ん 

不レ 給して は、 天が下の 政に 怠 ありぬべし。 唐 堯* 虞 舜の聖 帝 も、 羲. 和 (二 氏卽 ち) 

(三)  く 

羲仲. 羲叔 • 和 仲. 和叔に 命じて 天の 時を詳 ならしめ- 禹に 命じて 水 土 を 平にし、 稷 

しき ほどこ  ：wr)  せつ L と 

に 命じて 百穀 を播 施さし めて 地の利 を 具にし、 伯 禹を司 空たら しめ、 契 を 司 徒たら し 

(八) 

1- る官  おうえう (六 1  すゐ  (七)  えき  ，、くわん 

(K)  2S の め、 阜陶士 となり、 垂に 命じて 共ェ たらしめ、 益 を 以て 虞官 たらしめ て、 草木 鳥獸を 

5, さ 至 を したが はし； H 如, 此の 事物詳 に 究め ずん ば不レ 可， 有 也。 ？；^ や 臣 として 君に つかへ 子 

T?? る 宫 

(4 八.^ -司 草 として 父に 孝 ある こと、 事物の 上 を 具にせ すん ば每事 必ず ゆきあたる こと あり ぬ ベ し。 

(九) ilssj の  C か  ス か？, -.TH  たいう ！ t<  / えきし よ， 5 こう  キ  ス 

囊と il されば、 虞 • 夏の 書に 所レ 出の 阜陶謨 • 大禹謨 •  S 稷 • 禹貢 等の 篇、 可 二 珍味 一也。 周 

二つ) 詩 Si  二 e 

、！ f 云 「^ に 至りて、 罔 公 旦は文 王の 子武 王の 弟に して、 王子 王孫たり といへ ども * 七月の 詩 を 

ち 一い ふ。 民の  ふいつ  (一二)  .，。ー しょ，、 A たき  ，-:s 

いとなみ， i 作って 民の ことわざ を詳 にし、 無 逸の 篇を 以て 成 王 を 諫め、 稼 穑の難 をし らしめ * 周 
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王 • 周の武 王、 

湯 は 15- の续を 

放ち、 武は殷 


(二)  si. 

春秋替の^T1公 

の 時の 大夫、 

陰に 采 c3 あり 

し を 以て 陰 飴 

生と 云 ふ」 秦 


つ て 惠公を 執 

ふ、 ^甥と 秦 

伯との 答 は 

左 傳傳公 十五 

年 十 の條に 

、出づ 

S 左傅昭 


條に出 づ。 IS 


の 弟に して、 


ぎら はんとし 

て り、 執へ 

られて 殺され 

ん とせし な hv。 
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禮の法 を 定めて 至らぬ く まもなく、 人情の 禮 節を定 む。 是れに 一事 物 1 して 其の 才の美 

なる ゆ ゑ 也。 治世に 政 をた すけ 君 を 輔佐して 天下の 儀刑 を 立て、 勳猷を 萬 代に てらさ 

ん事、 詳ニ 事物 一に ありぬべし。 况ゃ 戰國に 生れて 大義の 變に處 し， 仁義の 兵を擧 ぼて 

湯武の 一 擧に 比し、 不, 戰 して 彼れ が 兵 を 屈せし め、 謀 を 好んで 人な き 地に 入りなん 

事、 事物の 理を詳 にせず して は 何 を 以て 其の 自由 を 可, 得 や。 

(二)  ちか  とひ こたへ 

彼の 晉の陰 飴 生が 秦 伯に 王城に 盟 ひて、 秦 伯の 問に 答 をよ くして 晉 侯を國 にか へ し、 

(三)  とら  リテ ヲシト  (In 富弼  きつたん 

吳の蹶 由が 楚に執 はれて 借, 凶爲 レ吉、 宋 の富鄭 公が 契 丹に 使して 北朝の 兵 を やめし め 

し 類、 各.' 其の 才に 退し からず して は 君命 を 辱 かしむ るに： F レ； 4H 也。 子の 父母に つか 

ふる も 亦 如 レ此、 事物の 理を詳 にせ ざらん に は、 其の 孝に 於て 全 かるべ からざる 也。 

、. ^ン 

然れ ども 廣く 事物に わたらん とせば、 博 文に して 約 汗をかくべし、 此の 問學者 尤も 意 

味 深長なる 處也。 具に 其の 理を 不レ盡 して は、 一 向才に 走りて 其の 本大 にたが ひ、 利 

口 辨俊を もっぱらに する にも 可， 至 也。 大丈夫 志 を 立て ォ を？、 ほしく し、 君に 仕へ 父に 

つかへ て 事物の 間 無, 不， 通に 至らん は， 尤も 度量の 廣大 にして 器識 せば からず と 1^ 

レ云 也。 


tty 王 われ を m 

J£ すれば 吳は 

怠って 亡びん 

も、 われ を 殺 

せば 吳は備 を 

増して 遂に 楚 

e*%liw 退 せん、 

； S 易備 あり 吉 

と 謂 ふべ し 云 

と。 遂に 殺 

されす。 楚 i 

を 引く 

S) 宍の仁 

宗の 頃の 人、 

{4- は « 國、 少 

より 大度 あり、 

再度 北狄契 丹 

に 使して、 m 


保てり， • 王 安 

石 朝に 入る や 

退いて 家居す、 


女忠と^？咖す 


博く 文 を學ぶ 

師 嘗て 曰 はく、 古今の 人物 甚だ か はり、 異域. 本朝の ことわざ 尤も 異なり。 德 天地 

に ひとしき あり、 才萬 物に 及ぶ あり、 其の 用捨 は 我れ にあって、 其の 事跡 は 書に のこ 

れれ。 故に 博く 古今の 書を閱 して 事物の 用 を 詳に辨 ずべ し。 學者 或は 記誦して 古今の 

こと を覺 えそらん じ、 是れを 以て 世に ほこらん こと をな し、 或は 詩文 を 弄んで 詩 章 を 

必 とし- これ を 以て 學 とする あり、 各. * 大丈夫の 學 にあらず。 一 ケの老 博士、 三尺の 

ちら 

書生が 筆硯を 事と して 舌耕赌 書して 口 を <鏰 ひ、 祐筆 讀 書して 人の 掷 下に うづく まるこ 

と は、 大丈夫の 本意と 云 ふべ からず。 されば 如何なる をか學 文と 一 K はば、 古の 聖人の 

道 を 以て 本と 仕り、 賢人 君子の 行跡 をた すけと し、 古今 時代の 變化 人物の 理を わき ま 

へ、 其の 見聞 を 博く し 其の 才を まし 知 をみ がくた め 也。 後世に 至って 書 を 利口の 便り 

とし、 記誦 詩 章 を翫ん でしき りに 當 世の 人物. を 蔑 如し、 己れ を 高ぶり 人 を 嘲け るの 媒 

とす。 豈 大丈夫の 學 問と 云 ふべき や。 人 古今に 暗く 變 化に 通 ぜ ざれば * 孤陋 にして 其 

の 質 偏 辟して 其の 才 かたつ かた 也。 是れ 古人 文 を 學ぶを 以て 敎と 十る ゆ ゑん 也。 然れ 

ども 學んで 我れ に 工夫 致す 處薄 きとき は、 用法 ここに 暗き を 以て、 文才 皆 害と なる 事 
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あり。 我が 今日の 上 を詳に 究明して、 而 して 古今の 時 義を考 ふるとき は、 學皆才 を增 

すべし。 書 は數千 百年の 間の 事物 を しるせる のみ 也。 我れ 今日に 生れて 上數千 百年の 

と をし り、 遠く 異域の 風 をお ふること、 書に よらず して は 何 を 以て 得 んゃ。 故に 博 

く學, 文 を 以て 才を 逞しく する の 用と すべき 也。 

(ニノ  二 ハク レ  ハ  スルモ トス ルキヲ ニシヌ セント  一一  メ lii ヲ  ダク 

二) 顔 子， 1 氏 家訓 曰、 夫 所 n 以讀書 學問ー 本 欲 r 一 開， 心 明 レ目利 二 於 行 一也， 世人 讀 Ji、 但能 

ぶ ほげ。 フノ ミニ  メレ ヲ  ハ フ ぃヲ  二-フル ルハ 一一 シティ セ gf;l、 マコト ニル レ； 一/ ミ  " ぇバ 

言 ， 之、 不レ 能， 行レ 之、 武人 俗吏 所， 一 共 噴 詆； igl、 良 由レ是 耳。 叉 有 T 讀ニ數 

五に 引かる  ノヲ  チラ  ニシ  シ  ノ  マン ノ-ル モノ ヲ  M クム r レヌク  ノ  ム r レメ シシケ ウノ 

千 卷書ー 便自 高大、 凌 T1 忽 長者； 輕ぉ慢 同列 h 人疾 レ之 如 二 讎敵ー 惡, 之 如- 1 鵃梟； 

如 レ此、 以レ5^^求レ益、 今 反 自損、 如， 無 X 學也 云々。 是れ學 者 讀書を 以て 心と する 

(惟 力) 

の あやまり を 論ぜり。 內に德 を 練りて 身 を 修め 心 を 正しう すべ き 思 唯 すくなく して、 

外 唯に 學文讀 書に 志 あるとき は、 博 文 こと-^ く 今日の 害と 成りて、 不レ學 に はおと 

れる べし。 然ると き は、 人 自ら 省みて 身 を 正しう する を 以て 本と すべし。 正い 心 修レ身 

こと は、 學文 によるべ からざる 也。 學は是 れ才を 明に して 古今に 通ず るの み 也。 學者 

行 有ニ餘 カーと き は、 必ず 文書に W つて 其の 才を 博から しむべき 也。 


六 自 省 

自 戒 

師曰 はく、 大丈夫 常に 自ら 省みて 其の 氣 質のお くれたる 處を考 へ、 我が 好惡の 癖す 

る處を はかって、 自ら 戒めて 其の後る るに 鞭う つべき 也。 曾 子 は 孔門の 高弟に して、 

、 ： . ，  (二)  ゐ  (一 一一)  (巧)  あやまち 

に") りお？ it^ 1 貫 を 唯す とい へ ども 猜ほ 日に 三省の 戒 あり、 仲 由 は 己れ が 過 を 聞く こと を 喜ぶ 、各.. 

孑 子ジ I  這 

を 自ら 戒む るの いひ 也。 後 儒 家訓 をし るして 其の 戒めた だすべき 處を しるす、 是れ 則ち 

と 答へ て 声？！ t 

自省の いひ 也。 凡そ 天下の 事、 其のなる 處 堅く 其の 起る 處詳 なりと 云へ ども、 久しく 

ff-「)， が 子 の してた ださず 省みる こと 不 X 明と き は 必ず 弊 あ つて、 これ を賴 むと き は 失 乃ち 生ず。 

「吾 日 三省, I 吾 

KK^^ 是れ時 をへ て 破る る こと あり、 つ ひゆる こと あり、 故に 其の 事物 を 致し 初む るの 節、 

に 詳に 究理して 其の 事物 を 全から しむる と 云へ ども、 時 を 考へ節 をつ もりて， 度.々 是れ 

を 省み 察して 其の 弊 を 改め、 其の 時に あはざる こと をつ くろ ひ變ぜ しむる が 如くに 不 

ヽ, 」，- .alsnBnf  ラ  やはり  ル カラ ル  (五) ハク ンデ 二 フ ンヲ ャ ヨロ コパシ カーフ 

^m^M^S  , 仕して は、 終 を 全くす る こと 不, 可， 有 也。 孔子 曰、 學而 時習， 之、 不二 亦說, 乎と。 

時習と 云 ふ は、 時として 不 A 習と 云 ふ 事 あらざる とい へ る、 是れ 時々 刻々 に學 ベる 處 

をなら はし 省みる の 謂に 非ず や。 されば 心 術の 要- 養レ 氣存， 心 練レ德 全， 才 して 其の 用 
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たると い へ ども- ここにお いて 時々 に 自ら 省み、 己れ が 過 を 改め、 氣 質の 偏 をた だし- 

時と 處とを はかって 其の 事物の 用 相 叶 ふべき ことわり を 了簡し、 而 して 不, 流 不レ荡 が 

如く、 平生 內を 省みる とき は、 ただす 事詳 なる を 以て、 己れ が つとむる 事の 是非 邪 正 

自然に 明. n にして、 其のつ かふる 處 あらんに は、 工夫して 師 により 其の 關を 透り 得る 

が 如く 仕るべし。 是れ心 術を修 する の 要 也。 宋儒 專ら持 敬の 工夫 を 立て 放心 を戒 む、 

是れ 則ち s ら 戒め 自ら 省みる の 心得に ちかし。 小學の 嘉言に 所レ 出張 思叔が 座右の銘、 

お 益.^ が 座右の 戒と 云へ る も、 自省の いひな り。 宋の朱 子 家訓 をつ くり、 井に 自警の 

詩 あり。 是れ 各.' 自ら 戒めて 我が あやまり をた だす 也。 

盆？ S は 字、 宋  e 

の 人。 仏？ 卷五  P 二 

ra〇 ほ 參 Si 

S 元の！ r。 

1, り、 文 七 敬せ ずと いふ こと 毋れ 

i に i.? 奏 1 師 嘗て 曰 はく、 格 致 を 明に して 天地の 大徳に 比し >  聖學の 源流 を 正さん とならば、 

怠らす- 奏事セ 7  キ 

^^^^^^ 敬レ 身ざる とき は、 何 を 以て 其の 要 を可レ 得。 身 を 敬す るの 術、 先づ 威儀の 則 を 正しく 

の^. L どうけて  ハク  ス *t ハニ  チ  ノ 

著 s» 多し する にあ りぬべし。 許 文 正 公 曰- 威儀 正 一一 于外； 則 敬 身之大 體得矣 とい へ り。 ここに 


威儀の 則 何 を か 先に せんとな らば- 身に おいて 視聽 言動 を非禮 のために 感動せ しめ ざ 

キ フ  (五) 曲 S£ ハク レ ル 「セ 

お) 曲 18 上 る、 是れ 威儀の 要と 可, 謂 也。 而 して 威儀い かんして 正しき とならば、 禮曰、 毋， 不， 敬 

と 云 ふ。 此の 三 字 を 能く 工夫す るに 可レ有 也。 凡そ 禮は 其の 本人 心の 不レ 得レ 止の 處ょ 

り 出生して、 事物の 上に 自然の 節あって， 其の 文章 儼然として を かすべからず、 斐然 

として あや あるべ き、 是れを 禮と云 ふ。 身上の 動靜 悉く 禮の用 たれば， 一 動ー靜 一語 

1 默各. -禮節 あり。 禮 節の 本、 毋, 不, 敬の 三 字に き はまれり。 其の ゆ ゑいかん とな 

れば、 語 默動靜 の 間に 詳に思 ひて 其の 節に あたらん 事 を 計らば、 不, 中と 云へ ども 不 

カラ 

レ遠 のこと わりたり。 何の 思 ひ はかる 處 なく. 唯だ當 座に 任せて 是れ をいた し、 情欲 

に從 つて 發せ しむる を 以て、 非 禮の用 多く、 威儀 ここに 廢し ここに！^ す。 事物の 間に 

おいて 常に 恩 を 深く し詳に 慮らば、 各.^ 當然の 則に 近 かるべし。 是 れを毋 レ不, 敬と 敎 

(六) レ ト云 r セ トズ クセョ フガ  クセョ フガ 

^^^^00 ふる 也。 されば 毋レ不 レ敬、 儼 若 レ 思と 云へ り。 若 レ 息と 云 ふ は. 事物の 上 をお ろ そ 

t5  一  r  つぶさ 

かに 不， 仕、 常につつ しみ おごそか に して 輕忽な ら しめず、 詳に 慮り 具に 思 ふ ベ し、 是 

れ禮に 叶 ふの 本 也と 云へ る 心 也。 敬と 云 ふ は、 默 して 不レ 云、 形 を ちぢめて 不, 動 を 云 

ふに あらず、 事々 において 疎に せず 輕んぜ ず， 能く 其の 理を 究め はかる の 謂 也。 疎に 

士道 詳咸儀  四 七 


(二 太. ヘム 望 

CJII.S の こ と、 

仏 S 出 一 一一 七 .，：3;1?| 

照 

(二) 消え H.J 

乙た めに 朱に 

てかきし を以 

て かく： K へ h- 


(一！ 一) 近思錄 

卷 十二に 出づ 


曰篇 第二 章の 

言 人望ん 
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し輕ん ずると き は、 怠り 出来て 心 ここに 放 失し >  唯 だ 情欲に まかす るの みなり。 師尙 

父が 武 王に 吿げ 奉りし 丹 書の 言に 曰 ふ、 敬 勝 I 怠 者吉， 怠 勝〕 敬 者 減と 云へ り。 敬と 怠 

と は 相 敵して、 敬 あるとき は怠滅 し、 怠 あるとき は敬滅 す。 怠滅 十る とき は 事物の 理 

明に して 威儀 ここに 正し、 故に 吉也。 敬滅 する 時 は 怠の みに なりて * 皆 輕忽墮 落の わ 

ざの みなれば、 不 レ待レ 時して 滅ぶ るに 至りぬべし。 ことに 大丈夫 君 父に つかへ 身を修 

むる の 道、 ともに 敬せ ずと 云 ふこと なかるべし。 聊も 敬せ ざれば、 數年 のっとめ 一 時 

に棄 て、 父祖 を 恥 かしめ、 君に 恥を與 ふ、 是れ 敬の ゆるむ 處 より 起り ぬべ し。 ^^伊川 

曰， 只整齊 嚴肅、 則 心 便 一 、 一 則自非 二 非 辟 之 干 I といへ り。 整 齊嚴肅 の 字 は 敬の 一 

字 を 注せり， 而 してい かなる を か 整 齊嚴肅 と 云 ふとなら ば、 威儀 を 正しくして 視聽言 

動に 非禮の はたらき あらざる 也。 故に 如 下 f4 一 衣冠 一尊 £- 瞻視上 之 類と 注す。 

すべて 心性 は內 にして- 身體の 動静 視聽の 物に まじ はる は 是れ外 也。 內外は 本と 一 

致に して 不レ 別、 外 其の 威儀 正しき とき は內 其の 德 正し。 外にみ だるる 處 あれば 內必 

ず是 れに應 ず。 唯 だ 外の 威儀 を詳に 究明して、 其の 天則に 相 かな ふが 如く 守らん に は" 

心 術の 要 自然に 明なる べし。 威儀 は 禮の形 也、 禮 は毋， 不, 敬 を 以て 本と す。 ^儀に 志 


あらん 輩， 平生 毋， 不， 敬の 工夫 あらんに は、 道 更に 遠 かるべからざる なり。 程 伊川 甚 

(六 一  く  (七) ，  ，、 

へ 5  Igi の 愛一 一 表記 君子 莊敬 日彊、 安肆 日 偸 之 語； 蓋 常人 之 情、 樣 放肆 則 日 就 二 噻蕩； 自撿 

表記 第な り  ウス シ 

ヽ-、 ノ  113  ス レバ チ ク  二  よく  スルハ ヲ コレノ 

に ば ^ 束 則 就 二 規矩 1 と 云へ り。 是れ 威儀の 心 也。 詩の 大雅 抑の 篇に、 敬ニ愼 威儀； 維 民 之 

(七) 德芙日 ノリ ナリト (八) 一一 ハク  ティ /.、，->■ ル カラ ブ  (九〕  (一 0) リテ 

に sf となり 則。 又 衞の詩 曰、 威儀 棣々、 不レ 可レ選 也と いへ り。 衞 の北宮 文子是 れを釋 して、 有 

(八) il5 の (* ゾフ) 

1 >  »  S  キル  フ レヲト  リテ  キ * タ；. ル フン ヲ、 二 レバ ノ  ノ レテ シレヲ 

^^0^. レ威而 可； K、 謂 二 之 威一 有に 儀而 可：， 象、 謂 11 之 儀 一 君 有 二君 之 威儀 一 其 臣畏而 愛 X 之、 

り  ノッ. ^リテ カタ ビル レヲニ クチ テノ  ヲ  ウス ヲ  二 レバ ノ  ノ  ごァ スレ ヌニク リ 

(九) 春秋 C 則 而象 ， 之、 故 能 有 二其國 家； 令聞 長レ 世- 臣有 ニ臣之 威儀； 其 下 長 而愛レ 之、 故 能 守 一一 

^  > 丄、 よ.^ ヒ. fs 

f 一の e パと 其 官職 一 保レ 族宜レ 家， 順レ是 以下 皆 如 レ是、 是 以上 下 能 相 固 也と 云 へ る こ と、 左傳に 

* 公三 十一 年 出で たり。 威 は 其の 容貌より 言語に 至る まで かるん- \ しからず、 甚だ おごそか にして、 

十二月の 條に  と 

出づ  人 以て 可, 田 1^ の 形 也。 儀 は 容貌の 物に まじ はり、 言語の 事に 及ぶ まで、 詳に 究明す る 

を 以て、 其のす がた 人々 皆 のっとり 手本と 可， つ 仕に. s しき、 是れを 儀と 云へ り。 是れ 

內に敬 を 思 ひて、 常に 容貌 言語 を 究理す るが ゆ. < ^に 及, 此也。 上天 子より 下 人に 至 

るまで、 一 に 皆 身を修 むる を 本と して、 身を修 むる の 要は 威儀 を詳 にす るに あり、 威 

儀 は 毋，. '不, 敬に とどまれり。 學者 尤も 可 二 ^味 I 也。 

丄； 道 詳成儀  四 九 
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A 視聽 を愼む  - 

師曰 はく、 人の 身に 四 支 百骸 其の 品 多し といへ ども、 外 をし ると 內を 通ず ると * 唯 

だ兩 條に究 まれり。 耳目 鼻の 類 は 皆 外 を 知る の 用あって、 而 して 內の はたらき 能く 感 

二-  じて 外に 發す るに たれる 也。 孔子 顔 淵に 克レ己 復レ禮 の 條目を 吿げ玉 ふとき、 非禮 I 

SS  .  レ ケ 

レ 1^、 非禮 勿レ聽 との 玉へ り。 如何なる を か 非 禮と云 ふべき ならば、 事物 を兑 聞す るの 

形 威儀 を 失 ひて 己れ が 私に まかす る、 是れを 非禮と 云へ り。 彼の 邪 色 をみ 邪聲 をき く 

をのみ 非 禮と云 ふに は 非ず。 邪 色 邪聲は 外より 來る もの、 我れ 是れ を不， 欲と 云へ ど 

も、 不， 得, 已 して 兒 聞せば、 是れを 非 禮の視 聽と云 ふべ からず。 正色 正聲は 非禮の 

色聲に 非ず といへ ども、 見聞す るに 威儀 を 失 ひて 唯 だ 情欲に まかせば、 是れ非 禮の視 

聽也。 故に 君 父の 臣子 をみ る、 臣 子の 君 父 をみ る、 事物に よって 各 > 視 るの 禮 あり、 

君 父の 臣 子の 一一 一一 口 をき く、 臣子 として 君 父の 命 をき く、 すべて 聲 の可レ 聞、 各. -聽 くの 

つ：) 1 禮 あり、 一 つも 其の 節 をた がへば 是れ禮 に 非ず。 大丈夫の 世に立ちて 身 をた だしく し 

1 出ぽり  萬 入の のっとる べきに 規範た る こと * 先 づ視聽 の 威 成 をつつ しむに あり。 

！ H^-』.^-  -  ,.  ニニ  ン  ス レ r レ  プ -.-I  二  ？ ノト 二  ル「 ズヒ ケクス ン セン レ .* グラス 「(1| 一) ゾ パ I レバ 、ヨリ 牛 

^^ira 曲禮 に毋， 一 側聽ー 毋， 一 淫視一 將， 入 ， 戶、 視 必下、 視 瞻毋， 囘。 凡視 上 二 於 面-則 


ハ。 い' ■ ^ノ, i  g  ^ 

y 第 篱そ參 前 

ノ- 名の ？ 3、 卷 

m  、著 。一の 
瞑 に 卷薪容 0 學 


き； ま I 
名 5 "箔' 


ォゴリ レバ  ヨリ チ へ  ゲバ 手 ァリ  (Bn ハク メカ ク> 一. ハ タダシ， ノス  一 五) 二 ハク シム 

敖、 下 ニ於帶 一則 憂、 煩 則姦 とい へ り。 又 曰、 目容 端と もい へ り。 樂記 曰、 使 K 耳目 

鼻口 心 知 百體、 皆繇 一一 順 正 一 仃 * ぁ義 上と 云へ る、 各-^ 耳目の 非禮 あらしめ ざらん がた 

ン  一二 レ ヲ  二  ケ 1 一- ンヲル 

め 也。 若し 內に 怠り あるとき は、 視, 之不, 視、 聞, 之 不レ 聞に いたり、 耳目の 形 自ら 

傾 側して 非 禮の用 甚だ あら はる、 彼の 毋， 不， 敬の 戒を存 するとき は、 聽ニ於 無 一 .聲、 視二 

キニ  (七 ズ ヒヲ 〈フヲ  (f 八)  トフ /二  7  ゴ a ムネヲ -ニ 

於 無， fe の戒 あり。 視思 明、 聽思， 聰の思 あり、 與こ 大人, 言、 始視. 面、 中 視：， 抱、 卒 

ル ヲ キ >r ハ ノ シテ ヌ ン グル 「 ヨリ レ グル r ョ， シ シテ  <  ツキ ハチ  ブ ズハ チん ス 

視ン 面、 若 , 父 則遊レ 目， 毋レ上 二 於 面； 毋レ下 二 於帶； 若 不レ言 立、 則視レ 足， 坐 則 視レ膝 

のつつ しみ あり。 しかれば 事物の 用に ついて、 視 聽の禮 ことん.、 \ く 詳に糾 し 知る にあ 

るべ し。 

すべ て 是れを 一 K はば 視觀 察の 三の 法 あり、 君臣 父子 五倫の 交 あり、 七 情の 用 あり、 

备. "其の 事物の 品々 する に 因って、 しかも 其の 威儀の 宜しき 所 ありぬべし。 賈 誼が 容 

經曰、 視有ニ 四 則； 朝廷 之視、 端坏 ！？ま 平衡、 祭祀 之視、 視 如 1 有， ^ 將、 軍旅 之視、 固 

^ 虎 張、 喪紀 之視、 下 It 垂 網と 云へ り。 宋の程 正叔、 視の 麓. 聽の箴 を 作りて 自 

ら これ を戒 しむ- 尤も 可 一一 併 案 一也。 必竟 視聽は 耳目の 用 たれば， 先づ 耳目の 威儀 を 正 

し、 而 して 其の 交接の 人物 事變に 因って、 視聽の 法 を. ただし 理を 窮め、 視聽 ともに 詳 
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に 心符に 入れて、 視觀察 を 以て 究ニ其 至 一 これ 視聽 の非禮 に不レ 及して 大丈夫の 成 儀た 

るべ し。 

九 言語 を愼む 

師曰 はく、 言語 は內を 通ず るの 用 也、 戲首 なれ ども 思より 出づ といへ り。 言語 は內 

動いて 外に 發す るが ゆ ゑ、 必ず 妄動 すれば 妄言 あり。 ややもすれば さはが しく 輕忽に 

して 節 をす ぎて 言を發 し、 多く 語って 或は 當 座の 偽言 をな し. 或は 過言して 人 をい か 

二) しし  シ ジ ユウ ヲ スヲ  ダノ  ノ ママ ナリ モトム ル ルぃバ キニ チイ ッハリ 

らしむ。 言の 箴に 所ン謂 * 與レ戎 出-好、 吉凶 榮 辱. 惟 其 所 レ召、 傷 レ易 則誕、 

ッ 〈モノ ョ シミ  マ 不ク 

傷 レ煩 則 支と はこの 心なるべし。 古来の 聖賢、 各 2 百の 出 や 十く して 行の これに 不 

, 及 こと を 戒めたり。 凡そ 口 は 開いて 云 ふに 易しと い へ ども、 言に 節 を不， 以 とき は、 

多言 饒舌 にして 更に 無レ 益。 行 その 言 を踐 むこと 不レ？ を 以て、 多く は 虚言 食 一一 n に 及ぶ 

甚だ 可い 恥 也。 故に 言 必有レ 節と 云 ひて、 此の方より 云 ひ 出さん に は， 時宜 を詳に 計り 

シ フ  (二) ハダ 厶ノミ  ル ル へ  フー 一 

其の 節 を考へ て 可 ，云。 是れ言 唯 謹 耳、 似 二 不レ能 匕 百 者 一と 云へ る 心 也。 言 は 行 を かへ 

りみ， 行 は 言 を かへ りみ て、 云 ひ 出す 言の 如くに 諸事の 行跡 をつつ しまん と 欲する こ 


と. 君子 大丈夫の 所レ貴 なれば、 聊か 節 を不， 違して 其の 言 を 出し- 人の 云 ふに 應諾を 

なさん にも- 節を詳 にして、 其の 時宜の 不， 缺- 其の言之不レ1ぁが如く勘辨^^,:15也。 

若し 輕忽 にして 口に まかせば- 多言に して 言に 失お ほく、 我れ 大に勞 役して 威儀 ここ 

シ カラ  (三) 二  ハク  ハク モノ ィ、 モ  レ  7  、ク 、モ  - 

お 一) 曲- 2 上 に不レ 正、 人き いて 更に 益な し。 禮記 曰、 鸚鹉能 言、 不レ離 二 飛鳥； 狸々 能 言、 不レ離 一一 

禽獸； 今人 而 無， 禮， 雖ニ能 言 一 亦不， 一 禽獣 之 心 I 乎と 出で たり G 

次に 欲： J 百 之禮 あり。 我れ 言 はんと 思 ふとき は、 下レ氣 して 氣を おちつけ、 輕く疎 草 

ならしめ ず、 卑, 聲 して 調子 をち がへ ず、 其の 言 を しづかに おとしつ けて 云 ふべき 也。 

、，， (，5 ハク シテ ヲョ un バシ， 1 ヲ  (上 篇) ノク  セョ ヲ  ス， - ハント 

i 内 古人 曰、 下 レ氣怡 レ聲 といへ り。 曲禮 曰、 安一 一定 辭 一と 云 ふ、 皆 欲レ言 之禮 也。 疾言 

す る と き は 威儀 かけて 傍人 これ を き き わ けず- 聲た かきとき は 事な くして 人 を 驚 か す- 

§ 丽 その上 辭の詳 に、 說 くことの 多き は、 聲 初めより 高く して は 終に 至り 難し。 (一 *101ク- ^ 

カタ 冬ハ シヅ *  二  ノハニ  ノ ハナ リ  キノ 

容 止、 聲 容靜、 氣容肅 と 云 ふ は、 如レ 此の ことなるべし。 而 して 人の 問事尋 事應諾 

の 節、 尤も 其の 時宜 を詳 にして 安定なら しむべし。 若し 其の 云 ふ 言- 答 ふる 言に 知慮 

の 可レ入 儀、 評論 講談、 或は 公私の 用事、 或は 世上 人生のう はさに 及ぶ とき は、 必ず 

左右に 色 退辭讓 して、 不.， 得, 已 とき は 其の 言を詳 にす ベ し。 己れ さかし らして %く言 
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二) li 

つ てし まへば、 

とり か へしつ 

かざ る こ .oe 

四 頭 立の 馬車 

にて 追 ひかく 

乙 も 追 ひっか 

すと なり。 論 

語 颜淵篇 及び 

說. g 說菜篇 等 

に出づ 

(二) 

の 座右の銘に 

出づ 
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ひ 卒爾と して 答 ふる は- 禮讓 のかく る處、 威儀のと との ほらざる なり。 古人 首 及 • 則 

揖ニ 左右 一而 云々 す。 十べ て 人の 一 ふ 所 を詳に 不二 聞 届 一して、 我が ものが ほに うけ こた 

へ をいた せば、 輕忽の 失 ある を 以て， 應諾 必ず 違 ひて、 不， 知 こと を 知りたり と 云 ひ" 

不レ覺 事を覺 えたり と 云 ひて， あとに は 首尾 不， 化、 一言 出で て は 駟馬も 難， 追と 云 ふ 

ぜんだく 

古の ためし ここに あり。 故に 然諾 は 必ず 重く 應 ずと 云へ る こと あり。 たと へきき うけ 

寡な き 如くに 傍より H ル ゆると 云へ ども、 具に 其の 尋を 心得て 其の 返答 を詳に 十べ し。 

世人 皆 利口 辯 舌 を 貴んで、 物 ごとに 早合點 なること 多き を 以て， 人の 云 ふ 所 を 半に し 

て 答 を 速に す、 尤. も 君子の 道に 非ず。 ^し 軍 戰の地 は 間に 不レ容 レ髮の 事 多き を 以て， 

カラ ズ 

平生に 不， 可レ 准、 是れ 軍旅 之 言 なれば 也。 

次に 言語 之 品、 其の 所、 其の 時、 其の 交接の 人物に 從 ひて、 甚だ 其の 禮 多し。 朝廷 

之 言 あり、 平 居 之 言 あり、 喪祭 之 言 あり、 冠 昏の言 あり、 賓客 之 言 あり、 軍旅の 一一 一一：： あ 

り、 君臣 父子 兄弟 朋友 夫婦の 言 あり、 平生の 首 あり， 變に處 する の 言 あり。 此の tg々 

を詳に 不二 究明 一とき は、 言 皆 違 ふ を 以て 禮 ここにみ だれ、 威儀 大に そむくべし。 され 

ば 朝廷の 首 は 君の 朝に 出仕して 其の 位に 居る の 時の 貢 なる を 以て、 敬んで 其の 言 不 


に眷ふ Gfe  i 

W^C  If 山 こ f^i を w 

從ぃ に 上ろ 經指 

す？！ ふ定皇 にの す 5i 
の 。め し 記 。安 
部 群 給 中て す一 禮 


レ出， 位、 私の 物語な く、 私の 用 を 不二 相 通 一 下 レ氣和 レ聲、 詳に老 者の 言 を 聞きて、 可 

フ  へつら  《三)： テ  一一  ト \ ヒダ <  <  ノ ミ 

は-一) i  JK の 節 あらば 明に 辨 じて 諛 ふこと なから しむ。 孔子 在 二 宗廟 朝廷； 便々 言、 唯 謹 爾、 

熏篇ば 章 

0^ 朝 與 ニ下大 夫-言、 侃々 如 也- 侧^^ 與 ニ上大 夫-言 闈々 如 也。 gf^ 是れ 聖人 朝 

キ ル  (WE)  二 ハク rt- テハ 

(M:) 正し， く 廷 において 自ら 言 を 慎む、 朋友の 上下の 輩と 言 ふの 禮、 殆ど 可レ見 也。 少儀 曰、 在 

ン朝 言， 禮、 ^.0. 對 以鈾、 在」 目 言， 官， 在， 府言 ^府>  在. A 言レ 庫、 在， 朝言レ 朝。 

Ksf- 政歡 言不 k 二 犬 IH^;  s、 公庭 不匕 F 婦女 一 I ゆ 朝廷 曰レ 退。 1 き 曰 是れ 

等 皆 古来の 禮言 也。 而 して 朝廷に は、 其の さして 云 ふべき 言に も 其の 品 あるべし、 出 

づるを 出仕と 云 ひ、 退く を 退出と 云 ふが 如し。 是れ叉 時代 其の 家に よって 言に か はる 

こと 多き を 古， -1 以て 今を議 すべから ず。 弘 安に 書禮を 定め 其の 格式 を 立つ ると い へ ど 

も， 公方 家 代々 に 因ってし ば /  、變 易 十。 唯 だ 時宜 を詳 にして、 其の 格 物 を專ら とす 

る に あ る ベ き 也 C 朝 廷 において  一一 一一 2 をつつ しみ、 一一 目 に 口 g ある ベ し 、 一一 一一 U に い ひ や う あ る ベ 

しと 深く 心得る とき は， 本 を 推して 末 を はかり、 其の 事に 詳 たらん 人 を 尋ねて、 而も 

究理す るに 在る 也。 平 居の 言 ありと 云 ふ は、 平生 私宅に 居る 時の 言 あるべし. 朝廷の 

て， k スヲ  ル カラん 

禮を 移して 私に 用 ひん 事 は、 其の 氣僧， 上に なりぬべし。 聊も 其の 言 を 一 に不， 可レ仕 也。 
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など ころ  けちばん  ヒ 

されば 家の 名所、 出入の 言、 侍臣の 名 * 結番の 次第、 更に 公の 言 を不， 用、 其の 談論 

^^^^0 言語 公を不 レ議、 公用を私に不，|^|?。 少儀 曰、 公事 不二 私議- と 云へ り。 范 gi 座 

rn)  is ャ： £ 右戒 に、 不 J 目 二 朝廷 利害 邊報差 除； 1  報 差， ngff 除-造 レ使 不 J 目 二 州縣官 I 長短 得失； 不 

-  Jin-l 衆人 所：， 作 過惡； 不 J 一 in 仕 進 官職 趨ぃ時 附,， 勢、 不 J 一ず 財 利 多少 厭， 貧 求,， 富、 不 

〈イン セッ  スル ヲ ヌ  レ ハキ ウベ キン ヌ  スルヲ ヌ 

Jf 淫媒戯 慢評ニ 論 女色 一 不レ言 下 求 n 竟 人物 1 干 S 索 酒 食 上と 云へ る、 平 居の 戒と云 ふべ 

し。 平 居の 間 一 向つつ しみて 朝廷の 如くな らんに は、 其の 和 かけて 道 ここに 不レ 調、 

(一 一一) しん/、 じょ えう くじょ 

f レー l^gsf^ 夫子 も 巾々 如たり 夭々 如たり とに や。 しかると き は、 平 居の 言 は和顺 する にあり。 

Imll 第 SI 章に  .  、，rTn う  (五) 

お.. つ。 .© 'つ. i-  (由お〕 二 ハク ミチ ヌ  ハ (R) リテ スルニ カケラ tt  ？ ュケバ 一一  ハ  リテ ハフ ッヌ 

は. i の E お 次に 喪祭 之 言 あり。 少儀 曰、 望， 柩不， 歌、 入 臨不レ 翔、 ^ 適レ墓 不レ歌 * 執 レ紼不 

に- 和らぎて  ハ ミテ 二 ラ テ- ーハヲ  〈ヲ 

1 る f い ， 笑、 臨 レ祭不 レ惰、 居 レ喪不 J 目 レ樂、 祭事 不レ言 レ 凶と 云へ る、 是れ 喪祭の 言 也。 うれへ 

へ り 

ある 所に のぞみて は、 心に 憂 を不, 忘 を 以て、 言 辭 にも 喜の 事 あるべからざる 也。 況 

(五) 棺を引  ばか 

<0  や 其の 身 憂に 居て は猶ほ 以て 然り。 祭は憐 まざる とき は 唯 だ 形 斗り にして、 或は 戲事 

に ひとしく、 或は 人の 兒 物になる ものな り、 豈神を 祭る の 本意な らん や。 故に 其の 言 

尤も 愼 めり。 すべて 喪祭に 付いて、 其の 器物、 其の 言辭、 其の 書 文、 各. - 其の 言に 禮 

あり、 詳に究 二 其理； 1^ 己れ が 私 を 以て 論ずべ からざる 也。 次に 冠 昏の言 あり。 冠 は 


元服う ひかぶ りの 禮 にして 成人の 儀 也、 昏はニ 姓の よしみ を 合す、 尤も 大儀 也。 故に 

其の 言 を みだりに せず、 詳に 尋ね 具に 問うて 其の 宜に 可， 從也。 冠禮. 昏禮を 委細に 

心得て 其の 禮を ただす とき は、 則ち 其の 言明 也。 次に 賓客 之 言 あり。 是 れは贫 客往來 

の 時、 賓主 互に 辭讓 し色體 する の禮 也。 凡 與レ客 入 者 每：， 門 讓ニ於 客 一と 云へ るが 如し。 

賓客 招請の 時 は、 前に 應ニ 招請 一の 禮詞 あり、 後に 謝 二 来遊 一の 禮詞 あり、 賓 至る とき は. 

主迎 へて 禮詞を 述べ、 互に 辭し 互に 讓る。 賓 退く とき は 主 送りて 是れを 謝す。 賓叉招 

請の きを 謝する に 前後の 禮 あり、 送迎に 禮 あり。 變應 のさかん なる を 謝し、 飲食の 

美 を 感じ、 家宅 庭前 山水 樹木 を 言 ひ、 主の 禮 のさかん たろ に不， 中 を 謝し、 其の 志 を 

感ず。 是れ 各； 賓 主の 位 を はかり 其の 時 をつ もりて、 或は 自ら 謝し 或は 使价を 以てし 

或は 文書 を發 す。 而 して 禮 讓の輕 重 あり。 

次に 軍旅の 言 あり。 賈 誼が 容經 に、 屛レ氣 折 レ聲、 軍旅 之 言 也と 云へ り。 軍旅 は武の 

用 なれば、 平生の 言に 不， 准して、 敗北の 言 を 不レや i、 惴 弱の 言 を不レ 云、 各. - 其の 禮 

あり。 次に 君臣 父子の 言 あり。 君 父の 臣 子に 命ぜる に は、 言 を 和に して、 其の 詳に聞 

きわき まへ べきが 如く、 具に 敎へ 明に 示す にあり。 言 寡く して 理深 きとき は * 臣子是 
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れを 速に 理會 仕りが たし。 すべて 人の 上に 立ちなん 人 は、 下の 人を視 て、 に 暗き と 

知りて、 こまやかに 敎戏 せしめ、 而 して 後に 是れを 用 ひ 是れを 可， 使 也。 故に 言 は 和 

順にして、 下の 情の 能く 通じ やす からん が 如くなら しむべし。 臣 子の 君命 を 承る に は、 

謹んで 其の 應諾 を詳 にし、 必ず 己れ が 知 を 先 だてず、 能く 君 父の 詞を聞 25 け、 其の 志 

を 委しく して、 而 して 後に 其の 事 を 可レ爲 也。 君 父の 命 を おろそか にして、 唯 だ 「しれ 

が 意見 を 先に 致す とき は、 皆 自らの さか しらに して 忠孝の 思 入に 非ず。 曲禮 曰、 父 

ス 》r ハ -ク 0 一-) -スル r  -ス. t ハク スル 「牛 シテ ッ卜 〔gn ハク ソメ ニノ スル ハ -I ク レバ ヲ  トド X 

召 無 AiiiT 先生 召 無 AIT 唯而 起。 又 曰、 凡爲， 君 使 者、 已受 ， 命、 君 言不, 宿， I 於 

„ -r  . . - ルバ- チ， デテ ，ス 卜，  キヲ (S)  二 ハク ト フニ ハ ヒ セシ ムルヌ ヌメ ト 

家； 君 言 至、 則 主人 出， 拜 二君 言 之 辱？  士 相見禮 曰、 與レ君 言、 言レ使 , 臣、 與二 大人, 

- フにハ -フ - フル r ヲ --II  (六) 二 ハク クラ プル ハ ヲ ズ テス ノ./ モガ-フニ ヘレ タル， t ハ  ヌ へ テフ ク レブ 

言レ事 レ君。 少儀 曰、 擬 乂、  I、 比 必於ニ 其 倫； 問 一一 天子 之 年； 對 曰 二聞レ 之、 

メテ シテ ヌ  セ キト  ハレ タル 4t へ  ヲ  ゼル It ハヒ クマ 卜  li  ナも, ぺ ハフ グ ヽ 

始 服レ衣 若干 尺 1 矣、 問 n 國君之 年.； 長 曰 r 能從ニ 宗廟 社稷 之 事- 矣、 幼 曰，.！^ レ能 

フ  一一  ハレ タル it ハ  ノ  ヲ  ゼル fc: へヒ クッ カナ ドルト  ナル， ャハ フ ダ へ ソカ ナドル 

レ從ニ 宗廟 社稷 之 事-也、 問 二 大夫之 子； 長 曰 二 能 御， 矣、 幼 曰， 未， 能レ、 御 

, ハレ タル if ハ ノ  -  ゼル & ハ ヒ グッ カサド ルト ヌ  ナ ルキハ フダ ハル ヌ ハレ タ^ キ ハ  ヲ 

問， 1 士之 子， 長 曰 一一 能 典,， 一?sr 幼 曰 レ未レ 能レ典 レ謁- 問， I 庶人之 子； 

曰- 1 能负 r 薪矣、 幼 曰， 未 負， 薪矣。 君 使 二  士射； 不 X ヒ ぉ則辭 以 レ疾、 一一 曰、 

リ卜 (八)  ハレ タル it ハ  ヲ ，/, 厂ヌ テフ  ヌ ス  ハレ タ， ^d- ハ  ヲ  フ リ 

某 有 二 負 薪 之 憂 一 問 一一 圃君之 富； 數レ 地以對 一一 山 澤 之 所 U 出" 問 一一 大夫之 富.： 曰 二 有レ宰 


"也 巴ム ぶ g 之 祭器 衣 il^J  、問 二  士之富 一 以ニ車 數-せ spt 鮮 i 車 ^ 對、， 庶 

人 之 i つ 田； 4" 玄 H 呼 國 君き" せ) お^ 4 一奈 何 去 二 社稷-也- 大 曰き 何 去： 宗 

^一也- 4! ハ曰ノ 奈^お ジ坡 チ也。 (I 冊に st^ ク • 邦 君 之 ik. 君稱. 之 曰 二 夫人" 夫人 自稱 日-一 

小 あ 一 邦人i^r^ヲ^^ニ君夫んー お 、き 曰 7- 一 寡 小 S 異邦人 稱レ之 亦 曰-一 君 夫人-とい 

へり、 凡そ 如 此， の詞 其の 品 一様に あらず、 唯 だ詳に 究明す るに ありぬ ベ し。 君父臣 

子の 言 ここに 正しき 時 は、 兄弟 夫婦 朋友の 言 皆 順なる べし。 自ら 我が 父兄 を 云 ふとき 

は 君に 比して 是れを 尊敬し、 人に 對 して 云 ふとき は 謙りて 是れを 愚 父 愚兄と 云 ふ、 父 

兄の 子弟 を稱 する も 皆 同じ。 唯だ毋 X 不レ 敬と 云 ふの 心 を 本と して、 其の 地 を考へ 其の 

時 を はかり、 相對 する の 人物 事宜 を 以て 輕 重せ しむべし。 ？仉ゃ 男女の 詞 其の 禮を 以て 

ル  ノ ヲ 

+」 ざれば、 男に して 女の 詞を まなび、 女に して 男の 詞を なす、 各.^ 不レ得 一一 其處 一也 お 

に男は不レーーーー^.^、 女 は fij 目， 外の 戒を 守るべし。 言 ふと 云 へ ども S より 出で ざる こと 

たし。 尤も 可， 愼也。 

.h- に 平生の 言 あり、 の 言 あり。 云 ふ 心 は、 無事 安全の 時に 疾く言 ひ あわてて 

云 ふとき は 必ず 人 を 驚かす。 我れ に 疾く言 ひ あわてて 言ふ處 ある は、 內輕忽 にして 詳 
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に 不レ盡 の ゆ ゑ あり。 非常の 變 あって 天災 地災 人災お こる の 時 は、 疾 言して 人 をお ど 

ろかし、 速に 言 ひ 早く はからし むべき の 時 也。 靜 になし ゆるやかに 可レ 致の 地に あら 

ず 事に 非ず。 ここ を 以て 變に處 して は變を 以てすべし、 是 れ常變 各.' 理 にあた るの 時 

也。 一様に 存じ 一理 を 守りて 臨機 應變 を不， i 時 は、 皆 泥 著す るの み 也。 ここ を 以て 

はつげん 

案ずる に、 言語 は 內の發 見す る處 なれば、 聊か 以て ゆるがせ にせば 威儀 則ち 亂 れつべ 

し。 君子 非 禮の言 をつつ しむ 事、 尤も 可 二 味 一也。 唯 だ 淫亂非 義を云 ふ を 以て 非禮 と 

云 ふに あらず。 口 を 開いて 節に 不レ 中と き は 則ち 非禮 也。 言 を 出して 時. {U: に不， 合は是 

れ 則ち 非 禮也。 非 禮勿レ 言の 戒、 甚大な りと 可， 知。 

次に 言語 之戒 あり。 是れは 君父臣 子の 間， 兄弟 夫婦 朋友の 內、 常に 相 言語す るに 或 

しめ 守るべき の 事 也。 それと は 時 を はかるべし。 云 ふ 心 は、 言 ひて 宜しき 時節 を はか 

り、 物語 可 レ仕時 を しること 也。 たと へば 理の つまれる 事 にても、 其の 云 ひ 出して 可 

( 一 ) ；！1 語^  ル  へ  ルカ ラク ナルノ 

i 第 七 レ然處 を 不レ考 して 云 はば * 其の 事不レ 可レ如 k 也。 四時 朝晝暮 其の 所に て 云 ひ 出して 

UU  *  とし fj ろ  (一) ス. ^.t ハ  I フ 

^^h... 能き 時分、 我が 年 船， むかひの 年 比、 各. '考 へしる は 是れ時 を はかる 也。 貪 不レ語 

ぶら-すとの^1せ  ル * ハ  ハ  (二) 曲體ニ ルセ ヌ 

^  寢 不 レー 一目と 云へ る は 時の 戒也。 卒爾と して 云 ふ は 時 を 失 ふ 也。 ：^: 言不， 稱レ老 は 子の 父 


母の 年老 を 憚るべき の戒 也。 而 して 云 ふに 以 一一 其處 一と 云へ り。 云 ふ 心 は、 云 ひて 可成 

ル カラ フ 

の 事と い へど も不レ 可， 云の 地 あり、 その 所 あしきと き は 云 ひて 皆 害 あり。 故に 朝廷 私 

居に 因って 其の 言 相た がふ は 是れ所 を 云 へ り、 而 して 其の 人に よって 云 ふべき 事不 

カラ ル 

レ可レ 語の わざ あり。 君 父の 前に 十 十んで は 仁義 を說 くが 如し、 五倫の 交り を考 へ、 是 

れに從 つて 其の 言語 を 可， 戒也。 

(一 5 論語 〈ク スルニ  ニリ  ゲン  ダバ レニ フ  フ レヲ サゥト  ビテ レニ ル ハ フ ンヌ 

に 一に 孔子 曰、 侍 一一 於 君子 一有 二三 愆； 言 未， 及， 之而 言、 謂 一一 之 躁； 言及， 之而不 J 目、 謂 二 之 

第ス意  ダ  ，、ズ グ 

隱； 未 レ見ニ 顔色 1 而言、 謂 二 之 瞽？ すべて 可 レ戒の 言語 は， 男女 之 色、 利害の 沙汰、 過 

ズ / 

奢 羈慢の 器物、 幷に 遊興 佚樂 のね が ひ >  各， -不. Z 可 レ談。 理 において 云 はば， 性 心 虚無 

の 淸談、 自讃 高慢の 談を 不レ可 レ爲、 言 は 卑劣の 言、 儒 弱 悠艷の 言 を 用 ふべ からず。 是 

キム  (En  ( クフヲ (S) ハク  ズ 

S) 同前 第 れ皆 其の 可；, 戒の 言語 也。 次に 言語 之 用 あり。 孔子 曰、 言 思, 忠。 又 曰、 言必 忠信 あり 

^£._^ (六) 士相見 --  フニ ハ ヒ  ヲ ト  フニ  〈ヒ  ナルヲ 一一 」 ル 二 フニ ハ 

一 と 也。 禮曰、 與ぃ衆 言、 言 二 忠信 慈祥； 與ニ幼 者 一言、 言, 孝 ニ弟于 父兄； 與ー 一居 レ官者 一言、 

(六) 镇^ の  フヲ  キル 

S  言 二 忠信 一と 出せり。 十べ て 人と 語る に は、 人の ために 可レ 成の わざ を 以てすべし、 人 

を 益す るの 道 也。 己れ が 利 方になる 如く 言 はんこと は 君子の 道に 非ず。 己れ を 利して 

(七) 論語 *  ル ラ  (七) "ケ ご 一 / ッテ ルカ ナラ 

^S0s 人の ため を不. 謀 は 皆 小人の わざ f」。 曾 子 曰、 爲ン 人謀而 不., 忠 乎と 云 ふ はこの 心 也。 
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終日 談論して 言 をつ ひやす と 云へ ども、 己れ が 利口 を 立て 頻りに 口 をて らふ は、 君子 

の 甚だに くむ 處 にして、 無用 之 辯と 可レ謂 也。 小人 は 云 ふ ほどの 1  一：！ I 皆 取り ま はして 己 

yl^lj ャ y れが身 を 利す るに なれり。 言語の 非禮 これより 甚 しき は 非ず。 尤も 可， じ i 也。 張思叔 

が 座右の銘に、 凡 ISi 必 忠信と いへ り。 まことに 常に 戒 しめ 守るべき こと 也。 "r^ して 忠 

は、 忠 は爲レ 人に 謀って まこと を盡 すの 心 也、 信 は僞を 不レ致 正しく 詳な るの いひ 也。 

是れ 言語の 所い 因 なれば、 人々 可 ニ愼戒 一也。 

一 0 容貌の 動 を愼む 

ル シカラ 

師 嘗て 曰 はく、 容貌 は 天命の 性 心 を 入る る 處の器 也。 內の思 ひ不」 4:1 時 は、 容貌 こ 

こに 傾いて 其の 表 外にい ちじる し。 容貌 をた ださんと ならば 內に思 ふ 處を可 二 糾明 一也。 

ル カラ ズ 

思內 にあって 色 表に あら はれ、 內外 表裏 本末 一貫の 天然 なれば、 更に 差別 を不， 可レ存 

シ ズ 0 ニニ ハク  力 クチ 

(二)  i 也。 古の 君子 容貌 を 謹みて 威儀の 則を詳 にす る 事、 尤も 可， 案。 禮 21、 君子 之 容遲舒 

化^ づ、 1 本  S) -ー： ク (トス ヌ 

一  1 と Is? 。の といへ り。 遲舒 はいそが はしからず、 閑に おもむろ なる の 謂 也。 少儀 曰、 賓客 主い 恭、 

m 祭祀 主， 敬、 喪 事 主， 哀- 會 si 主， 詡、 ぬ 軍： 思， 險、 隱レ^^以虞とぃ へ り。 


是れ 外の 容貌 其の あら は る る處各  > 內 の 田〕 を 主 ヒ す る を以 て 、 內 の&を 其の 事物に 因 

(En 

つて 糾明して 正しから しむる 時 は、 容貌 ここに 相 叶 ふべき 也。 單襄公 曰、 君 H^, 目^ 定 

レ體、 足 以從， 之、 是以昏 I 其容 一而 知 二 其 心 一と 也。 容を はたれ て 心 を 置くべき 處 あら ざ 

？ sij^i." 五 れば 也。 而 して 容貌 各-' 其の 時 を はかり 其の 處 により 其の 事物に おいて 相變 ず。 (£^ 誼 

が容經 に、 容 二 四 起； 朝廷 之容、 師々 ％ 翼々 i. い ％lil、 祭祀 之 {i、  0% 

粥 々然、 敬 以婉、 軍旅 之容、 k 然、 肅然、 ％z ！猛、 喪 仏 之 、節 あ. 不". 力 

レ還。 容經 也と いへ り。 是れ 古来 容貌 を詳 にす るの 謂な り。 

案ずる に、 容貌に 朝廷の 容 あり。 朝廷 出仕の 容は、 a に 敬して 心に 君 所を不 J^、 進 

退 周 還と もに 心 やすから ず、 唯 だう や/ \ しく 敬んで 威儀 を！ 4, 先 を 以てす。 孔子の 

ilrMI 容色 をう つして、 君 在.. 跟 is 如 ¥  ST 翔 神 といへ るが 如き、 是れ朝 

廷の容 也。 igf- 燕 居の 容 あり。 云 ふ 心 は、 外 家に 不， 3^ して 私に 居す る 時 は、 容貌 

を ゆるやか にして、 閑暇 無事の 時に 其の 氣を 可, 養。 然れ ども 怠慢 無 體の形 をた しな 

(七) 

！ お 第 ん こと は 尤も 君子の 道に 非ず、 唯 だ 顔色 をのび やかに 和 順たら しむる にあり。 ■ぞ^^l燕 

出づ、 子 は孔  ンン /、 タリ  千ヮ /、タリ  パく) つ 

早な り  居 • 申々 如 也、 夭々 如 也と 云 ふ は、 此の 心なるべし。 申々 は 其の 容 能ぎ、 天々 は 其の 
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二)  ■  と 注せり。 而 して 喪祭の 容、 冠 昏の容 、賓客の 容 あり、 各.^ 其の 事物 を詳 にし 

(こ 一一の) 引^ M 多 て 其の 品に 應ず べし、 唯 だ 敬 以て 其の 容を ただしく する に 在る 耳 也。 玉藻 曰， 凡 祭、 

，nc  I 顔色， ^^fefc^  i 添，？ マ侧凍 tm^^^m^  $^mj% 言 I 

f>^1 喪 ii 八つ s 

せ HM、 鼢.^っ|他。 吉 尙， 尊、 喪 氣尙レ 親、 賓客 主.， 恭と云 へり。 况 ゃ冠禮 • 昏禮各 ~ 

の gsi 傅 其の 禮容 あって * 儀 |i に 其の 詳 なること を 示す。 是 れを考 へて、 其の 時宜 を.^ しくし 

ふる も 後？ g 以 

ば 5 雜， t?^ て 容貌 をなら はすべし。  、 

(の HTts^ar 次に 軍旅の 容 あり 9 玉 M 曰， あ容 暨々、 言容 諮々、， 纖タ 色容 ffir  i 、形 視容 

はや に； 《ュ  (巧-一一, ク  レノニ  リ 二 リテ ヲ リニ モ  ト  セ 

<』 化 王 営の 淸明 也。 レが孔 叢 子 曰、 將居 一一 軍 中 一之 禮、 介 胄在レ 身、 執レ 銳在レ 列、 雖 二君 父- 不レ 拜、 

ダ p  i  、！^  ) 

不レ i 二 i#  i 匿： 天子 素 #  pmn^ 少鉱 

V  %  £)l-.r 〈え： や ん" あ： や 攀陽 #r ¥  SS  ^ 

^ 廟堂の 馬 法 曰、 古者國 容不， 入レ 軍、 軍容 不レ入 レ國、 軍容 入 レ國、 則 民 德廢、 國容 入に 車、 民 

i. サ」 陣の  シ 一一 リテ  <  一-  ラ ナリ リテ 〈 ,1  -ー  X テ ナリ ヌテ レヲ テツ ヌ レバ サ  ラ *  ： レバ， ハ，、 

プ" 〇) 甲 ir 德弱、 故 在 &、 首 文 語溫、 在 レ朝恭 以遞、 修レ己 以待レ 人、 不レ召 不レ至 不 レ問不 

をお. <d る もの  ハ ク ミ シ キ "テハ 二 シテ ッ "テハ 二 チ ク ワニス (一 s ハ  セ  >  ニテハ (二) ショク セ-》 一一 テハ 、 

(の 一ぬ 1) ^1 匕 百、 難， 進易レ 退、 在 ， 軍抗 而立、 在 ， 行逐 而果、 介者不 レ拜、 兵車 不レ 式、 械上 不 

に」 に おす ， 趨、 危事 1^ 一一 齒、 故禮 Ml 法 表裏 也、 文 與レ武 左右 也と 云へ る は、 軍旅の 容を 論ずる 


也。 而 して 五倫の 交 はる 處、 皆 以て 其の 禮容 あり、 然れ ども 容貌 は 正しくして 恭に不 

力 (二 一 一)  へク .PV  ヲ 二 ザ 力ん  二  (一四) 二  〈ク 

2-5 論語 ， 如。 曾 子 曰- 動 二 容貌 I 斯遠ニ 暴慢 一と 云 ふ は 此の 心なる ベ し。 樂記 曰、 惰慢邪 辟 之 氣- 

泰怕 S 第 ！：《 

y 篇巧 I 禮記 不レ設 二 於 身き？ 是れ叉 容貌の 正しき を 云へ る 也。 

凡そ 容貌 は 一 身 を 擧げて 論ず。 此の間 頭 頸 • 手足 • 顔色 • 辭氣の 差別 あり。 頭 頸 は 

頭の 貌を 正しから しむる の 謂 也、 頭に 付いて 髮 あり 鬚 あり、 頭に 上下 あり、 漱 櫛 

縱 芽 シ 總 拂, 髦ヲと 云へ る は、 是れ頭 頸の 用 也。 玉藻に 頭 頸 必中と 云へ る は 立 

つと きの 法 也。 然れば 容貌 先づ 其の 面 を 直にして、 其の 容を 傾くべからざる 也。 目の 

みる 所、 耳の きく 所、 口の 云 ふ處、 皆 頭 頸の 正しき によるべ し。 故に 九搽 § 拜 を 云 ふ 

時に、 一 曰 稽首、 ニ曰頓 首， 三 曰 空 首、 四 曰 振動、 五 曰 吉攝、 六 曰 凶 操. 七曰奇 操、 

八日 褒操、 九日 肅 操と 云 ふ。 皆 頭の 高下 を 以て 拜禮の 尊卑 を 云へ る 也。 九拜之 中、 四 

種 是正 拜、， 一 曰 稽首、 ニ曰頓 首. 一一 一 曰 空 首 • 四日 肅攆。 空 首 者、 先 ルニ兩 手 1 拱 至レ地 

ん頭 手 也。 頓首 者、 是空首 之 時， 引い 頭至レ I、 少時 卽擧 也、 疏曰、 頓首、 拜 頭 

ク ヲ  "テ  一一 >i- グル 一一 テ ク ヲヲス ト  フ キヌ テ ヲ クガヲ  へ •  £ハ * ル i  - 

叩レ地 也、 至， 地 卽擧、 故 以.， 叩， 地爲 レ刖、 謂，若ニ以，首叩^.物也、 稽首 者、 稽是 稽留之 

義、 頭 KHA 地、 多 時方擧 也、 稽首、 拜中最 重、 臣拜 k 君 之拜、 若 二 頓首ー 則 平 敵 自相拜 
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之拜 也、 若 n 空 首, 者、 君 答 二 臣下, 之拜 也、 其 有， 一敬 事； 則 亦 稽首 也、 肅拜、 於ニ拜 中， 

最輕、 唯 軍 中 有， 之、 婦人 亦以 ニ肅拜 1 爲， 正、 肅拜 者、 但俯 下， 手 也、 餘 五拜、 附， 1 此 

四 種 1 云々。 是れ 皆禮の 品々 にして、 其の 頭 頸の 高下に 因って 禮の 上下 を定 むる の ゆ 

ゑ 也。 故に 面の 貌 をつつ しむ 也。 玉藻 曰、 頭 容 直と 云へ る は是れ 也。 

(1) 次に 手足の 容 あり。 禮曰、 足 容 重、 手容恭 といへ り。 云 ふ 心 は、 足を擧 ぐる こと 

高き とき は 必ず 地 席を蹈 むに 其の 音 あり、 況ゃ 高く 擧げて は 物 を ふみけつ まづ くの 失 

あり、 各 > 足 を 用 ふることの 輕く忽 なる に 因れり。 ここ を 以て 足の 容は 遲く靜 ならん 

こと を 欲する 也。 故に 君 父 尊貴の 前にして は、 近くば 膝行して 足 を不レ 用、 遠き 時 は 

行步 皆安靜 にして、 足 席 を不， 離を禮 とす。 尊貴に 足 をみ せしめず、 必ず 危^して 足 

を 後に す。 是れ 朝廷 并に 高貴に 相 接する の禮 也。 軍旅に おいて は ひざ まづ かず 不， 拜、 

是れ足 を 自由にして 速に 立ちて 其の 用 をな さんがた め 也。 手の 容は 恭しくして、 手 を 

S 

高貴の 人に あら はしみ せしめず、 古 來禮服 各-手 を かくすまで 長から しめ、 手 を 拱し 

たんだく 

て 外に 不レ 出。 今 其の； t あらず と 云へ ども、 君 父の 前に 進まん に は 手 を不レ 出、 或は 衣 

の 下に を さめ、 或は 相 拱して みだりに 不レ 動。 君 父の 前に 侍る とき 猶ほ然 り。 手を以 


でに は 臨 他 少；： る 心 s き g 
； b 出 禧喪書 運 ご貌の たヒ 

づ記 云な に む る 
喪 曲 々る 兒輕 す 沈貌ぉ 
服 e 以 ベえ 記 ぼみ ち 
» 上下し す' の るて つ 


て 席に： ti: きて 拜 する の貌を なし、 手 を 不レ可 ニ動搖 一也。 而 して H. 旅の 變に 臨む とき は、 

衣服， を 短く して 劍戟を 握る こと を 利し， 手 を 席に つかず、 衣服の 下に かくさず、 速に 

手の 用 所の たる を 以て 其の 貌 とす。 是れ 手足の 禮 各.' 其の 事物 時處に 因 つて 相變 ずる 

(Bi 一 i. 少； J く の禮 たり。 容經 曰、 跪 以-- 徵磬 之容ー 楡 レ右而 下、 進 レ左而 起、 手 有 二 抑揚 一 各 尊 二 其 

1 一一) 樂 S  .紀 一 I 容也。 拜 以 M 磬折 之容ー 吉事 上 レ左， 凶事 上レ 右、 隨レ前 以擧、 項衡 以下、 寧 

パぱ か？ 速 無， 遲、 背 之狀、 如 二 屋之 玄； 拜容 也。 3^- 

次に 額 色 辭氣の 用 は、 志に 從 ひて 其の 顔色 あら はれ 辭氣 たが ふ もの なれば、 志 を 正 

しくす る を 以て 敎へ とす。 容貌 は 各 >內 の 思に よるとい へ ども、 中に も 顏色は 五彍の 

發 見す る處、 辭氣 は血氣 の動靜 による ことたれば、 是れを 正しくす る こと 志に ありぬ 

二へ クニ リ  ハ (En グゾテ  〈(ゆ、 ヒ テテ  ハ 

ベ し。 容經 曰、 志 有， 一四 輿 一 朝廷 之 志 淵然淸 以嚴、 祭祀 之 志 論然思 以和、 軍旅 之 志 

怫然 憤然、 1^,1 厲、 喪紀之 志谬然 愁然、 憂 以港、 四 志 形 中、 四 色發， 外、 維 如 二 志 

色 之！^ 也。 儀 曰、 優 游喜樂 •#、 鐘 鼓 之 色、 揪 然淸靜 者し &経之 色、 勃然 充滿 者、 

兵 革 之 色。 臨 レ喪 則必有 n 哀色； 介胄 則 有 ニ不レ 可, 犯 之 色 一 故 君子 戒慎、 不, 二色 於 

帶を いふ ， 人 一と 出で たり。 又 玉藻に 玉 色 ありと 云へ る は、 すべて 人の 顔色の 和 順なる こと を 論 
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伯お 貨 2 作 山 前つ！;::： 
篇 篇 乙-を 梁 第 篇ー 

第 m いの 十 ；?； 

論 十 論へ 雉 七 論-: 論 
章: i~5 二 語 り の 章 語 章 15 

泰 章!^  m  'roj  m 
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(11 ン テム レバ ヒンヒ  タリ グ レバ？  タリ デテ レバ  ヲ ハナ 手テ ヌ イイ タリ 

ずる 也。 君 召 使 , 擯、 色 勃 如、 過 , 位 色 勃 如、 出 降 二 一  等； 逞ニ額 色； 怡々 如 也と 云 

『二) ノ ママ 二  ニス  "テルニ マル  • - テ" 7 

ふ は、 孔子の 君命 を 敬す るの 色 也。 色 斯 擧矣、 翔 而後 集と 云 ふ は， 君子の レ幾 

ィ 口 ミテ 

f ソ  (111) ニメ  ジン ナル ハフ レバ コレヲ 二 レ 45 セン ュ  ノ 

而作 こと を 云へ り。 色 腐而內 荏、 譬ニ 諸 小人.； 其 猶ニ穿 翁之盜 一と 孔子の 宣ふは 內 

ャ ハーフ 力  キカ 

(R)  ハク シテ  ヲ  ニヅ クニ 

外の 相違す る を 云 ふ 也。 曾 子 曰、 正 ニ顏色 1 斯近， 信矣と あり。 各.' 顔色 をつつ しむ ゆ 

ゑん 也。 ^し內 その 志 を不， 改 して 巧， 言 令レ 色す るの 小人 あり。 色莊の 姦人あって 色 

を 以て 君子の 形 をな す あり、 是れ 甚だ 佞态 邪欲の ものの 致す 處 にして、 しばらく 人 を 

偽る にたれ りと いへ ども、 つ ひに は 其の あやまり 發 見すべし。 況ゃ 君子の 小人 をみ る 

こと は 肺肝 を如レ 見なれば、 かくさん とする に 無 X 由、 不善 をお ほふに かくる る處 ある 

ベ からず。 

-  二 ハク ノ ハツ ッシム L-  <ゝ  二  〈ク リニ ガイダン 

而 して 辭氣は 言語 氣 息の あら はるる 處也。 玉藻 曰、 氣 容肅。 ^,1虹。 容經 曰、 妄 • はべ i. 

疾ー百 ^氣 不順、 皆禁 也と いへ り。 好 レ氣似 二 不レ息 者 一と 云 ふ は、 夫子の 至尊に 近づき 

「六) シ ヲ ヨロ  n パン 厶ヲ  (七) -1 ハク 

： 土 ふの 辭氣 也。 下 レ氣抬 レ聲と 云 ふ は、 孝子の 父に つか ふるの 禮容 也。 樂記 曰、 樂 

者 音 之 所， l.i 生, 也、 あ 本き 一人 心 之 感，, 於 物, 也、 あ 故 其 哀心感 者、 あ聲瞧 以殺、 

ノ  ズル S ハ  ノ ユタカ 二  V- テュル シ ノ  ズル tt ハ  ノ ァ. 力" テ テル ノ- ズル t ハ， -ソ ：， 

其 I ャ心感 者、 其聲啤 以緩、 其 喜心感 者、 其聲發 以散、 其 怒心感 者、 其聲 


f 五) S0 

黨！： i 第三 章 


5- 内 

おおの 


ァラク >s テハ ゲ-ン ノ  ズ ルキハ ノ ク ズ チカ-レア リ ノ  ズル it-.:  ノ ラギテ テ カナリ ンノ ハ ル -ー 

粗 以厲、 其 敬心感 者、 其聲直 以廉、 其 愛心感 者、 其聲和 以柔、 二へ 者 非， 性 也、 

感ニ於 ^ 一而 尸 口 動と あり。 樂に出 づる處 の音聲 も、 物に 感じて 其の 辭氣 の發 する 處 なり、、 

ま) 原 ほ、 *|、 ここ を 以て みれば、 辭氣の あら はるる、 尤も 可レ愼 也。 呂滎公 曰、 氣象 者、 辭令容 止、 

^^^^^0 輕重 疾徐、 足ニ以見^,之矣と云へり。 是れ 各！ 辭氣を 所， 重 ノ^。 

ST^S^ 言 而 して 容貌の 品 大概 ここに 所， 記 也。 容貌 之 動 あり、 動 各！！^, 禮、 所， 謂 非 鱧^,^ 

と は 此の 心なる ベ (ル。 而 して 動かす の 法、 平生 居 處の節 あり、 是れ 坐す るの 法 あり。 

N  I  ^  fc  ,  二  (ク ススニ テシ ケ イリフ  ヲ ヒヂ シテ クガハ  ツマ ヅカ -^p- ナルヲ ヒ  ト  ノ l-- レヌ 

"I 經は常 容經 日、 坐 以 一一 經立 之容： 肘不 ， 差 而足不 レ^、  I 平 ％ 曰ニ經 坐； 微」 i 亂コ 尊者 ク 

膝； 曰 二 共 坐； 俯 首 視 不レ出 二 尋常 之內； 曰ニ肅 坐； 廢, 首 低 , 肘、 曰 ニ卑 坐； t 容也 

(上 篇) -I ハク スル- 一 レ スル r スル シ ノ  nn に： わ. & '^'スケラ 

^^^M といへ り。 曲禮 曰、 坐 母い 箕、 坐 如」 屍と 云 ふ は 坐の 法な り、 き不に 谷と 云 ふは孔 

章  子の 事 をの ベ たり。 こ こ を以 て 云 ふとき は、 朝廷. 燕 居 • 吉凶. 軍. 賓. 嘉 ともに、 皆 坐 

する の 法 ありぬべし。 尤も 五倫の 交り、 其の 貴 敬の 坐、 平 敵の 坐、 心 易き 時の 坐、 各 > 

其の 心得 あるべし。 大丈夫 居處 常に 變を 不レ 忘して、 而 して 恭敬の 心を存 すべし、 燕 

居 閑暇に して 無事な りと 云へ ども、 聊か 忽 にし 怠りて 禮を f^, 可， 7 亂也。 しかれば 牛-し 

て は 立つ こと を 思 ひ、 閑に して は 動く の 利 を 思 ふ、 是れ 君子の つとめ 也。 曲禮 並ぁノ  , 
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不レ 横, 肱と 云へ り。 是れ 人と 並んで 坐す るの 法 也。 與乂同 處、 ー自擇 二 便利 一と 

云 ふ は、 夏 はすず しからん 處を擇 び、 冬 は 暖かな らん 處を擇 び * すべて 我れ に 利す る 

の 坐 を不， 可レ 好の 制 也。 漢の管 寧、 一 の 木榻に 坐して 五十 餘 年つ ひに 未 n 寞股； 其の 

榻 上當， 膝 處皆穽 ちたり と 云へ り。 宋の程 明 道、 終日 端^ 如 二 泥壞人 一と 云 ふ、 各.^ 獨 

坐して 其の 形を不 レ亂、 其の 平 處を養 ふの いひ 也。 無事にして は靜 坐して 其の 氣象を 

養 ひ 立て 效惰の 形 を不， 見、 人と 接して は 坐 ここに 恭敬して 和氣を 以て 十。 是れ大 丈 

夫の 坐 法 也。 坐して 箕の ひろがる が 如く、 手足の 容を不 レ收、 怠慢の すがた あら はれ、 

坐す るかと すれば 則ち 立ち、 立つ とき は 叉 坐して 躁妄 ならん に は、 心 こ こに 一 定不 

レ爲 也。 豈 大丈夫の 道な らん や。 玉藻 曰、 燕 居 吿 ？ J 々といへ り。 燕 居は是 れ居處 

の しづかなる 也。 叉 曰、 君子 之 居 恆當レ 戶と云 ふ は、 明に 向 ふの こと 也。 


次に 立容 あ.. 

am 頭 頸 必中、 


-Hg^- 卑 謂，： 磐 


祈 T  i.M 


是れ 容貌の 旣に 動く 也。 玉藻 曰、 立 容 辨卑 毋， m、 

音 貶 也 、 カン ス" 

立、 t,f、 時 行と い へり。 容經 に、 固， 願 正 視、 平 レ 肩正レ 背" 

ハ ク クガ ヌ  ノ  クダシ ヲ トレ ノへ ヲ タダシ ヲへヌ  ルプ ガサ ヌ  ヒ ケィ リフト ヅテ テ 

臂如レ 抱， 鼓、 足 間 ニ寸、 端， 面 攝 ，纓、 端： fe 整， 足、 體チ搖 レ时、 曰 二 經立ー H 以微 

ス ルプヒ ト ッ テテ ス ルヲヒ ト ツチ テルル？ ヲ フ 卜 /  (上 篇) -I 

磬>  曰 二 共立 一 因 以磬 折、 曰ニ肅 立； 因 以垂 X 佩、 曰ニ卑 立； 立容 也と 出せり。 曲曲 J 


i^sg  、迆 is 

な 未 前 語 上 
^ 兩詳ニ 句篇玉 

足 inig そ 藻 
相 のれの 篇 


S 玉 I 曰に， 立 ツユ "ま". 力 s)np 立： {| 昏ビ あり。 是れ 立ちて 禮 を不レ 違の 容也。 然れば 坐 を 立 

たんと 欲せば、 手足 を くつろげ 前後左右 を 顧み、 其の 可レ 立の 節を考 へて ここに 立つ 

べし。 立たざる 前に 立つべき の 心得 をな す、 これ 立の 威儀な り。 思 ふに まかせ 氣に從 

つて 立つ とき は、 或は 立たん として 手足 痿痺 し、 或は 傾倒して 左右に 無禮 をた し、 」 "一 

つと 云へ ども 其の 禮容 1^, 正 也。 立って 其の 容不レ 正と き は 久しく 居が たし。 物 を 捧持 

レ タダシ カーフ  ル シ カラ ： , 

して 必ず 傾 曲す。 立つ もの は 行き 走るべし。 立つ こと 不レ端 ば 行 歩不レ 正べ し 是れ 

立つ の容を 正しくす るの 謂 也。 進退 周旋、 先 づ立容 を あらため、 腰 をす ゑ、 元 氣を張 

り、 齊を 固く し、 肩 を 平にし、 背 を 正しから しむ。 是れ皆 立の 容也。 

次に 行 步の容 あり、 座席 堂上の 行步 あり。 朝廷 燕 居 その 節 あり、 道路の 行步 其の 容 

あり、 其の 用 あり。 (蒙 C ハもニ 武1 一  赚纏 ラ； 一 #ハ中ル ニ讓 i 中き &ゥ V 

I ヽ ノヅヲ 

赚、 疾 廟^^々 タ" s、 朝バ lisl々：i ？々、 "£1。 堂ムハ1ヒ1^  si 堂 下ぜ， 武、 

0^, 窒. 不 っ％  f# 日 容 lnp  I 仏-脚ぎ 磬之 {1； 臂 不二 搖掉ー 肩 不二 上下 一 身 似レ不 

レ鹏、 i¥lks、 行ノ容 也と い へり。 然れば 立って 座席 を 歩く に は、 必ず 前 を 具に 見て 

人物 を不， も； 故に 足 を 重く して 席 を不， 可， 離、 人の 處 X 不. 在に ゆく とも、 聲を 
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お) 曲據上 致して 內に人 あらば これ をし らしむべし、 密に 行くべからず。 禮曰、 將, 上 レ堂、 聲 

ズグ  ニル 4t〈 ク  ュ レバ. 4- リ  レバ V- チ  ラ  二 ラント 二  -,,-:« ズヒ クケス い バニ ジ 

必揚、 戶外有 n  二 履； 言 聞 則 入， 言不, 聞 則不, 入、 將, 入 , 戶、 視 必下、 入, 戶奉 

ス レバ 

レ扃、 一 ま？ ち、 視瞻毋 レ囘、 戶開亦 開、 戶闔 亦闔、 有， I 後 入 者； 闔而 勿， 遂、 I 

ム r クッヲ レ コュル r- ヌ 力 カゲテ ヌル 二  ズム  ヲノ 

レ踐 レ屨、 毋レ路 レ席、 樞 レ 衣趨レ 隅、 必愼 ニ唯諾 一と あり。 我れ このむ こと ありと 云 ひて 

ム カフ 

火急に 不レ行 もの 也、 心に かな はざる と 云 ひて 急に 不レ 可レ 去。 是れ少 儀に 所, 出、 毋 こ 

拔來； 毋 ニ報往 1 と 云 ふの 心 也。 |£ 鎖 也。 拔 しかると き は 常に 行步 をつつ しみ、 其の 容を 

みだらず 敬を存 すべし。 たと へ 急 事 ありと 云 ひて、 あわてても のせん は 大丈夫の 心に 

あらず。 少儀 曰、 入レ虚 如, 有， 人と 云へ る 心不, 可, 忘 也。 但し 君 父の 間に 事 あらんに 

は、 足 不レ蹈 ニ實地 1 の 思 入 あるべし。 道路 之 歩行 は恆に 非常 を 戒め 供奉の 行列 を糾し 

て 身の 備を 全くし， 往来の 路を あけて 路 人に 暴惡を 不, 施、 道を讓 りて 不二 廣 11^; 小徑 

捷徑 を不レ 求、 前後の 供奉の もの を 戒め 往来の 人 を不, 妨、 或は 推し 倒し、 或は 不ヒ i 

レ路、 商 買の 物 を 狼藉せ しむべからず。 雨 雪曉暮 尤も 遠く 候 ひて 速に 道 を さけし む。 

道路 泥土に して 道 あしき 時 は、 我れ 是れ によって 彼れ をして よき 所 をと ほし、 暫く 待 

ちて 彼れ を 行かし めて 我れ 可, 行、 若し 下人 無禮 にして 路 人に 事 あらんに は- 主人 速 


に來 りて 謹んで 禮 謝を述 ぶべ し、 不 レ知體 にして 通り 過ぐ ベ からず。 

人の 所に 至らん に は、 門前の 傍より 下馬して、 容貌 を か い つくろ ひ 案 內を窺 ふべ 

し。 從者 にあら かじめ 戒めて、 漫に 往来し- 門前に 塵し、 高く 談笑 言語 あらしむ ベ か 

らず。 饑渴に 因って 押して 人家に 入りて n ぼ 水 を 飲み、 店屋に 入りて 酒 貪 をな す 事、 甚 

だ 戒めて 其の 制 を 可」 疋。 夜陰に 往來 せんに は、 燈を 前後に して 路人を さけし め 非常 

を 禁ず、 嗜 きとき は聲を 以て 人 を さけし む。 家宅に 至らん にも、 先づ 人を發 して 案 

內を しらし めて 可, 歸、 俄に 往來 するとき は內外 必ず 不， 調の 失 あり。 是れ各  >- 道路 往 

來の容 也。 唯 だ 恭敬 を存し 其の 用法 を詳 にして、 具に 其の 制を定 むべ し。 不， 然とき 

は、 必ず 非常の 變 あらんに 威儀 ここに 失して、 大丈夫の まこと を 可， 失。 出 1 門 如レ見 一一 

(三) 

大賓 一と 云 ひ、 出 レ門如 レ見レ 敵と 云 ふ、 各！ 是れ 敬を存 してみ だり なる 不, 可の 戒也。 

子游爲 二武城 宰.； 子 曰、 女 得 レ 人焉爾 乎、 曰、 有 二 澹臺滅 明 者； 行 不, 由, 徑、 非， 1 

(七レ 

公事 一未 一二 嘗至ニ 於 偃之窒 一也。 高 柴自, 見 二 孔子； 足不レ 履, 影、 啓 塾不レ 殺， 方 長 不レ 折、 

衞輙之 難、 出 而 門閉、 或 曰、 此有， 徑、 子 主 ^ 曰、 吾 聞， 之、 君子 不， i に 曰、 此！^ J 買、 

子 主 ^ 曰、 吾聞レ 之、 君子 不レ 竇、 有レ間 使者 至、 門啓而 出と 也。 是 れ皆聖 門の 學、 其の 
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動容を しるせる 也。 徂し 行不， 由 レ徑、 不, 徑不レ 寶と云 ふ は 聖人の 戒 にあらず、 唯だ滅 

明. 子： Hr" が 得た る處の 正しき 也。 聖人 は徑 より 行く こと も あり、 賓 より 出づる こと も 

あるべし。 舜の井 を 掘りて ひそかに ぬけあな を 致し、 孔子の 微服して 宋を 過ぎ 玉 ふ を 

以て 1^, あ 也。 故に 朱 子 曰、 不 レ徑不 無事 時 可也、 若 有 二寇盜 患難 一 如何 守， 此 以 

お，" i ハンせ ~ 軀； き 一聖 人 微服 過！， 宋可レ 見と 注せり。 而 して 趨 走の 容 あり、 是れ 行く こと 

ニハケ クル it ハス セン r ヌレ レ ス； |,、  ZJtJ- ニク L 

の 速に して はしり はしる の禮 也。 玉藻 曰、 疾趨則 欲 レ發、 而 手足 勿レ 移、 Miji、 端 

不レ 膝、 城. 4 不. ％  I、 狭 執レ Hk.J  ！ S といへ り。 容經 曰、 趨 以 -1 微磬 之容ー 飄然 

翼 伏で 1^狀若，流、 足 如， 射， 箭、 き容 也。 旋 以， -微磬 之容； 其始 動 也， 接 如 1; 驚倏ハ 

ノマ r 卜 二 スルャ  トメ シ フガヲ ハンセン 

其 固 復也、 旌 如， 濯， 絲、 it 旋之容 也と い へ り。 是れ 各.' 趨 走の 禮也。 異朝に は 尊 

貴の 前に は 速に とほり て不レ 止を禮 とす、 故に 趨の 禮容 あり。 十べ て 急用 あらんに は 

趨り 走る を 以て 禮 とす。 然れ ども 或は 人 を 驚かしめ、 或は 物に 失 あらんに は、 必ず 趨 

ヒ (上 篇) ハク レバ 一一 セ 

る 事 を不， 用。 曲禮 曰、 入， 國不， 馳と 云へ るの 心 也。 

(上 篇) ハク クル ニハ テル モノ 二 力  クル ニハ スル モノー  一 タ  ゾグ ルハテ 二 

次に 捧持 之容 あり。 曲禮 曰、 授 ， 立 不 X 跪、 授 ， 坐 不， 立、 凡 奉 者當， 心、 


提 I 當レ帶 と 云へ り。 少儀 曰、 執 レ虚如 レ執レ t„ ^す 惣 じて 手に 持つ 所の もの、 广历. 扇子 

の 類と 云へ ども 更に 傾 曲すべからず、 況ゃ君 父に 奉る 所の 文書 器物、 聊も 腰より 下へ 

さぐべからざる 也。 手の 形 煩 側 するとき は 所 二 捧持, 不レ 正して、 或は これが ために 身 

煩 側し、 或は 捧持の ものに 足 あたる、 是れ 甚だ 無 禮の至 也" 大丈夫 戰 場に のぞんで 劎 

戟を 持し 弓矢 を携 ふ、 皆 捧持の 形に 非ず や。 尤も！^, 愼也。 

S  8 よに 

次に 起臥 之容 あり。 云 ふ 心 は、 人 平生の 用、 つとにお きて 夜に 寢るを 以て 節と 十。 

內則 曰、 子 事 二 父母； 鷄初 鳴 起と あり、 是れ夙 興 0 禮也。 案ずる に、 つとに 起く る 

の 節、 唯 だ 夜 明に して 燈を 消して 人面 ここに 明に， 用事 可， 辨 のとき を 以て 節と 十。 

是れ 公私 皆 興き て 用 ここに 可レ 足の 時 也。 出仕して この 節に よろしから しめんと なら 

ば、 鶴 初めて 鳴く の 比より 用意せ しめず して は、 此の 時に 宜し かるべからず。 故に 古 

來 夙に 起く るの 節、 各.' 鶴 初 鳴の 時 を 以てす。 夜に 寢 るの 制， 大凡 天 旣に嗜 くして 用 

事辨 じがた き 時、 外の 事 を 止めて 內に 入るべし。 而 して 從者 下人 を 安居せ しめ、 我 

(一) 調節の れ叉四 支 を 伸 舒し氣 を ゆるやか にして 屈 仲 を 時な ふべ し。 是れ夙 興 夜 寢の制 也。 玉藻 

意な り  ハク 3,u ハ --  (上 |?- 

曰、 寢 恆東 首す と 云 へ り。 東方 は 生 氣の方 なれば、 是れを 以て 首と する 也。 曲禮 
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P に 曰、 寢 毋， 伏。 論語、 寢不レ 屍 と 云へ り。 是 れ皆寢 臥の 形に 怠慢の すがた を不レ t 

第 1" 五 茸 

也。 起臥 は 四 支 百體の 屈伸 也、 天地に 時な ひ、 今日の 事物 交接， 勞 逸に 從 つて 其の 節 

を 守るべし。 不， 然とき は 情欲に まかせて 必ず 放逸 懶惰 におち 入り、 夙に 與 くるの 禮 

やみ 夜に 寢 るの 法す たれて、 夜 を 以て 晝 とし 晝を 以て 夜と す、 政事 ここに 嫁し 身體の 

養 ここに 失す。 尤も 可， 愼也。 

f  次に 游藝の 事 あり。 云 ふ 心 は、 禮樂射 御 書數、 すべて 文武の 藝， 或は 身體の 進退 揖 

^  .  t やう  ヅル 

讓を習 はしめ、 或は 手足の 自由 を かなへ、 或は 耳目の 見聞 を 正し， 或は 音聲の 所：， 出 

を 節に す。 是れ內 の 思 を 正しくして、 外の 威儀 をと との へ 、 大丈夫 君 父に つかへ 身 を 

奉ずる の理 をつ くせり。 されば 弓馬の 家に 生れて、 其の 身旣に 大丈夫の 志 あらんに は" 

鱧 を 以て 進退 を 節し、 樂を 以て 其の 用 を 和 順なら しめ、 射 御 を 以て 土の つとめと す。 

是れ 各. '今日日 用の わざに して、 其の 用法 常につつ しみ 習 ひで 其の 容貌 を 練るべし。 

書 は 必ず 物 を 書く まで を 云 ふに あらず、 讀 書して 文字 を 讀み覺 え 古今の 事 をし る、 是 

れ書 也。 數は 天地の 數 事物の 多少 を はかる 也。 數を詳 にせ ざれば 度 t を^, 知。 此れ 

皆 容貌の 動に して 威儀の よる 處也。 されば 禮を云 ふとき は、 吉凶 軍 賓嘉に 付いて 各.' 


其の 禮容 あり、 飮 食の 禮 あり、 衣服の 禮 あり、 家宅の 禮 あり、 すべて 遣 問 贈答の 禮、 

其の 器物の 取 あっか ひ、 身の 進退 言の 品 あり。 曲禮を 詳に考 へ、 本朝 古今の 制 を 具に 

よろしき キ フ 

して、 時義を 以て 用捨して 其の 宜に 可， 叶 也。 犬馬 金玉 刀劎酒 食、 各.' 曲禮に 其の 法 

を 出す。 今日 これ を 用 ひがたき が 故に ここに 不， 書 也。 

樂は 本朝 叉 八 音の 樂 ありと いへ ども、 其の 制不， 詳。 近 來猿樂 を 灏んで 武家の 樂 とす。 

其の 事 甚だ 捷徑 にして、 其の 所レ歌 虚妄 異端の 說 多く、 其の 所レ舞 異様 過 奢に して 非 

レ所 レ實、 其の 所 レ操唯 だ 笛 鼓 を 以てして ゎづ かに 竹 革の 音 あり、 尤も 古樂 と不レ 可-一同 

レ年語 一とい へど も、 世俗 これ を 以て 習 はしと す、 下と して 變 易すべからず。 其の 歌曲 

の 間 叉 有 二實事 1 の 猿 樂は都 曲 淫聲の 及ぶ 處に 非ず。 故に 以， 之 爲， ー伎樂 1 も 亦 たれり。 

射 御の 制 は、 儀 禮に射 義の法 を詳に 十、 御 法は絕 えて 不レ 見.^ 本朝 射 御の 制 尤も 詳 

也、 具に 習練して 其の 禮を 糾明し， 君子の 道に 可， 至。 射義 曰， 射 者 進退 周 還 必中， 禮， 

內志 正、 外體 直、 然後持 二 弓矢 一審 固、 持， I 弓矢 一審 固、 然後可 二 I- 言 r 中、 此可 W 以觀ニ 

德行 ー矣と 出せり。 弓馬 は 大丈夫の 業と する 處也、 少ら くも 暇 あらんに は、 平生 手 習 

ひ 足 習 ひて 聊も 不， 可， 怠 也。 而 して 弓馬に ついての 禮 さまん. \ 品 多し、 詳に可 二 究理 1 
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也。 

字 畫を習 ひ、 文字 讀 書の 事， 是れ閑 联の間 可， 付， 心の 用 也。 程 明 道 作， 字甚 敬， 嘗 

謂， 人 曰-非 レ欲 二字 好； 卽此 是學と 云へ り。 手足の 用 皆 威儀の 所， 具にして、 是れ 

を ゆるがせに 仕る 時 は 放心の 本 也。 かりそめの 手す さみと 云へ ども、 接 曲して 不レ正 

(1) §3 巧 に は、 其の 內 の所レ 養可レ 知、 故に 字 畫を習 はすに も 放心 を 以て t< と 十。 張 思叔が 座右 

の 鈴に、 字 畫必！ E 正と 云へ り。 況ゃ讀 書の 法漫 たるべからず。 其の 讀む 所の 13? 儀 放^ 

にして 或は 枕 を 高く して 書 を ひらき、 或は 寢 臥して これ をよ む 時 は. 心 ここに 不.. 正フ 

を 以て、 內に 記讒十 る 所 あらず.、 こと-」 古今 〇 聖賢 天子 高貴の 人の 行跡 名 氏 その 內に 

のれり、 聊か これ を ゆるがせに せんこと は 大丈夫の 意な らん や。 i 一氏 家訓に、 人の 書 

籍を 借りて は 愛護して つつしむ、 是れを 士大夫 百行 之 一也と 云へ り。 有す 狼， I 藉 几案； 

鬮，」 分 * 散 部軼ハ 多爲 i 幼捭妾 所ニ點 汚； 風雨 蟲 Hi 所&傷 h 實爲 k レ ili と 論ず。 是れ 

^if 可 レ愼の ゆ ゑ 也。 分數は 度量の 用 也、 天地人 物 此の 數を 不， 出、 つつしみて 詳に考 へ、 

i お： 巧：^ 今日の 營を 正しから しむべし。 分 數不， 明ば、 過不及あって 皆た がふべ し。 

ひ 一、 矛鼸 をへ a  ：  I  5 二 一-  <ケ  ハ ズプヌ (？-- チ カク 二  Et?-  ハ -ー. シ (S ーシ， 

はすと ず 次に 佩 玉の こと。 11 記 『 古之君子^^佩レ玉- 右徵 角、 左宮 羽、 m 以ニ 采齊； 
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(六) ss« 門 


る 間 は、 髮 

の 詩 をうた ふ 

とい ふ 

(七) 圆 なる 

(八) 方なる 


.ク11： ハ チスシ 力 ゾ ンゥ ヤン 一一 ハ n  (七) 一一 セッ セン ニハ ル -ー  ム. t ハ チ シ レ-- ク ICC  7- レヲ レニ  、, 巾 

行 以ニ肆 夏； 周 還 中, 規、 折 還 中， 矩， 進 則揖， 之 • 退 則揚， 之、 然 後玉辦 鳴 

二  ル 4t  〈二 キ キ  ヲ  タ it ハ M- - フス  ヲ ココ ヲテヒ 、キ  シ 3 りテレ r 

也、 故 君子 在 , 車 則 聞 ニ鸞和 之聲； 行 則 鳴 二 佩 玉； 是 以非辟 之 心無 ニ自 入 一也と 云へ 

り。 是れは 立つ にも 居る にも 行步 せし むる にも- 左右の 玉の 音の 響 を 合せて、 聊かお 

ほ t いま ま 

こたらず 肆 ならしめ ざらん ための 制 也。 若し 動 靜禮に 違 ふとき は、 佩 玉の 音 其の 響 

不レ 和、 腰に 佩 玉 ある は、 容貌の 威儀 をた だし 德を これに 可， 比の 用 也。 車に は鸞 和の 

鈴 を 付けて、 其の 響 を 和せ しめて 御者の 禮を ただし- 內の怠 を 戒め 其の 心を靜 ならし 

む。 すべて 左右の 佩 もの を 以て、 自ら 其の 威儀の 正し からん こと を 欲す、 是れ 君子の 

日用 也。 如 レ此に 容貌 をと との へ て、 而 して 後に 威儀の 則 明なる べし。 大丈夫の 身 を 

ととの ふる 事 如レ此 につつ しみて、 初めて 君子の 道に 可, 入 也， - 動 靜所を 失 ひ、 威儀 こ 

こに 紛亂 する 時 は、 自然に 內の志 放埒に して 其の 德 正しから ず.、 容貌の 威儀 悉く 內の 

.fe にか かる、 其の 重き こと 可，. 知 也。 


I I 飮 食の 用 を 節す 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 天地の 間の 生物、 飮食 せざる とき は 身 を 養 ふこと 不， 能 * 是れ 
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五行 相 生の 說也。 木 は 水の 養 を 以て 長 じ、 金 は 土の 養に 因って 生ず。 人 は 萬 物の 靈な 

る を 以て- 五行の 養 をと もに 全く 得て 而 して 其の 天 年 を 全くす、 一 s も 飲食 かくる 時 

ヨ S0 はこの 生 損ず。 是れ 人の 飮食を 以て 要と する ゆ ゑん 也。 子 貢問レ 政、 子 曰、 足レ食 足レ兵 

？ 第ヒ章 

is の〕 篇 周 民信レ 之と いへ り。 洪範の 八 政に、 第一 に 食 を 以てす。 各. '其の 本と する 所 あれば 也。 

0  一 而れ ば飮は 水に 付き、 食 は 五穀に よれり。 渴し饑 ゑて 水 をば 求め 食 をな さんに は. 飮 

四 司 空、 五 司 

S/^M、 食 節 を 過す、 常に 飽滿 して 飮食 をな さん も 亦 節 を こ ゆる こと あり。 故に 聖人 初めて 飮 

食 を 節なら しめて、 人の 大 年 を 終 へしむ るに 至る 也。 是れ 天地 生物 必ず 飮食 あるの ゆ 

ゑん 也。 其の 節 如何して か 計らん とならば、 唯 だ 至って 饑渴 せざる を 以て 節と すべし。 

今 推して 是れを 論ずる に、 人の 飮食 過不及な き 時 は、 食 は 三時 を 以て 一 囘 とす、 飮は 

S  IA 其の 半に して 一 囘す。 云 ふ 心 は、 朝に 起きて 辰の刻に 食し 飮し、 而 して 三時 を 隔て、 

〔5)  未の 刻に 叉飮 食す。 是れ 朝夕の 飲食 其の 節に 中る 也。 天地の 變 皆三數 にあ たれり。 人 

時 は 今の 二 時 

，) 午後 一 の 腹中 亦 三時に して 其の 飮食を 消す。 飮は 其の 半に して 一 囘 すべきな り、 古人 此の 制 

時 二  ル  ムヌ 

を詳 にして、 初めて 朝夕の 食 を 定めて 饑渴を 養 はしむ。 是れ 不レ得 X 已の天 節 也。 是れ 

を 過ぐ ると き は、 脾胃 損じ 肉 ここに 餘 りて 氣血 却って 弱し。 是れ に不レ 及と き は、 脾 


胃う ゑて 肉 ここに 損じ 氣 血不レ 全- 各- 大然の 節 をた がふる ゆ ゑ 也。 此の節た がへ る 

の 人 は氣質 必ず 變 あるべし。 唯 だ 是れを 以て 節と すべし。 日長き とき は晝 貪し、 夜長 

きとき は 夜食 十。 是れニ 時の 食に 不足 あるときの 制 也。 不足 あらず して 是れを 好まん 

は 節 を 失 ふに 可, 至 也。 凡そ 天 は 地に よってめ ぐる， 人は脾 胃の 食 を 以て 地と す、 貪 

た ゆれば 氣不， 廻、 地なければ 天不 がごと し。 

次に 飲食の 制 あり。 其の 人の 祿 官位に 從 つて、 各 i 相 定まる 處の飮 食 を 制すべし。 

位高く 祿 厚き 人 は 上品の 食 を 以て 養と す。 中 下 各. 'これにした がふべ し。 其の 間 分限 

七) 禮 記の より 儉す るに あるべし。 過 奢 は 限りなき ものにして 多くの 費 あれば 也。 王制 曰、 諸 あ 

無 レ故不 レ氣レ 牛、 大夫無 レ故不 レ殺レ 羊、 士無 レ故不 レ殺二 犬お 一 庶人無 レ 故不， 食 

(八) 

い 5; 天官瞎 , 珍 議 一-と 云 ふ。 是れ 人の 位に よって 其の 飮 食に 制あって- その 間 險を用 ふる 也。 周 

チ に y つ 

禮に、 天子 羞 用 二百 二十 品 1 とい へり、 叉 公 食. 大夫禮 • 燕禮、 皆 以て 可， 考。 世俗 

の學者 此の わき まへ を不レ 知して * しきりに 儉約を 事と し， つ ひに 利害に 陷 りて 財 寶 

^^^^0, を 山の 如くつ むに 至れり。 而 して 唐堯の 藝藿の あつ もの、 夏 禹の菲 二 飮貪 1 を 以て 證 

人な V 一  とす、 尤も 可レ 笑。 唐 堯は少 吴 • 顓預の 末に 出で、 未だ 世の 草 味に 業 を 立て 玉うて、 飮 
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食の 制も詳 なる ベから す、 复禹は 洪水 を 治め、 天下い まだ 其の 功 を はらざる こと-める 

を 以て， 身 を 奉ずる こと を 薄く して その 費 を 天下の 大功に 省け り。 各- 輕 重の 因る 所 

甚だ 其の 理 あり。 周に 至って 文 質と もに 相と との ひ、 衣食 居の 則 尤も 處を 得， 食 膳 の 

法、 (.i 一 珍の 制と もに そな はれり。 是れ歷 代の 損益に 非ず や。 其の わき まへ を不， 知し 

て、 - 大下國 家に 事な く財產 府庫に 充 ちて、 位 祿に相 應の飮 食 を 不レ用 は、 是れ身 をい 

ためて 庫 を 富ます 也。 君子の 不 レ用處 也。 士 その 位な く 其の 祿微 にして 叉 食の 味 を こ 

のまん こと は、 是れ 大丈夫の 質に あらず。 飮 食に おいても 猶ほ 忍ぶ こと を不レ 得ば、 

何 を 以て か 忍ぶ こと を 可レ得 や。 孔子の、 士志ニ 於 道 一 惡衣惡 食 を 恥づる をば、 ともに 

よか  .ノ  二 11)  I  ル/  ノヲ 

唐 るに 不レ 足との 玉 ひ、 顏 淵が  一 の 食 一 瓢の飮 にして 不， 改 一一 其樂 1 を 歎美し 玉 ふこと- 

是れ各 . '其の 分に やすん ずれ ば 也。 

(gn  二 クー フヒ レべ ヌ  キ  シト ス (五)  キテ レヌ チテ ヲ 

宋の汪 信 民 嘗て 言 ふ、 人 常 咬 1 一得 菜 根 一 則 事可レ 做。 胡文定 公， ira, 之、 擊, 節 嘆 《A す 

と 云へ る は、 其の 分た くして は 其の 求 を 重から せま じきた め 也。 世衰へ 風俗す たれて. 

ん皆飮 食 を 好む こと 分に 過ぎて しきりに 奇味 をな す。 ここにお いて 口味に 耽り 體 常に 

ゆるやか にして、 大丈夫の 志 日を逐 ひて むなし。 是れ飮 食に 節 を 失 ひて， 位 祿璺大 な 


お 十 I つ Jt 上 る 輩 は 却って 疎 貪し、 徵官 貧乏の 輩 は 好 味 を ぶの あやまり あれば 也。 If^ 子 曰、 飮貪 

> 一  1 し 7  > -ノ ヒ テヲ テフ ガヲ 

之 人 * 則人晓 レ之矣 * 爲ニ其 養， 小以失 r 大也と はこの 心 たるべし。 叉 年老の 節 あり。 人 

の 年に 少壯老 あって、 幼弱の 間 は 美食 を 以て 養 はざる とき は氣血 全くと との ほ ら ず - 

p^^^ 老年の 後 は 魚肉 を 以て 老衰の 氣血 をた すけし む。 七十 而非， 肉不， 飽と 云へ ろ是れ 也。 

年に 三 段の たが ひ 有， 之が 如く、 人々 の氣 質に 其の 差^ あり、 尤も 可 レ愼ニ 1-? ハ養, 也。 又 

大の時 あり。 寒溫燥 濕を考 へて、 寒天に は 溫物を 食と し溫 天に は 冷 物 を 主と 十、 燥濕 

皆是 れに 准ず。 此の節た がふ と き 、に 必 ず 內 に 病 を 生ず.、 而 し て飮食 亦不， 宜也。 叉 土地 

に： t:: いて 其の 飮 4 艮の 味た が ひ、 其の物の 厚薄 善惡 あり、 是 れを考 へて 飮食を 制すべし。 

^^はゃ祭祀饗應飮酒の禮節、 古人 旣に 其の 制を定 む、 是れを 計りて 時宜に 從ふ にある 也" 

祭. C 饗應飮 酒 各. - 上中下の 差 あり. 上より 下への 禮 あり、 下より 上への 禮 あり、 五倫 

の 交接、 專ら これ を 用 ふ。 吉凶 重 賓嘉に 付いて 其の 制 相 こと 也。 詳に可 一一 究理 一也。 

しちへ  ン ス 

次に 飮食之 用 あり。 米 は 精ぐ る を不， 厭、 米の 性 を考へ 土地 を はかって 飯と 可 L 爲。 

(八) ぼろ ぼ ；^J 地の 米 は 水お ほく、 燥 地の 米 は 水 十く たし， 眞 土の 米 は 性 堅く して 味 あり、 野 土の 

ろ！ 2 してね に  や-に- ら. A  (八)  と. ノ  -ー  ん 

if.I 米 は 性 弱に して 味 はらら く、 沙地 • 小石 地 各.^ 別 也、 如, 此處を 計るべし。 鹽は新 者 一所 
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の ir  口 あたりき つくして 性 そこぬ。 古 濱の鹽 はや はら かにして 不, 損- 是れを 以て 

大. ひに 加へ て 俗に 味 と 號す。 大ー 1^ 厶制 法、 煮， 之の 法、 鹽を加 ふる 法、 或は 缠米を 交 

ふる 制. 可 レ赛の 制. 可 ニ積蓄 I 器の 考 あり。 本朝 皆 堕 in を 以て 汁と して 飮の そな へ も 

のとす。 米 は 脾胃を 養 ふに 司 どる 所 甚だ 大 なり。 詳に制 法の 用を考 へて 其の 味 をた) 

らしむ ベ し。 而 して 酢 • 醬油 . 消 * 此の 三つの 飮水を 以て 野菜 魚肉の 味 をと との ふ、 

故に 此の 三つの 味 を 可レ糾 也。 酢 は 血 を 生じ、 酒 は氣を 益し， 醤油 は飮 もの を 能く 下 

腑に 通じて 收藏 せし むる の 用 あり、 茱 は味淺 くして 脾胃を 平にす、 魚肉 は 血氣を 損ず 

る あり 益す あり。 味に 五味の 品あって 其の 質に 好惡 あり、 臭に 善惡 あって 氣を拟 益す、 

尤も 詳に 其の 用法 を 制して、 冷 物に は 溫物を 加へ、 溫 物に は 冷 物 を 入れて 其の 毒 を 制 

すべし。 是 れ皆飮 食の 用たり。 珍 物奇味 みだりに 飲食すべからず。 珍 物と 云 ふ は 時に 

先だって 世に出 づる もの 也， 奇 味と 云 ふ は 此の 國の 物に あらざる 也。 珍 物 は 初め くら 

ふ 事 多き とき は 必ず あたる 事 あり、 故に 少しく くらって 次第に 多から しむべし、 奇味 

は必ず不，15^用也。 すべて 珍 物 奇物を 貴ぶ こと は是れ 味に 耽る の ゆ ゑ 也。 或は 脾 胃の 

f へ 也、 或は 腎水 を增 すの 用 ありと 云 ひて 是れを 好む， 大丈夫の 本意に 非ず。 平生の 貧 


味 を 以て 身 を 奉じて 生 を 貪る 不, 可。 酒色 を 節に して 腎水を まさん こと を不, 可, 好 也。 

しかりと 云 ひて、 同じく i 艮ふ 所の 味 をな り 次第にして、 出来不出来 を 手に まかさし め 

ん事 は、 叉 君子の 道に 非ず 。飲食の 制 則ち 威儀の 所レ因 也。 きりめ を 正しくし 味 を 調 

おろそか  . 

へんは 鹽 梅の 事 也、 是れを 疎に すべから ず。 

(一) 二  〈クシ ハ  ハ ヲ ク ワイ ハ へ ヲ ン ィゾ ァ イシ ノ タイ, ノ レ タル ハ  〈 / ンキハ 《  メ 

二)  5*«| 論語 曰、 食不， 厭， 精、 險不， 厭， 細、 食 鏡 而餳、 魚餒 而肉欧 不， 食、 色惡不 Z 貧、 臭 

第 七 さ T  (二) 

5  ^  シキ  <  <  ヒクん ハジ ンヲ  ハ  ルハ チラ  ハ キ" ヌ レバ カラ  ハ  しパ  ノヲ  ； ： モ シト 

S  S の 惡不， 食、 失 k 不. i、 不 不， 食、 割 不沄不 i、 不， 得 ニ其醬 ー不， 貪、 肉， 多 

適 富 さ 加 S  . 

不レ使 A 勝 二食 氣； 唯 酒無レ 量、 不：， 及レ I、 沾酒市 脯不レ 食と 云 ふ は、 夫子の 飮 食の 用 を 

云へ り。 禮 記に、 飯の 品、 膳の 品、 飮 みものの 品 * 酒の 淸白、 すべて 飮貪の 品々、 こ 

內 則- ンセィ つ 一. ゾラへ 二  _Rf-  * ウセ ィ？ 一. ゾラへ  一一 £  (, -， へ 』 

れを詳 にし 是れを 調 ふるの 制， 凡食齊 視ー 一春 時； 0, 囊齊 視ニ 夏時； I、 き醬 齊視， 一秋 

時； 飮齊視 こ 冬 時； §、 凡 和、 春 多， 酸、 夏 多， 苦、 秋 多， t.}f、 冬 多，： i、 調 以， I 滑 

、ヨン St.  i^、  曰、 依 一一 «s 方 T 春不レ 用レ食 JT  W 不レ 5P レ食レ 苦、 Et- 各；？ 其 St リ味 一也、 與レ此 不レ同 者、 a 方 

(一二)  00  鄆 時氣壯 者、 滅， 一 其 時 味 一 ひ 殺 此 st-tt- レ云、 食 以養レ 人、 恐 一一 氣 ssf 故 多 一一 其 時 味 T 以養 k 也、 0  5: レ相 

ハ. K モス レニ タ 1 一， ヲ  二ん ヒ(9 スト レヲ -ニ フ (S) ス、 . ノヲ 

(5  f は 鶉羹 • 幾奏 • 艇 9 一之 夢と 云 へ る、 是れ鹽 梅の 制 也。 肉 曰レ脫 王、 魚 曰 レ作レ 之 と 

ぎと る 

ノ  二  〈レバ  ク  レバ  ン  , カー， ネ カウ シ 7 

へ」 一  fg 云へ る 類、 皆 魚肉の 制 也。 大夫燕 食、 有レ膾 無. k、 有 レ脯無 レ膾、 士不 レ貳ニ 羹裁 一と 云 

ふ は 尊卑の 禮 をい へり.。 異朝の 制、 我が 國の 法に 可， 合に あら ざれば、 ここに は 其の 
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證 のために 一 端 を あら はせ り。 飮 食の 制 用 を不レ 具して は、 近く は 身 を 養 ふこと にあ 

やまり あり、 遠く は 君 父に 奉ずる の禮 なし。 尤も 可 二 究理 I 也。 

次に 飮食を 用 ふるの 法 あり。 曲禮 曰、 共 ，食 不 レ飽、 共 レ鈸 不 レ澤. 手、 

. や 毋 に- 1? 魚き； 矣. -人 毋レ投 與 狗骨ー 毋 M 固 獲； ？き、 濡肉齒 決、 乾肉 不： 

齒, 8H^B^ 是れ 古人 飮 貪す るの 禮也。 凡そ か 一 飲食 一て 

其の 禮不， 正ば、 威儀 ここに かぬべし、 されば 飮 食の 席に 臨んで は， 先づ 容貌 を 正し 

左右 を考 へ、 長者 箸 を 取りて 而 して 我れ これに 從ふ、 各.' 長者の 禮を うけて 可レ 用， 之。 

食す る 事大 口にな く、 食 ふとき に 四方 を不， 見、 顔色 を 正しから しむ。 箸 を 持つ 所の 

形、 肩 背の 容- 心 を可レ 付。 美 品な りと 云へ ども 其の 一色 を嗜 むべ からず、 或は 多く 

の そ へ もの を 悉く くら ひ 散らし、 或は 魚肉 を かみて 汁 を こぼち 骨 をち らし 盤 を 汚す 事、 

甚だ 無禮 也。 舌う ち を 高く 仕り、 す ふ 音 遠くき こ ゆる、 皆 小人の わざ 也。 古 來は著 を 

澤す こと ニ寸に 及ぶ を 以て 下品の 人と す。 飮 食の 間、 世事 を 談じロ を 開きて 笑 ひかた 

る 事禮に 非ず。 是れ 其の 大概 也。 猶ほ心 を 付けて 其の 制 法 を 究明 仕るべし。 君 父の 前 


よろ  カラ  ス 

に 侍りて 貪に 預る事 あらば、 萬づ君 父の 禮を うけて、 己れ 先だって 不， 可ニ飮 食； 51 し 

先づ 嘗めて こ ころむ ベ き 食物 等 は 皆 自ら 先んじて 飮食 すべ し。 度々 に 君 父の 方 を 伺 ひ 

て、 左右に 色體 し、 禮容を 恭敬すべし。 顏色を 正し ロ容 をな ほくし、 口中の 音 あらし 

めず、 一品々々 に 恭しく 受けて、 或は 拜し 或は 揖し、 盤を不 しさ、 捥を大 にけ がさず、 

たね 

骨 ある もの 核 ある もの は皆是 れを懷 にす。 酒 は 己れ 先づ なむ。 すべ て 其の 禮多 しと： "ム 

へど も、 毋， 不 ， 敬の 三 字 を 以て 是れを 守るべし。 

(六 1 

二 ハク  ダ f 五) ハ ヲ  テ ソン セ 53-  ,-—、t  ，す、  二 ス レバ "テ ト. * ヲ  手 デテ ク 《七】 二  ，1 

へ終1^^?『、 玉藻 曰、 君 未， i レ手不 -ー敢 後一 00^% 君 旣徹. 執- 6與1#、 乃 出 授ニ從 者"； 

？ をた ！！！ ^^相見禮曰、 若君 賜 こ 之 f 版 君 4 先 飯、 偏 《れ 0 膳飮， 而俟、 君命 こ 之 

(六) 飮 もの ヲ ル -I ス (上 簋) 〈ク .：〈 ヲ -I  ノ ル モノ 〈 -ース ノ ヲ ハ 一一 へバ ヲ 

も 飯に かける 食 一 然後 食。 曲禮 曰、 賜， 一 果於君 前 一 其 有 レ 核者懷 一一 其 核； 御 こ 食 於 君； 君 賜 レ餘、 器 

、 vn  ilo  フべキ ハ  一 ノ  〈ス す，き '£*  J  (丸) 二  〈ク  へバ ヲ ズ シテ ヲ ジム レヲ  へバ. I- ィヲ 

0 已 S 之 斑 者不， JT 其餘 皆寫。 聽； ； i 語 曰、 君 賜. 食、 必 正：， 席先嘗 壬。 君 賜レ腥 

( 八 ) 儀 鱧 の  ズ シ テ 丄 ンヲ  へ バヲズ ャ シ ナフ レヲ  (上 篱) ハ ャ 

篇 1  必熟 而薦， 之、 君 賜， 生必畜 之と いへ り。 是れ君 父に 侍 食す る Q 禮也。 曲禮 曰、 侍， I 

LP  - 1 ^M.  ス . ；-ニ  -I  ラスス ムル *t ハ チ シ テフ  レ バ ラ メ チ シテセ フ  二 ハク ソフ ハ  ヲ 

食 於 長者； 主人 親饋、 則拜而 食， 主人 不 n 親饋； 則不 レ拜而 食。 玉藻 曰、 凡 食 こ 果實- 

オタん  二  ご 二 ダッ、 二 パ 丄篇) ハク  スルー- 二  ムキ 〈チ  ズク  二- r  t--: 

者 後， 一 君子.； 火食 者 先 二君 子？ 曲禮 曰、 侍， I 飮於 長者.； 酒 進 則 起、 拜受 II 於 尊 所； 

ス  "テ 二  ，1  ゲテダ ッ クサ  へテ マ 

長者 辭、 少者 反, 席 而飮、 長者 擧 未， 鱔、 少者 不二 敢 飮 一と，； H でたり。 是れ長 者に 侍 食 

ザ ンバ 

士道 詳威饞  八 七 


山 鹿 語類 卷 第一； トー  八 八 

する の禮 也。 曲禮 曰、 凡 進， 食 之禮、 左 , 殺 右， 裁、 食 居 二ん 之 左； 羹 i4 ん 之^;  0 

y も，、 I の 炎處. 外、 醋醬處 X 內、 葱豫 處. 末、 酒 漿處. や 卒查、 客 前 跪 Ing^;  ^^-fe 

者 一 主人 輿 辭ニ於 客" 然後客 坐。 玉藻 日、 客 祭、 主人 辭ビ" 日、 不， 0^,1" 一  I、 客^" レパ 

f 長 主人 辭 以 レ疏 云々。 是れ 賢主の 禮也。 此の 外飮食 を 用 ひ、 或は 給仕 配き の 法. 

或は 飮 酒の 儀、 品々 多し といへ ども 本朝の 式に 異也。 其の 進退 禮讓 は、 よく 究理す る 

の 輩に 學んで 時宜に 隨 ふべ し。 

次に 君子 は 庖廚を 遠 ざく ると 云へ る 事 あり。 庖は宰 殺の 所と 注して、 鳥獣 を 殺し 料 

は. T じん 

理せ しむる の 場 也， 廚は烹 妊 之 所と 注して. 料理の もの を あつ ものし 煮る 所の 地 也。 

君子 是れを 近づけて は 必ず 利 心き ざして、 或は 吝惜の 心 も 生じ、 魚 鳥 を 殺生す るに つ 

いて 憐心も 出で， 叉 忍ぶ 心 も 生ず、 ともに 心よ からず。 或は 煮 炙の 良 あり、 其の こし 

らへを 見て 不, 忍, 食の ゆ ゑん あり。 然れば 君子の 近づき 可, 居所に 非ず、 故に これ を 

-5  篇 遠 ざくべし。 禮記 曰、 君子 遠ニ庖 腐； 凡 有 一一 血氣 一之 類、 弗 一一 4. カラ Ml 也と い へ り。 君子 

平生 天然の 性 を 養 ふ を 以て 道と す、 故に其の心入如，：^也。 


一二 衣服の 制 を 明に す 

師 嘗て 曰 はく、 衣服 は 人の 身 を 覆 ひて 寒暑 を 節に する ゆ ゑん 也. 是 れ不， 得， 巳して 

其の 制 ある ゆ ゑん 也。 凡そ 天地の 生物 各." 其の 皮 毛 鱗 介あって 身 を かくし、 其の 禮 

容を あら はす。 人は倮 にして 身に 自然の 羽毛 鱗 介な し。 これ 萬 物の 靈 にして 其の 知 生 

物に 秀でた る を 以て、 知 を 以て 物 を 巧み、 才を 以て 其の 制 を 宜しくして、 自然に 寒暑 

を 時な ひ 其の 禮容を 正しくす るの 本 そな はれり。 されば 上代 は 木の葉 を あつめて 是れ 

を つづり、 鳥獸の 羽毛 を あつめて 衣服の 制と して 唯 だ 寒暑 を 時な へり。 是れ 天下 創業 

にして 民の わざ 未， 定- 其の 制 衣服までに 不レ及 を 以て 也。 而 して 五 帝に 及んで、 黄 帝 

1  口め て 衣と 裳との 品 を 定めて、 衣裳の 制 ここに なれり。 本朝の 往古 叉 これに 異なる 事 

あるべからざる 也。 然れば 衣服の 用人々 皆不, 可, 無の 器に して、 其の 制 又 威儀の 說備 

はる ゆ ゑん 也。 若し 衣服 は 寒 をお ほふ ためなりと 云 ひて 衣服の 威儀 を不， 正ば、 是れ 

黄 帝 以前の 民に して 唯 だ 其の 天然の まま 也、 今日の 民に 非ず。 黄帝已 後に おいて は 天 

下に 其の 制 あり、 今 其の 制を棄 てんと 云 ふ は是れ 天下の t は 民と 可, 云 也。 故に 威儀 を 

正す こと， 是れ叉 衣服の 制に ある ゆ ゑん 也。 
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次に 衣服の 制の 事、 聖人 其の 衣服に 因って 德を 正し、 其の 身 一 ご 平 直なら しめ、 其の 

威儀 を 正しから しめん こ と を 欲して ここに 其の 制を定 む。 更に 私の 便利 を 以て 本と す 

る處 なし。 大地の 大公 を 基と して 其の 制 法を定 む。 林 氏 曰 1 黄帝始 備 (-1 裳 之 制 一 舜 

, フ  二 スヒ モノ  ニス ゾ ウイ  ニニ  (三)  フ 7 ヅノ  r  ナ 

m  i に 觀ニ 古人 之 象； 繪 一一 日月 星-: K 山 龍 華蟲於 衣； 纏 一一 宗彝 • 藻 火. 粉米. 黼黻於 裳 一 以 

^ 水？  4- 乾 i^;  4ァ1^ーぎ^； 所 下 以ノ彰 二 天子 之 盛德； 能 備，： a 十一 一物 上 者 也。 使 一一 服 者 一 當，？ 1 

S) 衣裳の 曰！^ あ ー焉 * 繪 以ー 一三 辰； 所， -以 則 二 天 之 尤爲 二君 德之 光一 自ニ黄 帝 ー以來 代 

ぬひと り  、 

之 制 , 不パ然 也と いへ り。 ここに 其の 制 其の 人の 位に よって 差別 をな 十。 是れ トドの 

差別 を 定め * 君臣 父子の 品 を 明に して、 自然に 其の 分 をし らしむ るの 制.^。 貴賤^ 卑 

若し 亂 るるとき は、 則ち 過 奢に いたり 吝嗇に 落ちて、 共に 君子 大丈夫の 法に あらず。 

然れば 位 を考へ 其の 祿の 多少 を 計りて 相應す る 處の制 を 究め、 其の 間 に 約 をな すべ 

き 也。 可 二 著 用, の位祿 にして 不， 一 著 服 1 もの は、 或は<厶儀に對してそのっひぇを(，^:き、 

或は 私に ついて 不レ得 X 止の ゆ ゑん あらん. 輩 は、 其の 重きに 可レ從 也。 不レ 然して 衣服 分 

を こえて 見苦し からん に は、 必ず 吝惜 に陷 りて 其の 弊 ありぬべし。 尤も 可 X 謹 也。 故 

に 古來犬 子より き"： 人に 至る まで 悉く 其の 制 法 を 定め、 服 章の 品 を i 禮に詳 にす。 ^人 


"ノ."： 其の 思 を 深く すれば 也。 

釓胡氏 ni" 服 章之キ 所. 以辨 i 下- 定 志 上 也、 莫革， 一 乎 民 一 莫. 尊 二 乎 天子； 

"。蕷 , 而 I, 同 、上下 所, 辨 あ 志き 由定、 潜亂由 t 此而 生矣， 古 之 聖王自 jt 險 

M  0  "七， 一 

、？ Th。  I, も (衣 菲. k や 而審ニ 天地 宗 1^; 臨， I 朝廷 百官； 則 等級 分明、 故 冕 十 有 二 章、 黻 i^.- 

(力、 ち tifi の  ミ (九つ .(10)  《二)  ニニ)  ニコー) (ョ，ー 

SGE  (八) セキ 七-フタ ン ク ワウ ニン テ ニシ ノ ヲ サ ゥゾッ ヒッ. 1$ ゥ ハン レイ ィ ウェイ，、 テ ニシ .ソ-, マ，、 ， ^  - 1 ； hrfu 

マ 七) §  i 舄 . 銜躭 • 紘 1、 以昭 二 其 度； 藻 率 • 鞸 • 轚厲 • 游 塑、 以昭 二 其數ー 威嚴 尊重 禮 

(時 八のに f の 一二 一  辨 C 人 主 之 勢隆っ 非- 1%, 己 以 4 大、 1 當 k 也、 故 晏平仲 爲ニ大 國之卿 一 

ー狐裘 三十 年、 ^衣 Mm 冠 以朝、 君子 ま-せ， ハ隘- 曰、 難 乎其爲 レ下 也、 隋文險 約、 施 二 

^ ぱざ^ 之 宮閫之 中 燕 私 之 用； 可也、 與ニ庶 人 1 同， 服 • 而坐 ニ乎廟 朝； 儉チ 中. 禮、 不レ 足ニ以 爲- 

へお 一 ほ 1 ひ/， レ 法矣。 是れ 上下の 差別 を かへ て は、 形 ここに 禮を见 す を 以て • 自然に 上 を 犯す の 志 

しきもの  一 t.  A-  ,  t.. ヒ ， 

y ウー iLf 卞 生ずべ きを 以 て 也。 末學の 書生 此の わき ま へ を不レ 知、 堯 の鹿裘 塞， 寒、 布 衣 敝レ形 

T の "rlrr の 力 

.^p 大蒂 禹の惡 二 衣服 一とい へ る を 以て 證 して、 天 子 諸侯 も 民間の 服 をな さん こと を 云 ふ、 其 だ 

とそ の 垂れ .fd 

(る 一 も/) 嫁 あやまれり。 其の 制 上に 究 まり、 下 其の 投を 守らば、 威儀 ここに 立ちぬべし ci 

y/) 齊、 の 漢の文 帝の 時.  一 誼上ッ t 疏" 曰フ、 今 民え レ K<?、 籠？ si 爲ニ 之繍衣 (編： >絲 屨、 偏 

f 一六) ibfel  「入) レ (ft^A)  二  3C レノ  ノナリ  ノ シテ ル (一九？  ズ  .， け . 7 いん 「プ！ . .：- 一.、 

yl,^ 產爲 內二之 間中； 讀ー是 古 天子 11。 服- (舌 之) 所， 一 以廟而 不，， 宴 者 也、 而. ti 人 得 ri 以衣ニ  ：T き 
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ニニ)  、 

ニー P ク ォモチ (二， グフン  カザル 二 テシ ヌ +ル 〈7 シ ウス レノ  ナ 《-  »  ：  A 

つ、 但し 抄 白穀之 表- 薄紈之 裏， 縫 以ニ偏 諸 一 美 者 黼繡、 是古 天子 之 服、 今 富ん， KIT 嘉會召 

y つお」 る； ，^„^者以被：，牆、 古 者 以奉ニ 一  帝 一 后 一而 節 適、 今庶 人屋 牆 * 得， 爲ニ帝 服 一 倡 優 下賤， 得 

gl;^^ る， レ爲 一一 后 飾 一と 論ず。 是れ秦 に 至りて 聖人の 禮法 ことん \ く廢 し、 前漢 二百 餘年は 未だ 

f 一." 九い) ふ 后が 衣服の 制究 まらず、 後漢 の顯宗 其の 制 を 改め、 唐宋に 及んで 殆ど 品を定 む。 爵 祿に從 

宴に は 服せ ね つて 其の 衣服 不, 正して は 分 必ずみ だれ、 上は儉 にす ぎ 下 は 奢 を 放 に (する に).？ 至 

こ と 

にん) の. sr 也、 尤も 可レ 謹。 是れ 君臣の 制 也。 

きね の 裏 而 して 父子 兄弟 夫婦 朋友の 間、 其の 衣服の 品、 是れ叉 其の 制 あるべし。 曲禮 曰、 

ii んチ 者、 父母ち" 冠 衣 f.#J、  i 瞻！ f 孤 子き や Ispf 者、 冠衣不 お 

(E) 白 絹の ge?5、  もん  サ 

緣 f せき 0^. と 云へ るが 如し。 庶子の 服 は 表 紋を大 に不, 出、 或は 其の 品 を かへ しむる が 如 

お きの き、 是れ 兄弟の 服 也。 男女 は 尤も 其の 制^ 也。 朋友の 會には 燕 居の 服 あり、 賓 主の 禮 

服 あり、 すべて 其の 品 差^ あるべ ければ、 必ず 爵祿 t.- りに 不, 限、 五倫の 次第 を 明に 

して 其の 衣服 を 制せし め 其の 分を定 むべき 也。 

の^ II 本朝 衣服 令 を 撰して 君臣 男女の 禮 著し。 往古の 制 甚だ 重し、 豈 疎に すべ けんや。 而 

S 第五 章 して 一年の 間 寒 によりて 更衣の 沙汰 あり、 一月の 問！！ 望 俗節禮 曰の 服 あり。 當 レ暑 


(八) 葛布の 

おりもの 

(九) 上衣 を 

加へ て出づ る 

なり 

二 〇) BS 

篇 第五 章の つ 

つきに 出づ 

ニー) 孟子 

塞 心 上 第 第廿 

二 章に 出づ 

ニニ) 禮記 

玉 1* 篇 に出づ 

( 一 マ- ) ！ BS 

^熏 篇第六 童 

に 卞： つ 

( 一 en 朝 服、 

祭服 を い ふ 

(一 五) そぎ 

ぬひ 

( 一 六) 儀 贛 

の篇名 

( 一 七) 冠續 

の 時、 始に編 

布 S, 次に 皮 

弁、 次に gli- 

を 加 ふる 故に、 

三 加と いふ 

二八) 斬 

齊は 衣の 下 を 

.4J はざる もの、 

君 父の 喪、 m 
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拎 i. 必表而 出 之、 吉月必 朝服而 朝と 云 へ り。 又晝 夜の 服 あり、 必 有ニ寢 衣； 長 

一身 有半と 云 ふが 如し。 又 老弱に 因って 其の 制 あり、 五十 而非， 帛不， 暖。 童子 不レ裘 

不， 帛、 不二 履 絢一と 出で たり。 是 れ專ら 時分 を 可， 考也。 

义 朝廷 • 燕 居 • 外出 各. '其の 服 あるべし" 朝廷 は 天下の 禮儀相 定まり 君臣 敬み 守る 

の 地 也、 分 を 守って 亂 るべ からず。 燕 居して 人に 不， 交と きに、 褻の 衣と 號 して 私 居 

の 服 あり。 是れは 人に 對 面せぬ 內宮に 入りての 服 也。 又 朋友に 會 して は 別なる べし。 

度々 に 衣服 改めん こと も 事 ゎづら はしき 二 似たり とい へ ども、 禮服を 常に 著せん は禮 

を 輕ん ずるの 失 あり。 褰の服 を 著て 人に 交 はらん は 彼れ を 侮る に 同じ。 且つ 己れ が 威 

儀 を 以て、 下の 情 を も 制し のっとら しむる 事 上下の 道 也。 是れ 利害 を 以て 云 ふに あら 

(一-一 11) 、  ズ fi 

ず。 褻裘 長、 短 一一 右袂； 非 二 i 一 裳 I 必殺， >」 と 一 K へる、 各-その 服に 品々 多き を 以て 也。 

次に 冠 婚- 喪祭. 賓客. 饗應. 軍旅 之 事に 因って、 其の 服 其の 制 あるべし。 士冠禮 に 

：  二  0  ■ 

三 加の 品 を 出せり。 本朝 又 其の 禮 あり。 昏禮に 婿婦の 服の 法 を 出 十。 尤も 喪に 靳齊. 

衰齊. 大功 •  麻 等 の 制 あり。 祭に 明 衣. 淨衣等 あ り 。 賓客 饗應 に從 ひて 其の 服の 品 

あるべし。 軍旅の 容貌 戎衣 甲胄 あり、 幷に 弓馬に 宜しき 衣服 あり、 其の 服の 制 ー擧不 

士道 詳 威儀  九 三 
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b か (； -I れ レ 4 レ 仕- 具に 究明して 其の 宜しき に 可， 從也。 次に 衣服の 用法 あり。 衣裳 は 上下の 用 

*^^f«JS、 にして. 上 は 以て 心腹 手 背 をお ほひ. 下 は 以て 腰 脚 前後 を蔽 ふ、 上 を 衣と 云 ひ、 下 を 

肱 は ー-- ケ：^  一二 才 R 給  一-"、 ゲ-ン ーコン "や I ーィ "(フーで ィ 

れ. おの 各 ~£ 裳と 云 ふ、 これ 衣裳の 法 也。 衣 者 上體之 服、 古 者 朝 服 有 二 玄袞； 有ニ毳 衣； 有ニ黻 衣； 

M をい ふ  (E  一  、  . 

y、) 黑訂" の 有 二 緇衣ー 有 一一 錦 衣； 有 二 深 衣； 其 制 多 相似と 也。 裳 者 下體之 服、 古 者統裳 五色 備、 前 

(二) 天子の  ：厂 /  A レヌ  スノー 一  ル カラ 

祭服の 一種、 -九 幅、 後 四 幅， 以， 繽爲， 之、 刺 二 綉於其 上 一と 也。 而 して 其の 制作の 法、 歷代 不レ同 也。 

父- ャ. aF$s.-  ？、 ァ むく 

斧の 形 本朝の 衣服 令に 所，， 出 尤も 詳也。 而 して 本朝に は 男女 皆 上に 衣 を 用 ひて 下に 待 を 用 

服  ふ。 跨の 上に 加 ふるに 有 ニ裙之 制？ 15sti. ぶ 異朝に は 衣裳あって、 本朝に は 衣 袴 あり。 

,  にう  ひろさ 

n 立) 上衣 下 其の用本朝の制^„^7だ相叶ひて腰脚の利多し。 而 して 衣服の 上に 袍を 著す、 袖口の 濶 

衣つな がりし  ヲ -  "，- -  ズ ヒ-  (八) 

Is 服 位已上 一尺 爲， 限， 六- 伩已下 八寸、 女 亦 准， 此 といへ り。 其の後 長 保の 制に、 袖の 澗ー 

(， 一 編^  . バ -ー  ノ サ テ ヲ . "卜 

h  ひ八寸 以下、 袴の 廣不 t 及 二三 幅 一 或は 衣 袖 袴廣以  一二 尺六寸 1 爲， 限と もい へ り。 是れ 

定まれる 制 也 • 祸ほ舊 記に 從 つて 其の 制 を 可 レ考。 近代 は 便 用 を專ら として * 衣服の 

制 tt^ だ捷 1! になわり。 凡そ 衣 は 腹背 を蔽 ひて 寒 1  者 を 時な ふ、 是 れ不， 得， 已のゅ ゑんに 

して、 其の 間 是れを 制する に禮を 以て 節す。 故に 身の 肉 を 外に あら はさず、 形の 見 苦 

しき を 外に 不, 出、 能くつつ ましめ、 袖 を 長く して 手の 形 を不， 見。 手 は 必ず 動き やす 


p^^^w. し， 動く とき は 非禮の わざ あり やすき を 以て、 其の 形 を かくして、 手の 動く を 自然に 

をズ n し 時-に  ひろ 

なり  <  やめし む C 然れ ども 手 は 動く を 以て 用と 十る が ゆ ゑに、 袖の 口 を 潤く して 急に 出す に 

乂利 あらしむ。 是れ 衣の 制作 也。 袴 は 前後 兩足 をお ほふ、 是れ又 足の 形 を不レ 出、 前 

後 をお ほうて、 責 人の 前に 動靜 する こと を 利す。 足 叉 動いて 非 禮の行 あり や 十し. 故 

に 其の 袴 を 長う して 急に 歩むべからず、 非禮の 行なり がた からしむ。 然れ ども 足 は 動 

き步. む を 以て 用と 十る が ゆ ゑに、 上 括. 下 括 等の 制あって * 步 行す るに 利 あらしむ。 

されば 袍の袖 長く して 手 を蔽 ひ、 袴の たけ 長く し て 足 を か くす。 手足に 非禮の 動な 

からしむ る を 以て、 臣は 君の 前にお いて 非 禮非義 の 行 自然に 不， 能- 子 叉 父 之 前にお 

ムヲ 

いても 然 すべて 五倫の 間、 衣裳の 制に 因って、 不レ 得， 止して 非 禮非義 を なすこ- C 

不レ 能し む。 若し 袍の袖 をく くり 擧げ、 袴 を 上に くくり 赤 脚. ならん に は、 必ず 非常の 

相 ありと 知る に 足れり。 古の 聖人 其の 制する 處、 尤も ゆ ゑ ある 事 どもせ。 是れ禮 服の 

法 也。 

私に 於て 著 用 せん に ir 小袖と 號 して ゆきを 短く し、 袖の 下 を つづめ 袖口 をせば く 

一- ーン 

して、 厘寒をのぞ. き1§^用を利十。 是れを 褻の 衣と 云へ り。 挎 はす モを 短く して 往来 一 ご 

士道 詳^ 儀  九 五 
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利せ しむ。 是れ唯 だ 私に 所, 用に して、 聊か 公事に 服す るに 非ず。 孔子 私の 小袖 は 右 

の 袖 を 短く し 玉へ りと 論語に 出で たり。 近代に 及んで 專ら便 用 を 事と して、 褻晴 とも 

に 皆 小袖 を 著 用す。 近 比 迄 袖の ゆきを 短く して、 猶ほ 袖の ロを澗 くして 廣 袖と 號し、 

下に 袖口せば き 下 衣 を 著せり と 也。 今 皆 上下 公私と もに 小袖に なれり、 專ら 其の 便 用 

能く. 其の 所レ 見捷徑 にして- 風 寒 をよ く 担ぐ を 以て 也。 而 して 袍 のか はり に"15^ 衣 を 

著し、 下に 袴 を 著して 其の たけを 短く し、 足の 出入 を 利す。 是れ 古來凡 下の もの 皆 手 

足の 便 用 を 利して 人の 奴隸 たるに 宜しき を 以て、 此の 制あって 著, 之。 今 高貴の 人 も 

亦著レ 之。 是れ 戰國戎 衣の 便 用 をう けて 平生の 衣服と すれば 也。 武は專 ら便用 を 利し 

て武の 要用 を必 とす。 今 用 ふる 處の 制- 是れ 武の戎 衣の すがた 也。 本朝 衣服 令、 皆 唐 

の 制に 准ぜ り。 故に 袴の 制 叉是れ にした がへ り。 

(WE)  一一  ハク ノ  (五)  (.1 ハ j  テノ  、 

文 獻通考 一 百 十二 曰、 唐 德宗貞 元 十五 年、 膳部 郞中歸 崇敬、 以 1,1 百官 朔望朝 服 袴 # 

非-一 古禮； 上レ疏 云、 按 三代 典禮、 兩漢 史籍、 並 無二 袴 糟之制 一 亦 未， 詳，！ 所， 起 之 山.： 

隋代 以來始 有， I 服 者； 請罷 ， 之、 詔 可。 馬 端 臨 曰、 袴稽、 魏晉 以來、 以爲 n 車 驚親戎 

中外 戒嚴之 服： 晉制、 雖， 有， 1 其說； 而不 J 一一 a 二 其 制： 然 旣曰， 一 戒嚴 服.， 之、 必戎服 也、 


(八) 一木， 

長裙に 作る』 

文獻通 考父然 

(九) 車舆と 

冠 服の こと. &- 

記せる 餮 


二 〇」 東 山 

/丄 卽 ち洞院 

實^ も 指す。 

霄^ は 室町 初 


して、 行 類 

拾芥抄 及び 名 

u 抄の著 あり。 

tftH! 抄は 公事. 

禁中 所々 の 名. 

人 體*院 中， 

^gw 等の 名目 

の訓方 • 性質 

を 示せる もの、 

群 》 類 從雜部 

に牧 めら る 


至- -隋揚 帝 時； 巡 游無， 度、 詔 二 百官 1 從行 服ニ裙 袴； 軍旅 間不， 便、 遂令 改二服 戎衣； 

ル  ヲチル  ハ  タリ ノセ ツイ 一一 (八) ハズ  ノ  ノス ルニ ト 

爲 こ 紫 緋綠靑 之 服 一 則 所 A 謂祷裙 者、 又 似 ニ是褒 衣； 長 袴 非， I 鞍馬 征行 所， 便 者； 與こ戒 

嚴之說 -不， 類。 韻書 訓レ！ §L 袴、 又 爲レ拾 也、 然 袴 裳 也. 拾 衣 之交領 也、 胁 き 11^ 

力  カヲ  ノ (九)  二  ノー ーリ  ノ  チ タリ レ  二  レ y-- 

レ謂袴！^^ー  物 乎 二 物 乎； 唐 輿 服 志、 群臣 服 條內、 有 二緋襟 大口 袴； 則 似， I 是ニ 物； 然 

ト ラル  ハカ  七ヲ 

不レ知 二 所 レ謂緋 裙者衣 乎 裳 乎 1 云々。 然れ ば袴搭 ともに 隋 • 唐の 制に して 三代の 制に 非 

ず。 

本朝 唐の 法に のっとりて 此の 制あって、 指 を ひらみ と訓 じて、 袴の 上に 加 ふと： 汪解 

うへ Q はか？  フ  レマ ノ  (一 0、  み， う, tp,、 

せり。 表 袴 は 禮服束 帶の時 用， 之、 下 袴 は 下 結の 時 用 ふと、 左府の 名目 (抄) に 出で た.^。 

本朝の 衣服 も 古を變 じて 定制 分明なら ずして、 しきりに 身に 宜しき を 以て 此の 用と す = 

すべ て 袴 斗り にか ぎらず、 もろ/ \ の 衣服 唯 だ 便 用 を 事と して 禮容 を學 ぶこと 非ざる 

を 以て、 其の 形 自ら 夷狄の ごとくな りて 威儀 更に 不， 明。 威儀 如， 此 とき は、 心氣 これ 

につれ て 其の 本 を 失 ひて 皆 捷徑を 事と す。 故に 古人 衣服の 制に おいて、 其の 禮を詳 に 

し、 若し 非 服 を 著す る もの あれば、 大 にこれ を あらためて 其の 威儀の 過不及 を 論ぜる 

なり。 しかれ ども 世 ことに 時 ことたる を 以て， 衣服に 不， 限 皆 今 を 用 ひ， 專 ら利レ 己の 

士道 詳 威儀  ， 九 七 
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輩 は、 古の 制 は だ： 辻^ 也、 不 レ足レ 用、 今の 制是 れ相應 なりと 思 ふ 事 多し。 故に 古人 

衣服の 制に おいても、 自身の 非禮を 改めし め、 亂臣 賊子の 心 を ひるが へし めんがた め 

よろ 1 キ- ヒ， / 

の 仁心 を 能く 體認 して、 而 して 今の 制の 宜に 可， 從也。 古の 制 宜しと 云へ ども- 風俗 

皆 如, 此な るに、 今に 居て 古の 形 をな さん こと は、 是れ又 聖人の 變に處 十る ゆ ゑんに 

あらず。 禮樂の 制 は 天子の 所レ出 也、 下と して これ を改 むべ からず。 入に^, 從 我れ は 

我れ にて たたんと 云 ふ は、 是れ义 身 を 利す る 也。 ？れゃ 武士の 衣服 は 父 其の 制 か はれり。 

本朝の 今武を 以て大 下の 政令 全ければ、 下 皆 其の 禮を 學ん で、 本に 聖人の 心 を あて、 

よろしせ 

形に 時の 宜 を 守りて、 君 父へ 忠ネの 形 を あら はし、 朋友へ 禮 義の交 をな さん こと、 

の 大丈夫と 可， 云 也。 

. に 一一』 とお" 宋の朱 子家禮 において 深 衣の 制を詳 にし、 甚だ 好んで 私 居の 時 服, 之。 其の 制 は 本 

I) と大戴 禮に詳 に出レ 之。 其說 曰、 古 者 深 衣、 蓋 有 n 制度； 以應ニ 規矩 準繩 權銜； 短 I 

レ 見，！ r  0 毋 土、 制 二十 有 二 幅； 應 二十 有 二月； 秋圓 以應 レ規， 曲 拾 如， 矩、 2- 

應レ. 云々。 其の 制 法 甚だ 詳 にして、 古 來の服 制 これの みのこれ り。 故に 時に 不， 叶と 

(：-)  tls- 馬 S  (二)  ス レゾ 

公  いへ ども、 溫公. 朱 子 は 私に 著レ 之と 也。 是れ古 を 慕 ふの 志 深ければ 也。 後人 义 これ 


.  〃 .r フ ニニ)  ノ  (ク  〈ノ 

は)』、 大 f を- ゼ として 簾 服と せんこと は不， 可也。 藍 田 ik: 氏 曰、 深 衣 之 用、 上下 K', 嫌 二 同名； 吉 

tp- 0 \ »  2S*«J  ハプ  〈ヌ  ァシ クニ ンテ 二  ス  - 一- wn ンナ -- ,* 

の f なれ ど 凶不， 嫌 一 I 同 制； 男女 不, 嫌 二 同 服； 諸侯 朝 朝 服、 夕 深 衣、 大夫 士朝玄 端、 夕 深 衣、 庶 

先生 人 衣 吉服深 衣 而已、 此 上下 之 同 也、 有 虞 氏 深衣而 養， 老 * 諸侯 大夫夕 皆 深 衣 * 將軍 

一 ^ 一  II、 子ノ除 k 喪 而受ニ 越ん 吊.； 練 冠 深 衣 親迎、 女ぁ_(1ぁ之父母1^"リノ深衣1-^^,以"^^.喪、 此> 

fc-^  ^  f .  ジキ  シ  ハ  モ -ー， 二 ェ  セべ ノヲチ ザ- \ -;; ン /. ：ゲ 

0^^^ 凶 男女 之 同 也、 蓋 深 衣 者 簡便 之 服、 雖， 不二 經見； 推， I 其 義類； 則 非， 一朝 祭； 皆 可， 服つ フ r 

お 故 曰、 可 一- 以爲 > レ文、 可 ニ以爲 MK、 可 n 以擯 相； 可,， 治 二軍 旅, 也。 

i^b-^ 一、  (七) ハク  ノ  ノキ ヘル ハ  一で ト ナラ モ クノ  7  タダ 

文；？ 馬 端 臨 曰、 三代 時 衣服 之 制、 其可ニ^^見，者、 雖， 不， 一 、 然除ニ 冕 服 I 之 外- 惟玄端 • 

^  深 衣 二者、 其 用 最廣， 玄端 則自ニ 天子 一至 ， 士、 皆 可， 服, 之、 深 衣 則自ニ 天子 一至 ニ庶 人； 

(ゾ と) き^れ ^ 皆 可 レ服レ 之、 蓋玄 端；^ 國家之 命 服 也、 深 衣：^ 聖賢 之 法服 也、 I ず 端雖. lif 一命 服； }i 本 

き 王 IE!,: ハに出  -ク： ► ブク  ノ  クル ノ  一-  -_  シテ レヲ モ  ン ズ ーフ  ンテ レヲ モ 

つ  無二 等級 一 非 T 若 二 冕 弁 之 服； 上下 截然 者 之 比 h 故 天子 服, 之 而不， 卑， 士服, 之 而不 

レ爲 至 二 於 深 衣； 則 裁 制 縫 嵌、 動 合 >1 禮法； 故 賤者可 \ 服、 賁者亦1^>服， 朝廷 可 

レ服、 燕 私 亦 可い 服、 天子 服り Z 以養， 老、 諸侯 服い 之 以祭 潜、 卿 *大 夫. 士服， 之 以 

K-^n 夕 視ニ私 朝 一 庶人 服レ之 以賓 祭， 蓋 亦 未 i 曰 有 二等 級 1 也、 古人 衣服 之 制不， 一 復存； 獨深 

小 戴 li^v 精  ハ 一- フ 1 ，ーヲ ダ レ. り シテ ノ  モ -- スレ モ  モ" スル レヲ  レバ テ  ラ ゾシ. プ チ 

fAif..o たり 衣 則 戴 記 言, 之 甚備、 然 其 制 雖ニ具 存.； 而後 世苟 有, 一服， 之 者； 非,， 以二 詭異, 貽 4, 謖、 則 

.  士道 詳 威儀  九九 


( 一 ) ゅ楸、 

-は堯 夫、 宋 

代の 人、 ^^節 

先生と 稱 す。 

.^Ta^ 光^ 名士 

の. g として 有 

名な り 

(•；)  光 

が 私人， 0 して 

の 餮 棗の 名 を 

(一一 一) 呂 希哲、 

ル § 出 六 九 H 參 

照。 朱 文 公 は 

のこと 

(s 孔子 家 

語 儘 行解篇 

(五) 第三 十 

章 

(六) 第二 十 

八お Bf 


十一  一、」 〇 

以ニ儒 緩 1 取 A 吶、 雖二康 節 大賢； 亦 有 1. 今人 不 敢服ニ 古 衣 1 之說 h 司 馬 溫公必 lui 一一 獨ー樂 園, 

ル 二 ス レブ (三)  ズ シテ .，： -ー ス レノ レバ チ  "十へ テー ：、 一： -フ， ：. ル ヒ 

而後 服， 之、 呂榮 陽. 朱 文 公 必休致 而後 服， 之、 然 則 三 君子 當ァ 居， 官波. 職 H 几, 用，； 於 

世 一之 時 h 亦 不二 敢服ー 此以， 取ニ駭 於俗觀 一也と いへ り。 

深 衣の 制の み 今に 其の 說詳 にして、 ことに 聖賢の 法服 各た 大地の 用に 相 叶へ りと い 

へ ども • 時に 於て 不二 相應 1 を 服 せん は、 唯 だ 私の 服の 心に 叶へ る ままに 朝 服に も 著す 

るに 同じ。 其の 所レ 習好惡 あれ ども、 心に まかせん こと は 聖人の 道に あらず、 理を 立て 

(EE) 記 1  一 行スケ  グ /  "シ li: 一一  キク リ  ヲ に ジ-ァ リシ キハ 二  セリ 

己れ を 利す る 也。 されば 孔子 曰、 丘少 居 レ魯、 衣 二 逢掖之 衣； f.- 長居 レ宋. 冠， 一 

ヲ  、で) 二、 グヽ 

章 甫之冠 ー§ 鶴 滴 gif 此 と あり、 是れ 其の 國 俗に 從ひ玉 ふの ゆ ゑ 也。 中 ^r!r 仲：^ 祖， 一 

シヲ  、ン  ヌハ リノ  二  ハョル  二  キノ  、六) へク ニン 

述 堯舜； 憲ニ章 文武； 上 律 二 天 時； 下 襲 二 水 土 一と は、 如， 此の 心なる ベ し。 子 曰、 

好 二 自用 ハ 賤而 好，！ 自專； 生， 一 乎 今 之 世； 反-一 古 之 道； 如, 此 者， 教 及 一： 其 身 一 者 也と 

モ卜セ シ タガフ r ヲ  二  モ  テ ンバ アジ ハ  ノ 

の 玉へ り。 孔子 雖， 不， 欲， 狗二 時 俗 之 弊； 而亦 不二 敢 不.」 循こ 時世 之 制 一れば 也。 衣服 

は 威儀の かかる 所 也と いへ ども、 亦 人身 を修 むる に は 一端の 小事 なれ は、 唯 だ 水 +; 風 

俗によ つて 其の 大本 を 改めし めて、 自然に 衣服の 制まで も 古に かへ る 所 あるべし， 末 

に 心を盡 さん 事 は 君子の 志に 不：， 有 也。 
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文獻： 逸考百 一十一 卷 ヲ  ノ  テ ノヲ, 1- . い 7  ヘリ リウ ベン > 

次に 冠の 事、 上古 衣， 毛 冒， 皮、 後代 聖人 見， 一 鳥獸冠 角； 乃 作 二 冠 II； 黄 帝 造ニ旒 冕； 

ナ. 六 • フ 

始 用 二布帛 I とい へり。 案ずる に、 人の 身 各.' 其の あら はるる 所な からしめ て、 頭に 至 

つて は 其の 服な し。 ここ を 以て 首 服 を 制して、 其の 生 質の 膚を かくし 禮を 節す、 而し 

て 冠に 品 を 定め、 上下 貴賤 を わかてる 也。 凡そ 天子の 冠 を 冕と 云 ひて、 公卿 人夫に 至 

るまで 其の 品 を わけて 大禮の 時用レ 之。 漢 制度 曰、 冕 制 長 尺 六寸、 廣 八寸、 前圓 後方、 

其 旒皆以 二 五 (^絲 繩， 貫 二五采 玉；  一 旒 各-十二、 垂ニ於 冕； 禮有， I 六 冕； 裘冕無 レ旒， 

S^^M  0  十二 旒、 ョ？先影^！九旒、 I？ 先 七旒、 呢 f  y ^五旒 * 

If- 玄冕 三旒、 I、 小 以上 これ を 六 冕と 一 K ふ。 冠の 制歷 代に 相 か はれり、 具に 文 獻通考 

に 出. 之、 三才 圖繪に 其の 制を圖 せり。 士は皮 弁 を 服す、 冕の 制に ことなり。 馬 

曰、 周 以前 冠 冕 之 制不， 詳 1 然冠之 制 有， J 二、 曰 冕、 曰 弁、 曰 冠。 E 免 者 朝 祭 之 服， 

レ位者 得. 服 レ之、 弁 亞ニ於 冕； 所， 謂 周弁殷 15^ 收是 也、 冠亞， I 於 弁； 所， 謂委貌 • 章 

甫. 母追是 也、 弁與レ 冠、 自 一一 天子 一至 一一 于士； 皆 得レ服 , 之、 至レ ^ 而 等級 始 嚴， 故大 

夫 雖レ可 ニ以服 fer 而 私家 之 祭 不レ 得レ用 ， 之、 天子 不レ 妨レ服 ， 弁、 而雖 ニ小祀 ー必以 

レ冕， 蓋 冕. 弁 之 尊卑 始 分矣、 l^f£i まあ！： 、下 然 弁 有 レニ、 曰 皮 弁、 以ニ白 鹿皮 1 爲. 之、 

士道 ■ 詳 威儀  、一 〇 一 
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n) 麻お な 其 制 Hi^ 古。 曰 1^ 弁、 則 其 制 下 員 上方 * 如， 冕而 無レ旒 * 古 1< ？冠禮 三 加， 始 ^1布冠、(次 

色に き) クぺン ノ  ： フ- . - . ンズト 7 モ. h 

.lai;:MI 皮 弁、) 次.^ 弁、 皆士服 也、 大夫則 服， 叟矣、 古 者雖， 重 II 冠禮； 而於ニ 服 章 之 祭？ 視 

(二)  IS さ 八  レヲ ヨン ニ&  (三) ト  二 ハス  マ リテ  一一  ムモ  チ  セ， 

寸、 長さ l,n<  , 之 彌 重- 故雖ニ 天子 之 元 子； 始冠亦 服 二士 之 冠； 至 ニ傳弁 一而 止、 而 不,， 一 敢^ n 用！： 免 一 所 

^^^^«£t  , 謂 天下 無 一一 生 而贵 者； せ >嚴 如， 此 といへ り。 本朝の 冠、 亦 各.^ 其の 位に 丙って 其 

の 制 あり。 往古 は 冠の 品 を 以て 官位の 名 を 定む。 凡そ 冠の 事、 其の 本 は 人の 頭の^ 儀 

かたち  り う 

を； 止しく する にあり。 されば 頭の 容傾側 するとき は、 冠の 形 かたぶいて 前後の 旒 ち 

面に あたりぬべし。 是 れ不レ 得レ已 して 頭の 容の 正： しき ゆ ゑん 也。 頭の 形 正しき とき は • 

視聽 の 動 自然 に非禮 なること なし。 聖人 豈是れ を 以て 其の 粧り とする のみ な らん や。 

其の 所レ闪 甚だ 深し。 近代に 至りても 其の 制 相の こる といへ ども， 皆 便利 を專ら とす 

るが ゆ ゑに、 今の 士大夫 唯 だ 頭 を あら はして 首 服な し， ここにお いて 元服の 禮 やみ 士 

冠禮の 義絶す。 成人の禮不レ行こと殆ど：^ニ歎^ー也。 故に 公庭 出仕の 輩， 自ら 身の 傾 

側して 威儀の そこぬ る を不レ 知、 或は 錄屋 によ ぢ 入り、 或は 鲜 障に もたれ、 或は 俯仰 

時 を 失 ひて、 禮容 みだる るに 至りぬ。 

次に 帶之 事、 古來は 其の 制 品 冬し。 玉藻に ie- 帶. 大帶 のこと 出で たり、 いづれ も 衣 


(五) 朱 を 裏 

に L て IS 迄緣 

どり せ 7> なり 

(六) i ，ソ S 、- 

00, 字 は 用 

之、 神 i-f  •  0 

に壮 へ， .H 

常 1W- 士 となる。 

禮霄の 外に！ S 

全 解 C 著 あ 

代の 禮學の 一 

代表と いふ、 

Ikn: 土十卷 

(七」 章： 

小 を 保ぶ る 

，- と 

(八) 莊- ナ^ 

篇に出 づ" 

死 牛の わきば 


て 大蒂を 作る 

こ と 

(九) 僅 の 

篇名 

ic) 軍服 

帶 なるべし 

二)  a 

ニー) おび 


1  一一) / 

- 玄 で： 


冠の 時の 制 也。 氣以 ， 素 、天子 朱 裏 終枇， 羽 帶與ニ 紐 及紳ー 皆 飾 二 其 側-也、 大夫裨 二 其 

紐 及 末.； 士裨, I 其 末； 帶袂 爲， 之、 廣四寸 >  裨 用 二 黑縉； 各廣 一 寸と 也。 古 來は帶 

を 前にて 結び、 その あまり をむ すび さぐる、 此れ を 神と 云 ふ、 紳垂三 ：！，、 と 也 C 紳の外 

に絲 ひろさ 三寸 長さ 三！：，、 なる を垂 るる、 是 れ又帶 のさが りを考 へて、 衣服の 高低 を は 

g 具〕 

かり 威儀 をた ださし む。 革 帶と云 ふはつく り 皮の 帶也. 是れに はか こと 號 して、 金の 

こうたい  ェ 0  ノ  -ー" ク 

わな をいた して 屈伸せ しめて 自由なら しむ、 ゆ ゑに 鈎帶 とも 云 ふ 也。 陳氏禮 書 曰、 內 

(七 J  (き 

二 ハク ハン. カク ス  二 ハク (八) トス  ヲ  二 ハク  ユン  (た) 二 ハク カフ タイ フ ヲ 

則 曰、 男氅 革、 莊子 曰、 帶 二死 牛 之 脇； 玉藻 曰、 革帶博 ニ寸、 士喪禮 曰、 . 络帶 用， 攀、 

ハ 1: ン ハー ム  -ー  て，、. 1i-  〈ノー-  /  テグ  フッヲ 二 フル 二 テス  ヲ  Z ハ * ケ 

笏揷こ 於 蒂之右 旁； 然 則 革 1ほ 其 博 ニ寸、 其 用 以蘩二 佩 載； 後 加 以ニ 大帶； 而佩繁 二 於 

ハ ムナリ  二  二へ ：  チ ス ンヌ  フ レヲ (ニー) テツ ト (一三) ガ フ テツ ハ  ノ 

革帶； 筋 揷ニ於 二 帶之間 I 矣、 革帶 有， 鈎 以拘， 之、 後世 謂 二 之 釣 蝶； 阮諶 云、 鲽 S 

t て マ チ  * カル-一  フ レ ヲ.^  -, 

相以相 n 拘 帶ー 謂 二 之拘鲽 I 云々。 今 世に 用 ふる 所 專ら便 用 を 利 十、 尤も 心得 あろべ し。 

蒂 は， 面に むすぶ を 以て 古法と すと い へど も、 近代 袴 を 著す るの 制に 宜しき を 以て、 後 

にむ すぶ を 用 ふ。 武容翁 用 ニ前紳 I 也 e 

メ. つ  -ーノ  な .V てキ "トク ns フ フタへ ニス ルヲ ヌヒ レ ヒレへ-一 スルプ 

チ、 に 屨の制 あり。 周禮履 人所レ 掌、 有， 舄有， 屨。 鄭氏 謂、 複 下 曰 レ舄、 單 

... 未； IT  晉 の 人に して 一- -_f it の 著 あり (一 ほ) K 么、 後漢の 人、 字に 康成、 樓. 深く 著書， ことに 訓話め 書 多く、 門弟 あ 多 

； r(！* そ の ほ 里 を 記念して へハ a- と す * 周 • 注疏！ i: 十二 卷ぁ り 
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レ下 曰, 履、 唯 服 冕 其 餘皆屨 といへ り。 叉 禅と 云 ふ あり、 草履 也と 注す、 今の わ 

らぐ つの 如し、 ともに 足 を 入れて 其の 形 を あら はさし めざるの 器 也。 步行 する こと 輕 

忽 ならしめ ざらん ために、 貴人の くつ は 皆 下に うら をつ け. 指の 入る 所の 先に かざり 

を 致し、 更に 足 を あら はさず， 若し 輕く はしらん に 利 あらし めんと ならば、 今の 草履 

の 如く、 下 を 一重に して 足 を あら はし、 鼻緒 を 用 ひて 步 むに 利 あらしむべき 也。 その 

，t 履 は 草 を 以ていた し、 屨は麻 履 也と 注す。 後世に 至りて 金銀の 飾 を 用 ふ、 尤も あや 

まりと 云 ふべ し。 

次 ill の 事、 古 之 君子 必佩， と 云へ り。 陳氏禮 書 曰、 古 之 君子 必倾ぃ 玉、 其 制 上 有 二 

二  } ク ワウ ニリキ ヨウ  一一 リ  クニ レヲ テシ  ヲ  ルル ニレヌ テス ヒン ンュ 7 

折銜； ：；^ 曰 下 有 二 双璜； 中 有-一 据瑀； 下 有 二 衝牙ー 貫.， 之 以ニ組 絞 一 納 之 以 1- 蟥珠ー 

レ. J  フク ッノ クマ 

.rl テ其色 有，, 白 蒼 赤 之辨； 其聲 有， 1 角 • 徵 • 宮 • 羽 之應； 其 象 有 二 仁智 禮樂 忠信 道徳 之 

備； 此所 一. 一 以非僻 之 心無 二自 入 一也と い へり。 君 佩 ン玉 は、 其の 佩 玉 を 見て 己れ が德 

をた だし、 溫潤を 玉に 可, 比と 云へ るの 心なるべし。 ことに 往來 ともに 佩 玉の 聲合ふ 

とき は、 其の 威儀 相 あたり、 玉た がふと き は 威儀 ここに そむく を考 へて、 身體の 威儀 

不レ 得. 已 して 正し からん こと を 欲する が ゆ ゑに， 必ず 佩レ玉 也。 而 して 天子より 士に 


ピテセ ノビ ンヲ ウンソ スヌ  ノフ t  -_ 

至る まで 其の 制 あり、 士は M 二 孺 攻 I 而緦コ 組 絞 一と 玉藻に 出で たり。 內 則に 子 事 二 父母 一 

こと を 以て 左右 佩， 用と 一 K へり、 謂 下 身 之 兩旁佩 ニ晚巾 小刀 之 類 1 以備. - 用と 注せり、 玉 

( 一 ) ノ ゾィテ ヲシ  ルノ- 

二)  のみに あらず、 自らの 便 用 を 利す るの もの を 佩ぶ る 也。 孔子 去 , 喪 無レ所 レ不， 佩と な 

slufs? 五 章  -フ  _  二 

れば、 便 BEli 云 ふに 不， 足、 すべて 佩 を 以て 身の 威儀 を 正す によって 也。 唐宋に 及ん 

ぎよた、.  邁考百 十二  /  ノ  フケー テス 

で 宫人皆 金銀の 魚 袋 を^す、 各.' 其の 官位に 隨 へり。 魚 袋 古之算 袋、 文 帝.： 勿 以二 

i  龜袋； ？其 先知 一一 歸順 一之 義. - 叉唐改 以ー 一魚 袋； 取 下 其 合一 I 魚符 一之 義 h  .US 一一  一 品 一至 一一 六 

(三) 長 二 尸、  _  一  T 

品 以下！ 皆 佩と 云へ り。 本朝 衣服 令に 玉 佩の 說 あり、 袋の こと あり、 專ら 唐の 制に ひ 

は： 大チ に蘿る とし。 武士 橫刀 をお び 幷に火 打 袋 を 佩びて 便 用 を 利す とい へど も、 威儀の 則 ある こと 

の 意と いふ  ーフ  ふ 一 ズ 

0  0 を不. 知、 尤も 可. k 也。 

2)  i 次 に^の 制 あり。 天子より 士に 至る まで、 各.' 其の 用 詳に禮 記に 出で たり。 天子の 

ぶき. ん H  てい  (二) ：， シハ： T  .  二  7 ぶ .  <( き 

0^^. 持ち 玉 ふ をば 樊 とい へり、 天子 措 ， 樊、 方 「一正 於 天下一 也と w ふ是れ 也。 諸侯 荼と 

S なり. 云 ふ、 前飿後 直、 讓ニ於 天子 一也 *  大夫 前屈 後 無. ％.不』， 一 i、 將レ適 一一 公 

に 右。 三つ を  --"J ンタ シ、/ 

ほ ^ くる こ 所 一 史進あ i; 書 一一 思對命 一とい へり。 f 卿 曰、 天子 御， 樊、 諸侯 御. 荼、 大夫 服， 笏と 

.S  一 K ふ、 皆 同じ 儀 也。 されば 天子より 士 まで 各， を 用 ひて 其の 威儀と す。 天子 はこれ 
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二)  の 

?_c たり 

(二) 1. 

後^の 别 照の 

^.  B8 雅にな 

ら ひて-^ 話な 

說 叫す 


(て) 文ゅ迪 

カ卷十 s:、 王 

^六に 引 £ せ 

(£」 この 一 

港に 3r つ 
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を 用 ひて 自ら 事 をし るして 身 を 省み 事 を 指示す、 諸臣は 君命 をし るし 我が 所， 可 t 述を 

しるし， 世事 をのせ て 君命に 應じ、 忽 忘な きを 以てつ とめと し- 且つ 君に 指示し 奉る 

、  (二) 、 ，  ， 

の 便 用と す。 管 子 曰、 天子 執 一一 玉 统ー以 朝」 日。 釋名 H.  ^忽 也、 君 有， 命 則 書 一一 其ヒ； 

備， ー忽忘 一也と い へり。 有， 則 書， 之、； 常 眷， 筆， 令 之 白 筆 是其遣 象 也、 手 版 卽古笏 

一一 タリ  テ  ヌ ニス レノ ヅケテ フト  ノサ  -  >-  マ-カラ テ 

矣、 頭 復有ニ 白 筆 一 以ニ紫 皮 ー囊， 之、 名 曰， 符と あり。 樊長尺 ニ寸、 方 而不， 折、 以 一一 

球 H_ll 爲， 之、 ^度 二 尺 有 六寸、 中 1 ニ寸、 其 殺 六 分 而.^ , 一 、 晉宋 以来 謂 II 之 手 版： I 

乃不經 也， 五 品 已上通 用 二 象牙 一 六 品 以下 兼 二 用 竹 木？  ^s^^^^. 歷 代と も此 

の 制 あり。 本朝 衣服 令に 其の 事 を 出して 唐の 例に 准ぜ り。 牙の 1^、 慶賀の |§ 等 あり、 

^をし やくと 云 ひ 1" はせ り。 

(15  二 ハク  ルヅ  モシ  r ダリ テ  一一 スヲ  ラク (ク y シ テマ 

朱 子語錄 曰、 今官員 執. 最 無二 義理； ：.^^ 者 唯 在 M 君 前 一記， 事、 恐 事 多、 須 T 以レ紙 

粘こ笏 上； 記 緖 h 或 在 二君 前 1 不， 可， 1 以， 手指 二人 物； 便 用.^^ 指， 之、 此， 芴 常只揷 

V  -ー  "テ ラ  一- (ran ゲナ モズゾ y- ルト 二  ゾ テ 二 ラン  グルハ レ I ム尸リ -人 几ナリ 

在， I 腰間； 不 r 一 執 在 二手 中； 夫子 攝， 齊 汁 A 堂、 何 曾 手中 有， 笏* 攝者是 長 恐 f 

上， 階 時 踏 IT 著 装： f 顚仆 之患ハ 執， ま 者 {R ：是； IX 見 之 物、 唯是捧 至 二君 前； 不二 是如 1 

レ 執/勿、 所以 夫子 執：， ま 時、 便 足 縮々 如 t 有， 循， 緣， 一手 屮有： t.^; 不.， 得 r: 攝， 齊亦防 _|1 


フヌ (五)  ハク ハ  ハ  〈チリ レヲ テン、 ハチり レ 7 チ スト 

0^^^^ 仆？ 馬 端 臨 曰、 圭鎭寶 也， 笏 服飾 也、 圭則 執， 之 以爲， ！！： r 笏則 執， 之 以爲， 飾、 晦庵 

づ  き a、  11^ 只 曰 E 君 記， 事 指畫之 具、 不， 當， 執 二 之 於 手； 然古者 天子 亦 あ， 銜、 ^ 

-  カラ 

記レ 事指畫 乎、 蓋 朝 章 之 服飾 也， 伹 天子 之 あ： L 玉爲， 之、 其 制 似， ま， 而 天子 與， I 公侯 

伯 之圭ー 上銳 下方、 其 形 類， 笏く 故 後人 或， i 以， ま 為，^、 然^者 非， 執 則 措、 不レ1^ーフ， 

須臾 去， 身 者 也、 若， 圭則 天子 以禮， 神、 諸侯 ル 朝見、 天子不.過ニ當，^4之時暫捧リ4€ 

丄マ ツル ニレヲ ル 二 ハラ  テルニ ヱ ガクノ  7  rr, ケル 、, シテ "テ (丄ハ) ヌ リ 二 キ マル 7 

p«^^^ 卽奠- 之、 不二 常 執-也、 嘗 見下 繪ニ禮 圖-者 上、 搶 T 上 公袞長 執 ニ桓圭 1 在， 手 如 之 

こて： つも  / レー- リ  っテハ  二 ケ レバ (七」  キ  ンテ ル  (八) カク ガノハ リ 二  -ー  ス ント フ 

^,1^^^^. 狀 h 是矣、 至 二 卿 大夫ー 無 則 端 冕 盛服而 執、 所， 謂 羔雁者 在， 手、 殊爲， 可， 笑、 

上 や、 り 下 £ 角 ン .， -テ テ 7 ス リテ テ  マ スノ  ..- , 

はり， 長さえ 蓋 誤 以， ま 爲，， 誤 以， |鎖信 之 具, 爲 二 服飾 之 具, 故 也。 

I セの) 子 今 する に、 馬 端 臨^ を 以て 服飾 之 具と する は义 誤れり。 聖人 何 ぞ不， 入の 物 を 制 

C 人の 圭の代 

して 服飾と せんや。 天子 叉 記事 指畺の こと あるべからず と 云 ふ も あやまれり。 ^は 常 

二、  gfJ 三寸の  ル. I-  キ  シ玉フ 

i 穴 ある も c、 に 身 を不， 離 は、 天子 も 亦 其の 可 一一 忘失 一之 事、 思學 の今歡 慮に おもむく 處は、 則ち しる 

，ての 中に ある 

^れ はりて 身 し 付けた まふべ し、 又指畫 して 侍臣に 示し 玉 ふべ し， 手指 を 出さん は 君臣と もに 禮に 

rA)  $1 非 ざれば 也。 故に 天子より 士に 至る まで^ あるべき 也 C 本朝 义^. 滑 扇の 類 これ 也。 

確、 卽^ 解大 

夫 の 進上 物 俗 下れる に 及んで、 h 公より 士大 夫まで 皆 扇 を 用 ふ、 是ゎ禮 の 失 十る ゆ ゑん 也。 その 

士道 詳 威儀  1C 七 


山 鹿 語類 卷 第一； 十一  一 〇 八 

ゆ ゑ は、 扇 は 5^ を 除 十る の 器 也， 臣子君 父の 前にお いて は、 あっしと 云へ どもみ だり 

に 扇 をつ かふべ からざる 也。 若し 是れを 腰間に さしはさまば、 不レ 思に III をぬ いて 風 

を まう け、 失禮に 至る こと も あるべし。 故に 公庭に は^. 椅ー ：！ を 用 ひて 書 ニ思對 命； 

指示の 禮を 以てして， 更に 身 を 利 十る の 用と せず、 唯 だ 君 父に 對 して 忠孝の 思 入.： r り 

也。 身 を 利し 便 用 を 事と して 此の 扇を插 むに なれり、 是れ又 時の なら はし なれば 尤も 

不レ可 レ變。 一 ：！ を 用 ふること 古 の^に 相 比して、 身の 便 用 を 先にす る ことな かれ。 

次に 男女の 服 制の こと あり。 女の 服、 王  ー：^ より 士庶 入の 妻に 至る まで 尤も 其の 制 あ 

り。 周 禮に追 師の官 あって 王公の 首 服 を 司 どり、 內司 服あって 王 一 W の 六 服 を 司 どる。 

百 十四 

其の 制詳に 周禮に 出で， 歷 代の 制 法 皆 文 獻通考 に 出せり。 其の 形 三才 II 會に のす。 是 

れを 以て 可 レ考。 本朝の 制 衣服 令に 出で、 唐の 制に 准ず。 是れ 叉德を 表し 成 儀 をし め 

して 色容の 飾と すべから ず。 二 儀實錄 曰、 爱自 r 一黄 帝 爲ニ冠 冕； 而 婦人 之 首 飾無レ 文、 

至レ周 亦不， 過 ニ副弃 1 而已 • 漢宮掖 承， 恩 者、 始 賜 二？ _w 或緋 芙蓉 冠 子； 則 其物自 ，漢 始也。 

(二)  ； ran 

ハケ ス キジ ンシノ  メテネ ヲスヲ リニ  ノ  ス  ヲ  フ (1 一一) 二 ハフ ト レノカ 

又 曰、 燧人氏 婦人 始 束， 髮爲， 眷、 至， 周 王 11^ 首 飾爲， I 副 編； 鄭 (玄) 云、 三輔 謂 n 之 假 

ケ イト  ハク  ブ、 7  (五)  テ  ピ ヲ ン ト  テク ヲ  リ  チ ゾッ クル レヌ 

響？ 义曰、 燧人始 爲 レ眷， 女 媧之女 以ニ荊 枝 及 竹 1 爲， 弃、 以赏 ，髮、 至， 堯以， 銅爲 t 之、 


'凌 ふ i-j.sd て誇武 a  二 

人 或 冥 しく 合に 、 

の は 記く  。は 仕 後 .-ト： 

«3 六と は 洞す' へ漢莽 

作 薪い 漢冥 し、 光の 


且橫賞 k 之、 舜雜 以ニ 象牙 • 玳， 郭憲； i 冥 記 曰、 漢武帝 元 §i 元年， 有 二 神 女； 留： i 

叙 ー與， 帝、 故 宮人 作 ニ玉欽 一と 也。 女の かみの かざり さまん— \ 多く. 容色に 白粉 紅臉を 

ぬる 事， 皆 古 ま 三代の 制に あらす。 燕 脂 起, 自 レ衬、 以ニ紅 藍 花 汁 I 凝 作， 之、 調， Si 飾 二 

女 面； 產ニ於 燕 地； 故 曰 二 燕 脂 一とい へり。 白 土 粉 水銀 粉 を 用 ひて 面に 抹 十る こと、 猶 

ほ 古の 制に あらず、 唯 だ 色に 耽る が ゆ ゑに 其の かざり を專ら とす る に た れ り 。 尤 も 町-一 

歎息 1 也。 

, ^、に 衣服 色采制 法の 事 あり。 古来 は 皆 布 を 用 ひて 其の 制と す、 其の後 綿帛の あたた 

かたるあって ここに たれり。 而 して 責 皆 或は 表 文 を ゑが き 或はぬ ひものして、 是れ 

を 以て 品 を わかちて 差^せし む C その後 色 を 染め わけ、 そめもの のこと を詳 にす。 ii? 

に 至りて 初めて 士人皆 織 ものの 巧た る を 以て 上服と す、 是貴 一一 女 功一 之始 也と い へり。 

然れば 衣服 皆 布帛を 以て 本と し、 表 文 皆 或は ゑが き 或はぬ ひものして * 其の 家々 を わ 

かち 其の 責賤を 定めて 事 たれり。 そ 表 文 を 出-すに は、 前後の； t け 所 付け 樣 各-以て 

可 レ詳" 不レ 然とき は 是れを 著して 威儀 不レ 正、 自身の 傾 側 をた だす こと f^.. 叶 もの 也。 

故に 前に： けて は 自ら 見て^ 儀 をた だし、 後に ：！！： けて は 人 二み せて 其の^ 鶄を 改めし 

t 道 詳成. 儀  一 0 九 
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め、 向 ふとき は 君 父に その 姓名 をし らしめ、 後より は あとに 來る 人に 其の 姓名 を しら 

しめんた め なれば、 自らの 威儀 を 正し 人の 非禮 をう けず、 相互に 表 文して 合符 とす、 

是れ 更に かざりに 非ざる なり。 -大 子 諸侯より 士. iii 人まで 各. -如, 此 とき は、 其の 衣服 

を Is- て 其の 官位 を 知り、 表 文 を； a て 其の 德行 姓氏 をし り、 其の 出し やう をみ て if」 きを 

辨じ非 僻 之 行 を はかる、 聖人の 制 尤も ゆ ゑ ありと .E\., 知 也。 

麼 の武德 年中に 衣服 令 を 定め、 天子 之 服 は 十 HI の 品 を 分け、 群臣の 服 は 二 ト有ー 品 

に 定め：. 其の 制 を さまん \ に究 む。 然れ ども 上世 を 去る こと 甚だ 遠くして、 其の-おめし 

綿お 皆 以て 甚だ ゾ 有れり、 豈 君子の 制な らん や。 況ゃ 後世に 至って i^l: の 珍 產ケ々 くして 

これ を 以て 衣服と す、 この 阔の制 法 悉く 失する に 至れり。 彼の 夷狄 は 唯 だ 己れ が 身 を 

刺す る を 以て 專ら とし、 國又邊 鄙に して 四時 不，. を 以て、 麻と り 桑と る こと 不.^ が 

ゆ ゑに、 鳥 獸の毛 を あつめ 其の 皮 を 制して これが 衣服と す、 豈中國 の 寒暑 を 時な ふが 

よ 一つし々：  (-H 毛) 

如くな らん や。 然るに 中國に 居て 麻布 綿 c.^ の 寒： みに せ を棄 て、 或はに こげの 衣 を 著し 

或は 木綿の あらき を 用 ひば、 中！： の 入に 可レ稱 のこと なし。 たと へ； るに みごと 也、 

著て せし と 云へ ども- 聖人の 法服に あらず、 是れを 吊 ふるに 不， 足 也。 しこ 染色つ 


事、 五色の 正色 を 以て 高下の 品を定 むべ し、 相雜 はるの 染 もの、 間色の ことたる 色 を 

用 ひん は、 君子の 大に戒 むる 處也。 童子 女子 は 用：" 之と いへ ども、 其の 養を詳 にせん 

に は、 童子と 云へ ども 如レ 此の 色 ある 服 をな さしむべからざる 也。 婦人 猶ほ然 り。 

3  :€項 (お 子 曰、 隋揚帝 令，, 百官 12^1 戎服, 從， 二 品, 賜 * 紫、 次 朱、 .fish 後世 遂爲ニ 朝 服？ 

^  ^  ^  ^  、  .  一.'  ノーノ ァメ  マー  -  レ-ノ 

は esllsu 馬 端 臨 曰、 用 二 紫 •  CS)  • 綠， 靑 1 爲ニ命 服； 始ニ 於？^ 揚帝ー 而 其 制遂定 -I 於 唐 一 然 漢 

(一一;) {4- は 長  f 三) ガ フ 、ノ  一丁 ノ ヲ；  7 シ，， フガ ヌ (2n モ  フ マ、 ヒ ヲクヲ  ノ.  二 ント 

公、 宣帝 S 夏 侯 勝 謂、 士 明， 經、 取 ニ靑紫 一如， 拾， 芥、 揚子雲 亦 言、 耔レ靑 S レ紫、 西 漢服章 無 レ所ニ 

^^^.^ 考 i4 一  I 言、 祭服 用ニ构 S 玄； 東漢則 百官 之 服、 皆构 玄而靑 紫、 乃 其 時 貴 官燕居 之 服 

も 奉じて せ it んカ ノ  -ー  キ ス  - ,/  7  (五) へ， ，- チ ナ ,、  ， ナリ 

sit 非 二 徵賤者 所 1. 可， 服 M。 丘文莊 曰、 孔子 曰、 &紫 不一-一 以爲ニ 褻 服 一 朱 子 謂、 紅 紫 間色、 

霞 不レ 正、 嗚呼 五 胡 亂ニ举 以來、 極- 1 於 元 魏之世 一 凡 中國之 衣冠 禮服、 皆爲 所， 變， 一 切趨ニ 

ist 於 苟簡ー 曰 I 雖ニ華 夏 之 域； 其 所 H 以爲， 一身 之 章 1 者、 無， 1 復 上衣 下 裳 之 制； 豈但其 服 色 之 

(五) 論語 二 ハー 

^ 一お 不\ 正 而已 哉、 自 xif 以来、 以 レ紫爲 n 大臣 之 服 一 我朝始 復ニ 古制 一 朝 服 一 以. Z 赤 云々。 

UJtM  * や- つ P  Jjf 

£ に 見 ゆ 凡そ 間色 は 四方の 色相 交りて なる の 色に して、 純粹 たる 色に あらず。 衣服 は 威儀の よ 

(六) &の 朝  プ 

おも-指す  る 所 なれば、 君子 大丈夫の 所, 貴たり。 然るに 好む に まかせて 色 をな し * 風流に よつ 

て 婉色を 用 ひ、 利害に よつ て！ ！；ィ：： の あら はれざる を專ら とす、 是れ 古制の 心 に 非ず、 
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小人の わざ 也。 本朝 准， 1 唐 制 一 じて、 紫&を 禁じて 卑賤の ものに 不. 令.， 著、 是れ w 循す 

るが ゆ ゑ 也。 而 して 表 文 を 染め出す こと、 古来 其の 制 尤も 嚴也レ 其の 德 あらず して 其 

(一) 耳に 糠  ハク VJ ソ  フ  ： 

び ひ) を充た の 表 文 を 盛に せんこと は 上下の 品に 非ず。 丘文莊 曰、 我 朝凡官 品 常 服、 用 ニ雜色 •： 籽 

(二)  ^'0.^  シ  ヲ  ノ乂 フル ゾ  ヲ.  一！  サ  ノ  \  . 入 I  メノ  /  , 

*盆 おに 出づ 絲 • 緩羅 • 綵繡； 庶民 止レ用 一一 紬紹紗 布； 並不 レ許ミ 玄黄 紫 三色、 井織 IT 繊 龍 鳳 文； 遠 

f: 一) 舜帝  ハ ブ  一一 

^^^^M 者 罪 及 二 染造之 人 一とい へり。 是れ 等の こと を詳 にして、 具に 究明いた 十べ し。 

(五一 地の 躍 而 して 衣裳の 幅 襞 積 裁縫の 制 を 正しくして 疎に すべ からず。 是れ古 來の法 也、 不 

め を 力 f どる カラ ニス リ^ だ ルル ハヲ ル セ 二) ハ ス ルゾ 力 >  (二) -ー (三) / 

sfl を fIS レ可 レ忽。 黄 帝作レ 冕、 垂 レ旒、 目 不二 邪視 一也、 充纊、 示レ不 レ聽ニ #1 目 一也。 虞 書、 帝 曰、 

る，  ワレス  ノ  7  (巧)  (五) f 六) (七」 ヲナシ (八) ト (九 .ー  フ フッ：^チ シゥ. ン 

(H 难？ - 予欲 下觀ニ 古人 之 象； H 月 星 炭 • 山 • 龍. 華蟲 作い 會、 宗蘇 •  火 • 粉米. 黼黻 絲繍、 

ネの^|^1  テ  ヲ ラカ ニシテ  メ ラント /.  ニセョ 

(き 八 lil^ 采な 以 一一 五采 一彰 施 M 于 五色！ 作上レ 服、 汝 明と 出で たり。 衣冠の 間、 一 つと して 盛 德を表 は 

？ L 鋒 し 身を修 むる の 便りと せず と 云 ふこと なし。 故に 衣裳の 幅 皆 大地の 數を かたどり、 其 

y ぼポ 火へ^ の 衣服 を 著 すれば、 自ら 非禮の 動な きが 如くなら しむ。 深 衣 制、 應ニ 規矩 準繩 權衔； 

4^ ン C  く. L? 麥  シ  二  テ ズ  二  ノナル へ チ ジ  二  ハク ノテジ  1  ノ  (ク  ノ. ァ 

.1 一し、. £1 制， 一十 有 二 幅； 以應 二十 有 二月； 袂圓 以應， 規、 曲 袷 如， 矩 以應， 方、 下齊 如， * 銜ー 以 

卽ち 古の 武器 ズ - 

の 鋤き ャザを そ 寒レ 平と 云 へ るが ごとし。 たと へ ば 幅の はば 黄く して 1 幅 を 以て 一 一幅に か はらしむ る 

わ/ \ 力 たど 

H^t にたれ りと 云へ ども、 禮服は 必ず 大地 陰陽の 制に 從 ひて 其の 制 を 正しくすべし。 積 


を 折る こと も亦然 り。 裏の 衣、 私の 處 にて は 便 用 を 利して、 或は 幅 を ちぢめ 或は ひだ 

を 略して 其の 宜に從 ふこと、 是れ叉 古の 法 也。 帷 裳は禮 服に して、 其の 四角に 正しき 

へ レ  ハ 一  (10)  レバ  二 ズギタ マフ 

(19 論語 を 用 ひて、 幅に 十二の 數を用 ふ。 襞 是稻、 積是疊 といへ ども、 孔子 非 一一 帷裳ー 必殺 

sis レヲ  二  -  レバ-一で： 一一 シ ？ 7  , 一 

レ之 と 出で たり。 凡 裳 前 三 幅 後 四 幅、 象 二 陰陽 一也， 非ニ帷 裳； 則 斜裁倒 合、 腰 半，， 下、 

齊 倍.， 要， 無二 襞 積 一 而有 一一 設縫 一也と いへ り。 禮 服に は ひだ をと りて 置く を、 私の 裳 は 

ひだの 所 を そぎと りて、 縫め 斗り を 用 ふるとの こと 也。 

本朝の 今 衣裳の 制 あら ざれ ども、 士の所 J 者 唯 だ 便 用との み 心 付く る は、 是れ身 を 

利す るの 一事なる を 以て、 ひだ をた たみ 置くべき を も 其のた たみめ を 略して 殺ぎ 取り、 

不， 入所に 繒 布の 不レ費 をよ しとして、 幅 を 略し ひだ を 去りて 捷徑を 事と す。 古 は 下の 

持の 幅 尤も 廣 くして 襞 積 を 多くし、 其の 禮服 とす。 今 は 上下と もに 幅 をつ めて 襞 積 を 

少 くす、 ある 所の ひだ も不レ 得, 止して 是れ をお く。 唯 だ 古人の 是れを 以て 禮服 とし、 

成 儀 をた だし 德行を か へ りみ、 非 禮の動 あらしめ ざらん の ためなりと 云 ふ 心 聊も無 レ之。 

此なり もて 行かば、 彼の 南 蠻北狄 の 紅毛 を 以て 身 を まと ひ 人の 膚 をつつ みて、 袖 

の あまり なく 齊 のととの ほる あらず、 はだかなる 身 を 紅毛に くるみ まとうて 餘分 なき 

士道 詳 威儀  一 一 三 
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が 如く- つ ひに は 禽獸の 皮 毛 戴 角して 專ら 己れ を 利す るに のみ なれる に 至りぬ 一へ し。 

其の 機微 1^ レ あんや。 裁縫の 用 正シ U き は- 著 用して 身に 不， 宜 もの 也。 身に 不， 宜と 

n) 正しき き は 威儀 自ら 傾 側すべし。 故に 衣服の たちめ を 正しくし、 其のぬ ひめ をろ くに 致す、 > 

！ き 也。 享 大丈夫の 身に 著す る 衣服 なれば、 其の 形 は 練 草に して、 たと へ 被れ はらん 

に 近くと も、 其の 制 法 は 聖賢の 法服 を 用 ひば、 著して 心 自ら 快く 威儀 ここに^り ぬべ 

し。 況ゃ 武士の 服、 其の 用 又 常に ひとし からず といへ ども、 本 を 王道に 推して 末 を 今 

日の よ？ 4 きに 可ノ  I 也。 聊か 私の 便 用 を 事と すべから ず。 

2)  I、 蒙 一 胡 氏 IK ル 一 も 4 き 一 於 あ 一也、 4、、 ル f 之 具、 I 之 聖人 

^0  各 有 ノー 法 象 意義 ハ 不\ も 一 私 智ノ更 &之， 也、 用， -歩卒 一而 車戰法 亡、 開， - 

L, 而 井地ノ きビ、 き 郡 而封亂 法 亡, t.^^¥msm0. 從 --事|- 而害 

， 車上の ，義％ ちズ 一； 胡 I 一而 冕黻 不二 配, 化 フル-一.！ ぎ あ 一而 5fe 不二 あき 大抵 視ニ便 

っ^ =  ,  日- 苟 1 一 而 聖人！^ k 法 象 意義， 不 n 復可 1、 有， 一犬 下-者 以 M 智力 1 得 

凡ゾ 所： 施 咬："； ^にで 而£ か、 4. 宣か所 レ謂漢 家 あ 有-一 制度 一 者 h 豈不： 可レ 歎之甚 r 

.TP 哉、 .Lilr  一  tBsis^. 古 裏 籠燕戎 事、 


冠 各お， 宜、 紗悽 I 行、 諸 冠 由レ此 渐廢、 紗而 用レ漆 (更) 爲ニ 兩帶ー 上 結-一 兩 (帶 )| 後垂" 

あ 來 i 矣、 稽，, 之 法 象" 果 何 所 X 則、 求 二 之 意義； 果 化 所 JT 然而 行；」 數 百年、 

莫, 有 ニ以 爲,， 非 也、 治 二 天下 1 者、 莫レ大 二 於禮； 禮莫， 明- 1 於 服； 服莫, 重- 1 於 冠； 必欲 

サン ト ヲ  レズへ テヲ  ッヲ ン  ゾリ ノミ セン ャ シカ 

レ盡 レ善、 其 必考レ 古 而立 レ制、 夫 亦 何獨冠 爲 レ然 哉。 

次に 著 服 之 用 あり。 すべて 衣冠より 履に 至り 佩 玉^に 及ぶ まで、 常に 著 用 十る こと 

は }4 レ得 レ已を 本と して 聖人 其の 禮節を 定め、 服用 十る とき は 則 威儀 于 正 而非禮 之 動 

.ntl 止、 是れ著 用の 制 也。 この間に 於て 君子 大丈夫 心 を 付く る 所 あらば、 服に 因って 自 

ら 省みる に 宜しく、 服に 因って 自ら 分 を 安んじ、 服に よって 視聽 容顔の 非 僻 自ら やむ 

聖人の 仁心 尤も 可， 歎 也。 されば 衣冠 を 著 服 せん 事 聊も輕 疎に すべから ず。 袖の ゆき 

を 正し 表紋を 合せ 齊を そろへ、 帶の 緩急 を 節に して 紳を たれ 佩 を さげ、 橫刀を わきば 

さみ、 首 を 正しく 視、 容貌 を 正して- 而 して 坐 作動 靜を 節に あたらしむべし。 著用不 

シ カラ  .4 ろ li さ 

レ正 して は 衣服の 宜と云 ふに 非ず、 たと へ 衣服 其の 制 正しと 云へ ども、 著 用 十る こと 

禮 にあたら ざれば 君子の 本意に 非ず。 古の 服 は 著 用 十る こと 不レ正 ば 其の 服なら ざる 

を 以て、 非 僻 之 情 自ら やましむ。 今 は 其の 制 あたら ざれば 著 用の 法 を 以て 詳 にす。 故 
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に輕 疎の 生 質に は 衣服の ゆき たけを 長く して 手足 妄動 を やめし め、 重 勤の 質に は 衣服 

(I)  §, を簿 短に して 其の 動靜を 節せし む、 是れ 平生 所レ 養の 法な りと 云 へ り。 而 して 惡衣惡 

(-:) E;r 罕 貪 を は づるは 土の 道に 志す に 非ず。 子路 衣ニ敝 緇袍； 與 T 衣 二 狐 絡 1 者 上 立 不レ恥 を、 孔 

篇第サ 六 章  , 

子稱 美し 玉へ り。 學者 此の 心 を不, 會 して、 天下の 人 皆 如レ此 ならん こと を 欲す、 尤も 

あやまれり。 士は微 官微祿 にして、 衣服 を 逞しく すべきの 身に 非ず、 子 路が身 又 然り。 

故に 惡 衣に 於て 志な し、 道に 志す のみ 也。 今 大官大 祿 を 得、 財 寶充滿 して、 衣服 其の 

節 を不, 知、 しきりに 惡衣を 著して 是れ を不， 恥 を 道と 思 ふ は、 是れ唯 だ 身 を 利して 聖 

人の 心 を不, 知 也。 所, 謂 身 を 利す ると 云 ふ は、 衣服 を 著 かへ ぬぎ かへ て褒晴 ある をむ 

づ かしく 存じて、 晴の ままに 私に 侍り、 褻の ままに 公庭 賓客 祭祀に 至る. 是れ 身の 安 

^を 好む が ゆ ゑ 也。 衣服に 財 を 費す こと を 嫌 ひて 分より 遙 にきた なびる る は、 是れ甚 

だ 利害に して 鱧に かな はざる 也。 聖人の 敎を 意見 を 以て 考 へて、 師 を不, 尋理 を不， 究， 

是れ 己れ を 利す る 也。 故に 學者 常に 如， 此所を 味 は へ て、 其の 分限 を 節して 儉德を 可 

レ用。 不レ然 ばし きりに 奢りて 心 氣の養 を 失 ひ、 ひたすら 吝んで 威儀の 用 をみ だり なら 

しむる は、 聖人の 學に 不レ有 也。  - 


(マー) 餐辭下 

(四) 大壯の 

卦、 下 震 上 


(五) 孟子 盡 

心上篇 第三 十 

六 章 

(六) 孔子 家 

語、 六本 篇に 

出づ 


一三 居 宅の 制を嚴 にす 

師曰 はく、 凡そ 宮室 家宅 は 人不, 得, 止の 制な り。 飮食 衣服 そな はると い へど も、 

露霜 雪に おかされ 風 寒暑 濕 にあて. られて は、 飮 食の 養 不， 全、 衣服 これが ために 害せ 

らる。 ここにお いて 居 宅 を 構へ て 其の 失 を 去る。 されば 上古に は、 つねに は 外に 居て 

用 をた し、 居 宅に は 土の 下に 穴 を まう けて、 此の 內に 身を隱 して 風 寒 をされ り。 聖人 

是 れを考 へ、 竹 木 を あつめ 草 茅 を かって. 初めて 家宅の まう け をな せり。 易 曰、 上， 

穴居 而野 處、 聖人 易 ， 之 以ニ 宮室； 上， 棟 下， 宇、 以待ニ 風 li; 蓋 取 一一 IJr.^ 一  一と は 此の 

心なる ベ し。 是れ 人生 居 宅のお これる ゆ ゑん 也。 旣に居 宅の かま へ 有り て 人々 其の 

IJ ' た，、 み  (足)  ン へ 

&作 をし り H ここに さかんにして 器 こ こに たれる とき は、 居 宅 又 其の 制 法不レ 具ば 

あるべからざる 也。 居 移, 氣は 孟子の 戒め 也。 其れ 人の 居 處不, 正ば、 氣 これ^た めに 

變 易して 威儀 正しき こと を不, 得。 芝 蘭の 室に 入れば 不， 求して かほり、 鲍 魚の 111 に 入 

れば 自ら 其の 臭 を 含む、 酒家に 入れば 酒の まん こと を 思 ひ、 市 家に よれば 賫 買の 利 を 

しる、 是れ 其の 居處 によって 其の 氣の 養た がへば 也。 鳳凰 は 梧桐に やどり、 黄鳥 は 丘 
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隅に 止まり、 魚 は 淵に 躍り、 麒麟 は郊 藪に 出づ。 备> 其の 處 によろ しき ゆ ゑ ある は 居 

宅を營 する の理 也。 君子 大丈夫の 居 宅、 其の 所 を 撰んで、 營 作の 制 尤も 聖人の 投を守 

り、 法 を 則と り 便 用 を 利し、 而 して 體用相 調 ふ。 ここにお いて 居て 心に 快く、 安んじ 

て樂 しむ 處 たりぬべき 也。 いづかた に 居り 何様に かま へても、 家宅に 心 は あらざる と 

云 ふ 人 は、 是れ 上古 穴居 野處の 民に して、 今の 文 質彬々 たる を 用 ふるの ゆ ゑに あら ざ 

る 也。 

案ずる に、 居 宅 之 制辨， ー責賤 一とい へり。 其の 人の 官位 俸祿 を考 へ、 扶助せ しむる の 

人 をつ もり、 往来の 賓客 公用 會禮 のこと を詳 にして、 其の 階級 を 守る にあ りぬべし。 

而 して 其の 人の 年齢 其の 老壯 弱に よって か はりあり、 尤も 時代の 考へ 風雪の 有無 を は 

かり 其の 制 を 具にす。 其の 家 の 有る 所、 都 城の 遠近 都鄙、 山のう け やう、 川の あり 

さまに 因って、 各. - 其の 制作 ありぬべし。 この ゆ ゑに 士農工商の 品 其の 身の 貧 福を詳 

§  セ 

にして、 とめり と 云へ ども 分 を こえて 不レ 制、 貧と いへ ども あるべき 所 は あらしめ て、 

初めて 家居の 法 明なる ベ き 也。 此の 法 を 本と して 宮室の 大小 內外 のわき ま へ を 具にす 

べし。 家宅 輕 きを 貴ぶ といへ ども、 其の 分限に 從 つて 大に 致す あり 小に 致す あり、 一 


家の 內 にも 其の 制 大小な くんば あるべからず、 窒を內 外に 分ち て 男女 の^を 正し、 內 

より 外 を不レ 云、 外より 內を不 レ令レ 窺、 門 を 別にし 井 を ことにし、 空 地を內 外に まう 

けて 男女 一所に あつまら しめざる、 是れ 古来の 制 也。 如， 此詳に 其の 理を 究めて、 高 

下 大小 皆 其の 位 を 守りて 聊か 不二 放 STI とき は、 人々 自然に 其の 分 を 守り 職 を 知りて 外 

を 願 ふ 事 あらず。 是れ居 宅の 制 也。 

次に 宮室の 品 を 論ずる とき は、 先 づ人を 置く 所 を 構 ふ。 人の 內には 父母 を 安置 十る 

の窒を さきと すべ し。 父母い まさざる とき は廟を 先にして、 而 して 家人の 居 を まう く。 

是れ 今の 屋を 長く して 人 を 置く の 宅是れ 也。 次に 我が 居る の 所 あり。 我が 平 居す るの 

宅を廣 からしめ、 その 內を かまへ て 小 殿 を まう け、 親しく 心 易き ものに 對 面の 所と す。 

其の 間に 寢所を かま ふ、 是れ私 居に おいて 差^して、 居間. 寢所 *對 面 所 あり。 次に 

客殿 を まう く。 大中小 は 各 > 其の 人に よるべし。 ここに 又 三 段 を かまへ、 親疎 尊卑の 

来客 を饗應 す。 是れ について 寄り付け の 宅 を まう け、 或は 武器 を そな へ 或は 番兵 を 置 

いて 內 外の 非常 を 禁じ、 申 次ぎ 給仕す る の 便 用 を 利す。 

次に 炊 飯の 宅 あり C これに 三 段 を まう けて、 魚 鳥 を 調へ 庖丁 を 致す の 所 あり、 火 を 
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盛に して これ を 者 (炙り、 あつ ものし 飯 かしぐ の 所 あり、 水 を まう け 薪 を 蓄へ魚 鳥. 雜 

茱. 果物 • 酒 醬を 置く の 所 あり。 各. - 其の 用法 を詳 にせ ざれば 其の 制不， 正 也。 次に 

諸 色 を蓄へ 置く の 宅 あり。 珍 器 • 重器 • 文武の 器 をば 府庫 を かま へ 土 瓦 を 厚く して 盜 

(避) 

賊を 防ぎ 火難 を さく、 平生 出納す ベ き 用器. 衣服 • 財寶は 所々 に 納戶を かま へ あかり 

を まう け、 n 取 穴 を さけ 盜賊を 防がし め、 不淨捨 を まう けて 不淨を 一 所に いたす。 是れ 

レ-:  キル  ひさし 

家宅の 式 也。 內女を 置く の 所 も 准， 之 じて 可， 知 也。 次に 廊を まう け 庇 を かまへ、 大宅 

小 宅の つなぎ を 致し、 所々 の緣を まう け、 風雨 を のぞき、 一 所々 々 に 詰 間 を こしら へ 

て 其の 所の 詰番 をた ださし め、 庭 上 庭 下に 空地 を 置く。 如, 此 とき は 居 宅の 制 こ こに 全 

し。 されば 身 を 以て 是れ を考 ふるに、 身 を 置く あり、 是れ 平生の 居間 也。 來 客に 對す 

るの 用 あり、 飮食 をな すの 所 あり、 身に つける 器用 をお く 所 あり、 一 个の僕 を 置く の 

所 あるべ し。 たと へ 一 室の 間 方丈の せば きと 云 へ ども、 此の ことわり は 更に 不. 得レ止 

の ゆ ゑん 也。 これ を 推して 大 厦高屋 のか まへ 宮殿 樓閣に 至る と 云へ ども、 方丈の 居 宅 

を 以て わり 出して、 客殿 雲に そびえ 露 臺天を 覆 ふに も 至るべし。 是れ內 のか まへ にし 

て、 此の 外に 築地 を かまへ g を まう け、 或は 壘を 高く し 或は：！？ を 深く するとき は、 城 


郭の制 ともなりぬべし。 此の 本 を 基と して 居 宅の 品 を 制する、 是れ 聖人の 立， 法 建レ式 

て 其の 理 をき はめし むる の ゆ ゑ 也。 

少 人に 宮室の 用法 あり。 宮室 を 制する に、 能く 時 を はかって 民の 勞を しり 農の 時を不 

レ妨、 竹 木の 截 取に 宜しき 時、 土石 を 運送す るに 利 あるの 時、 すべ て 諸 色 時 を 以てせ 

ざれば 勞而 無, 益、 急 緩 節 を はかって 專ら 天の 時を考 ふべ し。 序 曰、 定之方 中、 美 二 

衞文 公， 也、 文公徙 居ニ楚 丘； 始 建 二 城 あ； 而營， -宮 {Jk 得 二せ ノハぁ 1 制， 百姓 悅， 之、 國 

家 殷富 焉と 出せり。 定は 北方 之 宿、 營窒星 也。 此 星昏而 正中す る は 今の 十月 也。 是れ 

宮室. 營 作の 時 たれば、 民の 暇あって 天の 時に 順 ふ 也、 若し 其の 事不, 得レ已 とき は 唯 だ 

シフ  ル カラ モカん 『一 ， ノ 

重きに 可.， 從。 されば 門戶之 制、 道 橋の 修造、 城郭 牆堑 は不， 可 ニー  日 無，， 焉者 也、 時 を 

待ちて つくるべからず といへ り。 次に 所 を 計りて 其の 營作 をな さ ざれば、 必ず 營作不 

レ {Bj 也。 水 土に よって 虱 寒の 甚 しき あり、 炎暑の さかんた る あり、 雪の 多くして 屋に 

ひとしき あり、 北 をう けて 寒く 南 をう けて 瑷 なる は 平生な りと い へど も、 國 によって 

叉 其のた が ひ あり。 東西南北 を考へ 山川 海陸 をつ もり、 土の 品 を はかり 水の 用 を考へ 

て 其の 水 土に よるべし。 
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次に 營 作の 功、 人力 をつ もり、 奉行 を 置き、 其の 頭 を 定め， 土石の 普請、 竹 木の 作 

營、 大工 手 傳の用 を 具にして、 其の 分配 組 こと を詳 にし、 營 作の 制 聊かみ だり ならず、 

威儀 ここに 存 すべし。 而 して 監人を 立て、 日々 に 往来して 其の 勞逸 をた だし 其の 賞罰 

を 明に す。 如, 此 とき は營作 自ら 正しくして 其の 功 速に なりぬ ベ し。 丘文莊 曰、 古人 

作レ 事、 必順ニ 天 時； 察 二 地勢 一 審 -1 土宜； 不 盡ニ 夫人 事 1 也、 而又質 n 之 鬼神 ー焉、 

蓋 宮室 之 建、 不, 免 二 於勞, 民 傷 -A 財、 可, 已未 ニ曾不 1- 已也、 萬 一 不， 得 Z 已而 爲, 之.， 必 

升レ高 以望、 而審ニ 其 面 勢 之 可否； 降 千 以觀、 而察ニ 其 土地 之宜 否； 考 二 其 日 景.； 而 

驗， 一 其方 向 之 正否； 稽， 1 之 卜筮； 而考ニ 其 龜兆之 吉凶.； 無二 一  而不 1, 善、 然後與 A  H 動 

レ衆 といへ り。 凡そ 營 作の 要は 責レ輕 にあり。 異朝に は席榻 のこと あって 窒中皆 板 布な 

く、 人の 可， 坐の 處には 床 を 置き 榻を まう けて、 その 間 往來の 處は皆 或は 土 上 を步行 

し 或は 石 瓦 をた たんで 歩行せ しむ。 本朝 は 皆 板 布 を まう けて 便 用 を 利す。 是れ 則ち 入 

己れ を 利して 國 土の 費 を かへ りみ ざれば 也。 しかれば 念 を 入れ 重く 厚く 可， 仕の 處は、 

注に 念 を 入れ、 地形 を 堅く し、 棟梁 をよ くして、 上 葺を密 ならしむべし。 不, 入所に 

人力 をつ ひやし 財 をす てんこと は、 皆游实 のこと になり て、 專ら 人の 目 を！^ ばし め 奢 


をき はむ るに 可， 至 也。 故に 責， 輕 といへ り。 而 して 高下 を 以て 貴賤の 分 を 制すと 云へ 

り。 云 ふ 心 は* 家に 上段 中 下段 を かまへ、 內 緣外緣 をめ ぐらし めて、 高貴の 人 は髙座 

に 居し、 卑賤の もの は 位 を 守りて 座 をへ だて， 或は 中 下段、 或は 內 外の 緣に华 ： して 禮 

を 行 ふが ゆ ゑに、 卑賤の もの 自ら 非常の 變 あらしめ ず、 非禮の 動きた しがた し。 是れ 

居 宅に 髙 下のへ だて ある を 以て、 自然に 分 を 守り 威儀 をた だすに たれり。 ？心ゃ 高き に 

坐して は、 非禮の 動き あるとき は 自ら 下に あら はれ やすし、 故に 責賤 自ら 威儀 を 正す 

べし。 

次に 無二 隱處； 內 外相 隔而自 令 A 正 二 非 僻 一とい へり。 云 ふ 心 は、 居所 かくる る處 あれ 

ば， 必ず これに 因って 非 1  一の 動きお こりぬべし。 居所 人の みる 所よりか くれず、 內外 

を 堅く へだてて 男女 不二 出入； 仕官 各. - 己れ が 居る 所 を 守り、 老壯若 ことん. \ く 相 阻 

て， 其の 間 其の 座に かくる る處 なくん ば、 人 誰か 非 僻の こと をな すべき や。 是れ居 宅 

の 制に よって 自ら^ 儀た だし かるべ し。 不レ 然とき は、 閑居の 席 を まう けて 仕官の も 

のに もへ だて をた し、 彼我のへ だて 好惡め ことあって 臣 更に- C をう かが はず、 常に 戶 

障子 帳 を 立てて 我が 居所 をみ せしめざる、 皆 非 僻の 行 ある 輩の 居 宅と 可， 知 也。 君子 
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大丈夫 更に 恥づる 所な し、 內に 省みて やまし からず、 悉く 內外 通用して かく 十べき 所 

あらず。 休息す べきに は寢 所に 入るべし、 寢 所に 入る に は 必ず 時 あり、 ^をた がへば 

非 禮と云 ふべ き 也。 されば 君子 は 居 安 からん こと を不， 求と いへ り。 居の 安き を 求む 

ると 云 ふ は， 隱所を かまへ 休息が ちに して、 身 を 利し つとめ を 失 ふの 事 を 戒め 玉へ る 

也。 

次に 戒ニ 非常 之變 一とい へり。 云 ふ 心 は、 唯 だ 便 用 を 思 ひて 堅固の 用 を不， 知と き は、 

くわん やく 

文に して 武を わすれ 陽に して 陰 をす つる 也。 故に 門戸に は關 のと ざし を まう け、 番 

の 兵 を 置き、 非常の 變を戒 むる の 器用 をた く はへ、 たいまつ 挑 灯 を かまへ て 夜の 守 

り を 堅く し、 人の 可， 來 寄付 往 來の廊 に は、 番兵 結番 して 短 兵長 兵 を まう け、 內 外よ 

り變 あらん を 防ぐ こと を 利す。 凡そ 人の 可, 出の 口、 人の 往來の 道、 人の 相會 する 所、 

皆 以て 番人 を 置いて 變を 守ら しむべし。 是れ 人變を 防ぐ の 戒め 也。 故に 居 宅の 制、 自 

ら この 變を 心得て 內 外の 防 を專ら とす。 さるに 因って 門外に 辻 番所 を 立て 外の 防 をな • 

し、 門戶の 左右に 番所 を 立て、 往來の 地皆番 屋を輕 くし、 所々 に 小口 をいた し 出入 を 

さへ ぎり、 家宅の 內 には戶 障子 を 立て、 其の 開 閥の 音 を 高から しめ， 桥 人の 居所 は 四 


方 をと り拂 ひて 外 をう かが ふに 利 あらしむ。 ここにお いて 其の 制 全きが ゆ ゑに、 人 其 

の 番所に あれば， 自ら 外に 非常の ものな く * 盜賊 自然に 來ら ざるべし。 

次に 火難の 事、 家宅の 制 古に したがって 用 其の 理 をき はめば、 內 外の 火災 殆どの が 

れつべ し。 其の ゆ ゑ は、 人の 火 一 ビ專ら とする こと は- 四時に て 云 はば 冬 春の 二 時、 四 

ふえ か C- 

時に 風 盛なる の 時、 朝夕に て 云 はば 二 時の 食 を 炊ぐ 時- 夜 明 を 求む る 時 也。 火 を さか 

んに 十る 所 は、 食 を 炊ぎ 湯 を わかし あつ ものす るの 所 • 炭 薪の あつまる 處、 燭臺 • 油 

突 を 置く 所、 圍爐埋 火の 所 也。 火 を 盛に する は 賓客の 節、 病人 あるの 節、 吉凶に つい 

て 人 多く 聚 まるの 節 也。 此の 品 を 究理して， 火 を 炊ぐべき 竈 をば、 土 を 厚く して 水に 

近から しめ、 下に 土石 を かため- 上に 火の 付きよ からん 物 を不, 置、 火 を 多くた くべ 

き 家 をば 遠く まう け、 空地 を 置き 井水 をた く はへ、 火 さかんた らん 時には 監人を 以て 

火の 色烟臭 をた だし、 火 を 多く 燒 きたらん 節に は 監者を 廻して 其の 場 をけ みせしめ- 

衆 賓來會 の 時 は 供奉の ものの 火 を 散らす を 改め、 內外を めぐりて 是れ をけ みす。 如レ此 

を戒 約の 制と す。 若し 火 外に 起ら ば、 家 上に のぼりて ふせぐ の 輩、 財 器 を 運ぶ の 輩- 

よろし さ 

妻 窒に從 ふの 輩、 我れ に從 ふの 郞從- 各.^ 究明して 其の 宜を 制し- 火 を ふせぐ の 器 を 
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多くして- 約 を 定めて 其の 用 をな す。 如， 此 とき は 火災 を守禦 して 理 にかな ふべ し。 

不 レ得レ 止して 燒 失すと 云へ ども， 其の 威儀 更に 不ぃ^ レ亂と 云 ふべ し。 ここ を 以て 非常 

の 變に逢 ふと 云へ ども、 居 宅の 制 正し からん に は、 己れ が 威儀 更にた がふべ からず。 

家宅 其の 制 をみ だり 用 法理 を 不レ究 して、 其の 情の ままに 事 を かま へ 用 をな すが ゆ ゑ 

に、 變 起って 心み だれ 威儀 を 失 ふに 至りぬべし。 たま/ \兀 然として 世事 を輕ん じ、 

變 にあ ひ 火難に あうても 是れ命 也と 云 はん 輩 あ つ て、 威儀 を不, 失と い へ ども、 是れ 

唯 だ 不二 格 致 一して 口に 天命 を 云 ふ、 異端の 空 見 也。 威儀 を不, 失と 云へ どもし ひて 其 

の說 をな す 也、 不 レ足レ 用。 

君子 大丈夫 は始 より 終に 至る まで、 皆 天地の 準繩 による を 以て， 宮室 を營作 すれば 

水 土 をかん がへ {<H 地 を はかり、 天の 時人 事の 用 相なら ベて ここに 其の 制 を 全くす るな 

れば、 命 を不レ 云して 其の 家宅 を詳 にし、 其の 守 禦を詳 にす。 守禦詳 にして 不レ 得レ已 

のとき、 以て 命に 歸す。 故に 居 宅の 制を嚴 にして 平生の 威儀た だしく • 處レ變 して 其 

y-, に？^ ^1 の理 こまやか なり。 是れ居 宅に おいて 威儀の 說 ある ゆ ゑん 也。 學者 此の わき まへ を不 

ヘム 自字第 七十  ラ  二  )  二 ハク  ッヲ  ノサ  サイ テン  ケヅラ 

, 知して、 古の 聖世皆 儉約を 用 ふ、 史記 曰、 堯之有 二 天下一 也， 堂 高 三尺， 采橡不 レ斲， 


バウ シ ト キラ (二)  二 ハク  フ  ハレン  スル」 コ 3  グズ  ヲ  ス ヲ n ゥ キヨ クニ 

お 一 JIS 茅 茨不， 剪。 論語 曰、 子 曰、 禹吾 無二 間然- 矣、 卑 二宮 窒 一而 盡ー 一力 乎 溝： i, と 出で たり 

是れ居 宅 を不レ 用、 唯 だ德を つとむる にあり、 居 宅 は あるに まかす べしと 云へ り。 甚 

だ 不レ究 ニ其理 1 して 文に 泥む ゆ ゑ 也。 身い かんして か 修まり、 德 いかんして か發 すべ 

きとなら ば、 衣食 居の 用に 於て 其の 効し 明白 也。 居 宅に 心 を 入れて 身 を を さめ 德を 

すつべき と 云 ふに あらず、 德行は 五倫に 交 はり 身の 動靜 にあり、 五倫に 交 はるに 衣食 

居 かくる 處 なし、 身の 動靜叉 これ を不， 離。 故によ く 分 を はかりて 其の 制 を 聖人の 心 

に まかせ、 過不及の 失な からしめ て、 ここに 威儀 立ちぬべし。 堯の 時に 中って、 世の 

草 昧未レ 遠、 其の 制作 未 レ及ニ 家宅； 家宅 をす つるに あらず、 未だ 其の 重き 方に 制作す 

ズズ  ルバ 

ベ き こと 多ければ 也。 禹叉 しかり、 水 を を さめ 民に い とま な きを 以て 宮窒 の 美 に 不レ及 

也。 今 天下 旣に太 山の 安き にあり， 百ェ不 レ及處 たく * 國の溝 洫のカ をつ くすべき あ 

ら ずして、 天子 諸侯 皆堯の 行跡 を學 ばんと ならば、 時 ここにた がへ り、 何ぞ用 ふるに 

たらん。 堯*禹 を 今に 出さし めば * 各. ^宮室の. 制 をい よ やかに して * 天子 公侯の 威儀 

(一二) 秦の始 

の It お を 明かに すべし。 しかりと 云 ひて、 居 宅の 分に 過ぎて 財 をつ ひやし 民 を 苦しまし めな 

^-  D  £  K  ^  fe  (三)  (ran  ンビ 

^  ん こと は、 彼の 秦の 阿房. 隋の 離宮に して、 不， 亡ば あらず-。 故に 聖人 其の 奢を戒 む。 
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其の 言 を 不二 心得 一 口に まかせて 辯 をな さん こと は、 iisi 末學 のさた にして- 君子の 

貴ぶ 處 にあらず。 居 宅の 制 尤も 可レ愼 也。 本朝 營精令 を 選んで 唐の 例に 准 じ- 天下の 

營作を 糾明す。 而 して 後世々 に 制 法 を 立て 其の 式を定 むと いへ ども- やや もす 1 ば- 

過 奢に いたり 吝惜に 過ぎて 其の 制 道に 中らず。 君子 大丈夫 唯： だ 聖人 所に I ルの本 を 心と 

し * 時の 制 に准じて 自ら 氣を うつし- 其の 非 僻の 心 を さるべき 也。 すべて 家宅に つれ 

て所レ 用の 諸 器と もに 其の 制た がふ もの 也- 聊か ゆるがせに トレ も 7 レか 也。 或は 人の 目 

を悅 ばし め、 或は 遊 宴 を ことと せんに は- 皆 聖人の 心に あらざる 也。 

一四 器物の 用を詳 にす 

師曰 はく- 衣服 飮食居 宅 は 身 を 奉ずる の 物にして、 j 日 もた くんば レ 7 ぁ也。 而 

して 衣服 あるとき は 是れを 制する の 具 あり、 是れを かくる の 器 あり、 を さめ かくすの 

檷 あり。 f 艮手を 以てする こと 不レ 化』. こ こに おいてぎ 5- . 0 •  ars^N 飾 もお  1 れ 

yjoSr り。 されば 古 は ソ 4 而队 &、 sffifro 土； あとい へり。 云 ふ 心 は、 地 を ほりて 榑 とし- 手 

を 以て 掬， 之 *  土 をう つて 梓と し、 土 を きづいて 鼓と せり。 是れ 上古の 制な り。 居 宅 


あれば、 家宅に 相應 して 品々 の 器物 これ あるべし。 其の上 身の 便 用 を 利す るの 器、 几 

杖筆硯 より 初め 其の 品 多し、 吉凶 • 軍 • 賓 • 嘉 • 禮樂. 射. 御. 書. 數 について 器物 

あり、 軍用に は 甲冑より 刀鎗弓 鐵炮の 用、 馬具の 品、 擧げて 云 ふべ からず。 而 して 其 

の 本 便 用 を 利し 堅固 を 要する 文武の 器物に 不レ過 也。 こ こ に 器物の 制 皆 其の 法あって、 

古今に 其の 制作 疎密 甚だ 多し。 しかれ ども 責賤を はかって 高下 大小 をき はめ 疎密 をな 

し， 表 文に は 相 じる し を 出し 德を かへ りみ 事 をし らしむ るの 物 を 表出すべし。 唯 だ 目 

を 驚かし 奢 をな し、 無用の 費 をいた して、 其の 器物 をかざる こと を不, 用 也。 

されば 飮 食の 器 は 高く して 下の けがれ を 除き、 奴 僕の 手 を 以て 口に あつる の處に f4 

レ令レ 中が 如き 是れ 也。 況ゃ 貴人の 前に すすむる の 器 は- 高衝 にの せて 其の 盛 物 を 高く 

す。 卑賤の 輩 屈伏して 手 を 出して 取る に不レ 利し む。 是れ不 ， 得， 止して 人に 非 禮の形 

あらしめ ざるの 制な り。 諸 色 如, 此と可 一一 心得？ たと へ玩 器たり と 云へ ども、 銘を しる 

し 語 を ちりばめて、 人是れ をけ がさし めず、 見る とき は 則ち 語 を さとり- 久しく 持す 

ると き は 則ち 戒む るに 至らし む。 故に 一 切の 器物 みだりに 紛失して 狼藉たら しめず、 

殊に 聖人の 名 ある 文書 反古 等 は 一 紙と 云へ ども 塵に まじへ てけ がれし めず、 況ゃ 書籍 
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文筆 聊か これ をみ だり ならしむべからざる 也。 大丈夫 武器に おいて 平生 心 をつ くし、 

其の 得た らん 方に 尋ねて 其の 利 不利 を考へ はかるべし。 人の 身 體肥瘦 時に か はり、 輕 

重 年々 にたが ふ もの 也。 然れば 武具の 度量 は 常々 かんがへ はから ざれば 不 レ可レ 知。 古 

來の士 大夫は 皆 座席に まう け 置きて 其の 用 を 先覺に 究理せ り。 是れ 大丈夫 安き に 居て 

不レ忘 レ危の ゆ ゑん 也。 武具 • 馬具す ベ て 我が 用器 足に あたらん こと を 憚る が ゆ ゑに、 

往來 せんに は 傍に よせて 可, 置 也。 馬 は 大丈夫の 足 也、 馬 あら ざらん に は. 4i 途を 經、 

カラ  ケ ン ヤス  シ  ス 

險附を 越 ゆる こと を不, 可レ 得、 豈 ゆるがせに 可 ，爲 乎。 尤も 可 一一 撫育？ 而 して 其の 制 

法 あり、 詳に可 二 究理 1 也。 

次に 器物 之 制 各 > 有レ 用、 所 X 謂 これ を 制する に 必ず 以 A 時て すべき 也。 時 を 以て 不 

レ爲ば 其の 制 其の 用 疎に して 不レ 詳。 器物 各-^ 有 二 其 時 一也。 叉 所を考 へて 其 S 宜しき 土 

地 を はかり、 而 して 其の 地に おいて これ を 制せし め、 是れを 置く に 其の-:: ni しき 所を以 

てすべし。 置く に 所 あら ざれば、 其の物 狼藉と して 早く 破れ 損ず。 是れや Km けしむ る 

の 人 あり。 預から ざれば 詳に 不二 糾明 1 を 以て、 事物 皆 あやまり あり。 预 りの 奉行 あり 

とい へ ども、 翁. ほこれ をた だすの 監者 をお いて、 これ を 巡察して ただすべし。 久しく 


蓄 ふるとき は濕 にあたり 燥に よって 器 必ず 損ず。 中に も 武器 は 切々 たださ ざれば、 或 

. は 外よ くして 內む しかみ、 或は 腐朽して 用たら ざる もの 也。 文 器 は 唯 だ 便 用 を 利す、 

武具 は 非常の 變を 守る 器 なれば、 急に 中り て 損失 千れば 犬に 敗亡す るの 基たり。 監人 

おこたる ことなく 能くた だして- 奉行の 非 を 改め 賞罰 をな すべし。 是れ各 > 器物の 制 

法な り。 すべて 世上の 用器、 貴 一 1輕 疎 一而 有， 禮 べし。 是れに 心 を 費さん こと は 君子の 

一 心に 非ざる なり。 胡 文定公 曰、 人 須ニ曰 1^ 一  切 ノ世味 淡 一！ f あお 一 不レ 14，  ％田虫 か 相； .fc 

i 子： STtg 侯 in;  -  V サ  ベ 

子 謂、 堂 高 數议、 食前 方丈、 侍 妾數百 人、 我 得， 志 不：， * といへ り。 一 切 世 味と は飮食 

又大_*^なり。  ？ヒ 

J^J 傳" り； 衣服 居室の たぐ ひなり。 器物の 用猶ほ 以てし かり。 然れ ども 其の 制 法に 禮を 不レ と 

交定と SST* 

^M,0 き は、 成 儀 ここに かくべき なれば. 疎に 輕く すと 云へ ども、 專ら禮 の 式 を 守りて 上下 

第五に 出づ 

(ヨ 率； J 下 の義 をみ だる ベ か ら ざ る 也 。 

篤第卅 £ 章に 

次に 寶器之 用 あり。 凡そ 世に 寶と號 する 器 は、 德を 天地に 比して 氣節 度量 溫潤 風流 

り 

ともに そな はり、 人々 是れを 以て 自ら 省み 自らた だしつ べきの 器 あるとき、 初めて 寶 

A 一  ス 

器と 可, 號也。 人 是れを 全く するとき は 聖人と 號 し- 鳥獸に 此の 粧 あれば 鳳凰. 麒麟 

と號 す、 器に これ あるとき は瑞 玉. 寶 器と 號す。 上古より 萬 世までと もに 是れを 崇敬 
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して、 人人 是れを 以て 準則と しつべ ければ 也。 然れ ども 寶器 幷に麟 M の 類 は 世の 名物 

なりと： み へれ ども、 唯 だ 其の 德の溫 潤 風 度 を 云ぶべし。 聖人に おいて は 大地の 德 にか 

くる 所な く、 德 ここに 正しく 知 ここに あまねく 勇 ここに 卓 雨たり。 故に 數干歲 の 問 世 

に 出づる こと 希有に して、 寶玉は 世々 に 乏しから ざる ゆ ゑん 也。 而 して 是れに 次いで 

は、 世 を あまねく 利して 人の 用 をたら しむる もの を 以て 寶と 十。 されば 木 火 土 金 水の 

生々 して 米穀. 衣服. 草木 • 魚 烏 • 鹽茱を 生じ、 器物 名鈕を 出さし む、 皆是れ 天下の 

寶 にして、 一 日 もな くんば あるべからず。 而 して 是れを 交易せ しむる に 金銀 銅 錢の利 

あって、 有無 互に かへ て 是れを 利す。 ここにお いて 初めて 財 を 以て 寶 とする の 說 あり- 

こ こに 案ずる に、  便 用の 利 を 本と して 云 ふとき は、 一 器 一 物の 微も 時に 至って 寶た 

ら ずと 云 ふ 事な し。 殺 罰の 利劍、 ころす ものの ために は寶 にして- 被， 殺 ものの 爲に 

は 甚だ 凶器なる が 如し。 然れ ども 一 用 一 事に たって 萬 端に 不， 及 もの をば 寶と 不， 號、 

此の 財 能く 交易 利潤す、、 故に 是れを 以て 財 寶と號 す。 世 を わたり 便 用 をな すに、 是れ 

に 過ぎた る 財 あらず。 是れ 世々 相責 ぶの ゆ ゑ 也。 玉 は 君子の 寶 とする 處 にして、 便 用 

の 利 更にたら ず、 交易 利潤の 福な し、 故に 小人 は是 れを寶 とせず。 世 以て 玉 を 重寶す 
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壁 なり。 探と 

は、 1 度 上に 

と h- あげて 改 

め授 くる こと 

(三) 一ヶ月 

も-費す なり 

(四) 圭は玉 

の 上 尖 下部 

方なる もの、 

霜圭 は、 長さ 

1 尺 ニ寸、 中 

に els 山の 

あり。 桓圭は 

九寸、 雙柱 を 

意味す る 者に 

して、 棟梁 柱 

石の 義と いふ。 

信圭は 七寸、 

人の 立 を ゑ 

がく。 躬圭も 

七寸、 人の 屈 

せる «を ゑが 


る こと あらざる は、 人 皆 利 を 貴んで 德 を不， 貴が ゆ ゑなる べし。 たま/ \ 玉 を 貴ぶ の 

輩 は、 是れを 以て 金銀に かへ なんこと を 思 へ ば 也。 古 は 天子 • 諸侯. 大夫 • 士 • 庶人 

： 了  オビ モノ ヲ  (1) 7 ナズテ (二) ヲ i ク 7、 ヌ 

に 至る まで、 各.^ 玉 を 身に 不：， 離、 天子 は 佩， 玉と する に 至れり。 書 * 輯 一一 五瑞ー 旣， 月， 

>1 'ヒ ビニミ  ヲ ワカ ッヲ  二 

乃 日 親 二 四 岳 群牧ー 班 二 瑞于群 后 1 と 出で たり。 是れは 犬 子より 群々 の 諸侯に それん \ 

の 玉 を わかち 玉 はりて、 人々 此の 玉の 質の 如く 德の溫 潤 を まなび、 玉の 光の 如く 知の 

正直 を 可レ究 のこと を 示し 玉へ り。 諸侯 来朝 せんに は、 拜領の 玉 を ささげ、 常に 不， 忘 

不 レ忽、 此の 德行 知覺 をつ くす こと を 示し 奉る との 事 也。 然れ ども 世 澆季に 及ぶ に從 

ひて、 是れを 列 侯に 對し玉 ふの 證玉 として、 彼の 德知を 糾明す るの ゆ ゑん を 失する 事、 

是れ寶 と 云 ふ もの を不レ 知の ゆ ゑな り。 

大宗 伯 テ ヲ V ヲ テヒ トシ クス ヲ ハ リ (wn ヲ, に I ハリ .£ ヲ ハリ  ヲ ハ 

周 禮に以 レ玉作 二 六瑞； 以等二 邦國？ 王 執 二 鎭圭； fff 公 執ニ桓 餅圭； 侯 執 二 信圭； 伯 

一躬き 子 執 二！！ 璧； 男 執 i 璧； 以レ あき， H ハ器ー 以禮 一-天地 四方 1 云々。 叉 天府 掌 rl 

ト トヲノ  ゾ  スレヲ  (七】  ッラ ヌノヲ 

祖廟 之 守藏、 與ニ其 禁令； 凡 國之玉 鎭大寶 器 藏レ焉 と 出で たり。 中庸に 陳ニ 其宗器 一と 云 

(八)  ノ フル 

ひ、 顧 命に 其の 宗器を 云へ る、 皆 國の玉 鎭大寶 器に して、 先代 所， 傳の玉 ども をつつ 


て • 】 ほ B 

一- ；ニ ハ寸の 

一一 r 中に 徑 三寸の 穴 ある も 0、  li-slli 人 を 養 ふ 意に て、 蒙 類 を 描く。 蒲 as は、 蒲 は 席の 意に て 安ん やる 心 

(六) 周^^の春官の 一 にして*  ー乂その篇名^^り (七) 第 十九 章 (八) の篇名 


-。 蒲 を飾玄 として 作れ. 
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しみ を さめて 傳 世之寶 とし、 國家 を安鎭 する の德を 比せり。 丘文莊 曰、 先 儒 謂、 玉 者 

純 陽 之 精氣、 而 聖人 之至寶 也、 將， 禮-- 於 天地 四方 一 而無， な 歸ニ其 誠； 乃以， 玉 作， 一六 

ぁ1 云々。 玉 之爲， 物、 ^£,古中軋所在^^,之、 觀ニ諸 山) 海經 1 可 k 見矣、 在， I 堯舜之 世； 

已用 爲ニ 圭璧； 禹貢之 時、 揚 .梁* 雍三州 所， 貢、 已有ニ 玉石 一 在 二戰國 時； ト和 所レ獻 

之 H^、 出 二 於 荊 山.； 漢之 時、 關中之 藍 田、 幽州之 玉 田、 皆有レ 玉焉、 此時 西域 未， 通 二 於 

^"II^-rT  ダ カル ヲスヲ  メノ フル ハ  リ (r テン ル ノ  ： 

1 ぽ 、一  中國 1 也、 今 中 國未レ 閜レ有 二 出， 玉 之處ー 而所， 用 之 玉、 皆自ニ 于聞國 1 來、 于閱之 玉、 

その 主趙 王の  リ  ノ  ヅ ヨリ トノ  ッミテ -I ク ト云フ ナ レリ レ if.  ハデ 

爲 にこ e 玉.^ 有 二 白玄綠 三種； 皆 出 二 於 河； 亦與ニ 古人 所 レ謂玉 蘊レ石 而山輝 者 1 異、 是則中 國之玉 出 二 

fl  ヨリ モズフ ケヅル t- ヲ  ハジ  ヨリ モズ フル サグ リトル ヲ  ノ  ル カル ジ カーフ / 

0^^^^ 於 石 一 而 必用， 斲" 外 夷之 玉 生 二 於 水 一 而 必用 レ捞 也、 豈 古今 土地 生物 有 レ不レ 同歟、 

^5  .i 抑 玉 乃 玉石 之精粹 者、 其生也|^,限、 取， 之 也 有， 盡耶、 況 古人 以， 玉 比， 德、 無， 故 

45 の i パ ラ ノヲ ヒテ テ ス  ト  -フ ラ  ヲ テス ルヲ  キ ケィ ェゥ セン 

不レ去 二 其 身 一 用 以爲二 器用； 雜佩之 類、 不二 一而 足？ 是以 制に 子 者、 如ニ壞 *瑤* 掠- • 

環^N類踰ニニ百ー 則 玉. £ レ古 多、 而爲 ニ用顆 1 可：， 知矣、 今 世 閬閥小 民、 有， 1 不， 識^ 者； 

何 古 如, 彼 之 多、 而今 如, 此 之少耶 といへ り。 而 して 世人 皆 玉の 寶 たる こと を不， 知 は、 

便 用 を專ら として 情欲 を ほしいまま にす るの 故に、 頻りに 貨財 を 以て 寶 とす。 是れょ 

り 目 を 喜ばせ 耳を樂 しまし め 口の 味 をよ くす るの 器物 を贵 び、 或は 古畫墨 跡、 或は 玩 


器の 奇物， 世に まれに 俗の 乏しき を 以て 皆重寶 として、 目是れ を視耳 これ をき き 手 こ 

れを k 一び 身 これ を まとうて 是れを 以て 寶 とす。 其の 價を尋 ぬると き は、 皆 貨財 を 出し 

て賫 買す るに 高直の もの を大寶 とす、 甚だ 小人の わざに して 君子の 云 ふ 所に あらず。 

大丈夫 武器に おいて、 劍戟は 其の 用 尤も 大 なれば、 是れを 貴んで 寶と 十る に 足れり 

と 云 へ ども I ゎづか 一 人 を 殺し 一 身 を 守護して 身 を 奉ずる にたれ らん もの は 寶と云 ふ 

に 非ず。 漢の 高祖の 三尺の 劍は 四海 を 平均す るの 用廣 し， 本朝の 十 握の 劍は外 夷 拱 

レ 手の 冷光 あり、 皆 以て 寶 とする にたれ り。 され ども 父祖の 手 澤の所 レ存、 其の 家に つ 

いて 其の 用 あらんに は、 是れ 一家の、 寶 たり。 古人 云、 人君 於 二 先代 一所, 藏之 重器、 手 澤 

, rr  ：スゅ ゝ trr  -- スル レバ  二  チネ レヲ テス ノ クル ヌ ミテ リニ  (五) ス. -It ハチ ネ 

之 所， 存、 V 神 之所レ 寓、 有， 事 二 於 宗廟； 則陳， 之 以示二 其 能 守 一 臨， 終而顧 命、 卽列 

，レ -ヲ テ i  ,ソ ； *. ヲ J5A「. ズ  ノ 一一 (六) -ステ レヲシ  ヲ (七) -ステ ヲル 

レ之 見， I 其 全 U 歸、 非， I 細 故 小事； 中庸 以レ此 表， I 繼述之 能 孝； 周 書 以, 此見， 一 傳守之 

不ぁ、 爲 二人 子孫； 踐ニ 祖宗 之 位； {f 二 祖宗 之 業； 而不， 能， 守 二 祖宗 之 遣 物； 豈得， 爲レ孝 

乎と いへ り。 ここ を 以て 云へば、 先祖 相傳 ふる 處は 家の 寶と してつつ しみ 守らん こと 

尤も 也と い へど も、 不, 入 器物 を 多くた く は へ て、 是れぞ 先祖の 重 寶と云 はん は、 却 

つて 先祖に 辱 を與へ 子孫に 利欲 を 教戒す るに も 至るべし。 世に 名 ある 大丈夫と 云へ ど 

. 士道 詳 威儀  一 三 五 


(四) 刀身の 

長さ 手の s: 指 

にて る 巾の 

十 握り ほど あ 

る 古代の 劍の 

こと 

(五) 遺首 

(六) 第 十九 

章 S 權义之 

志 T 善 述= 人 之 

事 一」 以下 を さ 

す 

(七) 書 絶の 

篇名 


詳大臨 年 大はニ 

說小時 中 江 江 

なのの の g 

り 儀 公 條房次 正 
式 事例の 第 し 
の •  • 撰 、く 
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も、 道に 志 あらず 聖人の 本意 を不レ 知が ゆ ゑに、 平生 聊か 利害の 心なき 輩 も 如レ此 こと 

に理 不レ究 して、 器物 を 以て 寶 とする の 輩 多し、 尤も 可レ戒 也。 凡そ 寶は 天下の 萬 民に 

推 及して、 其の 理不， 足と 云 ふこと なき を 以て 寶 とす。 彼の 財貨 は 乏しき ものの ため 

に 甚だ 利 あり、 大福 分の もの は 用な し。 彼の 玩器 はもたざる ものの ために 寶 とす、 多 

く 蓄へ餘 分 あらん もの は是 れを不 レ展。 然れば 推して 天下の 寶と云 ふべ からず。 寧 者. 

可 二心 付 一也。 

一 五 總 じて 禮 用の 威儀 を 論ず 

師曰 はく、 凡そ 禮の用 は 威儀の かかる 所 也。 禮は 一事 一 物の 動靜に そな はらず と 云 

ふこと あらず、 故に 身體 より 器物に 至る まで、 各. '其の 法則 を 明に する は 君子 大丈夫 

の 所レ贵 也。 其の 間 大禮を 云 ふ 時 は、 其の 制に 冠 • 婚 • 喪. 祭の 禮 あり、 賓客 • 軍旅 • 

相 見 • 嘉禮 あり。 冠 禮と云 ふ は、 人旣に 成人して 加冠の 節に 及ぶ の 時 其の 禮を行 ふの 

一 I ) 

こと 也。 儀禮に 士冠禮 あり。 本朝 亦 重， 之、 其の 制 江 次第 等の 記に 詳 也、。 武將歷 代 是. 

れを行 はる。 近く は 衣冠の 制 殆どす たるる を 以て、 士庶人 是れを 不二 糾明 一して、 冠禮 


r:) 文 ヘム Is- 

s,,2 は 朱. ナの 一お 

a せる お 書な：， 


(三) 小童の 

0 


朱 子の 

撰、 日本に も 

江戶 時代に 刊 

行せ. りる 

(五) 二 程 語 

卷 九、 伊川 

C 語に 出づ 


ルナ ラ  -I ハク (二) 文 公家 SB ヨリ ル  -I  ンス  ズ 

の 儀 ここにす たり、 成人の 禮不， 明 也。 禮 曰， 男子 十五 至 ニニ 十； 皆 可， 冠. 必 父母 

キ IC ハノメ テン フン ヌ  ルヒ 

無， 一 期 以上 喪； 始 可：， 行， 之と い へ り。 其の 制 甚だ 詳 なりと いへ ども、 當時不 用 こと 

なれば 略， 之。 司 馬溫公 曰、 古 者 二十 而冠、 皆 所 1- ー以 貴 二 成人 禮； 蓋 將レ責 K 爲 -I 人 子 1 

^二ん 弟 一^二ん 臣ー爲 t 一ん 少ー者 之 行 7 於 あ 人" 禮不， 可-一 以不 i 也、 近世 以来 人情 輕 

ニメ ギテ  ヲ  ゾゥ カク ノ シ  レヲ ムルニ テス  ヲ  ラン ャ レヌ  リ  リ >  I グ * 

薄、 過 二十歳 1 而總角 者 少矣、 彼 責 以ニ四 者 之 行 一 豈知 之 哉、 往 々自, 幼 至， 長 愚 

「、 由， 不". (.^ニ 成人 之 道, 故 也、 今雖， 不：， 能ニ遽 改ー 且自 二十 五-以上、 俟下其 能 通 二 

孝經 • 論語 1 粗 知ね. 禮義ハ 然後 冠， 之、 其 亦 可也と いへ り。 今の 俗 冠せ ずと いへ ども、 

十五 歲 以上 二十までの 間に 前髮 をお として、 是れ より 成人の 禮 とし、 而 して 幼名 を 去 

つて 字つ く、 則ち 是れ 冠禮 也。 豈 ゆるがせに すべ けんや。 然れば 元服 冠禮の 前に、 其 

の 童子に 成人の 敎を詳 にして、 而 して 其の 日に 至り、 父母に； 1 して 其の 禮を行 ひて 字 

を 可， 付 也。 賓字 一一 冠者 一と 云 ふ是れ 也。 賓は擇 二 朋友 賢而 有， 禮者 一 人 1 用， 之と い へ り。 

字 は 或 人の 名 也。 而 して 冠者 謁ニ 父母 祠堂； 見， I 尊長； 嘉禮を 行 ひて 其の 威儀 を 正す。 

諸侯 之 SS! 也 チス  ヲ ノム クュ. --ー チ  ノハュ (an  -ー  (五) 〈ク 

禮， 賓以 二三 獻之 禮； 其 狩 ， 賓、 則 束， 吊乘 馬、 其詳見 ニ于儀 禮經傳 通解？ 程 子 曰、 冠 

禮廢 天下 無二 成人； 或 人 如 二 魚  1 裴公 十二 而冠ー 此不 可也、 冠 所- -1 以 責ニ 成人 之 事； 十 
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二 年 非 二 可 レ責之 時 一とい へり。 女子 亦 十五に して <ゃ开 す、 是れ 成人の 禮也。 人旣に 成人 

の禮 あって は、 衣服 飲食 居 宅より はじめ 身 體動靜 人の 人た る 道 あり、 豈可 ，忽 乎。 是 

れ冠禮 を 重んずる ゆ ゑ 也。 

婚禮は 二 家の 好み を 合せ 子孫の まう け をな し、 父母に 代りて 事 を 行 ふの 道 ここに 究 

まる 男女の 大禮 なれば、 聊か 便 用 を 利すべからず。 喪祭 は 子と して 親レ 親追レ 遠の 禮な 

(一) g. り、詳に究ニ其用法-て時宜を可レ考。|15|:;^«::1ー 而 して 賓客の 禮、 饗應の 次第 、飲酒 

子 賴* 朋友の  モシ ムノヲ  I 

，"て 前卷 之禮、 尤可レ 慎， 一 其 威儀 4 き ■ 軍旅 は 士の 用に して、 死生 存亡の かかる 處 甚だ 重し、 一 

. 擧 して 不 レ可レ 論、 詳に 尋ね 審に思 ひて 其の 事物の 用 をた だし、 戰略 軍法 を 可 二心 得； 唯 

テ  ヲキ スト  しゃう けん 

だ以 二王 者 之 兵 一可 レ爲レ 期 也。 相 見は臣 として 初めて 君に まみえ、 或は 師友 或は 長者に 

(二) 中庸 第 謁する、 是れを 相 見と 云 ふ。 儀 禮に士 相 見の 禮を 出す。 臣 具に 其の 品 をた だし 其の 

十 章に T 子路  キ シクス 

^、は^ふ K 用 を 可レ委 也。 嘉禮 はすべ て 吉禮を 行 ふ 佳辰 禮 曰の 制 也。 以上 是れ 等の 儀、 皆 禮の大 

ー践 I 云 や 方 なる わざ 也。 大丈夫と して 禮容を 不：， 知 唯 だ剛强 を專ら とせん は、 ^だ 鄙劣に して ま 

金 革に ほし. て  (一一)  キ フ 

S れれ IIS ことに 北方の 勇と 可レ云 也。 大丈夫 は 男 武剛操 を 本と すと い へ ども、 禮容 を放增 にい 

なり 1 とお づ 

るに 同じ， たし 情欲に 從 はば、 文武の 器識 あるべからず。 文武の 器識 あら ずん ば、 唯だ仪 ii を 本 


とする が ゆ ゑに、 彼の 眞勇 如何して か 可レ得 や。 すべ て禮は 人の 本に して、 人倫の 交際 

器物の 制、 皆禮 を不， 出。 禮 ここに 違 ふとき は 節 ここに 失す。 節 あら ざれば 動 靜云爲 

ぶろ しさ  .K ラ フ 

皆 過不及に 陷 りて、 天理の 宜に不 レ可レ 合。 古の 聖人 禮を 重んじて 品々 の 制 法 をた て、 

人の 惡に K: レ陷 の戒と 十。 故に 大丈夫の 事物に おける、 毋， K- レ敬を 以て 心に あてて， 

一生の 品 節を禮 用に 合せ、 其の 究理 を 具にせば、 初めて 威儀の 則に あたるべき 也。 

愼こ 日用- 

一六 總 じて 曰 用の 事 を 論ず 

(三) 二 フ  ハ -ー ヒテ  ラ (5  二  <ク  <  モル * ラ ル  キハ ル 

に-一) 8£上 師 嘗て 曰 はく、 易 云、 百姓 日用 而不， 知。 中庸 曰、 道 也 者 須臾 不， 可, 離 也、 tH-, 離 

傳  - 

S  .W& 非 ， 道と 云へ り。 人の 世に 在る、 一 動 一 靜皆 此の 道 を不， 出、 我れ これ を 名 づけて 道 

ラ  かたち 

と不レ 知と 云 へ ども * 天地 我れ に 形を與 へ 是れ に理を そな へ 其の 用 をたら しめ、 聖人 

上代に 在りて 其の 暴 倫の 制 を 定め、 不， 得， 止の 則 を 立てぬ。 聖人 ここに 不レ 出と いへ 

ども、 世々 是れ により 人々 自ら 是れを 守る ゆ ゑに、 日々 の 用 ふる 所 ことん \  く 道の；；^ 

する 所 也。 世 遠く 道 次第にお とろへ て 人物 事變 るる こと は、 是れ 道の 離る る ゆ ゑ 也。 
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しかれ ども 事變亦 道に よら ざれば 不レ 成。 ここ を 以て 云 ふとき は、 治亂 盛衰の 大 より 

一 事 一 物の 變 動に 至る まで、 天地の 法則 を はなる る ことさら になし。 君子 大丈夫 能く 

此の 心 を體認 して 初めて 道 を かたるべし。 されば 身 を 顧みる に、 形に 耳目 鼻口 四 支ず 

體 あり、 其の 內に性 心情 意 血氣の 差別 あり、 此の 一身 を 用 ふるに 行住坐臥 視聽言 動の 

用 あり、 此の 身 を 奉ずる に 衣服 居 用器 用 物 あり、 飮食 情欲の わかちあり、 此の 身の 

相 接 はる 處に 君臣 父子 夫婦 長幼 朋友の 交際 あり、 其の 間に 吉凶 軍 賓嘉の 禮出來 る。 是 

れ 我が 一 身 を 顧みる に 悉く 此の 事 ゆ はなるべからず、 身に 貴賤 貧 福の 差別 ありと い へ 

ども、 右の 品々 は 一 つと して かくる こと 不レ 可, 有 也。 此の 身 を 持ち 此の 心 を 得て 此の 

事 を 去りなん と 云 ふ は、 死して 而 して 後に やみぬべし。 此の間 其の 理を詳 にき はめて _ 

ル カラ 

一 事 をな し 一 物 を 制し 一 人と 交接し 獨坐 すと 云へ ども、 皆 天地の 準則 を 守りて 不レ IH- 

レ  二) 義 

二) 萬 物の レ 離の 道に 相 かな ひ、 天地の 仁を體 として 萬 物 を 制せん 事、 是れ 君子 日用の H 夫と 云 

義の 意な らん  ク  カラ カラ ル  ラ 一一  -; 

ふべ し。 我が 所， 說の理 更に 不レ 遠不 レ可レ 離、 不， 因レ 人、 人々 皆 日用 之間而 其の 心に 快 

きを 號 して 道と 云 ひ、 其の 內に やましき を 人欲と 云 ふ、 唯 だ 此の 兩般 のみ 也。 日用 之 

. 事豈可 レ ^ 乎。 


I 七 一 日の 用 を 正す 

師 嘗て 曰 はく、 人 壽百歲 に 至る を 以て 上壽 とす、 大丈夫 唯 以ニ今 曰 一 曰 用 一可, 爲レ極 

也。 一日 を 積みて 一月に 至り、 一月 を 積みて 一年に 至り、 一年 を 積みて 十 年と す。 十 

あ ひか さな 

年相累 りて 百年たり、 一日 猶ほ 遠し 一時に あり、 一時 猞ほ 長し 一刻に あり、 一刻 猞ほ 

あまれり 一 分に あり。 ここ を 以て 云 ふとき は、 千 萬歲の つとめ も 一 分より 出で 一 日に 

究 まれり。 一分の 間 を ゆるがせに すれば つ ひに 一日に 到り、 を はりに は 一 生の 懈怠と 

も なれり。 天地の 生々 一分の 間 もと どまらず、 人間の 血氣 一分 もっか ふること なし。 

, 如， 此 して 其の 天長地久 を 得、 如， 此 して 壽 命の 永昌 をな す。 德知の流行如，：^して聖 

人たり。 大禹の 寸陰を 惜しみ、 孔子の 水觀 をな し 玉 ひ、 ife 之 流行、 速 二 於置郵 而傳, 

レ 命と は、 此の 心なる ベ し。 

i  AO  つと  くしけ-つ  お 

ここに 一 日の 用 を 案ずる に、 先づ 夙に 起きて 監淑 櫛り、 衣服 を 正し 用具 を 佩び、 

てまら ひくち すすぐ 

其の 容貌 威儀 を 正しう して 靜に 坐し、 手 を 拱し 能く 平 旦の氣 を 養って、 天地 生々 已む 

なきの 理を 省みるべし。 而 して 君 父の 恩義 を體認 し、 今日の 家業 を 思 ひ 量り、 謹んで、 
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身體^ 1  ク Z れを 父母に 受け、 敢 へて 毀傷せ ざる は 孝の 始也、 身 を 立て 道 を 行 ひ 名 を 後 

世に 揚げ、 以て 父母 を顯 はす は 孝の 終 也、 君に 事へ て 其の 身 を 委ね、 人の 爲に 謀って 

忠 ならざる かを觀 ふに 在り。 此の間 意味深長 にして 尤も 幾 微の動 を 察すべき なり。 旣 

にして 明に 向へば 則ち 門戶を 開き、 道 を 淸め洒 して、 天 氣于に 入り 地 脈于に 長ず。 

家事 あるとき は 示 論して 其の 敎を詳 にす。 其の 間 賓客の 來り 使价の 待つ あらば、 速に 

•  謙し 速に 答へ て 之れ を遲滯 せし むるな かれ。 君に 事 ふるとき は 夙に 出仕し- 父母に 事 

ふるとき は 行いて 其の 安否 を 察す。 出で て 事 ふるとき は、 其の 居る 所 其の； 一：；； I ふ 所、 全 

く 慎みて 謀る こと 其の 位 を 出で ず。 長者に 侍る とき は、 禮を 正し 敬み 奉ずる こと 父兄 

の 如く、 能く 謙 退して 爭 はず。 凡そ 仕官の 途、 朝に 出づ ると き は 人に 先 だち、 夕に 退 

くと き は 人に 後る。 宅に 歸れば 父母に 謁し、 氣を 下し、 聲を怙 ばし む。 席 を 安んじて、 

留守の 事 を 問 ひ * 其の 急 緩 を 計って 其の 事を爲 す。 閑なる とき は 朝 服 を 改め 靜坐審 思 

して、 今日の 行跡 を 省み、 暇 あるとき は 書 傳を披 いて 古人の 言行 を考 へ、 聖賢の 趣向 

いましめ  くつ 

を 知る。 日 旣に浚 するとき は 夜の 戒を 示し、 約束 を 堅く して 寢 所に 入り、 體を宽 ろげ 

氣を 休まし、 侍者の 勞逸を 時な ふ。 是れ 夙に 興き 夜に 寐 ねて 仕官 省晨の 用な り。 


,照 卷, せ 、リ 

一 づ {« 

r-: 。第 古 
六 第二 本 
頁 十章大 


師叉曰 はく 、土に 燕 居の 戒 あり、 愼 まざる ベ からず。 傳に曰 はく、 仕官の 途は 四十 を 

以て 强 仕の 年と 爲す。 是れ 出で て 仕へ 謀って 合 ふの 節 なれば なり。 然れ ども 子孫の 量 

を考 へ、 君 父の 命に 因り、 弱冠の 間たり と雖 も、 之れ をして 官途 を經 せし むべき なり。 

士は 仕官す と雖も 其の 職勞少 にして、 常に 閑暇 多し。 或は 休暇 を 賜 はりて 燕 居し、 或 

は 不幸に して 未だ 君に 仕へ ず、 或は 父母 早く 沒し 及び 遠く離れて、 朝夕の 恪勤を 得ず 

して、 燕 居 閑暇の 日 多き とき は、 則ち 其の 志 怠りて 放 辟 邪 侈に 到り、 自ら 天地の 一 閑 

入と 稱し 家業 を愼 まず、 殆ど 遂に 禽獸 に陷 る。 曾 子 曰 はく、 小人 閑居して 不善 を爲 す、 

至らず とい ふ 所な しと、 是れ なり。 故に 閣 居の 間 敎戒 なかるべからず。 凡そ 大丈夫 は 

昭々 の 爲に節 を 信に せず、 冥々 の 爲に行 を惰ら ず。 故に 先づ 夙に 與 きて 身 を 潔め 養 省 

し認觀 し、 席に 出で て 諸士に 謁し 来賓 を 待つ。 或は 射 を 見、 或は 馬 を 御し、 速に 飮食 

(-111) 

し饗應 招請せ ず、 而 して 食 時來客 あるとき は 疎 食 を 改めず して $ 早 酸 を 共す。 徹する と 

て あち ひくち すす  おごそか  ひ 

き は ま ^ 漱 ぎて、 容貌 を 正し 威儀 を莊 にす。 用事な きとき は劍を 握り 弓を控 き、 或 

は鐵炮 或は 長鎗 各.' 其の 藝に游 び、 骨 節 を 矯め 進退 を 正し、 先覺を 招き 彼れ の 許に 到 

りて 更に 怠るべからず。 久しく 懈る とき は 則ち 手足 自由なら ず、 骨 節相應 せず、 身馴 
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(二) 前揭平 

旦の氣 も-養 ふ 

A 下の 耍 IS を 
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れず、 體輕 からず して 業 必ず 闕く。 古人 甓 を 運ぶ を 以て 力 を 致し 其の 志を勵 まし 力 

を 勤む る こと、 併せ 案ずべき なり。 猶ほ暇 あるとき は 書 を閱し 兵法 武義 を論講 し、 其 

の 事物の 理を 窮め、 其の 器用の 制を詳 にし、 唯 だ 聖人の 言 ふ 所を宗 とするな り。 H 旣 

に 西 するとき は暮食 禮を復 びす。 糊 きれ 。朝 募の 食は疏 にして 速なる を 貴ぶ。 日 云に 

昏 るれば 早く 燭を 立てて、 物色 を辨じ 嫌疑 を 去る、 事 あれば 進んで これ を 格め、 事な 

ければ 靜に氣 を 安ん ず。 凡そ 大丈夫 燕 居の 間、 其の 獨り を愼 むこと 此の 如く なれば、 

ここ  ゆたか 

內疚 ましから ず、 明暗 を 以て 禮を廢 せず、 心 子に 廣く體 于に胖 に、 氣于 に專ら にして、 

則ち 一 志定 向す る 所 あり、 而 して 放 辟 邪 侈の 意發 する 所な し。 是れ燕 居の 戒 なり。 

へ U 

8?® 本の 报き  一八 財 寶受與 の 節 を辨ず  - 

名に 從ふ。 ：&  よう 

師曰 はく、 財 ありて 用 を 得 ざれば、 財 皆 財に 非ず。 用 ありて 財 を 量ら ざれば、 用 も 

！。， ほ 「I 用に 非ず。 財 は 用 を 以て 財と 爲り、 用 は 財 を 以て 用と 爲る。 財 用の 間 更に 兩 ならず、 

, か、 〈り  うる こと  (二) 

"^おれ 而 して 財に 量 あり 用に 得 あるな り。 夫れ 貨財 は 乏しき 者に 給して 貧者 を 救 ひ、 給せ ざ 

す 請 るに 省きて 賢者 を 招き 士を聚 むる の禮 用な り。 有無 を 交易し 賣買を 利潤に する の 通 物 


なり。 用 得 あるとき は 寶と爲 る、 用 得 ざれば 則ち 鄙 吝の情 日々 に 萌し、 過 奢の 禍時 

時 起る、 共に 君子の 道に 非ず。 大丈夫の 所存 は 唯だ義 のみ。 若し 財 寶を齐 み 器物 を翫 

ばば、 則ち 武義 自ら 闕 如し、 大 節に 臨んで 殆ど 家 を 忘 るるべからず。 家 を 思 ふの 切な 

る、 義を棄 てて 死 を 遁れ、 誇 を 指頭に 受け 汚 を 父祖に 及ぼし、 人面 獸 心の 事、 何の 樂 

みかこれ あらん や。 金銀 財 器餘り あるの 或は 國を失 ひ 家 を 滅ぼし、 或は 身に 易へ 

か  いさぎよ 

て 財 を 精む こと、 古今 枚擧 すべから ざる 也。 夫の 豪傑の 士は 天下 國家 を膽 しとせ ず.、 

或は 耳を潁 川に 洗 ひ、 或は 蕨 を 首 陽に 採る、 其の 氣 節の 高尙 なる、 併せ 案ず. べき 也。 

然れ ども 財貨 あるとき、 之れ を 山に 棄て 之れ を 海に 湮 めて、 土石と 同じ からん を 欲す 

るに 非ず。 此の間 詳に 其の 量 用を糾 すの み。 义曰 はく、 天下の 財寶は 天下の 財寶 にし 

て、 一 人の 財寶に 非ず、 能く 交易 利潤して 萬 物 を 通用す、 故に 是れを 財 寶と曰 ふと。 

財 あるの 人 皆 費 を 厭 ふ を 言 ひて 費 を 知らず、 金玉 堂に 盈ち 財 器府に 在りて、 施し 用 ふ 

る を 知ら ざれば、 天下の 財 各. '其の 府庫に 滞りて 天下の 用に 通ぜ ず。 費蔽 何事 か 之れ 

に 如かん や。 人 財 を 好めば 大概 之れ を吝啬 す、 故に 聖人 は 貨財 を 以て 寶と爲 さず、 得 

難き の 財 を 貴ばず.、 況ゃ 土器 畫墨 銅鐵の 器を藏 めて 之れ を寶 とし、 千金 を 以て 之れ に 
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戶^ ふ、 其の 惑甚 しいかな。 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 施受の 道、 君臣 上下の 義、 朋友 相 接の 禮は、 士の愼 み 守るべき 

所な り。 物に 輕重 大小な く、 其の 間皆義 ありて 或は 與へ 或は 受く。 故に 與施は 道義 を 

(一) i 以てせ ざれば、 則ち 人 喜ばず 士來ら ず。 傅に 曰 はく、 使 二 義士 ー不, 可 レ以レ 財、 爾来 之 

•4- 上 篇第十 章 、  キモケ ぶ 

レの之 〔151^ 食 乞食 之賤不 レ受レ 之と、 豈愼 まざる ベ けんや。 受 くるの 道 其の 義 あるとき は、 物の 輕 

重に 依らず 之れ を 受けて 可な り。 一 の 義を闕 き 一 の 道 を 去る とき は、 千鍾 の祿、 天下 

不レ 1、  S おもき 

の 「i の 重と 雖も受 くべ からず。 故に 與 ふるとき は 其の物の 輕 重を考 へ、 其の 制 法を詳 にし- 

レょ受 に」 等 而 して 之れ を 用 ふるに 使 書 言辭を 以てす。 假令ー 个の微 一掬の 少と雖 も、 皆 志の 寓す 

る 所、 義の存 する 所 なれば なり。 彼れ が受 くる 所 感ぜ ざらん や。 之れ を受 くるの 道、 

送迎 辭讓の 用、 豈忽 にす ベ けんや。 其の 道 を 得ざる とき は、 與 へて 感ぜず、 受けて 喜 

S 武教 小 . ばず、 施と 受 との 間 專ら愼 むべき なり。 或 ひとの 曰 はく、  士 は吝惜 にして 財 を 積まん 

擧は裔 に 作る 

より は、 寧ろ 施す の餘り あらん こと をと。 

一九 游會の 節 を愼む 


師 嘗て 曰 はく、  士は 明暗 共に 怠らず して 志 を 動み 行 を 勤む る、 是れ 其の 職な り。 賢 

を 賢と し、 親 を 親と して、 游 宴の 席 を 設け、 飮 酒の 禮旣に 行 はれ、 音樂の 和數. -整 ふ、 

是れ賓 主ぎ 樂の 節な り。 春 服して 浴し 風し、 暑 を 避けて 舟を艤 て、 月に 嘯いて 山に 梭 

し、 山間の 明月、 江上の 淸風、 洒々 落々 夭々 申々、 花に 傍 ひ 柳に 隨ふ、 是れ 大丈夫の 

游會 なり。 何ぞ唯 だ讀書 字畫を 事と し、 經々 然 たる 小人な らん や。 度量 于に廣 く 風流 

子に 潔く、 然して 飮酒 必ず 戒 あり、 游宴 必ず 節 あり、 一 遊 一 豫 諸侯の 度と なれば、 流 

たんし- 6  おこな ひ  (八) れいいう 0 つろ くた： Z ヽ  あ  >ケ 

連の 樂と荒 亡の 行なき なり。 文 王の 靈同、 麼鹿灌 々たり、 白鳥 鶴 々たり、 靈沼於 初ち 

て 魚 躍る と。 是れ 古の 人、 民と 偕に 樂 しむの 戒 なり。 大丈夫 放鷹に 狩. II に、 豈節を 忘 

れて荒 暴 せんや。 尤も 愼む べし。 

附 錄 

二 0 先生 自警 

〇 夙に 興き 夜に 寐 ねて、 父母に 事へ 子弟に 誨へ、 親族 を睦 じうし 僕 從を養 ひ、 賓客に 
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接し 志士 を 貴び、 無能 を矜れ み、 行 ひて 餘カ あらば 則ち 文を學 ぶ。 各. - 我が 志 十 所に 

して 其の 實は 厚から ず、 只 だ 名聞に 在り、 故に 其の 爲す所 其の 極 を 致め 盡 さず。 是れ 

我が 尤も 力 を 著け て 自ら 省みる ベ き 所な り 。 

〇 吾れ 父母に 事 ふること 未だ 嘗て 力 を竭す こと 能 はず。 口 唯 だ 之れ を 首 ひて 心 之れ を 

思 はざる に 非ず、 然も 其の 實厚 からず、 昏定晨 省の 勤 も 亦缺き 易し。 父母 高年に して 

其の 事 ふる 所の 日 も 短し、 自ら 省み ざらん や。 

〇 吾れ 子弟に 於て、 薄く 識 へて 功 を 待ち、 身 厚から ずして 彼れ を實 むる こと 重し。 身 

正しから ずして 彼れ の 正し からん こと を 欲 十、 子弟の 化せざる は 身の 食 薄ければ なり。 

〇 吾れ 僕從を 御す る、 彼れ 能く 勞 役して 休せ ず、 一人に 相備 はらん こと を 欲し、 彼れ 

やす  キは 

を 待つ に 君子 を 以てす。 是れ皆 我が 四 支 を 逸ん じて、 專ら身 を 利して 知 を 致め ざるな 

り。 內に德 知の 化な く 外に 刑 賞の 具な し。 彼れ 小人な り、 何ぞ 其の 忠を盡 さんや。 强 

.  うらみ 

ひて 忠を盡 さん こと を 求む ると き は、 乃ち 怨竟に 及ぶ。 且つ 我れ 利 心 多し、 故に 僕從 

の 我れ を 利し 家 を 富ます こと を 言 ふや- 我れ 私に 之れ を 喜ぶ。 甚だ 恥づ べきな り。 

〇 吾れ の 朋友に 於け る、 多く 己れ に 如かざる を 以てし、 知に 伐り 彼れ を慢 る。 故に 平 


日の 交際 和に 過ぎて 禮を 以て 節せず、 莊 以て これに 沧 まず、 敬 以て これ を嚴 にせず、 

竟に馒 易 浮躁に 到る。 

0 吾が 毀譽 する 所、 皆 其の 好む 所に 辟す、 而も 誡 むる 所 あらず、 尤も 自ら 省みるべき 

ぜん だ， ゝ. に な は  一に-一 

なり。 然諾 太 だ 輕く應 ず、 是れ 我が 知に 伐り て 人の 譽 めんこと を 求む るな り。 故に 詳 

に 其の 事を盡 さず、 乖戾 多し。 

C 吾れ 元と 器物 を玩 好せ ず、 故に 武の 器物の 外、 其の 制 其の 用 太だ疏 たり。 凡そ 玩好 

うしな 

する は 志 を 喪 ふなり、 太だ疏 なる は 及ばざる なり。 器物 も 亦 人間 世の 應用 なり。 

〇 吾が 生 質 元と 太だ簡 にして 禮容に 乏し、 衣服 居 宅 飲食 皆儉に 過ぐ。 是れ簡 に 居て 簡 

を 行 ふなり。 豈禮容 を 究め 盡 して 其の 節に 中らん こと を 思 ひて- 企て 望ま ざらん や。 

〇 吾れ 甚だ 利害に 喩し、 故に 言 ふ 所 利口に 涉り、 行 ふ 所 捷徑を 貴び、 切に 己れ を 立て 

ん こと を 欲して 、 人 を 立 つる こと を 思 はず。 吾が 薄德此 の 如く に して 而も 志 を 得ん こ 

と を 欲す。 是れ人 を 傷 ひ 辱 を 船す、 天地の 罪人な リ、 天命 與 せざる こと 亦宜 ならず や。 

iF- ぞ思 はざる ベ けんや。 

らんだ  しば/、  やすき 

〇 吾れ 日に 老衰して 事懶惰 多し， 武教 軍容の 勤め 數. '怠る • 且つ 治敎 日に 篤し。 安に 

士道 附錄  一 四 九 


山 鹿 語頻卷 第二 十一  一 五 0 

あや ふき  ここ お 

居て 必ず 危を 忘る る は、 古の 戒 なり。 何 ぞ志を 玆に錯 かざる や。 

〇 己れ を 潔く せんと 欲して 大倫 を亂る は 異端な り。 己れ を 立てん こと を 欲して 衆人 を 

2) 法の 意、 顧みざる は 不仁な り。 己れ が 名聞 を 達せん こと を 欲して 舊官に 背く は 不忠な り。 己れ 

又慣に 通す， 

き M にても" の 孝 を 先に せんと 欲して 親族と 與 にせざる は 不孝な り。 一 善 を 行 ひて 之れ に 伐る は不 

知な り。 義を 見て 爲 ざる は 勇な きなり。 

げん いづる かう あら はるる  あら は 

〇 言の 出、 行の 發、 一字の 畫、 一 器の 制、 皆 其の 全體相 表る る あり、 豈 自警せ ざらん や。 

〇 吾れ 常に 身 を 忘る、 尤も 自警すべし。 寒 族 鄙 夫に して 貴族 高 客に 同じ からん こと を 

思 ひ、 此の 生 を 長く せんこと を 欲して、 死の 惟れ 招く こと を 忘れ、 身 を 利 せんと 欲し 

て、 其の 身 を 害する こと を 忘れ、 年 高く して 血 氣の衰 ふる を 忘れ、 志 を 得ん こと を 欲 

して、 知 寡く 德薄 きを 忘る。 

0 吾れ 唯 だ 外人の 兑聞 する 所 を恥ぢ て、 而も 闘 門 僕從の 知る 所 を G 警 せず。 闘 門僕從 

の 知る 所 を恥ぢ て、 皇天 后 土の 鑒る所 を 思 はず。 凡そ 外事 は 其の 事に 惯 るるの 輩を以 

て 之れ を 致むべし。 內事は 閥 門 僕從を 以て 鑒と爲 すべし。 其の 才德 や、 聖敎を 以て 之 

れを 致むべし。 意 情の 機、 燕居獨 坐の 愼は、 天地 を 以て 鑒と爲 すべし。 


(一一) i 〇 凡そ 時に 勢 あり、 强 ひて 之れ を爲 すべから ず。 夫子の 曰 はく， 愚 而好ニ 自用.； 賤而 

/'一- -ン *»lrc*»  ミ ラ ラ -I スル r ヲ レテ  -ー カヘル  二  キノ ハ ヮ ザハヒ ブ ノ-ー  ，- 

^7篇  好 二 自專； 生， I 乎 今 之 世； 反 二 古 之 道； 如， 此者、 裁 及 二 其 身, 者 也。 子 思の 曰 はく、 

(II) 孟子 公  ニー 一) リ ノ  リテモ ノ  キ a 二  /  ハトハ  (wn モ リト *  I 力 ：ズ ルー- 

51 上？ 5 有 二 其禮； 有 一一 其 財； 無二 其 時； 君子 弗レ 行。 孟子の 曰 はく， 雖レ有 一一 知惠ー 不レ 如レ乘 

rlrn  ^.hp  二  モ リトジ キ  ト カツ ニヲ 

レ勢、 雖レ 有&基 一 不レ如 レ待レ 時。 

と 

ニー  先生 子弟の 警戒 

〇 爾 子弟、 人の 輔養は 衣食 居 日用の 間に 在り。 衣服 は 寒暑に 備へ、 禮容に 節に し、 其 

の 職業に 隨 ひて 其の 制裁 を設 く。 球 密染飾 各. -用 ありて、 著 用の 法 正しから ざると き 

は- 心 も 亦 之れ に 因って 正しから ず。 褻の 衣 を 服 すれば 乃ち 心從 つて 佚く、 禮服を 著 

れば 乃ち 心撿。 りて 正し。 故に 疎密. 制裁 • 表 紋* 著 服の 法、 禮を 以てする とき は 自ら 

其の 心 氣を輔 養す るな り。 飲食 は 飽機を 時な ひ 身 體を養 ふ、 其の 厚薄 各.^ 禮 あり。 志 

士は惡 食 を恥ぢ ず、 飽滿暖 衣 すれば 勤 必ず 怠る。 飮 食の 間 輕忽放 僻 すれば 乃ち 禮容を 

n ハ) 孟子 盡 失 ふ、 飮食時 を 以てせず して 好悪に 從 ふとき は、 飽饑節 を 失 ふ。 居 宅は濕 風雨 露 を 避 

STi 千 け、 衆 を 會し人 を 安んじ、 物 を 置き、 儉を 守り、 禮に應 ず。 居 移， 氣とは 古の 戒 なり- 
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水 は 元と 一 にして、 其の 因る 所 或は 泥汐、 或は 流 止、 或は 遠近、 各.' 其の 性 を 異に 十。 

身の 居る 所豈忽 にす ベ けんや。 日用. の 事物、 心氣 惟れ 寓す。 器物の 輕 きが 如き も、 能 

く理を 究め 禮を盡 し、 形 を 制し 用 を 具に するとき は、 心 氣を輔 養す るに 足る。 

〇 爾 子弟 身 を撿 する こと， 專ら視 聽を愼 むに 在り。 視聽は 心の 先づ 動く 所な り、 故に 

かる ふ \  しば/、 

容貌 顔色 を 正しう して、 輕 しく 視輕 しく 聽 くべ からず。 眼^ 數.^ 轉 じて 視る所 正し か 

らず、 聽形傾 側して 聽く所 禮に非 ざれば、 則ち 心 之れ が爲に 動く。 

言語 は 寡 を 以て 箴と爲 し、 顧みる を 以て 愼と爲 す。 言 ふべ くして 言 ひ、 答 ふべ くし 

(一) Mi て 答 ふ、 其の 間辭讓 を； 1^ し、 左右に 色容 して 後に 之れ を發 す。 色容も 亦實を 以てせ ざ 

容を 正す こと 

ると き は、 人の 受 くる 所虚 なり。 凡そ 辭の發 し 易き は 利口 を 先と し 辯才を 事と す。 是 

れ 己れ を 立 つ る こと 輕卒 なる の 失な り。 平生 卑劣 • 惴 弱 • 悠艷 • 利害 • 買賫 • 色欲 • 

、 淫 樂を愼 み、 政の 非と 人の 惡は須 らく 談笑すべからざる なり。 凡そ 書札 往来 は 古 案 を 

必 とすべからず、 奇文異 字 を 用 ふべ からず、 時宜 を詳 にし、 禮樣を 厚く し、 己が 文才 

に 依って 容易に 俗 禮を改 むべ からず。 是 れ禮樂 私議せ ざるの 謂な り。 常に 自らお みて、 

我が 生 質の 輕重、 長ず る 所 短き 所 を 認め、 其の 過ぐ る 所 を 退け、 其の 及ばざる 所 を 進 


む。 凡そ 佚 事に は 則ち 人 を 先にし、 勞 事に は 則ち 自ら 先んず、 且つ 武の義 とする 所尤 

も 此の 一 事に 在り。 急 警戰事 は 他に 讓 るべ からず。 

平生の 動容 周旋 は 各. '道の 存 する 所な り、 忽 にすべからず。 士唯だ 軍戰の 進退 を 思 

ひて、 平日の 禮 容を詳 にせざる は、 是れ 君子の 勇に 非ざる なり。 

久しく 危坐 するとき は、 足痿 isl. して 急に 奔走し 難し。 寒 凍 を 庫って 手を懷 にし、 寒 

しびる る  , 

^に 閉ざされて 手を龜 むる、 共に 急に 用 ひ 難し。 手足の 擧動于 に 不仁 なれば、 則ち 武 

の 用 卒に缺 く。 然れ ども 手足の 擧動 放逸 すれば、 則ち 禮容を 背く。 此の間 専ら 手足 を 

なら 

練り、 身 體を肆 はすに 在り。 

凡そ 身， は 心の 寓居す る 所な り。 行住坐臥、 顔色 辭氣、 面の 向 ふ 所、 足の 踏む 所 * 其 

の 禮容を 思 ひて 漫 りに 擧動 せざる とき は、 心玆に 正し。 非禮 勿， 視， 非禮 勿， 聽、 非禮 

.4 言、 非禮 勿：， 動。 

〇 爾 子弟、 君臣 父子 夫婦 は 人倫の 大綱な り。 大綱 紊 るるとき は、 其の 才 四海 を 括る と 

雖も、 其の 實 天地の 間に 容 るべ からず。 三 綱 惟れ 擧、 -、 ると き は、 其の 本 正しく 其の 俗 

厚く して， 仁 道 惟れ 存す。 
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親 を 親しむ は 孝^ を 以て 本と 爲す。 父子 于に 親しく 兄弟 于に友 あり、 夫婦 于に別 あ 

りて、 其の 宗子を 祟び 其の 寒 族 を矜れ み、 善 を 揚げ 不能 を祐 け、 族を會 する に 時 を以 

てし、 交談 する に禮を 以てす。 數. '其の 非 を 諫め、 患難 喜樂を 共に し、 人 其の 父母！：！^ 

弟の 言 を 間 するとき は、 怨を慝 さず して 速に 過 を 改め、 討論して 善に 遷る、 是れ親 を 

親と するな り。 賢 を 賢と する は 君臣 師友の 謂な り。 君臣の 義は 父子の 親に 出づ るな り。 

君に 事へ て 忠を盡 し、 義を 究め 事を詳 にし 身 を 後に し、 其の 位 を 守って 君命 を：^ しめ 

ざる は、 臣の 職分な り。 其の 僕從に 於け る や、 能く 養 ひ 能く 敎へ、 己が 體欲を 節に し- 

彼れ が 勞役を 顧み、 其の 老褰 其の 病患に、 義を思 ひて 利 を ^ にすべからず。 是れ上 

かた  C ろ こ 

たるの 艱 きなり。 師を 貴び 實を 以て 之れ に 事へ、 傳 へて 習 ひ 習 ひて 說ぶ。 人學ば ざれ 

ば 道 を 知らず。 朋友の 交り 久しう して 敬し、 以て 信 あり 以て 和し、 而 して 后に 輔 くる 

に 仁 を 以てす。 人 皆 賢に あらず、 切に 愚 不肖 を惡 むと き は、 朋友 數.^ i んず。 

〇 繭 子弟、 慎み 思 ふに 在り。 天地 是れ 明な り、 萬 物是れ 安し。 唯 だ 常に 天地 を 畏れて， 

物 則の 自然に 循ふ べし。 

平生 我が 業と する 所 我が 職と する 所， を愼み 思へ よ。 家旣に 武門に 列な り、 生れて 絲 


に士の 手に 長ず。 思 ふ 所 此の 義を 守る に 在り。 

冠婚 喪祭の 大禮は 私 を 以てすべからず、 能く 古今 聖賢の 法に 通じ、 時代の 風俗に 隨 

ひ、 其の 大要 を 失 はざる に 在り。 

凡そ 事物の 用、 各； 其の 理を 究め 其の 實を詳 にし、 天地の 常經を 以て 焉れを 糾明す 

べし。 致 知の 極は學 問に 在り、 唯だ學 文して 知 を 致め ざると き は、 文 は是れ 害なる の 

み。 

凡そ 君子 小人の 機 を 明に すべし e 君子 は 天地の 大道に 因って、 少ら くも 己れ が 利害 

を喩ら ず、 小人 は 成敗 利鈍 を 以てして、 其の 才を街 ひ 其の 知を賫 る。 才智の 及ぶ 所 同 

じと 雖も、 其の 根ざす 所 天壌の 如し、 毫 壁の 差、 千里の 謬な り。 唯だ義 利の 辨に存 す。 

愼み 思うて 玆に誡 あ れば、 則ち 其の 判 然 を 知 る な り C 

〇 爾 子弟、 戒めよ や。 四 支の 安佚 を 求む る 勿れ、 耳目の 視聽を 浸に する 勿れ、 無用の 

事を談 ずる 勿れ、 衆人の 毀 譽を必 とする 勿れ、 知に 馒り 己れ を 利す る 勿れ、 儉に 過ぎ 

奢を究 むる 勿れ、 好樂 を專ら として 業に 荒む 勿れ e 戒めよ や 子弟。 
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ニニ 先生 僕 を 御す るの 警戒  . 

〇 同じく 是れ 人に して， 而も 其の上 下 主 從と爲 る や， 唯 だ 天の 命な り。 天下の もの 皆 

主な り。 彼れ 來 りて 家僕と 爲る、 其の 命 尤も 長るべし、 我が 能くす る 所に 非ず、 皆 天 

たり。 僕隸 豈慢褒 すべ けんや。 

〇 彼れ も 亦 性情 あり、 唯 だ 其 の^ふ 所 皆 氣に從 ひ 利 を 專らに 十。 今 彼れ を 待つ に 君子 

の 道 を 以てする も、 亦 急に 通ず ベから ず。 愚 を 以て 殿 を 使 ひ、 其の 利 を 利 十る に 在り。 

〇 家僕の 戒は、 公禁を 示し 家禮を 次に す。 天下の 大禁は 契狀を 定め 證人を 質と す。 ぎ 

れに 因りて 彼れ が 暴惡を 止む るな り。 ， J^ll ま^ ぃ然 

〇 僕 裁の 樂 しむ 所は飮 食に 在り、 能く 其の 勞を 計りて 飲食 を 時な ひ、 冷 暖を詳 にす。 

獎食 太だ麁 なれば 則ち 彼れ 苦しむ， 太 だ 厚ければ 則ち 彼れ 慢る。 自ら 省みて 時、、 之れ 

を 試むべし。 然ら ざれば 必ず 有司 私 あり、 拝 强の徒 之れ を 侵奪す。 又專ら 飽滿を 以て 

するとき は、 彼れ 慣れて 慢易 にして、 無用の 費 あり。 其の 時 を考へ 其の 勞を 節する に 

4 上リ 0 奴 僕 尤も；？ を 好む、 之れ 

y^i を 飲まし むる に 時 あり，" 

〇 家僕の 居 宅を詳 にせ ざれば 疾病 生ず。 寒 J おの 節を考 へ、 其の 冷暖を 時な ひ、 其の 居 


唯 だ 膝を容 るるに 足ろ を 以てす。 寛 なれば 乃ち 衆 を 會し他 を 招き 逸樂を 催 十。 其の 地 

司 長に 遠ければ 乃ち 奸曲 生ず。 故に 或は 人々 窺 ふに 便 あるの 地 を 以てし、 或は 監士を 

以て 時々 之れ を 改め、 速に 其の 機 を 知る に 在り。 男 僕の 居 は 女 家に 近くすべからず。 

夫妻 あるの 宅 は 夫と 居らざる とき は、 親 緣と雖 も壯夫 をして 漫 りに 往来せ しむべ から 

ず， 用事 あるとき は兩 人相 共な ふ。 凡そ 人 飮食旣 に 足れば- 淫 佚の 機 あり、 尤も 之れ 

を戒 むべ し。 奴隸 閑居して 獨坐 すれば、 則ち 奸曲を 行 ふ。 然ら ざれば 久しく 寢 ね- 慢 

易して 疾を 生ず。 故に 伍 を 設け 雜居 せしめ、 其の 間 篤 實の者 を 厚く して、 監士 と爲し 

其の 機 を 察せし むる たり。 

〇 衣服の 制、 家禮を 示して 其の 制裁 を 正し、 異様 を 用 ふべ からず.、 褻 服 *禮 服 を 別た 

つね。 ふ： 

しめて、 過 奢 を 禁ずべ し。 

0 僕 隸の爲 に 井泉 を 設け、 其の 勞役を 利し、 其の 邊を 潔くして、 惡 水を飮 ましむ る 勿 

れ。 水 を 汲む の 家 交. 《 巡察して、 其の 制 を 科し 其の 破損 を改 むべ し。 

〇则 及び 不淨捨 は 遠近 を考 へて、 其の 摇灑を 時な ふ。 

〇 其の 使役 や 時 を 以てし、 具に 彼れ が 勞佚を 計る。 好んで 小 惠を行 ふとき は、 彼れ 憤 
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れて逸 を 求む。 守 休 必ず 時 あり、 唯 だ 其の 腹を實 たして 其の 體を勞 するとき は、 他の 

求めな し。 

おろそか 

.  〇 僕 從の病 は 疎に すべから ず、 速に 醫を 招き 湯 藥を備 へ、 巡察して 之れ を詳 にし、 其 

二) 線 人 • の 伍 をして 代る/ \ 看病せ しむ。 嚴 棟に 及ぶ とき は、 綿 被 • 紙帳 を 設け、 病 愈 ゆると 

紙 glj の 幅樣の 

U  M 塞 用 き は 其の 初に 復す。 巡 省して 之れ を 私せ しむべからず。 其の 病に 因って 或は 親戚の 宅 

に 遣 はす。 然も 猜ほ監 士を發 して 之れ を 憐れみ、 且つ 其の 實を察 十。 凡そ 僕從の 疾病 

多く は勞 役に 在り、 故に 盛暑 極寒 風 湯の 節 は、 其の 使役 を 時な ふに 在り。 

〇 僕 隸暇日 は 群居して 放言し、 其の 樂み を樂 しむ。 切に 之れ を 禁ずべ からず。 唯だ大 

•  禁を 犯す こと を戒 むる に 在り。 博奕 逸 樂の禁 は 皆 通 制な り。 世 或は 佳：；^ 令 節に 因って、 

其の 日 相 許して 之れ を 行 はしむ。 是れ 彼れ をして 不義の 機 以て 助長せ しむるな り。 彼 

れが機 一 たび 動く とき は、 相績 いで 止む る こと 能 はず。 尤も 其の 初を愼 むに 在り。 其 

の飮食 狂せ る 若き も、 亦 其の 時に 因って これ を 放 にす る も. 亦 可な り。 一張一弛の 

道な り。  * 

〇 家僕 は 他 僕と 相往 行す る こと を 禁ず。 彼れ 必ず 慣れて 放 僻の 心 生じ、 竟に 不義に 陷 


る。 僕 隸は愚 を 以て 責 しと 爲す。 世知 數. '生ずれば 則ち 害 相 成る。 

〇 凡そ 夜行し 夜 久しく 寢 ねざる こと を 禁ず、 皆奸曲 あり。 故に 其の 伍に 正し， 其の 顏 

色 辭氣を 察して、 速に 其の 機を戒 む。 

〇 家僕 或は 年給 を 得、 或は 賞 賜 を 得る の 時、 必ず 飮食を 放に し逸樂 を專ら にし 衆を會 

す。 此の節 を考 へて、 監士 をして 其の 財 を 費 さ ざら しむ。 凡そ 小人 は財璺 なれば、 則 

ち 放 僻 邪 侈 ありて、 身 を 失 ひ 人 を 害す。 故に 其の 與奪 尤も 之れ を愼 むに 在り。 

三) 窮 な 〇 僕 隸太だ 乏しき とき は >  必ず 常の 心なし。 其の 乏しき 必ず 時 あり、 監士 早く 察し 或 

り 

は 伍 をして 之れ を糾 さしめ、 其の 由 を 具にして、 其の 設を爲 すに 在り。 

〇 家僕の 事 を 司 どる、 其の 職 利 あるとき は奸曲 生じて、 家禮 以て 違 ひ 風俗 竟に陋 し、 

其の 蔽上を 犯し 盜を爲 すに 到る。 故に 詳に 其の 事を盡 して、 其の 司 どる 所を糾 し、 財 

をして 費す こと 勿から しむ。 彼れ 行 ふ 所 正しき とき は、 其の 祿を 厚く して 吝る ベから 

ず。 令 を 犯して 以て 公 財を盜 み、 公 財 を 費して 彼れ の 利を爲 さしむ る 勿れ。 

0 凡そ 一 人の 蹄む 所に 依って、 令 を 改め 惠を行 ふべ からず、 廣く 衆に 及ぶべく して 後 

ね がふ 

に 令 を 改 め 惠を行 ふと き は， 其の 及ぶ 所 正しき た り 。 
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〇 僕隸の 使役 疾病 詳に日 簿に識 し、 終りに 其の 功 繽を考 へ、 其の 禮を 厚く す。 

〇 家僕 久しう して 篤實 なるとき は、 其の 職 を 改め 其の 祿を 厚く 十。 其の 氺過 ぐると き 

は 之れ を 抑へ、 彼れ をして 應接辨 用の 事に 預 らしめ、 數-義 を 以て 之れ を 正 十。 出納 

二) 主人た 詳 なるとき は、 彼れ をして 出納 を 司 どらし む。 己れ を 利し 家事に 幹た る を 以て、 其の 

る！ U れ なり  ，よ， する 

人 を 重んずべ からず。 家僕 は 其の 志 職 を 勤め 衆 を 利す る を 以て 上と 爲し、 主 を 利す る 

を 以て 下と 爲す。 唯 だ 其の 長ず る 所 を 以て， 其の 職に 命ず。 

〇 家僕 を勞 して 菜園 を專ら とし、 民と 利を爭 ひ、 之れ を 以て 利と 爲す者 は、 君子の 志 

に 非ず。 

〇 彼れ は 小 入な り、 我れ 其の 情を詳 にし 其の 欲 を 節して、 他れ をして 不義の 地に 陷ら 

に ざら しむ， 是れ 主の 教導 也。 可 由， 之、 不， 可レ使 レ.^ \ 之。 

5"" り  〇 彼れ が 己れ を譽 めんこと を 求むべからず。 彼れ は 小人な り、 小人の 人 を 春む る や、 

皆 己れ が 逸 樂に從 ひ、 己れ が 怠 俊 を專ら にして、 省察 教戒せ ざる を 以て、 安し と爲し 

利と 爲す。 然ら ざれば 則ち これ を譽 めず。 故に 小人の 譽 むる 所の もの は虚 * なり。 凡 

そ 毀譽は 賢者 を 以て 準と 爲す。 


〇 新 仕の 僕隸 は、 監士を 以て 其の 居所 飮貪の 事を詳 にし、 公 禁家戏 を 示し、 朝夕 勤 仕 

の 樣を敎 ふ。 衣服 禮容の 節 を 正し、 篤實 にして 久しく 事 ふる 者 をして- 彼れ を敎 へし 

む。 其の 初め 正しから ざれば 則ち 終り 全から ず、 且つ 新来の 僕、 飮食を 以て 衆 を 饗し 

て 人の 喜び を 求む る こと、 尤も 之れ を 禁ずべ し。 

〇 凡そ 僕隸 互に 相 饗應途 答す る こと、 皆 堅く 之れ を 禁ず。 凡そ 伍 中暴惡 利口、 人 をし 

て 不義に 陷 らしむ るの 輩 は、 速に 之れ を遂 ふ。 凡そ 家僕 好 味 を專ら とし- 魚 鳥 を嗜む 

は、 必ず 竊に火 を 私して、 火災の 難 を 知らず。 是れ大 失な り、 速に 之れ を 放つ。 

〇 女 僕の 制 も 亦 男 僕に 異ならず。 女 僕の 齢 三十 歲を 超えて 留まる こと を 願 はざる は- 

ゆる 

Sc ち 之れ を縱 す。 其の 功勞に 因って 資 けて 之れ を 嫁せ しむ。  - 

〇 凡そ 令す る所戒 むる 所、 數. > 省み ざれば、 則ち 空言な り。 吾れ 其の 實を行 は ざれば- 

則ち 人從 はず。 時々 省察して 其の 化 を 成す に 在るな り。 
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士談ー 

一 己れ の 職分 を 知る 

師 嘗て 談 じて 曰 はく、 劉康公 曰、 民受， 一天 地 之 中 一；：^ 生、 所 レ謂命 也、 是以 有， 一 動作. 

禮義. 威儀 之 以定レ 命 也、 能 者 養レ之 以福、 不能者 敗 以取， 禍、 是故 君子 勤， 禮、 

小. や 如レ 致い や i 一 か莫. 如ニ敦 一  敬 あ. 養. 神、 篤 在」. K 業と 云 へ 

る 事、 41:1 傳に 出で たり。 民 は 天地の 中 を 得て 萬 物の 靈 たり。 しかると き は 其の 中 を 正 

しくして 其の 靈を養 はん 事、 是れ 則ち 民の 本と する 所たり。 而 して 其の 身に ついて 職 

業 あり、 所謂 君臣 父子の 五倫、 各. - 其の 職に ついて 其の 事物の 業 あり、 我が身 叉士農 

ェ 商の 四つに ついて， 其の 職と し 其の 業と する 事の あるべき なれば、 敬んで 此の 戒を 

守りて、 其の 職業 を 外につ とめ、 性 心の 修練 を內に 厚く せば、 是れ劉 子が 所レ謂 天地 
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の 中に かな ふべ し。 朱 子 曰- 知 二 職分 之 所 U 當レ爲 と 云 ふ も是れ なるべし。 ここに 今 u 

. べキ 

己れ が 職分 を 省みる に、 武門に 出生して 愁に 四民の 其の 一 につら なれり。 三 民 は 各. - 

其の 職 をつ とむ、 不レ 勤の 輩 は 奉行 監官相 戒めて 盗賊の 列に なれり。 士は 人の あらた 

めも少 く、 日々 に 天地の 米穀 をつ ひやし- 衣服 居 宅に 風情 を こらし、 何のつ とめ 何の 

業と 云 ふこと なく 一 生 を 過し、 暗然と して 死に 至る。 其の 往昔 を 思 ふに、 唯 だ 鳥， ほの 

坐ながら くら ひ、 盗賊の 白晝に 民の 物 を 奪 ふに 不レ 殊。 君臣 父子の 間 多く は 虚妄 僞詐 

を 以てして- 一 日々 々と 年 を 送らん 事、 尤も 己れ が 本意に あらず。 故に 先づ 自らの 職 

を詳 にして 其の 業 をた ださん 事、 是れ さい は ひの 至る 基 也。 こ. の 志 不レ， l4 とき は、 犬 

地の 本理に そむく を 以て、 禍 ここに 不レ 遠と 知るべき 也。 劉 子が 言 甚だ 其の ことわり 

ありと. 云。 

師曰 はく、 世 平に 屬 する 事 年已に 久しき を 以て、 士の 職業 事め づ らしから ぬ こと 

になり もて 行きて、 志 あるの 輩 も 唯 だ 慈愛の 志 を專ら とし、 大丈夫の 仕 立 すくなき が 

ゆ ゑに、 文 を 博く 寧び 廣才を 云 ひて 道理 を 高く すと 一- ムへ ども、 武 のっとめ を 不,. ^を 

以て • 其の 職業つ ひに 怠る になれ り。 文武 は兩 輪に して、 かたつ かた も棄 つべ から ざ 


( 一 ) 字は賠 

孫、 唐の 代 宗， 

德宗の 頃の 人、 

11 直にして 中 

書 待 部に 至る。 

奸吏， り 整理 等 

、を 驚かせり。 

文貞と SKI す。 

C C に 引く 猫 

ぶ « 全文た 唐 

第 六十 

九に 出つ。 今 

相異の 文字 を 

左 行間に 示せ 

(二) 詩 se 

tr 相 鼠の 篇 

もい ふ 

(三) 同、 m 

&、 碩蒙 の篇 

に出づ 

(四) 前漢の 

擧者、 列 女 傳* 

新 序 等の 著者。 

五行 傳は漢 室 

の 外戚 王 氏の 


を？ « して 上 

- しもの なり 


れ ども- 今日の 職分 是れ武 たれば、 其の 業 を 不：， 必 其の 職 を 失 ふに なりぬべし。 され 

ば 仁者の 形 はまな ぶ 人 多くして、 武士の つとめ をば 不, 專也。 唐の 崔祐甫 が 猫：：！^ 1^ 曰、 

臣 si> 天生， I 萬 物； 剛柔^^,性、 聖人 因， 之 垂， 範作レ 則、 禮記郊 特牲篇 曰、 迎 爲ミ 

ヘシ. * ンガ ヲ 、 レバ^  フ r< ヲ  セ テリ  二  テノキ ヲス ルヲヲ  モ トズス  ノ 

食 こ 田 鼠 一也、 然 則 猫 之食レ 鼠、 載 在， ー禮 1^.; 以， I 其 除 Jfn 利 一， 人、 雖， 微 必錄、 今此 

シテ 二 レバ 广  八 チ +リ ムシ ロハン 力  ヲ .  ル  シテ  ク (二)  シテ レマ フ 

猫對， 鼠不 么艮， 仁 則 仁矣、 無 乃 失 二 于性 1 乎、 鼠 之爲， 物、 晝伏 夜 動、 &人 賦レ之 曰、 

ミレべ ヲ"  ニグ ケ ンャト  フ (1 一一) セキゾ  レト 〈ム1 ガヲ ノニフ  フテ ルル マ  キ 

相 &有 レ體、 人而無 レ禮、 又 曰、 碩鼠硬 鼠、 無 食 二 我 黍； 其 序 曰、 貪 而畏レ 人、 若 こ 

大鼠, 也、 臣旋 觀 X 之、 雖. 動き； 異， -于 槩鹿襄 鬼.； 彼 皆以， 時 殺 獲、 爲二國 之 用 一 猫 

ケノ ヲ  二ん モ マラ  ゾ， r フン ャ  ノ  メ  ノ ゾクヲ ヲ  ノル  一 I  メ フ セグヲ ヲ  ズル- 一 

受， 一人 養育； 職 旣不， 修、 亦 何異二 于法 吏不ぃ 勤：，！ f  , 邪、 疆 吏不- 勤， 摔 い 敵。 叉 案、 禮 

1 式 具 列， 1 三？ 1; 無二 猫 不久艮 i 之 曰； 以 X 玆稱 ，慶 、臣 所. Z 未， 詳、 伏 以國 家化洽 治平、 

A  (BD 

天符荐 至、 紛綸 雜沓、 史不 レ絕， 書， 今玆猫 21^ 則 若 以ニ劉 向 五行 傳ー論 レ之、 恐 須 T 申 n 

命憲 司； 察 n 聽貪吏 一 誠- 1 諸邊 候； 無.！. 失 二 傲 巡.； 猫 能 致， 功、 鼠不レ 害。 

師曰 はく、 平清盛、 其の 身 武將に そな はり 其の 功 を 立てし を 以て、 官位の 昇進 心に 

まかせ- 富旣， 二 四海 を 掌に 入る、 然れ ども 子孫 ゎづ か廿餘 年に して、 風俗 皆變 じて 其 

の 職分 を 忘れ、 つ ひに 平氏の 族：^ 亡す るに 至れり。 是れを 以て 按ずる に、 人 一 


( 一 ) 3.. 

魯 SS 下に 出づ、 

公 父 文 伯の 母 

の 言 ffi^ な h- 

(二) 源氏の 

臣、 熊ハ 次郎 

後年 出 

家して 速 生と 

稱す。 吾妻 翁 

によれば、 こ 

の 出家の こと 

建久 一一 一年 十 1 

(三) 室町の 

* 期、 濂 食の 

關 東^; ぬの 執 

事たり し 人、 

太 出 道 潘の主 

なりし に、 ^ 

言 ％ 信じて 道 

«! を 殺し、 扇 

谷 上 杉 0^ も滅 

亡に 陷 らしめ 

^uv, この 内 


】 名定 政長狀 

の rt; 錄に 成れ 

り。 子息 朝 良 

は 小字 を 五郎 

t いひ、 修理 

大 夫と 稱す。 

年な b しも 

W て 族 山 内- 
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たりて は、 身に 安佚 を 好んで 必ず 其の 職 を 忘れぬべし。 農工 商の 三 民 やや も 十れば 富 

饒に 至りて 身 を 失 ひ 家を滅 すの 輩 世 以て 多し。 中に も 士の職 甚だ 重く 甚だつ とめが た 

し、 任 重く して 道 遠し、 故に ややもすれば 富貴に 至りて 先祖の 功 を 失 ふ 事 多し。 沃土 

之民不 ぃ材、 淫 也。 瘦土之 民 莫ぃ不 A 嚮 勞 也と 云へ り。 

師 嘗て 曰 はく、 熊 谷 法師 蓮 生が 子孫への 遣 書 を 見 侍りし に、 其の 詞に云 ふ、 到， 1 子 

子孫々 一能々 可， 令 二 存知 1 旨、 

一 、 先祖 相傳 所領 安 御 判 七、 幷保 元元 年 以來到 ニ建久 年中.： 軍忠御 感狀ぼ 一 も， 之 一 

1、 對ニ 主君 1 不レ 可, 成 二 逆心； 井 武道 可レ守 事。 

一 、 上人 御 自筆 御理 書、 井迎接 ©I 陀羅、 可， 成 二 信心, 事。 

右三 个條之 外、 依 二 其 身 器量 一可， ー覺 悟一 者 也、 ぎ置狀 如， 件， としる せり。 先祖の 忠功を 

忘れ 父祖の つとめ を 不レ計 ゆ ゑに、 ^！！ら非分の企も出來て身の職分を忘るる事、 世の 

なら ひ 也。 連 生 旣に發 心に 入りて 萬 事 を なげうつ と 云へ ども、 子孫に 對 して 其の 職分 

を 守らし む、 尤も 士の志 を不, 忘と 云 ふべき 也。 

(三)  ともよし  ル  メ 

師曰 はく、 上杉定 政、 子息 朝 ils^ 職分 を 忘れて 武の業 を不， 勤に つ いて- 


が 許へ 戒の書 を 記して 是 れを與 ふ。 其の 內に曰 はく、 年 來雖， 令 二 物語； 餘 りに 五郎 無 

嗜故、 雖 一一 一事 之 行.； 定正啐 啄之儀 無, 之、 去年 正月 已來、 朝 良 隨遂之 者 どもに 申 付け、 

朝夕 之雜談 ども 令い 記 之處、 四 五 人以， 1 隱密ー 注 越 候、 何も 同前に 候、 朝 良 方へ 山 口  • 

小宮 • 仙 波 • 古尾谷 之 面々 被， 越 之 時、 被， 尋事 は鶯之 事、 武藏 野に て 追 鳥 狩 之 雜談、 

武州六 所 之 物語、 深 谷 之 馬場 早馬 合， 酒宴 數 之 物語、 叉 或 時 は 京方 牢 人面々 出頭 候 

ルル ネ  (六) 

へば、 被 レ尋事 は 招 月 之 歌、 同 手跡 之 物語、 心 敬 二 示祇之 連歌、 洛中 責賤淸 水 • 男 山 

之 眺望、 諸 五山 之爲體 觀世 • 金 春 之 能 仕舞 之 雜談、 此の 由 注 越 候、 見：， 之定 正涕淚 

悲泣不 及レ申 候、 明日に も愚老 討死 仕 者、 當方屋 形の 者 ども 皆 以令ニ 亡命； 殘生之 者 

可 レ致ニ 乞食 一之 基 敷と かけり。 尤も 後世 職 を 忘る る 輩の 戒と云 ふべ し。 

師曰 はく、 甲 州 長 坂 釣 閑 或 時 今 川 氏眞. 北條氏 政兩人 自筆の 短冊 を持參 して 主人 信 

玄に 見せ 奉る。 氏 眞は信 玄の箄 なれば、 信玄 見て 喜び 玉 はんとの 心に や。 ここに 信玄 

見て、 兩 人ながら 自作 自筆に やと 問 ふ。 其の 通りに 候と 申す。 良 有りて、 岡 崎の 家康 

當年 いくつと 聞く にやと 問 ふ。 當年廿 五 寅の 年と 申 上ぐ。 家康も 歌を讀 まるる と 聞き 

たる かと 問 ふ。 釣 閑 承り、 一文 不通 文盲なる と 承り 及び 候と 申す。 義元 討死より 當年 
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13  。滴景 越 りる 倉 ご C 
に 朝 はの 前 。もも 
出 倉 そ- f の 室今淺 底な 
づ宗の 敎守町 訂倉本 用 
滴 法 i ^護 末 正に はか 
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七 年 也、 ，： 豕康 十九 歳より 三 河 ー國を 伐ち 取り、 15 本に て 弓矢の 最上と 沙汰す。 是れ家 

職 をよ く 勤めて 武將の 器量 あれば 也。 國 持の 武功 もな く 職分 をつ とめず して 花 表なら 

んは、 國を失 ふの 本 也と 云へ りと 也。 

二)  土 S 右  師曰 はく、 或る時 甲 陽の 土屋、 高 坂に 尋ねけ る は、 武 のっとめ は 土の 職 也と いへ ど 

iSif 門 と-: 咼坂  け； --, -， 

彈 正なる べし も、 人に 武道 を たしなめと 云へば iai. 數奇 になる、 作法 をよ くせよ と 云へば 武士の 職 

分 無心 懸 になり て 職業 を 勤めず、 此の 仕樣 あらん やと 云 ふ。 高 坂； K ふ、 唯 だ 面々 が 

シ ル  (no  さ 

腰に 指す 刀 脇 指の 如くに 仕れと 敎 へて 可 レ然、 子細 は、 刀 脇 指と ぎて は を 付けて 指す 

キ ル  (拔 dfO 

は 人 を可レ 切た め なれ ども、 常に さや をせ ねば さされず、 人 を 切る 物と て、 常にぬ きみ 

にて ささば、 さす 人 も あやまち を 致し、 刀 脇 指 もさび くさりて 用に 不レ 立、 あやまち 

S レ ケ 

すま じきと て は を 不., 付ば な まぎれな るべ し、 所詮と ぎて は を 付けて 靴 をして、 餘り 

はやうな き 如くに して さす こそ 本の 事 なれ、 武道 家職な りと て、 嗜み 過ぎて t.: 嘩 ずき 

は 刀 をぬ きみに て 指す と 同じ、 無心 懸 になる は を不レ 付して な まぎれなる 也と、 高 

坂 云へ りと にや。 

師曰 はく、 北 越 朝倉宗 滴が 言に、 主人へ は內の 者の 罰 を あたり、 叉 內の者 は 主人の 


罰當る 也、 君臣と もに 油斷 あるべ からず。」 大將 たる 仁 は不， 及レ 申、 似合の 人數 持の 

(SS 奇) 

覺悟 肝要 也。 仁 不肖に よらず、 又 上下に かぎらず、 武者に すきた る 侍 は 天道の 冥加 あ 

りて、 衆人 愛敬 福 分の 相 也。 叉 不數奇 にて これ を 嫌 ふ 侍 は、 佛祌 の繩も きれ、 第一 人 

シ  二 ねん n ろなる 

に惡 まれ、 貧 報の 相 也。 それ ゆ ゑ 武者 嫌 は對ニ 諸人- 捆 成 ことなく， 內の 者に 目 を か 

けず、 自ら 衰微 仕るべし」 といへ り。 此の 言 至って 淺 しと 云へ ども、 其の ことわり こ 

まやか 也。 人と して 職分 をよ く 勤む ると き は、 主臣 ともに 相 調 ふが ゆ ゑに、 其の 冥加 

も ありぬべし。 大 fi 徵官 によらず、 君恩 をう けて 士の職 を 不二 糾明-に は、 天罰の がる 

るに 處 なかる ベ し。 

師曰 はく、 平生 其の 家の 風俗 を專ら として、 武家 は武を 以て 家風と する ごとくに 

可， 一心 付 一也。 茶の. i に 数奇の 人 は、 其の 風 その 家に のこりて、 茶の湯に 可, 入の 器物 

ことん \ く 其の 人の かかり 風と 云ひ傳 ふ。 武の 職分に ついて 猶ほ 以て 其の 虱を詳 にし 

て、 我が家の 諸. -の 器物 皆 武の風 を 以て これ を 究め、 家中 是れ に隨 順して 其の 格 を 守 

り、 自然に 職 を 守る が 如く あるべき 事 也。 

師曰 はく、 加藤淸 正、 家中の 大身 小身に よらず、 侍 ども 可， ー覺悟 1 の 條目を 出す。 其 
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の 詞に云 ふ、 奉公の 道油斷 すべから ず、 朝 辰の刻に 起きて 兵法 をつ かひ、 食 を 1  ほひ、 

弓 を 射、 鐵炮を 打ち、 馬 を 可 レ乘、 武士の 嗜能 きものに は^ 而可レ 與ニ加 增？」 亂舞ー 圓 

ちゃ， T じ 

停止たり、 太刀 を とれば 人 を 切らん と 思 ふ、 然る 上 は、 萬 事 は 一 心のお き 所より 生ず 

る 物 也。 武藝の 外、 亂舞 稽古 之 輩、 可 一一 切腹 一也。」 武士の 家に 生れて は、 太刀 を 取り 

て 死す る 道 本意 也。 常々 武士道 吟味せ ざれば、 いさぎよき 死 は 仕に くき もの 也、 よく 

よく 心 を 武に究 むる こと 肝要 也」 としる せり。 最も 武の 職分 をた だすと 可レ 「み 也。 

(二)  (三) (ST)  ヒ  ノヲ  セテ  一一  サ 

師曰 はく、 賴 朝の 若君 治： 艰六年 七月 誕生、 追， I 代々 佳例； 仰 二 御家人 等 1 被 レ召ニ 御 護 

刀, 云々。 御家人 等 獻，！ 御馬； 七夜 儀、 千 葉 介 常胤沙 n 汰之； も U 進物； 嫡男 胤 正 • 次男 

師 常；： 芕ー御 甲； 三男 胤 盛 • 四 男 胤信 引 n 御馬； 五男 胤道 持 11 御 弓矢？ 六 男胤賴 (役 二) 御 

叙； 各 列 二 庭 上 一と 柬鑑に 出で たり。 武將旣 に 武門に 出生 するとき は、 其の 職分 を 忘れ 

しめ まじき が爲 に、 0 馬 甲冑 鈕刀 を獻 ず。 是れ 則ち 職分 を 忘れし め まじ きがため 也。 

されば 賴 家七歲 にして 始 令, 著， 一 御 甲 一之 給、 於 II 南面 I 有 二 其 儀： 時刻、 二 品 出御、 江 

間殿參 進、 上 二 御廉， 給、 次 若 出御， 武 藏守義 信. 比 企 能 員、 奉， 扶 n 持 之 一 小 時 小山 

シ  ヲ fhr-  乂ノ  ヲ  リビヌ  -1(10)  スォ ヨロ ヒィ ルル ノ ヲ 

朝政 持 ri 參御甲 直 垂.； S 訇 改 n 以前 御 裳 束 一 朝政 奉：， 結 二 御 腰； 次 常 胤 持 TT 參 御甲納 榧； 


二 一) 梶原 子息 息 正 • 師常 ：4t^.- 常 胤 御牝、 向レ南 令， 立 給、 此間景 季進こ 御^ 一  三 浦義達 進： 御 

yo; お 下 河 ^一  m) 平 持 k 御弓ノ 佐 々 木 盛 綱 i ー御征 あ" 八 田 知 家獻： 御馬 一 子息 朝 重引レ 之. 義 

に き  一 3 澄 •  «忠 • 鶴 盛 象， -ぁ 乘ャ 小山 朝 光 • 葛西淸重：^ .^、 小 笠 原 彌太郞 • 千 葉 五郎 • 比 企 

二  5 和 田 彌四郞^ー御114左4^^ー  三度 打 r 一 廻 南 庭 1 下 給、 今度、 足 立 遠 元 奉 レ抱レ 之 云々。 

二 さ 吾妻 • 又 (^ 朝 十二 歳に して 元服、 せノハ 翌日 著 n 甲冑 一 叉 ti レ馬 給、 小山 朝政. 足 立 遠 元 等 著 n 甲 

出 r 胄. ぎ ぎぁー と 出で たり。 武將の 若 公い まだ 十五 歲 にも 不レ滿 して、 元服して 甲胄 を 著け 

乘 馬を始 むる こと は、 是れ 其の 職 を 忘れし め まじき の戒 とみえたり。 ？；^ や 治 承の 間 天 

下 4^Ji 一平 i 一  故に 賴家 すでに 七歲 にして 甲胄の 禮 あり、 實 朝は旣 に九歲 にして 小 笠 

懸を射 玉 ふ。 行 平 I 二 弓 引目 ぁハ 三 浦 介 進， 的、 千 葉 介 奉， 馬、 小山 田獻， 鞍、 八 田 知 家 

少年 准 ゥ ^>ノ 宇津宮 朝 綱 あ 二お ^¥r4 二 南 良 一有 リー- 此ノ 儀； 行^ i 一 御劍ー 依， 爲ニ 弓師 一也 

用のお 誇、 大 やつ 〈キ  ン ミス 

人の 狩 袴の 如 と、.' へり。 是れ 幼若の 間より 其の 職 を 守らし むる の 敎戒也 尤も 可 レ鑑。 

k 一な』 元？ f  it 曰 はく、 賴朝武 の 職 を 守る を 以て、 平生 更に 懈怠す る處 あらず、 鶴 岡は殆 んど營 

nT4."st 日 南 ®  てう ど ，A け  (一八) 

0^sr 中な りと 雖も、 社參に 必ず 隨兵 あり、 甲 著の 役 あり、 調度 懸の 武者 あり 勝 長壽院 

の 供養に も、 佐々 木髙綱 著-1 御 甲-と 東鑑に 出せり。 叉 西 國* 東國 ともに 靜 謐に霎 


M'. 廿承 へしの 、 5 弒別 、 

づ七久 りて 別 も せ f ： 鶴 


吾 日 元 當と 大り 、！ 53 賴 
妻 の 年 吾 阿、 の 江 實八家 
鏡 條ー 妻と 入政廣 朝幡の 
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(一) 菩妻鎮 して 賴朝 上洛、 于， 時文 治 六 年 十月、 入洛の 日、 先陣 畠 山重忠 著， 一 黑糸威 甲； 隨兵 各. -胄 

建久 元年 十 I 

に 腹卷， 二位 家 は 装束に して 甲 著の 役人 あり。 又 建 久六年 三月 上洛の 時， 東大寺の 供養 

けちえん  ス  ヲ 

結緣 のた め賴朝 參詣， 此の 時 も 佐々 木經 高著 二 御 甲 一と 出で たり。 實 朝に 至りて 專ら風 

流 を 事と し， 歌に 長 じ 遊 宴 を！^ ぶ、 故に 廣元 .義 時 等、 武藝 I, 事 令， 警ニ衞 朝廷. 一 給 者、 

可レ爲 ニ關東 長久 之 基 一の 由 を鼠諫 せし むと いへ ども、 實 朝不， 用して、 つ ひに 公 曉が難 

二  5 

を 招け り。 此の 時 も覺阿 申しけ る は、 東大寺 供養 之 日 任， 一 右大將 家例； 御 束 帶之下 可 K 

メセ  ヌフ  なか あきら ル  二  ダ 1 フノ 

令レ著 ニ腹卷 1 給 上と いへ り けれども、 仲 章、 昇 二 大臣 大將 一之 人 未, 有 ニ此式 一とと めけ る 

となり。 是れ皆 富貴に 因って 家職 を 失 ふの ゆ ゑんな り。 後 建 長に、 後 峰 • 峨院の 第一 の 

王子 宗尊 親王 關 東の 將 軍たり し 時、 始めて 鶴 岡に 社參 ありし に、 朝に 臨んで 先陣 後陣 

建 gg" の 隨兵を やめられ、 奥州 實時* 遠 州 光盛 等、 改 n^i 於 布 衣 一 自ニ 右 大將家 一至 ニ于 三位 

十 日の 條に 賴嗣 一一 レサ ノ ヲ ノ-ー  モリ ト  シ ルシメ セシ テテ ハ 

出づ  中 將家ー 被， 紀， ー將軍 威儀； 御 出每， 度、 雖 一  兩人； 勇士 莫， 不备ニ 供奉； 而 於-一親 

(五) 賴朝 . - 一 ノ ヒテ 拿 ル 

王 行啓 1 者、 其 儀强不 レ可レ 然との ことにて、 つ ひに 此の 制 やみぬ。 たと へ 親王たり と 

云へ ども、 すでに 將軍 家た らんに は、 何 ぞ武の 職業 を 可 J 心 や。 然るに 世 久しく 太平 

にして 其の 業 を 忘れ、 關 東の 平氏 滅亡に 及びぬ る こと、 尤も 可レ歎 也。 


(六) 建久四 

牟 五お サ 二日 

の條 に出づ . 


S  ？ I 義家 

え . さ 一一 年 記 

上.？ 一  に出づ 


一 S9 

-. >ゃ ニー 力 十三、 

)： -長)5;ーん^^、 

- - , - ■:  ；  -1し 

- ：  一一 二た 


師曰 はく、 富士の 狩に、 賴家 十二 歲 にして 始めて 鹿 を 射 玉 ふ、 賴朝 慈愛 之 I- 梶原 

景高を 以て 御臺 所の 方に 其の 由 を 告げ 玉 へ ば、 敢 へて 喜び 御感 に不レ r^、 武將之 嫡嗣 

狩 場に おいて 鹿 鳥 を 得ん こと は、 强 ち不, 足, 爲, 希 と 答へ 申さる、 使 面目 を 失 ひて 退 

出す と 云 ふ 事、 東鑑に 出で たり。 政 子女 性たり といへ ども- さし も賴 朝の 御臺、 時 政 

の 女なる を 以て、 武將の 家職 を不レ 忘の ゆ ゑと l^jfji にや。 

師曰 はく、  #n 八幡 殿 奥州 を 退治の 時に、 剛隐の 座 を 定めて、 其の 日の 軍に 剛臆 を あ 

ら ためて、 剛 ある もの をば 剛の 座に 著 かしめ、 臆せる 輩 は 臆の 座に 付かし めて、 其の 

剛臆に 因って 饗應を も 致され、 剛の 座に 著く 事 三度に 及べば、 能く 家職 を 守り 武義の 

つとめ 正しければ こそ 尤も 如， 此 なりと して- 遂に 賞 を 行 はる。 臆の 座に 著く 事 三度 

まで は 是れを 許す。 三 度を越え て 臆の 座に 著き なん 輩 は、 家職 を 忘れ 棒祿を 盗んで 主 

恩の 報謝 を不レ 甚だ 其の 罪 ふかしと 云 ひて、 是れを 罰 十る に 及べり。 故に 人々 皆 

犬に 恥 ぢて、 家職 を つとむる 事 を武の 本意と 致せり と 也。 後世 或は 朱 椀 黑捥の 變應を 

ま うけ 剛臆 の 座 を 定め し 類 は、 此の 八幡 殿 の 事より 起れ るなる べし。 

(八)  あ ひ 

師曰 はく， 織 田 信 長家の 諸 侍より 合/ \- 1 月の 內に兩 度 宛、 八幡 講 .愛{ 石 講と號 

士 談 一  一七 三 


山 鹿 語類 卷 第二 十二  一七 四 

して、 相會 して 武義の 詮義を とげ、 家職 を不レ 忘、 武運の こと を 神慮に 祈りけ る。 义 

同志の 輩 は 一同に 誓詞 をし るし 互の 非 を 一 ：ム へり。 或 時 いづれ も 寄 合 ひて， 願書 を かい 

て 武運 を 祈る に、 いづれ を あてに 致して. 何様に つとめ 度き との 心底なる ぞ、 各-其 

にの び の 趣向 を 書いて 入札に 可レ 致と て、 あつまり 書き出せ るに、 皆 松 野 平 介 某に おとらぬ 

II  一二 九 H やうに と、 何時も 平 介より 先 を 可， 致との 心懸を しるせる と 云 ふ 入札な りけ りと 也。 

松 野 平 介 は 美 濃の 三人 衆の ものに て、 後に 信 長へ 被 二 召 出, たり。 其の 身 陪臣たり とい 

へ ども、 武の 職業 を 勤めた る ものな りと て 稱美不 ,1 大方； 岐阜の 大手 先の 侍 町に 屋敷 

を 賜 ひて * 諸人の 規範に もな りぬべき との 事に ものし ければ、 諸 侍の つとめ 甚だ 勵み 

あって、 各- -武義 の 職 をつ とめ 守りけ ると 也。 

師曰 はく  * 蒲 生 氏鄕は 四十に して 逝去す といへ ども、 世 以て 其の 姓名 を 知りて 勇武 

* よ，  の將 とす。 其の 身の 戰功 も、 其の 比の 勇將 にさして 越えた ると 云 ふに は 非 ざれ ども、 

平生 武の職 を 守って 聊かた ゆむ ことなく、 家中の 兵士 を あつめて 晝夜 武義を 論じ- 明 

日の 戰には 其の 言に 不, 違の 働 を なすこと を 專らと 十。 故に 家に のこれる 財寶 もな く- 

悉く 勇士 名士 を あつめ、 是れに 財 祿を與 へて 死 をと もに せんこと を 欲す。 天下の 勇名 


ゆ 用 K の十武 のさ 

せ a  f^rag??t3 

し^に 事 を 
こ" ""は 達 紀指大 
と も"^政卷すもま 
見 引 大宗 第 °« 


ある 輩 は 多く は 氏 鄕に屬 す。 ここ を 以て 秀吉 命じて 奥州の 鎮守と して- 伊達. 佐 竹 等 

あた 

に 中ら しむ。 後に は 食 祿百萬 石に 滿 ちぬれ ども、 翁ほ臺 所に 失 食の 事 多くして、 家臣 

か はるん \ 是れを 養へ りと いへ り。 凡そ 武將 年若く して 其の 名の 世に 高き は、 自ら 戰 

功の 勇 あるか、 或は 幸に して 大 節の 事に あたり、 或は 一 事の 功 こよる。 氏鄉 四十に 不 

レ滿 して 名 將の名 ある こと は、 將の將 たる 器あって、 能く 職分 を 守りつ とめ、 武義の 

怠り 非ざる を 以ての 事 也。 秀吉 奥州 を與 ふるの 時、 此の 事 を 命ぜ リと 也。 

(一一 一)  (ほ)  i) 

師曰 はく、 大 坂の 時、 伊達 政宗奈 良に て惣 ての 足 輕大將 を あつめて、 鐵炮 をつ るべ 

させけ るに、 加 藤 太と 云 ひける 足 輕大將 の足輕 ども 三百 斗り 鐵炮 をうた ざるに 付いて、 

其の 事 を 糾明し ければ、 加 藤 太、 道中に て 火 を もてば 火繩 入りて 益な し- 藥を 足輕に 

S)  W 下 政 ぁづ くれば 道に てこ ぼして 多くす たるな りと 云 ひて、 火繩藥 ともに 荷につつ み、 小 荷 

宗は 底本 多  、 

駄に 付けて 跡より 來 るに 付いて、 此の 時の 手に 不：， 合に 究 まれり。 政宗大 におって、 

るたり： 今 は  § 

政宗に改 めた 職分 を 忘れて 有司の 出納 を やぶ さかる、 是れ士 のみせ しめ 也と 云 ひて、 則ち 自ら 切つ 

(せ 五る) こ！! ば I- て棄 てたり。 叉足輕 どもに 命じて、 一 同に 刀 をぬ かせ 木 を きらせ. ぬ。 其の 間 一 人 さび 

べし、 つるべ  〈  にん そ，、 

うちの 略 か たる 刀 を さして 木 を 切る こと 不， 能。 是れを 糾明し ければ、 足輕 病んで 人足 を やと ひ 
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て 役 をつ とめさせ たる、 其の 刀な りと 云へ り、 則ち 是れを 成敗して 諸卒に 示し、 職 を 

可, 守 こと を 戒めけ りと 也。 

( 一 ) なが あきら 

一の) 藩^の f  師曰 はく、 紀 州に 淺野長 晟在國 の 時、 紀國の 地 侍に 某と かや 云 ひし 士、 功名の 沙汰 

± 一 萬 K 千 石 ありし もの なれば、 是れを 扶助せ しめ 祿を豐 にして、 山中に おのれな りに 住せし め 置 

きぬ。 此の 者武義 をつ とめず 職 を 忘れて、 唯 だ 財寶を あつめ やぶ さかり、 財寶 あれば 

大 吸の 何時も 諸道 具 人馬と もに 有レ 之と 廣 言して ける。 此の 比大 坂に 事 ありければ、 件の 男 

財 寶を散 じて 人馬 諸 器 を 求めて、 ゆゆしく 仕りて 出で ける が、 本より 下々 の 事 なれば、 

紀 伊より 大 坂までの 道に て、 一 人 もな く 皆 逐電して、 乘れる 馬と 我が身と 斗り になれ - 

り。 此の 分に て は 先々 はか/ しき 事 も ある まじ、 紀 州に 歸 らん も 面目な かりければ、 

直に 行方 不, 知に なりぬ と 也。 人 一 旦の 功名 は 時に 取って 幸 ある ことなれば、 そのつ 

とめ を 成す 事 ありと 云 ふと も、 己れ が 職分 を不, 知して は、 時の 仕 合 を 待つ に 同じき 

(sfo  キス  一 フン ャマ 

ことなれば、 彼の 紀 州の をの こが ふるま ひと も 可， 爲 なり。 不 ，^1乎。 

S 福 島 正  § 

師曰 はく、 伊勢の 木造 左 衞門佐 長 正、 岐阜の 役に 福 島が 手に 屬 して 廣 島に 有， 之、 

攻めし ことな  レ 

るべ し  晝夜武 義の職 を不レ 忘して、 廣 間より 奥の 座敷に 至る まで、 矢 を はぎ、 玉 を 鑄、 弦 を 


(四) 関ヶ原 

の& 


S 布施 源 

兵衞、 素行の 


正せる 門人な 

り. 後 &平出 

守に 仕 ふ、 

もと 藤 原 氏、 

忠之は その 名 

0 ざる 


こしら へ、 或は 竹刀したい 打ち， 或は 武義の 議論、 是れを 以て 日 を 募せ り。 叉 津田藤 

三郞、 池 田の 家に 居て 常に 職分 を 守り、 少しも 事 あるに は 一番に 乘出 せりと なり。 つ 

と め は 家職 を 能 く 守 る 虔 よ り 起 れ り 。 

師曰 はく、 日 下部 兵 右 衞門は 元と 尾 州 信 長の ものたり しが、 秀吉 未だ 藤吉郞 と號せ 

し 時、 信 長の 命に よって 兩人 堤の 奉行 をいた しける が、 秀吉は 褒美に 預り日 下部 は不 

ラ  ル へ (5n 

レ然に 付いて、 信 長の 家 を 立 退きて 源 君に 奉，. 仕。 庚 子の 役の 後、 城 州 伏 見に 在番 いた 

せり。 伏 見 在番の 間、 常に 下々 に 三度の 食 をく はせ、 己れ が 馬に 鞍 を 置き、 わらん づ 

を 傍に 置きて、 下々 どもに 身 ごしら へ を 致させ、 若し 不慮の 事 あらんに 1 に 一番に 城 

の 大手へ 乘 出して 討死 を 遂げ、 武の 職分 をき はめて、 潔く 死 を 善道に 守る の 外は不 

レ 有と.^ 平生 言に も 云 ひ 身に も 行 ひける と 也。 

(五)  コノ ゴロ リ  二  シテヲ  -I ジ  シヲ スヲヲ 

門人 藤 忠之侍 坐して 曰 はく、 間 到-一田 安口 一眺 二 望 江 城； 而竊歎 二 城 制之盡 美、 

V 一ち も ニー i る  HO 

暫く 宙 宁の處 に、 あじ か を 荷 ふ 町人の 兩人 つれだちて 通りけ るが、 堀の 際に 望んで、 

いか 

此の 內に鋰 鮒の 犬なる 多ければ、 是れを f」 して 商 はんに は、 利潤の 何 斗り あり けんと 

一 K ふこと を 論じつ つ 過ぎ行く。 叉 大工と 覺 しき 輩が、 腰に 曲尺 を帶 びけ るが 二三 人 連 
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も 堪ら ざらん 
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人 は 唯 だ &を 

^らん 事な 恐 

る。」 矢 人 は 矢 
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(二) 莊 子の 

篇名 
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ぐ わば う  かっか ふ  た 0- ふう 

立ちて 通りし に、 摟 門の 雲に 聳え 瓦甍の 水に 映 ぜるを 見て、 恰 合の 宜しく 成 風の 功の 

善盡 せる こと を 語りて 過ぎぬ。 とりん \ の 思 入、 各. - 己れ が 職分の 得た る を 以て 是れ 

を 校 量す と、 彼等が ことに 思 ひ 居て、 反りみ みれば 某が 眺望して 歎ずる 處も又 其の 一 

に 列す とかたれ り。 師曰 はく、 人の 職分 生れながら 其の 家に ついて 定まれる あり、 又 

好んで 其の 職 を つとむる あり、 叉な れ效 ふに よって 遂に 其の 事 を 職と する こと あり 。 

されば 人 は詳に 人た らん 品 を 了見し， 其の 職分 を考 へて、 其の 道に 近 かるべき 事 を 勤 

r  一)  -I ハル ハカ ラ テル  プ  力 力 ハ レバ 

むる にあり。 孟子の 矢 人. 函人の たと へ、 莊 子が 井蛙 不， 可 1 二 以語ニ 於 海 一 者、 拘 一一 於 

二  二 ハル (カラチ ル  ヲ  ケ レバ 二  二 ハル ハカ ラ テル  ヌ  ッ カネ ラル レバ 

墟 一也， 夏蟲 不，^ 一， ー以 語， 一 於 氷 1 者、 篤 二 於 時 一也、 曲士 不， 可 3 以語ニ 於 道 I 者、 束 M 

於敎 一也と 秋水の 篇にー K へる もさる 譬 なるべし。 ここ を 以て 云へば. 居所に より 馴れ 

親しむ によつ て つ ひに 其の 事 をな して、 其の 品に 身 を處し 其の 職 を つとむる にたりな 

ん事 なれば、 聊も 私に まかせば、 職分の- 5t しく 道に 遠き こと を 知らざる べし。 彼の 町 

人 大工 皆 同じく 天性の 人に して、 各. - 其の 所， 爲を 以て 其の 事 を 見る、 人の 職分 豈可 

レ忽 乎。 若し 一 片に泥 著して 其の 道に 遠 からん とき は， 五十歩百歩の 違の み 也。 


(一一 一) 字に^ 

任、 

事し， 後に； お； 

衡 5 ン性 

六篇を 著 に丄. - 

詢 八十 •.！，，： 

篇， 中  一 r4 に 

u.-t のみと い ふ 

！ 1-15  • 墨 子の 

ぞ S 多し 

(En  .K 公望 

呂せ， 七十 

にして a^t- 文 

王に 見出さ U- 

(五) 百里奚 

に rv 十歲、 .R 

* を t_s え、 黃 

髮 になり て、 

奏 二  «K ムに用 

ひられ 一-, そ 

t-.i?5, 人に， 認め 

られ たり. - 史 

記 奏本紀 第五 

に出づ 

(六) 字 は 偉 

長、 所 靄 建 

七 子の 1 人に 

して、 文才 あ 

り、 而も， 淡 

寡欲、 君子 tin: 

たり、 民 を 愛す 


二 道に 志す 

師曰 はく、 後漢王 充論衡 云、 燕 飛 ， 輕ニ于 鳳 I、 


鬼 走 疾 ニ于黩 嫁； 竃躍 躁ニ于 チー亚 


龜； 蛇騰 便 ニ于祌 龍； 呂望之 徒 白 首 乃顯、 百 里 奚之知 明 于ニ黃 髪； 深爲， 國謀、 因 

Jrr?  (七) 

ノニ 〔一 一  フ ジョ 二 ン&' ウー 

又 東 漢徐幹 中 論 曰- 


爲， 一王 輔； 皆 夫 沈 重 難，. 進 之 人 也、 輕躁早 成、 禍害 暴疾。 又 東 漢徐幹 中 論 曰、 徐. 膣 王 

1 テム ルヲ ヲ  ラ フル..'？  二 テフ ヲ (八) ノ  ハ イチ  ヌ  ラ  7  - 一  テル -iv- ルル-一 

知 レ修ニ 仁義 一而 不， 知， 用 ，武 、終以 亡&、 魯隱公 懷ニ讓 心, 而不， 知 二 佞僞； 終以 致， 殺、 

一 々ニノ  (  ，p テ ヲ  ラヲ  二 テル トラ： ノニ 0) ミテ ヲ  ラ  ヲ  一一 チスヌ ニー) 

宋 襄 公 守， 節 而不， 知 V 檜、 終以 見， 執、 晉伯宗 好， 直而 不.， 知， 一時 變； 終 以隕， 身、 叔孫 

ハ ミテ ヲ  ラブ ヲヲ  ニテ  ス  ン  ミテ ヌ  キノ  一-ニニ)  二 ブ 一一  ヅ 

豹 好, 善 而不, 知い 擇レ 人， 終以 凶娥、 此皆蹈 而少， 智之謂 也。 故大雅 責，， ー旣明 且哲、 

以保ニ 其 身 一と 出で たり。 

凡そ 士の 職分 を 知りて 其の 職業 をつ とめん 輩 も * 道に 志 あら ざれば * 唯 だ 勞役擾 冗 

して 其の 本源 を不， 知が ゆ ゑに、 たま，， \ 我が 致し 得る 處 なりと 云へ ども- 皆 燕の よ 

へ る 

く 飛び 兎の よく 走り 竈の よく は ひ 蛇の よく まと ふが 如く、 其の 鳳凰 • 黩！ i . 靈龜 • 祌 

龍に 合せて 云 はんに は、 日 を 同じう して 語るべからず。 叉 一方の 宜しき 處を 好んで 彼 

IFfSSif  ニ卷 二十 篇、 義 Sf 一 W 正し、 聖賢み 這に 翳す-本； J フ  1 用 文 右 行間の 智行は その 篇 名たり (七) 周の S 王の £^ の； 3. ゃナの I "國 

~©に《^敏と戰はすして亡びし王なり (八) 左«»-へ1 十一 年 秋 七 S 以下に 出づ (九) 史 世 家に 出づ。 裏 公 十二 年に 諸侯と 

亡-こ s.r 小 國一?1¥爭 ふ は IS たる こと を 諫められし V" 聞かす して 遂に 楚ー. L とら はる (一 こ) 晉の大 夫、 史記晉 世 家 *. ヘムの つ (一一) 春秋 

め魯 ダン 大夫、 左 isl» 公の 中に 出づ (一 二〕 詩 經大雅 ま 一民の 篤に 出つ， 明 は 道 S 一に 明、 哲は 事情- 
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の 勞役擾 冗す る 事 あらず。 唯 だ 其の 篤實 なること を專ら とせんに も、 道の 道た る ゆ ゑ 

ん を不レ 知ば、 必ず 其の 致す 處に弊 あり。 故に 仁義 *讓 心 *節* 直. 善， 各. 'その 名 

よろし々. -  ルレ  レ t  ノ 

は 宜 に似て、 悉く 害 を不， 遁は道 を不, 知ば なり。 ここ を 以て 武義 のっとめ 職業 是れ 

なりと 號 して、 晝 夜の 暇 もな く 寒： お を も不， 厭、 つとに 起きよ はに 寢 ねて 寸陰を をし 

む 輩 あり。 是れ 職業 をい となむ 其の ことわざ せし といへ ども、 士の 大道に 志 あら ざれ 

ば、 其のな すわ ざ皆勞 役す るの みに して、 彼の 申々 夭々 のの びら かにして 常に 萬 物の 

上に 仲び たる 處 あらず。 唯 だ 小成 を やすんじて、 是れを 以て 一 生 をお くらん 事、 豈大 

丈夫の 心ならん や。 故に 仲 M の敎、 道に 志す を 以て 大 なりと す。 道に 志す 處 あら ざれ 

ば、 多く は 小利 を たのしみて 大道 を不， 知、 其の 小利 亦 道 を 以て 不， 致と き は 甚だ 相違 

(一) 麻 弦の 

代りの S. 絲條 ひて、 つ ひに は 皆 害と なりぬべし。 

の ひ？; かノ ガン シ フ ノハ ゼル メノサ キノ  ノハ ゼ ノサキ プノ 人武 帝) ゼ 

^^^^^^ 額 之 推 家訓 云、 山中 人不， 信， 有 二 魚大如 1, 木、 海上 人不， 信， 一木 大 如，， 魚、 漢 武不， 信 二 

布、 火？ T 又 二) プ ノ (文 帝) ゼ (二)  7  ーヲ ゼリヒ クヮプ キテ ヌ ナルヌ ス リカ 一一  ゼ 

は 火 f , 西 弦 膠 一 Mj?< 不， 信 二 火 布； 胡 人 見， 錦 チ信ニ 有：， 虫食 レ樹 吐， 絲 所- A 成、 昔 在 一一 江 南 一 不レ信 

域な どの s 品  (：ーご 

ルブ ノ七ン ネャゥ ビテ ルー： ゼル プノ  レルモ  ラレ  ノ 

c1 一り- I 物 レ有こ 千 人 毵帳ー 及 レ來- 一河 北 ー不レ 信レ有 一-二 萬斛 船； 皆實驗 也、 夫 有 二子 孫 一 自是 天地 問 

のとば り、 夷  /£ ゾ ツチ  二  チン  サン ノヌ  ャ テ  I  一  二 ハカ 二 ス ルヲャ テント レ / 

狄の M 舎な り 一 蒼生 耳、 何預 I 一身 事 一而 乃 愛護、 遺： 一 其 基址； 况于ニ 己 之 神爽； 頓 欲 ぃ棄， 之 哉と 


ら 大門 に 天 鼓 代 ^ 

る 將< ^'任; f 十の 5 

'MM. す 二 五 朝 
をに 年臣手 
命征芊 * 生 '安 
ぜ東将 議る貞 時 


しるせり。 職分 斗り に 心 をつ けて 大本 を 不一 一 了 覺, とき は、 山中 海上の 人の 外 を 不レ知 

ナーフ  (ほ)  レ ノ ヒチ ジャケ -ー 

If の) 神 S じ *、 に 不レ異 。莊 子が 河 伯 望 洋向レ 若 I 而 歎ぜした とへ にも 類すべし。 ここ を 以て 考 ふる 

に に、 大丈夫の 職業 を 知りて 其の 本 を 聖人 天地に 期し、 その 間 修し行 ふ處を 道に あてて、 

その 道に 叶 ふわ ざ を 志さば、 其のつ とめ 悉く 理に 中り て、 其の 本則ち 王者に 通ず べし。 

レ ラ ひたすら 

不 レ然ぱ 一向 一 藝ー 伎に わたって、 一生 勞擾 して 上達の 思き るべ から ざれ. ば、 形して 

下た る もの の 器と 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 古の 聖人 敎を 立て 億兆の 民 を ひ きゐる に- 小學， 大學の わかち を 致し、 

少年の 間 は 其の 家職に 可 > 入處の わざ をつ とめて、 骨 節 をね らし、 記識を 旨と す。 所 

• 謂禮 樂射 御書數 の 類 これ 也。 旣に 成人して は 大學に 入れて 修身 正 心の 道 を詳に 示し 敎 

ふ 。 是れ 職分 を しらし めて 而 して 道 を 以 て 其 の 本 た ら し む るの ゆ ゑ 也。 

師曰 はく、 八幡 殿の 敎に、 武家に 五つの 道 あり、 一 に は究途 をし る、 二に は 卑賤 を 

わき まへ よ、 三に は 道理 を 先立てよ、 四に は 國土を 知れ， 五に は挂 を不, 違と。 以上 

五つ を 武家の 守るべき 道と 十。 是れも 道に 至る の 一 端た るべき にや。 

一 五) ノ 

師曰 はく、 藤 原. &、」 文の 云 ふ、 士は 三十 歳の 內の もの は， 將は將 の 謀 軍法 を 知る を以 
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て 表と し， 兵の 勇 道 を 習 ふ を 以て うらと すべし、 二六時中 不, 可レ 忘。 又 鎌 倉の 時賴禪 

門の 云 ふ、 虚譽 は國の あだ 身の 災、 無量の 禍出 づる處 なり、 唯 だ 道に 志 あらんに は、 

世の ほまれ をう けて は彌. -むづ かしかり ぬべ しとい へり。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 曰 ふ、 大人 は 死 を 恥と せず、 士は 生く る を 恥と 十， 二心 あり 

たんこと、 是れ 士の大 なる 恥 也と い へ りと ぞ。 二心 あらざる は義 を不, 知して は 勤め 

がた し、 士道に 志 あら ずん ば、 身 を 利す る 事 を專ら として 其の 本 必ずた がふべ し。 故 

に 道に 志の ありなん こと を 要と する 也。 

y 八 、一  師曰 はく、 朝倉宗 滴が 言に、 仁 不肖に よらず、 武者 を 心が くる もの は、 第一 うそ を 

mi つかず、 聊も うろんなる 事な く、 不斷實 儀 を 立て、 物 恥 を 仕る こと 本 也、 其の 故 は、 

一度 大事の 用に 立つ 時、 不斷 うそ を 付く うろんなる 者 は、 如何様の 實儀を 申 候へ ども、 

例のう そっきに て响レ 之 間と 指 を さし、 敵 味方と もに 信用な きもの 也、 人の たしな み 

平生 肝要の こと 也と いへ り。 宗滴士 の 大丈夫た る 道 を不レ 知が ゆ ゑに、 僞を云 はざる 

を 一 度 大事の 用に 立てん ためなりと 云へ り。 人の 僞を云 ふ は、 皆 道に 遠く 唯だ當 座の 

便利 を專ら とする が ゆ ゑ 也。 已來の 利 不利 はさし 置き、 大丈夫の 本意に 叶 はん 心得 あ 


らば、 然も 已來 其の 利 も 全 かるべき 也。 

或 人 問うて 曰 ふ、 士の 達人 誰 を 以て 期せん や。 師曰 に く、 君に して 堯*舜.禹* 

< 二) 以下 皆 口 n • 文. 武、 臣 にして 阜陶 • 益稷 • 伊 尹 • 呂 望 • 周 公 • 孔子、 各. - 士道の 相究 まれる 

上古よ .9 周 代 ， 

00 也。 しかれば 士道 は 聖人 を 以て 本と し、 其の 書 ほ 六經を 以て 用と す。 本朝の 學 者是れ 

を不, 知して、 別に 儒道の 說を云 ふ、 甚だ 以て あやまり 也。 ここ を 以て 士道 を 別にし 

て 叉 儒の 一 法 を 論じ、 儒者の 風 をな して 其の 行跡 ことん \ く たが へ り。 或 人の 曰 ふ、 

然 らば 古今の 擧者皆 士の道 を 得べ しゃ。 師曰 はく、 和 朝の 拳 は 云 ふに 不 Z 及、 異朝に 

も 儒の 道 久しく 絕 えて、 唯 だ 空言 を翫ん で實學 ここに 沉： t す。 故に 士道の 世に 不レ立 

事 殆ど 久し。 されば 能く 土の 道 を 究理 するとき は、 丄兵は 治 二 天下 國家ー 中に して 修 

身 正 心、 下にして 身體 習練 技術 ここに 勤む。 然れば 三つと もに 相と との ふる /、- ご號し 

て、 士の 上達の 人、 大丈夫と 云 ひつべき 也。 

.師 嘗て 曰 はく、 戰功 はか ひん. \ しく 時に 遇へば 身に 積る 事 多き もの なれ ども、 武士 

ナラ  づ かた 

の 本意と 云へ る 所 は、 習練 不， 詳して は 其の 道つ くしが たきもの 也 C 何方に て 何 斗り 

め i 

の 功 あ り、 その 所 に て 大方たら ぬ 働 ありし 目 也 耳 き き 也 口 き き な り と W  > ベ もの に 
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も、 本意 をい はせ て 論ずれば、 甚だ 初心なる こと 多き もの 也。 錦 は 一 寸 のきれ を て 

もしれ やすく、 鳳凰 鸞鳥は 一 筋の 羽に も 其の 德 あら はる。 況ゃ 一 言 を 出し  一 ：？ を 云 ひ 

て、 筆に しるし 書に 載せなん に は、 其の 胸襟 かくすべき 所な し。 たと へ 手足 をね り 耳 

目の 廣才 を嗜 みたり と 云へ ども、 本意に 不, 入と き は 皆う はつら 斗り にして、 何も 皆 

根な く 基な し。 去 比 高麗. 關ケ原 等 之 役に 功あって 其の 名譽 ゆゆしく、 其の 名 を 聞き 

ただび と  まき 

て は 直 人に あら じと きこえし 輩の、 武士のう はさ を かける 一 牧の文 あり、 是れ にしる 

こ に-ば 

せる； 百 入 を みれば、 僅の 事に ほこり、 ゆゆしき わざの 如く 云 ひもし かき もしる して、 

こ 5 とく 

其の 志す 所 唯 だ 匹夫の 溝瀆 にく びれ 死なん こと をのみ 思へ り。 文章 は 其の 人の 才 によ 

るべ し、 思 入 は 其の 人の 志す 所 なれば、 なからん 跡まで も 尤も 恥づ かしき 桌也。 され 

ば 戰功は 仕 合よ ベ 時に あ ひ、 手足の ねりに よって 其の 事な りぬ とみれ ども、 士道に お 

いて は 夢中に 弄， 夢に 不， 異。 大丈夫 能く ここに 味 ふべ き 事 也。 

師曰 はく、 大丈夫 常に 將の將 たる 器 を 志す にあり。 弓馬 劍術 力量 早業 は 皆-匹夫の 所 

レ致 也と いへ ども、 土の 職業の その 一 つなれば、 游, 藝て 是れを こころみ、 文書 古事 を 

しって 其の 事 を廣く 仕る の 用と 十。 凡そ 上 兵 は伐レ 謀、 不, 戰而屈 ご 人 之 兵, を 善 之 善な 


5)  J^s の 高 

i^i: 邦 楚の項 

羽と 天下の 霸 

も 爭ひ、 各 i 


起す" 邦 先 

づ秦を{!-め.|^^ 

上に 軍し、 項 

おのえ さに 西 

の 方閱に 入ら 

ん とする に會 

す。 邦の 兵 十 

M.  ^の ：i8f 四 

十 萬 互に 對時 

>」 て殺氣 あり。 

^門 は 地名な 

り 

(四) 劉 邦の 

都下の 勇士 

(五) 正 平 十 

年 足 利 尊 氏に 

從 ひて、 直 冬 

fij- び. お 井 直 常 

京都に 攻め 

L 時の ことな 

b。 太平 記卷 

第三 十三、 京 

箪 事に 出づ 

(六) 尊 氏 

(七) 勇士。 

もと 天子 も-守 

b し 者の 局 代 


りと 云へば、 士の 道に ふかく 志して 厚く 謀り 遠く 思 はんに は， 天地の 間の ことわり も 

二  I  一)  (wn  . . 

不レ 通と 云 ふこと あるべからず。 異朝の 鴻 門の 會に、 樊喰 門の 扉 を やぶり 項 羽 を にら 

み 見、 豕の肩 を くらって 斗酒 を 煩け、 怒れる 髮は冑 を ささぐ、 まことに 勇士 猛 兵と 云 

ふべ し。 しかれ ども 高祖つ ひに 是れと 謀 をな し 道 を 行 ふの 事な し。 張 良 自ら 敵に 不 

當 してつ ひに 帝王の 師 となり、 謀 を 帷幄の 內に めぐらせり。 されば 細 川の 淸 氏が 自 

ら敵 にあたって、 二宮 兵窜 頭が 桃 井と 名乘 つて 出で たる を 組み 留めて、 頸 を 取って 

將 軍の 前に 持參 して， 高名が ほに ものせ る も、 士の道 を不， 知して 將の將 たる 所な し。 

道に 志 あら ざれば、 ゎづ かの 事 を 輿 張に 思 ひ、 不 X 入 事 をな して 勞擾 十る 事 多し。 將 

は 自ら 帷幄 を まう け循を 突かし め、 非常の兵士を轅門に不，^,入して、 猛卒虎 を 出し 

シ 力 ラ  シ 力 ラ 

て 彼れ をと りこと 十る、 是れ將 の 道たり。 其の 制不， 正、 陳 法不レ 宜して、 其の 道 を 失 

する ゆ ゑに、 勇士 猛卒 ありと いへ どもた きが 如くに 散亂 して、 將不 X 得レ已 して 自らの 

功 をな す。 是れ豈 士道た らん や e 但し 將 おそれて 矢玉 を さけ、 陣を 厚く して 敲を さく 

と&〕 ふ は、 是れ叉 士道に 非ず。 この ゆ ゑに、 戰國 遠ければ 國 郡の 領主 優長 佚樂を 事と 

して 自ら 干戈 を 荷 ふこと を 忘れ、 可 レ出戰 場へ 不, 出して やみぬ る こと、 世の 護に 管領 
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の 馬の 出で かね、 有 馬 殿の 频當と 云へ るが 如き、 是れ將 として 大丈夫の 道 を不, 知よ 

き？ S 述 り 事お これり。 暴虎瑪 河死而 |4 レ i 者 我 不：， 與と は、 士の道 を 示し 玉 ふ 言に あらず や。 

士 の 道豈 大方 に 可 一一 心得 一 ことに あ らず 。 

師曰 はく、  士の道 を 志す と 云 ふ 輩 ありても、 其の 道 をつ とめて 心に 入る る處 あら ざ 

れば、 唯 だ 道の すきと 云 ふ 斗り にて、 是 れ叉實 にあらず。 世人 書 を舉び 其の わざ をし 

ると いへ ども、 多く は 口に 云 ひ 目に 見 耳に 聞く 斗り の 好みに て、 ，1:1 くつと めんと 思 ふ 

處 あらず。 さるに よって、 古語 を おぼえて は 利 a とし、 ^をい ひつめ 世に ほこりて 悉 

く高投 となれ る 事、 是れ 士道に 志の 立たざる ゆ ゑ 也。 尤も 可 A 愼事 ども 也。 

師曰 はく、 何事 も殘る 所な くそろ へんと する は、 其の 事に なりゆきて 遂に は 實を取 

失 ふに なりぬべし。 古の 大丈夫 も 其の 要と する 處に 深く 心 を 入れて、 末々 のおち/ \ 

は 成る に まかせ、 又 全から ぬ も ありぬ。 本末 殘る 所な く；^ 然として 能く 萬 物に 應 ずる 

は 聖人の みなるべし。 其の 外 は 末へ 心 を 付けて は 本 を 取 失 ふべき なれば、 此の 處を了 

見して * 其の 要と せんず る 處を第 一 と 取 入れて、 其の 餘 はならん ずる ままに 任せぬ ベ 

とと 0  もと  ルラ 

し。 殘 りなく 調 へんと する 間に 暇なくて、 本 を 忘却して 不, 入 事 を とらへ、 士の 大本 


(二) 平安朝 

の * より 籙 倉 

, 初期 迄 日本に 

一時 東 

大寺大 の 頭 

も 一 鑄 などして 

野の 人氣ぁ 

h- 14 後 素 

行 修まらす、 

簑 倉に 来り 實 

朝に 謁して 渡 

* ちす すめ 事 


分明なら す 

(三) 菩妻鐘 

建ク、 六 年 三月 

十三 日の 條に 

出づ、 親 朝 東 

大寺 供養に 奈 

良へ 来りて、 

和！？に^^せん 

として 拒まれ 

L こと をい ふ 

S) 吾： 21 

建 i^K 年 六 H- 

十五 日の 條に 

出づ 

(五) 吾妻 鏡 

建 li: 四 年 十 一 


に 出づ 

B 同 五 年 


を 失 はん 事、 甚だ あさましき 儀 也。 

師曰 はく、 道の 道た る處 を不レ 知と き は、 さし も伎俩 ゆゆしき 生れ 付の もの も、 少 

しの 事に 及んで 人に いはれ て 惑 ふ 事 多し。 源 賴朝は 甚だ 武將の 法 を そな へ し 人と 云 へ 

ども、 宋朗 の輕祁 « が、 1) 敵 對治之 時、 多斷 「人命" 罪業 f 重 也、 不 i ゾ ff- 由、 固 

な  1- ヒ 

辭 再三な りければ、 賴朝 感淚を 抑へ て 和 卿が 言 を 信じぬ と 東鑑に 出で たり。 . ^の陳 和 

卿は宋 朝の 佛師 にして、 甚だ 人 を 偽り あざむく の 悪人 也。 陳和卿 後に 實 朝に 對 面し 

て、 三反#ご1^、 頗？^ 泣 申 云、 責客 者昔爲 n 宋朝育 王 山 長老 一 于, 時 吾 列- ス其) 門弟- 

議舊 KstF- 和 卿 S じ、 I 山 を 拜し玉 はんの 心聽 て- 

渡 唐の 志しき りた.^ ければ、 陳和 卿に 命じて 唐 船を迭 らしむ。 事な りて 是れを 由 比の 

，二 浮ぶ、 信 濃 守 行 光 此の 事 を 奉行して、 數百 輩の 匹夫. に 筋力 を盡 して 曳 かしめ けれ 

ども 不，； して、 つ ひに 砂 頭に 朽 損せり と 也。 是れ 等の 妄詐 を專ら として 人 をた ぶら 

かす 陳和 卿に そそのかされて 賴朝 彼れ を 信用に 及ぶ 事、 是れ 道に 志 あらざる ゆ，^ 也。 

賴 朝の 行跡 その外 あやまり 多 けれども、 少々 の 事は棄 てて 不ン 足ン 論、 如つ 此の 大要に 

おろかた ると き は、 たと へ 外事し ばらく 宜しと 一 K へど も、 大丈夫の 本意と 云 ふべ から 

士談ー  一八 七 
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ざる 也。 

師曰 はく、 頼 朝に 忠を盡 せし 三 浦 大助義 明が 末葉に 三 浦介義 同と 云 ひし は、 後に 睦 

奥 守 入道 道 寸と號 して、 弓矢 を 取って 其の 比竝 びな き 將 にて、 相 州 岡 崎に 居城 十。 

あら ゐ 

是れ義 明が 弟 岡 崎 惡四郞 義實が 住せし 所な り。 其の 子 を 荒 次郞義 意と 號し、 三 浦 新 井 

城に 置きて 管領に 屬し 武威 を ふるへ り。 此の 道寸、 養父 三 浦 介 時 高と 中た が ひ、 己れ 

が 勇力 を 以て 時 高が こもれり し 新 井の 城に 押しよ せ、 明 應九年 九月 廿 三日の 夜夜 討に 

して、 養父 を 傷害して 三 浦の 跡 を相績 しぬ。 かくて 永 正 十五 年 七月 十一 日に， 道寸父 

子 北條早 雲が ために 責め 詰められて、 荒 井の 城に 一 所に 相 あつまり 悉く 自滅せ り。 こ 

こに 案ずる に、 弓馬の 功 をた のみ 自らの 勇力 を 事と する 輩 も、 士の道 を不レ 知が ゆ ゑ 

に、 父 を 敬 ひ 恩 を 重んずる 處 あらず して、 我が身 を 利 せんが 爲に君 父に 敵對 し、 不義 

無道の 行跡 をな すに 至る 事、 是 れ亂臣 賊子の わざに して， 道の 道た る を不レ 知より お 

これり。 さるに 因って、 士道に 志 あさく して は、 身に 5- 猛 伎倆 そな はり 職業 修練 を 

つむ ほど、 皆 道の ために 害と なりて、 不義の 行跡 を 助く るの わざと 成り もて ゆく 事、 

甚だ 不便の 事 也。 身の 榮華 を究 むる に 付いて 論ずる と 云 へ ども， 惡を行 ひ 不義 を 事と 


(二) 當 時の 

8«-更管(.^?足利 

(三) fx: 始 

末 記卷六 ，七， 

八の 各所に 出 

づ 

(ほ) 一本、 

大野に 作る。 

矮田信 長に- 

逢して 義景を 

自，. V-  >もし 

なり 

(五) 朝 倉景 

(六) 一 向宗 

(七) ST^5!、 

雲 長 厂 ぶぶ 字. 

乂の字 は 長生、 

蜀 0 劉 に 仕 

へ， へられ 

て 1 曹操. ふ 

gl1-8jlj に 居り、 

これに 報いて、 

又 倦の 許に 

仕へ、 吳と戰 

ひて 害せら る。 

人 さ  一 * に 名 

高し 


して、 幾程 後榮を 期せし 輩 あり や。 たと へ 天地と 後榮 をな すの 事 ありと 云へ ども、 豈 

不義 を 行 ひ 無道の わざ をな 十べき や。 大丈夫の 道 ここに ありぬべし。 彼の 道寸が 行跡 

以て 可レ考 也。 古今と もに 世に 亂臣 賊子 ある こと は， 士道の 不：， 立が ゆ ゑと 可.， 知 也。 

されば 三 浦 時 高 主人 持 氏 に そ む い て 、 その 賞に ほこり 大名と なりて 終に 養子に 害せら 

れ、 道寸叉 養父 を 害して 北條 がた めに 滅ぼさる。 不義 不 道の 行跡 あらん もの は、 子孫 

ンハ ルァカ  ニー 一) 

自ら 不義 不 道に 至りて、 不， 奪ば 不, 厭の ためしと なりぬべし。 天 正の 初め- 越 前 朝 倉 

(巧) 

義景の 家臣 ども * 尾 野と 云 ふ 所に て 各-' 逆 意して 自殺せ しめ、 その 賞に ほこりて 越國 

(五)  HO 

に 居せ し 樓田播 磨 守. 朝 倉 式部 大輔丄 n 田田彥 右衛門 尉 は、 地下 人の ー授に とりまかれ 

て、 ゎづか 九十 日. の內に .1 亡せ. n と 云 ひ傳 へたり.。 義 を不， 知 道に 志な き 輩の、 人の 

さそ ふに まかせ、 身の 利 を 求めて、 モ しり を 末代に のこし-後 榮叉 期せす、 尤も 可へ 戒 

也。  - 

.師 嘗て 曰 はく、 魏 のき 操 は 勇猛 豪傑の 將 にして、 其の 知識人に こえ、 天下 を 縱橫に 

する 事 三十 有餘 年、 其の 奇策の こる 處 なかり しが、 建 安二 十四 年に 蜀の大 將關雲 長が 

頸 を、 吳の 孫權が 方より 魏に 送れり。 曹操頸 を 得て、 其の lii: を 開いて これ を視 るに、 

士談ー  一 八 九 
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頸の 顔色 平生に か はらず。 曹操笑 ひて 云 はく、 久しく 汝を 不， 見、 今 其の 頸に 對 十る 

； J との 喜ばしき にやと ありければ、 言 未, 終に 頸の 毛 髮髮の ひげ 皆う ごく。  ^操し ば 

らく 默 して 是れ をと らしめ、 厚く 葬りて 蜀に 送れり。 此の 後 iini 操、 毎夜 眼 を 合 十れば 

必ず 關雲長 をみ る、 その 心悶亂 して 行跡つ ひに たが ひ、 或は 神木 を 切り 或は 神 醫を殺 

(に I に す。 建 安二 十五 年 正月、 六十 歲 にして 卒す？ 晝夜 妄語 を 吐き、 急に 鈕を 取って 本； 中 を 

は 六十 六き  キ ノ マ 

り  切る >  如 A 此事 不， 止して 死せ り。 さし も奥猛 豪傑の 身 たれ ども、 關雲 長が 靈に內 つて 

おこ 上 S 死せ りと 云へ り。 近く は 長 尾 謙 信 威 を 北 越に 振 ひて 其の 鋅甚だ 盛な りけ るが、 老ぼ姊 

崎 を 生害の 時、 柹崎 甲胄 を帶し 弓矢 をつ が ひ、 謙 信 をに らんで 死せ り。 此の 時より 謙 

信 物 狂 ほしくな りて、 九： n めに 死去せ り。 曹 操の 武 における、 つとめず と 一；， I ふ 事な し- 

謙 信の 勇に おける、 向って 不， • と 云 ふこと 非 ざれ ども、 道に おいて 其の 本 くらき を 

以て、 遂に 如, 此の 邪鬼に 侵さる る處 あり。 道 を 知る こと 不， 正ば、 其の 所， 爲に 絶妙 

ありと 云へ ども、 眞 正の 義 において 暗く して 不， 通 事 多し。 しからば 叉 是れを 眞の大 

丈夫と は號 しがた かるべき 也。 


三 力め 行 ふに 在り 

師曰 はく、 職分 を 知り 士道に 志 ありと 云へ ども- 是れ をつ とめざる 時 は- 其の 職 其 

の 道 を詳に 知る 事 難し。 而 して 勤む るに 職分の つとめ あり、 士道の つとめ あり-」 ここ 

(お) 

を 以て、 往古 は 人生れ て八歲 にして 旣に物 しること 有る 時 は、 學 校に 入れて 小學 を學 

ばし む。 小 學と云 ふは禮 • 樂 • 射 • 御 • 書 • 數 • ： ゆ • 應對 • 進 返の 節、 十 ベ て 我が 

職分と 仕るべき わざに 於て は、 詳に 其の 用法 を盡 して、 容を ねり 手足 をたら し 記識す 

ル カラ 

る こと を覺 えて、 其の ことわざに 不， 暗が 如く、 手 習 ひ 足 熟し、 口耳の 學を 習練せ し 

む。 旣に年 十五に 滿 ちて、 萬 物の 品々 其の ゆ ゑん を 糾明す べきに 便 あるの ころ ほひよ 

り、 又大 辜の 舉 校に 入らし めて、 ここに 於て 心意 を正誡 して、 身 を を さめ 人に 交 はる 

の 間、 其の 天性 を 以て 正しから しめ、 大 にして 天下、 中に して 國郡、 小に して 一家、 

とも に 能く 治め 調 ふ る に 至る の 道 をつ とめし む。 是 れ古來 聖人の 敎を立 て て 兆 億の 民 

をみ ちび き、 其の 職 をつ とめ 其の 道 をつ とめし むる の 法 也。 後世に 及んで 此の 敎 たた 

ず、 人 唯 だたり のま まに 成長して、 有るべき ことに まか 十る を 以て、 幼弱より 壯老に 

至る まで、 つ ひに 一事の 職 をつ とめ 道 を しること なし。 たま/ \ 志 出来て 初めて 職 を 


. ^鹿 語類 卷 第一； 十二  一  九 二 

擧 ばんと 思 ふ もの も、 或は 壯 年に 過ぎ 或は 老衰して 手足 進退 骨 節 相と との はず、 記識 

薄く してお ぼえ しること 不レ 叶、 こ こ に 至って 舉ぶ もの つとむる もの も怠投 してやみ 

ぬ。 道に 志 ありと 云へ ども、 其の 職業 を つとむる こと 不」 能して、 只 だ 空談の み 也。 

彼の 八歲 にして つとむる こと を壯 年に して つとむる になれ る ゆ ゑに、 其の 勤 皆 時 を 失 

ひて やみぬ。 是れ鄭 ポ敎の 世に 不仁 仃が なす 處也。 向後 大丈夫の つとめに 志 あらん 輩 は、 

此の 處を 守りて 子孫の 敎.^ を 不,！^^怠也 。 

yli「.fsLt 師曰 はく、 中庸に カ行と 出せり。 力 はちから 也。 事物の 理を詳 に 究めん こと は、 力 

乎； 1 こと 出づ サ ルカ-フフ 

を不レ 出して は不， 可， 叶 也。 ゆ ゑに 力の 字 をつ とめと よめり。 今日 任 重く して 道 遠き 

(A^l^li 一  間 を、 能く 力 を 用 ひて つとめず して は 全くたり がた し。 後 漢王充 が 論 衡に曰 はく、 入 

有 知：， 學則有 A カ芡、 文 史以， 理 ， 事爲」 力、 而 儒生 以 n 擧問 1 爲， 力、 夫 壯士カ 多者杠 

レ 鼎揭， 旗、 儒生 力 多 者 博 達疏 通、 故 博 達疏通 儒 生 之 力 也、 舉， 重拔， 堅 壯士之 力 也、 

孔子 周 世 多 力 之 人 也、 作， 一春 秋； 刪 二 五經ー 祕書徵 文 無， 所， 不 定、 故. 1^  ^^.^fe-. 

レ穀 農夫 之 力 也、 猛攻 戰 士卒 之 力 也、 斲削ェ .1 之 力せ、 治書定 I 佐 あ 之 力 也、 

論 レ道議 t 政 賢 11 之 力 也、 人生 莫， 不 ， 有， 力、 所以 爲， 力 t あへ 4 ああ、 孔 き 舉こ北 


ヲ  テヲ ラスん 1 ァ ラル ノ  ハル ヲカ  二 

門 之關； 不二 以, カ自 章； 知 二 夫 筋骨 之 力 不もニ 仁義 之カ榮 一也と しるせり。 誠に 力の 

出 づる處 犬なら ずして は、 大丈夫の つとめな りが たかるべき なれば、 力 を 出さん 事是 

れ士の カ行 也。 

師曰 はく、 つとめに 其のし るし を 急ぐ 處 あるとき は、 早く 怠る こと 定まれる こと 也ハ 

つとめ は 一生の つとめ、 是れ にて つとめの 相 終る と  一 K ふべ き處 なし。 若しつ とめに 限 

(三)  ( 一一 シテ 

り あらんに は、 其のつ とめ 實理と 云 ふべ からず。 東 漢の徐 幹が 中 論に、 小人 朝爲而 

夕 求 二 其 成； 坐 施 而立 望 二せ ~ 反； 行， 二 曰之^^,而求，|終身之譽； 譽不， 至 則 曰 二 善 無，， 益 

二. J テ  ヲキ  ニシノ  ヲフノ  ニヲテ  シメ ラレ シ ウダ  ^  レ 

矣、 遂疑ニ 聖人 之 言 一 背 二 先王 之敎； 存， 1 其舊術 1 順 二 其 常 好 一 是 以身 辱 名賤、 而不， 免 

レ爲 二人 役 一也と いへ り。 少しつ とめて 大 なる： を 求めて はハ欲 あるべからず。 すべてつ 

とむ るの 道 は、 益 を 求め 譽を 求む るの 爲 にいた， す 事、 是れ まことの つとめに あらず。 

つとめ は 人た るの 道 を つとむる のみ。 つとめて 益 あり 譽 ある は その 幸 也。 益な くきな 

きと 云 ひて 更に 求むべき 所た し。 天地の 生々 無 息た る、 是れ 天地の つとめ 也。 天地 何 

の 求む る處 あらん や。 大丈夫 唯 だ 道 を つとむる のみ、 外に 求む る 事 あらざる 也。 签を 

求め 譽を 求めば、 必ずつ とめて 倦む 所 ありぬべし。 尤も 可レ愼 也。 


(1) 七 

00 一 、 支那 

L 代 兵法の 書 

なり。 上 if は 

その上， 中、 

下略と 篇も分 

てる 上. IS なり 


(二) 樓井書 

にも こ の こと 

あれ ど 文 韋異, 


山 鹿 語類 卷 第二 十二  一九 四 

師曰 は く， 三 略 上略の 初に、 夫 主將之 法、 務 欖 一一 英雄 之 心 一と まふ 一 句に- 務とー 一.T 

ふ 宇 を 入れたり。 務めて と 云 ふ 所 甚だ 力 あり。 つとめて 不：， 致して は 力の だらざる 事 

勿論 たれば、 此の 篇の總 括 は務の 一字に ありぬべし。 つとめと 云 ふ 事大 丈夫の 本と す 

る處 なること、 可 二心；： ^一也。  .  - 

(二) 

師曰 はく、  ：i (木) 正 成 云 ふ、 士は 十七 八歲 より サ七 八まで は、 敵と だに 3- たらん に 

は、 火の 中 水の そこまで も 追ひ實 めて 討たん と 思 ふ、 人 三十 歳に なれば、 能く 陶に當 

る 零 をす る も のぞ、 十七 八より 三十 歳の 內 にて 見合せ てなん ど 思ふ將 は、 三十 歳に 餘 

れば 軍の 闘 を はづす 物ぞ、 叉 三十 歲の內 にて そこ つの 軍 を 仕らん とみ 仕りし 入 さ へ 、 

五十 歲 にな らんに は、 おくれて 圖をは づ十事 多 からん と：：^ ずると 謂 ひ 」 とに や。 年老 

いて は氣 力. II、 第に つかれ 衰 へて、 諸事 盛なる 時の ごとくに はっとめ にくき もの 也。 し 

かれば 若き 時の つとめ は： しき ほどに あり て も、 後に はっとめ 大方になる ものと みえ 

たり。 可 レ戒事 也。 

にく 

帥 曰 はく、 楠 (木) 曰 ふ、 士の自 讚 をな すに 失 多し、 一 に は 諸人に 惡 みん ぜら ろ- 二 

に は無禮 也、 三に は 口論の 端 也、 四に は 諸人 耳 を 閉ぢ首 を ふる、 五に は 恥に 合 ふの 端 


也， 六に は 亡命の 端 也、 七に は 諸人 其 の^ふ 事 を不, 信 >  八に は 諸人 參き を不， 好、 

さしあたり そし 

九に は 指頭の 毀り をう く、 十に は 自然に 惡事 生ずと 也。 今 案ずる に、 人自 讚の 心 あり 

て は、 身 を自馒 して 他 を 毀る の 基 なれば、 諸藝 諸事と もに つとめう すくして 只 だ 自ら 

を是 とす。 ここ を 以て 考 ふれば、 自讃 はっとめ を 失 ふの 基是れ に不, 過。 古 來是れ を 

戒 むる ゆ ゑん 也。 古の 聖人 自ら 我が 道 を 以て たれり とせず、 この ゆ ゑに 學 不, 厭敎 

ル マ (三)  ル ハ 

不レ 倦の 言 あり。 聖人 ここに 足れり とせば、 何の ゆ ゑに 寧んで 不, 厭の いひ ありたん や。 

？仉ゃ 聖人 已 下の 士、 自讃す る 事 ありなん に は、 つとめ 則ち 怠りて、 眞の 大丈夫に 不 

カラ ル 

レ可レ 至 也。 

師曰 はく、 北 越 朝倉宗 滴が 言に、 我々 一世の 間、 敦賀へ 上下 何時も 一 曰が けに 仕 候、 

此の 儀 は 我々 彼の 郡ぁづ かりの 內 自然 の 事有レ 之ば と の 用意 ま での 勤に 候。 されば 七 

十に 餘り候 迄、 毎年 川より 北 道筋 可, 考の ため、 號二鑾 野, 細々 下向の 事、 是れ叉 非 ニ^ 

儀； 彼の 國 より 一度 亂 入不レ 仕して 不， 可， 叶と 存じ、 其の 時の 用意まで に 候。 總 じて 

一度 卒 度の 事に 逢 ひて、 久しく 武者 を不. Z 昆 して 功 者ぶ り 仕る 者 ども、 一 段 笑 敷 事に 候。 

其の 故 は、 小 泉 古四郞 右衛門 常々 かたりけ る は、 武者 遠くな りて は， 足輕に 出で たる 
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時に 矢 風 おそろしく 覺 ゆる もの 也、 細々 打 出で 敵に あへば、 少々 の 矢 をば かりお とし 

たんと、 心づ よく 思 ふ もの 也と い へり。 朝夕の 心がけ 不， 怠 ごとく 可 一一/ 簡 一とい へり。 

まことに 武士 朝暮の 心がけ、 手足の ね. り、 萬 事に 心得な くして は 勤 かくべき 也。 

師曰 はく、 ヒ杉定 政が 狀に曰 ふ、 有 M 由斷 1 において は 少しも 不 X 可， 叶、 他 1： に 打 越、 

抛， 1 身 於 溝 象； 可，^  二 散 於 路頭 1 之 事、 不，^ 可 Jt  "之、 片時 も I  ニケ州 無爲之 刻、 成 こ 安 

堵之 思； 從 n 隣國 一可， 被レ成 n 縣  1 計 儀 1 之 段、 末代 之 恥辱と 思 ひ、 可 T 以， ー他國 山野 1 爲-ー 住 

ト  ヌスレ  ビヌ リテヲ  セ ョ モス • カラ 

所； 甲胄 爲， I, 枕， 一 夜之陳 にも 自身 結レ繩 取， 鍬、 夜中 不 M 睡眠； 終夜 馬 之 背に て 夜 を 明 

(二)  .  . 

し、 レ脫ニ 甲胄； 如 レ此朝 良 至 ニ于勤 1 者、 何 誤 可レ有 乎 云々。 戰！： のっとめ * 如， 此 

こそ あるべき こと 也。 

師曰 はく、 武田 信玄曰 ふ、 とりの 子 を 十 づっ十 は 重ぬ とも 女に 心 ゆるすべからず と 

(一一 ご  § 

せん  まさか ど  たは.. 5 とうだ  ル ザ 

あり。 坂 東八ケ 國の將 軍と なり、 旣 に王號 を^せる 將門 を、 依藤 太が 奉レ 討のと き、 

秀鄕 ひそかに 將 門が 內の 女に 心 を 合せ 是れを 討ちたり と 也。 女 は 義理 を わき まへ ず 正 

道 を 不レ， 知、 ふが ひなく かざる 人間 なれば、 武士の ヒ； に 偽 ある 輩 は 女 なり。 ここ を 

い で- tv た 

以て 女に 必ず 心 を ゆるすべからず と： ム々。 案ずる に、 心 を ゆるす と 云 ふ は 怠より 出來 


る ことなれば、 女に のみ 心 ゆるす 不レ 許と 云 ふ 議論 可， 有に 非す .0 唯 だっとむ る處 をつ 

とめば 內に 省みて 疚し かる 不， 可。 內に 省みて 不レ疚 とき は、 心 を ゆるし ゆるさ ざると 

ルラ ズルニ  V 

云 ふ 事不レ 足レ論 也。 大丈夫 は晝夜 カ行して 而後に やむ のみなる べし。 

(Bn 

if 一 sss^i  師曰 はく、 長 曾 我 部 元 親日 ふ、 親 祖父 打續 きて 武 の 沙汰 ある 子孫、 早く 手に 合 ひ 

從 へ ロ戰, ゝート 

五 たる をば、 武勇の 家 を相績 すと 云 ひ 沙汰す る ものな り、 總 じて 武勇 二方の 者の 子孫、 

I  I めよ せ 

年若くて 手柄と 沙汰 仕る ほどの 働 ある をば、 其れ は 唯 だ 時の 仕 合と究 むべ し、 二度目 

に 能き 事 あらんに は 母方に 似たり と 云 ひ、 三度に 及ぶ 時 は 其の 身の 譽と云 ふべ しと 云 

云。 案ずる に、 其の 身の 名眷も 父祖の 行跡に よって 善惡 となる ことなれば、 我れ 又 子 

孫の ために は 父祖 也、 聊か ゆるがせに 不レ 可， 仕 也。 次に 人の 働 功名 も * 一度 ありし こ. 

と を 以て これ を 毀譽の 究めと 云 ひがたき 也。 一度 は 時の 仕 合 ある もの なれば- 善惡と 

もに 必と 定めが たし、 二度三度に 及んで は、 つとめて 不， 用して は 難， あ 事 なれば、 こ 

れを 幸と は 云 ふべ からず。 されば 何事 もっとめ て 致さん に は- 其の 至極 初めてみ えぬ 

べし。 つとむる 處 なくん ば、 たと へいかば かりの 大功 をな せりと も- 唯 だ 時の 仕 合と 

一 K ふべき 也。  . 

士談ー  一 九 七 


(一) 伯お は 

周の 武ヒ を諫 


す、 5! 山に 

峨 死す t 柳 下 

恵 は^の. 5 

S, 柳 下と 

いふ 邑 にあり 

て惠 と，？. I す" 

孟.^萬章下篇 

fM, べ卑に 「柳 下 

恵 は ._t せを羞 

辭 せす、 進み 

て 賢 を 際さす。 


以てす。 g 窮 

して 憫 へす、 

鄉 人と 處 るに 

由々 然として 

去る に？ 叫びす 

一： ム々、 故に 柳 

下惠の 風を閱 

く^は 鄹夫も 

宽に、 薄 夫 も 

敦し」 と 出-つ 
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師曰 はく、  士の カ行す る 事に 階級 次第 ありて、 小事 小藝を 一生の つとめと して、 勞 

して 無 X 益 事 甚だ 多し。 されば 法 を 天下に 立て 後世に 傅へ、 萬々 世までの 規範と なれる 

が 如きつ とめ あり、 是れ周 公. 孔子の カ行 也。 叉 百世の 下 其の 風 をき いて 人の 義心 を 

興起せ しむる の カ行 あり、 伯 夷 • 柳下惠 が 類是れ 也。 道 を 守り 義を 貴んで 一 生 を を は 

る あり、 一 の 直を必 とし 一 の 忠孝 を專ら として、 其の 餘才 ものに 不, 及 あり、 是れ 等 

の 事 は 其の 身に おいての 行跡な り。 これより くだりて は、 或は 權謀術 數ー技 ー藝を 

ん で- 是れを 一 生の カ行と してせ をむな しく 十 る 事 ある は、 尤も 君子の 所, 恥 也。 こと 

に 叉 百世の 下にして 其の 風 をき いて 人の 心を舆 起せし むる にも 品 ありぬ ベ し。 伯 夷 • 

柳 ド惠が 風 をき いて 人 皆 興起す るは義 のよ る處 也。 後世 信 長 • 秀吉の 風 をき いて は、 

人 皆 名 皿 化 榮望を 思 ふの 心 を 興起せ しむ。 然れ ばつと めて 行 ふ處の 品 々に 順って、 末々 

おも ひいり  キ ム 

まで それに 輿 起す るの 思 入 甚だた が へ れば、 尤も 其の カ行す る 所 を 可, 愼也。 

師曰 はく、  士の カ行すべき 所 は、 至って 心 易き 所 至って 小し きの 事 を、 カを盡 して 

可レ守 也。 心 易き 所に は 必ず 怠あって、 致す まじき 事 を も 致し、 云 ふま じき 言 を も 云 

,  シ カラ 

小事 は 不レ苦 と； ^ じて 是れ を默 止して なす。 皆 是れ內 の善惡 の機發 動の 


さな 人 ニ復通 o 

： り は に 無 書 二 
易 出妄の 
の づ第家 そ 
書 卦 '三人の 
に S 家 十 著 


處 なれば、 此の間 を詳に 究明いた して 可-一力 行 一也。 大抵 人の 前 貴人 高位の 出合に、 無 

禮放特 の 言行 ある もの はまれな り、 叉 究めて 大 節に 及びて は、 取亂す こと 叉 まれな り。 

至って 凡 下の 者 も、 罪 極まりて 死に 及べば、 不, 得， 已 して 死期 をよ くす るに 不， 異也。 

嘗與ニ 門人 I 書 曰、 人 之 言行 必怠, I 於閨門 之內； 故 志ニ于 道-之 士、 專愼 n 勤 関門 之內； 是 

不レ愧 ニ屋漏 一之 謂 也。 周漆溪 曰、 家人 之 院ノ必 起 二 於 婦人； 故 睽次ニ 家人； 以，， 一二 女 同 0^ ァ 

-l-x ルヲ * セ - 二- 751 ミ-、 ド stsi;  ノ  ハ ヲサメ スル (巧) ヲ ギ ゼィニ  二 キカ ュヅル  レ 二 ミン- -ナリ 

而志 不二 同行， 也、 S.  s^. 堯 所，， 一 以釐二 降 二 女 于媳： 們； 舜可 ji 乎、 吾玆試 矣。 

レリ ムニ  ヲ  でんし とうかう 

是在レ 愼ニ閨 門 一也。 叉 千 鍾の祿 をよ く辭 すと いへ ども， ^复 豆囊の 至って かろき 事に 

•i^l おは M おいて、 苟も 非 一一 其 人-色に あら li るると IK へり。 大祿大 官を辭 する は、 これ を辭 して 

する W にして、  す こ 

ヮ 、き 卦の名 名に よる 處の大 vi^ にか ふれば なり。 彼の 至って 小し きのこと は- 人の さし 云 ふ處こ あ 

f 火 い？ た 

^sr 一， 一れ よ ら ざる を 以て， 忽ちに 內に 動. する 處出來 りぬべし。 是れ 小に つとめ 難く して 大節 をば 

堯のニ 女、 接  ラ 

皇と女 英、 能くな す ゆ ゑん 也。 但し 大節 においても、 實に 能くす るに は不, 有、 名譽 の大づ なに 

取 付きての 事 なれば * 名譽 の大づ なの きれた らん ものより 見ば、 是れ叉 皆 虚妄の 說な 

ところ そこ  、 、  5 る V- せ 

a るべ し。 故に 一 K はく、 人の 是非 は 其の 忽に する 所を考 ふるに あり" 忽に する 處は閨 門 

も 行 t:> しなり 

小 輕の事 なれば なり。 

士談 一  一九 九 
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師曰 はく、 人 皆 四 支の 安逸 を 求めて、 唯だ當 座の や 十 からん 事 を專ら とする に 因つ 

(し) 

て、 其のつ とめに 怠り 多し。 いきと せ 生ける もの を兒 るに、 鳥獣 魚 虫の たぐ ひ、 農工 

商 各.'. cn ら つとめて 食 を 求め 人 を 養 ふ。 若し つとめ 怠る とき は 食 こ こに 不, 足 を 以て- 

お 文  冬暖而 兒號レ 寒、 年 登而妻 啼.， 飢、 頭衆齒豁にして竟に死すとも何の裨かぁらんとー^^ 

P 卷 1 唯一 解  A ナーフ  シテ  ムヲ 

に 出づ； ふに 不レ異 を 以て、 不レ 得い 止 ここにつ とむ。 士は 君の 祿 をうる こと 畳なる を 以て， 自 

然に祿 にあき 食に みちて、 自らの つとめ を 蔑 如す るに 至れり。 此の 四 支 何 ほど 勤めず 

安逸なら しめて かくし 置きても、 時 至れば 敗壞 してやみ ぬ。 且つ 叉 身の 養に も 安逸 は 

皆 短命の 基 也、 聊か 身 安 からん 事 を もとめて は 大丈夫の 本意に 不， 有 也。 故に 朝より 

夕に 至り 夜より 曉に 至る まで、 耳目 口 鼻 四 支の 運用、 心意の 思慮、 悉く 大下國 土の た 

め 多くの 人民の ためにして、 我が身 を 安ん ずるの 思 入 更にな し。 如レ此 とき は 「しれが 

身 是れ. 大 下の 身に して、 私する 處 あらざる 也。 天下の 間の 生物 皆 天下 を 利して、 士若 

し 其のつ とめに 實 なき 時 は、 天下の 利た る處 なし。 心 を 可, 付 こと 也。 

師 嘗て 曰 はく、 初めて 道 を つとむる に は、 勤む る こ ともなり にくく、 身の 言行に 付 

きて ささ はる 處 多くして、 如い 此 にて はっと めら る まじき と 思 ふ もの なれ ども、 其の 


志 を 卓 雨と して 其の 關を 透り 得る とき は、 次第に 勤 も 成り や 十き もの 也。 關を 透り 得 

る こと 度々 にして 後に は、 つとめ も 致し やすくして、 つとむる とも 不，， 覺 になれ るべ し" 

A  一 i しろ  しるし 

山城の ある 山寺に. 長命 丸と 云へ る藥の あるに、 他國へ 取りて 行けば 不 a) 議の験 あり， 

其の 寺の あたり 其の 里に て は 益な し。 叉 湯の 山の 曰 I の、 他國の 者に はよ くしる しあり 

て、 その 邊の ものに はしる しなき と 云 へる ためし も あり。 事 久しく たれて は 藥と云 ふ 

べき 差別 さへ みえ わかざる もの 也。 近 比 俗の もてはやす たばこと 云 ふなる 物 も、 辛 

く 苦く いぶせくて， 初めは 能々 吸 ひ 習 はで は不, 叶べき が、 後に は 辛き を 面白し、 苦 

と 15 どころ  しばし  ル ナ  -' 

きに 味 あり、 いぶせき に 取 所 ありと 云 ひて * 暫もロ を 不.. 離が ごとく たれる、 皆つ と 

め/  \ て 後に は やすらかなる とみえたり。 是れ等 は 皆 外の もの さへ しかり。 ？ rt- や 外よ 

り 入る にあらず、 內に心 能，、 お ぼ ゆべき 士の道 なれば、 つとめ/ ヽては 自然に 內に涵 

よろ， 一  (三) ンデ 二 フ レヲ ャ ョ an バシカ ラ  ， r 

0^^$ 養して、 說ば しき 所 出来るべし。 孔子の 學而 時習, 之、 不二 亦說- 乎との 玉 ひし 事 こ 

Si 類？，， こなるべし。 ああ."〕 人 書 曰" 安行 者 自然 底 而不， 入， 力 也、 カ行 者 恭守而 不レ失 也、 

„^體 の禮と は  ン？ キト ム. - チハ ス ニノ ヲ 手  (wn ハク ハ  ンノダ シク, 

(ぼ ^ 安與， 力、 到 ， 成 ニ其效 1 則 一 也。 明 道 曰、 禮 者非體 之禮、 是 自然 底 道理 也 I 只恭 

さ る自サ ：： グ- 0  / 

二-卜 r\  S  0  -r.  ノヲ  二  チラ ラクレ ニグ ナル レ ト  ト  -、  ン 

彰け f 而不， 爲ニ 自然 底 道理 一 故 不二 自在.； 須ニ 是恭而 安べ 是 禮與， 恭、 安與， 力 之 謂 也。 尤も 可 

士談ー  -  二 〇 一 
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レ味。  ， 

師 嘗て 種 レ樹、 顧 示して 曰 はく、 凡そ 物の 地に 生ずる * 我れ と 生々 する 物 は 其の 根ざ 

す處 甚だ 深く、 又 地心に 宜しき にや、 風雨に あ ひても 不レ 損， たと へ 損じて 危 きも、 枯 

るる こと まれに して 付く 事 やすし。 外の 樹木 草花 をう うる は、 其の 根 入 深く 能くつ く 

まで は、 或は 土 かひ 或は そへ 木 を 致して >  常に 其の かこ ひに 念 を 入れ、 風雨 寒 1^ のか 

へ りみ を詳 にいた さ ざれば、 枯 るるに 易く して 付く にかたし。 是れ .tin ら 其の 地に 不レ生 

して 他所より 人り 來れば 也。 學 問の 道、 其の つとむる 處亦如 レ此。 唯今まで 其の 志 あ 

らざ りし を、 俄に 志の 出來 てければ、 今日の つとむる 處 甚だ 難し- 能く 手 入 をいた し 

省み を不， 詳して は、 必ず 其の 志う せぬべし。 學 者の 進む 處は、 此の カ行の 切なる と 

不レ 切と にあ りぬべし。 今 於レ種 レ 樹亦然 り。 叉 曰 はく、 町人 百姓の 我れ と はたらきて 

あつむる 金 はう せず、 子孫の 居ながら 得た る 財寶は 必ず 失せ やすし。 是 れつと むる と 

つ と めず との 兩般 に出づ れば 也。 カ行の 事忽 に 十べ か ら- ざる 也。 

師曰 はく、 總 じての 樹木 をみ るに、 わか 木の間に は、 年々 の 盛 長す る こと 人の 目に 

みえて 大也、 旣に 年久しく 經て 其の 圍み大 なる に 至りて は、 五 年 十 年 を經て も、 # 方 


のか はれる と 見えつべき 所な し。 而 して 老木に なりて 後 は， 木つ き、 枝な り， 花の さ 

き やう- 葉の 出樣、 皆 わか 木と 別 也。 土の 所 レ勤レ 學亦如 レ此。 つとめ 行 ふ 時の 最初に 

は 進み ゆく と み ゆると も、 暫くあって 後 に は こ こ ぞ か はり て 進む と覺ぇ ぬ ベ き 所 

あらず。 ここにお いて 學者 必ず 怠慢して、 自然に あとへ かへ る 事 ありぬべし。 つとめ 

の §1- と 可, 爲所は 此の間 也。 されば 樹木 を 以て 云 はば、 旣に はえ 出で て 何年まで は 木 

の體 いまだ 不レ 全、 幾年 を經て 初めて 木の 體 全くな りて、 然る 後に は 年々 の 盛 長總體 

へ わたりて- 木の かこみ、 木の たけ、 內の もくめ、 膚間、 皮の 様子、 技 葉の 出 やう、 

花の さき やうまでに、 悉く 其の 盛 長の わけあ りぬべし。 其の上 大木の 枝葉， 總體 にか 

けて は 一 年に 一 分の そだつ 處 ありても、 若木の 二 尺 三尺 そだつに 相 同じ かるべ し。 然 

れば士 のっとむ る處 も、 人倫 交接の 間、 修身 接 物の 用、 一 曰 無量の 事物に 涉 りて、 是 

れぞと 定め 云 ふべき 所 は あら ざれ ども、 內の つとめ 年々 に 熟すれば 必ず 棟梁の 器と な 

りて、 さく 花 は 諸 木に すぐれて 見事に、 枝葉 は 柱と なり 薪と なり、 板に いとなめば も 

くめ 見事に、 柱に いとなめば 大廈 のか まへ ともなる。 是れ 年々 つとむる 處 より、 應じ 

て 節に 不レ 中と 云 ふこと なき ゆ ゑん 也。 必ず 速に なりなん こと を不, 可， & -：^。 
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師曰 はく. 一度に 其の 事 をな さんと 云 ふこと は、 皆つ とめざる ものの 一 ふ 事 也. す 

る 事 也。： 大 下の 間の 事物- 聊の 小事 小物 にても、 つとめず して 一時に なれる 物 あり や、 

以て 考へ つべ し。 たと へ當 座の 間 を 合せん 事 を 思 ひて 一 時に 成しうる こと ありと も- 

つ ひの 用に 一  一，  可  t  立。  譬 へば 键 をぬ らんに は、  先づ 下ぬ りと 云へ る こと を 致して、 土 

；;. へへ しー坊 薬な を あらく し 段 藁を大 にいた し- 此れ をぬ りて 其の 下地 をろ くにいた し、 其の 土 を 能く 

力 はかし め、 能く 土の かれ 乾き 落つ る 位 を 計り、 而後に 中塗の 土 を こまやかに いたし- 

細なる 段 藁 を 入れて 是れを i」 る。 ここにお いて 壁の 干 破れた る處 なく、  土の 付く 處能 

く 平 也。 而 して 又 上塗の 事 あり、 是 れ切磁 琢磨の ゆ ゑんに 非ず や。 是れ をつ とめと 云 

ふべ し。 此のつ とめ をむ つかしと 云 ひて、 初より 上塗 中塗 を 致しても、 又 下 塗？ f りに 

おいても、 の 成就と は 云 ふべ からず。 次第 を 追うて 其の 位を考 へ、 段々 に 仕立てて 

而後に 其の 事た りぬべし。 下地の つとめ をよ く 致して 後に は、 上の 仕 立に 手間 f4 レんフ 

もの 也。 下地に つとめう すければ、 上の 仕 立なら ざる もの 也と- 古人 もい へり。 

師 嘗て 調 n 合鐵 炮藥； 其の 曰 門人 等 相 食す。 示 諭に 云 はく- 世人 皆 其の 事の なれる 

後 を 見て は別條 なし、 手間 も不 t 入して なれる 如くに 思 ふ もの 也。 百 手 あたりて 米 一 


粒と たれり と 古人 も 是れを 云へ り。 上手 名ん 達人の 致 十 こと を 見て は、 造作なき が 如 

く なれ ども、 百鍊千 鍊の內 より 出で て 一 の 形と なれり。 一 の 刀 は 百 鍊の鐵 より 出で、 

一 りんの 花 は 三百 六 卜 日の 養より 出づ。 前方の つとめね りたらず して、 其の 一 りんの 

花 を US ^事に いたさん と^ふ こと は、 天地の 間に 有 こと 也。 藥の 調合に 理を詳 にす 

るは藥 のっとめ 也。 ゑに よくつ とめた らん 藥は用 ひて 其の わざ 宜しし * つとめ 少 i,* 

き 藥は用 ひて 其の わざ 不レ 正。 是れ 其の 事 ありと 云へ ども、 つとめず して は 其の 用 足 

ら ざるの ゆ ゑん 也。 

ば A 

師曰 はく、 品の 替り 事の^ なること は 進んで 致しよ きもの 也 * 同じ 事 斗り つとむる 

こと は 怠慢して つとめに くき もの 也。 同じ 事 にても 心を盡 してつと め 味 ふれば、 初め 

て 其の 事物の 至極に 至る もの なれば， 必ず 怠慢 不レ 可レ仕 也。 つとめと 云 ふ は 同事 をつ 

めづら I  ル 力 ラフ 

とむ るの いひ 也。 珍 敷い さましき 事 、に、 好んで 仕る 事 なれば つとめと は不， 可， 云 也。 

或 人の 云 はく、 一朝 夕に みれば こそ あれ 住吉の 岸の 向の 淡路島 山」 と 云へ る 歌の あり 

と 也。 此の 心 は、 朝夕 不斷 淡路島 をみ るが ゆ ゑに、 其の 景氣の 妙なる 處を 能く 心得 見 

をち： ち 

出して 感輿 せる 也。 遠近の 旅人、 是れ なん 淡路島 山な りと ききて 目」 て 通りなん に は、 
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み ど 二ろ  シ ノ 

an- 所 も あるべからざる との 心に や。 學者 のっとめ 亦 如, 此。 朝夕つ とめ 學ん で： W 事 を 

滿養 しなんに は、 つ ひに は 其の 本意 を 可, 知 也。 じ 事 也と 云 ひて 怠慢 せんこと、 か 

へ すん \ 大丈夫の 心に 非ざる 也。 

師曰 はく、 馬 をのる ものの 云へ る は、 馬の 曲 をのり 直す に、 のり 直しても 心 入 を あ 

と ね りく. 一 つ そ ひ 

しくいた して、 のり 直した る ほどに と 斗り 存じ、 n を 取る 舍 人口 副に まかせて 引 人れ 

さすれば、 或は 馬の 口に あたり、 或は 廐へ 入れさ まにあし く あたりて、 一 日 精 を 出し 

つ あ ひ まがき  ケ. ノ 

(一) i て乘 直した る 口 合、 曲 木の ごとく もどる 事 ありと：； ム へり。 人の 勤 も 如， 此 なるべし。 

子 上 篇第九 章 

？ i 未だ 勤め 行 ふことの 切なる 問に は、 應接 交際の 事に もつつ しみ 守るべき 事 ある ベ し 、 

き 物 あ h- と雖 

^M^^^^ 志の もどりて 前に かへ らん 事 を 可， 思。 師を 尋ね 道 を 問 ひても、 我が 交 はる 處 につと 

これ を麥 やさ  二) 

ば、 未だよ く め あ. ら ざれば、 必ず 前へ もどる もの 也。 孟子の 一 曰 これ を あたためて 十： HI 是れを ひや 

生やる 者 あら 

おなり」 と 十と いへ る 比喩、 尤も 味 あり。 

(二)  ^1 

ト -S 十九 段  師曰 はく、 好 田 兼 好 法師が 言に、 あやまれ りと は 他の 事に あらず.、 速に すべき こと 

「老来り て始 

1 て UIJ^W  を ゆるく し、 ゆるく すべき こと をい そぎて、 過ぎに し 事の くやしき 也と いへ り。 まこ 

に出づ  とに 大丈夫 士の 道に 志 あらんに は、 速に 萬 事 を さし 置き、 自らの 職分 を專ら として， 


其のつ とめに まこと を 可レ盡 也。 速に 可 ニ盡勤 1 こと を 怠りて、 不レ入 事に 月日 を 送り、 

後に は 罪 を 年に お ほす るに 及ぶ こと、 世の つたた きものの しわざ 也。 人 皆 何事に よら 

ず、 不レ致 もの もた く不， 爲 わざ も あらね ども、 前後 厚薄の わき まへ 無， 之 を 以て、 不 

レ入事 を 先んじ 厚く して、 是れに 我が 精悃 をつ くす を 以て、 まことの 時に 自棄して つ 

ひに やむ に 至れる もの、 凡俗 皆然 り。 唯 だ 志 を 立て前 後 厚薄 を辨 ずべき こと 也。 

師曰 はく、 人の 年齢の 程に よって 先んじつ とめつべき 事 多し。 古来 聖人の 定め 置く 

(1 一一) 〈クニり  ハ  ダ マラ 

(三) 季 小學. 大學 のた めし も 此の 心なるべし。 孔子 曰、 君子 有 二三 戒； 少年 之 時、 血氣未 レ定、 

^  M  sj? ヒ ズ 

II  <i  ムル レヲ リ 二 ビ ノ ナル 一一  二 チ" ムル レヲ つ 二 ビテャ ュルニ  一一  フ ムル 

戒レ之 在：， 色、 及 二 其壯 1 也、 血氣 方剛、 戒レ之 在， 鬪、 及 二 其老 1 也、 血氣 旣衰、 戒 

レヲリ -i?  二 

レ之 在レ 得と は、 年齢に 順って 戒め 守る ベ きのつ とめ 也。 人の 一 代に 幼弱 壯 老衰の 變 

あって、 其の 血氣 につれ て 其の 志氣 はるかにへ だて、 以前に 思 ふ 事 皆 相違す る ものせ。 

年 幼弱に して は血氣 のま まに 事 をいた し、 名利 財寶の 求めた きが ゆ ゑに、 唯 だ 血氣の 

ままの ふるま ひ 多く、 或は やねに 上りて 鳥 の^を こぼし、 或は 水に くぐり て 魚の 穴 を 

さぐる が 如し。 旣に壯 年に たりて は、 名と 利と を 欲する 事甚 しく、 血氣 しばらく 安し。 

故に 身 をつ とめ 事物 を しづかに して、 已 前の 作法 を あやまりと &〕 ひ、 幼弱のと きの 血 
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.E 鹿 語類 卷 第二 十二  二 〇 八 

氣を くやむ。 ここに 老衰して 望 もな く， 人 Q 交りもう とく、 身の 官途 も 此の上に 至る 

べき 事 も なくなりて は、 初めつ とめし 名利の つとめ 皆 去って、 初めて 其の 本意 顯 はる。 

されば 年老い 血氣衰 へて、 必ずつ とめ 已前 にたが ひ 萬 事 取りみ だし、 好色 利欲 を專ら 

として 毎日 遊興 を 事と し、 人品 沙汰の 限りに なれる ためし 世 以て 多し。 是れ 前方の つ 

とめ 悉く 根ざす 處 ありての 事に て、 今 其の 病根 出 見す る こと 最も 淺 ましき 次第 也。 古 

をに り よ  (i 

より 終を克 くす る こと を かたしと せり。 人間 一 生の 覺悟所 は 老衰 死期に おいて あら は 

れて、 前方 數十 年の 事虛 となり 實 となれ り。 不. 戒ば あるべからざる 也。 

師曰 はく、 同じ 樹木 草 竹の たぐ ひ 五穀 も 土の 性に したがって * 其の 骨法 其の 味 も 皆 

か はる もの 也。 眞土堅 地の 草木 は 生ずる 處に 手間 を 入れて、 其のつ とめつ よき ゆ ゑに、 

木 も 堅く 草 わら もつ よく 實も味 宜し。 野 土の はらら かなる に 生ずる 草木 は、 そだつ こ 

と は そだち やすくして、 土柔 にして 性よ わし。 故に 其の 體ゃ はら かに 味も义 あしし。 

是れ唯 だ 非情の 草木と 云 へ ども、 つとむる と不レ 勤と に 因って 其の 內 にたが ふ處 如レ此 

也。 たと へば 麻 がら ほど よわきもの も、 燒き やうに よって 炭と なりて 用 をた 十。 すべ 

て 諸. -の 事つ とめて これ を詳に するとき は氣質 をも變 ずる 事、 草木 猶ほ然 り。 況ゃ三 


ネの 其の 一 にあ たれる-' 倫、 其の つとむる 所 を 究理し なんに は、 大方の 事に あらず、 

眞の 大丈夫に 至る ベ き 也。 

師曰 はく、 內に 勤め 守る 處 あら ざれば、 常に 放心して 惘 然となる 事 多し。 平生の 事 

に 何 心なき にも、 人に 閂 はれ 云 ひて みよ 成して みよと いは るれば. 早 や 其の 所に ふし 

(足)  、 

出來 てすな ほたら ぬ もの 也。 是れ內 の 勤たら ざれば 也。 古き 人の 云へ る は>  何、 七た く 

出で たる 場所に て、 そこ は 矢の 多く 來る， 鐵炮 のつ よく 來る 所ぞ とい はるれば、 則ち 

(一) かぶ-、. 出： くく^る もの 也。 ほどかぶ いたる 振の もの も、 目の前に 打 死 多ければ、 其の 所 

^ち惡 鼓ぶ 

； Sfl る 5^ 一い へ は 出に くきこと 也と 語れり。 是れ 皆勤め 守る 處を 戒め 敎 ふるの 心得 也。 

お It サ 師曰 はく、 ねりつ とめ 宜しき とき は、 小藝 にても 大理に 通ず る もの 也。 馬藝. 级術 

等の 小藝 はわ づ か の ことなれ ども、 つとめ 得て ねり 深き も の は是れ を 以て 大？ 1- へ もう 

つすべし。 うる 米 を 久しく ねれば 餅に なり. ぬると 云 ふに 同じき 事 也。 されば 小事に 妙 

を 得 て 不思議 のこと を 云 ふ な る 輩 あ り、 是れも 其の 事の つとめ 詳に盡 せる によるべし- 

師曰 はく、 何事 も 古に 替り 果て、 古来の 人品に 不.' 及が 如きと 云 ふ 中に も、 武士の 

有樣は 一 入衰へ て 作法 も 失せぬ。 是れ 其の ゆ ゑ 何事に やと 尋 ぬれば、 君5^.)に浴する事 
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深く、 衣食住 心に かな ひて、 つとめず 不レ 行と 云へ ども， 身の 榮轄 心に まかせ ゆく ゆ 

ゑな り。 十べ て 武士の 道 は 其の 根ざし 深き を 以て、 あら はるる 形 大方に てみ えに くし。 

たま/ \ しばらく 勤行の 輩 ありと いへ ども、 皆 利 を あてて 致 十が ゆ ゑに、 利な くして 

譽 を不レ 得ば、 或は 年 をへ て やみ- 或は 月 を こえて やむ。 外の 技 藝術數 は 各.' そのつ 

とめに て 利 を 得、 益 をうる が ゆ ゑに、 其のつ とめ 甚だ 力 を 出す。 中に も 武士 著の 上に 

^ぶ 處の繪 細工 茶器 衣服 ェ商 のきら/ \ しき 物 は、 古に おとらず まさり もしつ ベ きま 

でに 成り 行く は、 人の もてはやせば なり。 もてはやして 取 あっか ふ 物 は、 必ず 類 を こ 

えて 好き 物 も 出来る もの 也。 古 來武將 の 下の 武士 どもの 風俗 今以て 考へ つべ し。 草木 

鳥獸の 至ってお ろかなる も、 時に 好む ものに は品替 りたる 物出來 るた めし まのあたり 

多し。 ことに 人 は 萬 物の 靈 にして、 知識の 深き 事 諸 物に すぐれたれば、 つとめて 不レ 丄 

と 云 ふこと 不レ 可レ有 なれば、 聖人 君子に も ST へば 至りつべき なり。 唯 だっとむ る處實 

せ 小な き ゆ ゑに、 上下と もに 古の 人品に 不，」 ムヒ かとお ぼ ゆる 也。 

へー) お £孔  師曰 はく、 昔 衞の靈 公、 夫人と 夜， して 車の 聲の轔 々たる 鈴のお といたせ るが、 君 

了と u5L し 頃の 

■ ほ -xf 門に 至りて はやみ、 君 門 を 過ぎて は乂聲 のいた す ありければ * 誰 人の 往来の あるに や 


(If) て i 


0 一 I) 六 li? り 

？.. H. つ、 但し 

貫 葉 は 5„*； なれ 


と 尋ねければ、 夫人の 云 はく、 此れ 遠 伯 玉に て 侍りぬべし、 忠臣と 孝子と は 人 マ〕 みる 

が ゆ ゑに 禮 をの ぶる と 云 ふこと な し、 人の 不レ 見が ゆ ゑに 十べ き 禮を略 十 る 事な し * 

蘧泊玉 は衞の 賢人 なれば、 夜く らしと；： 二へ ども- 君 門な 出入に 必ず 禮 あるべし- ここ 

を 以て 伯 玉なる べしと 申し 侍る と 答へ cr 人 を 出して 問 はしめ ければ、 果して 伯 玉 や < 

りしと 也。 伯 玉が つとむる 處は、 明暗に 因って 變 ずる こと あらず、 若し 明暗に 付いて 

變ぜ ば、 是れ外 をつ とめて 內を不 ， 省 也、 豈 君子の つとめな らん や。 物の 變は 時を不 

レ定 して ある もの 也。 可， 勤の こ， こわり を 知って つとめば、 明暗の わかち 更にた し， 故 

こ 變に處 して 常に 明な り。 

師曰 はく、 蜀の將 軍 諸葛孔 明、 劉 傭め ために 用 ひられて 將 相の 任 を かねけ るに、 士 

卒を 撫で 禮讓を 厚く し， 一 豆の 食 を 得ても 衆と ともに 分けて 食し、 一 樽の 酒 を 得ても 

( I 一一) ダ ガ 

流に そそいで 土と 均しく 飮す、 士卒 未，. 炊ば 大將 食せ ず、 官軍 雨露に ぬるる とき は大 

ラ  しか 0 みなら, 

將油幕 を不， 張、 樂は 諸侯の 後に 樂 しみ、 愁は萬 人の 先に 愁ふ。 加 之 夜 は よも 十が 

ら睡を 忘れて 自ら 軍營を 廻りて 懈を 戒め、 晝は終 曰 面 を や はらげ て昵 じく 交り をた し. 

朱 だ 須臾 0 間 も 心 墓 に し 身 を 安ん す ろ こ と を不， 見。 伎. Z 之 相した がふ 所の 兵士 N に 
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バぃ， 怠して、 死 を 一に 究めぬ といへ"。 孔明亦 人 也、 唯 だっとむ ると つとめ ざるの 間 

にあり。 孔明職分を知ると：_^ふべき也。 

帥 曰 はく、 平 維茂と 云 ひし は 武藏權 守 重 成が 子上總 介兼忠 が太郞 也。 その 曾祖 伯父 

戎 盛が 甥幷に 甥が 子どもな ど を 取 あつめて 養子に しける に、 此の 維茂 は 甥に て 亦 中 

にも 年の 苔くて、 ト 五郎に あたりて 養チに 致しければ、 字 を佘五 君と 云 ひける。 其の 

もろた ふ  ，  さは また 

比 田 原 藤 太 秀鄕が 孫に 藤 原 諸 任と 云へ る もの あり， 其の 字 をば 澤特の 四 郞と云 ふ。 此 

の ものと 田 畠を爭 ふこと あって、 つ ひに 鬪 r がに 及びぬ。 ここに 諸 任 ひそかに 常 陸に 至 

りて 維茂 をお そはんと す.。 十月 州 H の 比せ 時.：^ りに 水鳥 俄に 立つ。 余 五 驚きて- 鳥の 

いたく 騷ぐは 敵の 來る 也と て 用意す。 俄の 事 たれば、 先 づ兒の 左 衞門大 夫 滋定が 幼た 

りし を 山に 隱 しな どしつら ふ。 人 は 少なし、 つ ひに 不， 能， 戰 して 家に 火 を かけて やき 

拂 はれぬ。 八十 餘人燒 死にたり。 澤， 特大に 喜び， 年 來の本 6 で ここに 達しぬ とて、 能 登 

--れ みち  ？ 嫁 其 妹 

守 惟通が 子の 大君が 所に 立ち よれり。 大君 ；•  ラ， r 余 五 はうた れつ や。 澤^ \A ふ、 燒死 

にたり。 大君 云 ふ、 余 五 はお そろし きもの 也、 ^に 其の 首 鞍の 取 付けに ゆ ひ： ti: けつ や. 

と：. ム ひて、 早く 用意した ためさせて M しぬ。 余-. d 殘兵を かり 聚 めて 澤跨を 追 ふ」 澤^ 


是れ をば 不ぃ 知、 余 五に かちぬと て大に 喜び、 酒に 醉ひ 過ぎて 前後 をん らず。 余 A 

U  アン ゲノ  二  多う くわん とラ  あや ゐ がさ  そ や  うに ざ し へ， た 

(ミ 乘ニ 逸物 葦毛 馬 一 甜の 襖に 款 冬の 衣 を 著、 綾 蘭 笠 を 著、 征矢 丹 斗り、 上 (指」 雁 狩 一 i. ひ 

も い .1， 中に 

.rJ3^  -'  S  es  さ  やなぐ ひ  む IMltv 

00 指した る 胡 接-をお ひ、 复 毛の 行 縢して おひかけ、 事 ゆ ゑた く澤 1： を 打取りけ りと^。 

-r 武士 遠； マ 

のきな どに 維茂 は 名 を 東 * 〈州に あげて 余五將 軍と 號 せる 斗り の 人たり とぞ。 澤 跨が 打 死 は 油斷に 

用 ふとい ひ、 

よれり。 是 れつと めず して 大功 皆 あとに かへ り、 其の 身 さへ うたれ ける こと- z^t,. 

れり i- いふ  ム 

；  一一 15^ サ t 一  I 曰 ■  師曰 は く、 源 1^11  口 朝 ほ は 多田滿 仲の 三郎子 也。 賴信 東に よき 馬 もちた る もの ありと 

十二 こ.. n づ。  &) 

ilni. 平忠常 きいて、 .1  乙 ひに 遣 は. ャ。 馬主い なびが たくて 此の 馬 を 上せね。 盜 /. 、これ をぬ 十まん と 

の 反な. 平 ib.- 

M^^^. 東より 付けて 上りぬ。 馬上り ひきて 賴 信の 廐に 立ちたり。 子-目 〔- 賴義 これ をき いて、 叶，： 

^？" ？ r.- れ これ をハ乙 ひてんと 思 ひて ゆ；。 雨 極めて 降れ ども、 馬の こ ひしければ ゆく。 賴： tr こ 

馬の 事い ひて との ゐ たがら 臥 十" ，-夂 半に 盜 人馬 をと つて 引き出す。 庭の 方に 入 一 ほ あれ 

y  i 折) やた ぐ ひ 

ば、 賴信 これ をき； と、 賴義へ も不」 吿、 衣 を (引き」 つぼ をり 胡錢 をおう て 馬に のり、 

1U ス お 

東より ついた る盜 入な らんと 思 ひ、 關の 山に 追 ひ：， n  く。 賴義も 丸寢. にて あられければ 

モ 0 ま ま 馬に のり 追 ひ 行く。 さ きに て ぞ ふ , \ と 云 ふ を きいて、 頼 HE 射よ か し やと ム 

士 談ー  ニー 一一 一 


八 ^ の ^1 2 お 

さ S 條 45$ 

に" g 
梶 和 出 镜 こ 
！ gt  m づ fiij の 


(一) ま 頼 

0, 道 良の： づ 

に して 奢り 父 

に 過 ハ、。 宇治 

牛 等 院も營 み、 

こ こに 返 居す， 

よって 宇治 殿 

と稱す 

(二) 小 野道 

風の子な り、 

ぼも^ ひ C 佛 

門 にんり. 火 台 

となり、 

父 園 城 V の 長 

吏 となる、 0 

.u 賴通. 深く 歸 

せ. 9。 この 

談、 今昔 物語 

卷 二十：.； の 第 

十 11 に出づ 

(マ；) • 平 維 衡* 

源賴 y . 藤 原 

保 3：： と 併せて、 

夷ヒの H 天. 土 

と W せらる。 

後私^の^！め 

si^ 岐に 流され 
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ひける に、 首 も 未， 畢に弓 音す。 尻 答へ ぬと きくに 合せて 馬の 走りて ゆく。 狩の 

不レ乘 おとに てから/ \ と 聞 ゆれば、 賴信云 ふ、 盜人は 巳に 射 落されぬ、 馬と りて 來 

れ とて、 不レ 待して かへ りけ ると 也。 賴 賴義は 本朝の 武將 なれば、 云 ふに や もぶ 

キノ  ひ - ごろ 

べき なれ ども、 如レ此 不意の つとめ を 以て、 日 比の 思 入の しられぬ。 

(二) 

師曰 はく、 宇治 殿に て 三 井寺の 明 拿 僧正 御 祈して、 夜 居に 候 ひける が、 此？： 我 

中に 三 井寺へ 歸 りて、 そのまま 立ち 還る ことの あるに、 誰か ある 送るべき よし ありけ 

むねつね 

れば、 致 經が候 ひける、 常にとの ゐ 所に 弓 胡錢を 置きければ、 其の まま 供奉 十。 ^々 

に て 人 多くな り て 三 井寺 ま で 送り、 51 り 玉 ふに は 叉 道々 にて 人 j 人 二 人づ つ 返き て 、 

げ す  ニー 一) 

元の 下衆 一 人に て かへ りけ ると 也。 此の 致 經は平 致 頼が 子 也、 殊に 大 なる 矢 を このむ 

ゆ ゑに、 大箭の 左衞門 尉と 呼ばれけ ると 也。 平生の つとめ 他に 異なる に 非ず して は、 

如レ此 不意の 出立、 理 にあた る 如くに は ある まじき 也。 

師曰 はく、 文治 元年 十月 廿 i:H 源鎮朝 勝；^ 壽院の 供養 を 被 レ遂、 歸 宅の 後に 義.^ 亂* 

景時を 召して、 明日 上洛すべき 事の あり。 軍士 を あつめ 著 到 をせ しむべき 也、 其の. 

(七) 

キ  ス  けうみ や 5 

明曉 速に 可 M 進發 1 もの あり や、 ^に 其の 交 名 をし るし 進ずべ しと ありけ るに、 半 更に 


つねた ね  A  ,  ス 二 

(ヒ) 名 is.. 及んで 各-' 申して： K はく、 群參の 御家人 常 胤 已下爲 レ宗者 二 千 九十 六 人、 其の 内申 卞卽 

こ と 

、ゝ X  , Is  t  ス  ヲ  r ルー  (一 0)  "二 スル 

一： J 一  1*5. い 可 二 上. t 一之 由 上 者、 朝政. 朝 光 已下五 ト八人 ありけ ると 也。 廿 九日 爲レ征 一 一義 經 • 行 家 

(一 9  $ 等 之 叛逆 ー賴朝 上洛、 旣に. 駭 州黄瀨 川の 邊 まで 至る の 慮に、 義經 • 行 家 丙 國に落 退の 

鏡 文治 元年 十  くせ 

二十 九：" 由 其の 吿 ありければ、 霜月 一 日より 八日まで ここに 滞留して、 八日に 鎌 倉に らしめ 

玉へ りと 也。 勇士 は不, 思, 家 を 以て 本意と す。 如, 此急事 あるの 時分、 速に 君命 を 奉 

ル 七 ラフ 

じて 家 を 忘れん こと は、 日 比の つとめ 薄く して は不レ 可レ叶 也。 勿論 氣 早なる-お 士 は：！： 

にか ま はず 則ち 打 立ち、 是れ のみ を 心がけと も 思 はん ずれ ども、 其の 身の 用意 人馬の 

ナ ラ 

支度 心に かたは ざれば、 速に して 先につ かふべき たれば、 遲 きに 不， 異。 大丈夫 平生 

身 をつ： こめ 家 をした ためて、 則ち 千里の 馬に 鞭う つの 心得な くんば 不レ 可， 有 こと 也。 

賴 朝の 時 天下 未だ 静謐に 屬せ ざれ ども、 明朝 可 二 打 立 一 もの は 百 人に 不レ 滿. まことに 

心得 あ る ベ き こと 也。  - 

,  師曰 はく、 鎌 倉の 右 大將頼 朝の 行跡 を 云 はば、 寢 所に は 諸國の 御家人の 名字 を 書； 

ほ はりつけさせて、 毎朝 ー覽 し、 會 所に は 在錄倉 中の 諸 大名の 名字 を 書きて 是れを 押 

付け、 毎日 是れ をー覽 し、 十日 不， 見 をば 是れを 尋ね まし/ \、 或は 使 を 遣 はし. 又 

士談ー  ニー  五 


ら 一に 規藉し 12 賴年天 2 
、ケし 定府て 等 朝に 皇 C 


に定り 參來 お^ 後 
iliij 最 り 五 心 衆し 考の時 永 堀 
な 初 成 十 * きの 、 と f? が 元 河 
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は 其の 親しき 者 座中に あるに 問 ひ 玉 ひし 故に、 諸 侍 毎日 出仕、 門前に 市 をな せ.^。  ，r^ 

して 彼等に 睦親を あつく して、 或 時 は 酒实、 或 時 は 歌の 會、 叉 弓馬 ..K 追 物 • かさが 

け、 其の 外數ケ 度の 狩、 すべて 其の 身の 樂 とせず、 天下の 侍に 親しまん がた め 也。 此 

の 故に ゃ諸國 のき 等 皆 親しくして 忠を 致さん こと を 思 ひしと 也。 是れ頓 朝の 草 業の 主 

として 功 を 立てし 所 也。 叉平泰 時より 已來 * 執權の 門に 大 なる 鐘 をつ りて 訴訟 人に つ 

相槔守 かしむ。 叉 相 州 上の 十五 R に は 卯 刻より 記錄 所に 出で て 午の 刻に 及ぶ、 下 十五 日に は 

泰 時の 略  ， 

午の 刻より 出で て 申の 下 刻に 及ぶ。 而 して 鐘の 聲 あれば 人 を 出して 訴人 を記錄 所へ 召 

して 直に 是れを 聞き、 其の上に て訴 ふる 意 を 一 卷の 書に 顯 はして、 毎月 十日. H 曰晦 H 

ちゃうえ いしき もく 

を 決斷の 日に 定めて、 頭 人 評定 衆 を あつめて 理非 を 決寸。 法 は 寅 永 式目の 如し。 泰時 

のっとめ. I レ.^ を 以て、 鎌 倉の 政道 中興して * つづいて 時 頼 • 貞. 時の 比まで、 萬 事の 

つとめ 不 A 怠 ありし と 也。 、 

師曰 はく、 九 郞義經 曰 ふ、 郞從の 勇 を 撰ばん と 思 はば、 先づ 己れ が將 のっとめ あら 

ん こと を 嗜み、 己れ 勇に して 將の將 たる 器に 叶 ひ、 而 して 後に 人 を 撰み 用 ふべき 也。 

己れ、 おっとめ をば 指 童き て 人の 勤 を 願 はんに は、 不レ可 i 叶 こと 也と 云へ りと 也。 され 


ば 古の 良將 たれ か 自ら 勤めざる や。 摘 (木) 正 成が 中 與の武 將とー はれぬ る こと も、 其 

の 身の 勤 聊かた ゆむ こと あら ざれば 也。 正 成 赤 坂の 城に 在りし とき、 毎夜 城の 四方^ 

五町 四方 を 走らし めて * 辻々 に番を 置いて 息 も不, 斷、 十 廻 或は 十五 廻 二十 廻た A" . 

兵の 分々 に從 つて 走らし む C 是れを 勝負に かけ、 亦 一 廻 り 左右へ 分けて 走らし め、 ^ 

間 何 尺の 遲 速を爭 はしむ。 下 十； ニ歲 より 老いた る 若き も 皆 如, 此。 正 成 も 時 々走.： 

なんどし けり。 冬の さむき に は、 夜に 入れば 猶ほ正 成 出で にけ り。 夏の 夜 は 申 十に K' 

ベ  かさ * ェ  に あはし やひき で も r; 

レ及。 而 して 人に すぐれて a 'く 走る か 又は 度 も 重れば、 似合 布引 出物なん どし てん. t 

り。 將如. Z 此がゅ ゑに 下々 皆 以て つとめき と 云 へ り。 古の 人の つとめ 以て 可, 昆 C 

一 三) 

師曰 はく、 近衞院 御宇、 五條 國辋 八幡 行幸のと き 殿下の 供仕リ てま ゐられ ける が、 

5 一 

人 長の 某 淀 河に 落ん りて ぬれ；：^ の 如くに して、 片方に 隱れ 居て 御； t 樂 に參ら ず。 理也、 

只 だ 一具 持ちたり つる 装束 は 水に 落して ぬらしぬ、 可，, 取替 一具 足 はなし- 旣二 神事の 

違亂に 及びけ り。 此の 國綱、 人 長の 装束 を 取 出して 進ら せたり。 人 長 是れを 著て 被レ It 

にけ り。 時に 取りて ゆゆしき 高名 也。 心 賢し くつと めた る 人に て、 如何なる 事 も あ. f 

ん 時にはと て、 御 神事の 具足 を 悉く 調へ て隨身 ありけ りと ぞ 後に はき こえし。 されば 
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こそ 彼の 人 長が 装束 を も 被 二 取 出, はめ。 國綱身 をつ とめて 奉公に 忠を 存じ、 民 を 撫で 

憐み深 かりければ. - 殿下 も 私に 召 遣 ひて は 位 を 盜む咎 ありと て、 後白河 院に 被： 舉巾ー 

て 中宮 亮 まで 任じ、 後に は 正 二位の 大納霄 に 至りけ ると 也。 國 綱の 人 長の 裝 市の ポ、 

かねて 其の つとめな くして は 急用に あ ひ 難き ことなれば、 尤も 殊勝の 事 也。 

師曰 はく、 事變の 急な らんと きに 當 つて. 切め て年來 のっとめ あ. iv^ はるる もの 也。 

實朝建 保 七 年 正 月 鶴 岡 八幡宮に 拜賀 のとき、 公 曉石階 之 際 に 窺 ひて 取 レ鈕奉 k 侵，： 赏朝 1 

の 時、 さし も歷々 の 隨兵多 かり けれども、 いかがしたり. t, ん公曉 を遁れ しめて、 無 t 所 

(覓) ル 7  (15 

レ覽 ニ讎敵 一と 云へ り。 源 義敎は 赤松 滿：^ がた めに 弒 せられて、 滿 祐叉遁 るる こと を 得 

たり。 源 義輝は 三 好が ために 害せられ、 平信 長 惟任が ために 弑 せらる。 各-' 急 事に よ 

つて、 さし も 恩顧の 近臣 皆 其の 難に まぬかれ たる あり。 會津蓆 H 名 盛 隆は大 庭； 二. 衞門 

と 云 ふ 取 立の 小姓に 瞻 をす ゑて 居ながら 害せられぬ。 人の 臣 として 君 邊 に！^ 候 仕 にん 

輩、 聊も 怠り ありなん に は、 變に逢 ひて 一生の つとめ を 無に いたす こと あろべ し。 

師曰 はく、 越 前 朝 倉義景 滅亡の 後、 富田彥 右衛門 府中に 在 城し ける が、 龍 門 寺と ハ f 

へる もの 密 にかくれ 居た る を、 使者 を 以て 招き、 信 長へ 申 上げ、 本領 安堵の 事 を.^ 覺 


IS 名：^ 記卷 1 

に出づ 

(九) 信 長に 

内通して、 主 

K 景 も-大野に 

.HI 害せし めし 

1 人な り 

二 〇) 秀吉， 

北 條氏を 討ち 

しほな り 

(二) もと 


^康 これと 對 

陣 して、 この 

培 勤と 忠實に 

感じ、 武田氏 


なす。 次で 信 

州^な、 郡に て 

戰死。 その子 

康 W 信 州 も-守 

護， >、 上 州に 

jSI ひ I て 殺害 

せらる。 武家 


に出づ 

(一二) 武 iSSS 

事紀卷 n; 十五 

に、 水 野 g 心 兵 

iiH! せ 重に 作 

る。 信 元の 弟、 

家康に 仕へ て 

三州苟 1 承に 在 


^レ 申と 云へ り。 龍 門 寺 不レ斜 喜びて、 府中に こえて 富 田 を 頼む。 富 田 は 龍 門 寺 を 打つ 

て 信 長 へ 忠に 可, 仕との 思 入たり けれ ば、 富田宗 八と 云 ふ 小姓 を 呼んで これ をれ 手に 

定む。 而 して 龍 門 寺 を 種々 にもて たし、 富 田 申しけ る は、 朝 倉 代々 祕藏の 中 村 太刀と 

云 ふ を 大野 郡より 求めし が、 茶す ぎて み 玉へ と 云 ふ。 龍 門 寺 急いで 拜見 申し 度し との 

事に て、 則ち 取 出す。 龍 門 寺う けと りぬ いて 見、 泪を なが， て。 旣に 鞘に を さめん とせし 

時宗 八 罷り出で、 一世の 思 出に 拜見 とねが ふ。 富 田 聞きて、 汝 若輩の 身と してい はれ 

ざる こと ぞと留 む。 寵門 寺、 若き 人の 最も 也と て、 その 刀 を 其の まま 被， 渡。 宗八こ 

れ を うけとり みる 體 にて 寵門寺 を 打ち て け り 。 龍 門 寺 欲心 深く 義 を 忘れ て 且 つ ゆ だ ん 

なり けれ ば 如レ此 の 難に 逢 ひぬ。 世 W て戒 とす ベ き こと 也。 

(10 一  きち V  r-i ノメ 

師曰 はく、 天 正 十八 小 田 原陣の 時、 慮 田 修理 大夫 康國上 州に 在陣 して、 氣違 者に 逢 

レ 七  (一 一) 

ひ て 思 ひ がけ もた く被レ 害て 失せぬ。 此 の 康國は 蘆 田 常 陸 介信蕃 が 子に て 勇猛の +: 也。 

源 君 御 字 幷に松 平氏 を 賜 ひけり と 也。 關ケ 原の 時 三 州 池鲤鲋 において、 水野宗 兵衞、 

加々 井が ために 害せられぬ。 是れ等 皆 事楚忽 にお こりて、 さしもの 勇士 匹夫の ために 

死 をと ぐ。 尤も 可, 愼 こと 也。 


山 鹿 語類 卷 第二 十一；  二  二 〇 

師曰 はく、 羽柴秀 吉旣に 武威 を 振 ひ、 分 國を諸 將に賜 はりけ る 時、 勢 州 南方 松 島 を 

ば满生 氏鄕に 賜へ り。 松 ケ島は 元と 信 雄の 居械 にて けり。 ： 大正 八 年に 信 雄械郛 を^ 卨 

郡 細 頸に かまへ 五重の 天守 を あげて、 松 島の 城と 改名せ し 地 也。 同 南 木迭分 、分 

をば 織 田 上野 介に 與 へらる。 ここに 木造 家の 者 共 戶木械 にこ もりて 領分 を不， 渡、 小 

倭 七鄕の もの ども も篛： w^'c これによ つて 織 W ヒ野 介朴に 氏鄉、 そのころ はい まだ^ 

三郞 なりけ るが、 木造 を 退治の ために 付械を かまへ て攻， 之。 氏鄕 領分に は もの： r 

に 上 坂 左 文、 須賀 鍵に は 坂 源 左衞門 尉、 畑 城に 生駒彌 五左衛門 尉、 小 河 械に谷 崎 忠，： ： 

かむ ベ 

衞門尉 これ あり。 置 兼の 付 に は 小 森、 上野 城に 分 部 左 京、 半田 神戶 城に 中 尾 内 蔵 允， 

淨土 寺の 械に守 岡 金 介、 林 城に 子息 織 田 三十 郞、 後に 任， 一民 部 少輔？ 如， 此取 りかこみ 

て相攻 む。 木造 左衞 門具康 武勇の 達人に して 速に せめおとされず。 木造 具 は 北.： Hi 大 

納言顯 能の 次男、 正三位 顯 俊の 七 世の 孫 也。 木造 切々 はたらき 出て^ 田の 事な ど あり 

ければ、 氏鄕 軍兵 を處々 に まう けて これ を 防ぎ、 若 L 木造 出づ るに おいて は、 相圖の 

鐵炮を 以て 可, 通と 示し 合 十。 こ こ に 九月 十五夜、 木造 家の 侍 田 中 仁 左 衞門尉 •  ^作 

兵衞尉 • 金子 十 <=■ . 中 川. y 藏 • 大花寺 勘. K 郞 . 畑 千次郞 以下 濟々 相 もよ ほし、 小川 表 


にあいて 莉田 仕る の處、 相 II の鐵炮 の 音し ければ、 氏鄕き きも 不. 敢か 1: 出 でんと 十。 

其の 比 氏鄕に いなづま • 小 雲雀と 號 せる ニ^の 名馬 ありけ るが、 小 雲雀 は i 條田勘 介 

こ.；；： を預 りて ありけ るが、 則ち 皆 具して 引立てたり。 氏鄕鎧 取って 打ち かけ、 則ち 緣 

の はたより 乘出 十。 いなづま は 如何と 問 ひ/ \乘 りて 打 出で ぬ。 相 供た ふ ものに は 小 

性 手 廻ゎづ かに 七 八 人に 不レ 過。 かかる 處に外 池 孫 左衞門 はせ 来り、 敵 は 十で に々』 瀨 

へ 兵 を 引 入れぬ と 申し けれども、 事と もせず 馳せ出 づ。 岩 田 市 右衛門 舍弟平 藏は松 島 

より 一 里 わきに 西の 庄と云 ふ 所に あり けり。 傍輩に 菅沼介 右衛門 • 小 橋 六 左衞鬥 • 今 

付 彌 五兵衛 • 野 田龜之 進な ど 一 K ふ もの 同所に あり。 其の 夜 は 市 右衛門 宿所に より 合 ひ 

て 物語 仕りけ るが、 折し も 市 右衛門 は 輿の 間にうた たね 致して あり、 口の 座 布に は 相 

のこる もの ども 有レ 之、 平藏； 1,、 八 をたら し、 各-' 朗詠た どして あり、 ける が、 鐵炮の 二 

つなる を 市右衞 門き き 付， け、 只今の は 鐵炮の 音に やと 云 ひた < がら 早 具足 をず， t. 殘る 

者 ども は 不二 聞 付 一 ゆ ゑに、 今 一 度き き 届け 玉 へ かしと 云 ふ。 市 右衛門 半途まで 行き 可 

ク  おひ/、 

レ聞 とて、 馬に くらおかせ そのまま 乘 出づ、 tf れる もの は 追々 に出づ " 市 右衛門 はる 

かに 先立って、 松ケ 島へ は不, 行、 直に 鐵炮 のなる 方ぺ 出で 行く。 平生 驚 をつ かひ 柱 


出 鹿 語類 卷 第二 十二  一： ニー； 

來 して 所の 案 內は見 置きつ、 まつ 先に ゆきけ るに、 松ケ ，》i^ より 出で たる も C; も あとよ 

り來 るに あ ふ。 さて は 我れ より 先 はなしと 思 ひて 彌. '進みければ、 さき は 十み て 人 も 

なま ォゃ  キ- 

なし。 ここに 月影に みれば 鯰 尾の 冑 ひらめきたり。 氏鄕 や 先に 出で 下： ふと 驚きて. 

,1: ら 名のり 先だって 馬より 下 布く。 氏鄉、 八 It 我れ もお るる 也と 云 ひて， ^ち 下りし 

かんとし 玉 ふ を、 岩 田し きりに 留めて 下馬し： おはず.。 木造が 勢大將 ありと て、 聲々 

に， ％a 乘 りて 手いた く相戰 ふ。 鯰 尾の 胄に： 卡-の あたる こと 三つ、 鎧に 鎗疵 數ケ 所、 屮^ 

^藏 このと きに 氏鄕と 太刀 打して 疵や ふ豕 る。 この 比 ト八歲 也。 かかりけ る， 2： に 氏鄉の 

剕勢 次第に あつまり、 旗 差等まで 來 りぬ。 木造 衆不， 叶と 思 ひて 二道に なりて 引取ろ。 

:^出作_ヒ(<^也 ， ズ レ 

氏鄕 付きて うつべし と あり、 岩 田 . 安出 . 外 池 等 同， 之。 つ つ みの 下の 道 十 ゑに て 一 

おひ— 

乎に ならざる 內に うちとる ベ しと あ つ て 追及く。 

(H; 一 ^ 寺 il, る 木造 衆 ことん \ く 敗軍して 追 打に うたれ、 畑作 兵 衞門尉 • 天花 寺 勘 太郞. u 下 侍 分 三 

十餘人雜兵百.^りぅたれぬ。 氏鄕祸 ほした ひぬべし と ありし を- 木造す きまな き 勇将 

也、 只 だかる く 引取り 玉 はんに 不， 如と いさめて、 つ ひに 松 島へ 入りに ける。 その 如 

； 木造 大勢 を ひ きゐて 松 島の 町 ：！ まで かけ 出で にけ りと 也。 3 石 田 • 安出 . 卟池 孫左衞 


門.. 同甚 五左衛門、 いづれ も 比類な き， あり。 甚 五左衛門 がい 1: る 矢， 敵の 鞍の 前輪 

をい ぬきぬ ると て、 其の 矢 を 木造が 方よ-り 送れり と 也。 今夜の 働 备.' 殘る 所た し • た 

ほ も 岩 田 • 安田 を稱 美あって 腰刀 をた まうて けりと 也。 氏鄕 士卒に 進んで つとめし ゆ 

ゑに、 士卒 亦 如， 此。 人の 勤 聊かた ゆむべからざる 也。 此の 時氏鄕 若し 稻 妻に 乘りゃ は 

ば 必ず 打 死 ありぬ べしと、 時の もの 共 一-二 ひ あへ りと 、モ。 勇將 のっとめ、 其のい さぎよ 

き こと.？  二 比 校 一也。 

「に 蒲 生 氏 師曰 はく、 右 同時、 氏鄕 木造が 莉 田の もの を 度々 押 散らし 眞先 かけらる る を、 木造 

方考 へて、 小 河 內と云 ふ 所に 伏兵 を まう けて 待ち！： るに、 小 河 內の谷 を 夜中に 氏鄕被 

レ 一番に 川瀨與 五兵衛、 次に 赤 佐 隼 人、 後 蒲 生 四 郞兵衞 とい へ り。 次に 關 小番、 

n^^.  i 後に 蒲 生 源 五左衛門と 是れを 云へ り。 其の 次に 橫山 喜內、 次 氏鄕、 次 蒲 生 主計な ど 云 

I 門 に作る ふ 勇士 さし つづいて 馬 を 打つ 處に、 先づ 伏兵に 近付きければ， 鐵炮を 打 掛けけ るに、 

いづれ も覺 えず 馬 を 引返す。 ここに 氏鄕 一騎 敲の眞 中に かけ 入りて 散々 に戰 うて、 例 

の 鯰 尾の 冑 敵の 中に ひらめく を昆 て、 つづく 勢 ども 我れ も 我れ もと 返し 合せ， 敵 を 打 

ちて 首 十八 打取り、 かちどき を あげて 松 島へ 歸られ ぬと 也。 氏鄕 さしものつ とめた 

士 談  一  ニニ  一一！ 


, 山 鹿 語類 卷 第二.^  二  ニニ 四 

んば、 如レ 此の 急所 不意の 時、 各- 不， 覺馬を 引かへ したる に，、 唯 だ 一騎 乘出チ こと を 

ケン ャ 

可レ得 乎。 

師曰 はく、 堀 左 衞門督 秀政は 初の 名 は 久太郞 とい へり、 三十 八 歳に して 小 田 原の 役 

に 陣中に て 卒せり。 此の 秀政 いまだ 四十に 不， 滿 して 名人 左 衞門督 と 世俗に これ を稱 

美す。 初め 平信 長に つかへ 奉りて 奉公の 忠を つとめ、 後に 豐臣秀 吉に屬 して 領， -越前 

加賀 ヤー 天 正 十五 年 九州 退治の 時、 璺臣 に從ひ 奉りて 西 海に 趣く のとき、 陣中に おいて 

秀政 近習の もの 山下甚 五兵 衞氣違 ひて、 うしろより 秀政を 切りけ るに、 家老の 堀監物 

山 下が あとに あゆみけ るが、 是 れを兒 て 速に あとより 山 下 を 切る。 秀政亦 ふり かへ り 

て拂 切に きられけ るに、 監 物が 刀と 一 同に 打付けて、 先 は 我れ 也と 言 を かけに けりと 

、  。如 レ此急 事に 則ち 取 結んで ける 志、 =n 比の つとめ ゆゆしから ずして は不, 可, 叶 こ 

0^0 レー 也。 秀 政が 勤 此の 一 事 を 以て 察すべ き 也。 

ヒ 起せ ぃ戰 師曰 はく、 天 正 十 一 年 越 前 北 庄城責 の 時、 三 好秀次 • 中 村 孫 平 次 は 南の 方の ir 口ち な 

様 り、 堀 秀政は 東方 を 取つ むる、 いづれ も 一時 替に番 をつ とむ。 ここに 秀 次の 母 衣の も 

時 f こ」 な-. - のに 白井備 後、 其の 比は權 太夫と 云へ りけ るが、 敵 は 出 まじき とて、 母 衣 を 下人に も 


たせ 番を つとむ。 秀 政の 陣 場に おいて 馬 を 取 はなし、 番人の 下々 くづれ ける 時、 白 井 

が 母 衣、 金の くりつき の 出の 指 物 や f りけ るが、 是れを 持ちたがら 遙に 敗軍す。 中 村 孫 

平 次 是れを 見て、 くりつき の 母 衣^げ たる 由 を 云 ふに 付き、 白 井 甚だ 迷惑して、 其の 

身 は^げ 不：， 申、 指 物 を 持たせた る 小者 の^げ 候 由 色々 申し分け けれども、 同心 無レ 之。 

後に 中 村 孫 平 次 評しけ る は、 勿論 指 物持ちた る 者^ げたれ ども， ゎづか 一時の 內を白 

(二) 名 は 信  をち ノ- 

ー兀、  代々 下野 井が 指 物 を 下人に 持たせた るは大 たる 越度な りと 云 へ りと 也。 白 井 さしもの 勇士に て 

せち- す" 父 

000. 数度 の 功 を あら はせ りと 云へ ども * 彼の 戰ひ 勝つ こと は やすく 守り 勝つ こと は 難しと 

て{1«|^*を生む。  ん ヌハ  キノ 

iKi して W へ る を 不二 カ行 1 也。 大丈夫 少しの つとめ を 以て 一 生の 功 をす つると 一 K ふ は、 如レ此 

サ；； ：sw 城主たり、 

！ ti 長 の、. ：3 尋 也。 

間 をな 持つ。 ジ j  „f 

嘗て 武 p 勝賴  ニー) 

に內 a せりと 師曰 はく、 水 野 下野 守 平信 長に 事あって、 三 州 莉屋を 下城し 大樹 寺に 至って 蟄居 十。 

め 罪に よって 

信 長より 竊に源 君へ 水 野生 害の こと 相 通 せられければ、 久松佐 渡 守 を 使に して 水 野 を 

元 成； おの こと 

速 じたり。 招き 請ぜら る。 水 野 何 心の なく、 ことに 久 松が 来れり ければ、 是れ をと もな ひ 岡 崎に 

信 元 岡 畴に至  キ ノ 

至れり ける を、 平 岩 七 之 助に 命ぜられて. 野 を 害せし め 玉へ り。 此の 時 久松如 レ此こ 

や- 卷第十 HI に  リラ  h 

出， つ  とと は 聊か 不レ 知ければ， 日 比の つとめ 薄く ぱ 必ず 取亂 すべ かり けれども、 少しも 動 

丄ー 談 1  ニニ 五 


(一) 

な h- し 以前の 

ことと 思 はる, 

長久 手の 戰後 

. ^年に しこ 秀 

次關白 となり 

*: れば なり 

(二) 勝 家な 

るべ し、 され 

ど長久手戰の 

前年に亡び.^- 

(二)  p§ 

右衞門 か。 6； 

冠 も かぶ. 0 し 

逸話 あり。 も 


後に 信 長 • 秀 

』：： に 仕へ こ戰 

木 村 

光、 秀 きに 什 

へて、 錢が 

小 牧. 小 Es* 

征韓€ 各 役に 

功 あり、 次 

IJHi: きな. n- と 

て 後. n 殺せし 

めら る。 武1» 
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轉 せず- ゆゆしく みえに けりと 也。 然れ ども 久松を 質に つか はされ、 殊に 一 言の 仰せ 

き けらる る 事 もなかり ければ、 若し 其の 時 取み ださば 一生のお くれたるべき をと、 ， お 

リ ジ  あぐ ゐ 

心に 遺恨に 奉 レ存、 遂に 御前へ 出仕せ ず.、 身 まかる まで 行 ひ 十まして、 安居の 領分に 

引 込み ありけ りと 也。 

ニニ  S) 

師曰 はく、 關白秀 次 武具の 物ず きを 好みて、 柴 田が 金の 御幣 は 名高き まと ひなり け 

わ ども， 見事 なれば 是れを まと ひに 可， 定 とあって. まと ひ を 御幣に 究めら る。 冑は 

さまん \ あれ ども、 日 根 野が 唐 冠の 形 ほど 見事なる は ある まじければ とて、 是れを 所 

望いた さる。 日 根 野い なみ 難ければ、 則ち 是れを 奉りけ る 時に、 家の 祕藏に 仕り 置く 

所の is: なりと 巾せ ども、 責命 重ければ 獻上 仕る 也、 5： し 此の 冑 はつひに 推 付 をみ せた 

る 事き レ. N 冑に候 ほどに、 此の 意 を不， ^忘 思お 十 やうに と. 5- し途り けり。 其の後 木 付 常 

陸 かが 鳥 のれ 織 を 所望あって、 是れ を陣： ^織に き はめ、 總の指 物 は 金の 棒 を ささし 

一 

め VI- ふ。 ここに だ..^ -卜 二； や ral 月 尾 州 長久 手の 合戰に ：〃 の人將 を^り、 例の まと ひ總 

印胄^ 辙 にて 三 州 岡 崎の 方に 働き 出づ るの 處、 ， 艰？ の 御先 \i ^に 追 ひ 立てられ 立つ も 

なく 敗軍し， お 剛.^ 夫； 入俱； if り、 ^冠の 冑 島 \t のれ 織 を 著しながら 見苦し かりし あ 


8  05t りさ まなり。 是れ より 次 甚だ 恥 ぢて已 ^のっとめ ざる を；^ い、 專ら 剛强を 事と し 

si 放寵狩 獵はー K ふに 不. 及. 詩歌の 會 酒宴 遊山に， も 必ず 具 櫃を もた 气 つねに 是.； ；-」 

居 かかりて、 しきりに 暴虎瑪 河の 思 をな せり。 故な くして 民 を ころし * 孕める 女の^ 

を さき、 ，1^ 頭 盲目 を 生害せ りければ、 時の 人 これ を 殺生 關 白と 號 ^りと 也。 されば 

の變 は無レ 常して 唯 だ 不意に 起る ベ し、 畫夜 朝夕の つとめ は 此の 變を 省みる の 謂 也。 

變 ぶり 事 を はりて はつ とむ る 事 皆 あと 二たり て， 關白 秀ナ、 の つとめ に 同じ かるべ し。 

而 して つとむる こと 各.' 其の：！^ あるべ し， 尤も -F- 一心 付 1 こと 也。 

CK)  i 師曰 はく、 山 口 軍兵 衞と 云 へ る 匹夫の 勇士 あ り . 結械黃 門秀康 に つかへ て 越 前 に あ 

りけ る。 つよ 弓の 精兵に て 太刀 を このみ 三：：，、 に 餘れる 腰刀 を帶 せり。 伏 見に て 黄 門の 

長屋に 居け るが、 此の 長屋 二階.、 つくりに て 三 間 梁に いたし、 出格子の まど 四寸 やりお 

きて 小 柱の たちけ る、 その かう し を 通して 六 十 間 さ き に 的 を 立 て , 必ず 射 中 つる 斗り 

の 手 なり。 人々 よりあつまり、 山 n が 刀の あまり 長く 尺に あまれる と 云へ に、 .fe  ，兵 

衞 こたへ ける は、 某 は 此の 刀 を 各. -のに 短た る 刀：！ 意に 存 ずる ゆ ゑに 常に 用 ひ 候、 い 

で 仕りて 見せ 侍らん、 其の後 こそ いづ 1  ォもの 御 自由 を-,? 一一： Iw- 申-と 云 ひて . 太 P, を； -ぃ 
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( 一 ) 5S 野 幸 

長に 仕へ て、 

！ Si: 役 . ^ケ 

is  • 太 K 役に 

戰功 多き. Jfi な 

り 

(こ) 謂 臣氏 

^減 亡せ し大 


吾 3«鉉 ^に 出 

づ 

(£) 敵の 情 

報ホ： に 接し、 

wil!?: すべ か 

,1 すと^ 州呂 

久 川よ b 大垣 

r 大： S 一より 

錢が まへ 赛夜 


て々. 進 L、 遂 

に 大勝 を 得し 

こと をい ふ。 

S ケ嶽八 H 戰記 

サに 出づ 

(五) 0, 

織 WIS 雄 も 助 

けて レ 對 

陳中、 味方の 

«g 江 城 (尾 州) 

危 きを、 町家 
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て 三つ指に て つかの 末 を 取りて 何程 も ふり 屮：： すに、 其の 刀の 太刀 風お との ある 斗り な 

りしと 也。 是れに 因って 初め まひし 輩 も 閉口して 退き 去る 斗り なりし とい へり。 山 口 

匹夫の 勇士と 云 へ ども、 其の つとめ 尤も 心 ありと 可 レー K 也。 

師曰 はく、 龜田權 兵衞と 云へ る は 龜田大 隅が 子に て淺 野の 家に 在りけ る。 大 坂御陣 

に 敵の 可レ出 道筋に 淺野家 のれき/ \ の 者の 子 共 行きて 居たり と 聞きて， よき 心がけ 

なりと て、 龜田 權兵衞 など 其の 外 つれだちて 六 七 人 彼の 所に 至りて 待 伏 仕る。 間 久し 

かりければ 著た る 羽織 をし いて 下に 居て 敵の 出づ る を まつ 所に、 思の 外なる 方より 敵 

出で たるに 驚きて、 しきた る 羽織 を棄 てて 引退き たり。 年若なる 衆 なれば 不， 苦 事と 

は 云 ふべ けれども、 志の 勤め 不, 足が ゆ ゑと 可 Jw。 此の 權兵衞 後に 加州に 居て 未練の 

死 をな せりと 也。 

(三)  〔n) 

師曰 はく、  久の亂 に 平 泰時ゎ づか手 廻 斗り にて 三， S まで 打って出で， 賤ケ嶽 の 役 

に 秀吉大 垣より if に 兵 を 出し、 蟹 江の 時 源 君. R: ら 先立って 出御 ありし 類、 各. - 事の 急 

なる に乘 じて 聊か 圖を はづ さず 速に 其の 利 を 得 玉 ふ は  >  各.^ 名將 大丈夫の 平生の 習練 

ここにき はまり、 行 住 平： 臥の 間、 時と ともに 消息して、 臨機 應變の 術 を 自由に 仕る に 


キ リ  (六1  (七)  (八 J 

非ず してに 難レ成 こと 也。 庚 子の 役に 前 田 利 長 大聖 寺を攻 落し. 勢猛 にの のしり、 兵 

こ&中 tE-x- よ  ん-た 

を 金澤に 入れん がた め 三 堂 山に 著陣 す。 ここに 丹 羽 長 重、 小勢と 云 ひ 若輩と 云 ひ、 小 

得し こと  二  or づか 

S ケ原 松の 小 城より 出で て、 付けが たき 所 を 無二に S ひ 究め、 五 幸 塚より 取 入る 處の 金澤勢 

p^^^. に付きた る 時、 事 不意に 起り ければ、 さし も 名 を 得た る 高山 • 山 崎 • 太 田. 長 いづれ 

吉》1 後 ゃ始家 

^A.^m..v^-. も 途を失 ひて せんすべ なし。 利 長 三 堂 山に てこれ をき いて、 急 事 なれば 事なら ず、 近 

0.^0 臣亦歷 々あり けれども 一 言の 助な き內 に、 長 重 かるく 兵 を 入れて 別儀な かりけ りと い 

(；： "に ir へり。 是れ 不意に 事 起る の 時、 速に 其の 虚に乘 ずるの つとめ あらず してに、 一 旦の圖 

"ンョ R  d に 4" 

rlc) 今 は を遁れ しむる 事 多し。 平生 つとむる 處の究 まって 安ん ずるに 至らず して は、 事な り 難 

SI 山と いふ、 

"入江 城と もい かるべき 也。 

ふと 

す7ー.)山5^^  師曰 はく、 關ケ 原の 時 田 中 筑後守 內に田 邊甚兵 衞と云 ふ ものの 子、 父 は 早世して 子 

門 守、 ゃに閑齊， 

+^1? を 甚兵衞 と 云へ りしが、 十歲 にて 陣 立し、 內の もの ども 敵 を 突 落して、 馬より いだき 

おろ 

下し 頸 を 取らせたり。 幼少の 子 比類な き 儀と 其の 比稱 美せ り。 後に 黑田長 政 田 中が 所 

, へ 夾-て s 方 山の ものがたりの， hUr 田 中 此の 田邊が こと を 一 K ひ 出す。 長 政大に 感じて 

呼出し 盃 を 賜 は る。 其の 時分 此 の 田 邊を取 かいたる 家來 ども を も 呼出して 様子 を 尋 ぬ 
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つ ふ ，ノ 

べき 也と あつて- 彼等 も 出頭せ り。 長 政 具に？ t ねければ * 彼等 云 ひける は、 馬より い 

だき 下した る； t、 刀 を. ぬいて かかり、 わな/ \ と. 藍へ ける が、 家來 どもに 恥ぢ しめら 

れて、 9^ へながら 立ちよ つて 頸 を 打ちたり と 申す。 此の 時. 长政大 に 感じて， さて はま 

十ます- 5-  士の機 あり、 不」 溢に かからば 十. なき ゆ ゑな りと もーム ふべ し、 恥 V-L めら 

れて かかりし は義 をつ とめて 致 十の 所以. K と 評せられ けりと 也。 

n)  の  師！： はく  > 紀伊亞 相 公に 林 矢 兵 衞とー K へる もの あり、 是れは 御 (¥ 人 加" 膨喜 介が 也" 

つつ ナ费 一一。 & 

ま  此の 矢兵衞 至って 猛の もの 也、 初 は 水 右衛門と r ム へり、 つねに 小刀び つのな き 脇 指 

を させり。 或. < ^尋ねければ • 小刀. ひつの ある わきざし は 何と ぞせ しとき 必ず 小刀 を 落 

す ことの あるべし、 物 前にて 小刀 にても 落し、 不レ 知. して かへ りなん こと は 侍の 本意 

に不レ 有と- -ム へりけ る。 彌の字 を 改めて 自ら 矢の 字に かへ、 匹 人の つとめ 最も 怠ら ざ 

りし。 後に 三 州に 敷居して 身 まかれり とぞ" 

(二) 叉佐 和 師曰 は；、 關ケ の 一 戰に 東方 御 勝利の 已後、 江 州 佐 保 山の 城を筑 前中納 1 に，^ 秋 • 

山、 ，？^£ 三 成 

i との S 小川 . お 木 • 脇 坂な とに 命ぜられて 請 取らせら る。 諸手 面々 に取圍 みて 攻めければ、 

持ち こた ふべ き手投 なく、 各.' 自 宵して 天主に 燒草を 入れ 置き 鐵炮 の藥 二三 石 ほど 入 


れ て ffi 圔の大 一て 待つ。 この 內に矢 倉 を 守 り 1: る 手の 足輕 大將 うけとり の S の 藥 に 、 

い かがした りけん 火う つりて • 矢 倉 も と も に は ね た ほ し , -1 き M は く ら み て 不一 i 挺 分 I 斗 

りの ことたり しに、 諸手の 若 もの ども 不 k 見く づれ て、 後に 入口に のれり と 云へ"。 

此 の 時 にこり て 1： る ゆ ゑに や * 天 主に 火 を か け て 相阛の V  _ と く や け. N ち * 鐵炮 の囔ニ 

-ニ 石のに ねたる に は、 ^條 なかり し と 云へ り。 是 れつと むる と つ と め ざ る と の 這 に て 

小 大のゎ かちはなく- 或はお どろき 或は 不 になれ り。 たと へ に 灸を十 るに は 不-驚 

ほ こり 斗り の ほのほの 飛び かかる に は 色 一 ご ち が ふる も 同 じ 心得た る ベ し。 唯 だよ く つ 

とめて 其 の 操 を不. 失 が ごと， 、 ち りたき こと 也。 

.師 曰 は， 1 加 賀國ニ 曲と 云へ る 所， 今 は 別 宮と號 す。 本 は 吉原ニ 郞兵衢 と 云へ る 者 

の 持ち 1： る を、 一揆 ども あつまり- 夜中に 取 かけて 攻， 之 C 域 能く 持ち こたへ 大方し 

て た 一 つ 時分 に , 續中 たか 矢 倉の 上 に て 鎮炮 を う た せ け る に , 足 輕大將 う で に 火 繩をか 

，けて 鐵炮 をうた せ， t るに、 藥を つぐと て藥 箱に 火 入り-て、 あ、 ぐら を はね 倒し、 城 中 一 

度に くらむ ゆ ゑに、 1$^ に は 是れに 锼を失 ひて 取み だし、 寄 手 は 是れに 利 を 得て、 夜 明 

.ャ 刀に 乘 取って- 吉 京に 腹-を きらせ 械 をの つと り， 土 11^ ども を 開いて 悉く 亂暴 する 處に 
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千代に 有， 之拜江 五左衛門 後責 してければ、 一 揆 ども 取る もの を 捨てて 皆 城の 後の 切 

所へ おち 行く。 拜江 北る を 追うて 大に 勝つ。 ここに 一 投の內 にて 才覺 ありし 輩 一 人， 

棒に 白 手拭 を つけて 山 に 立 て 置き て 引と る。 拜江 これ をみ て 伏の ある ベ き と て 長 追 

に不レ 及、 その 間に 一 投 どもから き 命 ひらうて つづら をり なる 山路 を 退き 得たり と 也。 

是れ鐵 炮の藥 に 火 入りし を、 一方 は 利と し 一方 は 不利と す、 同じ 事に てつと めた ると 

つとめ ざると による こと 也。 

師曰 はく、 鼓 打の 大藏 道禪 は、 京 • 大 坂の 町 屋に宿 を かるに、 必ず 往来の 表 屋に斗 

り やど を かれり。 大方 鼓 打の 類 は 皆お もて や を きら ひて 裏屋に 引 こもり 有, 之に、 道 

^如,.^ゅゑに、 其の 事 を 尋ねければ、 鼓の 異見 を 可， 尋 也と 云へ り。 其の 心 は、 表に 

てうてば 往来の もの 立留 りて 是れ をき く、 其の 人の 內に耳 聞の ありて、 よ. しあし の 評 

あるべ ければ、 それ を 聞いて 身の つとめ をいた さんため 也、 故に 必ず 鼓 をう つと き は 

下人 を 出し 置いて、 何となく 風聞 をう かが はせ ける と 也。 藝 流の 志と は 云 ひながら 最 

もっとめ たりと 云ぶべし。 此の 如くに 己れ が 身の 非 をき くこと を 喜ばず して は、 つと 

め 善に 至るべからざる 也。 此の 道禪 わかき 時 殊の外 身の かろき もの 也。 その 比 大鼓の 


天下一 は 大食 九 郞と云 ひて、 道禪は 若輩に てけ るが、 或 時 能く， i の 座席に てより 合 ひ、 

^^^..0 とび くら を 致す に、 高 安一 かろくて 飛び かてり。 年老の 役者 ども は 是れを のぞき 居た 

べし  り。 事す みて 高 安座 席へ かへ り、 各.^ 宿老 どもの 評 をき くに、 九 郞が云 ひける は、 あ 

れ ほどに 鼓 を かろくして とらせた きと 云 ひける と 云 ふ 一 言 をき きとめ、 心付けて つ ひ 

に 天下 第一 の 大鼓と なり、 高 安道 禪と號 せり。 其の 志の つとめ 難， _ ^こと 也。 

師曰 はく、 或 人の 語りけ る は、 法然 上人へ 高 野の 明辨對 面の 次に、 本心 を 正して 而 

ーゾの i や J 心 して 後に 名 號を唱 へんと すれ ども、 ややもすれば 他念 生じて、 を さまり がた く 勤めが 

ュど說 きし S 惽 

^『) 明 so たしと 申されければ、 法然曰 はく、 責 所より 我等の 宅に 來り玉 はんに、 道々 にて 色々 

I f 一 一 。巧 i i の 事 を 思 ひ 無 量 の もの を みなん どし 玉 ふべ けれども、 元より 志 厚ければ つ ひに 至 り 得 

たま ふ， その 如くに 心 を を さめて と 云 ふ は、 思量 を 結せ ずして は不, 叶、 思量 を絕十 

る ことに 六 根 をた た ざれば 不, 成、 六 根 をた ち 十て てと 云 ふ は、 今生に て 修行 は 成る 

まじき に 候、 唯だ專 修念佛 のみな りと 答へ ける と 也。 志 ありて つとめ を不, 怠ん に は、 

初めは 色々 の 事に まど ふと も、 つ ひに は 道に 入る ベければ、 志と 一 K ふはつと むる にあ 

りぬべき 也。 
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(一) 尾 州め. 

人に して， 1^ 

き の 股； g の tt, 

の 一 人たり。 

凡そ t;^.-:: の， ボ 

ifr 從 はざる た 

/..  wnsi 再征 

に は 水？：^ に：^ 

揮ん り" 閉ケ 

柬， ボに 

て^^ あり。 

に 至り < ？: its: 

十お 石 を ひ， 

從に す." 

下の 項は武 

翁 ゆ 紀卷第 十 • 

W に 出， つ 

"し 山 縣：： ■ 

なる ベ し。 〔- 

玄の 大將に 

して 酸 州 江 i「 

城. ff: た-た P 

？ g にて 践が？ ® 

C お it 以來、 
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f 1 1  よし f . 

師：！ I. に；、 加 藤 左 馬 助嘉明 常にい ひける は、 武士は常に^.功者たりと思へ ば仕へぞ 

こた ひなき もの 也、 功 者ぶ り を 致せば 必ずち がふ もの 也と： -ム へ りと ぞ。 不功 者なる と 

うて 功 者に たづね、 不知 鹿な りと 思うて 知者に たよらん に は、 不功者 則ち 功 者 也- 

不知の もの 則ち 知者 也。 われ をた つる 處 あれば 各 二 „问 慢に陷 るべき 也。 されば 孔子の 

- 一 と ご こ  ミ 

人聖 なる も、 .^.g に 入りて 事毎に たづね 玉 ヘリ。 况ゃ 末々 の 平 人、 何事 を 以て-: Z らた 

かぶる ベ けんや。， 甲 州の 一條 右衛門 大夫、 山縣に 向って， 士の法 を 尊ね ければ- 山縣 

中 しける は、 いつもう ひ陳の 心さへ あれば、 仕 損ず る こと はなき ものな りと^へ たり 

とム へ る、 も 味 あり。 

(三、  ^ 

師 n はく、 黑田長 政 常に 參勤 いたさる るに、 道 を かへ て， 柱來 し、 ぉを不 ll: 疋し てい 

づ方 にも ； 宿いた され， ける。 旅 宿 をき. li むる に は、 第一 道の 廣き 所、 第二に 用 所. のん 

しょき 所、 第三に，^ の 用心の 氣 遣を耵 t 仕と 中され ける。 在！： の 間 も 放 廳狩獵 を 以て 

士卒の 心 得 を な ら はし * 晝 の 休息所 に も 兌 立 を い た さ せ て 、 陳營 の 心 を ふ く ましむ。 

他.. 力へ 使者 をつ かにす とい へど も- 必す用 所 十み て 後に は、 國 所の 様子 心の； ti: くべき 

所 ども や. ユサ ねて、 其の 申樣に re: つて 當 座の 褒美 を與 へけ る。 rHi- 中の 思 人、 唯 だ 武士 


I ひ? の 本意 を不 L 失 事 をのみ へりと 也。 

てな K 多く、  (Kn  ^ 

ことに 小 チリ、 師曰 はく 竹 中半 兵衞 平生 足の指 をう ごかし * 寒の 中に も 手 を內 に不， 入、 甚だ 寒 

00 チれ ば必す 手 を もみな ど 致せり。 秀吉の 前に：： 1： 候の 間 も、 足 をう ごかし 左右 を かた か 

へで：. 中 重 た 宛 や 十め、 ける C 是れを 或 人の 零ね ければ、 主君の 前にて 自分の 逸樂 のために 手足 を 

0^v  n 由す る は 甚だ 無 纏たり、 御用の ため を S うて 手足 四 支の 痺矮 せんこと を 田，) ふは忠 を 

一；、 fjp  一  -  UST  -nt 

iu,, 致す 所 也，^ 大丈夫 は 平生 武義を 心に 忘る ベ からず、 CI 餘 の 作法 は 少した がへ る：？ のり 

めに すぐれ  シさ r  、 

一 r な I 士 戰 て も不， 苦、 武士道の 事に おいて 汚れた る 名 あらん こと は 勇士の 本意なら ず、 ここに 

長 つ"： "lit 事 あらん 時， 足 しびれた る 手 こごえた ると 一一 二 ひて * 一： ム分立 つべ からず と 云 \ 

-、 のお-重 治 こ  -ケ  ！ 

一一 一  竹 中 平生 手足 を ねり 刀 を 側に 不， 離- 旅 宿 我が 宿と  一 K へど も 聊か 間斷十 る 事な かりけ 

二」" I 残. て， 5 し-リー C 

師曰 は，：、、 小 田 原陣の 時， 諸 我 入道 を 斥候に 賴君 命ぜられければ、 入道、 某が 如き 

老人 は 御免 も あ り ぬ ベ き こ と た- れ ど も と 云 ひて、 馬 を 引よ せ打乘 つ て 一 it- 候 仕り か へり- 

馬より 下りて. 中々 少 し-の こ と に も 身の くた びる る 事 かたと 云 ひける と 也 C 此の 寺^ 

\, おは 四 卜に 及べり と 也。 其の 比まで は 古の 法の 殘 りて- 四 十 をば 老人と 云へ り C さ 


名 ご 大：^ ：臣河 名府っ 

あと K 方に W はの じ 
り に Phi  S  t 來 忠 大 

mi  n  • て 政番 fr 

m  、長 姉 代 

の戰確 in の^  、箱 
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ば 古き 書に も 四十 有 餘の古 入道な どかけ り。 彼是 唯 だ 年若より つとめ 不， 怠して は、 

四十に 及んで 如, 此こ とはい はれま じき 也。 人 の 年數の 速に すぐる こと は ひま ゆく こ 

まの 如し。 日々 の 勤聊も ゆだん あらんに は、 やがて 四十の 老に 至るべし。 豈  一 H 片時 

と 云 へ ども 是れを おろそかに 可, 仕 ことならん や。 

2  ) 

f 一 )  いにしへ  て だて .  たつおき 

ほ S 師曰 はく、 齋藤道 三 子息 を 置きて 往昔の 軍の 手 立な ど 語りけ るに、 子息 龍 輿、 物語 

^^^^ の 半に 立って 用 をた さる。 道 三 心よ からず して、 龍與 のかへ る を 待ちて 申されけ る は、 

後に-^ 義^の 

に，。。， 俗 武士 戰 場の 物語 は 皆 是れ武 義の敎 なれば、 志 あらん 輩 は 好んでも 聞くべき こと：^、 志 

名利 政、 霊 

一一 一つ ^稱£ 史に あらんに は、 物語の 面白き にきき とれて、 居ながら 小用 をいた したりと も 無 禮とは 云 

ほ 義 It^l^ ク IT-  ゐ しと 

に 作る  ふべ からず、 かたり 傳へ にも、 龍 輿 こそ 軍 物語 を ききとれて 居屎を 致したり とい はれ 

んは、 家の 面目と 云 ふべ し、 汝等 やがて 家 を 失 ひて 他の 門に 馬 をつな ぎつべし と、 、め 

を 流して 諫めけ りと 也。 まことに 學 文と 云 ふ は 古の 事 を まなぶ 也。 老人の ふるき 古 を 

語らん 事 皆 以て 學文 也。 目に 見 耳に きく 處積累 して 初めて 其の 知 ひらけつべし。 可 一一 

心：^,事也。 

(1 一一) 

師曰 はく、 小 栗 叉 市が 云へ りと 云 ひて 或 人の かたりけ る は、 勇士の 打 死 を 致す は 皆 


打 死いた した さに 死 十る 也。 其の 故に、 勇士 戰 場に のぞまぬ 前方、 功 者 物 仕の 人に 逢 

ひて 諸事 を せんさく 仕りて、 而後に 戰 場に のぞまば、 何 ぞ打死 を 可， 仕 乎。 只 だ 己れ 

^ ぱの^ £ が 勇 をた のみけ なげた る こと を 專らと 十る が ゆ もに、 夏の 虫 飛んで 火に 入る が 如く、 

め K マナ、 大 E  キフ  C  -5 

C 一一 役に I 唯 だ 死 を 以て 思 出と す、 甚だ 可， 笑 也。 されば戰場にのぞみては先づ己れが^^^比のも 

き の を 毛 付 を 致し、 モれを 仕 かくる もの 也。 その 手 比の ものと みるに- 見所の 習 ある こ 

の 城 まとな り、 と 也。 これ 功 者に 不レ 聞して はかな ひ 難し。 然れば 人 ごとに 大事の 命と & ひながら、 

ュ；〕 に 捕 せら  S 

れ にお：， 一 何 心なく 月日 を 送りて 心の ままならん は、 尤も あやまりと 可レ 云と かたりけ ると 也。 

11;-!$: よく 秀ぉ  (En  (式 a 力) 

ち Irp め、 伊達  師曰 はく 井伊直孝 は 必ず 他行の 時に、 色體 におり て 持鎗を さや をよ づ して 見て 出 

政宗の 野心 4  シノ  (五) 

肘の でぬ と 也。 丁玍如 レ此。 又 板 倉 重宗は 朝ね どころ にて、 刀 脇 指 をぬ いて 見て さやに 收 

^  £  ^ 京都 ts^ 

sil 重の 子 めけ り。 是れ又 一 生の つとめ 也と 云へ り。 各、-ゎづかの小事にして人ごとに4^-しゃす 

なり、 父の 後 

かりなん ことなれ ども、 ゎづ かの 一事と 云 ひても、 一生の 勤と 致さん こと は 叶 こ 

11 針 と 也。 彼等 は 大丈夫の 卓爾 たる 所 あるに こそ 如, 此な りき。 

沈ま ノ； 性 はこ 

とに-,、 の推稱 

す る と こ ろ た 

be 開 五 

FT, わ を Is- す 
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士談ニ 

四養氣 

師嘗て 曰 はく、 楠 (木) 正 成が 言に、 武士の 勇氣 を， むる 物 五つ あり- それと は， 

一  に は 妻女、 二に は 幼少の 子、 三に は 財寶. 四に は 病氣、 五に は 難 也、 武士つ ねに^" 

，も 出， つ： ％ 所 ここに あり、 聊か ゆるがせに K-., 可ン 仕と い へりと 也。 案ずる に、 能く 氣を養 ふ 

^0 こと を 得た らんに は、 五つの ものの 中に 居ても た わむべき 義 あら ざれ ども- 內を 練る 

子 これ 裏せ . 切め は 先 づ外を 制 十る 事- 是れ 古人の 戒 なれば、 成が 此の 言 武士の.^ と 云ぶべし。 

るな り 

わ 一？？^〕 .1. 門人 問うて 曰 は：、 M を 養 ひて 勇 をと り 立つ とい へど も、 ゃャもす1はュ.^，{!-音に1<- 

きは3^」そそ 意 あれば， 心是れ がた めに 動ず、 是れ氣 を ふことの 不, 全が ゆ もに や。 歸曰 は，、、 

25 易の 震の 补、 に 云 ふ、 震驁； V 百 不， i^,v.ijmf 臨ノ； _大 震齓； ft™^-^^-^. 

上 0  二  二三 A 
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唯 誠 敬 而已、 此處， 震 之 道 也と 出せり。 凡そ 震動， 一 百 里 一而 驚鸺 者、 人情 之 常 也、 而 不 

レ喪 ニ匕琶 1 者、 人情 之戏 也。 されば 雷電 百 里 を 震動せ しむる といへ ども、 聊かお そる 

る處 なく、 手に 酒の 滿ち たる 器 を もちて、 しばらく も 動け る 色 あらず、 是れ誡 をつ く 

し 敬を存 する が ゆ ゑ 也。 誠 をつ くす と 云 ふ は、 其の 事に 實に思 入る る處 深き とき は、 

死にお いても 安ん ず、 死にお いて やすらか なるとき は、 外の 物に おそるべき 物な し。 

是れ 誠より 出 づれば 也。 敬 亦 如， 此。 されば 內に誠 をき はめ 敬 を專ら にして 此の 氣を 

養 はんに は、 何事に も動轉 すべき 所な しと 可 二心 得 一也。 又 問 ふ、 生死 事大なる におい 

て は 能く 安んじて、 小の 物音に おどろく こと ある は あやまり にや。 師曰 はく、 不 レ然、 

鐘 をうて ば 則ち 響の あるが 如し。 我れ よく 養 ひ 得た る を 以て その 音に 通ず と い へ ども. 

速に 本に か へ り て轉 ずる ことなし。 たと へ ば 色 を 見， は、 を かいで 其の 意 こ こに うごく と 

いへ ども- 唯 だ 機微の 動までに して 更にと どまる 事な し。 養 ひ 得る こと 何ポ りなり と 

云へ ども * 時に 當 りて しばらく 通ず る こと ある まじ-きに は 不レ有 也。 能く 養へば 則ち 

明に して. 更に くらむ こと あらざる 也。 

師曰 はく、 世人 皆 云 ふ、 物に 定業 あり >  定業と 思 ふとき は 恐るべき 事な しと。 是れ 


唯 だ あやまりて 思 ひ 違 ふるの 故 也。 たと へ 遁れ なば 百 歲の壽 を 保つ と 云 へ ども、 義に 

ル カラ ル 

おいて 不レ 可レ遁 のこと ゎリ ありなん に は、 遁 るべき 處 なし。 然れば 志士 仁人の 今日の 

ルカ ラル  レ 

行事、 不レ 可.， 恐 こと をば 不， 恐、 全く 相 養 ひて 而 して 後に 大丈夫 あり。 爱を 以て 云 ふ 

とき は、 驚懼 すべき は 定まれる ことわりと 云へ ども、 不, 可 二 驚 權., の義 あらんに おい 

て は、 更にお そる る處 なし。 矢玉の 來 らん 先 をば、 君子 專ら おそれて 是れを さく、 可 

レ 行の 義 あらんに は 安んじて 行く。 こ の ゆ ゑに 義を先 だて 道 を 本と して 氣を養 はんに 

は、 常に 萬 物の 上に 伸びて、 聊か ちぢめる 處 あるべからざる 也。 

師曰 はく、 武士の 本意 を 不：， 失が 如く、 常に 勇 を そだて 氣を いけて 置き、 少しも 間 

斷 なき 工夫 あらば、 事物 不慮に 來 ると 云へ ども、 驚きて 氣を 取らる る 事 ある まじ。 然 

れば 常に 氣を はり 物に おそ はれざる がごと く 致す を專ら とする 輩 あり。 是れ あしきに 

キク  ほぞ 

は あらず、 凡 情 末學の ものの 力 を可レ 付に 便り も ありぬべし。 されば 彼の， 膪を 張りて 

元氣 をつ よくし、 天 一 のしれ をた たへ、 心 火の 火 を しづかに する の 身が まへ も 此の 說ょ 

1: じろ  み： り 

り 出で ぬ。 古より 不動心と い へ るに 內 外の 差別 あり。 膚た わまず 目 逃がせず、 錐 を 立 

,  へきえき 

て鎗を さすと も、 彌； 架 さかんにして 皮膚の 辟易な き、 是れ外 を つとむる の 勇に して、 
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伎俩を 立つ るの いひ 也。 の 勇 氣はぁ ひて を 求めて つとむる の氣 也。 相手 もな く 知る 

人 も 無 レ之處 に 至りて は、 色欲 • 名权. 利用の ために 忽ちに 屈すべし。 是れ 外に 不レ屈 

と 云へ ども、 內 にしば く 屈する 處 あり。 こと を 以て 外 死生に うば はれず、 內萬 欲に 

ひかれず して、 唯だ義 これと ともに 從 ふの 人 を、 大丈夫の 養 氣と云 ふべき 也。 此の 氣 

を 養 ふこと は、 力 を不， 容氣を 不；， 張して、 平生 體 にして しかも やすらか 也。 若し 力 を 

入れ 氣を 張る 處 あらば、 平生の 心に 非ざる を 以て、 必ず 伎倆に わたって 却って 虛 とな 

りぬべし。 尤も 可 二 工夫 一所 也。  ， 

師曰 はく、 氣は よく 物に 移り やすし、 少しの 事に も 忽ち 變 ずる は 氣也。 故に 養 を 常 

に不レ 致して は、 鄙 文：： の氣 しば/ \- い 明すべし。 盃を とれば 酒 をのまん こと を ひ、 歌 

を吟 ずれば 聲たを やかに なり、 憂 をき くと きは氣 よわくなる. すべて 兒 聞の 問.^々 に 

轉ず。 大丈夫よ くわき まへ て武義 のさ さはり と 可レ成 こと をば、 目に も j:^ にも は 聞す 

ベから ず.。 是れ氣 を 養 ふの 術 也。 

師曰 はく、 幾を鬪 はし めんがた めに は、 先づ喑 所に 入れて 彼れ をして 外 をみ せしめ 

ず、 其の 氣を 張らし めなら はすに、 先づ よわ かるべき 小 1i を 出して、 彼れ に个- き 勝 を 


付けし む。 如, 此の 事數日 を經て 而後に まことに 合する とき は、 其の 勇氣 尤も 成 孤に し 

て、 これに 當 るの 鶏な し。 されば 戰に 臨む の 時. あとに ひかへ 脇に 備 ふる 兵士 * 自ら 

や 5 だい 

戰は ざれ ども 前の 勝敗 を 近く 見て、 打ちつ うたれ つの 樣體を まのあたりに みると き tf 

其の 間に 我が 氣 ことん \ く拔 けて， まことの 勝負の 時分 そのき ほひた がふ もの 也。 こ 

かち 

の ゆ ゑに 先 勢 勝つ とき は 後 勢き ほうて 勝 を 谷む、 先 勢 負けて やぶ るるとき は、 後勢自 

然 にやぶ るる こと は， 皆氣の 所レ致 也。 この 所 を 味 は へ て、 良將は 兵の 氣を養 ひて、 

未 レ戰の 間 は 其の 氣を 退し からしむ とい へ り。 諸事に 此の 心得 あるべき こと 也。 

まへ  こころ A ひ かんが 

(1) 織 E 信 師曰 はく、 武 田信玄 大敵と 戰 ふべき の 前 かたに は、 度々 諸 軍の 心 合 を 勘へ、 大方に 

長の 臣、 そ の 

,11 顏ぉ、 て は合戰 ある まじき 由 を 云 ひて、 彼等に 必ず 戰 ふべき の 氣を勵 ます。 彼等 是非 御 一 戰 

伊 SG 北お も  シル  ル 

せ L が、 信 可, 有と しきりに 戰を 好む を、 翁 ほ 抑へ て 其の 氣を養 ひて、 而後に 戰 はしむ。 故に 士 

長の 死後； 田  t  ： 

卒の氣 常に 十 信す といへ り。 

； 家 敗る る や  ニー  シ. チミす  ー; よかく 

乂 5: に？、 師曰 はく、 瀧 川 一 益 勢 州に あるの 時、 書 格に 文書 をのせ て 披見の 時、 天 甚だ 暴 雨 震 

節操た く、 晚  ゼ 

^0^0 雷して、 一益が 居所の 庭に 落ち かかりぬ。 瀧 川 聊か 額 色不， 變 して 書 格に 對 しぬ。 近 

し 机 二 臣 あわてさ わいで 一 益が 傍に 至りけ るが、 此の 風情 を て 备>  退き 去り にけ りと 也。 
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一 益 は 天性 勇猛 剛操を 以て 如， 此也。 やしな ひえた らん 輩 は 皆 以て 可い 然也。 

師曰 はく、 源 君 • 秀忠公 殿中に おいて 御 能の 時、 是界の 能す ぎて 鬼淸 水の 狂言の 最 

中に 大地震、 見物の 貴賤 ことん \ く 騒動す。 源 君聊も 平生に か はらせ 玉ふ處 おはし ま 

さず、 兒 物の 者 どもの 騒動 を御覽 あそばさる。 于レ時 家 光 公 未だ 御 幼年に まし/ \ け 

れば、 青山 伯 奢 守 執し 申して、 御見舞の ために 被， 爲, 成け るに、 源 君 如レ此 威儀の 御 

容體を 被レ奉 レ拜、 事相 違の ごとく ありし と 也。 青山が 執し 中す 處の あやまりと ぞ きこ 

えし。 後に 御：；. 说 あり ける は、 す ベ て 人間の 動 轉を戒 しめ つ ベ き 事、 i": 嘩 • 氣違 . 火 

事. 地震. 雷、 此の 分 は 事 不慮に 起る もの なれば、 平生 心 を 付けて 氣を落 著け、 動轉 

仕る 不ぃ町 也と 命じ 玉 へ りと 也。 

師曰 はく、 先年 御前に おいて 弓鐵炮 の藝を 試み 玉 ふ 事の ありし に、 一日に 足 輕ニ組 

三組 斗り づっ 出で て、 朝より 晚 までに 事 首尾す るの 事なる に、 朝 初む る 輩 は 的の 中り 

しく、 晝 より 晚 まで は不， { 且。 ここに 何某が 一組、 晚に 試みら るるに 究 まりければ、 

朝より 足 輕を刖 所に あつめ、 飮貪を 快よ くし、 幕 打ち ま はして 此の 內に 休息せ しめ、 

幕 をお ろして 外 を不レ 令， 窺、 如レ此 して 後に 其の 節に のぞみければ、 氣を養 ひて う 


たしめ ければ、 足 輕の氣 平生に 倍して、 其の 中り 宜し かりけ りと 也。 以前のう たせ 射 

さしむ る 輩 は、 晚 につと むべき 者 も 朝より 出で て- 他の 役人の 事 ある 間 是れを 見物し 

て、 其の 是非に ぁづ かる を 以て- 不二 放射 一と 云へ ども 氣 ことん \ く 放射に ひとし。 而 

して 天地の 氣も晚 に 至り、 我が 氣亦 怠り、 歸 るの 時分 體叉 疲勞 して 後に 試みる に 至る 

を 以て、 全き こと を不， 得な りぬ と 也。 小事と 云へ ども、 時に 至りて 氣を養 ふの 術 は 

相 通ず べき 也。 

師曰 はく、 古人の 敎に、 急難の 地に 趣かん に は、 必ず 飲食し 或は 睡眠し、 或は 閉目 

合掌し、 或は 大小 用 を通ぜ しめ、 而後に 其の 事を辨 ずべ しと 云へ り。 是れ 時に 至って 

氣を養 ふの 術なる が ゆ ゑに、 それと： K ふの 敎には あらず して、 唯 だ 其の 說を設 くる 也。 

人の 氣 必ずう はもり 上り やすし、 飲食 は氣 うは もりて は 快よ くな り 難し、 睡眠. 猶ほ然 

り。 故に 飮 食して 氣を 下にお とし、 睡眠して 氣をゃ 十ん ず、 閉目 合掌 は體を 以て 氣を 

養 ふの 道 也。 大小 用の 通ず る 事、 是れ氣 を 下に 通ぜ しむる の 術 也。 武士 戰 場に のぞむ 

に は 出軍の 祝 あり、 敵に 勝つ とき は 實撿勝 鬨の祝 あり。 平日の 禮式皆 此の 制 を 定めて、 

其の 氣を養 ふの 道と 致す 所 也。 古人の 戒 其の 厚き 事 可， 考也。 
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二)  #1 師曰 はく、 命 を 知る 者 は 厳牆之 下に 不レ 立と 云 ふ戒の あれば、 命 を 知る とき は彌. - 

心上篇 第二 意 

に W づ  身 を 全うして 命 を 安ん ぜん 事、 是れ 君子の 戒 なり。 然 らば 地-挺 火事 雷電の 時分 も、 ，L" 

嘩氣違 も の ある 時に も、 遠くの がれ 速に 去って 是 れを遁 るる をよ しとすべき 事なる に 

氣を養 ふと 云へば、 如レ 此の節 祸ほ靜 に 守りて 動轉 せざる を 以て 本と 十れば、 君子の 

戒 にこと なる に 似たり。 ここに 於て 深き 心得 あるべき 也。 たと へば 地-藍に 勇 を 出して 

カラ ル 

象の 下に 居て 打 害せら れんこと は不 レ可レ 然と 云 へ ども、 人 多く 相聚 まるの 時 地震 あら 

んに、 一番に かけ 出 でん は、 道理 は 宜しき に似て 人 是れを 宜しと 田 4 ふべ からず、 我れ 

叉 快く 不レ 可レ 有。 その 內に 年老 高贵の 人、 尤も 主人 頭 奉行た らん 人の 下の 手 木に なり 

玉 はん 輩 は 不レ苦 ことと いへ ども、 それ とても 前後 を不レ 省かけ 出で 給 はば、 權れ 臆せ 

レ デ 

ると 云 ふべき にも 成り つ ベ き 也。 こ こに て 义不レ 出 は 道理に くらき 也。 されば 道 を 以て 

氣を養 ふの ことわりに 非 ざれば、 必ず 過不及の あやまち ありと は，^ レ 此の ことわり 也。 

案ずる に、 地 靈には 速に 出づ るの 理 なり。 人 多く 相聚 まりて 參會禮 節の 場 は 速に 出 

づ べきの 地に 非ず。 その 間 主人 あり 臣下 あり、 朋友 あり 親辣 あり、 是 れ叉棄 てて 可レ出 

の 人に 非ず。 政事 を 取りく み 事 をいた し 手に 物 を 棒ぐ る は、 速に 可レ 出時に あらず。 


然れ ば出づ るに 出づ るの 法あって、 その 席 其の 人 其の 時の 宜し かるべき 用法 を ととの 

キ フ  カス ヌル ナハヒ チャウ ヲ 

へん 事、 是れ まことの 氣を養 ふの 道と 可レ云 也。 震 驚 二百 S1 不レ喪 二 匕 SO 一は、 是れ 速に 

可レ 出の 理 あら ざれば 也。 すべて 唯 だ義を 守りて 事 をた ださば、 其の 行皆理 にあた る 

べき 也。 氣を養 ふ を 以て 靜に 過ぐべし と 云へ る 心に は 非ず。 

五 度 量 

(二) ノ タラけ ふ  ハク  ラン シ  シテ モ 

(二) 南 f.- 師曰 はく、 梁 劉 棚  1  か 新 論に 觀 量の 篇 あり。 曰、 江河 之 流、 爛灣漂 屍 縱橫接 連、 而人 

£ソ、|. 字 ム レヲ ハ  卞-  ク ビ力パ ズ ンテ ツル レヲ ハ .1 つ 

^^^^^^ 飮レ之 者、 量大故 也、 盆盂之 水、 泉 尾 一 鬼、 必 吐 而棄， 之 者、 量 小 故 也と い へ り。 

て SJI^ 地と  <.- ふ。 

文 心 I 五十 何事に も 度量 ゆるやかなら ざるの 輩 は、 必ず 一片に 泥 著して、 もの を 自由に 致す こと 

«| の 著 あり  (三ブ -It ハ ヌ ァゥ ダフ 一一 チ リレ ガト クモ ヲ >_-. ヅク 

^^1^^^^ を不レ 得、 覆 二 杯 水 於^ 堂 之 上； 則 芥爲ニ 之 舟； 置， 杯 則 膠と 云 ふ は、 水の 度量 をい へ 

f ョ) 大^ の-  - ーゥッ マ  八 ゥッテ (sn 二  ル モノ 

卷き 上る か。 るな り-。 水擊 三千 里、 搏 一一 扶搖 一而 上 者 九 萬 里と ースふ は、 天の 度量 をい へ る 也。 度量 

莊チ の！ W 篤つ 

.^^VMC^ 廣 からざる 時 は、 萬 物 を 覆 ひ 萬 物 を 載せて ささ はる 事な きに 至る こと を不レ 得。 ここ 

^^^^^i を 以て 天地 を 度量の 至極と し、 聖人 を 度量の 用と すべし。 不レ然 9 間 は 唯 だ 五十 步に 

1 一一 千里 云々」 

I  して 百 步を笑 ひ、 大知 にして 小知 を そしり， 大年 にして 小 年 を あざむく 也。 各.^ 未だ 
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度量の 曲 狭なる にして、 天地 聖人の 上に おいて は 同年に して 不レ 可， 語の ゆ ゑ 也。 大丈 

夫 天下 を 以て 己れ が 任と す、 死して 而後に やむ， 其の 度量 大方に 心得て は i4 レ可， 叶 也。、 

かけりつつ、  一 

その8^幾千5- 若し 小成に 安んじて、 一曲 一事 を とらへ、 是れ なん やん ごとな きわ ざと 思 ひなば、 メ！： t 

もも 知ら ざ /W 

tr- リっ fiAJr  あん ほ ラかラ  かう しゃう たいほう  ナラ  ラ 

湯の 蓬窩之 間に 翱 翔して 大鵬を 笑 ふに 不レ 異。 此れ 小 大之辨 を不レ 知と 云 ふべ し。 

にに >SS 師曰 はく、 漢 高祖 • 楚の項 羽、 さしもの 勇 將謀士 と 云へ ども、 其の 勝敗の よる 處は 

^す紀 . . -^^ 

■ に 文 唯 だ 度量の たがへ る ゆ.^ 也。 されば 漢 王と 自ら 挑み 戰 はんこと を 願へ る 時に、 漢王笑 

i- 小の 頃 尹さ 曰、 吾 寧 ^ レ智、 不レ能 レ鬪レ 力と 恥ぢ しむ。 是れ 高祖 を 以て 寛仁 大度の 量 ありと する 

^^^Q  リテ. ^フ キ，^ ハオ ホフ ト ヲ 

けは^れ， ゆえんな り。 項 羽 敗軍の 時、 自ら 爲レ歌 曰、 カ拔 レ山兮 氣蓋レ 世。 これ 其の 恃む 所は氣 

^  (三)  ハル ラ ス.^  二 

一 ^ 一  is^、 力の 間の みなり。 されば 唐の 李 德裕が 人物 志 論に、 項 羽 を 評して 聰明 叙 智不： ^足， 稱也 

？ e の沛 S 人、  ラン ャ マ 

條 と 云 へ り。 人の 度量 尤も 不 レ匕 k 乎。 

侯に 时ぜら る。 

y^Kn  K-tr,  la-  乂 巧)  ハク  ノル  ラン ャ カラ "テャ (五) ノ  スル- 一 -  スルノ ヲ 

^^^^u 師 2 はく、 宋眞西 山 曰、 人 之 度量 相 去、 豈不 &哉、 方 1 二 亜 父 之 軍 二 細 柳 一也、 持 レ軍 

や、 父 は 細  ； モノ トシ  スル  チ テレヲ リレヲ ハク  二 キト スト ノ リト リチ 

ぼ I し、 之嚴、 雖 二人 主 一 無, 所, 屈、 文 帝 乃 以レ是 知， 之、 曰 緩急 眞可 レ將 也、 其 後作 レ相、 因 

き 敏、 數諫積 作 i 、仏-" 景帝 是 4 之、 曰鞅々 き少ぁ loll 也、 細 柳 之 事- ^ぁソ 

時、 s!^ 楚七國 ，： -ノ に 一、 tt- , 、ズ テ r ルプ 二， セ， ラ レン ゾ  ケン タル メバ ヌメ タル ヲ -- シテ ヲ ス チズ 

siu  f  則？^,父、ゼ以，傲，上誅、 尙何兵 之 可， 將、 使ニ其.得^,相ニ文帝； 盡， 忠 論諫、 則必 


-ァ  ノ？ ナ ヅケン レニ  ルル r ジ カラ シ ノ 

^tttp 以 一一 社稷 臣 一目 レ之、 二 帝 之 度量、 相 去 不レ同 如レ此 といへ り。 人の 度量せば きとき は、 

一- ンらー ftt  (^)  そこな 

"ノ， ほ 小事 を W て 己れ にさ かへ る をい かり 恨み、 これ を 以て 人 を 害し 傷 ふに も 至る、 世 以て 

り ぜら る。 

i にあ ひ， 然り。 我れ に 度量の 犬なる 處 あるとき は、 大本 大源を 握りて 其の 餘は唯 だ あるに まか 

遂に 食 も ち  ル 、  、 

せ S い 一 f す。 故に 人 主の 臣を用 ふるに も- 臣の器 を 用 ひて その 末々 を不, 調 こと を不, 云、 ここ 

戰 S 齊； 上 &第 において 度量 大 なりと 云 ふべき 也。 

一 ヒ i のに  ノ  ル (六) ノヲ ニフ  リテハ  フニ ヲ  テモ  ヲ  シ クル ゾ 

11 ば sj;; 師曰 はく、 唐 韓退之 祭， 一田 横 墓 I 文 云、 當， I 赢氏之 失 得 二  一  士 一而 可. 王、 何 五 百 

亡ん £ せ しに、  -. - "シゾ ハ セ シムル r- ヲ  ヨリ  ハ トス ルレ リシ *  二 モ  ルカ 

i き 手つ 人 之 擾々、 不 , 能 レ脫こ 夫子 於 叙 鋩； 豈 所レ寶 之 非 X 賢、 抑 天命 之有レ 常と しるせり。 

して 召す、 已 

. ， 3:  C  U  (七) ガム *-A)  ヲ -I フテヲ  シク シ 

^p^^ 是れ田 横が 度量 を 論ずる の ゆ,^ ん也。 王 荊 公 讀二孟 嘗君傳 一文 云、 得 一一 一 士 ー焉、 宜 可，， 

心に 一  以南 面而制 で秦、 乾 取 ニ鷄鳴 狗^ 之 カー 哉と 云 へ る も、 叉孟嘗 君が 度量 を 云 へ る 也。 

行 i くび， て S 部  S 

^M^^^M 師曰 はく、 蜀の孔 明 未だ 劉 備につ かへ ざるの 時、 博 陵の 崔州 平-顔 川の 石 廣 元- 汝 

きじて £„s の  (； 01 

Is^ 南の 孟 公威、 井に 徐庶 とともに 友交して、 一 處に相 あつまりて 學問 談笑 十.。 四 人 は 中 

りと云 ふ。 キ ヌ 

^^^^K にも 心よ く 相 交りて 談話し. 孔明は 其の 生 質 四 人に 異にして， 自ら 抱, 膝 長嘆して 曰 

の X 一  C 文-. 5 文章 軌.， ぉ卷 七に 出づ (七」 王 安 石、 字 は 介 雨、 宋の 神お に 仕へ て 富 n 强 兵の 新法 itr 一策し、 功 成らす。 又 文に 巧な り。 この 文 康宋八 家 文 

に ar つ (八) 戰國 の 人、 食客 數干人 を 養 ひて 名高し、 その 中に 鷄 S: 狗吠 のまね 巧者 あり (九〕 孔 明の 親友、 孔明 自ら 管 仲 *樂 殺に 比する を 人 信 

ぜざ るに、 只 だ 州 平と 徐鹿 のみこれ 一 2 信じたり とい ふ (1〇〕 孔 明の 親友、 前卷 一 八 〇•  EM 八直參 照 
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問篇第 十八 章 

に 出づ 

(二) 地名 

(一 一：) 司 馬教、 

字は德 操、 蜀 

JJ3 人 を 求む る 

の 時、 孔明 4 

すすめし 人な 

り。 人 を 知る 

に長ぜ りと い 

ふ 

(S) 太公望 

az-M の こと， 

姜は 姓、 子 牙 

は その 字な り 

(五) 張 

S 蜀帝劉 
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はく、 汝等は 若し 出で て 仕 ふと, T へど も、 所の 奉行 守護と 成りて 微 {R 小 ？i に 至らば、 

是れ 則ち たれり とする 所 也と 云 ふ。 各.^ 孔 明が 志を尋 ぬるに、 笑 而不， 答。 孔明 つね 

に 自比ニ 管 仲 • 樂毅； 管 仲 は 九， I 合 諸侯-  一 -111 天下； 孔子 猶#レ 之 曰、 微， 仲, 吾 其 t 

ヲ 二 セント ヲ  ハ チテ 二  ス  V.  お VM  (二) 

レ髮左 X 杆矣。 樂毅克 レ齊而 下 二 七十 餘城ー 二人ともに 其の 名 天下 を 蓋べ り。 孔明降 中 


に 居ながら 自ら これに 比せし は、 ：|„^ だ 過ぎた るに 似たり。 時の 人 皆 是れを 笑 ふ。 司 馬 

(き  ； gc)  f 五) 

德宗が 曰 ふ、 周 朝 八百餘 年の功 を舆 せし.^ 子 牙、 漢世 四百 餘歲を 開きし 張子 房に 比す 

べしと 云へ りと ぞ。 其の 詞の 如く、 天下 三分の 勢 を 立て- 先主 を 王道に 入れなん と 寸= 

.  ル カラ ル 

其の 志の 度景： くんで 不, 可レ計 こと 也。 まことに 孔 明が 度量 末世の 及ぶ 處に 非ず。 

師曰 はく、 摘 正 成が 云 はく、 凡そ 士 たらん 輩 は 小事 を不， 棄、 大事 を あぐまざる 心得 

あるべし。 不レ 然して は 必ず 小犬の 事に 因って 難， 致 事 ある もの 也と いへ りと 也。 後漢 

の 光武、 不， 懼ニ 大敵 ー不， 侮 二 小敵！ とい へ るに も 合すべし。 度量 不， 深と き は、 やや もす 

れば任 犬なる ときに あぐみお それて； M を 幷吞 せらる るに 至る 類、 世 以て 多し。 然れば 

とて 內 にあて てす る 所 あらず して は、 叉 其の 度 景： と 思 はんこと も 途方な き 事なる ベ し。 

師 曰 はく、  士有下 經ニ濟 大略； 而不， 一一 小節？； 是れ 其の 度景 およる 處 なり。 しかれ ど 


'き 父 s 件;^ 

の 

畠 S 木 

■I-  m 曾 
重チ T 義 


も 小節に 不， 拘と云 ひて、 叉 大閑を こ ゆるの 輩 ある もの 也。 是れ何 を 以て 大略と し 何 

を 以 て 小節と 十 る こ と を 不二 究明 一 が ゆ ゑに、 分 を こ え て 器用 だて を 致し、 是れ 等の 事 

計 校す るに 不， 足と 云 ふ。 其の 潔き こと はい さぎよ けれども、 皆 分 を不， 知の 働 を 以て. 

つ ひに は 家 を 失 ふに も 至りつべし e 人の 度量の 大略なる と 云 ふ は、 如レ 此の 事 をば 云 

ふべ からざる 也。 されば 行 一二 不義 一 殺 ニー  不辜 一而 得 二 天下； 有， 所， 不， 爲は、 是れ 度量 

t や- 

の寛廣 也。 萬 鍾の祿 に ひかれ 天下の 重に 惑うて 剛操を 守り 得ざる は、 是れ 小節に かか 

はる 也。 天下 は 至って 重く、 是れ をうる は 至って 福な りと 云へ ども、 得失 は 皆 外の わ 

ざに して、 義 より. 見 来る とき は 至って 小節 也。 學者 度量と さす 處 において 深く 味 はへ 

ル さフ  (七) ハグ ノ ャ 不レ拘 二 小節 I  ャ 一 一大 sk:- 

ずん ば、 、ゼ ず流蕩 して 信 を不レ 可ん 付 也。 孔子 曰、 古 之 狂也肆 也， 今 之 狂也蕩 也と 也。 

度量の 犬なる は 狂者に 似て、 其の 致す 所に 古今の 差別 ある こと 也。 

師曰 はく、 古より 名將の 度量 其の 器識 >  すでに 弱冠の 比より 格別なる きざし あり > 

古今と もに 其のた めし 多し。 源の 義經 廿五歲 にして 元曆 元年に 木 曾 を 退治し、 其の 年 

一 谷の 岩石 を 落し、 八 島 . 壇 浦の 合戰 あり、 相 友な ふ 侍に は秩 父重忠 什 一 、 佐々 木 高 

綱せ 五、 捤原景 季廿三 也。 異朝の 孔明廿 七の 時 劉 備に まねかれて 相 將の任 を 能く 十、 

士 敦 二  二 五 一 


A 鹿 語頻卷 第二 十三  二 五 二 

に) 0^^ 近代 武 田！！！！ 5 玄 • 北 條氏康 • 北 越の 謙 信 • 源 君、 いづれ も 幼年の 時に 其の 度量 旣に 群に 

越えたり。 名將 一期の を はり 久しから ずして、 其の 功 を 所 レ成は 天下の 間にみ ち 萬 世 

に傳 ふ。 後世の 大丈夫 尤も 可レ考 こと 也。 

師曰 はく、 漢の 高祖 旣に關 中に 打 入りて ける 後に、 頃 羽お くれて 至りて ける を、 高 

肌 關中を 不レ爭 して 則ち 項 羽に 與ふ。 是れ 高祖の 度量 甚大なる ゆ ゑん 也。 其の ゆ ゑ は、 

此の 時 先に 關 中に 入りた る もの 王た るべ しと 約す とい へ ども、 項 羽が 勢 盛に して 不 

レ可， 中、 而るを 高祖 先に 關 中に 入りた る 小節 を 守って 項 羽と 戰 はば、 則ち 戰 死して 四 

百年の 天下 ここに 絶えぬべし。 項 羽が 人となり、 器量 甚だ 狭く 志氣 尤もお ごり、 暴 逆 

にして 鄙齐 多き こと を 知りて、 則ち 關中を 與へ項 羽に 和 を 請 ふ。 是れ項 羽が 志 を驕ら 

しめ、 其の 志 をみ たしめ て惡を さかんにし、 臣民 皆 そむかし むべき の 謀 也。 しかれば 

關 中を棄 てて わらぐつの 如くなら しむる は、 天下 を 治む るの 謀に あらず や。 時の 人 皆 

髙祖與 li 項 羽； 其の 勢力 才氣を 論じて 其の 度量 を 不レ詳 が ゆ ゑに、 天下の 落 居 高祖に き 

ル -フ  い， ハク  〈タ ビヒチ ク ビル ルモタ ダレル タ  タビ テバ チズ ル 

はまれる こと を不， 知 也。 古人 云、 高祖 百 戰而百 敗、 惟 其不， 勝 也、 一 勝 則 必至 こ 

-ー  ハ タビ ヒテ タビ ツモ ダ レズ ク  タビ レ パク チズ ル卜 一一 

千 王； 項 羽 百 戰而百 勝、 惟 其 必勝 也、 一 不， 勝 則 必至 ニ于 亡？ 


^^.,^^^0 師曰 はく、 蜀の 劉備孔 明が 草廬に 三た び 尊ね 行きて、 三度め に 初めて 對 面の 時、 傍 

のん を 遠ざけ、 自ら 天下の 圖を ひらき、 劉 備に 示す に 三分の 勢 を 以てす。 孔明 草廬に 

居て 聞 達 を不， 求と いへ ども、 其の 度量 甚だ 廣 きを 以て、 今 瞬 息の 間に 天下の 勢 をき 

はむ。 ここに 於て 劉備服 心して、 則ち 孔明を 立てて 師 として 其の 敎を うく。 其の 度量 

以てみ つべ し。 

(三) 

一 飞^ 節 師曰 はく、 孔明 街亭の 後に 兵 を 四方に 手配し、 あとに 殘る 所の 兵士 僅に ニ千餘 にて 

寞. vw あ や まり  (En 

：魏と CSS 西 城縣に 入る の處、 司 馬 仲 達 十五 萬の 大軍を 引率して 西 械縣に 至りぬ。 孔 明が 傍に は 

政れ しと ころ  キ グ 

ー將の 出で て 可い 拒 も あら ざれば、 近臣 皆 色 を 失 ひて せんかた たくみ ゆ。 孔明卿 か 動 

M の 敵 ずる ことたく、 自ら 城に 上って 彼れ が 軍勢 を みれば、 三方に 手 分して 唯今 城下に 至る。 

國+: る 魏の将 

孔明 命じて 旗 を 立て 貝 鐘 を 定め、 軍士 を かくし て 各 陳營 に 入らし め、 出づ る K  j と は 

相圖 を可レ 待と 定め 置きて、 役人の 外 更に 出さし めず、 四方の 門 を 犬に 開き、 城內の 

道々 ねんごろに 掃除 淸 道し， 自ら は 琴 一 張 を たづ さへ 一 二の 童子 を 傍に 置き、 高簡に 

よりかかり 香 を燒. 、二」 琴 を かな づ。 司 馬 仲 達 押 寄せて みるに、 如, I の 模様たり けれ 

ば、 暫く 兵 を 進めて 內の 體を詳 二十。 然れ ども 取合 ふ もの もた く、 翁 ほ內を はらって 

士 談 二  二 五三 
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1  一^ ^ 傍若無人の すがた なれば、 仲逹 申しけ る は、 さし も孔 明が 日 比の 謹 厚なる に、 今何ぞ 

i^. れら しめ 門 を 開いて 危 きこと をな すべき、 是れ 必ず 伏 を 置きて 我が 兵 を 入る るの 謀なる べしと 

(二) 晉書列 

傳第 £ 十九に 云 ひて、 速に 引退き ぬ。 孔明曰 はく、 若し 衆人の 心 を 以てせば、 必ず 城を棄 てて 去り 

出づ。 字 は 安 

S  、火 ぬべ し、 吾が 兵た だに 二 千餘、 彼れ 我が 去る を ：13- ばと りこに すべし、 西 城 は 久しく 居 

の も S へり。 

1-1 るの 地に あらず と 謂 ひて 漢中 にかへ り 5。 1^  くして 仲 達 叉來る 時に 孔 明.^、 りぬ るが ゆ 

する や、 S 

^-^.^0 ゑ > に、 仲 達皆孔 明が 謀の 中に 落 入りぬ。 是れ孔 明が 度 景-大 なる が ゆえと 云 ひつべし。 

に 政も輔 け、  うつ は 

冗 水に 勝ち、 師曰 はく、 凡そ 度量 大 なる 器 ものの 行跡 は、 凡 の ものの 听 よりみる 诗は、 一 つと 

W: も-女く す"  , 

^^^^s して 作 略 見知る 事不ぃ 可い 叶 也。 伊 尹が 五 就， 而^ 不， 忌、 五 就，. _ ゅ而 湯不， 疑が 如き 

第 六十 八に 出 は、 大 德量大 識見 あらず して は 及びが たき 事 也。 故に 大度 量 ある 人 は 能く 知識 を f せく 

づ。 卞は子 元、 

して 權 略に 通ず、 推して はかりが たきもの 也。 

あ. C -、  ^立 を  2)  (一 II) 

行 ひ、 一身に 師曰 はく、 晉の謝 安 は 兵の 術に おいて 尤も 度量 あり。 M 溫大に 軍兵 を ひ きゐて • 化" の 

權を聚 めて 寡  (Bn 

M^^o.^^ 帝 を 移し 奉らん とせし が、 先 づ謝安 • 王 州. 之 を 招きて 是れを 害せん とす。 謝 安 少しも 

1£ す) 第 おそる る 顔色な く、 只 だ 平生の 如くに して： 5- 溫が 所に 至り、 座 定まりて 云 ひける は、 

卞は文 や 盛 諸侯 有 レ道則 守 在 一一 四隣, とこ そ 申すな るに、 何事に 今 軍兵 をよ そ ほって 壁の 後に 置き 


德を n て K々 

(五) 五 ss 十 

六 國€ 中の 〈0; 

秦 もさせり 

(六〕 

王、 にし 

て、 長 安に Sis 

文化 も-人れ て， 

tss 强兵 C. 實 

も あ lb たり、 

水 (安 

お 省 内) は 彼 

れが 一 代の 大 

失策に して、 

この 役に て蕩 

づき 程なく 死 

せ h- 

(七) 謝 安の 

兄の 子 

(八) ^10 省 

の 域 s 

(九〕 節度 使 

なり、 * 史の 

a 平.： 一： ク， - か-第 

i  、 國 家 再， 造 

の 人と 港 せら 

れ、 义外 夷の 

侵 人 も-防ぐ に 

功 あり、 至誠 

仁恕、 寬厚の 

士 なり 

( 一 0) 字 は 手中- 

に  is  せし- り。  こ 


玉 ふに やと 問 ひける。 其の 度量に 氣を のまれて、 彼れ を 害すべき 事なら ずして、 笑談 

(五) ふ けん  ひ すゐ 

して 日 を うつせり と 也。 又 案の t:^ 堅 旣に百 萬の 著 到に て^ 水に 陳 する 由き こえければ- 

(七) 

謝 玄人り て 謀 を 問 ふ。 謝 安お そる る 色た く 友と 碁 を かこみ、 平生に 替る事 あらず して、 

而後に 謀 をな せりと 也。 是れ 度量 甚だ 寛なら ずして は 叶 ひがたき 事 也。 

(八)  (>) 

師曰 はく、 唐の 代 宗の時 戎狄兵 を ひ きゐて 淫陽 を圍 みける 時に、 郭子儀 その 所の 大 

將 たりければ、 謀 をめ ぐらして 云 はく、 今 彼れ が大 軍に 味方 を くらべば、 九 牛が 一 毛 

にして、 戰 ひて 勝つべき の 道な し。 我れ 昔 戎狄に 約せ しことの やれば- 不， 若獨 身に 

して 柱いて 說く べしと 云 ひて、 唯 だ 一騎 門 を ひらかし めて、 郭子儀 直に 大將に 申す ベ 

き 事 あ りと 云 ひて 出で ぬ。 戎狄 甚だ お ど ろ き , 其 の 大将 弓 を とり 旣に 矢 を は ば て 向 ひ 

ければ. 郭 子儀冑 をぬ ぎ 甲 を す て 翁 を な げ て 進みけ る ゆ ゑに、 彼れ や む ズ J と を 不 に 得 し 

て 皆 馬より 下りて 拜 しけり。 是れ を單騎 にして 目， 虜と云 ひて 時の 人 皆稱美 十。 度量 

剛 操に 非ず して は 難， 叶 謀と 云 ひつ ベ き 也 。 

師曰 はく、 宋の寇 準 帝の 難に 供奉し 奉り 遭 淵に あれけ る 時、 毎夜 酒实を まう ほた は 


. にして 外 奢り 內^ に、 中 書 令に 至 _ 

の 載に { 水 ちて 遼， をお ぶ 

士 談 二 


眞宗の 時 丞相たり、 g の 人 寇に逢 ひて S 宗の 親征を 主張し、 遂に直蒙^?1<名*:の？-- - 

二 五 五 
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ぶれ 遊んで 夜 を よもすがらに 十。 而 して 朝 も ゆるやかに 寢 ねて 大 いびき を かけり。 帝 

ひそかに 人 をして 是れ をみ せしめ、 彼れ 如レ此 とき は 憚る る處 なしと 喜び 玉 へ りと 也。 

大難の 任 を 得て 枕 を 太 m の 安き に 置く こと は、 度量 はるかに 廣 からず して は 叶 ひがた 

きこと 也。 

01) 

( 一 )  さね. &た 

師曰 はく、 大納首 行成 卿い まだ 殿上人に てお はしける 時、 實 方中將 いかなるい きど 

ほり か 有り けん、 殿上に 參りぁ ひて、 云 ふ 言 はなく 行成の 冠 をお として 小 庭に なげす 

(三) 

てて けり。 行成 さわがず して、 主 殿 司 をめ して 其の 冠 をと りあげ させて 是れを 著し、 

何 斗り の 過怠に かこれ ほどの 亂罰 にあ づ かるに やと 問 ひければ、 實方 一 言 を 述べず し 

(gn 

二 じと み  を こ 

て 立ちに けり。 折し も 主上 小 都より 御覽 じて、 實方は 鳴 呼の もの 也と て、 つ ひに 歌枕 

みて ま ゐれと ありて 降 奥 守に なりて 下りつ。 かしこに てうせ てけ りと 也。 行成 度量 あ 

ら ずして は、 是れ 斗り の 事に 逄 ひて 如レ 此の 行跡 は あるべからざる 也。 度量う 十 けれ 

ば、 小事 をのせ て 能く^ 忍す る こと 難レ成 もの 也。 5! し 心の- 1 して 可レ報 こと をし のば 

んを云 ふに は不 X 有な り。 

師曰 はく， 平將 門が 東 八 ケ國を 打 塞いで 平 新 王と 號 せし 時、 田 原 藤 太 秀鄕は 名高き 


兵に て、 ことに 多勢の ものな りけ るが、 將 門に 同意して 朝家 を 傾け 奉らん と 思って、 

行き 向 ひて 角と 云 ふ。 將門 折節 髮を みだしけ づ りけ るが、 餘 りに 喜びて 取る もの も不 

レ取、 大童に て 而も 白衣に て あわて 出で、 種々 の 饗應の 事 云 ひければ、 秀鄉目 かしこ 

く 見咎めて • 此の 人の 體輕骨 也、 はかん. \ しく 日本の 主と はなら じと て、 初對 面の 日 

/  わう ばん 

に心替 りしけ る 上に、 酒 看椀餒 かきす ゑて 是れを 進む、 將 門が， 喰 ひける 御料 袴の 上に 

おち 散りけ る を、 自ら 是れを はら ひの ご ひたりけ り C 是れは 民の 振舞に や、 云 ふ 甲斐 

たしと 心の底に うとみて けりと 也。 是れ將 門が 度量の 薄き ゆ ゑ を 云 へ るたり。 

^^^^0 師曰 はく、 源賴朝 安房 國平 北郡獵 島より 下總に 越えて、 相 州 鎌 倉に 趣かん ため、 隅 

田 川の 邊に 至り 玉 ふ。 上總 權介廣 常、 當國の 軍勢 二 萬 餘を率 ゐて參 上す。 賴朝 頗る 彼 

項  一 S 卷ニ  C.V*  ノ-, 

二 c<i 照 れが遲 參を瞋 つて 許容の 色な し。 廣常 兼て 存じけ る は、 當時は 皆 平家の 管領 也、 賴朝 

流人の 身と して 義兵 を擧 ぐと 云へ ども、 何 斗り の 事の あるべき に 非ず、 今日の 様子 を 

伺 ひて 事な りが たかる べきに 於て は、 速に 武衞を 打取って 平家に 可い 獻と、 に 二心 

を かまへ 外に は參 上の 由を稱 す。 しかれば 此の 大軍を 得て 甚だ 悅び玉 はんと 思 ひ 儲く 

るの 處に、 遲參 のとが めあって 許容の 気色た し、 殆ど 人 主の 體 にかな へりと、 忽ちに 

士談ニ  •  ニー  f1 七 
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害心 を變 じて 和 順し 奉りし と 云へ り。 賴 朝の 度量 以てみ つ ベ き 也。 

•n)  i 師曰 はく、 賴朝 流人の 間、 伊東 次 郞祐親 法師 甚だ 疎略に いたし、 剩へ 武衞を はから 

0^^^. ひ 奉らん と 致せし を、 二 男 祐泰訴 へ 申しての がれし めぬ。 武衞 初めて 鎌 倉に 入り 玉 ふ 

とき、 1K 野藤內 これ を 生 捕りて ける を、 三浦義 澄が 彼れ が聲 なれば 申し ぁづ かりけ り" 

. 祐 泰が忠 によって 命 を 助け 玉 ひ、 壽永 元年に 恩赦の 事 ありて、 召 出さる べきと ありし 

を、 祐親 前の あやまり を 恥ぢて 忽ち 自殺す といへ り。 輯朝 私の あだにお いて 聊か 深く 

にくみ 思 ふ 所な く、 寛仁 大度の ゆ ゑと 云 ふべき 也。 

2) 太_平^^ 師曰 はく、  醍醐 帝 楠 (木) 正 成 を 召 出され、 藤 房 を 以て 東夷 征 罰の 事 を 正 成に 憑み 

卷第! 一 一 主.. r1, ま 

1? 事の 條に 思 召さる る 也。 抑.' 天下 草創の 事、 何の 謀 を 以て 勝 を 一 時に 決し、 太平 を 四海に 致し 

侍らん と存 ずる やと 勑誰 ありければ、 正 成長って 申しけ る は. 東夷 近日の 大逆 只 だ 1K 

の責を 招き 候の 上 は、 衰亂の 弊に 乘 じて 天誅 を 致されん に 何の 子細 可， 有レ 之.； 合戰の 

カラ  # レ ン 

習 なれば、 一 旦の 勝負 を 必ずしも 御 覽ぜら る不ぃ 可、 正 成 一 人 未だ 生きて ありと 被 二 聞 

召 一ば、 聖運は 遂に W レ被， 開と 思 召され 候へ と 中して 河內 にかへ りぬ。 其の後 赤 坂に 

城 を かまへ、 僅に 1 重ぬ り 格 かいたて 搔ぃ雙 ベ、 東！： の 軍兵 數萬 騎に圍 まれ、 策 を 


帷 幅の 內 にめ ぐらし 勝つ こと を 千里の 外に 決し- 而 して 千级 破の 城 を ま-つけ、 ゎづか 

百 人に たらざる 小勢に、 誰 をた のむ とも 何 を まつ ともなき 城 中の、 高さ 二 町.：^ りに て 

ま はり 一 単： にたらぬ 小 城に 取り こもり、 東 國勢を 引きう け、 日本の 人 衆 を 待ち そろへ 

て、 陳平. 張 良が 肺肝の 謀 を 廻らせし こと、 大丈夫の 度量に 非ず して は不レ 可， 叶 こと 

どもに 非ず や。 

S  ^3卷ニ  師曰 はく- 畠 山道 誓 舍弟義 深、 修禪 寺の 城 を 出で て 基 氏に 降參 十。 ここに 畠 山 兄弟、 

〇 四 頁 、 ，  て  >  卞.？ げん 

0M 明 曰 竊に打 手の 來 ると 云 ふこと を 聞きて、 かりそめに 出で たる 體に 中間に 太刀 を 持た 

せ、 兄弟 二人 かちに て 先 づ藤澤 の 道場へ 落ちぬ。 上人 かひん \ しく賴 まれ、 やがて ひ 

そかに 上洛す。 家臣 遊 佐 入道 性 阿、 主人の 落ちら るる 體 をし りたれ ども、 暫く 人 を あ 

ひしら ひ 主 を 何く へ も 落ち のびさせん ために、 少しも 騒ぎた る氣色 あらず、 碁 • 双六、 

^！っぷくぢゃ  キ ヒ 

十 服 茶な ど吞 みて、 さりげなき 體 にて 戲れ笑 ひて 居ければ、 郞從 ども 外様の 人 も 可 二 思 

ル  S3  ル 」， 

寄 一様た かりき。 遂に はかくれ なかり ければ、 纏て 打 手 を 被， 向。 遊 佐 は 輝 僧の 衣 を 著 

て 只 だ 一 人 京都に 上りけ るが、 口の 脇なる 疵 をみ 咎められ、 自殺して 失せぬ。 遊 佐が 

此の 一 事 尤も 度量 ありと 可, 云 也。 

士 談 二  二 五 九 
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にの) 長. -、 師曰 はく、 武田信 勝 十 一 歳の 時、 近習の 小姓 友 野 叉 市郞と 日向 傳次郞 と 扇 切 を 致せ 

^0^^. と ありけ る。 友 野 腰の 扇 をぬ く、 日向 は 手に 持ちた る 扇 を 腰に さして、 ゆび を 立てて 

勝 親に 殉ぜり 

向 ふ。 信 勝是れ をみ て、 早 やみえ たる ぞ * せぬ 扇 切に 傳次郞 勝な りと 褒めて、 H 向 を 

稱 美す。 是れを 高 坂彈正 承りて、 信 勝 は 近代の 名大 將 なるべし、 度景： 甚だ 廣 しと 云 ひ 

の Bs^iH 甲^ 

醫 f ける と 也。 

師曰 はく、 武田 信玄剛 操に して 度量 叉大 なり。 甲 州に 城 を かまへ ず、 わ づか堀 一重 

にて 屋敷が まへ 斗り にいた し、 東西南北の 大將と 弓矢 を 取って、 つ ひに 自國を 奪 はれ 

ず、 國^ まで も 敵 を不， 入、 甲 州 分 園より 方々 に 手 を かけ、 後に は 甲斐. 信 濃. 駿河 

を 治め、 四方 取合せ て 五ケ 國を領 す。 敵 は 信 長 • 謙 信 • 氏 康 • 源 君 也。 此の 四將 は、 

1 將 世に またがりても 天下 是れ がた めに 辟易し つべ きに、 是れを 四方に うけて 屋敷が 

まへ の 心 入、 尤も 度量 ありと 云 ふべき 也。 或 時 居 館の 內 にて 猿樂能 ありし に、 堀 "請 

の 輩 二 千 斗り 喧 いたし 出し、 双方へ 押 別れ 鐵炮を 放ち 騷 動す るに、 能 見物の 輩 地下 

は 本？^? S 人に 至る まで 少しも さわが ざり しと 也。 如, 此 こと は 兼 日の 法令 正しき にも よるべけ 

i  ^本に よ  二-一) 

り ®v  れ ども、 唯 だ 度量 寛大なる ゆ ゑ (下々 まで も 勇氣行 はれたり) と 云 ふべ し。 


師曰 はく、 鎩 田 平： ULn 長 武勇に おいて 度量 甚大な り。 幼弱の 時 手 習 讀書は 我が 庄に非 

ずと 云 ひて、 常に 武藝を 事と し、 相 あつまる 小童 を^け て 二つに いたし- 其の 身 一 方. 

の大 將と號 して 竹馬に 鞭 を あて、 竹刀 竹 翁 を 以て 打 合 ひっき 合 を 事と 十。 其の 手 習に 

たのむ 所の 僧 是れを もちあつ かひけ る。 十六 歳の 時 父信秀 卒して ける に、 萬 松 寺に 參 

詣 あって 燒香 十。 其の 形 異様に して 更に 禮儀 をと とのへ ず、 抹香 をつ かみ 香 爐の內 外 

へたげ かけ、 無禮 沙汰の 限りなり ける。 時の 人 皆 以て 是れを 嘲り笑 ふといへ ども、 心 

ある 人 は、 戰國の 今に 生れ 逢 ひたる 度量たり とさ さやき ける が、 果して 弓矢 を 取って 

ならび  (五) 

な) 公；！^^ f 幷 なし。 ことに 將 軍義昭 漂泊して、 或は、 江 州に 至って 佐々 木に より、 或は 越 州に 越え 

0^.0 て 朝 倉 を依賴 とすと 雖も、 彼等 義兵 を擧 ぐる こと 不レ 能して、 京都 悉く 三 好. 赤松に 

y ハ) . 银リ幽 混亂 せらる。 ここに 永 祿 十 一 年、 義昭細 出兵 部 太 輔藤孝 • 上野 中 務太輔 淸信を 使と し 

(七) 霧 I て、 信 長に 歸洛 のこと を 賴み思 召 十との ことなりければ、 信 長 快く これ を 承り、 武士 

城主、 ーナ^^は の 面目なり と 喜び、 事の 成敗 をば さしおき、 大旆 を當國 によ せられん こと を 申し、 則 

3 長 G<SfJ 後此 ._〈 (七 1 

れ^ ち不 破河內 守を兩 使に さし そへ て義昭 を迎へ 奉り、 其の 年 十月 十五 曰に 義昭を 歸洛せ 

家臣と たりて 

加賀に 住す しめ、 六 條本國 寺に 入れ 奉り、 其の 身は淸 水 寺に 旅寓 して、 洛中の 制 法を定 む。 さし 

士 談 二  二 六 一 
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(一-阿波 公方 也 (二) 

もい かめし かりし 細 六郞 • 三 好 等 皆 退去す。 信 長 其の 度量 犬なる に 非ず や。 

師曰 はく、 豐 臣秀吉 民間より 起り て 神器 を 握り、 度量 更に 云 ふべ からず。 信 長 越 前 

に 働いて. 淺井長 政に あと を 取 きられ 旣に危 かりし に、 そのころ は秀吉 未だ 人 衆 を も 

不レ 持して、 獨り金 崎のお さへ に 可， 在の 由 を 申請 ふ、 是れ 度量 大 なりと： FT ふべ し。 ：：：15 

長弑 せらる る を 聞きて、 多くの 大名 皆 身が まへ を 致し、 何の 了簡 あらざる に、 速に 山 

崎の H? 合戰を 遂げて、 明 智を卽 日に 罰戮 す。 是れ 度量の 大 なる 隨ー 也。 面して 柴田を 

(三) 

(一 e お M 長 V 滅し、 長久 手の ー戰 において 三將 をう たれても 猶ほ 天下 を幷 呑し、 源 君へ 和 を 入れ、 

之 助なる べし 淺野長 政 を 使と して、 源 君 必ず 三 ケ條の 好み あらん こと を 命ず。 所, 謂， の 母 儀 人 

質に 可 A 遣、 秀忠公 を 人質に 不， 可， 奉, 成、 妹 君の 腹に 男子 出生 ありと も國 は秀忠 公に 

可レ奉 レ獻、 此の 三 ケ條の 好み いづれ も 可 レ任ニ 其 意 一との 事 也。 此の 事 一 つも 不レ 違、 其 

の 器識可 レ鑒。 而 して 小 田 原の 役に、 伊達 政宗 奥州より 越後へ こえ 甲斐へ 出で、 相 州 

笞 根に 至り 秀吉に 謁す。 このと き 政宗廿 四歲、 片倉小 十郞ー 人 を 召 連れて、 廣野 にお 

いて 禮を行 ふ。 秀吉 床几に こし を かけて 政宗に 命ぜら るる は、 上 杉 景勝 旣に 使節 を以 

て 禮を行 ひ、 佐 竹 使者 を 進上す るの 處に、 政宗獨 り不, 然して 漸く 今日^ を 行 ふ、 其 
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の 罪 甚だ 重して いれば、 汝 が押領 する の 地 を 速に 返上して、 唯 だ 本領 三十 萬 石に 安堵 

すべし、 不レ 然ば汝 早く 還り 去って 我れ に 敵すべし. 汝が 會津に 至らん ころ ほひ、 我 

れ 必ず 北條を 族滅し、 直に 兵 を會津 にす すめ 汝に對 面すべし と ありぬ。 政 宗元來 度量 

豪傑の 勇士 なれば、 聊かお そる る處 なく 答へ 申しけ る は、 我れ 今 匹夫 獨身 にして 御前 

に來 る、 生死 も 亦 命の まま 也、 S 、郡邑 は 御意の まま 也、 則ち 可 レ致ニ 返上 一と 御請 申 

しける。 秀吉 大に悅 び、 則ち 暇 を 賜 ひて かへ りぬ。 左右 皆 云 ふ、 政宗 必ず 奥に 至りて 

あだすべし- 唯 だ 速に ここにて 打 留め 玉 はんやと ありければ、 秀吉大 に 笑って 曰 はく、 

汝等 は是れ g 子な り、 ともに 謀る に不, 足と 申さる と 也。 其の 度量 可, 見。 

師曰 はく、 畳 臣秀吉 嘗て 曰 ふ、 吾 想 人生 不, 滿レ 百、 豈壹ニ 霸于 一 方 ー以費 , 日 乎と。 

是れ 其の 度量 大 たるが ゆ ゑの 言 也。 而 してつ ひに 朝鮮 を 征伐して 兵 を 異域に 弄す。 世 

の 人 皆 一期の 樂を このみて は、 唯 だ 閑居 獨 坐して 酒色 を專ら とする にあり。 秀吉 朝鮮 

の 征伐、 き はめて 論ぜん とたら ば、 黷レ武 究レ兵 せんなき わざと も 云 ふべ しと 云 へ ども、 

其 の 度量 において は 大丈夫の 思 入と 云 ふべ し。 叉 秀吉 朝鮮 國 王 に 書簡 を 通じ 玉 ふ 言 に 、 

予當二 于托胎 之 時； 慈母 夢, ュ 日輪 入 n 懷中； 相士 曰、 日光 所レ及 無， 不 II 照臨 一 必 八荒 聞，！ 
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(二) もと 尾 

州の 人、  > 初の 

名は彌兵^^尉、 

お 長に 化へ、 

命ぜられて 秀 

4.H に Si す、 多 

一 iOi として 

參 謀の 事に 當 

後 五 奉行 

の 一 人に 列し、 

^牛 >、2n の 内 

政：.^ 務に義 せ 


一遇す わ ども 

5. 赴に 節 も： g せ 

f き 
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仁 風； 四海 蒙 二 威名 1 者、 其 何 疑 乎、 不， 展 二 國 家之隔 山海 之 遠； 一 超 直 入 二 大明國 一 易，, 

吾 朝風 俗 於 四百 餘州； 施， 1 帝都 之 政 化 於 億 萬斯年 1 者、 在- 1 於 方寸 中 1 と 書せ り。 度量の 

大 なること 可， 考也。  . 

師曰 はく、 秀吉旣 に 夭 下 平均なら しむる の 後、 毛 利 輝 元 初めて 出仕、 犬 下 第 一 の大 

名、 中 國不, 殘 彼れ が 威風に 屬す。 然れ ば秀吉 定めて 禮を： 止し 威儀 を ふるまって 對面 

あるべき と- 諸 入 思案の 處に、 輝 元 を對面 所に 久しく 待た しめ、 H 、の 後帶を 手に 持ち" 

(だばく  I 

衣 を 解きて 磐礴 として、 女の 未儿に 腰刀 を 持たせ、 其の 形に て 輝 元に 對 面し、 直に 毛 利 

が 手 を 取って、 古の 事 ども 色々 物語 ありながら、 座敷々々 をー兒 せしめ、 それより 天 

主へ あがり、 四方の 繁榮 をみ せしめ、 天 主にお いて 刀を赐 はり、 それより 敷に 下り- 

庭 上へ 馬 を ひかせ、 秀吉是 れに乘 り、 輝 元に 口 を とらせ 則ち 其の 馬 を 賜 はりぬ。 毛 利 

悉く 其の 恩顧 度量に 平伏して、 相した しみ 相お それけ りと 也。 

師曰 はく、 北條家 滅亡 已 前に は、 所々 に 三重の 格 を あげ 犬 主 を かまへ させ、 屋敷が 

ま へ の內 にも 色々 の 要害 を まう け、 油斷 聊かな かりし。 大 正 十八 年に 小 田 原 滅亡して 

...i?- に は 少しも 用 ひのこと なく、 秀 吉往來 にも 先 を はら ひ 人を改 むる ことなし。 i 野 長 


政 あるとき 申 上げけ る は、 近年 御 要害の かま ひなく、 餘り麁 草なる 事に こそと 申しけ 

れば、 秀 吉日 はく、 今 ほど 用心 を きびしく する 事な し、 汝等淺 知 小！ I- にして 是れを 

レ知 也、 我れ 今 源 君と 無二の 入魂 をな せり、 家康は 一度 云 ひ 合せた る こと を 聊. かちが 

(15 1 一十 <  へざる 人 也、 長久 手に おいて わ づかー 萬 餘の人 衆 を 以て 我が 廿 萬に 及べる 大 軍に 敵せ 

宿の 一お る 鬼 

^^M^ ら るる は、 信 長と 一 度 云 ひ 合せられ たる 故せ、 ここ を 以て 家康を 入魂す、 今 天下に 弓 

S 名 は 藤 馬 を 取って 我れ にあた るべき 者、 家康の 外に 誰か あるべき と 命ぜられ けりと 也。 

孝、 を幽齋  .  (」 一一) ~ 

師曰 はく、 大 坂の 域の 天主の 有る 所 鬼門に あたれる 由 を 申 十 ものの ありければ、 秀 

ふ。 蔡を 好み、 ，  、 ， 

S 追. 武家 故 吉日 はく 天下の 鬼門 は 日本の 丑 寅 也、 大坂 一所の 鬼門 は 我れ にあた る 鬼門に あら ざ 

る 也と 云へ り。 

多く、 德川氏  ，  ： (き  せョ うは 

の Is この 人 師曰 はく、 秀吉 常に 細川玄 • 法 橋 紹巴等 を 傍に 置いて、 時に 與ぁ 歌 連歌 あり- 

の  力に まつ  も  P 

(の HT) し is&w 或は 五山 十 刹 の 長老 出世 の もの を あ つめて 詩 連句 の會 あり。 而 して 其の 內に秀 吉の作 

C, 欧速 歌に  七- ル 

妙 t て秀吉 意に 相應 して 出來 たらん 歌 連歌 を 以て、 是れを 秀吉の 作に 可 t 仕 也。 詩歌 は 武家の 、仏 

に寵 せられ 

0^^^ とすべき 事に 非ず と 云へ ども、 無下に 卑しから んも亦 大丈夫の 本意に あらず、 しかれ 

茶道に くはレ ばと て 是れに 心 を そまん こと は 甚だ 勞 役の 至り 也。 武將 自ら 手 を不, 下して、 匹夫の 

士 談 二  二 六 五 
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功 を あつめて 其の 功 を 將に歸 す、 詩歌 义汝 等が 功 を 以て 我が 功と すべ しと 命ぜられけ 

りと 也。  . 

師曰 はく、 源 君 味方 原の 時、 濱 松に 歸り 入らせ 玉 ひ、 心靜 に御寢 なされ 鼻息 如レ 1^3 

なりけ るに、 左右の 近臣 丼に 今日 敗軍の 諸 侍 ぁひ聚 まりて、 如何 あるべき、 今夜 信玄 

キ ッ たまぐ すり  キ ル  • 

兵 を 寄せて 濱松 を取圍 まば、 可レ 放玉藥 もな く、 可， 射 矢柄 もな し、 さし も 名 ある 輩 は 

悉く 打 死し つと、 詮議 まち/ \ 致 しけれ ども、 源 君 更に 起き 玉 はず、 枕 を 太 山の 安き 

に 置かし め 玉 ひき。 かくて 夜 も 漸く 明け けれども 信玄兵 をよ せず。 源 君 H たけて 起き 

玉 ひ、 唯 だ 平生の 御氣 色に て、 信玄は 定めて 引取る べしと 仰せ ごと ありし が、 そのご 

とく 其の 日に 兵 を 入れに けり。 是れ 信玄の 弓矢の 格 をし ろしめ されて ける、 其の 度量 

の 甚だ 廣く大 なる ゆ ゑなる ベ し。 

(一) Is 師曰 はく、 慶長庚 子、 上 杉 景勝 退治の ために 源 君 旣に野 州 小山まで 御 働 座の 所、 上 

年、 關ケ原 合 

載の 前な b 方に おいて 石 田 三 成 逆心 を 企てけ る 由 注進に 付いて、 上方より 供奉し 奉る 所の 大名 小 

名 を 一 所に あつめ、 其の 日に 上意 ありけ る は、 上方に おいて 石 田 逆心の 事 只今 吿げ來 

れり、 备- '先 づ隱密 可， 仕と 巾す やから ありと いへ ども、 今度 供奉の 衆 各. - 妻子 を 上 


方に 質と し 置かれた る こと 也、 心 元た く 可, 被， 存間、 家 康へ氣 遣た く 心 次第に 上京 可 

レ被レ 仕と 被 二 仰 出 一 ける。 此の 御意に 因って、 誰 上るべき と 云 ふ もの もな く、 皆 御 味方 

、ニノ  fc-s- &  (二)  V レ  サ 

お 申 g!^^ に 一 同す。 其の 夜 本 多 中 書 ひそかに 申 上げけ る は、 少しも 危く 不., 被 二 思 召 一手 を：^ れ 

名に て 中 書と も 上洛 仕られ 候へ と 可， 被 ーー§： 出, 也、 長途 を 打って 是れ迄 御供 仕りた る 輩、 御 旗本 を 

SS す、 家康譜  ン，  - 

に ^ はなれて 獨立 をいた し御敏 可. Z 仕と 存 ずる もの は 一 人 も 有：， 之 間 敷と 申しければ、 源 君 

ふこと 凡そ 五 

十七 IT 必す きこしめされ、 狭 等が 土り かねつべ きと 田 5 ひて 仰せ ごと あらん は、 まことと 云 ふこ 不 

all ふ 二-、  ai^  ラ 

0.,^^ レ有、 天下 を 引う けても 一 の義を 正す のみ なれば、 全く 彼等が 上る まじき を賴 むに あ 

勇に 感ぜり。  レ ナ  パ  シ  ヶ 

&勢€ 名 拭 主 ら ずと 御投 あって、 重ねて 又、 上方 衆 上り 被レ申 度く ば、 案內 に不, 及 上り 可レ 被， 申と 

とたる  サ  ルシ 

に ーヌ」 龍 S 被 二 仰 出 一け りと 也。 大度 量 大剛橾 とも 可.. 奉， 一 申 也。 

袁開ケ 京に 退  (三) 

き、 S 十五 日 師曰 はく、 源 君 旣に丸 月 十四日に 濃 州 赤 坂の 御 本 據に御 著 座 ありければ、 上方 列參 

大敗せ るたり 

Ssf に 兵 ||ぽ の 大名 路 次に 充滿 して 御 目 見 をね がふの 處、 とかくの 御會釋 もな く、 直に 御 本 陳のゃ 

な h -、 本 多と  , けん ふん  (19 

共に 、擦 川. 氏 ぐらに のぼらせられて、 敏 味方の 體を御 見 分 あり。 井伊 兵 部. 本 多 中 書まで 御供に て 

の： St 石たり、 

00^ 誰も 不， 登： 兵 部 諸 大名 伺候の 由 を演說 すと い へ ども、 公 翁 ほ 御 かま ひもな く 四方 を 

らる。 逸話 • 

蒙し  上覧 ある-. ふ： いて、 井伊 直政默 止が たくして、 矢 倉より 下へ おり  >  諸 大名へ 向 ひ、 源 


年！^七後^^第ニ 

三 長 萬ち を 二 

十 十 石 m  -  -i- 

P3  二 を M li.'f  、 家 
年 食 六 嗣結康 
歿む 十ぎ 城ハ 
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君の 命 也と 云 ひて、 長々 在 陳幷に 岐阜の 戰 功を稱 美せ.^ と 也。 

師曰 はく、 豐 臣秀吉 逝去の 後、 阔 々の 大名 相 あつまり、 石 田 三 成が：！ I 比の 無 禮奸曲 

を 改め、 是れを 切 害すべき 由、 取々 の 談合 多 かりけ る を 以て、 三 成 ひそかに 大坂 をの 

き 伏 見に 至りぬ。 ここにお いて 加 藤 ^正 • 同嘉明 • 黑田長 政 • 淺 野幸畏 彼是 云 ひ 合せ 

て、 旣に伏 見へ 推しよ せ 可 ニ責殺 一に 究ま りけ る を、 源 君 頻りに 和 を 取り あっか ひ 玉う 

て、 中 村 式部 少輔 • 酒 井雅樂 頭 を 以て 兩方を 仰せ なだめられ、 つ ひに 三 成 を 佐 和 山へ 

かへ さしめ 玉 ふに、 三 川 黄 門 秀康を 送りに 付け 玉へ りと 也。 是れは 三 成が 不義 肺肝 を 

みるが 如くに 思 召し しらせ 玉へ ども、 彼れ を屋 形の 內 にて 操つ ぶし 溝濟の 中に くびれ 

しめん こと は、 大丈夫の 本意に 非ず、 事 を かまへ 難 を まう けば、 何時も 廣原平 陸の 大 

場に て ー戰に 勝敗 を 決すべし、 秀吉 存生の 間 は 彼れ に 手 を 拱して、 今 はかん \ しから 

ぬ 三 成 を もみつ ぶさん と 云 ふ こと は、 甚だ 勇士の 本意に 不, 有との 仰せ ごとな りしと 

也。 

師曰 はく、 三 川 黄 門 秀康惡 瘡を煩 ひ 玉うて 鼻の そこねければ、 その 比 細工に 名 を 得 

たる もの を 招きて、 人 色に 鼻 を こしら へしめ、 付 鼻 を 用 ひて 出仕 ありけ る。 源 君是れ 


(二) 本 顧 *- 

十 一 世の 主、 

SiSl 上人と 

す。 石山 本展 

寺 一 向宗の a! 

力つ よ く、 信 

長 。力 を 以て 

しても ち 得 

す、 勒を 仰い 

で 和 眭 せし な 

(三) 伊丹の 

城主、 光秀の 

！ a に ぶりて 信 

長 疑 ふ とい ふ 

もき き 自ら 安 

んぜ すして 叛 

き、 或は 自殺 

せりと いひ， 

或は 茶人と な 


S) もと 足 

氏の 1<3 下， 

1 旦信 長に 降 

h- てな ほ 安ん 

ぜす、 叛 きて 

亡. ほされ^り 


をし ろしめ さず して、 秀康は 惡瘡に 鼻 を そこねた ると 云へ る 沙汰の ありし が、 鼻は揖 

ぜざ りしな りと 仰せ ありければ、 左右の 御家人し かん. \ と 答へ 奉る。 公御氣 色あって 

仰せられ ける は、 大丈夫 天下 國家を 治む るに は、 身の 形粧を 以て 致す ことたし、 內の 

養 を ふかくし 器 識を逕 しくす るに あり、 大國を 受領し 官中納 言に 至り、 武門の 楝 梁た 

るべき 其の 身の、 鼻 を こしら へて 形 を專ら とせん こと は、 甚だ 本末 を 失へ りと 宣 ひけ 

りと 也。 

(二 ) 

くわう さ 

師曰 はく、 平信 長 二十 餘 年の 蒙 憤 を こめ、 すでに 大坂 本願 寺 門跡 光佐 城 を あけて 和 

睦レ紀 州の 雜賀 にう つり、 天下 ここに 平均な りければ、 天 正 八 年に 林 佐 渡 守 を 遠方に 

流罪す。 是れ 先年 那古屋 において 信 長 を はから ひ 申さん と 致せし 咎に 因りて 也。 安藤 

伊賀 守 を 流罪す、 是れは 先年 武田信 玄に內 通せる を 以て 也。 小の 事な りと 云 へ ども， 

我れ に對 して 恨 あらん をば、 世が 世 に 0 た らんと きに 報謝 せんこと を 思 ふ は、 凡そ そ 

の 人の 心 也、 度量 ありと は 云 ひがたし。 すべて 我が身の 遣 恨の ゆ ゑに 人 を 害し そこな 

はん 事 は 大丈夫の 心と 云 ふべ から ず 。信 長 如. Z 此の あやまり ありし ゆ ゑに、 荒木 村 重 • 

松 永久 秀 各-自ら 安ん ぜ ずして 天下に 逆亂 をな +  。 彼の 惟任 光秀が 禍を 蕭墻の 下にお 

士 談 二  二 六 九 
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二)  § こせし もこの ゆえなる べしと 云へ りと ぞ。 秀吉毛 利が 柴 田と 內 通して 室町 殿 を 引出し 

S 義昭 奉らん と 致せし こと を 知りながら、 聊か 其の 氣色 あら はれ ざり しと 也。 長に 合せて 

は 其の 度量 叉た が へりと 云 ふべ き 也。 

(三) 淸正記 師曰 はく、 秀吉 高麗 を 征伐の 時、 小 西 行 長 • 加藤淸 正 一 日が はりに 先手 を 奉って 發 

向す。 小 西 行 長 賫岐の 風 本より ひそかに 逆風に 船を發 して 釜 山 浦に 著 岸し、 城 を 責め 

て 八 千 餘人を みなごろし 致し、 その 日に 叉 登萊の 城を攻 取る。 一 H に 朝 ii の兩 城を攻 

取り、 且つ 忠州 を攻 落す。 こ t において 朝鮮の 王 李 昭忠州 城の 陷る をき いて 北の方 義 

、—もよ い りつ  しゅな  うん  を らん かい 

州に のがる、 太子 臨海 君 肆* 次子 順 和 君 琿幷に 后 兀良哈 に 至る。 加 藤 淸正行 長が 獨り 

こも かい 

軍功 を 立てん こと を 欲して 忠義 を 背く こと をに くみ 且つ 怒りて、 直に 船 を 熊 川に 著け 

て忠 州に 至り 軍議 を こらす。 王械に 至る の路 二道、 南 大門 は 百 里に して 大河な り、 束 

大門 は百餘 里に して 遠し、 然れ ども 無 1 川。 淸 正の 望に 任せて 可， 入と 行 長 云 ひければ. 

淸正、 大河 ありと も 行程の 近き 方より ゆくべし と 云 ひて 則ち 兵 を 進む。 行 長 ひそかに 

水練 をつ か はし、 近 邊の船 筏 を 流し 棄て しむ。 淸正 河邊に のぞむ に、 大河 甚だ さかま 

き 流れて、 案內 なくして は 可， 越 所に あらず、 無二 是非 I その 日 を 費す。 行 長 東大 門よ 


り 王城に 至りければ、 王城に 人な し、 只 だ關門 を閉づ るの み 也。 行 長 水門より 人 を 入 

れ てつ ひに 王城 を 得、 四 門 を 守らし む。 淸正 のちに 至る、 王城す でに 行 長に えられつ、 

しからば 王城に 入りて 益な し、 直に 國王 王子 を 追 ふべ しとて、 兀良哈 に 至り、 王子 國 

妃を とりこに す。 而 して 先づ 王城に かへ り 此の 旨を秀 吉に吿 げしむ、 秀吉 其の 功を感 

ず。 行長數 度の 軍功 ありと 云へ ども、 王子 を不， 得 ゆ ゑに、 淸 正と 不和に なりて、 遂 

に 朝鮮の 軍議 皆 異論に 及び、 行 長さまん \ の 佞奸 を かまへ、 和 を 入れて 王子 國妃を か 

へ さしむ るの 謀 をな せり。 

案ずる に、 行 長が 朝鮮の 先陳 >  悉く 度量せば く器識 薄き 所より 事 起れ り、 大丈夫の 

わざに 非ず。 凡そ 軍事 は 一 の 不和 あれば 其の 功 全から ず.。 朝鮮の 征伐 は 本朝より 異國 

を征 する ことたれば、 神 功 皇后より このかた 千歳た えて あらず、 秀吉 大度 量 を 以て 此 

の 事 をた す。 行 長國忠 をお も ひ 義理 をた ださば、 詳に議 して 一夫 も不， 残が ごとく： 

レ 仕に、 何事 ぞ、 諸 軍 を さしおき ひそかに 軍令 を 破りて、 己れ がー 功 を 立てん とする 

や。 其の 勇 は 勇に して、 其の 度量に おいて は 大丈夫の なすこと にあらず。 爱 において 

朝鮮 征伐の 軍令 こと/、、  、く 破れ、 各." 一 己の 功 を 立てん こと を 思 ふ、 是れ行 長が 罪 遺 
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るるに 處 なし。 ？抗 やひ そかに 水練 を 入れて 南 大門の 道の 船 筏 をう ば ふ、 是れ叉 度量せ 

ばく 且つ 勇猛 もな し。 すでに 王城に 入りて 王 を 追 ふの 心なく、 彼の 一 城 を 守りて 功 を 

てら ふに 至る 事、 亦^：；；^爾たる小事を以て人に嚇すのぃひと：ムふべし。 夫れ 大丈夫 は 侯 

好の 行 をな さず、 間道 間 行を不 1 用、 明白に 顯 はしな して、 其の 器識 其の 度量 其の 勇 

(as)  た^ ォ 

猛 ともに ならぶべき なし。 彼の 鼠の 夜 出で て 猫の 十き ま を ねら ひ、 てんな き 山の 製の 

ふるま ひする は 狂奸の わざ 也。 行 長が 行事 皆 是れに 類すべし。 故に 庚 子の 役に 一 舉し 

るゐ せつ  めんばく 

て 身を縲 拽の內 にくる しみ、 面 縛して 恥 を 臭 首に のこす に 至れる 也。 

師曰 はく、 出 羽庄內 に惡屋 形と 號 して、 近邊を 押領し 暴逆甚 盛な りけ る 人 あり。 こ 

の ゆ ゑに 家臣 相 あつまりて、 是れを 生害し、 他家 を 入れて 家を嗣 がすべき と 談合して、 

家老 土 佐 林 上琳と 云へ る ものの 所へ、 中 山 玄# 行き 向 ひて 此の 事 を 談合す。 上琳 同心 

せず.。 玄 とても 同心 致させず して は不, 置 こと 也と 云 ひければ、 上 蘇 腰刀に 手 を か 

けて 當 座に 打果 すべき 模様 也。 中 山 聊か 氣色 を不， 變、 大に あざわらって 云 ひける は， 

上琳 はさし も かひん \ しき 人 也と 世に も 沙汰し 人 も 云 ふな る に、 如レ 此の 理に喑 き は 

不思議の ことなりと 笑 ひ あざむきければ、 上琳心 しづ まりて、 それ は 何と 云 ふゆ ゑに 


やと 問 ふ。 玄蕃 申しけ る は、 其の 方 一人 同心せ ざれば とて、 國中 悉く 二 味 同心いた し 

て やむべき 事に あらず.、 屋 形の 非義の やむべき にもな し、 此の 分ち を 乍レ知 ひとり 腹 

を 立てら るる は 甚だ 理に 暗き 事な りと 云 ひければ、 上琳 怒れる 氣色 やみて、 つ ひに 是 

れに 同心せ りと 也。 中 山 時に 至っての 風情、 度量 あるに 近 かるべし。 

師曰 はく、 天 正 十八 年 小 田 原の 城責 に先づ 山中の 城 を 貴む。 ここに 木 村 常 陸 介內に 

鳥居 源 八と 云 ふ 勇士、 先だって 械に 付いて 名乘 りけ る 所へ、 羽柴藤 五郞內 磯平 三郞っ 

づ いて 來り申 しける は、 源 八、 汝 はすで に 頸 取 源 八と 世に よばれ、 其の 身の 獵 きき 手 

足のと との ほりて 名高き 武士 なれ ども、 眞實の 武功 を不レ 知、 田舍 そだちの 働 ゆ ゑに、 

此の度 も 名乘る まじき 所に ての 名乘 也、 其の 故 は、 如レ此 場に て、 諸人 忙 然として 心 

も つ かず 氣瞭 して 居る もの た る に、 ここ に て 名乘れ ば 諸人 こ れ に 心 付い て 我れ 先にと 

進む ゆ ゑに、 思の ままの 獨り 高名 はならざる もの 也、 物の わけ を 不レ知 ゆ ゑ、 さすが 

の 頸 取 源 八 も 如レ此 時に 名乘 りたる ことよと 申しければ、 鳥居 嘲笑 ひて 曰 ふ、 平三郞 

は 心がけ も ある 武士と こそ 聞いた る が、 さて は 信の 勇士の 本 理を不 知と みえたり， 

如レ此 諸人 忙然 たる 時分に は， 一入 高聲 に名謁 りて * 人に 氣を 付け 大勢に 力 を そへ て 
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多くの 人 を 用に 立つ る 如く 致す こそ、 武士の 義と云 ふ もの 也、 何事 ぞ 我れ 一 人 ひとり 

ーフ (蔑 如) 

功名して 是れを 宜しと 云 はん は、 拔 群の 小 わざ 云 ふに 不, 足と さみしけ る。 源 八が 力 

量 尤も 可， 感也。 

I に』 5ぼ 師曰 はく、  ¥ ^"須 賀 五郎左衛門 尉、 常に 手 をお ろして 自分の 功 を 立つ る こと はなく * 

1^5,^"-!^郞 家來 小姓 どもの 中に 器量 ある もの を 撰んで 取 立て、 彼等 を 以て 功 を 立てし む。 されば 

武 田勝賴 iik ん まんに 兵 を 置いて 遠 州 を 窺 ふ 時、 源 君 橫須賀 に 城 を かまへ 大須賀 を 以て 是 

れ にあつ。 橫須賀 衆 世に 名 ある 者、 久世三 四郞. 坂 部 三十 郞. 渥美 源 吾 • 丹 羽彌三 • 

駒 岡 太 郞右衞 門 • 曾 根 兵左衞 門. 丹 羽 金 十郞、 是れを 七 人 衆と 云 ふ。 大須貿 その 身に 

. 度量 ある を 以てつ もり はづ るる 事な く、 傍の 仕 立つ る もの ども 皆 武功 ありし と 也。 長 

久手 にて 先手 大に 敗軍の 時、 大須賀 味方の 長 追 は 必ず 敗軍の 相な りと 知りて、 小高き 

, ^に 馬 を 立て、 まと ひ を 置きて ふみこた ふ。 是れに 因って 大に やぶれ ざり しと 也。 

師曰 はく、 主人に 度量 あれば、 臣下 を 能く 見立て 是れを 使 ひ 立つ る ゆ ゑに、 家臣 悉 

く 功 者 多し。 是れ吝 啬の所 あらず して、 祿を 厚く し：^ を璺 にして 更に やぶ さかる こと 

I い is^il なし。 楚の項 羽の (IJ 公に やぶられ しも. 自らの 力 をた のんで 人の 能き もの を 不レ持 


財 祿 を 惜しんで 功臣 を 立つべき こと を不， 知が ゆ ゑと 也。 古より 名將 自らの 功 を 立て 

二-一) 

^に 鏡 ん こと を 欲する 輩 は、 つ ひに 匹夫の やじりに かかって 成功 全から ず。 源 賴朝治 承 四 年 

同年 十 R: 廿三 

日の 條に 出づ 十月 相 摸 國府に 著いて 始めて 勳 功の 賞 を 行 ふ。 北條時 政より 初め 各.' 或は 本領 を 安堵 

し、 或は 新 恩に 浴して、 義澄は 三 浦 介に なり、 行 平 は 下 河邊庄 司に たる。 是れ石 橘の 

合戰 敗北して 房 州に のがれ、 それより 相 州に こえて、 旣に 其の 賞 を 行 はる。 其の 度量 

可レ 見。 近く は 平信 長. 畳 臣秀吉 の 下に さしもの 名將 勇士お ほく 出で、 大將 自ら 敵に 

巾る ことなく、 それ/ \ に 相應の 將を發 して 是れを 平治ぜ しむ。 中に も秀吉 自ら 敵に 

中る ことなく、 すでに 朝鲜を 征伐せ しむる にも、 モの身 は 肥 前名 護屋に 留まりて、 幕 

下 の 勇將を 命じて 是れ を征 す。 源 賴朝そ の 身 は 在 鎌 倉して 平家 を 退治せ し に可レ 比。 

如レ 此の 事 度量 廣 からず して は 難， 叶。 彼の 碌々 たる 小人 は 一 ケの 小事と い へど も 自ら 

是れ をな さん こと を 欲する は、 心 ひろから ず體 ゆるやかたら ざる を 以て、 臣に 不レ委 

ft を 惜しんで 身 を つ からかせば 也。  . 

さるに 因って、 亂 世に 名 ある 勇將、 國 郡を領 十る 輩まで、 皆 分限より 過分なる は 家 

老の 貪祿也 C これ ゆ ゑに 陪臣と 云へ ど， も 其の 譽名皆 世に みて り C 毛 利 輝 元に 小 早川隆 

士 談 二  二 七 五 
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景、 上 杉 景勝に 直 江 兼繼、 伊達 政 宗が片 倉， 島 津義久 が新納 武藏、 掘秀 政が 堀監 物、 

蒲 生氏鄕 が^ 生 源左衞 門、 各.' 以て 主人に か はりて 其の 事 を 任すべき 力量 あり。 故に 

を 厚く し祿を 盛に して、 大將は 手 を 拱して 彼れ に 任す。 是れ 周の 文 王の？ M 陽に かり 

して 呂望 を迎へ て師 として 八 百年の 基 を 立て、 劉 備の草 廬に三 顧して 孔 明を迎 へて 相 

將の任 を與へ 亡漢の あと を 嗣ぐゅ ゑん なれば、 人 主の 度量 こ こに おいて 大 なりと す。 

呂望 • 孔 明 亦 其の 志の あら はるる に 因って、 幡 として 功 を 立てし ゆ ゑんな り。 千里 

n) 韓返之 の爵 を、 食不, 令レ飽 して 力 不レ足 才不レ 見 とせ めんに は、 常の 馬に 不レ異 と i 黎が 云へ 

の-こと。 唐宋  „• フ 

ま る も、 この ことわりと 可レ云 也。 

師曰 はく、 畳臣 秀秋關 ケ原已 後に 家老の 歷々 を 成敗 ありし 後に、 何が しと かや 云へ 

る 大身の 者 家 を 立 退く 事 あり。 白晝に 妻子 を 引きつれ 弓 鐵炮を 以て 前後 を かため 立 退 

きけ る ゆ ゑに、 秀秋 以ての外に 怒って、 白晝に 城下 を 如 レ此體 にて 引 はら はせん こと 

は 武家の 恥 奪 也、 急ぎて 打留 むべ しと ありければ、 松 野 主馬 諫めけ る は、 彼等 ゎづか 

の もの の 立 退 を 成敗 あらん こと は 何より やすき 事 也、 然れ ども 前方に たれ/ \ を 御成 

, 敗に 付いて、 世 以て 不レ可 レ然の 取沙汰 也、 然る を 又 是れを も 害せられ なば、 人の 褒ぉ 


とどまる 不, 可、 但だ默 止して 棄て 置かるべき 也、 是非 害せら るべき と あらば、 某 無 

人ながら 申 付けて 打 止むべし と 云 ふ。 秀秋、 汝 無人に て 如何と 問 ふ。 松 野 云 ふ、 某 小 

者まで 一 人 も 手 をよ ごさずに 可 一 I 仕留 一と 答 ふ。 秀秋 重ねて 其の ゆ ゑ を 問 ふ。 松 野 申し 

ける は、 町人 在々 へ ふれ ま はし、 落人 あり、 打 留めて 衣裳 を はぎ 道具 を とれ、 被， 下 也 

とふれ 申さば、 地下 人 ども さし 起り、 卽 時に 打 留め 可， 申 也、 是非な く 彼れ を 打 留め 

可. 申に 相究 まらば、 御手 をお ろされ ずと も 此の 謀に 可 X 落、 同じく は是れ 等の 小事 は 

ナ 4-  をち ど 

心に かけ 玉 ふ不， 可と 答 ふ。 秀秋心 や はら い で、 我が 越度に たらざる ことな らんに は 

シ カラ 

不レ 苦と ありて、 其の 分に なりけ りと ぞ。 

.  (二 ) 

ニー) 後出 一一  師曰 はく、 松 倉 豐後守 或 所に て 村 山 越 中が うは さ を あしざまに 云 ひたる と 云 ふこと 

ナ J"  •  S 五 ナ 

を 村 山き いて、 松 倉が 宿所へ 尋ね 行きて 案內 を. I 乙 ふ。 本より 松 倉 しれる もの なれば、 

則ち 呼 入れて 對 面す。 村 山 一 禮を はりて 申しけ る は、 某 儀 を 誰々 の 所に てあし ざまに 

ル シ カラ 

仰せられ たりと 吿 ぐる 人の 候、 私 こと は 日 比 御 ねんごろの 事なる に、 不， {且 御 會釋に 

こそと 云 ひければ、 松 倉 不二 聞敢ー はやく もき き被レ 申け る ことかな とて、 則ち， をし 

ぬぎ 腹 さし 出して、 定めて 存分 を 云 ひに 參 られつべ し、 此の 腹 をつ いて 心 いられよ、 

士 談 二  _  二 七 七 


さり 勢 •） 朝る 亡 2 

W あて 北に し し' 

る 南^？^加 て 
m を 下 洲へ內 W 
m 云のに、 a< 朝 
1% へ 形 起 淸ぁ衰 


山 鹿 語頻卷 第一； 十一 一！  一； 七 八 

幸よ き 時分に 在 宿 本望 なれと、 聊か 平生の 顔色に 不， 違 云 ひければ、 村. H 是れ に氣を 

奪 はれ、 鬼 角の 挨拶 も不, 成。 松 倉し きりに 彼れ に 本望 を とぐべし と 云へ ども 彌.^ 屈 

服 十。 そこにて 松 倉 近習の 小姓 ども をよ びて、 彼れ を 引立て 追 出せ、 存念 を 遂げに 來 

れ ると 思へ ば、 我れ を 云 ひつめ たると 云 ふべき 渡り奉公の 家、 にせん との ことに や 

松 倉 左様の 者に あらず と 云 ひて 座 を 立ちぬ。 村 山 散々 行き 中って かへ りぬ といへ り。 

U ョ) ぃ筑前 ^ 村 山 は 元と 筑前黄 門 に 居て 名 ある 勇士な りしと ぞ。 

(二 ) 

師曰 はく 近 比 異朝の 兵 亂に鄭 芝 龍と 云へ る は、 元と 福 建の 安 南 石 井の 商人な り、 

故 ありて 本朝 肥 前國平 戶に墊 居して、 俗に 平 戶ー官 と 喚び し は 此れが こと 也。 大明兵 

亂に 付いて ー官福 建に かへ りぬ。 ここに 大明 瓜の 如くに つ ひえ、 狄 蜂の 如く 起り て 

洲.. へ 族 もさす 拒ぐ に 便り あら ざれば、 今上 帝 順 治 二 年 乙 酉に、 鄭芝 龍が 日本の 兵に 委しき こと を 聞 

L ば さ 相の 箱 きて 是れを 招請す。 芝 龍 速に 命に 應 じて、 つ ひに 公家の つぐの ひ を不， あ、 c: ら兵 をつ 

(五) わが 正 

き 一年に 當る のり 金銀 財 寶を散 じ、 日本の 兵器 を逕 しう して 鎭江 において 大に戰 ひ、 楊子 江に おい 

て 大利を 得て、 明の 兵 暫く 勢 ありぬ。 北狄の 大 將梅勒 王 • 副 將石門 梁 、謀 を 廻らして 藁 

人形の 術 をいた し- 芝 龍が 兵 大に潰 ゆ。 而 して 事あって 順 治 三年に 北狄 のために 禽に 


ーフ、 せんや 

せらる。 其の 子鄭 成功 は 本朝 平戶人 也。 隆武 年中に 國姓 爺と 號し、 永曆 年中に 延平王 

に 封ぜら る。 明の 天子 古今の 名將を 撰んで 鄭芝寵 を 以て 卷 軸に 牧む。 其の 言に、 我 閩 

之 有 二 鄭飛虹 一也、 §f 胸 羅ニ數 萬 甲兵； 氣吞 二八 九 雲 夢 一 東南 半 壁 倚爲， 一長 械； 念 Ifjj 廣 

閩浙煙 水 之區、 乃 黥^ 蛟鱷潛 踪之藪 也と しるせり。 鄭 芝龍大 明の 褰晚に 出で、 公家の 

費たり にくく、 唯 だ 自らの 財 を 散ず るまでに して、 然も 弓馬の 練處 も不, 全 を 以て、 

戰 利 あ ら ざ れ ども、 彼 れ 本と-匹夫 にし 一 天 下 を 任 と す る の み な ら ず.、 自ら 信 を 守り て 

北狄 にと りこに せられ、 子 を 以て 其の あとに 敵たら しむ。 其の 虔量 甚大 也と 云 ふべ し- 

へ £ 力 <) 頁 一一  師曰 はく、 大久保 相 摸守忠 隣、 其 の 比 は 治部大 輔と號 して 源 君 • 秀忠公に奉，；^^ 

文 祿に關 白秀次 不審 を 蒙りて 伏 見へ 招かる。 其の 比 秀次聚 樂の亭 にあり ける が、 秀忠 

公へ 對面 ありた きの 由、 兩 度まで 使者 あり。 是れ は秀忠 公聚樂 へ爲， I 御見舞 I 出御 あり 

し 時の こと 也。 秀 (秀忠 公 を 同道あって 伏 見へ：^, 參か、 又は 人質に 取り 奉りて 源 君 

を 御 味方に 引付 可レ 申との 事たり と 風聞し、 旣 に秀忠 公の 御 屋形を 取 かこむ 事の 沙汰 

ありし に、 忠 i; ひそかに 女房 ごしに て 君 を遁れ しめ、 その 身 は あとに 留まり、 風呂 を 

燒 かせ囊 應を もてた し • 出入の 賓客 を あ ひしら ひ、 燒 かけた ど 致させ、 聊か か はれる 

士 談 二  二 七 九 
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IIOS 參照 
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について 西 S 

興す。 救 を 

追靠 して 宣皇 

帝と なす 

S) 劉 邦、 

澳の 高祖 

(五) 共に 劉 

邦の 謀臣 名將 
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1 代の 天子、 

劉秀 

(七) 前卷ニ 

〇 九 貝 <a 照、 
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風情な し。 秀忠公 出御に おいて は忠隣 如, 此 はなれ 奉りて は不, 可い 有と、 秀次 衆油斷 

の內に 右の 謀お こな はれけ る。 忠 隣が 度量 以て みつべし。 後に 秀吉 此の 事 をき き 玉 ひ、 

犬に 其の 譽望を 感じ 玉へ りと 也。 


氣 


二) 


7 ヲ シク明 白 貌 トメ クナル ノ タル. 力 二 ル ナ -f 人 (111) 

後趙 の石勒 曰、 大丈夫 行, 事、 宜 1, ー鐳々 落々 如， I 日月 皎然； 終 不.， 效 I. 曹孟 


六 士心 

師曰 はく、 

ガ キノ  ヲ  シテ テルニ ヲト  フシ ハバ (巧) 一一 -- シテ へ レニ 

德- 司 馬 仲 達 欺 一一ん 孤 兒靠婦 ；狐媚 以取ホ 天下 上 也。 又 曰、 若 遇 二 高 帝； 當 T 北面 事レ 之、 

キ 

ト (五)  一- 5 ブ ヲノミ  シ 〈，ハ (六】 二  二  ス  ヲ  ダラ  プ、 ルカ ヅノ二 

與 ニ韓. 彭 1 隱 比.,， 肩 耳、 若 遇， 1 光武； 當 i  ニ驅 中原； 未. 知 1, 一 鹿 死 II 誰 手 I と い へ り 

とぞ。 石勒 自ら 天 王と 稱 してついで 帝と 稱す。 其の 機 甚だ 高く 其の 志 甚だ 强し、 しか 

れ ども 道 を不， 知學 を不, 成が ゆ ゑに、 其の 所， 云 皆志氣 のみに して 其の 行不， 全。 され 

ばし ばらく して 業 を不, 保、 石勒肉 未， 及レ 冷して 妻子 已に 不二 自保 一き。 こ こ に 案ずる 

に、 志氣 大丈夫の 趣 ありと いへ ども、 其の 本意 不レ 正と き は、 却って 其の 志氣 害と な 

る こと 多し。 志 氣は士 の 所, 重と 云 ふべき 也。. 

師曰 はく、 後 漢馬援 曰、 男兒當 K 死 ニ邊野 1 以ニ 馬革 二 IP 尸 耳、 何 能 臥 二 床上； 在 一！ 兒 


十、 Ei21 づ 女 手中へ 1i 桓溫 曰、， 男子 不， 能 二 芳於百 亦當； ％ 臭 於 萬 年？ 後 唐莊宗 曰、 丈 

imwfc-i  レバ チリ ，- ハバキ 一 フント レ /(一  S  フ ノ タパ チ ラン ト  レ バタ 二 ラ レン 二  ノ  ノ 

(九/^ 1, 夫 得 則爲レ 王、 失 則爲 虜。 楚石乞 曰、 此事克 則爲レ 卿、 不， 克 則烹、 固 其 所 也、 何 

後 *： 初代の 王、 * ァ ラン  ル レ スルヲ 一一 

五代 史|第 害 といへ る、 是れ皆 丈夫 剛 操の 志 氣 にして、 不：， 忘, 死 ニ溝壑 一の ゆ も 也。 然れ ども 大 

三に 詳な .  キ A 

一お 一八 f シハ ^ 丈夫の 本意 を不. Z 得と き は、 此の 志 氣皆世 を み だ り 暴行 を專ら とする の わざと 可， 成な 

出づ， ras 門 を  キ ム 

守る 長官た x- れば、 尤も 可ン愼 也。 

しゲ ハ、 M ヘムに 

>  ノ (二) ガ 一一  <ク ノ (ニー) ガ "テ サン ト ヲ スルャ  一-  "テ  一- (J 一-一) 

師曰 はく、 東漢王 充論衡 曰、 夫豫子 謀， 設ニ襄 子.； 伏， I 于撟下 一 襄子 至， 橋 心 動、 霣高 

わて 白状せ す、  シテ サン、 ヲ +! クス ヲ  二  "テ  二  ク  シテ サン ト  ヲ  ク  二 

この 一い 欲 レ殺ニ 高祖 一蔵， 一人 於 壁 中； 高祖 至 二 柏 人 一 亦 心 動、 二子 欲， 刺 一一 兩主； 兩主心 動、 實 

て 遂に 一，！^  せ 

-^o  ズルニ レヲ 十. フズト ノ  • 力 二 クウ ゴ カス  ルヲ ャ (i)  ン サン ト ヲ  グ *  モ 

頁 Ml 論 レ之、 尙謂 Ai 三 子 精神 所 二 能感- 也、 而 況荊 S 欲い 刺 二 秦王ー 秦王之 心不レ 動、 而白 

(一一) 前 出 ケ マヤ ヲ レバ や ク 〈ヲ ラ -., ル リテ トク 一一 ヲ 1 

一七 九 頁 參照 虹 貫 , 日 乎、 然 則 白虹 貫， 日、 天變自 成、 非 ニ树之 精爲, 虹 而貫ー 云 也と、 變 動の 篇に是 

ニニ.) 戰國  ク.' y ズ -ー 

^^p^ れを 論ぜり。 凡そ 寂然 不レ 動、 感通ニ 天下 之 物 一は 易の 格言 也。 志氣 ここに まこと あれ 

,^5-報ぜんとし  * ラフ  (故) 

て、 ^^疾不 具 ば 其の 通ず る 事 更に 不, 可, 疑。 天地 之 間 同氣相 求む るの ゆ ゑに * 人畜 相 か はれり と 云 

に sir て趙 

！ 5 け I^st ひ へど も、 內に 嫌疑の 心甚 しくして 其の 氣虚 する 時 は、 狐 強 忽ちに 入る こと を 得、 聊も 

史 記列傳 第二 十六に 出づ。 前卷  一 c 五 sfl 一照 (一三) 貫 高、 わが 主趙王 に漢の 高祖 &ハ鱧 なりし を 怒り、 殺さん として、 栗し ST さりし をい ふ。 後 高 

！!? 趙王を 罪せん とす、 貫：3„1^苦»^;?王(=非なきをぁかして自1;す，- 史記列傳第ニ十九に出づ (IE) 戰國 時代の 有名なる 刺客、 王の © に 秦 王政 

の^ 殺に 赴き. >こと を 云へ hv、 史記 歹-傳 第二 十六に 出づ。 但し 白虹 日 を 貫く のこと は史 記の » 陽 傳に見 ゆ。 從来荆 JK の 精 誠： 大を 感ぜし めしと 解 せら 


二) 論語 雍 


や、 i の 食 

1 瓤の 飲、 陋 

おに 在 h -、 人 

は その 憂 に堪 

へす、 囘 やそ 

の 樂みを 改め 

P, 窗 なる 哉 

囘ゃ」 及び 述 

而^^ 十五 章 

の 「飯- 疏食 I 

云々」 の條と 
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不レ可 レ忽。 この ゆ ゑに 志氣 にき ざす 處 ある は、 其の 相內に 伏す る 所より 出づと 知りて- 

志氣を 正しから しめ 寛大なら しめて、 萬 物に 屈せし め ずん ば、 ここにお いて 其の 氣ゃ 

しな はるべ し。 

師曰 はく、 大丈夫の 志氣 甚だ 剛操 にして 其の 精つ よからん に は、 死して 後まで 其の 

思の の こる こと あるべ し。 されば 剛毅なる ものの 骸骨 は 自然に 臆 者の 藥 ともなり ぬべ 

し。 まむしと 云 ふ 蛇 は、 黑燒 にして 飮む とき は 人の 氣を さかんにす、 馬の、 無强 なる に 

用 ふれば 氣 たくましく なると 云へ り。 總 じて 世に 藥 として 用 ふるもの、 皆 其の 枯れ 朽 

ちた る もの 也、 ことに 堅木 をた き棄 てた る あとの 炭と 淺木 を燒 きすて たる あとの 炭 は- 

炭の 性 各. - 別にして、 火 を 持つ こと 又 厚薄 あり。 ここ を 以て みれば、 志； 3- の扣通 ずる 

こと は 死灰 稿 木の あとまで 其の 差^ あれば、 甚だつ つし むべ き 也。 

師曰 はく、 多くの 事 皆 志に よるべき 中に も、 勇武の 道 は志氣 によって 必ず 臆 者 も 一 

き は {H^ しくな りぬべし。 女 は 天性 柔順なる 天質 也と いへ ども、 其の 志に したがって 氣 

つよく 勇 を專ら 出す こと も 多し。 是れを 以て 可レ考 也。 况ゃ 大丈夫の 眞？ -は 此の 志^ 

近思錄 正さ 問  二)  《 -メ 

の^より 湧出す ベ し。 顏淵を 大勇の 人と 云へ る も、 肱 を 枕に して 其の 樂 しむ 所 を 不レ改 


い し 州 字 ^ 

ふち の ほろ 
以刺景 
て 史升 


のい ひなるべし * 

： 一 1 

(二) 後漢初 師曰 はく、 後 漢の嚴 子陵少 くして 光武と 同じく 學 遊す。 光武 漢の 皇帝に つかしめ て 

め 頃の li5  士，  デ 

^^0^ 後、 三度 使者 を發 して 嚴子陵 を 招く とい へ ども、 遂に 不.， . 出。 光武 自ら 彼れ が 草 慮に 

SKIP^ 行幸た つてけ るに、 子 陵い ねて 不ン 起。 光武 至りて 彼れ が 腹 をな でて、 昔 今の 物語つ 

十三 逸民 傳に 

出づ  きせず、 嚴子陵 起き も あがらず して その 答 をな す。 光武 彼れ が 出で て 仕 へん こと を 命 

ぜられ ければ、 嚴子陵 目 を 見張りて、 昔唐堯 天下の 讓を きいて 巢父 洗：' 耳へ り、 志 あ 

らん 輩 は 官位 を 以て 屈すべからず と 答へ. t り。 其の後 嚴子陵 を 招請あって、 道 を 論じ 

5^ 一一た 1Z 一  4*^ 。こ 事に ども を 語りく らし- 一 所に 床 をなら ベ て 臥し 玉 へ ば、 嚴子陵 足 を 以て 帝の 腹 

たま^。 三 一 1 志 の 上に 擧げ て- 聊か 平生に か はる ことたし。 帝 これ を 諫議大 夫に 用 ひ 玉へ どもつ ひに 

不レ 5^ して、 富 春 山に 耕して 一 釣竿 を樂 としぬ。 其の 釣せ し 所 を嚴陵 瀬と 號し. 墨客 

f J ん』 t、 騷 人备. - 其の 詞を 費せ り。 

『rw  (ゾ 

は^は そ S 師曰 はく、 後漢の 5^ 登 字 は 元 龍、 學 古今に 通じて 性 文武 を 兼ね、 尤も 其の 志氣 ふか 

し。 其の 比 許 氾、 劉玄德 並に 劉 荊 州が 所に 在りて モの 比の 人物 を 論ず。 許？， 一 申しけ る 

かく は、 陳元 龍は當 世の 豪士 也と 云 ふ。 玄德云 ふ、 今 豪 氣の士 と稱美 ある は 其の ゆ ゑ あり 

士 談 二  二八 三 
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しゃと 問 ひければ、 許 氾が曰 ふ、 昔 事あって 元 龍が 所に 行きし に、 聊か 客 主の 意な く" 

自ら 上 ニ大床 一て 臥して、 客 を 下座に おいて 臥さし む、 其の 志氣 更にた わむ こと あらず 

して、 何の 語れる 言 もなかり きと 答 ふ。 劉 玄德曰 はく、 今 天 下大に 亂れて 帝王 失レ 所、 

大丈夫 ここにお いて 天下の 憂 を 任と して 可 レ有ニ 救世 之 意 一の 時 也、 然るに 不レ 入物 語 を 

いたし 田舍の 言の 採 所な きこと を樂 しむ は陳元 龍が 嫌 ふ 所な り、 ゆ ゑに 何の 語る こと 

もなかり しなるべし、 若し 吾れ 上に 坐せば、 許汜 をば 地下に 臥さし め、 我れ は 百 尺の 

樓 上に 高 臥しつべし、 何ぞ 上下の 床 をへ だつ るまで ならん と 云べ り。 劉備 の志氣 其の 

おもむき 高き こと 如レ此 ありし と 也。 

二) 班 固と  (二 

^^^^^^ 師曰 はく、 漢の班 超 大志 ありき。 家 貧して 官 にっかへ ず、 久しく 筆赌 して 渡世し け 

轧を I の！^ るが、 或 時 業 を やめ 筆 をす てて、 大丈夫 如レ此 して 一生 をお くらん は 本意に 非ず、 今 

備に 搾げ て、  、づく 

y^llll 天下 異域に 事 あり、 安ん ぞ 能く 筆 硬の 間 を 事と すべきと 云 ひて、 遂に 其の 志 を とげぬ 

一十 七 * 隋の 宇文慶 初め 學を まなび 讀書 しける が、 或 時人に 云へ る は、 手跡 は 我が 姓名 をし る 

(二) 字 は 神 

^00^ すに たれり、 久しく 是れを 事と し 文學に 苦しむ は、 彼の 世 わたる 腐儒の わざな りと 云 

I と 3 は ひて、 これ を やめぬ。 各. -志氣 の 趣 其の ゆえ ありと 云 ふべ し。 


ニニ) 唐の 王 

_ ^なる ベ し。 

fs? の と 

なりて 行き、 

州 人 その 德を 

石に 刻せ りと 

い- r 唐の 北 

境に 突 厥に， 

IK 境に *tt 蕃に 

脅た され、 つ 

ねに 王. S これ 

に當 りて 殊！ S 

ありと いふ 

(巧) 文 帝の 

時 なを 討ち 

て 功 あり、 大 

小 七十 餘戰、 

士卒 その 命 を 

き，、 を 喜び、 


事 


小康 あ， 


師曰 はく、 昔し 王 唆と 云へ る人大 軍に 大將 として 北狄を 打ちし 時、 山 谷に 入りて 夜 

雪 ふるに 逢へ り。 不：， 知 道に ふみ 惑 ひて 雪猶 ほや まざりければ、 王 唆 則ち 馬より 下り 

て 自ら 合掌して 神に 祈りけ る は、 我れ 君に つかへ て 二心な く、 唯 だ 無道の 夷狄 を 平 治 

する のみ 也、 天 若しと がめ 玉ふ處 あらば、 我れ 自ら 罰 を 可， 蒙、 人 衆のと がに 非ず と 

信心 を こらしければ、 天 是れに 感じ 玉へ るに や、 曇れる 空の 忽ちに 晴れて 雪 やみ 風 さ 

り. ぬ。 又 前 漢李廣 刀を拔 いて 山 を さしければ * 忽ち 飛泉 涌 出して 士卒 水 を まう く。 是 

れ 等の 事 奇特の 一事に して、 君子の 云 ふべき 所に 非ず といへ ども、 志氣の 通ず る處に 

は 天地 又 これに 感 する 處、 古今た めし 多し。 

f 五) ノ  (ぼ)  う tu かひ  ニハ) ノ 

師曰 はく、 藤 原廣耱 は不比 等の 孫 宇合の 子 也。 吉備 大臣の 弟子に て、 文 道 武備に 通 

じ、 太 宰の少 1 氰 にて 肥 前 國松浦 郡に あり。 その 比聖武 帝の 1  口 玄昉を 寵愛の こと ありけ 

れば、 太宰府より 國解を 奉りて 此の 事 を 奏す。 帝 大に逆 講 あって、 速に 廣欞を 可， & 

ス  み て しろ あ v-m び. vi 

罰 1 旨あって、 御手 代 東 人心た けく 思量 あれば とて 下されぬ。 廣繼っ ひに 海に 飛 入り 

て 死す。 此の 頸 を 切りて 王械に 行く。 彼の 玄昉が 前に 赤 衣 をき て 冠した る もの 来りて、 

S 宗に 愛せ. りれ 天平 七 年 歸 朝す i いふ。 天平 十七 年 f ヌ紫に 左 


す、 一軍 皆哭 

し、 百姓 涕泣 

すと。 漢書 列 

•IT 男 二十 ほに 

出づ 

(五) asu 本 

紀 天平 十二 年 

九月 三 B の條 

以下に 出づ 

(六) 奈良 朝 

や K* もき (七) 儈侶、 俗姓 阿 刀 氏、 行 基と 共に 義 K の 門に 出で 唐に 留學 

遷 すりれ、 歿す (八) 185 紀に 大野 朝臣 東 人と あり 


士 該 二 


二八 五 
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俄に 玄昉を 摑んで 空に 昇りぬ。 其の後 惡靈 しづ まら ざり し を、 仰せに 因って 吉備公 西 

國に 下り >  彼の 墓に 向って 是れを しづめ られ、 鏡の 明 神と 申す。 此の 玄昉が 墓 は奈良 

にあり と 也。 志 氣の强 壯と云 ふべ し。 

お 師曰 はく、 かけ まく も かしこき 北 野の 聖廟の 御 事 は 世の 人の 知る 所 也。 蜀 のぎ 雲 長、 

^A^^s. 呂 蒙が ためにと りこに せられ、 父子と もに 害せら る。 ここに 玉 泉 山に 普靜と 云へ る 僧 

As 出！ 八 九お  もと 

^^？ C あり、 元は 氾水 關鎮國 寺の 長老 也。 普靜 其の 夜 坐禪觀 法して、 月 白く 風 淸く旣 に 三更 

^^^^0 に 及ぶ の 比 • 空中に 一 人 高く 喚 はるの 聲 あって、 禪師が 庵 前に 至りて 下レ 馬、 叉 手し 

禪 師 と！； 8 す 

て 法 を 尋ねて 去りぬ。 是れ 則ち 關公 なりければ、 単： 人山の 頂に 廟を 立て、 とき はかき 

はの 祭 禮不レ 怠。 其の後 大 唐の 高 宗鳳儀 年中、 神秀 ここに 至りて 靈験 ありければ、 寺 

(wn 

S8) の 嚿 を 建て 伽藍と す。 此の 事 傳灯錄 に 載す る處 也。 志 氣の深 重なる を 以て、 魂魄 も 亦と ど 

1 二 卜き、 一木 Q  シ ッ 

^ まりぬ る， こと 以て 可， 見。 

宗の 五家 五十 

師曰 はく、 平野 甚 右衛門と 云 ひし は 津島小 法師が 事に て、 信 長の 時の 勇士な り。 彼 

の &も完 ば S れ 死して 後、 其の 墓の 土 を 取りての まし むれば 癖疾 必ず 愈 ゆと 云 ふ 沙汰し ければ- 人 

のな りと いふ 

ん皆 是れを 取って 用 ふ。 ここに 平野 存生の 時い ひか はせ る 朋友の ありし が、 彼れ が 墓 


に 行きて つぶやき ける は. 曰 比さし も 名高き 其の 方が， 百姓 下々 の 洗米 酒 を 墓に う 

けて 見 苦 敷 ありさま にも あるかた と 云 ひける が、 それより して 瘧疾 更に 落ち ざり しと 

re 根) 

かたれり。 勇猛の 士は 死しても しゃう ねつよ きこと と 云 ふべ し。 

さラ 

師曰 はく、 凡そ 人の 志氣は 天性う まれつ いて 其の 豪傑の 相 相 そな はる ものと みえた 

り。 田 原 忠綱は 末代 無双の 勇士に して、 三 事 人に こえぬ。 一 に は 其の 力 百 人に 對し • 

二に は聲響 一二 里； 三に はせ ノハ齒 一寸 也と 東鑑に 出せり。 されば 生れ 付いて 其の 奇用ぁ 

る もの は、 志氣 自然. に 人に まさる 處 ありと いへ ども、 是れを 以て 必ずよ しと 定めが た 

し。 戰法 武義の 上に 志氣 甚だ 速に のれる 生れ 付の 武將 ありつべ けれども、 是れ 天性に 

してね る處 あらざる を 以て、 其の 趣實に 至りが たし。 たと へ 勝負の 間 十 度に 六 度 勝つ 

と 云へ ども、 その かつ 處志氣 の 器用に 任せて、 つとめて 至る 處 あら ざれば、 要と する 

わざに なりて、 一度の 食に 身 を そこな ふこと ありぬべし。 故に 志氣も 天然と そた はる 

斗り にて は 貴し とす ベ からず。 歌 を よ む ものの、 其の 奇用を 以て 時として 名歌 を よ む 

と 云へ ども、 それ は 希有に しての 事なる がごと し。 歌書 を學び 和漢の 才 逞しく して * 

而 して 其の 志 氣寬大 に な りなん こそ、 まことの 歌人と は 云 > { ベ き ， せ 。 
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師曰 はく、 陸奧 守頼義 八幡の 宗廟に 參詣の 時、 社 壇に おいて 三寸の 靈劍 をうる の 由 

靈夢を 蒙り、 その 旦に 枕元 を さぐりければ 一 の 小劍を 得て、 神德を 仰ぎ • つ ひに 此の 

靈鈕を 一 家の 珍寶 とす。 自ら 靈夢を 蒙る の 月、 內窒 懐胎 ありて 男子 を 出生し ければ、 

則ち 七歲 にして 社 壇に おいて 元服せ しめ、 字 を 八幡 太 郞と號 す、 後に 伊豫 守義 家と- K 

ふ。 源 家 一流の 正統 也。 次男 義綱 は賀 茂の 社に 元服して 賀茂ニ 郞と號 す。 三男 義光は 

園 城 寺 新羅 明 神の 社 壇に て 元服して 新羅 三 郞と號 して、 平生 三 井寺に て そだてり。 い 

づれも 源 家の 嫡流に して、 武勇 志氣唯 人に 非ず。 父の 頓義は 賊の首 をうる こと 一 萬 五 

千 人な りければ、 其の 片耳 を そぎ あつめ、 一 の 佛閣を 立て 耳納 寺と 云 ふ。 是れ 等の 剛 

お ほやけ  メ 

操溫藉 世に ならびなく、 公の つとめ 不レ 勤と 云 ふこと なし。 ここにお いて 子孫と もに 

一 一 ) 

前 九 年 • 後三年の 兵 を 用 ふ。 是れ 本朝に 烏帽子お や あるべ からず、 八幡 • 賀 茂. 新羅 

を 以て 元服 所と 仰ぐ、 志氣 尤も 相應 すと 云 ふべ し。 後に 細 川淸氏 其の 身の 勇力に 任せ- 

子ども を 八幡に 參ら せ、 社頭に おいて 烏帽子 著して、 八幡 六 郞 • 八幡 八郞と 名付けて. 

大 菩薩の 烏帽子 子に なしけ る。 此の 事 やがて 天下の 口遊と 成りて、 將 軍の 幕下 を 開き 

ける 其の 遣 一 の 云 立に なれり。 其の 身に つもる 行跡 あらず して 過分の ふるま ひ あらん 


事 は、 天 入と もに そむく 處 なれば、 己れ が 志 氣 において 尤も 可, 愼也。 

師曰 はく、 古今の 名將 未だ 十五 歳に 不, 滿 して 武將 の志氣 ここに あら はる * 信 實不 

カラ  せんだん じゅ  びんが てう 

レ淺 ことと 云 ふべ し。 栴檀樹 は 一 一葉より 香ばしく、 顰 鵝鳥 はか ひこの 內 にて 聲 遠し と 云 

へり。 近く は 北 條氏康 十二 歳に して 鐵炮の 音に おどろいて 自害 を せんとせ し 事、 武田 

かひ あはせ 

信玄は 十三 歲 にして 貝 合の 貝の 多少 をつ もり、 人 數五千 を もちたら ば 何 を 致す も 自由 

なる ベ しとい ひし 事、 長 尾 謙 信 十三 歲 にて 奥州 出羽關 東に 修行して 身に 艱苦 をつ みし 

事、 織 田 信 長 十三 歳の 時 子ども を あつめた たき 合せけ るに 錢を のこせる 事、 璺 臣秀吉 

八歲 にして 尾 州 光明寺の 弟子と なりて 更に 不， 學ニ禪 法； 專ら 武勇 を このみ 僧 を 以て 乞 

食 人と 見 立つ るの 事、 源 君 十二 歳の 時 菖蒲 切の 見切 を あそばせし 事、 各. - 以て 其の 天 

下に 譽名を あげ 玉 ふ志氣 自然に 相 あら はれて、 氏康 廿四歲 にて 八 千 を 以て 八 萬に 勝ち、 

信玄 十六 歳より 五十 三 歳まで 古今 拔 出の 軍功 多し。 謙 信 十四より 矢 弓 を 取りて 旣に上 

杉が 管領 職 をう け、 信 長 二十 七歲 にて 七 百の 兵 を 以て 義 元の 二 萬に 勝ち、 卅五 にして 

天下に 旗 を 立て、 義昭 を歸洛 せし む。 秀吉 十六 歲 にて 松 下が 金 を 奪 ひて 先 づ干ニ 信 長； 

つ ひに 匹夫より 天下 を 握 掌す。 源 君 十六 歲弘治 三年に 初めて 大高 兵粮 入 を 被， 遊、 そ 
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の 後 五十 餘 度の 御 戰功を 以て 遂に 天下の 武將に そな はり、 今 旣に大 權現宮 に そな はり 

玉 ひ、 本朝の 末世の 弓矢 神と 仰がれ 玉 ふ 御 事、 皆 以て 幼弱の 古に 其の 志 氣の豪 英相ぁ 

ら はれつと 云 ふべき 也。 凡そ その物 なれる 後 を 見て 其の 成功 を 云 ふと 云へ ども、 一輪 

の つぼみに 其の 花の 志氣を ふくみて、 開 落の 一 生 を もつ ことわり、 まのあたりと 云 ふ 

べし。 

二) 生存 中 師曰 はく、 惟任 光秀 今 そかり ける 時、 芥 川に て大黑 を ひろ ひけり。 時の 人 皆 云ふ大 

の 意 

黑を ひろ へ ば 千 人の 頭と なるな りと 云 へ る 沙汰 を、 或 人の 云 ひければ、 早々 大 黑を棄 

て させけ る。 志氣 尤も 大 なりと 云ぶべし。 此の 志氣を 以て 信 を 重んじ 道の 逬 たる 所 を 

つとめば、 何 ほどの 忠義 をも盡 しつべし。 此の 志 氣を暴 逆の 方へ 趣 かしめば、 又惡と 

して 不レ 致と 云 ふこと なかる ベ し。 光秀つ ひに 信 長 を 奉， 弑事 ここにお いて 旣に發 す。 

古の 武士 は 王位 を も 奪 はん 志 をな せり。 純 友が むほん を 致し、 將 門が 平 親王と 仰がれ 

しが ごとし。 畠 山の 重忠が 館の 內には 煙 を不， 立、 是れは 鎮守府の 將軍を 心 ざしけ る 

と 也。 是れ皆 志 氣の趣 甚だ 大 なりと 云へ ども、 其の 趣向 甚だた がふが ゆ ゑに、 志氣皆 

害と なりて、 つ ひに 身 を 保つ こと も不レ 叶に なれり。 尤も 可 レ戒。 


師曰 はく、 璺 臣秀吉 未だ 匹夫たり しとき、 明 友 一所に あつまり いねて 各. - 其の 志氣 

を 云 ふ。 或は 大官大 ft をね が ひ、 或は 壽命 長久に 富貴 充滿 のこと を 云 ふ。 秀吉云 ふ、 

我が 願 ふ 所 は 甚だち がへ り、 唯今 信 長より 祿知百 石 を拜領 す、 此の上に 何と ぞ百 石の， 

加增 をと りたき と 思 ふ 願 也と 云へ り。 各. - 申しけ る は、 それ は あまりに 乏 少なる 願 也 

と 云 ひければ、 秀吉云 ふ、 不：， 然、 各-が 云ふ處 は 皆 云 ひたる までの ことにて、 たら 

ざる 願 を 口に まかせて 云 ふ 也、 我が 願 ふ處は 必ず 成りぬべき 事たり、 故に 其のつ とめ 

の 致し やう を晝夜 工夫 仕る たりと 申され け りと 也。 されば 勇武の 心つ よく 力量 强盛な 

れば、 その 志 氣も大 にして 其のつ とめ も甚 しく、 智惠 のた くみ も 深く、 身の 修行 も は 

ば ましぬ。 こ の ゆ ゑ に大 たる 志氣 ありても 叉 それほどの 行跡 ありき。 今の 人 は 口に li 

廣大 たる こと を 云 ひて、 モの如 く 身 を つ と む る こと は 不 , 能 故 に、 孔子 • 孟子 を あ た 

どり 顏淵 • 曾 子 を 直下と みると い へ ども、 行 其の 萬 分の 一 も あらず して 唯 だ 口に 云 ふ 

のみ なれば、 是れ 則ち 秀吉の 云へ るが 如し、 口遊まで にて、 まことの 志 氣と云 ひがた 

に 「，1?？？ 曰 は  S- 一と  (一二 

く、 舜 m 人ぞ し。 信に 志氣 ある 入 は 其の 行 亦 まことの 行 ありぬべし C 古の 人の 舜 何人 ぞと 云へ るが 

キ 予 4SLI^ ぞ 

"す . たぐ ひ は， 舜を 以て 蔑 如 十る が 如しと いへ ども、 其の 行 其のつ とめ それ 二 類すべし。 
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今の 人 は 古人の I::" 句に つ いて 其の 思 をな す を 以て、 皆 耳目より 入り 來る そらごと のみ 

也。 豈是れ を 以て 志氣 とせん や。 

師曰 はく、 志氣剛 操なる ものに は、 柔弱の もの 必ず 氣 をの まるる 事 也， 古今に 其の 

ためし 多， し。 鎌倉惡 源太義 平は義 朝の 長男 也。 永曆 元年に 石山 寺の 邊 において、 難 波 

三 郞經房 郎等 橘貞 綱に 生 捕られ、 淸 盛が 命に！： つて、 六條 川原に おいて 經房義 平の 首 

を 斬る。 義平 最期に 臨み、 數个の 荒 言 を 吐き 希有の 惡ロを 云 ふ。 その 內 に. 我れ 必ず 

死後に 邪氣の 雷神と なり 經房を 可 二 取 殺 一と 云 ひ、 而後に 見レ 斬。 見聞の もの 皆 以て 大 

に 恐る。 首 を きらる る 後に、 身骸. m: ら 己れ が 首 を 取りて、 左の 脇に いだき 臥して 更に 

不レ 離、 漸くに して 是れを とれり。 此の 志氣經 房に 通じけ るに や、 仁 安三 年 六月、 經房 

惡 夢の 吿 ありて 籠居の 處、 淸盛攝 州 布引の 瀧歷覺 のために 發 せらる。 經房 夢の 吿を不 

レ 顧して 相隨 ふの 處に、 路次 において 俄に 雷鳴り て、 忽ち 經房が 馬上に 辟易して 蹴 殺 

さる、 其の 形 灰 儘の ごとく なれり。 經房 兼て 此の 災に 可, 逢 よしを かたれり と 也。 又 

(二)  (三)  ， 

新田 義興武 州 矢 口の 渡に おいて 自害し、 つ ひに 江 戶遠江 守 を 此の 渡に お いてば 田と 成り 

て^ 殺す。 呂 蒙が 蜀の關 雲 長 を 殺せし に、 呂蒙 俄に 目 くれ 心 まど ひ、 七效血 ほとばし 


二) -"條_大 

m の年號 にし 

て、 平 治の 亂 

の 5-- 年に 當 る." 

つ ib. 平 治の 

ち い へ 


り さかのぼり 流れて. 忽ちに 死す、 時に 年 四十 二と 三 國史傳 に 出で たり。 是れ氣 を 呑ま 

れて 其の 剛操を 失 ふ 也。 近 比の 事 にゃあり けん、 或る 大名の 侍なる もの 中間と 合す 

る 事の. 惡事 ありければ、 甚だ 是れ をに くみ、 中間と 一 つに 押 合せて 二 ッ胴を 生きな が 

ら可, 切 由 命ず。 さし も 惡盜を こそいた さめ、 死期に 中間と 一同に 斬られん こと は、 

侍の 名利の 盡き 果てた る ことたれ ばと 云 ひけれ ども、 主人 怒りに 不レ堪 して 更に 不, 赦、 

主人 眼前に て 可， 斬と て、 中間 • 侍 押 並べ 一 つに ふさし めて、 斬 手に 命じて きらせら 

る。 無二 子細 1 胴 を 切り はな 十。 ここ， に 彼の 侍、 胸き りおと されたがら むかと 起き 上り、 

眼を大 にして 主人の 方 を はたと にらみ、 とかくの 言 はな かりき。 其の 模様 甚だす さま 

じく、 まことに 靈 にもな りぬ ベ かりけ るつ ら魄 也。 主人 聊も 動轉 せす、 居 長 高に たり 

高聲 にたって、 彼れ をつ よく にらみ、 己れ 其の 志 を 持ちて 夫の 中間と 一 になり て惡盜 

を 企て、 死して あとに 叉 無 禮を現 はす、 甚だに くき 事 也と、 剛操彌 ごかんな り けれ 

ば、 彼の 切られた る 侍 主人の 志氣に 呑まれて、 しほ/ \ とたり て 倒れに けり。 側の 人 

人 皆 恐れ をの の きけ ると 也。 

師曰 はく、 天 正の 初 天下 未だ 戰國の 時、 九州 筑 紫と 立 花と が 領分 入り まじりて 有レ 之、 
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双方の 侍 ども 単； に 住居 をす る もの は 一 家の 如く 朝夕 參會 す。 折し も 立 花が 者に 中島 右 

京と 云 ふ 侍 あり。 彼れ が 所へ 筑 紫が 家來帆 足と 云 ふ もの 来りて 飮 食酒实 の 所に、 明日 

秋 月 • 筑紫兩 家 一 同に 立 花が 岩屋 表に よせき たると ふれ 来れり。 帆 足 も 中島 も 不慮の 

思 をな して、 明日 は 敵と なり 互に 相戰 ふべき にこ そ 定めな き 世の中に て、 筑 紫と 立 花 

叉 手 切なり と 云 ひっつ、 つれ 立ちて 暇 乞 をいた しける が、 中島 云 ひける は、 明日の 合 

戰には 其の 方の 頸 は 我れ これ をと るべ しと 戲れ ながら 云 ふ。 帆足當 話に 不レ 及して 別 

れ しが、 其の 言の 如く 中島つ ひに 帆 足 を 打ちて けり。 是れ戲 言 なれ ども 思より 出づる 

となれば、 志氣の 所， 萌と云 ふべ し。 

師曰 はく、 佐々 陸 奥 守成 政 越 中の 守護 職な りし 時、 越 中外 山に 在械 十。 阿 保と 云へ 

yt,: 、菊 1 る 所に、 菊 池 入道と 號 して、 元は 長 尾に 屬し、 今 又 佐々 に隨 心して、 我が 子 を 成 政が 

^^,.0^ 傍に つか はしめ、 常に 外 山に 出仕して、 越 中 先方の 事な ど 物語し けり。 或 時： 們实 たけ 

し。 武家 事 V 

卷第 十一-: に 出 な はに して 成 政 興に 乘じ ける 時分、 常に もてはや しけるな まず の^を 取 出し、 是れに 

5  (二) 

(の 一一) 派、 刀 II 引う け 飮んで 入道に させり。 入道 三度 かたぶけ 則ち 成 政に かへ し、 腰に させる 脇 指 波 

平な りけ る を 捧げて、 慮外ながら 獻上 仕る、 是れは 去 比 長 尾 謙 信より 受納 仕 候、 謙 信 


にあ やかり 玉ふ樣 にと 云 ひければ、 成 政 犬に 怒りて • 何事 を あやかるべき、 謙 信が 武 

なにば か 

勇 なれば とて 何 斗り の 事の あるべき ぞ やとて、 入道 を惡 口して 腰刀 をな げ棄 つ。 入道 

行き あたり、 武勇の ことに は 侍らず、 謙 信 九 ケ國の 管領に てまし ませば、 果報い み じ 

くまし ます 様に とのこと 也、 入道 老電 して 酒興 ゆ ゑに こそ 候へ、 則ち 御 小姓 衆に と 云 

(三〕 越 中よ ひて、 酌に 立ちた る 小姓に つか はす。 成政氣 色な ほり、 小姓 どもが あやかりものに は 

.n, 信 濃に 越 ゆ  ニー 一一 

る^^、八，更.- 左 も あらんと 云 ひて 笑 ひける と 也。 成 政 北 越に 居て 畳 臣秀吉 に敵對 し、 雪中に さらさ 

越と も、 針 木 

0^^.^^ ら越 をして 家康 公へ なり 合 ひし 志 氣、 大丈夫の きざしな きに 非ず。 秀 吉是れ をい ぶせ 

1 年 十二月の  (ほ) 

ことなり く 思 ひ、 つ ひに 生害に 及べる 也。 

一入 正 十  ハ 

^.^^  師曰 はく- 黑田如 水 或 時 糟屋を 招請して、 其の 方 事 は 年 まし 也、 ことに 先年 賤ケ嶽 

五月 尼 崎に て 

ぱ はしむ、 の戰 功名 高ければ、 せがれ 長 政に 萬 事 さし 引あって 給 はるべし と 云へ り。 糟屋- 身不 

却 七寸  一二 

^ ま sfl? 肖なる 某に 如レ 此の 言、 尤も 分に 過ぎ 候、 但し 賤ケ嶽 のこと は 天下に かくれなければ、 

本 絵の 一 人な  (i- 下)  シ ル 

"も Ml 身 一人の ひげ を 云 ひて 益なければ、 長 政へ 此の 時 所持の 鐘 を 進上 可レ 仕と て、 取よ せ 

f 氏に 2 是れ をつ か はす。 長 政 父の 命 なれ ども 更に 許容せ ず、 其の 鎿を 手に も不レ 取して、 昔 

より 翁 を 致す に師を 取る と 云へ る こと をき かずと、 何となく 答へ ぬ。 糟屋 きいて、 最 

. 士 談. 二  二 九 五 
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早せ 飽 はなれり、 武勇の 志氣 尤もみ えたり とて 犬に 感じけ ると 也。 如， 此長 政が 武男剛 

操、 尤も 糟屋が 及ぶべき に 非ず なりたちぬ。 

師曰 はく、 島 津義久 退治の ために 畳 臣秀吉 九州に 發 向のと き、 義 久法體 して 降 をん 乙 

ふ。 ここに 義久が 家老 新 納武藏 守、 肥 後の さか ひ 泉と 云 ふ 所に 在 城して ける が、 天下 

の 人 衆 を 引きう け、 ー戰を も不レ 致して 降參 いたさん こと は、 却って 天下への ぶしつ 

けなれば、 則ち いづみへ 秀吉の 御馬 をよ せられ 可レ 給、 一 支 ささへ て 死しての 本望に 

可レ 仕と 云 ひて、 主人 旣に 降參 すと 云へ ども、 新 納は猶 ほ 手いた く 城 を 持 せんとす。 

秀吉 其の 志 を 感じて 則ち 兵 を 彼れ が 城下に よす。 彼の 城へ 取 入る 所 は 三 四 里の 間 馬の 

鞍 をお ろし 籾の 緒 をと く 斗り の 難所 なれば、 天下の 大軍 なりと もた やすく は 打 入りが 

たき 所 也。 ここに 新納 しばらく 持 支へ、 やがて 人質 を 出し、 今 は 是れ迄 也、 主人 旣に 

降 參の上 は 家臣 それに 不レ可 J 埕、 弓矢の 禮義を 以て 天 下の 御 人 衆 をう けたる 也、 武家 

の 面目 也と 云 ひて 降參 す。 志氣 面白し と 云 ふべ し。 

師曰 はく > 高 安道 善 その ^天下の 大鼓の 名人に て、 大昔 をう ち 出しなら ぶ ものな か 

りき。 ここに 威德と 云へ る 大鼓う ち は * 三 井寺の 威德 かしら を 打ちて 天下に 名 を 得、 


(5  i£ 卷六 

c 五 10; 參照 


(五) 前 出 二 

七 七 頁、 後出 

ra 五 九 ほ參親 < 


氷 を わるが ごとくに さえた る 音 をう つもの 也け る。 此の 兩人犬 下に 名 を 得て ける が、 

威德 やがて 身 まかりぬ。 然れば 天下 は 唯 だ 道 善 一 人に 究 まれり と、 高 安が 門人 皆よ ろ 

こびて、 道 善が 方へ 見舞に ゆきければ、 道 善 夜 服 引かつ ぎ 臥して 甚だ 歎息す。 弟子 ど 

もしかん \ と 語りければ、 高 安、 汝等皆 本意 を不， 知して、 唯 さしかかれる 事 斗り を 

云 へ る 也、 世に 大鼓の 名人 なくなりて 修行の たよりな しと 云 へ り。 彼の 莊 子が 惠子死 

して 我れ あて を 失へ りと 云へ るた めし も、 此の 志氣 なる ベ し。 

(五) 

師曰 はく、 松 倉 璺後守 天性 志 氣大膽 の もの 也し * 天下 靜譜の 後 九州 肥 前 島 原に 在械 

す。 而 して 人 を 異域に はせ て、 年々 夷狄 遠島の 風俗 を考 へ、 道々 の 通路 を はかりて、 

後に 是れを 公儀に 望み 奉る。 若し 事大 儀に 及んで 御 働 座の こと も あらば、 則ち 島 原の 

城に 御座 を 移さる るた めとの 下心に て、 此の 結構 丁寧 美盡 すと も 云 ふべ し C 然れ ども 

事なら ずして やみぬ。 常に 云 ひける は、 我れ 小身に て 無人な りと いへ ども、 そのまま 

大軍を 催しつべし、 其の 故 は先づ 御家人の 內 小身に て歷々 の もの あれば， 是れを 近付 

けて 異國 征伐の 事に 任ずべ し、 是れ をい やと 云 はば 勇士の 道 はやみぬべし、 誰 とても 

行く まじき と 云 ふ もの 不， 可， 有- 而 して 彼等 小身に して 御家人の 列に なりて 有レ之 を" 
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二十 三十 斗り 申 上げて 召 連れ 同道 せんに、 無用との 仰せ も ある まじ、 叉 公儀に 御 事の 

かくる こと 不レ 可， 有、 而 して 彼の 衆 を 以て 一 頭づ つに 致し、 京. 大坂 • 、江戶 にあつ ま 

る 諸 牢人を 御 下知 を かりてお 聚め、 其の 人品に 順って 諸 役 を 申 付けば、 一人 も 否と 云 

ふ もの 不レ 可レ 有、 然 らば 何 ほどの 大軍を も 自由に 可 二 集 出 I なれば、 異國 退治の 望 過分 

なること に不レ 有と 云へ りと 也。 志 氣相應 の 才覺と 云ぶべし。 

師曰 はく、 關原已 後し ばらく 京都の 所 司 代に 松 平下總 守有レ 之て、 その 下に 加 藤 喜 

^Ji^  ^0 左衞門 • 島 田 治兵衞 これに 屬 十.。 小 西 • 石 田が 類备. '落人 を さがす 時分、 安國 寺が 居 

I ヒ f"MtK 所 を 下 總守家 來山田 半 右衛門き き 出して、 追 捕の ために 罷り 向 ふの 處に、 安 國寺乘 物 

知遇な 受けて、 

にて 退く 所へ 仕 かけて ければ、 直に 是れを 追 捕 せんと 致す 所に、 安國寺 小姓 そばに 居 

て、 刀 をぬ き 安 國寺を さし 殺さん とする を、 山 田 飛び かかりて 小姓 を 組みければ、 山 

田に かま はず 叉 安 國寺を 切りけ る。 しかれ ども 事 ゆ ゑな く 刀 を 奪 ひて けり。 安 國寺少 

し疵を 蒙りぬ と 云 へ ども 全く 生 捕り にけ り。 彼の 小姓 志氣剛 操と 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 岡 本道 加、 初 名は淸 三郞、 後に 彌市 右衛門と 云 ひて、 渡り奉公 を 致せる 

匹夫 あり。 岡 本 常に 云 ひける は、 我れ 常に 佛神を 信仰して 晝夜 祈請す、 その 意趣 世上 


の 思 入と は 格別た がへ る 也、 世人 は 皆惡事 災難に 不， 塞 ごとく、 七難 卽滅 して 七福卽 

生の 思 をな せり、 予 は 何と ぞ して 惡事 災難に あはせ て 玉 はれと 斗り いのる 也、 其の ゆ 

ゑ は、 人の 死生 は かぎりある もの なれば、 惡事 災難に あうて 命 を 失 はん は 定まれる こ 

と 也、 命 さへ 全くば、 惡事 にあ ひ 災難に あうて、 心 を もた めし 才をも 出して 身の ため 

しと もいた し、 武名 を も 擧げ、 功 を も あら は すべき こと 也、 今時 天下の 靜； 1 に、 惡事 

災難 をの ぞいて は 何の 働 をいた すべき ことの あらざる と 云 へ り。 古人 云 ふ、 四方 多 

p^^^ レ事、 此 小人 之 福 也 * 小人 爲， 身，！^、 不 k 二  缺っ 民と 云へ n。 老子 曰、 國家 せ亂 

i*p  S  二  is 一  や】 ^  .V 

にや U お 有 二 忠臣 1 と 一 K へり。 岡 本が 云 ふ 所 匹夫の 言 也と 一 K へど も、 其の 志氣の 物に 勝つ 所は尤 

王に 用 ひらる、  ノ マ 

^^^^ も 取りて 可 レ用。 世人 は 皆惡事 災難と 云へば 身 を ひそめ 是 れを遁 れんと す、 故に これ 

も」 す" あ^ S に 逢 ふとき は 志 氣已に 屈して せんすべ たし。 是れ 初めより 志氣に 負く る 所 あるが ゆ ゑ 

(ll^rtgK, 也。 しかれば 岡 本が 志氣は 常に 惡事 にかつ 處 あって、 作 略 仕りよ かりたん、 中 人の 言 

奏。 BP 五一 J  S  ラフん-一  (二) ソテ (111) ノ  二  〈ク 

r 虔； にして 不. 足.. 用 と！  K へど も、 又 用 ひて 利 ある 處 あるべし。 澤謂ニ 秦應侯 一 曰、 身 名 

倶全者 上 也、 名 可. k 而身死 者 次 也。 

ら梓 -WJi して  ル メ 

く  師曰 は く、 志氣大 なる もの は 必ず 小節 を 不レ修 を 以. て、 傍人 是れ をみ ると き は 行跡 

士 談 二  二 九九 
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に 失 ある 如くみ ゆる もの 也。 是れ 身の 功の 大 なる 處に目 を 付く る を 以て、 小事に 少し 

二、) 卞は も }4  二 取 A"  I ば 也。 大行は 不レ顧 一一 細謹-と 云へ るの 心 も ありぬべし。 唐の 憲宗 の 宰相に 杜 

紅 M 解" な S 黄 裳と 云へ る もの、 志氣 尤も 大 にして、 大略あって 小節 を不， 修。 ここ を 以て 外より 

られ、 宣 g と の 音 li^ 音物 悉くう けて 更に これ を不レ 拒。 ここに 人 皆 黄 裳が 私 ある こと を訴 へ、 外の 

賄赂を 入る る こと を 申 上げて、 つ ひに 宰相 を やめられぬ。 案ずる に、 志氣の 本と 十る 

處を 道德に 根ざさせざる 時 は、 大 節と 思 ふ 處も皆 其の 趣向ち がふ ゆ ゑに、 小節 大 節と 

もに 不, 修 こと あり。 黄 裳は赂 をう けて 更に 私 をな さず と 云へ ども、 人の 聞く 所 は 財 

をう けて は 必ず 私 あるに 近 かるべ ければ、 如， 此事 又詳に 究理し つ ベ き 也。 

七溫藉 

(二) ,1 妣 師曰 はく、 古の 額 淵は不 レ遷レ 怒と 云へ り。 人の 仁心 を そこな ふ もの は 皆 怒氣に 丙つ 

出づ  て 失する にこ そ。 こ こ を 以て 名將 君子つ ひに 怒れる に まかせて 事 を 行 ふためし なし。 

に) -? si- 怒の なきと 云 ふに は不レ 有、 すべ て 大任 をう けて 天下の 政事 を 司 どり 武の楝 梁た らん 

子 上 つ {—SIS  -、  (三)  • か 

^^^0 輩 は、 怒 をう つさざる を 以て 可， 本 也。 源 直義云 はく、 上宮 太子 は 一 生に 忿れる 色な 


出 s も 夫 g 
つ' ヽ、 '5 
经ふ仲 
*  ° 孫魯 

子 こ 何の 
にの S 大 


§  ^1 し、 小 松 重 盛 一生の 間 忿れる ことたし、 故に 執政に 私な し- 近代に は 楠 (木) 正 成 更に 

怒れる 色 あらず と 云へ りと 也。 但し 人の 怒 あらざる と 云 ふ は * 叉 君子の 道に あらず。 

怒 も 七 情の 其の 一 にして- これ を 嫌 ふべき 事た し。 怒る まじき 事 をい からん は 人の 

た 十 わざ たれば 云 ふに 不， 及、 怒るべき こと を不, 怒 も 亦 七 情の 不足に して、 天地の 仁 

にあらず。 天地に 秋 冬 あり、 震動 雷電 あり、 以て 可, 戒也。 唯 だ 顏色を 和らげて 下 を 

和す る こ と を溫藉 の 風と 云 ふ ベ き 也。 是れ 聖人 の 仁と  一 K ふ ベ きも のの 端 なれば 也。 

il  AC 一一 

師曰 はく、 魯の孟 孫 鹿が り をして 廣を 得て ければ、 秦西巴 をして これに 預け 持たせ 

かへ らしむ。 ここに 鹿の 母したがって 啼き かたしみ、 西 巴に 不， 離 里 近く 出で ければ、 

其の 風情の やむ こと を 不，， 得ければ、 君命の 罪 を 忘れて 是 れを與 へて かへ りぬ。 孟孫 

歸 宿して しかん \ と 尋ねければ、 右の通り ありのままに 答へ ぬ。 孟孫大 におって、 君 

の 命を棄 つる 事の あやまり を 以て 泰西 巴 を遂ひ 出す。 而 して 一 年 を 置きて 召し かへ し 

太子の たらしむ。 孟 孫が 近習の 侍、 西 巴 罪あって 今 太子の 傅たら しむる 事い かたる 

(六) i,  ビ 

«f へ 鈴 ■ 事に やと 尋ねければ、 孟孫曰 はく、 西 巴 一 の麇 にも 不レ 忍、 叉 能く 吾が 子に 忍ぶ ベけ 

亩つき 状に 出 ん やと 云へ りと 也。 蘇 子 曰、 放, 麇違レ 命 也、 推 二 其 仁； 可 一一 以托 uM: と は、 此の 心の 溫 

士談ニ  三 〇 一 


二)  は 長 

泰、 ： 人性 至孝、 

父 t  St とに 仕 

へその 喪に 服 

して 乂. *1 孝、 

あ Ib.b れて大 

g 十 上 となり 

L も 任に 赴か 

.i- して 家に 残 


(二) 承に 深 

くして 硬^の 

、たり、 母 を 

喪 ひて より は 

退いて 屮 Z 什せ 

(：- 一) 初の 

前卷 w 
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藉 をい へる 也。 . 

師曰 はく、 宋郭原 平と 云へ りし もの 會稽に 居住す。 居 宅の めぐりに 溝 を かまへ て 水 

を 四方に 通じ、 竹 をう ゑて 置きけ るに、 春の 夜 盗人あって 其の 筍を盜 む。 原 平 これ を 

不レ i、 たま ノ\ 起きて みれば、 盜 驚いて 奔 りけ るが、 溝に た ふれて けり。 原 平是れ 

を考 へ、 その後 溝の 上に 小 橋 を まう けて 渡る に 便り あらしめ、 或 は^をぬ いて 外へ 出 

して 置きぬ。 近所の 竹 子 をぬ 十め る者大 に愧ぢ て、 敢 へて とら ざり しと 也。 宋チ令 儀 

甚だ 富めり。 盜人 其の 家に 入りて ける を、 人々 あつまりて とら へ ぬ。 令 儀 彼れ を 招い 

て 盗人 をいた 十 ゆ ゑん を 尋ねければ、 其の 求ゎづ かのこと 也。 令 儀 彼れ を ゆるす のみ 

に 非ず、 其の 不足の 錢を與 へて かへ しぬ。 而 して 其の 行跡 を 云 ひて はづ かしめ ければ、 

盗人 初めの 行 を ひるが へして、 後に 善 入に なれり と 也。 

師曰 はく、 唐王義 方と 云へ る 人 京師に 行きけ る途 にて、 旅人 道に つかれて 休み ゎづ 

らふ あり。 人 をして 是れ をき かしめ ければ、 父 遠方に 官 人たり、 病甚 しと 聞いて、 往 

きて みるべき のた め なれ ども、 今 はっかれ て 一足 もなら ずと 餘義 もな く 云 ひける。 王 

ハ  二 5 

義方 あはれ み、 自ら 乘 りし 馬 を 彼れ にあた へ て、 其の 姓名 を も不， 問して さりぬ。 魏 


參^ て數: 

照卷 父の 
五 S 名 


七 六に 代 
頁り し 有 


徵こ のこと をき いて、 つ ひに 我が 夫人の 娃を 以て 妻 せんとす。 王 義方辭 して 不レ 順。 

かくて 魏徵 卒しければ、 乃ち 人 を 以て 夫人の 娃 をめ とれり。 人 其の ゆ ゑ を 問へば、 初 

め は 宰相の 權に めでたる に 似 たれば 也、 今 は 魏徵が 己れ を 知る こ と を 感ずれ ば 也 と い 

へりと 也。 

師曰 はく、 宋の范 仲 淹字は 希 文、 嘗て 人に 云へ る は、 我が 同姓 緣 類の 內に 親疎のへ 

だて ありと 云へ ども、 根本 皆 一類の したしみ 也。 我れ たま/ \ 大官を 得て 獨り 富貴に 

至れる、 是れ 更に 自らの 手柄に あらず. 天 これに 命じて 親しき を 養 はしむ るの ゆ ゑ 也 

と 云 ひて、 一 類 一門 を あつめ、 仁 不肖に よらず、 各. -田宅 を かひ 與 へて 業 を 守らし む- 

一一 5 

v< つし よ 

S) 年貢 貧ノ、 あるとき は、 納所の さかし きものに 云 ひ 付けて、 その まかな ひ をな さしむ C 故に 

牧 むる こと 

子孫 一類 一人 も 所 を不， 得と 云 ふこと たし。 世 以て 美談と す。 宋の范 文 正 公と 申せし 

あざな 

は 此の 人の ことせ。 文 正の 二 男に 范純仁 字は堯 夫と 云へ る ありき。 父 文 正の 命に 因つ 

て、 堯夫姑 蘇と 云 ふ 所に 至り、 麥 五百石 をつ ましめ て かへ りけ るに、 道に て石曼 卿と 

ii ふむ  ん ラ 

云 ふ もの、 手前 不如意に して、 つづいて 父母の 喪に あ へれ ども、 葬り も 快よ く不， 仕 

の 由 を 申し ほれば、 堯夫 舟に のせし 所の 麥不， 殘 かれに 與 へ、 只 だ 一人に て かへ りぬ。 

士 談 二  三 〇 三 


二) 瞎原保 

昌、 今昔 物語 

卷廿 に出づ 


(：) 坂 上田 

付 麻 s 
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め づら， -<v  ハ 

父 文 正、 道に て 珍 布 ことに は 不レ遇 やと 尋ねければ、 故人 石曼 卿に 逢 ひて しかん \ の 

事 ありぬ と 答 ふ。 文 其の 方が 舟に つみし 處の 麥を與 へて 来らば こそよ かりなん と 

云 へれば、 堯夫 きいて、 仰せのと ほりに 仕 候と 一 ：4 へり。 文 正 父子 仁惠の 溫藉ー 致と 云 

ふべ し。 

はかまだれ  ころ，  ばか  やす 

師曰 はく、 祷垂と 云 ひける 盗人の 大將軍 ありけ り。 十月の 比 夜半 斗り に、 道に て 保 

昌が^ を 吹いて 行く に 逢 ひて、 足音 をた かくして はしりよ るに、 少しも さわがず、 盜 

人バ をぬ いて かかりければ 少しも さわがず して、 是れは 何も のぞと 問 ふ。 人 驚いて 

け う  まう で こ 

しかん \ と 云 ふ。 希有の 奴 かな 詣來と 云 ひて、 叉 W を 吹いて 行きければ、 攝津前 司 保 

昌が 家に 到りぬ。 保 del 綿 衣を與 へて かへ されたり と 也。 保昌は 武智麻 W: の 後、 武略 を 

以て 世に 名 あり。 源賴 信な どと 同時の 人 也。 保吕源 頼 光と 大 江山に 入りて 鬼 をき りし 

こと は、 世の 云ひ傳 へて しれる こと 也。 

師曰 はく、 平貞 盛の 子に 陸 奥 守 維 叙と 一 K ふ 入 ありき。 任國 によって 初めて 下向の 時 

神 拜の事 あるに、 道の 邊に 小祠 あり、 廳 官に尋 ぬれば、 田村將 軍の 此の 阈の 守に て あ 

りし 時、 社の： 纖宜 祝の 中より 思 ひかけ ざる こと ありて >  事大に なりて、 神拜 もやみ 朔 


に敎平 法: p 
出訓 家皇; b 
つの 物、 
事 語 こ 後 
の 卷の白 
條ニ事 河 


(三) 神新官 

における 官社 

(四) 接 屎實 

方、 左 近衛 中 

将。 前 出 二 五 

(五) 當 時の 

攝政近 房、 

こ の こ と 平 

盛衰 記卷 第三、 

資-ぉ おお 藉 

の WK 條に出 

づ 

(六) 車の 上 

にて、 車上の 

、と 會 ふ こ と、 

貴人 攝 政に 下 

車の 精 をな さ 

す 咎められし 


幣も やめられ 倒れ 失せぬ と 云 ふ。 是れを 思 ふに 二百 年 斗り にたりぬ と 云 ふ。 維 叙 不便 

に 思 ひ、 忽ちに 社 をつ くり 朔幣に ま ゐリ神 名 帳に 入れたり。 維 叙任 はてて 上りぬ。 後 

S: 一方 中將 下れり。 然るに 廳官の 夢に、 此の 神 喜びて 維 叙 を 京まで 送り 行きて、 常 陸 守 

にな しっとみ えぬ。 果して 然り けりと 也。 

It 曰 はく、 平 重 盛專ら 因い 惠を 事と して 唯 だ溫藉 を專ら とす。 されば 子息の 資成 r 殿 

(さ 

下の 乘會 狼藉に、 淸盛報 答の 事 ありなん とせし をば、 重 盛 さまん \ 敎訓 して、 身の 無 

禮を とがめ、 骨法 を不, 知 こと を戒 む。 淸盛 法皇 を はから ひ 申さん と ありし 時、 一門の 

卿相 雲 客數十 人、 思々 の 鎧 直垂に 色々 の録 著て、 中 門の 廊にニ 行に 著 座 十。 諸 國の受 

領緣に 居 こぼれ 庭に 並居、 馬の 腹帶 つよく しめ 手綱 かいくり、 旗竿 引き そばめ 胄を前 

に 置いて、 只今 打 立つ 體也。 重 盛 烏帽子 直 衣に 奴 袴の そば 取って、 思 はざる 風情に 被 

レ 入ければ、 人々 興さめ ぬ。 弟の 宗盛 出向 ひて、 しかん、 \ のこと 也、 入道 旣に甲 皆 を 

めされぬ と、 是れ ほどの 大事に 御 装束の 體不 レ可レ 然と 云 ひければ、 重 盛、 朝家の 重 事 

を こそ 大事と は 云 ふべ けれ、 此れ は 私の 小事 也、 兵 ども 數千騎 あるの 上 は、 云 ひが ひ 

も Q のぐ 

なく 重 盛 一人物 具したら ば 何 ほどの 事 か あるべき、 夷賊 朝敵の こと あらば、 たと ひ丞 

士談ニ  三 〇 五 
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相の 位に 至る とも 自ら 禦ぎ戰 ふべ しと 云 ひて、 重 盛內に 入り ぬれば、 入道 これ をみ て • 

物 具^ぎ おく ひま もなければ、 障子 を 少し 引立て、 腹卷の 上に 薄墨 染の素 親の 衣 を 引 

かく。 重 盛淚を はら/ \ と 流し、 疊紙を 取 出して 落つ る淚 をの ご ひ、 左右の 仔細 をば 

さしおき、 此の 御 體を見 進ら する こそうつつ とも 覺 えず、 太 政 大臣の 官に 昇れる 人 甲 

冑を著 十る こと は輒 すからず、 只 だ 是れ君 をない がしろ にす るの ゆ ゑな りと， 頻りに 

諫言 を 入れて、 さし も 橫紙を さくが 如き 父 入道の 憤 を やめぬ。 其の 教訓 人 皆 美談 十る 

所 也、 溫藉の 至りと 云ぶべし。 

師曰 はく、 源賴 朝つ ねに 恩惠を 施し、 諸國 大名 を溫 問して 更に 暴惡を 事と せず。 山 

內瀧ロ 三 郞經俊 は 斬罪に 相究 まると 云へ ども、 彼れ が 老母 御お 母た る を 以て、 參 上し 

(二 ) 

さね ひち 

て 此の 事 を 歎き 巾す。 賴朝實 平に 仰せられて、 鎧 を 取 出させて、 山內 が：^ の 前に 置き- 

是れ 石橋の 時經 俊が 箭立 つる 處の矢 也、 件の 箭の ロ卷に 名字 あり、 經 俊が 罪の がるる 

に處 なしと いへ ども、 老：^ がな げき 申す に まかせて 是れ を赦し 玉へ り。 是れ 自らの た 

めに 怒 を 宥め、 人の 愁を やむ る ゆ ゑん 也。 

師曰 はく、  #泰 時. 最明寺 時 頼 打 つづいて 溫藉を 専らと 十。 すべて 民の 愁を 以て 身 


の愁 とし * 天下の 萬 民 を 思 ふこと 唯 だ 身 を 思 ふが 如し。 ここ を 以て 泰時貞 永に 式目 を 

00^^^. 定め、 時賴 自ら 身 を やつして 民間の 苦 を 問 ふ。 世 以てしる 處也 C 

れ！ g 的に 師曰 はく、 楠 (木) 正 行、 一 敵の 川へ 追 ひた てられて 悉くう たれ こごえた る を 招きて、 

(五) 太平 記 

^第-一 主ハ の 是れに 衣服 を與へ 火に あたらしめ などして 敵方へ 送りし 事、 其の 手 立 あるべし といへ 

ども、 其の 志 は 溫藉と 云ぶべし。 たと へ 術 を 設け 事を僞 るに 似たり と 云へ ども、 たさ 

け を 深く して 人 を愛惠 せんこと は、 天地の 感 する 處 君子の 本と する 處也。 聊か ゆるが 

せに 不， 可. 仕 也。 

師曰 はく、 多 賀畳後 守 高忠は 本と 江 州の ものに て 京 極の 一類 也。 應仁 • 文明の 際 京 

極持淸 京都の 所 司たり ければ、 畳 後 守 を 以て 所 司 代と して、 京都 Q 事 を 司らし め 公事 

訴訟 をき かしめ、 時の 人 皆 此の 仕置 を稱 美す。 其のお きて 多く は仁惠 あって 人 皆 信服 

す。 或 時 召 捕 ものの 內に、 力量あって 其の 人品 必ず 士 たるべき ものの ありければ、 

此の 者 は 武勇の 生れ 付 ありと て、 自ら 總を といて ゆるしつ か はしぬ。 ： 此の 者 申しけ る 

は、 如，. 此緩拽 の 恥に 及ぶ 上 は、 早く 斬罪 せられん ことこ そ 本望に 候と 云 ひけれ ども、 

猪 ほ あはれ みて 赦 しぬ。 其の後い かがたり 行き けん も不， 知し に、 畺後守 身 まかりて 

士 談 二  三 〇 七 
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後、 名字 しれざる 者 墓前に 行き 向 ひて 殉死 をな せり。 是れを あらためければ、 いつ ぞ 

ゃ赦 せし 咎人に て ありし と 也。 此の 志 必ず 璺後 守が 難に か はりつ ベ き 思 入な りきと み 

えたり。 

Ei^,,.^, 師曰 はく、 稻葉 伊豫 守 入道 一 鐵、 普請の ものの 內に 段々 の 筋の もの を 著して しかし 

餘は ISil かと 不， 働 ものの ありければ、 是れ をから めさせけ るに、 事の 外 雜言を 云 ひける ゆえ、 

の 三人 衆と 稱 

す。 後 信 長に 多分 侍と みえたり とて ゆるさし めけ るが、 面 縛の 恥に 及び つれば、 免され たり とても 

IS して 度々 功 

I む 剃 I は f」 貴方 を ねら ひ 死 を 快くす べしと 云 ひければ、 彌. - 奇特 也と て是 れを赦 しぬ。 後に ー鐵 

ケ S 役に 死して、 件の もの 墓に 向 ひて 腹き り 死 了ぬ と 也。 一 鐵は 一 面 勇猛の 生れ 付 にても、 溫 

^H^^ 藉の志 ありし にや。 

事 紀卷第 十 

1 ズに 出.. つ  師曰 はく、 源 君は武 將の內 にも 就レ中 仁政 を專ら とし 玉うて、 天性 溫藉深 重に まし 

^^^^00 ましけ る。 小山 迄 御 出陳の 時、 御供の 小身 衆 あとに て 妻女の 煩 ふよし 高 聞に 達し けれ 

征伐の 爲 ば、 早々 路 次より 可 二 歸ー旨 台 命 ありけ り。 小身 ものの 妻子 煩 ひて は 其の 家 滅亡の は 

し 也， 御陳は 今に 限る 事に 非ず との 事な りし。 諸人 此の 一 行 を 見聞して、 其の 德に化 

せし もの 茶 だ 多 かりし と 也。 その 昔 女の 御意に 違へ る ありて、 大久保 七 郞右衞 門に 御 


も 後 五な 域 功 さ 
出三于 ら 主臣；:^ 
つ'一 石ん 安紀 
二 を 、接 州 家 
頁領五 直田康 
にす 萬 次 まの 


預けな され、 遠 州 ニ^の 城に 遣 はし 置きけ る。 其の後に 小 笠 原 越 中 守 そのころ は權之 

f^: と號 してけ るが 御意に ちが ひ、 是れも 二股に 御 預けに たりて 有， 之け るが、 最前の 

女と 一所に なり、 つ ひに 夫婦の よしみ をと ぐ。 御 勘氣を 蒙る 輩 如，：：^ の 不義の 事 高 聞 

に 達せば、 大方の 罪科に は ある まじき と 下々 取沙汰の 上、 遂に 御 耳に 立ちければ、 こ 

とに 御 快く 笑 はせ 玉 ひ、 結句 御機嫌 能く、 やがて 小 笠 原 を 召し かへ されたり と 也。 い 

かたる 思 召に か 有り けん、 下と して 更に はかりが たけれ ども、 其の 出づる 處は寬 仁の 

(三) 

ゆ ゑた るべ しと、 安藤 帶刀 先生が 物語たり とに や。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時、 石 田 三 成. 小 西 行 長. 安國寺 三人 を 大久保 相 摸守忠 隣に 御 

預けた されけ る。 忠 隣 其の 比 は 治部大 輔と號 して、 源 君の 執政たり ければ 暇な く、 子 

息 加 賀守忠 常 其の 事 を はから ひ、 ける が、 忠 隣が 命じ 置く に まかせ、 忠常三 成 等が 居た 

かせ  ( 巧一 

S)  ^.  C る 間に 行きて みれば、 高手小手に いましめられ ほ だし を 打 たれて あり。 三 成 其の 比 腹 

ぺ.  中の 心 煩 敷 臥して 居た る處こ 行 き て 、 粥 を 自身 持 つて 出 で 、是れ を  一 口 可 レ參ょ し を 云 

ふ。 三 成 見て、 其の 方 は 何も のぞと 問 ふ。 忠常、 先年 奥州 御撿 地の 時關 東へ 御 下向の 

時， 御 目に かかり 候なる 忠 11 がせが れ忠 常たり と 答 ふ。 三 成 云 ひける は、 ク、 しき こと 
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或 に！^ へて 
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00 


種 


(三) 當 時の 

武 0^ のお 服 
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なれば 聊か 覺ぇ もな し、 久しくに て 珍 布き 對 面に こそ、 但し 不覺 とばし 思 はれ そ、 此 

の體 にて はか ゆ もの まるる ことに 非ず と 云 ふ。 忠常云 ふ、 然 らば 繩 とき 候 はば 召 上ら 

るべき にやと 云 ふ。 それ は 快よ く 此の 粥 も 可, 飮と ありければ、 侍 どもに 云 ひ 付けて 

繩を とき、 手 を ゆるやか にし、 ほ だし を も 取りて けり。 三 成大に 喜び、 今の 芳情 わす 

れ 難しと 辭 謝して、 小 かさに 粥 一 つ 半 斗り をのめ り。 さてし つけの ため なれば とて、 

繩 斗り を 頸へ かけて けり。 三 成大に 喜び、 間 をへ だてた る 處に小 西が 居たり し を、 攝 

州攝 州と 高らかに よびて、 家康は 果報 ゆゆしき 人に て、 譜代の 衆 子どもまで 皆よ く 成 

立ちぬ ると 語りけ る。 御成 敗の n も、 其のよ ひに 行きて、 明日 は 御 最期に 究 まれり、 

御行 水 あれと て、 を かからせ、 のしめの 段々 の 筋 ある 小袖に 紅の うらつ け、 {H 小袖 

ともに 廣袖 にこ しらへ、 三 成に 與へ、 三 成と 云 はれし 人の 明日 洛中 を 引 わたさる るに、 

見苦しくて は 如何との はから ひ 也。 三 成 甚だ 其の 恩惠を 感ぜり と 也。 是れ 併 忠隣日 

比の 溫藉を 見 及んで、 子息 未だ： h に 少し あまりての 行跡 也。 總 じて 忠隣專 ら恩惠 を 事 

とし、 日夜に 飮 食を璺 にして、 貴賤 親疎に よらず、 來る ものに は 盛 膳 を そな ゆ， 御 家 

人 若し 手前 不自由なる あれば、 分々 に 財 を 施す。 尤も 上使 在番に 行く 輩に は、 親疎に 


よらす 相 招きて、 時に とっての 引出物し、 用具 をと とのへ しむ。 子息 忠常亦 如， 此、 故 

に 門前 市 をな し 鞍馬 置く に 所た し。 諸 大名 江戸に 參府 のとき は、 直に 忠 隣が 亭に 入り 

て樣々 の饗應 をう け、 それより 登 1^ の 事 多 かりき。 其の 溫藉云 ふに！.^, 及 ことたりし 

と：^。 

師曰 はく、 元龜四 年武田 勝賴遠 州へ 出張のと き、 すく も田ケ 原に 陳を とる。 池 田 喜 

平 次と 云へ る 源 君の 御家人、 勝 賴の陳 へ 忍び入り、 馬 を 盗む とて 生 捕られ、 高手小手 

< 五一  3 

に 戒めら る。 せた どの 是れ をみ 玉 ひて、 験 河に， て 奉公の 時 目 を かけた る 者 也、 預り被 

, 申 たきとの 事に て預， 之。 いましめの 繩 悉く 取捨て、 他 陳へは 無用 也、 我が 陳屋 にて 

.> ル  ちぎ やう 

四方 心 やすく 往来 可， 仕、 若し 落 行かば 我が 一命 を 知行に そへ 勝賴へ 奉るな り、 少し 

(苦) 

も くるしから ぬ ことと 云 ひて これ を 置く。  化 田 云 ひける は、 繩の 上の 繩とは 此の 事に 

て あるべし、 何として これ を 可， 遺と 云へ り。 後に 勝賴の 衆べ わたす 時に 繩を かけて 

わたせり、 ねずの 番六 人まで ありし に、 池田繩 をぬ けて 濱 松へ かへ りぬ と 云へ り。 叉 

近 比 越 前にて， 久世但 馬が 事に 付き、 竹 島 周 防 守 を 座敷 籠に 入れ 刀 脇 指 をと りて 置き 

ける。 駿 河へ 被 二 召 寄 1 て せんさく あるべき の 時、 靑木 新兵 衞是れ を 預かりて 下り ける 
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に、 越 前より 今庄 まで は 其の 分に て參 り、 今庄 より 刀 脇 指と もに 與 へて、 其の 方 を 私 

に 御 預けの 上 は 是れを 運の き はめと 思 ふ 也、 道中 不自由に いたして は、 年來 取り はや 

したる に、 今の 砌 本意に 非ず、 如 レ此心 入 をいた す 上に、 其の 方氣違 ひて 表裏^ 心 あ 

らば、 我等 速に 切腹と あてたり とて、 少しも 囚人の 風情に あらず，、 咄 し/ \ 下りけ る 

とぞ。 彼等 寬惠の 心 入 尤も 深切と 云 ふべ し。 

師曰 はく， 安藤 帶刀は 一 日立っても 物 も不, 云が ごとく、 天性 穩當 にして 唯 だ 寛仁 

の 生れ 付な りけ る。 其の 行跡 篤實 にして 少しも 飾れる 所な く/有 餘の財 を 散 じて その 

ルラ  ナ 

不レ足 ものに 補 ひ， きら/ \ しき 事 を不, 致、 人に あたる に 溫藉を 以てして、 更にき ぶ 

く あしざまなる 事な し。 家来 どもの 手前 不足なる ものに は、 其の 事 をた だして 其の 用 

をたら しむ。 近 比の 生 質 人品に は 尤も 希有の 人な りと、 世 以て 評せり と 也。 

師曰 はく、 知恵 を 立て 利口 を專ら とする もの は、 人 皆是れ をに くんで 其の あだ をな 

す もの 多し。 柔和に して 人の 事 をう け、 其の わざに 情 を 出す もの をば、 世 以て 是れを 

親しみ 愛す。 仁の德の發見物を利する事如，：^也。 古人 云 ふ、 柔者德 也、 弱者 人 之 所 

レ 助と 云 へ る も 此の ことわり 也。 こ こ を 以て 信 知 正 知の 人 は あらけ なく 物に 當 りて、 


或は 破り 或は そこた ふこと 多 かるべ からず、 しかりと て 又 可， 害 ことわり に究 まりた 

る を遁れ しむべき わけ もた し、 その 間 唯だ理 のま まにして 仁に よるの み。 論語に 孔子 

二) ニズ  ァリテ  カラ ニダ シ 

じ」 is の德を 論じて、 溫 而厲、 威而不 猛 * 恭而 安と い へ る はこの 心なるべき にや。 

師曰 はく、 世の 利口と 云へ る もの は、 皆 利害 を 立て 下の 苦 を かへ りみ ず、 唯 だ專ら 

己れ が 利 を 先にす。 故に 身籠 せられて 高位に 至り、 家 あたたか にして 厚祿を はむ もの 

も- 皆 民と 利を爭 うて、 自ら 田 をた がへ し 畠 を 作る ことに なれり。 是れ必 竟眞知 あら 

ずして、 世俗の 手 廻と 云 ふなる 心 ふかく、 身 を 利す る を 第一と して、 人の 用 を 不二 取 

ハ  ルラ  (二) 

(二)  000 合, が ゆ ゑに、 民の 苦 を も不, 見、 人の 害 を も 不レ知 也。 公儀 休と 云へ- る 人 は、 我が身 

の g 公の 相、 

篤 厚の 人？ 官祿 あるの 上に は 外に 利 をな すべから ずと 云 ひて、 田園に う ゑし 野菜 をぬ き棄 て、 家 

婦の はたお る を やめし むと 云へ り。 天地 唯 だ 仁の み 也。 故に 仁 を 本と するとき は爰 

にたが ふ 事な く、 身 を不， 立して 其の 仁 を 行 ふに もな りぬべし。 二重 仲 舒策文 曰、 夫 天 

スん フル レニ ヲ ハリ ノヲ ァク フル レニ ヲ ハ ニス ノヲ  レ  クルナ ルハ 

亦 有：， 所 二分 限； 予， -之 齒, 者 去， 1 其 角； 傅， 1 之 翼, 者兩 n 其 足.； 是所， 受 大 者、 不：. 得 

レ取, 小 也、 古 之 所， 予レ祿 者、 不」 き 1 於 力； § 、不. 勤 二 於 末； K 鶴、 與レ天 同 者 也、 身 

寵 而載， I 高位； 家溫 而食 二 厚祿； 因乘ニ 富貴 之 資力； 以與. 民爭， 一利 於 下； 民 安 能 如 
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レ之 哉、 若 0^ 一一 君子 之 位； 當二 君子 之 行； 則舍， 1 公儀 休 之 相； - 魯、 無二 可 レ爲者 ー矣。 

二) 前 出 1 師曰 はく、  、i 一倉 宗滴日 比 申し 行 ひし は、 大將 たる 仁 は 第一 內の者 能々 成立 候樣 にと 

六 八 頁 さ 照  ン レ 

不斷 心がけ 吟味 可 レ仕。 殊に 久しき 侍 はもと より、 新 參當參 の もの にても、 忠義の あ 

ま-ごころ 

る ものの 跡 式 等 は、 幼少の 子どもと 云へ ども 是れを 取 立て、 人になる おくに^ 十 、、《し 

實子 なきに おいて は、 親 存生の 時 似合の 養子 を可レ 仕と.^ ヒ 異見 一 あとの 不レ絕 ごとく 

に 可 二 申 付.； 然 らば 子な きもの も 安堵の 思 をな し、 其の 恩 惠に思 入 ふかき もの 也と 云 

ひて ける と 也。  . 
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士談三 

八 風流 

師曰 はく、 巢父 といへ る隱者 は堯の 時の もの 也。 年老いた る を 以て， つねに 大樹の 

下に 木の葉 を あつめて 巢 つくり、 是れに 起居して 朝夕 をい とたみ 過せば、 其の 名 を も 

巢 父と 號 せる 也。 堯 其の 德を傳 へ きいて、 天下 を巢 父に 讓 らんとの みことのり ありけ 

デ  さよい う 

れば、 お， -父 かたく 辭 して 不レ 出。 ここに 巢 父が 友に 許 由と 云へ る ものの ありければ、 

堯是れ を 召して 九州の 司たら しむ。 巢父； J のこと をき いて、 汝形を かくすと いへ ども 

德輝 を隱す こと を不, 得が ゆ ゑに、 今 此の 難に あへ り、 苟も 名譽を 求めば 吾が 友に あ 

ら ずと 云 ひて、 其の を 打ちて， t り。 許 由げ にさる こと を 聞け り * 實に 不一 一 自得 1 ける 

たりと て- 潁 川の 水に 耳 を あら ふ。 巣 父 牛に 水 かふに， その上 流 を 用 ひて 下流 をき 

し 談 三  三 一 五 
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一一 一 一 六 


二) 汗 廷訥、 

無 々居士  isg 


(二) 戰國時 

代 の^者、 0 

の 人、 漆 園の 

吏と なる。 老 

子に 私淑して 

莊子を *s はす 


(飼) 


らふ。 又樊仲 父と 云へ る もの、 牛 を ひいて 水 かはんが ために 出で ける が、 二人の 體を 

見て 牛 を 引きて かへ りぬ。 牛に 下流の 水 をのません こと を 恥づれ ばな り。 是 おは 世の 

人の しれる 事な り。 巢父. 許 由 はと もに 隱者 にして、 世 利に 心なく 名譽に 望な し。 其 

の高尙 なる 事 取りて 用 ふべ し。 されば 聖人 は 利害に 付きて 物 をな す 事な き 事 は、 許 

由 ニ果 父が 高 尙も猶 ほ 及ぶべからず。 明の 無々 居士が 人 鏡 陽 秋 曰、 堯讓ニ 天下； 固不 1^ 

以，, 黄屋, 爲,， 心、 巢由 洗， 耳、 叉豈以 n 富貴, 爲^ 哉、 故 其 塵坂粃 糠、 將 ，，, 猶陶 n 籍堯 舜； 

蓋 有 爲與二 無爲； 初 非， 1 二 致 1 と 云へ り。 

師曰 はく、 戰國の 莊周は 老子の 學を樂 しんで 自樂自 快たり。 ここに 楚の威 王、 大夫 

二人 をつ か はし、 黄金 百 金 を 以て 莊 周が 方に 使して、 大祿 大官を あた へん こと を 云 ふ。 

ぼくす ゐ 

時に 莊周濮 水の 上に つりして 居け るに、 楚の 使來れ りければ、 莊周 かへ りみ て 云 ひけ 

(占 形) 

る は、 楚に神 龜と號 す名譽 のうら かた をな すの 龜 すでに 三千 歳 を へ て寶 となり て あり 

ときけ り、 此の 趣の 身に なりて は、 死して 骨と なって 寶 となりなん や、 又 生きて 尾 を 

塗 中に 曳 きなん やと 云 ふ。 ニ大夫 答へ ける は、 生きて 尾 を 塗 中に 曳 くこ そ龜の 心なる 

(好) 

べきと 云 ふ。 莊子曰 はく、 しかり、 汝等 王に 申すべし、 我れ 尾 を 塗 中に 引く こと を こ 


のめりと 云 ひて、 再び かへ りみ ず。 尤も 高尙と 云ぶべし。 

(三)  あざな 

S 後 s  師曰 はく、 漢の韓 康字を 伯 休と 云 ひ、 常に 藥を 採りて 長 安の 市に うれり。 口にい へ 

る ごとくに 賣 りて 聊か いつはり なし。 如， 此 して 三十 年 を 過ぎぬ。 或 時 女子 藥を買 ひ 

ける に、 韓康慣 を 云 ひて まけず。 女子 怒りて、 商 買の なら ひなれば 高き も 少し はやす 

S) 字 i>  くうる べきに、 韓伯 休が 如くに 云 ひたる 慣を まけぬ こと や あると 云 ひつ。 韓康 きいて- 

51、  Js£ 勾 g 

に 事. r 苦 身 我れ 本と 名譽の 望なくて、 今 女子の しるに 及ぶ ことこ そ 恥 かしきと て、 叉 遁れて 遠く 

S 力、 深謀 二 

^^^^^ かくれぬ。 かくて 桓帝 其の 高尙 をき いて、 頻りに 召 出さるべき になり ぬれば、 伯休不 

^^^.K^ レ得レ 止して 都に 出で たんと チ。 韓康を 馳走の ために、 道 橋 を こしら へ 牛馬 を あつめて. 

は 港艱を 共に  £0 

する も樂真 其の もよ ほし を 所々 になせ り。 韓康 やぶれた る 車に のり、 牛に ひかせて 都に 出 でんと 

にす ベ 力ら す 

M に 海に 龍 す。 道の 百姓 ども これ をば 不レ 知、 韓康 をお さへ て 牛 をと り、 所の まう けに 致せり。 

,ひ て齊に 行き、 

ほ. 1 干 萬、 韓康聊 も かま はず、 牛 を あたへ て 更に 氣色を 損せず。 此の 事 かくれな かりければ、 奉 

齊人 その 資 ち- -  <  ノ  ： 

^^^M^ 行 是れを 改め、 所の 名主 百姓 罪科に 及ぶ ベ かりし を、 韓康 堅く こうて 不レ及 二 其 儀； つ 

&、 に 止まり.！ 3  ク ノ 

： ノメほ 公と 云 ひに 遠くの がれて 去りぬ。 其の 高尙 如, 此 なりし と 也。 

ひ 蓄 して  (ュ さ 、 

^.^yj 師曰 はく、 越の 范蠡 吳を滅 して、 反りて 五 湖に 至りて 越 王に 申しけ る は、 今より 君 

士 談 一一 一  三 一 七 


(I) 絕 の 

SfsT 上 夫お 

<na? に 戰改れ 

て、 范翁 をし 

て 两 拖 を.^ 差 

に^ 3- 亡 

びて 後 tsliii 

たー ほ： 《 に； S し 

五 湖に. # ぶと、 

傳說. sn 々なり 

(二)  K^^, 

卓 »T 小^、 官 

tr:;S: 待 郎に至 

(：--) 浙；： 富 

の&厂 sn、  ^  ^ 

に K 伎す 

戴. 達、 

卞 は- ^ 

f  特に 

鼓 3； 々に 巧な り， 

^卨 潔、 晋の 


(五) 出の^?、 

浙江省 薄 接 江 

のト. fg" ここ 

にい ふ 故事に 

よって 又！ sr?!S 

i 名つ く 

y;) 良 蜂 衆> 
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王 能くつ とめ 玉へ、 臣又越 國に不 レ可レ 入と。 越 王の 曰 はく、 此の 大功 R だ i 氾^が いた 

す 所 也 • 何の ゆ ゑ を 以て か 速に 越國を 去り 玉 はんと、 しきりに 留め 玉 ふ。 范^ 申しけ 

る は、 人臣の 職分、 君 憂 ふるとき はと もに 憂へ、 君 辱 しめられ 玉へば 臣 これに 死 十る 

事、 定まれる 勢 也、 君 昔 會稽に 辱 しめられ たりし 時、 臣 必死の 節に 至れり といへ ども" 

一度 生殘 りて 此の 大功 を 立て、 君に 會稽の 恥 をす すがし めんこと を 思へば 也、 今 其の 

事旣 になり ぬ、 會稽の 罪の がるべき 所な し、 故に 如 レ此と 云 ひて、 遂に 輕 舟に 掉 して 五 

, ■  二  _ 

湖に 浮んで、 其の 終る 所を不 しと 也。 古人 云 はく、 范 蠡滅， 吳霸レ 越， 功 成 而載ニ 西 

シヲブ  二  ナル -! ス  7 

施 1 泛ニ五 湖； 卓 哉 擅 二 千古 之 風流， 也。 

師曰 はく、  王子 猷山) 陰に 居て、 雪の ふる 夜、 俄に 天晴れ 月色 明な りしに、 獨り 

(wn  (S) 

酒 をく みて 忽ちに 戴 安道 を 思 ひ 出しぬ。 時に 安道 は剡溪 にあ， りぬ。 便ち 小船に 柿して 

彼れ が 所に うかれ 出で ぬ、 門前まで 至りて 則ち かへ りぬ。 人 其の 故 を 尋ねければ、 本 

と乘， 興 而来、 舆盡 きて 歸る、 何ぞ 必ずしも 安道に 逢 ふ を 事と せんとい へり。 風流 あ 

りと 云 ふべ し。 

もろ さ 

師曰 はく、 延 喜の 朝、 衆樹の 宰相、 五十まで させる 事な く、 お ほやけ に棄 てられた 


る やうに て ありけ るに、 八幡に ま ゐり給 ひたる に、 雨い み じく ふる。 石淸 水の 坂の ぼ 

ち にや ふる 

り ゎづら ひつ っ參り 玉へ るに、 御前の 橘 木す こし 枯れて ける に、 立ちより て、 一， 干纽破 

神の 御前の： f も衆樹 もと もに おひに ける かた」 とよみぬ。 神 も 聞き あはれ み 玉へ るに 

や、 橘 もさ かえ、 宰相 も 思に ざるに 頭に なりぬ と、 大 鏡に 出で たり。 身に つれて， おな 

§  キ / 

き 世 を もとが ある 如く 云 ふなる に、 如, 此 こと やさしき こと 也。 

師曰 はく、 三 浦 大助義 明 衣笠に 橘 こもりし 時、 金子 十 郞家忠 寄 手に 加 はり 生死 不 

レ 知に 責めたり。 義 明が 方より 家忠が 許へ 申しお くりけ る は、 今日の 合 戰に武 藏* 相 

摸の 人々 多くみ え 玉ふ內 に、 責邊の ふるま ひ 殊に 目 を 驚かし 侍り、 老後の 見物 今日に 

あり、 今 は 定めて つかれ 玉 ひぬべし、 此の 酒の み 玉 ひて 今 ひとき は 興 ある 軍し 玉へ と 

云 ひ 送りければ、 家 忠冑を ふり あ ふの け， 弓 杖に すがり、 杯 取りて 三度 かたぶけ、 此 

の 酒の み诗り 力付きぬ、 城 をば 只今 責 落し 奉りぬべし、 其の 意 を 得 玉へ と 使 を かへ し 

ぬ。 軍 陳に酒 を 送る は 法 也、 戰 場に 酒 をう くる は禮 也。 義 明が 所 爲と云 ひ， 家 忠が作 

法と 云 ひ、 ともに 風流 あり。 昔 晉の武 帝の 臣下 羊 祜と云 ひし 大將、 敵國 たりし 吳の境 

に 居て 常に 相戰 ふ。 吳の大 將睦抗 叉 これ を 担がん が ためこ 吳の 境に 居け るに、 兩將互 
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に 使 を 通じ- 或は 酒 食 を 送り、 或は 藥を 乞うて、 ともに 不， 疑， 而 して 日 を 約して 戰 

を 挑みぬ。 世 以て 風流 ありと す。 武田 信玄. 上 杉 謙 信 兵 を 以て 國を爭 ふに、 つねに 僞 

を不レ 用、 中に も 謙 信 上洛 を 志して、 信 玄北國 に不， 動ば 上洛 を； 遂の由 使節 を 以て 

十。 又北條 氏康. 織 田 信 長^し 合せて 甲 州へ 鹽 どめの ありし 時、 謙 信 使節 を 甲 州に つ 

か はし、 北條. 織 田 我が 國 よりも 鹽 留可レ 仕の 旨 を 云 ふといへ ども、 我れ 是れに 不レ同 

也、 弓矢 は 盛に 取るべし、 鹽 をば 何 ほど も可レ 送の 由 をい へ り。 尤も 剛操 風流の 武將 

と 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 平 忠盛は 正 盛の 子、 淸 盛の 父 也。 武勇の 家に 生れ、 ことに 歌人に て 風流 

の 人 也。 忠盛備 前 守に て國 より 都へ 上りたり ける に、 院 より 御 使あって， 攝津 の國ゃ 

難波潟 • 明 石の 浦の 月 はいかに と 有りければ、 御 返事に、 「有 明の 月 も 明 石の 浦風に 波 

？ f りこ そ よるとみ えし か」 と 申したり。 御感 あって、 則ち 時の 撰 集金 葉 集に 入れられ 

ぬ。 

師曰 はく、 薩摩守 忠度は 平 淸盛第 七 男に あたれる 子な り。 武勇 も ゆゆしく、 歌の道 

に #) けり。 平家 都 を 落ちし とき、 五條の 三位 俊 成の もとへ 音信、 ー卷の 詠歌 を 奉り、 


勅撰の 時 思 ひ 忘れ 玉 ふなと 云 ひて 馬に 乘り、 古詩 を 前途 程遠 馳ニ思 於 雁 山 之 暮雲； 後 

會期無 ニ纓 於鴻臚 之曉淚 1 と吟ぜ り。 本文に は 後 會期遙 にして と 書け る を 如， 此詠ぜ 

り。 世 しづ まりて 千載 集 をえ らまれ しに、 忠 度の 歌の 內、 故鄕の 花と 云へ る 題に て讀 

人 しらず と 入れられたり 。一 さ ざ 浪ゃ志 賀の都 は あれに し を 昔ながら の 山 櫻 かな」 と！  K 

へる 歌 也。 叉忠度 末期に 旅 宿の 花の 短冊の こと、 世に 人の しれる こと 也。 

師曰 はく、 左 馬頭 行 盛は淸 盛の 二 男 越 前 守 基 盛の 子な り、 定家 卿に したが ひて 欹の 

道を學 びぬ。 都 落の 時定 家へ 名殘を 惜しみ、 卷 物に 消息 を そへ て 送りぬ。 其の 卷物は 

日 比よ みあ つめたる 歌 ども 也。 定家 開きみ るに、 こまやか にかいて、 その はしがきに- 

「流れな ば 名 をのみ 殘せ 行水の 哀れ はかた き 身 は 消 ゆると も」 と 云へ る 歌 あり。 定家 

是れを あはれ み、 父 俊 成の 忠 度が 歌 をよ み 人 しらず と 入れられ たる こと を 本意た く 思 

ひ、 後鳥羽 . 土 御門 • 佐 渡院を へ て 後堀河 院の 御宇、 新 勅撰の ありし に、 左 馬頭 平行 

盛と 名を顯 はして、 此の 歌 を 入れたり とに や。 

師曰 はく、 源賴朝 武將に そた はり、 專ら 詠歌に 長ず.。 文治 六 年 上洛のと き、 遠州懸 

す-. J わ り  一  し广き 

において、 佐々 木 盛， 1 小刀 を 娃の楚 割に 相 副へ て 進上の 所、 彼の のれる 折 敷に 自ら 
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筆 を そめら る。 「待ち 得た る 人の 名 さ ±5 もす はやりの わりな くみ ゆる 心 ざし 哉」 と詠ぜ 

^ 0 られ ぬ。 又 橋 本に おいて 連歌の こと あり。 各. -東鑑 に 出で たり。 後の 集に も賴 朝の 歌 

0^^p 入りたり。 ことに 院宣の 請 文 等、 自筆の 書簡文 物い やしから ず。 有 二 武備 一 もの は-必ず 

(二) 歿後に 

文章 あるの ゆ ゑに や。 

«sv の ^^；:,;? なる ベ 

し。 . ^古今. 4W  (三) 

はじめと して 師曰 はく、 源 三位 入道 賴政 は、 多田滿 仲の 子攝 津守賴 光が 三代の 後胤、 三 河 守^ 綱 

後 撰 . ！ S 

^^M^ が 孫、 兵 庫 頭 仲 正が 子 也。 武勇の 家に 生れて 先祖 をはづ かしめ ず、 保 元の 亂に御 方 を 

^^^0^ いたし、 一方の 先陳 をた ま はりて 凶徒 を 返け ぬ。 二 條院御 11 の 時、 平 治 二 ¥ に、 賴政 

ゆ 

tiil は S そのころ は 兵 ffi^ なりけ るが、 勅命 を 蒙りて 化 鳥 を 射 留めぬ。 後に 高 倉の 宮を すすめ 

づ  奉り 逆 意 を 企て、 っひに平等院にて自害しぬ。 賴政諸道にぉろそかならず、 立っ^^"il 

ごとに 不レ 紙, 威と 云 ふこと なし。 されば 弓箭 兵 化の 儀 は 家に 取りて 不, 珍- 花^：！風月 

の才も ゆたかな り。 「人 しれぬ 大內 山の 出 もり は 木隠れて のみ 月 をみ る 哉」 とよめ る 歌 

によって # 殿 を ゆるされ、 四 位に なり、 「上るべき 便りなければ 木の下に 惟 を ひろ ひ 

て 世 を 渡る 哉」 と 述懷の 歌よ みて、 七十 五に て 三位 を ゆるされぬ。 化爲を 射たり し 時 

に、 師子 王と 云 ふ 御 叙に 御衣 一重 そへ て、 關白 基實御 使に て頓 政に 被」 下け るに、 轔 


政 階の 三階に 右の ひざ をつ き、 左の 袂を ひろげて 長り て 拜領十 C 五月： bH あまりの こ 

とたる に、 折 ふし 郭公お とづれ ければ、 基實 きき あへ ず、 一郭 公 名 を も： 中云 井に あぐる 

哉」 と 仰せければ、 一 弓 はり 月の いるに まかせて 一 と頓政 申して うけとりぬ. - 時に 取 

りての 風流な り。 今年 は 七十 七に して、 薄墨 染の長 娟直垂 に 品 革 威の 鎧 をき、 今日 を 

限りと 田 ハー はれければ、 わざと 甲 をば 不. 仁者、 思 ふま まに 戰 ひて、 最後に 一首の 歌 を 詠 

ず。 「埋 木の 花 疾く事 もた かりし に 身の たる はて ぞ 哀れたり ける 一。 此の 時 歌よ むべき 

にあら ね ども、 若き より 心に かけて 好みければ、 最後に もョ い〕 ひ 出せるな り」 最も 匾流 

たりと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 平 泰時は 其の 身 天 下の 執權を 旨と し、 承久の 亂に戰 功を勵 み、 武勇の つ 

とめ 以てお こたらず、 且つ 文 道 を 守りて 時の 道 人名 僧 を 招きて 事 を 尋ね、 詠歌に も 心 

を そめて、 其の わざ &t しからず。 或 時 評定 事 終りて、 事 書の 文書 ども を持參 して、 將 

軍 家に みせ 奉りて 一 々辯 じ 終り、 又 評定 所に かへ り、 庭前の 落花 を 題して 一首の 獨呤 

あり、 一事し げき 世の 習 こそ 懶 けれ 花の ちりたん 春 も しられず 一。 此の 事 詳に東 鑑に出 

でたり。 
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ね ひら  ハラ  二 

師曰 はく、 梶原平 三景 時 は 治 承 五 年に 實平相 具して 賴 朝へ 降 參 しぬ。 不， 携, 一文，, 

と 云へ ども、 言語に 巧なる の士 也と 朿鑑 にみ えたり。 多くの 人 を し、 其の 身 もつ ひ 

に 死 を 全くせ ずと 云へ ども、 武男も 其の 功多く、 叉 詠歌に 長 じて 風流の 事 多し。 この 

源 0 ゆ..^ に賴 朝の 心に も 相 叶へ りと みえたり。 されば 源平 一 ノ 谷の 合 戰に、 梶原唤 亂れた 

卷说パ 十七  かか 

に 出. r る 梅の 枝 を やなぐ ひに 副へ てさしたり ける が、 鬼れば 花の ちりて 匂の 袖に のこれば、 

二)  內 平家の 公達 は、 「吹く 風 を 何い とひ けん 梅の 花 散りく る 時ぞ香 はま さりけ る 一 と 云 ふ 歌 

の 作、 拾  . 

集に 見 S の 心 を 思 ひて 花笳 也と 感じき と 也。 ここに  一 ノ谷 大手の 木戶 口に、 景時幷 に 二 男 平 次 

景高ー 陳に實 入りけ る 時、 大將範 頼、 ここ は 大事の 木戶ロ 也、 上に は 高 矢 倉 を あげ、 

四國 ， 九州の 精兵 やじり を そろ へ て 待つ、 あやまちすな、 後陳の 大勢 を 待ち そろ へ て 

よすべし と 下知す。 人々 承りつ ぎて、 大將の 仰せ 也、 勢 を 待ち そろへ てよ せよ とひ か 

へければ、 景時 少し かへ りみ て、 「武士のと りった へたる 梓弓 引きて は 人の かへ る 物 

か は」 と 詠 じて 械戶 口に 押入り、 散々 に戰 ひけり と 也。 心の 剛も 人に 十 ぐれ、 数奇の 

道 も 風流 也。 景時頼 朝の 奥州 陳に 供奉して ける 道に て、 「我れ 獨 りけ ふの 軍に 名 取 川」 

と 頼 朝 詠 じ 玉へば、 景時 「君 もろとも にかち わたり せん」 と 付けたり。 又 上洛の 時、 


照 卷にニ 文;^ 
二 出 十 ささ 

七 づ四元 

二  。日 年 吾 
頁 第の 八: お 
參 W 條だ m 


二-一) 

(i にき ^ ひま 相 摸 國圓子 川に て、 景時川 中に て賴 朝に 追 付き 奉りて ければ、 jgj?- の 馬に て、 鎌 倉 殿 

0^^.^ に 水の ささと かかりければ、 「圓子 川ければ ぞ波は あがりけ る」 と 仕りて 手綱 を ゆり 十 

Jl^^^^Jl . ^つ。 賴朝 二三 遍吟じ 玉 ひ、 馬の 頭を梶 原に 引 向けて、 「かかりあし くも 人 やみ るら 

へしな り 

ん」 と 付け 玉 ふ。 同じ 比、 遠 州 橋 本に て 遊女 ども まゐ りて 連歌 ありし 時、 一はし もと 

の 君に は 何 か 渡すべき」 と 鎌 倉 殿發句 ありければ、 「ただ そまが はの くれで 過ぎば や」 

と景時 付け 奉りき。 數奇の 道と 云 ひつべし。 源 太 景季が 白 川の 關 にて、 「秋風に 草木 

の 露 を はら はせ て 君が こ ゆれば 關守 もな し 一 と 詠 じ、 泰衡を 追 ひて 津久毛 橋に 到りし 

時に、 平次景 高が 「みちの くの 勢 は 味方に 津久 毛ば し 渡して かけん 泰衔 がくび 一 と辨 

諧 せし は 東鑑に 出で たり。 子ども も 皆 風流 の あ り し に こ そ 。 

(五) 

師曰 はく、 下 河 邊庄司 行 平鎭两 より 還りて、 九州 第一 の 弓と 云へ る を 一 張 鎌 倉 殿に 

獻 じければ、 仰せに、 左右な く を さめ 難し、 鎭 西に 所， 遣の 勇士 悉く 兵粮 に 手づ ま り ぬ 

と 其のき こえ あり、 然るに 汝身を 全うし 馬に 乘り、 剩へ酒 盃を獻 じ 土產を たてまつる 

條、 其の 不審 あり、 尤も 奇怪 也と あり， t れ、 は、 行 平陳じ 申しけ る は、 西國 において 兵 

粮 不足の 儀、 仰せの 通に 候、 それに 付き 甲胄まで 沾 却し 下人 を 扶助す、 此の 弓 九州に 
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(二)  0S 

記に は脚氣 

に 作る . 
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おいて 名譽 のき こえ 有， 之の 所、 そのぬ し 不慮に 沾 却す、 行 平 小袖 二 をき ける， その 

1 をぬ いで 是れ にかへ、 進物に そな ふ、 盃 酒の 儀 は 下 總の郞 等 ども 經營 すと 答へ けれ 

ば、 賴朝感 淚を拭 ひ 玉 ふといへ り。 尤も 行 平が 心 入 風流 あり、 武士の 志と 云ぶべし。 

師曰 はく、 源平 八 島の 合戰 に、 平家 方より 玉虫の 前と 云 ふ建禮 門院の 女^ を莊 りた 

てた る 船に のせ、 皆 紅の 扇に 日出した る を 枕に はさみて、 船の 舳 頭に 立て、 是れを 射 

S) 

よと 源氏の 方 を まねきぬ。 是れは 平家の 吉凶 を 占 ふためと も 云 ひ， 叉 は義經 をた ぶら 

かさん ためともい へ り。 ここに 義經畠 山の 重忠を 招き 可 レ射由 を 命ず。 重忠、 これ は 

晴の藝 也、 筋氣 あって 分の もの を 射る に 便りな しと 云 ふ。 さらば 誰かと ありし とき、 

下野 國 住人 那須太 郞助宗 が 子 兄弟 あり、 是れこ そ 如 1 此 小物 はさ かしく 候と 云 ひけれ 

ば、 やがて 是れを 召す。 兄の 十郞、 弟の 與 一宗 高に ゅづれ り。 宗高無 こ 子細 ー領， ^して， 

組& ら^の に、 緋 威の 鎧に 二十 四 指いた る 中 黑の箭 負 ひ、 滋籐の 弓に 赤銅 造の 太刀 

を 佩き、 赫 白馬の 太く 逞しき に、 洲 崎に 千鳥の 飛散り たる 貝 鞍 置いての り、 甲 をば 

ぬいで 童に もたせ、 揉 烏帽子 引立て、 薄紅 梅の 鉢卷 して、 手綱 かいくり 扇の 方へ 行 向 

ふ。 沖に は 平家の 歷々 船 をなら ベ、 港に は 源氏の 軍將轡 をなら ベ 見物の 所に、 七 段 斗 


(一-;) 北條義 

時の 孫、 實， 

金？ S 氏を稱 す、 

ほ 恰も 時宗 執 

權の 時代に 當 

れり。 0^ 

(四) 五十 卷.、 


も 奉じて、 群 

著の 中より iS 

K，，i 要に 開す. 


て 編せ る 書に 

して、 吾が 國 

にても 歷代： 大 

たォを 始め 政治 

家に 最も 重ん 

ぜらる 

(五) 太卒 記 

卷第 七、 吉野 

城： 《H» の條に 

出， つ 

(六 ：>  R 卷第 

十、 金澤 貞將 

討 死の 事條に 

出づ 

(七) 北條高 

時 


り を へ だてて、 蚊 目より 上 一 寸 置いて ふっと 射 切りければ、 蚊 目 は 船に とまり、 扇 は 

{ 仝 にあがり、 しばらく ひらめきぬ。 時の 見物 面白さに、 各. -感 にた へぬ。 まことに 戰 

場の 風流と 云 ふべ し。 宗高 時に 十七 歲、 名 を 末世に あげたり。 

師曰 はく、 金 澤實時 は 天性 文書 を このむ。 貞顯、 淸原 敎隆に „ 群 書 治 要 を 講ぜし む。 

而 して 實 時金澤 に 文庫 を 立て、 金澤 文庫の 四 字 を 印に きざみて、 佛 書に は 朱印、 儒 書 

に は 黑印 を 押す。 後世 其 の 遣 書 の もれの こりて ある あり。 

師曰 はく.， 大塔宮 護 良 親王 吉野 城に 籠居のと き、 寄 手 利 を 得て、 宮旣に 最期の 酒宴 

きっさき 

を 初め 玉 ふに、 木 寺 相 摸 四 尺 三寸の 太刀の 鉢に 敵の 首 を さし 貫きて、 宮の 御前に 畏ま 

り、 劍戟を ふらす 事 電光の 如く 也、 磐石 岩 を 飛ばす こと 春の 雨に 相 同じ。 然 りと 

は 云へ ども、 天帝の 身に はち かづ かで、 修羅 かれが 爲に 破らる と、 拍子 を あげて 舞 ひ 

たりと 也。 唯今 各. >  最後の 場に のぞみ 如， 此 風情、 剛操 風流と 云 ふべ し。 

(六)  さだま さ 

師曰 はく- 新田 義貞旣 に 鎌 倉に 責 入る 時、 金 澤武藏 守 貞將山 內の合 戰に打 破られ、 

(七)  ナラ 

我が身 も七ケ 所まで 疵を 蒙り、 相 摸 入道が 居 玉 ふ 東 勝 寺に かへ りければ、 入道 不レ料 

喜びて、 やがて 兩操題 職に すゑら るべき 御敎書 をな され， 相 摸 守に うつされぬ。 貞將 

+ 談 三  三 二 七 
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は 一家の 滅亡 日の 中 を不レ 過と 被レ思 けれども、 多年の 所望、 氏族の 規摸 とする 職 なれ 

ば、 今 は 冥途の 思 ひで にも なれ かしと、 彼の 御 教書 を 請 取り、 叉戰 場に 打 出で ける が、 

其の 御敎 書の 裏に、 棄ニ我 百年 命 一報 二 公一 日 恩 一と 大文字に 書きて、 是れを g. の 引合せ 

に 入れ、 大勢の 內 にかけ 入りて 打 死 を とげぬ。  - 

おなじ... J き し あく  しゃう をん  きょくろく  けっか ふ ざ 

師曰 はく、 同時、 鹽飽 入道 聖遠中 門に 曲录を かざらせ、 せハの 上に 結跏跌 牛" して、 m 

取 寄せ 自ら 筆 を 染め、 辭 世の 頌を 書きて、 叉 手して 頸 をのべ、 子息の 四郞 にうた せて 

終りぬ。 死期の 風流 尤も 心 あり。 

(ョ) 管； お H 喜； S 孫 

師曰 はく、 長 崎 高 重、 武藏 野合 戰 より 鎌 倉 滅亡まで 八十 餘 度の 戰に、 毎度 先 を かけ、 

圍を 破りて 自ら 相當る 事不， 知， 數 * 今 曰 を 限りと 思 ひければ、 甲 をばぬ ぎ 捨て. 筋 

の 帷の月 H 推した るに、 精 好の 大口の 上に 赤絲 の腹卷 著て、 小手 をば 不レ 差、 ， 晃雞と 

云 ふ 坂 東 一 の 名馬に、 金 貝の 鞍に 小 總の鞦 かけ 乘 りて、 是れを 最期と 思 ひ 定めければ、 

先 づ崇壽 寺の 長老 南山 和 尙に參 して 案 內を請 ひ、 庭 上に 立ちながら 左右に 捭 して 問う 

、 、 ゼ"  ， 

て 曰 はく、 如何 是 勇士 任心麼 事。 和 小 M 答 曰、 吹 毛 急用 不， 如：， 前。 」f 重 此の 一 句に 問 訊 

§  ケ 

して、 門前より 馬 引よ せ 打の り、 打 物の さや もはづ さず、 笠 印 も不レ 付して 敵 陳に入 


(五) 義^貝 の； 


ニハ) 正 平 七 

年 足 利 氏 仁 木 

にへ S じ 伊勢の 

守 S とす C 仁 

木 長 野の 坡を 

攻取 りこ こに 

居る。 後 仁 木 

吉 野に 降り 足 

利に 抗す、 こ 

こ ほその 時の 

事な り。 後に 

仁 また 足 利 

に はる、 太平 

K 卷？ 1?： 二十 六、 

仁木京兆^？方 

へ^?-る0條に 

ar つ 

(七) 足 利 二 

(八) $0 

卷 第二 十六、 

1.丄一 に吉 野に 參 

る 事の ^に 出 

づ 


り、 義貞を 打取るべし と 心 懸け けれども、 由 良 これ を 知りて、 あまさ じと 取 かこむ。 

高 重 思 ひの ままに 死 狂して 大敵 を かけやぶ り、 山內 より 葛 丙の 谷 口 まて 十七 度 か へ し 

合 ひ、 鎧に 立つ 所の 矢 二十 三 筋、 蓑 毛の ごとく 折 かけ、 東 勝 寺に かへ り 最期の 酒 盛し 

て、 一 番に 自害せ りと 也。 

師曰 はく、 仁 木義長 伊勢の 長 野の 城に こもり ける 時に、 械中披 乏しく 一族 郞從も 落 

失せけ るに、 土岐右 馬頭 氏 光 • 外 山 • 今峯 兄弟 三人 各. -仁 木に 屬 して 城に こもり. t る 

が、 弟の 外 山. 今 系 は 忽ちに 翻りて 寄 手に 加り、 氏 光、 に猶ほ 城に とどまりぬ。 連枝の 

間 なれば、 外 山. 今 案 何と ぞ して 氏 光 を 助けば やと 思 ひて、 潜に 人 を 遣 はし、 城の さ 

のみ 弱り 候 はぬ 內に * 急ぎ 御 降参 候へ、 將 軍の 仰せ も 無， 一子 細 1 候へば， 本領の 相違 聊 

か 有， 之 まじき にて 候と 申し 遣 はしければ、 氏 光 鬼 角の 返事 をば せず、 其の 文 を 引返 

して、 一 首の 歌 を 書きて 返しぬ。 一 連り し 枝の 木の葉の 散々 にさ そふ 嵐の 音 さ へ ぞう 

き 一。 此の 歌 都に 上り、 義詮の 15^ 參に 入りければ、 義 深く 武 やさしく も讀 みける 志 哉 

と 感じ 玉 ひ、 近習の 人々 も 是れぞ 弓 取の 本意と 云 ひて、 泪を 流しけ ると 也。 

(r ヽ 1 

師曰 はく、 楠 (木) 正 行 旣に打 死と 思 定め、 先帝の 御廟へ 參詣 し、 一族 若黨 二百 四十 

士  0 三  三 二 九 


肺；^に泰十太 と 事ての 利義次 5 條房卷 つ 

^さ 出 出 九 平 共？; 爲揮 '郎^に 卿第ビ 
づ ' 記 に R 币 に に 氏 こ 左 出遁十 
高 事師 卷窮 itC 走 ^«fi の 衞藥づ 世 二 太 
U のめ: 第 迫 兄 t) は 直 昨 門師 事 、平 
ig 條師 二す 弟 執れ 義足 公せ の 藤 記 
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三人， 备. '今度の 軍 難儀な らんに は 一 人 も 生きて 返る まじき と、 太刀の 鏵を たたき 堅 

く 誓約 をな し、 如意 輪 堂の 壁に 己れ が 名字 を 過去帳に かきつらねて、 其の 輿に、 「：！ 

一 I ) 

L に，. f| 仏 ら じと かねて 思 へ ば 梓弓な き數に 入る 名 をぞ留 むる」 と 一 首の 歌 を 書き留め、 逆修の 

|^?- を ために 鬂の髮 を 少し 切りて 佛 殿へ 投入れ、 その H 吉野を 立ちて- 四條繩 手の 合 戰に打 

死 を とげ、 和 田. 摘 (木) がー 族廿 三人、 相從ふ もの 不， 殘命を 君臣 二 代の 義に とどめ、 

名 を 末代 之 功に 施せり。  . 

よし あ 今.！ ら 

師曰 はく、 源義詮 亡父 尊 氏に 從 一位 左大臣の 贈官 ありし 時、 三度 拜兒 して 淚を おさ 

へ 、 「歸る ベ き 道し なければ 位 山 るに 付け てぬる る 袖 哉」 と 詠ず。 勒使 哀れなる こ と 

にきいて^ 聞し ければ、 君叙感 あって 新 千載 集の 哀傷の 部に 被， 入、 お 賞 ありし と 也。 

(二)  (3 

師曰 はく、 萬 里 小路 藤 房 君に 諫言 を 奉り けれども、 次第に 御 許容もう； すかり ければ、 

八幡の 行幸の 供奉 をつ とめ、 それより 直に 隱遁 して、 一生 ありか もしれ ず ありし 也。 

最も 風流 あり、 臣の義 に 叶へ り。 藥師寺 公義， 高 家 を異兑 して 必死の 戰を勸 め けれど 

も. 執事 兄弟 朦 然として 不， 從 ければ、 不， 如 憂世 をす てんに とて、 「取る はう し 取ら 

ねば 人の 數 ならず 捨 つべき もの は 弓矢 也け り」 と 詠 じて 自ら 眷を 押き り、 墨染の 袖に 


たりて 高野山に 入り、 閑居 幽隱の 人と なれり。 「高野山う きょの 夢 もさ めぬべし その 

曉の 松の- 嵐に」 とよめ る も 公義が 歌 也。 風流 あるに 似たり といへ ども、 剛操 において 

は 取る 所な し。 故に 又 還俗して 玄 可と 號し， 宇都 宮に 助力す、 其の 志 可, 見。 

師曰 はく、 武勇 剛操 を專ら にす と 云へ ども、 一向 血 氣の勇 を 事と して、 言行 作法と 

もに 不レ 正、 風流 高尙 なる 趣 も あら ざれば， 唯 だ 荒夷に て 心の ままに 振舞 ひ、 我 まま 

のみに て禮義 をみ だり 法度 を 失 ふこと 多し。 木 曾 源義仲 はさし もの 勇將 なり、 勢に ま 

かせて は 寵をひ こづら ふ 事 を もな せる ベ き 生 質 也と 云 へ ども、 信 濃の 山中に 人となり 

敎へ もた く 事物の わけ も 分明なら ず、 戰國に 生れて 弓矢 を 1^ りて 勇 を あ ら は す を の み 

をち ど 

を 武士な りと 思 ひ、 心の ままに 北國 にて 事 を 致す の 間 は、 さして 越度 もなかり しに、 

ひん、  リ つ 

旣に 上洛して 文物 彬々 たる 京都に 入り、 田舍 にて 我 ままし 北 國に威 を 振 ひしに 不レ變 

ければ、 一言の ものい ひ、 一の 形 儀、 世の 笑ぐ さと なれり。 昔の 人 は 鋒 をよ こたへ て 

(お) 

詩 を ふす るの ためし も あるに、 左まで こそな くと も， 木 曾が 振舞 は あまりに 無骨に し 

ラ  しかしながら 

て、 風流の 所に 不， 至、 是れ 併 田舍に そだちて 事物 を わき まへ ざる ゆ ゑな り。 

(五) §  、 ， 

師曰 はく、 壇の うらに て 平家 悉く 入水の 時、 海上へ うすの ながれ 來 りければ、 猪 侯 


(一) 〔え £ の 

武將、 法名 長 

棟- B 洞院と 

おす" 上野 • 

m 豆 を， か .1、 

後 を 兼 (おす。 

鎌；；； J 執事と な 

る。 &銷足 利 

持 氏の 上. おの 

^^3-を；！止し、 

BE お の 問 

不和と な. o、 

持 氏 は 救を兒 

て憲赏 も；； た 

ん とす。 H つ 

て永享 十年雜 

<C を 去って 上 

野に 赴きし が、 

氏 伐の 計 

を めぐらせし 

も 以て 急な 京 

都の iffS に， 訴 

ふ。 將：. ？邊教 

をャ： t て 持 

氏 をう や-遂に 

n 殺せ L む。 

そ € 助ん 叩 

なな〕 て 聞か 

れす、 に 執 

事 俊 をゅづ つ 

て 出 す。 $ - 

生な 長 門に 送 

り 文 正 ハヰ 残、 
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近 平 六 取 あへ ず、 「平家のう すと み ゆるな り 1： り」 と 云 へりければ.、 八 田 知 家 、「年 比の 

たのみ も 今 はっき 果てて」 と 付けたり と 也。 古の 武士の 志 は I レ此 風流に ありぬ。 

師曰 はく、 上 杉 安房 守 憲實、 源 持 氏に 事 ありし 後、 しばらく 關 東の 成敗 を 司 どり て 

鎌 倉に ありけ るが、 諸 大名 頻りに 湖 を 入れて、 彼れ が 下風に 立たん こと を 望む。 憲實 

が 今度の 事、 有レ忠 て無レ 誤と 云へ ども、 虎口の 譖 によって 君臣 不快に 及んで、 つ ひに 

持 氏の 事出來 ぬれば、 必竟 身の 罪なる こと を 思 ひ、 俄に 出家して 高 岳 長楝巷 主と 號し" 

舍弟上 杉 兵 庫 頭 淸方を 越後より 呼 越し、 子息 成人の 問、 名代と して t: 領職 をゅづ り、 

山 內を辭 して 諸國を 修行す-。 此の 人足 利の 學 校に 五經 正義 を 寄進せ り。 

師曰 はく、  k 常緣 者、 元と 千 葉の 餘流 也。 常緣が 先祖 胤賴、 武勇の いとま 風雅に 心 

-V うじ やうえん 

を よせてけ り。 胤頼が 子 重 服、 緣 者の よしみに W りて、 ニ條 家の 歌傳祕 事を不 レ殘傳 

受し、 それより 世々 に不レ 怠、 常緣に 至りて 彌； 盛 也。 文明の 比、 宗祇 法師 此の 常緣 

より 古今 集 を相傳 十。 此の 後 古今 傳受と 云 ふことの 初めて 世に 沙汰 あり。 集 どもの 抄 

物 をつ くり、 尤も 歌に み 巧で たりと 也。 

になが は  二  11) 

師曰 はく、 峰 川 親當は 新お 衞 門と 號 して、 伊世の 家に 代々 つかへ、 公方 義敎 のとき 


R( 書 語 Id  二 八 S 蕖 文 K     六 へ: 聞 な 守 門 ニ條類 す' 戰 づ 之 や- 年 

收類 にな <D 七 5 書 科 八， 代 じ 書り 常人つ に 從事記 '事 五 
レ從 出び 頁 中 大；! » 將 名 e 季遠 も 所へ 憲 父の^ 十 

合づ 十三 參 前に 舉現 親' ポ 足 高 東 の m  « ,'u 牧 赏開條 貧し- 
戰ぺ河 好 照 出 あ 史存元 利し 野 先 備行づ "^お: 出 東に 出 ' 

tn: 群 物 別 一り 誌、 日 第 州祖 前の の 書家 合 出家 永 


政所の 公役 をつ とめて 京都の 沙汰 人たり。 姓は宮 道、 元と 物 部 守屋が 末孫な りと 云へ 

り。 武家の 式 禮を詳 にし、 和歌 を ぶ。 其の 世に 名 ある 歌 ども、 の. せて 筑波 集に 出で 

たる 也。 永享 元年に 右衛門 少尉に 任じ、 文 安 y 年に 卒す、 法名 は智 藉と號 せり。 此の 

子 親元 義政 に 仕へ て 政所の 公役 をつ とむ。 其の 比の 日記 世に のこりて あり。 

(五) よしとも 

師曰 はく、 三浦義 同、 位 四 品に のぼり 陸 奥 守に 任じ、 後に 道寸と 云へ り。 勇武に す 

(新) 

ぐれ、 荒 一 ー郞 とい へる は 此の もの 也。 荒 井の 城 を 三年 もちて、 早 雲と 百 戰の術 をつ く 

し、 娘つ きて つ ひに 曰疋に 死す。 武勇の いとまに は 歌學に 志して、 あ 常緣に 古今 を傳受 

し、 平生 詠歌 を 以て 風流と 十。 

師曰 は く、 三 好 實休は 本 氏 は 小 笠 原、 阿波の 三 好を領 して、 在 名 を 以て 名字と 十。 

永^ 七 年 七 尸" SI 死、 三年 かくせり  永 錄七年 五 GT 

父 は 筑前守 元 長と 云 ひて、 天文 二 年に 自殺す。 兄 は 修理 大夫 長慶と 云へ り、 弟 を 安宅 

•f 飯 盛 城.？ 被レ： jf_l  t がう 

攝津守 冬 康と云 ひ、 その 次 を 十 河 左衞門 一 と號 して、 讚 岐の十 河の 城に 住し、 後に 

讚岐 守に たれり。 兄弟 四 人お ろか もな き 勇士な り。 實休は 畳 前 守と い へり。 ここに 永 

五 年 三月 五日、 泉 州久米 田に 陳を 張りけ るに、 畠 山 高 政大將 にて、 根 來寺衆 俄に 取 

かけて 相戰 ひける を、 篠 右京 進 きりかかり、 根來衆 切り まけて 引返く。 これにき ほ 


ケ n'2 事 卷 nrj よ に 半の 二 

の 太 、一 n  く 伴 舉碩牧 朽ナ界 じ 
條 關太 す 流び 及の 齋の 
に 人 一お- H  ] 北 の 、ひ-子と 連 :X 
出道^^道條 書 又？ 9： な 7》, ぜ歌正 
づ事戰 滞 記 を 飛 頃 り す師 ifi 


(一) 實休 は： 

道 を紹熙 に， 

if んで よくす 


(二) 條现 職； 

のま： 名、 郎ちー 

兄の 修现大 夫 一 

長 を is す ； 
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ひて、 三 好 山城 守 其の 外の 軍勢 一同に かけ 入りぬ。 大將實 休 旗本に はわ.、 つかな 斗り に 

不レ 過、 實休 元より 思慮う すく 勇猛の 將 なれば， 旗 を 十す めて かかられぬ。 士卒 諫め 

ける は、 久米川 を 前に あてて 備 へられ 可レ 然と 云 ふ。 實休、 出過ぎて あやまり は不, 苦、 

退かん は 見苦し かるべ し、 軍 利な くば 二度 茶 宪の柄 を 取る まじと 云 ひて 不 L 迟。 M 山 

高 政 此の 虛を 考へ戰 ひければ、 實休 一足 も不レ 引、 日 比 ひざう の あさ じと： ム ふ 茶； g を 

押 折り， 三 雲 光忠に て 自害せ り。 此の 頸 を 根 來寺左 京と 云 ふ もの とれり。 實休 數奇を 

好んで、 末期に も 其の 志 を不レ 失。 この 事； ik: 作に きこえければ、 「薄ま じりの 荻の 一 村」 

と 云 ふ 前 句の ありし を、 11^ 作 さわぐ 氣色 なく、 「古沼の かわく 方より 野と なりて」 と 付 

けて 出 でられぬ とぞ。 實休追 前の 連歌に、 「花に みし 世 は 早 川の 紅葉 哉」 と宗 養が いた 

せる に、 "ほ 作、 「一本 さむし 峯の 松風」 と 付けられに けりと ぞ。 

師曰 はく、 太 田 道 灌は源 三位 入道 賴 政が 後胤、 太 田備中 守資淸 入道 道 眞が子 也。 元 

は 丹 陽の 人、 近 比 相 州に 至りて、 扇 谷の 老臣と して 武 州都 筑郡太 田鄕の 地頭たり。 道 

眞 弓矢 を 取りて 名 を 得、 ことに 詠歌に 長ず。 道 灌童名 は 鶴 千代と 號 して、 七歲 より 學 

, に 入り、 十 一 歳の 比旣に 螢雪の 功 をつ み、 文 を 作りて 父に 送る。 父 これ を迎 へ 、 ， も譽世 


にかくれ なし。 加冠して 太 田 源六資 長と 號す、 後に は備中 守と 云 ひ- 入道して 道灌と 

云へ り。 道 液 武勇 謀計に 長 じ 諸藝に 達して、 好む 所に 名 を顯は 十。 其の 比關 東の 管領 

は、 上 杉 顯定を 山 內と號 し、 上 杉 定政を 扇 谷と 號 して、 上杉兩 家の 權也。 上 杉 は勸修 

寺の 庶流 上 杉 重 房と 云 ふ もの 宗尊 親王の 供奉して 鎌 倉に 下り、 關 東に 居り， その子 を 

頼 重と 一 K つて ける。 賴 重が 女 淸 子と 云 ひし は 尊 氏. 直 義の母 儀 也。 淸 子の 兄弟 を憲 m ノ 

重顯と 云へ り。 憲房子 民 部大輔 憲定、 是れを 山 內と云 ひて 上 杉の 楝梁 とす。 憲 顯弟彈 

正 少弼憲 藤は禪 秀が祖 也。 重顯が 子孫 を CP 谷と 云 ふ、 兩上 杉是れ 也。 山內は h 杉の 惣 

領ゅ ゑに、 分國 多く 軍勢 も 甚だ 多 かりき。 扇 谷 は 庶子 ゆ ゑ、 分 國も人 衆 も 少な かりけ 

れ ども、 太 田 父子 文武の 德に 化して、 結句 山內 よ. -威大 になり き。 是れ によって 山內 

井に 上 杉 一家 皆 偏執して、 次第に 取合 合戰に 及ぶ に付き、 道灌 思案 を 廻らし、 名 城 を 

取 立て 大勢 を こめん こと を 恩 ふ。 其の 比 道 灌は武 州 荏 原 郡 品 川の 館に ありけ るが、 靈 

夢の 吿 ありと て、 同 國畳島 郡 江戶の 館に うつる。 此の 地名 地に して、 山な くして 四邊 

を IB- 下し、 入海 遠く 滿 ちて 往還 運送 を 利す、 誠に 目出度き 所な り と 云 ひて、 康 -4=- 乙 亥よ 

P うし へ テ ヲ 

り長祿 元年まで にして 成就す。 道 灌の居 宅 を靜勝 軒と 云 ふ。 是れは 尉 絞-子に、 兵 以レ靜 

士 談 三  三 三 五 


俗文て 九ハ lg  二 
るし ゆ？; 常 、し *w 
てお 禪 山 

士 後 名 に 里 國 都 
と is の し 周- IP の 
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勝、 國以， 專 勝と 云へ る 語に 本 づけり と 也。 ^を 含 雪と 云 ひ、 東 を 泊 船と 云 ふ。 是れ 

二)  (二)  二 ハミ  ノヲ- -へグ 

は 萬 年の 萬 単： 居士 を 招きて 此の 名 を 請 ひしと にや。 されば 窓 含 ニ西嶺 千秋 雪 一 門 繁， 1 

東吳萬 a- 船 一と 云 ふ 唐の 杜子 美が 一 聯 によって、 船 をつな ぐと よめる をつな がんと よ 

みか へ て、 此の 號を なせり と 也。 而 して 萬 串-に 命じて、 銘、 作：， 序、 作 JT 井に 

五山の 名僧 を 請 じて 詩 をつ くらしむ。 文" 5- を 立て 萬 卷の書 を あつめ、 翳 方 • 兵書 *史 

傳 及び 歌書 殘る 所な し。 此の 年 廿五歲 也。 あまたの 城 をと りしに、 此の 城に まさる こ 

となし と 自慢し、 四方 を ながめて 自詠ォ 。「我が 惹は 松原 遠く 海 近し 富 士の高 根 を 軒端 

にぞ みる」 と。 此の 詠ぜし 所の 矢 倉 をば、 富士 見の 亭と 云へ り。 文明 年中に、 、江戶 に 

も 川 越の ごとく、 仙 波の 山 王を鎭 守と し、 三 好の： 大神 をう つし、 文明 十 年 六月 五日に、 

日 河の 社に なぞらへ て 津久戶 の 明 祌を崇 ぶ。 其の 風流 以て 可レ： こ AJ に 山 內の成 勢 

曰々 に衰 ふる を 以て、 顯定 ひそかに 間 を 入れ、 はかりごと をな して、 君臣の 間 を鼯せ 

しむ。 故に 定 政つ ひに 道 灌を疑 ひ、 風 に 入りて 湯殿に おいて 畏刀 にて 生害す。 道灌 

死期に 一 首 を 詠 じ、 定 政の 滅亡 ここに 究 まれり と 云って 死す。 果して 11 谷 衰微して 又 

不レ 起な りぬ と 也。 道^ 常に 此の 歌 を 以て 子ども を 戒められぬ とて 人の かたりし は、 


(：.：) 京都の 

五山、 ： 人 fi* 

相 ぼ • 建 仁， 

東 i  • 萬ほ夺 


「あさな/ \ 木の葉 を 風の 吹き やりてお のれ あらしの 聲 よわるな り」。 「世の中 は 人た 

めなら ずくる しと やみ まきの 駒の まぐ さお ふ 也」。 「春の 野に つのぐ む澤の あしべ に は 

つながぬ 駒 も はなれ ざり けり」。 

師曰 はく、 今 川 了 俊 は 伊豆守 貞 世と 云 ひて、 代々 武勇の 家 也。 九州の 奉行たり。 世 

に 行 はるる 太平 記に 多くの 虚說 をのせ て、 父 國範の 事な ど を 書きお とせる こと を 難 じ 

g^fl^, て 一 冊の 書 を 作す、 難 太平 記と 云 ふ是れ 也。 その 奥 書に 子孫の 戏 をのせ て 一首の 歌 を 

わ  詠ず。 「子よ 孫よ 己れ さかし と 思 ふと も 親の 愚かに 猪 やおと らん」、 殊勝なる ことに や。 

了 俊の 息 仲秋への 戒の書 は、 俗に 今 川 狀と號 して、 兒童も 是れを 取 あっかへ り。 了 俊 

父 國範駿 河 遠 江を領 す、 長子 範 氏に 駿河を ゅづ り、 遠 州 を 了 俊に ゆづる。 範氏 死して、 

其の 子 泰範、 了 俊と 不和なる を 以て、 了 俊 九州に あるの 內、 さまん \ に 譜を搆 へけ る 

な.， ご，) ろ 

が ゆ ゑに、 應 永の 中 比、 了 俊 本領 を も はな たれて 蟄居す る 也。 

師曰 はく、 中 殿御 會と云 ふ は、 天子 淸涼 殿に 出御な つて、 群臣 を あつめて 歌の 御會、 

管絃の 儀式 ある こと 也。 尤も 風流の わざに して、 實は 君臣 同 遊の 心なるべし。 治國平 

均のと きに 必ず 行 はる。 後冷泉 院天喜 四 年に 始まれり。 正 治 六 年 三月に、 中 殿の 御會 

士 談 三  三 一一 一七 


二) 室^ 時 

代の 歌人 樂者、 

關. G 賴原通 平 

の 子、 北朝の 

せ ^.大，3；；？ 以下 

諸 朝に 仕 ふ。 

欧 4 よくし 

L. 筑波 問答 

を あら はして 

速 歌の 故 52 風 

§^;作法^を記 

す 

(二) 足利將 

(； 一一) 義滿の 

法名、 義嗣は 

その； 十な b  a 


(£) 足利將 

第、 下に 東 山 

相 公 i ある も、 

政の こと 
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を 武家 執し 中して、 以ニ 花多舂 友 一 題と して、 關白藤 良 基 作, 序、 源義訟 列座して、 ，^ 

歌 を 詠 じ 御遊に 加 はる。 是れ より 以後 武家に 行幸 あり、 武家に 宴 を 賜 ひて 歌の 會 御遊 

ある、 皆 以て 中 殿の 御會 を學ん で、 尤も 武臣の 風流 也。 源 義滿窒 町の 亭を 長男 義 持に 

ゅづ り、 北山に 新造の 御所 を 建て、 嘉慶四 年に 彼の 亭に うつり、 同 十五 年に 北山の 亭 

へ 行幸な し 奉り、 前 大樹 義滿 法服 を 著し 數珠を つまぐり、 愛子 義嗣を たづ さへ、 e: 足 

の 門下に 出で て迎へ 奉り、 管 絞 御遊 あり、 倭 歌の 御會 ありて- 以 U 花 契 萬 年 1 爲， 題。 

(=1) f 

御製の 次に 沙門 道義、 § 次に 源 義嗣、 次に 關白 經嗣 也。 是れ 武家に 行幸 を 執し 巾し ぬ 

る 初 也。 道義 風流 を このみ 武家の 威 を 重く す。 武家の 官位 此の 比より 盛 也。 二 條の關 

白 師嗣の 子 道 忠に諱 の 字 を 賜 ひて 滿 基と 號す。 ニ條 家に 武家より 諱を賜 ふこと もこの 

時より 也。 北山 殿 を 世に 金 閣と號 す。 

(巧)  とうぐ だう 

師曰 はく、  ^義 政晚 年に 東 山の 慈 照 寺の 內に東 求 堂 を 造りて この 所に うつり、 東 山 

殿と 云 ひ、 古器 名畫 をた く はへ、 茶の 會を舆 行して 風流 を かまへ 玉 ふ。 銀閣を 作りて 

北山の 金閣に 比す。 相 阿彌. 能 阿 彌、 東 山 相 公の 同朋に して 數奇に 長ず。 人々 の 器物、 

價の髙 下、 新 古の SE 利、 皆 彼等が 云 ふ 所 を 以て 證十。 尤も 畫を よくして、 僧 雪 舟.^ び 


小 栗 • 曾 我 • 狩 野の ともがらと 名 を 同じく す。 是れ數 奇の會 の始り 也。 それより 公武 

^  僧俗 是れを 以て 風流と す。 南京の 珠光 • 場の 紹鷗 • 千宗易 等 皆 数奇に 長 じて、 世に も 

てな せり。 武家閑暇の^^、 用に 其の 理 をき はめば、 風流の 其の ひとつに たり XT, 、きわ 

ざな り。 

H へ)  S  ともき だ 

^^^.^0 師曰 はく、 上 杉 家の 侍に 難 波 多 彈正武 州 松 山に 居城、 上 杉 扇 谷 朝 定犬文 六 年 丁酉 七 

HCSSJSE 月 川 越 城 を 北條氏 綱に 责め おとされ 松 山に 入りぬ。 難 波 多 かひん \ しくた のまれ まゐ 

ら せて、 松 山に 循 籠る。 七月 =p 日 氏 綱 松 山に 押 寄せて 手いた く 是れを 食め けれども、 

難 波 多 堅く 守りて 不.. 落に 付いて、 氏 綱 近邊を 放火して 兵 を 小 田 原に いれぬ。 此の 戰に 

北條 家の 侍 山中 主 曙と 云 ひし もの 難 波 多と 戰 ひける に、 難 波 多 輕くぁ ひしら ひ 早々 引 

きて ければ、 山中 追 ひかけ て、 「あしから じょ かれと てこ そ戰 はめた ど 難 波 多の くづ 

1, セー， J^is- れ行 くらん」 と 云 ひければ、 彈正取 あへ ず、 「君 を 置きて あだし 心 を 我れ もた ば 末の 

卷 M  f 一) 

—出づ  松 山 波 もこ さなん」 と、 古歌 を 以て 其の 返し を 致せり。 優に やさしき 事と 云ぶべし。 

師曰 はく、 武 田信玄 武勇 干戈の 暇に 詩歌 を 以て 情 を 述べ、 且つ 禪學を このみ， 卅歲 

にして 入道し 法 性 院機山 信 玄と號 す。 出陳に も 必ず 法服 を 著し 念數を 持つ。 近習に 備 

士 談 三  三 三 九 
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ふる 所の 侍 多く は壯 年に て 入道せ しめ、 戰場 にも 是れを 左右に 置く、 尤も 機變 風流の 

所 あり。 長 尾 謙 信 又 わかき より 修行し、 壯年 にして 入道して 不識葡 謙 信と 號す。 戰場 

においても 白 鉢 卷に萌 黄の 胴 肩 衣 を 好んで 著す。 舂日 山の 城に 爲舍門 堂 を 建て 置きて 

常に 勤行し、 護摩の 烟を ふす ベ、 鈴 を ふり、 獨固を 持し、 尤も 風流の 事 多し。 僧 を 請 

じて は 問答た たきな ど をい はせ、 以て 戲 とすと ぞ。 

師曰 はく、 齋藤 山城 守 道 三 は 元と 山城 國西 京の 人、 家 貧しく して 油 をう つて 業と 十。 

(長) 

後 に 濃 州 に 至りて 土岐の 家老 永 井藤 左 衞門尉 にっかへ、 後に 長 井 を 殺し て 長 井新 九郞 

ノ よりす け 

と號 す。 其の後 土 岐賴藝 をた ふして 美 濃を領 す、 弓矢 を 取りて 名高し。 その子 左 京大 

よ 9 よし 

夫義 龍の ために 害せら る。 その 前日に、 末子の 比 叙 山に 兒 にて ありけ る 方へ、 一 紙の 

遣 狀を途 る。 態と 申し送る 意趣 者、 美 濃國之 儀、 i 織 田 上總介 可， 任 ニ存八 R 一之 條、 讓 

狀を封 じ、 信 長へ 送 遣 候 事。 其方 之 事、 如 n 堅：^, 京妙覺 寺へ 被， 上尤に 候。 一子 出家 

ケ ノへ  なみだ  テハ 

すれば 九族 天に 生ずる 謂れ 有り、 如， 此調 候。 一 筆洎 斗り。 よし それ も 夢、 於 n 齋藤山 

二  シク  ス  レヲル  一一  (^) 

城 守 一 者、 法 花 妙體之 中に 宜， 一生 老病 死； 離 A 苦 到， I 修羅場； 佛果 をえん ぞ 嬉しき。 明日 

向-二 戰； 五體 不具 之 成怫、 不レ可 レ有レ 疑。 げ にや、 捨てて だに 此の世の 外 はなき もの 


を いづく か 終の すみかなる たらん。 弘治ニ 年 二月 日、 兒に參 る、 齋藤 山城 入道 道 三と 

かいて 送りぬ。 日 比 遊行 柳の 謠 をとの みける ゆ ゑ 也と い へ り。 末期に も 日 比の 數奇を 

不レ忘 は、 志の 正しき と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 道三義 龍を棄 てて 幼子 を 立てん とす。 是れは 義寵の 母土岐 殿に て 懐姙の 

子 を、 道 三の 所に てうめ る ゆ ゑ 也と ぞ。 義龍 これに 因りて 道 三と 中 あしくな り、 道 三 

放 11 のために 出で たる あとに て、 日 板 野 備中守 弘就を 云 合せて、 舍弟孫 四 郞- 喜 平 次 

玄龍 

兩人を 招請して さしころ さしむ。 而 して 道 三 を 立 出し、 十二月 晦日に 義龍 自ら 髮 をお 

ろして、 父 を 立 出した る 罪 を 謝し- 家 ゆへ 命ぜり ける は、 我れ に屬 せんず る葷は 明日 

シ ヅ  ニーー> 

^^^^mw. の 出仕に 薙髮 すべし、 道 三に 屬 せん もの は髮を 立てて 可レ 出と 云 ひわた す。 ここに 道 

00 化 六 郞左衞 門 半分 は 剃り 半分 は髮を 置きて 出仕す。 いづれ も 主人 なれば、 どれと 云 ふ 

て戰 死と あり 

べき 所な しと 云 ふ 心たり とに や。 つ ひに 道 三に 屬 して 三十 六歲 にて 打 死せ り。 風流た 

るし わざと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 太 田 道 灌武州 入 間 川 を 越 ゆると き、 夜に 入りて 前後 もみえず、 水の 干 落 

もしれ ざり し を、 「遠くたり 近くた るみの 濱 千鳥 聲にぞ 潮の 滿干 をば しる」 と 云 ふ 歌 

士 談 三  三 四 一 
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(港) 

を 思 ひ 出して 越えた る 事 あり。 又 「底 ひなき 淵 や はさ わぐ 山川の あさき せに こそ あだ 

なみ はたて」 と 云 ふ 歌に 由り て、 河の 淺瀨を 見出して、 川 を 越えて 戰に利 を 得たり。 

や かた  (宇都) 

野州奈 須の屋 方の 家に、 大關夕 安と 云へ る もの あり。 或 時-つつの 宮の人 衆 奈"獨 へよ せ 

たる を、 奈須大 に 勝ちて、 旣に大 將を打 捕るべき になれ ると き、 夕 安 かたく 諫めて こ 

れを遞 して かへ しつ。 時の 人 皆 不思議の こと をいた さるる もの 哉、 此の度 宇都 宮を返 

治 疑な きもの をと 云 ひければ、 大關云 はく、 「雲 は 皆拂ひ はてた る 秋風 を 松に のこし 

て 月 を こそしれ」 と 云 ふ 歌 あり、 今 味方に させる 根づ よき 事な くして、 宇都 宮を みな 

ごろし せば * 則ち 小 田 原より 奈須を 敵に 致すべし、 小 田 原 を 敵に 致して は 那织を 持ち 

堅めが たし、 宇都 宮を のこして 小 田 原 を あ ひしら はせ て、 其の 內に那 須の根 をつ よく 

し、 蘅を 堅く して、 而 して 小 田 原 を 敵に もつべし と 云 ひければ、 人皆感 信せ り。 古人 

は 風流 を 好みて、 則ち 武義の 上に 比 興し、 大丈夫の 本意 を不レ 失、 尤も 殊勝な りと 一： ム 

ふべ し。 

，さ 

師曰 はく、 武田 信玄の 家臣 內藤 修理. 馬場 美 濃 常に なぞ を 好んで 慰みと す。 相 州 小 

田 原の 城まで 信玄取 寄せられ たる 時に、 馬場 方より 使 を 以て なぞ を かけたり。 その 使 


芋に 後 二 右 2 參ぉ麼 千に 仕秀 住備 へれ 落に 德位丹 次 s 伊修， 
景從 に八衛 ご, 照 卷戰石 於へ 吉き 歿す 中 一て 城 仕 。下 後 、s 東^し 
勝 ひ 上 六 門 三の をて 、• ' 。罔 萬秀 のへ 接 '守甚 に 家 
に 、杉 頁 '平 九士額 一美 家信 年寬 三 ま. 後 、田 法 '太 f 片作 IS 寬 

せ そ 謙 S 前 野 五な す 萬 濃 康長七 永に 百に め大信 #f 從 £15 東る に 政 

ふの 信 照出甚 頁り 。八國 に • 十六 居 石 仕 さ 坂 長宗五 、長 は 重 


二)  は 早 川彌三 左衞門 これ をつ とむ。 三增 の合戰 に、 內藤 方より 寺 尾 豊後を 使に して なぞ 

g 甲 K にあ， -  み t 

を かけたり。 いづれ も 互に 能くと きて、 本手より はました りと 一 K へり。 是れ H 比の 好 

む 所 を戰場 にても 不レ忘 也、 風流と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 伊藤 七藏は 元と 相 州の もの、 父 若 狹守國 々を 武者修行して、 後に 尾 州 前 

田 村に 居たり し を、 信 長 被， 一 召 出 一て、 織 田の 家に つか ふ。 七 藏尾州 三本 木の 取合に、 

急の かけ 合 ゆ ゑ、 編 笠 を 著て 一番に 鎗を 合せければ、 信 長大に 感じて 編 笠と 呼び 玉 ふ。 

後秀吉 にっかへ、 軍功の 賞に よって、 紫轴の 小袖、 井筒の 紋 ある 廣 袖の 吳服を 賜 ふ。 

七藏 これ を 鎧の 上に 著しぬ。 秀吉 これ を 旗 奉行たら しむ」 これ 丹 後 守が 父 也。 

師曰 はく、 大島雲 八 光義 初めは 宇 八と 云へ りけ るが、 坂 本 合戰の 時、 つばた の ほの- 

たばねさ しをいたし、 白糸の 甲胄に て 働け る 様子、 雲の ただず まひに 似たり との 事に 

て、 則ち 雲の 字 を 被， 下て 雲 八と 號 せり、 九十 八に て卒 十。 筑紫川 崎 初めて 御 目 見い. 

たして、 名字 を 尋ね 玉 へ ば 川 崎と 答 ふ。 生國 はと 尋ね 玉 へ ば筑 紫と 云 へ る ゆ ゑ、 則ち 

筑紫川 崎と 號し、 平野 小 法師が 面 謁の時 は、 生 國は尾 州 律 島の ものと 云へ る ゆ ゑに、 . 

津島小 法師と 喚 ばれて ける。 いづれ も 風流の こと 也。 


意 想 さ 第 岩 十六 主 2 所 書 部 51 —  ::: 
な ひ；:： 十 武居。 H  、ご 收類は 名 八 一 

らも 七 S 《士 瑞歿天 ^從 出家 頁 
んか 男^ 事と 院 '正會 介 づ記參 前 
く 色 紀號雲 年 八 律 戰ぺに 照 出 
るの 卷す竹 六年領 部 群 一 。二 
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師曰 はく、 蘆 名盛隆 若年に て 盛 氏に おくれ けれども、 弓矢の 才 かしこくて 舊臣も 舌 

を まく。 皆 自分の 了簡 を 以ていた さるる 謀、 圖 にあた る 事 多し。 故に 後に は 盛 氏 以来 

の 老臣 も 皆 わかき 盛隆の 下知 をう くる 斗り 也。 或 時 佐竹義 重と 對陳 に、 盛隆 弓矢 を 

取りて 其の 器量 ゆゆしければ、 陳 中に て義 重つ ひに 逢 著して 艷書を 投ぜら る。 盛隆同 

レ之、 則ち 佐 竹の 陳 中へ 夜 ふけ 人 しづ まりて 參會に 及べり。 夜々 互に 往來 して、 晝は 

終日の 合戰 也。 此の 事つ ひに かくれな かりければ、 老臣 ども 互に 和談を 入れて 無事に 

なれり。 此の 盛隆、 實は 岩瀨郡 二階 堂 盛 義が子 也。 盛 氏の 子盛與 早世に 付きて、 是れ 

を 養って 子と する 也。 此のよ しみに 因りて、 佐 竹と 一 所に なりて、 盛隆の あとへ 義重 

の 子 義勝を 入れた る 也。 義勝 後に 義廣と 云 ふ、 則ち 盛 重の こと 也。 

あしな か  兼 松 此の 時す あしに て 鋤く 

師曰 はく、 信 長 常に 刀の 鞘に 足 半 を 付けて 持 玉 ふ。 刀： 輸 山の 合 戰に兼 松 修理 売が 働 

を 感じて、 則ち 足 半 を 賜 はりぬ。 世 以て 美談す。 信 長の 風流 以て 可レ兒 也。 

II 記 師曰 はく、  (f 一信 長關 東の 管領 を 瀧 川 一 益に 屬し、 關東 諸家の 人質 不， 殘上州 廐 橋に 

mi 取 入れ、 これ を靜謐 せし むる の 所に、 信 長旣に 惟任が ために 被レ弑 ぬと 云 ふこと、 六 

從合戰 部所 收) 

月 七日に 飛脚 到來 す。 ここに 北條 家より、 人質 を 此の方へ 渡され 早々 立 退かるべし > 


i 但事 方卷： 
は し の 於 六 G 
見 中條所 ' 
え 山に 々小 北 

す-の 出 敗田條 
こ づ北原 記 


不レ ぱ 一 戰の 上に 勝負 を 決すべし と ありし を、 信 長の 命に 因りて 我れ 旣に關 東の 奉 

行たり、 今 何 ぞ北條 に 可：， 從と云 ひて、 六月 十九 日武藏 野合 戰を 遂げ、 散々 に 打ちな さ 

れけ るに、 一 益が 勇氣 更にた わまず、 直に 城へ 引かへ し， 今日 打 死の 實名 をし るして 

寺へ つか はし， 過去帳に 付けて 是れを 孝養し、 上 州の 諸將を あつめ、 最期の 暇 乞に 酒 

宴 を はじめて、 自ら 鼓 をなら し 謠を歌 ひて、 聊か わるびれ たる 處 なく、 兵の 交り 賴み 

よもすがら 

ある 中と 舞 ひかな でければ、 倉賀 野淡路 守、 名殘今 はと 啼 鳥と はやして、 通， せ 酒宴し， 

太刀 • 長 刀 • 祕藏 のかけ 物 取 出して、 上野の 諸 將に與 へ、 慇 勤に 暇 乞して： 备.' 名殘 

一 もろ 

(五) 今 は 小 を をし み、 皆 人質 を 出して 送り、 松 枝に つき、 それより 津田小 平 次 を 伴 ひ、 小 窒*碓 

と嘗く 

井より 皆 人質 を かへ して、 上 二 長 島 I ける と 也。 一 益が 剛 操 風流 ありと 云 ふべ し。 §1, 

小 平 次 置く、 此の 酒 

宴 倉 加 野に ての 事 也。  - 

師曰 はく、 豊臣秀 吉小田 原 を 責め 玉 ふ 時、 北陸 道の 諸 大名 は 東 山道 をへ て攻 入りぬ。 

所々 の 城々 不, 戰 して 降 を 乞 ふ。 秀吉、 一 處も 不二 攻落 一して 唯 だ 和談に まかす る こと 

武勇な きに 似たり と、 北陸 道の 寄 手 を 折 濫の言 ありければ、 武州八 王子の 城 をば 可 二 

攻落 一にき はまりぬ。 此の 城 は 氏 政の 舍弟北 條陸奥 守 氏 照が 居城 也。 氏 照 は 小 田 原に 

士 談 一一 一  三 四 五 
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あって、 本 城に は 横地監 物- 中の 丸に 屮 山勘 解 由 • 狩 野 一 巷. 近 藤 出 羽 守 こもれり" 

前 田 利 家 使 を 立 てて 城 の體を みければ. 城 中の 兵 ども 使 を 切って 棄て 中々 降す ベ き や 

うな かりければ、 寄 手 則ち 押 寄せても みに もんで 攻 落す。 中 山. 狩 野 城下に おいて 自. 

殺し 近 藤 切って 出で て 打 死す。 橫地 はしば らく 退きけ るが 山中に て 自殺す。 此の 時 中 

山勘 解 由 具足の 上に 法服 を 著し、 玉た すき を かけ、 胄の 上に まう す を かぶりて 城 中 を 

はしり 廻り 下知 をな せり。 自殺の 年 TOI 十二、 優に 風流 ありて みえけ ると 也。 息 男 は 氏 

照の 供 をいた し、 小 田 原に ありし ゆ ゑに 無二 子細 一け ると 也。 尤も 氣象 ありと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 賤嶽の合戰に佐久間玄^^允盛政生捕られけるを、 璺臣^ 吉. 汝は ®- 猛の 

士 なれば 大 國を與 へ て 命 をた すくべ き の 間、 秀吉に 二心な く 奉公の 忠を 可レ致 やと 問 

はれければ、 盛 政 あざ笑って、 我れ に 大國を 與へ命 を 助け 玉 はば、 秀吉 やがて 如レ此 

線紲の はぢに 及びぬべし、 命 を 助かり 國を うくる は 大恩に して、 叉 勝 家が 恩 を 蒙り 雞 

を 報ぜ ざらん. は、 豈 勇士の 本意な らん や、 速に 死 を 賜 はるの 外 無二 他事 一と 申しければ 

秀吉 遂に. 梟首す べきに 究む。 ここに 盛 政 死期に のぞみ、 人 をして 大紋 付けて 紅の うら 

出せる 廣 袖の 小袖 白き 帷子 を 乞 ひ、 各. '匂 を 蒸べ て與へ 玉へ、 明日 は 身の 一期の 晴也 


風流 ここにつ きぬと 望みければ、 秀吉 請に まかせて 衣服 を與 ふ。 盛 政 犬に 喜び 是れ を- 

服し、 京 中 を 引 まに されて 梟首 せらる。 剛操 風流と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 佐々 成 政 越 中に 在 城して 秀 吉に贿 つく。 ここにお いて 秀吉兵 をす すめ 越 

中に 入る e 成政不 レ得レ 止して 降 を 乞 ひ、 剃髮 して へんてつ を 著し 出仕 十。 この 時秀士 1 

紅梅の 色の 蒲團 をし き、 天鵞絨の 枕 をして、 あ ふぎ 寢て、 成 政 を 御 II- 所へ 召 出され、 

ねんつ 一ろ  廿六萬 石 

能き 分別な りと て 笑談し * 色々 念 比 をつ くし、 越 中 一郡 を 賜 はれり。 風流の 模様と 云 

ふべ し。 

師曰 はく、 璺臣秀 一吉 度量 甚大に して、 風流 を このみ 數 奇を嗜 み、 千 宗易を 親しみ 茶 

の 湯 を專ら とす。 天 正 十一 一年 尾 州 長久 手の 合戰 に三將 をう たれ 犬に 敗軍して けれども， 

聊か 心に ひるめる 所た く、 其の後 方々 の 城々 攻めく づし、 上京して 則ち 宗易を 召して、 

數 月の 長 陳 t) 氣を 可， 散の 間、 茶の. i を 可， 仕 旨 を 命じ、 日限 を 約して 彼れ が亭に 渡御 

あって け る。 會席 過ぎて 中立の 時分に、 家康遠 州に 歸 城の 由 告げ 来れり。 秀吉 使者 を 

招き、 汝是れ をみ つる やと 問 ふ。 使者 堅く 見 申 候 由 を 申す。 卽ち宗 易 を 召して、 茶 は 

重ねて 課お かる， 卽ち勢 州へ 出陳 あるべし とて、 やがて 陳觸 あって 勢 州へ 出陳して 信 

士 談 三  三 七 
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(見) 

雄と 和す。 其の 度量 風流 みつべし。 天 正 十四 年、 大權現 御上 京の 時、 (秀吉 ) 利 休に 命 

じて 茶 を點ぜ しむ。 而 して 歸洛の 儀 ありければ、 自ら 葉茶 壶を賜 はり、 是れ 洛中 數奇 

の 名物 也、 是れを 以て 相 慰み 玉 ふべ しとて、 自ら 筆 を 取って 壺の名 かきつけ、 その 札 

をお さしむ。 此の 年 東 山に 大佛を 建立す。 十六 年に 聚樂 の亭へ 行幸 をな しま ゐら せ、 

管鉉 詠歌の 風流 を設 く。 同年に 北 野の 大茶 湯、 十七 年に 金銀 を臺に 積んで 聚樂 の門內 

になら ベ、 こと-^ く 分ニ授 之？ 同 十八 年に 三州吉 良に 放鷹して 歸 京の 時、 うる 處の 

鳥 大小 幷に 竿に かけなら ベ、 二 行に 京 中 をね らしむ。 文祿ニ 年に は秀 次の 亭へ 行幸 を 

設く。 秀吉叉 猿樂を あつめ 仕舞 を 習って、 舞 塞に おいて 自ら 舞 ひかな づ。 此の 外 名 護 

文 祿三ノ  ノ  三 

屋在陳 に 茶屋の 遊 を まう け、 吉野 花見、 高 野詣、 醍醐 花見、 さまぐ の 風流つ くさず 

(一) 前 出 一一 と 云 ふ 事な し。 法 橋 紹巴. 細川玄 旨等昵 近して、 口に まかせて 歌 を 詠せられ、 發句を 

六 五 頁 <J5l 照 

なし 玉 ふ。 或は 詩の 會を まう け、 或は 歌の 會を まう く。 名 護屋の 旅館に 學文所 を 立て、 

四方に 數奇屋 を かまへ、 自筆 を そめて 四 首の 詠歌 をし るして その 情を述 ぶ。 伏 見に お 

いて 或時辭 世の 歌 はかく こそ あるべ けれと 云 ひて、 自ら あらかじめ 詠 じ、 昵 近の 女に 

預け 置き 玉 ひ、 末期に は 是れを 出すべし と 命じ 玉へ りと て、 其の 筆跡の これる あり、。 


(二)  了 的が 

正し。 驟 山と 

共に 江 戶增上 

寺の 存應 上人 

の 門に 寧び し 

淨土宗 の 僧， 


速宗の 僧日經 

が念佛 S 獄の 

說を述 ぶる や 

幕 裁の もとに 

これと 討論 レ 

て 勝ち 名 整 あ 

がる。 廓 山 は 

宗康の 驗府退 

居に 伴 はれて 

その 地に 来迎 

院を開 創し、 

41? に淨土 宗法 


とめ、 後に 增 

上 寺 主と なつ 

て、 寬永ニ 年 

寂す 

ァク タフ 

S 塵芥 生 ^ 


i ならん 

(5 前に 惡 

と 云 ひし も以 

て 玆に咎 と 封 

したる ものな 

らん • 又椅尾 

は 高山 寺の あ 


師曰 はく、 大權現 常に 儒 佛者を あつめて、 其の 道々 の 道理 をた ださし め 玉 ひ、 神道 

者 を 召して 神道の 奥 祕を閜 召し、 諸藝に 秀でた る 者 をば 責賤 によらず 招きて、 其の 事 

を 高 聞 高 覽に備 へ 玉 ふ。 故に 御言 行に 風流の 儀 甚だ 多 かりき。 駿府 にて 常に 出家 を 次 

の 御座に おかせられて、 家々 の 法 問 論義等 をき こしめ す。 或 時 了 適 • 廓 山まゐ りて け 

S  俗語 怒 をに ゆると 云 ふ 也 

るに、 御臺 子の 茶 湯に ゆる 音の ひびきければ、 御前に てに ゆる は 慮外な り、 兩人 しめ 

されよ と 仰せ ありければ、 了 適高聲 に、 ゆみよ/ \ とよば はる- 廓 山 はくんで とれと 

申しけ ると 也。 三 川に て會. ^下 寺へ 入御な され、 御茶 を 乞 ひ 玉へば、 僧 云 ふ、 合戰最 

中 也。 也と。 云 公 仰せに、 さあら ば 引きて 可レ 給と。 その 時 悪と ふの 茶 を 奉る とて 出し 

ければ、 公栂の nf とたべ たると 仰せ ごとあって、 當 座の 輿に なれり と 也。 天 正 十八 年 

ヌ) 一 

小 田 原の 役に、 公 曲 淵が 刀 を 取よ せ 玉 ふ、 朱鞘に うでぬ きの 付きて 三尺 餘 ある 刀 也。 

ン ナ  いでたち 

是れに 袖な しの 羽織 を：^, 爲， 召、 御 迎に御 出、 秀吉 興に 入りて、 花やかなる 出立 かな- 

彌-^ 情 を 1, 入 玉 はれと 挨拶 ありし と 也。 

師曰 はく、 高麗 陳に 秀吉山 崎に て 諸 軍勢の 出立 を 見物の 時、 成 瀨隼人 正 その 比 はい 

まだ 小吉 とい へりけ るが、 筒 丸 斗り きて 小手 を さし、 小手の 一 のうで と 二のう で を 二 

士 談 三  三 四 九 


る？！ たれば 權 

に 、しての 返 

答に 似合 ふべき 


(五) 曲淵庄 

左衞 門、 時 

に 九十 餘 

て 剛勇の 

り，  一二 尺 

大 C なお 


0 


i 武 E 氏の 臣 

にして 家康に 

隨從 せるな り。 

(武ギ (事 紀卷 

第 十七、 武 W 

氏の 條に 出づ) 

(一) 舶来 毛 

布の 一種 

(二) 一本、 

木^に 作る、 

高 睫 S 將：. 5f 名 

(三) 後陽成 

： 人皇 


(SI) 五 奉行 

め 一 人たり し 

田玄以 • 
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所 あらな はに て 結び、 蠅 頭に むすび、 冑 をば 不レ 著して、 とろ めんの 大 耳の.、 つきん に- 

二 尺 斗り の大 わきざし を かひな りの 靴に 致し- 一間 斗り のす ぎげ た を さし そへ て、 馬 

上に て あゆませ 出で たり。 秀吉 興に 入りて、 家 康の內 に は 何もの なれば 風流なる 出立 

かなと 尋ね 玉 ひければ * 成 瀨小吉 と 申 上げけ りと 也。 

師曰 はく、 高麗の 本 曾 朱 傘に て 日々 管鉉を しらべ、 寄 手 を ふせがせ 下知 十。 其の 形 

模様 尤も 風流な りと 云 ふべき 也。 軍容と 國容と は 一 つに あらず、 戰の地 は 管絃絲 竹の 

場に 非ず と 云へ ども、 其の 鄙し からざる こと 可， 知 也。 

師の曰 はく、 細 川 兵 部 大輔藤 孝、 後に は玄 之と 號す。 累代 室町 公方 家の 侍に て、 西 

京の 長 岡 を 知行して 長 岡 を 以て 氏と す。 信 長. 秀吉に 仕へ 奉り 丹 後の 國 守たり。 和歌 

の 道に 長 じ 一 世の 名人たり。 麼長庚 子關ケ 原の 役に は、 丹 後の 田邊の 域に 循 る。 慶 

(じ 曰) 

長 帝、 玄 之が 歌書 どもの 失せなん こと をな げき 思 召して、 仰せつか はさる る 皆 ありけ 

S) 

れば、 古今 相 傳之箱 • 證明狀 之 歌 一首 「古 も 今 も 替らぬ 世の中に 心の 種 を殘す 言の葉」 

としる せる 短 册幷に 源氏 抄 箱. 廿 一 代 集 を、 八條 殿の 使節に そへ、 德善院 案 內者を 相 

添へ て 禁裏へ 獻 上しぬ。 ゆゆしき 風流の 事 也。 事す みて 後に、 古今の 箱 を か へ さるる 


時、 「明けて みぬか ひぞ あり ける 玉手箱 ニ变 かへ 十 浦 島が 波」 と 云へ る 御製の あり し 

と 云 へり。 或は 云 ふ、 烏 丸が よめる とも 云 へり。 

師曰 はく、 幽齋玄 _^) の 子 を 三 齋と號 十。 俗名 は 越 中守忠 興と 云へ り。 武勇 も 倫 を こ 

え、 义數奇 の 道に 長ず、 武具の 物 數奇も 世に こえぬ。 或 人、 三齋の 家中 諸事 きびしく 

嚴重 にて 事 調へ がた きと 云 ふ 事 を 幽齋に 告げければ、 玄之、 三齋の 家来 をよ びて、 一 逢 

坂の 關の i 風 は 寒む けれど 行 1 れ) しらねば わびつつ ぞ ぬる」 と 云 ふ 歌の あり、 この 心 を 味 

ふべ しと 示されぬ。 三齋に は、 一 まこも 草つ のぐ み 渡る 澤邊に はった がぬ 駒 も はなれ 

ざり けり 一 と 云 ふ 歌 を 示して、 此の 心 を 味 はへ 可， 然と 敎戒 ありけ る」 數奇の 道 尤も 

風流 ありと 云へ り。 

is 曰 はく、 前 田 ど ま. 慶 次 は 元と 瀧 川儀大 夫が 子な り。 その 母懷抬 のま まに 前 田 

利 家の 兄藏 人が 所に 再嫁して 出生す。 故に 前 田の 氏 を 付け、 利 家の ために は 甥 分な 

り。 方々 修行いた し、 我 まま を 好む、 i 漢と云 ひつべし。 關左東 奥に 下りて 會津に 

居る。 其の 比 景勝 上方に ii ん して 諸 牢人を かか ふ。 忽之 もこれ に從 つて 直 江が 方へ 面 

す。 折 ふし 九月 重陽の 事なる に、 二 間 有餘の 大臺を もたせて 面 謁の禮 に 来る もの あ 
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り。 何者に やと みれば、 挟 箱より 土の 付きた る 大根 を 三本 取 出して これ をす ゑた.^。 

取次の 者し かん \ と 云 ひければ、 直 江 出で て對 面すれば、 忽之齋 也！： れば、 則ち 景 

t 一》 勝に 申す。 景勝 慇 勤に 禮を加 ふ。 その 時政宗 と瀬ノ 上合戰 に、 慶次 殿の 功 あり、 初瀨 

堂の 前の 戰の ときには、 虎の 皮 を 一枚 景勝より 中し うけて、 これ を 馬の くらわに 押掛 

に 用 ひ， 腰に 小 ふくべ をつ け、 ねりく りの 緖を 長く して、 張 枕 を ゆ ひ 付けて 出づ。 初 

瀨 堂の 戰に、 虎の 皮 をし いて 右の 枕 をいだ し 心 易く ねたる 也。 是れは 直 江が 働の 速な 

ら ずして、 ねむき と 云 ふ 事 を 表せる と 也。 すべて 武勇 も あり、 世 を 表して 風流 を專ら 

といたせ る 也。 時代に は 珍 敷 風情と 云ぶべし。 

(二)  たのしみ  ケ  ヲ 

(二) 足 利 *s 師曰 はく、 東 山の 相 公 茶の 會を 以て 樂 とし. 數奇の 檩式を 定め、 掛ニ名 畫墨跡 於 壁 

政、 東. E 山莊 -ー 

上 一 珍 器 寶壺を 坐 右に つらね、 專ら 閑靜を 以て 本と す。 是れを 数奇の 會 として 世に も 

て はやし、 相績 して 是れ を樂 とす。 信 長 秀吉の 時、 幕下の 武將 各- -數奇 を學ん で、 軍 

旅の 暇 是れを 以て 風流と す。 珠光は 南京の 僧に して 茶の 口： i に 名譽を 得たり。 時の 人 皆 

珠 光が 茶の湯に 逢 ふ を 以て 榮華 とす。 その 門人に 宗悟 • 宗珠 • 善 法 各.' 數奇に 長ず。 

紹鹞初 名 仲材、 泉の 增の 生產 也、 武田信 光の 後胤 也。 祖父 仲淸應 仁の 亂に 討死して、 父 


信久 四方に 周流して、 つ ひに 泉の 場に 住す。 紹鵄は 三 條右府 に 侍りて 旣に R 幅 守に な 

りぬ。 後に 泉の 裸へ 蟄居して 數奇を 以て 樂 とす。 大德 寺の 右 岳に 參 して 一 閑 居士と 號 

し、 大黑罨 と 云へ り。 千宗 易， 元は 田 中 氏に て、 窒町 殿の 同朋 千 阿 彌が筋 ゆ ゑに、 千 

を 以て 名字と す。 數奇 道の 世に 專ら なること 彼れ が 時に 盛 也。 信 長 -秀 吉是れ を 恩 遇 

す。 天 正の 行幸に 秀吉 數奇の 名人に 官位 を與へ しむ。 宗易辭 して 不， 受、 居士 號を請 

ふ。 大德 寺の 右溪に 命ぜられて 利 休 居士と 號す、 自ら 拋签と 云 ふ。 この頃 列國の 諸侯、 

幕下の 近士、 居士 を 以て 師 として 數奇 道を翫 び、 家々 に 數奇屋 を 立て、 座 布 を かこう 

て 茶 立 所と し * 宇治の 園 を 盛に して 芳^„ ^の 可否 を 爭ふ事 此の節より 專ら 也。 淺井亮 政、 

居士に 就きて 此の 道 をき き、 居士 を 招請して とこの 內に 秘蔵の 妾 を かざり、 明智 光秀、 

居士 を 招きて とこの 內に 片輪 車と 云 ふ 刀 を 置く。 是れ 各.' 其の 道 を 信じて 其の 誠 を あ 

ら はし、 己れ が 家の 秘物を 以て 数奇屋に かざる の 思 入 也。 居士 大德 寺の 山門 を 修造し 

て、 己れ が 像に あしだ を はかせ、 山門の 上に 安置す。 秀吉 其の 不義 をに くんで 遂に 傷 

害し、 山門に おく 所の 像 を 一條の 房 橋に 磔 にして 天下に 示す。 其の後 古田 織 部 正 重 能、 

元と 美 濃の 生産 也、 秀吉. にっかへ 武勇の 功 も ありき。 重 能 利 休に 從 つて 數奇道 を 得、 
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お ^.^^1  は、」 世 以て 彼れ が 傳を翫 ぶ。 數奇道 は、 東 山 相 公 老いて 東 山に 隱 居し、 義滿の 北山の 風流 

に 作る  をした ひ うつせる ゆ ゑに、 法服 を 著し 法 味を靜 にして、 隱居 放言の^ なれば、 風流な 

る こと は 風流に して、 大丈夫 是 れを必 とする の 道に 非ず、 况 ゃ古畫 名筆 を 求め、 名 あ 

る 器 を 欲せん こと は、 其の 數奇の 道に も 叉 無下に 賤 しとす。 當 時の 風流に して 是れを 

嫌 はんも 風俗に すたる 所 あり、 能く 用 ひば 又 その 得 も ありぬべし。 ここ を 以て 今 代 ま 

で棄 てず してやみ ぬ。 黑田如 水 入道 甚だ 茶 =i! を きらって、 武士の 道に 非ず、 何 ぞゃ刀 

脇 指まで 外に 棄て 置き、 丸 ごしに て 其の 會ぁ らんこと 沙汰の 限り 也と 云へ りけ る。 或 

時 秀吉黑 田 を 招きて 數奇屋 において 茶會 あり、 如 水 君命 難レ辭 して その 命に 應ず。 こ 

. こに 秀吉、 黑田ー 客 を會釋 してへ 数奇屋に て 密事 を談 ず、 關白秀 次 生害の 事と きこえ 

たり。 人 更に 知る ものな し、 事詳に 評し を はりて 退出 十。 如 水 此の 時大に 茶の 會に大 

利 ある こと を 感じて、 その 以後 常に 數奇の 道 を 以て 樂 とせり とか や。 心の 付 所に 心 を 

つけば、 大丈夫の 道 をのせ ざる わざ あるべからず。 されば 數奇の 道 以て あやまりと 究 

めが たく、 叉 以て 必と 致し 難し、 其の 用に よるべき 也。 

師曰 はく、 信長黑 赤の 母 衣 を 定め、 秀吉黄 母 衣 を 撰み、 源 君 伍 字の 指 物 を 定め 玉 ふ、 


談 


ま .5  ^§—  位秀ほせ後長{4有^2 據死 ii 征 二.?！ 八::？ 事戰鬥 s 仕な 郎 一士 も へ- 
、う 十 ^下吉 I し自 t«i 長樂 、3 るす も 伐 年 s 郞 3 紀死 二へ り 左 頁 * とじ 

家 三 家 待の てが おせのと 别 り， なに 七士  、 卷す成 森 、 °^Sr の前齊 

康 名-事 從時逃 S せら 髮錄 同し feS     、信 荒第ぺ t 三 坂 信 門 道 出 接 Jife 

に は 紀た從 る ひんれ、 すし 田 前て 類 長 天 長 川 十 武共左 本 長の 化 三 氏 《i 
仕康 卷り四 。なと し 信 、て 長 に戰の 正の 新 三 家に 衞合 に-了-六 四の 人 

0  W  1 


尤も 風流 ありと； K ふべ し。 丹 波の 荒木 山械 守が さしものに、 態 申 r< ^候、 近 曰 西 國へ可 

レ令ニ 下向， 候、 拙 子 好物 之 色々 可 k 二 調 置 1 候、 聊 無二 御 弓斷ー 御調 頼 入 候、 恐投 謹言、 

犬 正 三年 八月 吉日、 進上 阿 彌陀 殿參、 荒木 山城 守と かいて、 判 形 をいた し、 白き 紹の 

四 半に、 朱に てこれ を しるせり。 無双 道化と 信 長の 命ぜられし は 淸十郞 がさし もの 也。 

荒 川 新 八が 甲の 立 物に、 運 は 在, 天 死 は定と 書きて けり。 北山し ぐれと かける は 織 田 

の 有 樂の指 物 也。 六十 三と かきし は 柴田七 九郞 がさし もの 也。 山 櫻と かける は 成瀨小 

吉牢 人の 間の さしもの 也。 天 正の 比 阿波なる と 之 助と 云へ る もの は、 翁の 太刀 打に 鈴 

を 付けたり と 云 へ り。  - 

師曰 はく、 駭河淸 見 寺の 雪齋、 諱は崇 学、 字 は 太 原と 云 ひて、 關山 派の 禪師 也き。 

今 ル義元 少年より 親しみ ねんごろ ありて ける が、 合戰の 評定 大事の 軍 ごとに、 雪齋自 

ら 趣いて 敵に 逢 ふ。 小 w」 坂の 合戰、 安城の 戰に、 雪齋皆 先登す。 雪齋 死して 後に、 義 

元軍に おこたり 出來 て、 つ ひに 桶峽 にて 打 死す。 本願 寺顯 如上 人 光佐 は親蠻 の 子孫 也、 

大僧正に 任じ、 初めて 門跡の 列に 任じ、 大 坂の 械を もちて 信 長に 敵し * 信 長に くんで 

數. -攻 むと いへ ども、 長子 敎如 上人 はかりごと を 運ら して 衆 を 働 まし- 固く 守りて 不 


も^ 八 典赏も b て る に も 孝-正 姚 へ 
8(^す十^?祿3^ネ 、功 。しと 、し 孝：: 
ら 、rM も • す 太 燕て 名 く 廉 
る 榮も監 永 。チー 王 僧^ ははに 一 
國以修 樂太少 に 立と の 道 姚作本 
公て し大 祖師 居つな 子 衍廣る 、 
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へて、 11 ゆ 4 レ破。 信 長つ ひに 勅 をう けて 和解して、 上人 大坂を 出で て紀州 雜賀に 入る。 後に 本願 

おり 1 1 

寺 を 京師に 建て、 末子 準 如上 人に これ をゅづ りて 卒す。 敎如 上人- m りて 東に 一 寺 を 立 

故に： 通 稱も七 つ。 ここにお いて 一 宗 二つに わかてり。 是れを 西 門跡 • 東門 跡と 云 ふ 也。 安國 寺惠瓊 

カ^^と い ひ 

i:^! は ぽげ。 長老 字 は 瑤甫、 海藏 派の 禪僧 也。 初め 東 福 寺に て 出世し、 後南禪 寺の 席に 補し、 安藝 

(同お 卷第十 

五に 據る) の安國 寺に 住 寺す。 毛 利 輝 元 甚だ 親し。 惠壞 干戈 を このみ、 \ ^利 家の 一 將 たり。 庚 子 

に 三 成に 屬 して 亡命す。 明の 姚孝 廣、 名 は 衍字 は 斯道、 少 くして 出家し、 好んで 兵書 

をよ み、 洪武： 水樂の 間、 軍の 吉凶 皆 彼れ に 問 ふ、 帝 再三 還俗の こと を すすむと いへ 

ども、 つ ひに 不， 從 して を はれり。 僧に して 武義に 長ぜる は、 其の 職に 非ず といへ ど 

も、 亦 風流の 一事 也。 

あは  (程) 

師曰 はく、 磨 を このめる 者の 語れる は、 大鷹は 雁 を 合する に、 其の ほど を {Hi しくし 

て あは すれば 能く 合 ふといへ ども、 必ず あいまち を 致す 事 あり、 隼 は 雁 を 合する に、 

近々 とつめ て あは すれば 大方 あやまちの なく 取りす ます もの 也、 大廳は 上手に て 却つ 

て あやまち を 致し、 华は 下手に て 却って 能く 雁 を 取る といへ ども、 大廳 をば 賞 1^ し、 

その 餌 がらの 鳥 を も 馳走し、 隼の 取りし をば もてなさず、 隼 を もない がしろ にす るヒ 


と は、 いかなる ゆ ゑ なれば、 阜は 雁へ 取 付く と、 その あたる 所 を はなさず くひ 付きて、 

(看 ss)  キ グ 

はやくみ とる ものなる ゆ ゑに、 雁の 可, 打 やうな し。 大鷹は 雁の 立ちた る 所へ とりつ 

き 足 を 引お とし、 其の 位 をみ て 雁の 頸 を かためん とする ゆ ゑに、 風情 見事に 風流 逸物 

にして、 聊かい やしから ず、 是のゅ ゑに 雁の 羽が ひに てう たれて 死ぬ る 瞻 あり。 しか 

(二) ひ たき や  シ カラ 

(二) 番人の れば 利用 を 以て 云へ ば、 隼 は 鳥屋 を かまへ ず、 火燒屋 につないでも 不レ 苦、 餌 かひ も 

火な どた く 小 

"き. 火 炬屋と 心 やすし、 而 して 藝に 合せて 能くと る なれば、 是れを 用 ふべ けれども、 隼 をば 下 列の 

用に して、 鷹 を 好む もの は不, 用 こと は、 是れ 利用 を專ら として 風流た く、 唯 だい や 

しく かっこと を 好んで、 高尙 にみ ゆる 處 なきが ゆ ゑに、 其の 列 を 云 はば、 匹夫 獨 勇の 

者に して、 座に あげ 世事 を談ぜ しむべき ものに あらざる が 如き ゆ ゑ 也と 語れり。 大丈 

f 三) Bsfs の  キ ノ  ひたすら 

時 南方" おつ 夫の 本意 を 云 はんとな らば、 皆 如, 此の 心得 あるべし。 彼の 一向た る 荒夷の 田舍 より 

て叛 きしお" 5tr  ル ラ 

！ s^il お 出で て 唯 だ 勇 をのみ 先んじ、 其の 禮用を 不レ知 は、 皆是れ 零の 如く たるべし。 古の 孔 

まで とりこ：  (一-一)  (wn  (so  (！ K) 

せし を 放ち i: 明が 孟獲 をと りこ にせし は 七た び ゆるして 七 度 得、 曹+ 复德は 鋒を橫 たへ て 詩 を ふ 十。 

るし， 遂に 彼  ケン ル 

も 心服せ しめ 豈ー 曰に して 可, 語 乎。 

た り 

k ずの) 曹 IT の 師之 門人 某、 甚だ 高尙を 事と して、 風流に あらざる こと は 皆 凡 卑野陋 の 事 也と 云 ひ- 

士 談 三  三 五 七 


b もに; Si こつに;!! J こ 人 弟::: 

m  ,'11 第と： 出 第 i な 子 、一 
ざ づ二論 づ二論 り 中 

る 、十 語 狂 十 。の孔 
人中一 "狽 3i 先 こ 夙 子 

な 庸章路 の 韋 進の 流の 
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て、 常に 曾點が 舞^に 風 十る の 思 を 云へ り。 師 嘗て E はく、 高尙 非， 無. 所， 取、 しかれ 

「二  > 

ども 専ら 高尙を 好んで 風流に 心 を はせん こと は、 是れ又 高 尙に檠 縛せられ て、 彼の 

狼の 風顚漢 にして、 聚 人の 所 レ不レ 取 也。 されば 天 高く 地廣 くして、 淸風 あり 明月 あり-、 

江山 あり 海水 あり、 草木 あり 魚鱉 あり。 而 して 淸風 明月 常に あらず、 晴天 白日 常住な 

パり どころ  すてどころ  か-つ ざう 

らず、 取 所 もな く捨所 もな く、 行 藏只だ 時に まかせ、 用捨 更に 必 とする 事な し。 この 

ゆ ゑに 聖人の 高尙は 山間の 明月、 江上の 淸風、 玉 盤に 水精 を もる が 如くな りと いへ ど 

も、 是れを 以て 樂 とし. 是れを 以て 本意と する にあらず。 ここ を 以て 味 はふる とき は， 

大丈夫 唯に 高尙 風流 を 弄ぶ は 是れ叉 心 を 喪 ふの 物たり。 況ゃ虛 遠に 心 を はせ て、 風 を 

OS)  (三) むか 5 

3 莊. f 應 にぎり 月を捉 へんと せん は、 皆 今日の 當然を 失って、 彼の 莊 周が 無 何 有の 鄉に比 十べ 

帝王 篇 ： せ 二 

Is^t/ 尋， _ き 也。 韓非子 曰、 伯樂敎 H 其 所， 憎 者、 相- 1 千 単： 之 馬； 敎 ，.； 其 所， 愛 者、 相 二 爆 馬； 干虽 

と^ づ。. ^；何  ハ 二 ァ A  ノミ ノ ュ パク  ハ 二 ウレ ノ  ナ レバ ナリ レ (五) 二  1フ  スルハ 

有は虐 * の 意 之 馬 時 一 、 其 利 緩、 駑馬 日^、 其 利 急、 此周書 所謂 下 言 而上用 者 惑 也と い へり。 向 

(En 卷七說 

I：？ ま fi。 上の 一句 を 弄し 是れを 味 はへん こと は、 事々 において 不，^ なりぬべし。 汝唯 勿ニ必 

或は i た 字  スル  ヲ 

^とも 相，, 千里 之 馬う 

に ほ 現 ま ■ 第三  リ ,; ズ ウテ ハク  ル スル 

周 害に 見えす 萬 治 庚 子 臘月 寒夜、 師窓を 開きて 倚， 几、 勃然 而感。 門人 問 曰、 師何之 有， 所 レ激乎 ^ 


る 梆參寬 五 年；: 

を 照 文 卷のご 

U  。元 七 作 

柳 但年ニ  '寬 
に し 試 七 第 文 
作 尋筆頁 十 元 


師曰 はく、 前 来々々、 今 示 レ汝、 人 皆 不レ成 一一 一事； 而年云 暮れなん と 十る をのみ 思 ひ、 

(六 一  たんけ い 

にハ) 寸陰 尺璧を 重んじて、 朝より つとめて 夕に 到り、 短樂 日影に ついで 夜 を あかし 日 をく 

消 9i に 不 

0^^^^^.^ ら さん こと をお も ふ、 其の 所レ勤 何事 ぞゃ。 唯 だ讀書 稽古の 事の みに して、 專ら勞 役 

り 出づ、 5! し 

はこ は IP 紛擾して 一 生 を 送る にい そがし， 甚だ 以て 誤， J す。 聖人 は 天地の 如く 能く 物と 推移る.. 

時間 i 云 ふか 

如し  凝滞せば 天地 ここに 破 却すべし。 故に 花に そ ひ 柳に たは ぶれ、 時と ともに rm 息して、 

物 来れば 物、 事 来れば 事、 可， 思 こと あるとき は 思 ひ、 可， 行 こと あれば 行 ひ、 急 緩 動 

靜是れ 必ずと する ことなし。 朋友の 交接， 世間の 事物、 皆 人倫の 當然 也。 これに 交 は 

S)  i  § 

りこれ をた す は 暇の つ ひえ 也， 學し習 ふに ありと 云 ふ は、 世と 學と相 へだたれば 也。 

孔子の 燕 居せ る 時 は 申々 如 也、 夭々 如 也と 云 ひし は、 入る として，： in 得せず と 云 ふこと 

■  (與)  (七) リ リ ヌ 

のな き 也。 これ 曾點 が舞雩 に 風せ しにくみ せしゅ ゑん 也。 仍って 其の 明 11、 有 下 送レ歲 

迎レ^^古今事、 尋， 梅 傍， 柳 有 二 遊 情, 之 句れ 

九 義利 を辨ず 

，師曰 はく、 孟子 嘗て 梁の 惠 王に まみえ ける 時に、 惠王 先づ問 ふに 國を 富まし 兵を强 

士 該 三  三 五 九 
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くす るの 道 を 以てす。 孟子 對 曰、 王何必 曰， 利、 亦 有 二 仁義 一而 已矣 とい へ り。 此の 

一 句、 聖 門の 學 ここに 究 まれり。 孟子 一 部の 趣向 亦 此の 一 言に みえたり。 君子 小人の 

機、 王道 伯 者の 用、 ことん、 く盡 きたり。 漢の 太史公 此の 章を讀 みて、 ミ嘗 不一 I 廢 

レ書而 歎 一也と 云へ り。 まことに 利 は 天下の 好む 所 なれば、 天下と これ をと もに 十る 時 

は 其の 利 全し、 唯 だ 利す る ことのみ を專ら として、 近く は 君臣 父子 朋友 夫婦 兄弟 を か 

へりみ ず、 遠く は 天下 國 家に 心 をつ けざる とき は、 しきりに 身が ちなる 事 斗り なる を 

以て、 却って 人の 恨お ほく あつまり、 天に くみ 地 いれず 人 そむいて、 身 も 亦不レ 立に 

至るべし。 仁義 を 根と して これに e: りて 行 ふとき は、 その 利 も 全く、 身の 立つ 所 も か 

たかるべし。 孟子 直ちに 利 を 破 却して 仁義の 正道 を 示 諭す る 事、 まことに 親切 著明と 

云ぶべし。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成が 言に、 親 を 以て 人 をく みすれば 其の 心淺 し、 義を 正して く 

みすれば 深く して 不, 變と 云へ る こと あり。 すべて 人 をした しむ 事 も、 義を 以てした 

くみ 

しま ざれば、 其の 親しむ 所 皆 本に たが ふ 所 出来る もの 也。 當分 人の したしみ 與 する 事 

の 多き を 喜ぶ 利 心 ある を 以て、 其の 所の 義を 不, 糾がゅ ゑに、 無二に 賴みを かけし 臣 


下の 謀叛 二心な どの 出来る 事の ある も、 皆是れ 我れ に義 を不， 以 して 彼れ を義に 入れ 

ん とする が ゆ ゑ 也。 何事 も當 分の 事を必 とすれば、 義は ここに かくる もの なれば、 大 

丈夫の 慎み 此の間に あるべ き 也。 

カラ ル 

師曰 はく、 或 人の 云へ る は、 人の 恩 は不， 可レ 忘、 人に 恩 を 仕掛けて は 忘れた るが よ 

きと、 古人の 言に ありと 一 K へ り。 人の 恩 を 忘る る 事 は、 是れ義 の不, 足して 當 分の 利 

を 思 ふゆ ゑ 也。 いかんと なれば、 恩を與 へられた る 時には、 我れ 元と 木石に 非ざる を 

以て、 心肝に 銘 して 此の 報謝 を ふ もの なれ ども、 月日 立ちて いつしか 其の 事 もな 

れ なれて、 我が身の ゆるやかに、 叉 別の 我れ に 厚き 事な どの ありて、 當分 面白く 好む 

事の 利に まぎれて、 終に 前の ことの 忘る ると は たけれ ども 疎略になる 事、 是れ 利に よ 

つて 義を 忘る る 也。 主人より 大 祿大官 をう けし 輩の、 後に は是れ 我が 生れながら 備は 

りたる 事な りと 思って、 我れ は 天然の 大名 也と 心得る がごと し。 此の 心得の たが ふ を 

以て、 他人の 少しの 音物 財寶 にめ で * 1 言 半句の 親切なる に 泥んで、 主の 大恩 を 忘る 

る 事、 世 以てし かり。 飮食 をな す ものの、 米の 恩 を わすれて 當分 少しの 味 を專ら とす 

る も 同義 也。 されば 古 は 上天 子より 下士 庶 人に 至る まで、 各-我が 始祖 を 太祖と 號し. 
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て、 幾 代 をへ たる 古 にても 是れを 元祖と 定め、 必ず 祭り 必ず 敬 ふこと は、 是れ 何の ゆ 

ゑぞ、 恩 を不, 忘 古き を 思 はんとの 戒也。 他人まで もな く、 末世に は 我が 先祖の 恩 を 

も 不：， 知、 父祖の 恩 を も 忘れて， 我れ 天性 如， 此の 富貴なる と 思 ひ ほこる もの 多し。 況. 

や 外の 恩 はこと んヽ く不レ 知の み 也。 次に 人に 恩 を 施す こと は、 是れ叉 義の究 まりた 

る 所 ゆ ゑに、 恩 を ほどこせば 是れを あてて する こと 不，！ 有。 我れ に 施すべき 義 なく 

して 彼れ が 報 を 待ちて 施さん こと は、 皆 小人の わざ 也。 これ ゆ ゑに 述懐 も 出来て、 前 

前の 恩 も 皆無に なること 多し。 尤も 可レ愼 也。 

師曰 はく、 髙坂彈 正が 言に、 人の うそをつき 僞を云 ふ も、 皆 欲 ゆ ゑに 出づる こと 也， 

されば 主人の 物なら ば 何様に 申しても 取りた るが よきと； 4： ずる、 其の 意地 ある 人 は， 

(朋 JM) 

ほうばい 近付 を も だまし、 我がよ く 計に かかる ゆ ゑに、 專ら うそ を 付き、 表裏あって、. 

首尾 不 合なる 事 出来す。 是れ 心の けがれた る 所 あるより 起れ り、 武士 如， 此 して は、 

戰場 において 必ず 大 臆病うた が ひなし- その ゆ ゑ は 八暢大 菩薩の きら ひ 玉 ふ 人 也と い 

へりと ぞ。 

師曰 はく、 古人 云、 君子 不二 忍 レ恥以 立,^ 名、 烈士 不二 隱」 惡以 濟；， 難と 云へ る こと あり 9 


(1) 古歌、 

なき 名 ぞと人 

に は 云 ひて あ 

りね べし 心の 

i はばい かが 

答 へん 


(n) 文 種、 

は會、 越の 

大夫 なり < 


この 心 は、 唯今 目前に 恥 を かいて、 これ を 忍んで 後に 功 をた て、 惡を かくして 末に 大 

功 をな さんと 一 K へる こと は、 君子 烈士の 上に あらざる 事 也と 云 ふ 心 也。 是れ義 と 利と 

(謂)  ニー 

を 論ずる のい ひなり。 されば 心のと はば 如何が こた へんと 云へ る 心 も あれば， 勇士の 

本意 只 だ ここに ありぬべし。 しかれ ども 事に 大小 あり、 義に輕 重 あれば、 これ を較/ 

•H ろし 含 

して、 その 宜 にした がふ を 究理と 云 ふべ し。 昔 越の 勾 踐會稽 山に とら はれて、 身はづ 

か しめられ 國 くるしみて ける とき、 勾踐 其の 恥 をし のび、 二十 年 をへ て 後に 初めて 會 

稽の恥 を 雪げ り。 二十 年 を またず して 勾踐身 死せば、 恥 は 恥に て やみて、 つ ひに その 

謀 はやみぬ ベければ、 たと ひ 後 は ともあれ、 其の 時に おいて 死ぐ る ひして 見事に を は 

らん は、 土の 本意 也と 云 ふ 評 あり。 しかれ ども 越 は大國 なり、 國 滅ぼされ 臣戮 せられ 

んは 大事 也。 國の恥 一 ごきよ め 先祖の 功 をた だし、 廟を 祭り 祖を祖 とせん こと は 大義 也 „ 

勾 踐の身 は 至って 小 也、 その 辱 は 至って 輕し、 其の 役 仕 十る こと は 至って 微 なり。 た 

(二) しょう にんれ い 

とひ 勾踐 二十 年の 內に身 死す とも、 大夫種 • 范蠡相 はかって 此の 事 をと げん は、 國の 

ためにして 勾踐 のために 非ず。 大夫種 • 范蠡 ともに 死して 越の 謀 こ こに つきなん は、 

是れ 天の 命に して 人の 知る 所に 非ず。 勾踐 若し 五 千の 軍兵と ともに 戰死 せんこと は， 

士 談  一一！  三 力 三 
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是れ旲 の 願 ふ 所の 幸に して、 その 死 を 以て 勾践の 勇 あり 知 ありと は 云 ふべ からず。 X/ 

れ 事に 大小 あり、 義に輕 重 ある ゆ ゑん 也。 ここ を 以て 大夫種 • 范蟲が 謀 を 以て 吳 につ 

V に楚 ：5 に. かへ て、 つ ひに ー擧 して 吳王を 姑 蘇 山に おひつ めて、 伍子 胥が諫 にあ はしめ、 「：^" 者の 

して 吳 に仕ス 

laisi 『ふ、 盛號 をう けしむ。 さきに 若し 會稽に 死せば、 只 だ 草木の かれて さり、 き^のく されて 

伍子 « 不可と ■  キノ 

S ふ も S?: 聽 水に 浮んで 行方 しらず、 當 座の いさぎよ きと 云へ る 迄なる べし。 如い 此の所、 よく 義 

じ 利の 論を究 むべ し。 然れ ばと て、 前に 大小の わかちな く 後に 輕 重の 考 ふべき あらざる 

脅 を 殺す。 

吳 王の ® 王の に、 辱 を 忍ぶ こそ 道と 云 はん 事 は、 君子 烈士の 本意に 非ざる 也。 

ために 敗れて 

0^^^. 師曰 はく、 源 君 或 時 前 曰の 合戰 にあ ひし 勇士 ども を 御前へ 召 出され、 色々 の御稱 美. 

は 伍子 脅が 死 

ま 事 "り の 上に、 汝 等に 售 ぬべき 仰せ あり。 いづれ も 命 は 惜しくな きか、 命 ほど 大 節なる もの 

^g^tls は あるべからざる がと 仰せ ごと あり。 いづれ も 平服して、 御 錠の 通りに 候と 申 上ぐ。 

を稱 へしめ し ノ， , 

も 云 ふなる ベ されば よ、 其の 大事の 命の 惜しく 祕藏 なる もの を、 戰 場に のぞんで 鹅\ ^より 輕ん ずる 

3  00>.. は、 義と云 ふ ものの 重き ゆ ゑ 也。 義の 正しき 所 深く 感ぜざる もの は、 必ず 戰場 にても 

fs  A 城國 かくる 事の あるべし、 各  >  ここ を 可 二心 得 一と 上意 ありけ ると 也。 

愛，： 一 わ 郡 市 原 村  (11 一)  あざな  SJS;) ししゃ ま 

にあり  師曰 はく、 妙壽院 以肅、 字 は斂夫 又は^^と 號十、 北 肉 山に かくれて、 市 京の 山庄 


、 を樂 しみ、 しばらく 儒 業の 志 ありき。 其の 比の 諸侯 此の 門に 遊ぶ もの 多し。 或 人柱き 

て 仁義の 道の 奥義 を 尋ねければ、 斂夫 何となく 世の 物語して、 人々 の 身 ほど 大 節なる 

もの は 不レ 有と 云 へる ことにな りて、 天下 を 取る ほどの 大富責 は あら ざれ ども、 是れ を 

得る とも そのまま 死して、 子孫へ も わたらず なりな ば、 取りなん やと 云 ふ 議論 あり。 

問 ふ 者、 何ぞ 天下 を 可, 得、 身に かへ たる 寶は たしと 一 K ひければ、 惺窩、 その 志 を 物 

( £ ン  4 ョナ丄 一 

簏苐 十 if 「孟 に 施す を 仁と 云 ふ 也と 敎ふ。 さて それ 斗り の大 節なる 此の 身 を、 人に 頭た たかれ、 一 

子 曰 はく、 魚  ノ 

言の 恥 をう けて は、 忽ちに 死して 不レ省 所 あり、 あらず やと 問 ふ。 問 ふ 者 曰 はく、 し 

る かり、 必ず 死 せん。 惺窩 日 はく、 其の 不レ忍 所 ある を 義と云 ふべ し、 天下に かへ ざる 

者 兼 &るも 得  g 

0^^^^ 命の、 一の 事に よって 死して 後悔た き は 義と云 ふ もの 也と 示 諭す。 孟子の 死との 論 

に 比すべ し。 かしこくも 答 へ ける 言 也。 

我が 欲する 所  ； ： !_ フ ， 

お 欲 fu 師曰 はく、 大丈夫 唯 在 二 守 レ義與 U 養， 義、 しかれ ども 義と云 ふに ついて 詳に 其の 事物 

たり、 二者 兼 

もる を 得べ か を 究明せ ざれば、 義と 田.〕 ひたがら 至 小 至 輕の義 を とらへ て、 是れを 以て 義 として、 至 

ら ざれば、 生  キ ハナン ヲ 

n;^J^*sf」 大至 公の 義を失 ふに あり。 故に 聖 門の 學は格 物して 致 レ 知に とどまる ゆる 一ん 也。 同じ 

と 出づ る ま 化.?  ク ノ 

t  .  く是れ 1 で」 して、 上の 鱲 あり 中 下の 殲 あり、 偽 かためて 摄 とする あり。 萬 物 如 レ此に 

士 談 三  三 六 五 
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品々 ある ことなる を、 詳に 究めざる が ゆ ゑに、 下 を とらへ て 上と 思 ふ、 是れ 世の 惑 ふ 

處也。 鹽谷 高貞出 雲へ 身 を 開きし とき、 あとより 中間なる 者の 來て、 御 妻子 は 皆うた 

れ玉 ひぬ、 何事に 命 を 惜しみ 玉 ふ ぞと云 ひか けられ、 まことに 左 こそ ありつれ とて、 

終に 自害して うせぬ。 是れ 1K 下に かへ ぬ 命 を 何の わき ま へ もな く、 中間の：_^ふ 一 句に 

(二 1 

よって 失へ る は、 高 寅 妻子の ためにす つる を 義と思 ふなるべし。 盜跖 は：^ を 十る に 仁 

義 ありと 立てたり。 云へば 何 ごとに も はづれ ざれ ども、 大小 輕 重の 辨を詳 にせず、 我 

れに 卓： 爾 たる 所 あら ざれば、 或は 威武に おどされ、 或は 富貴に まど ひ、 或は 色聲 にお 

どろき、 或は 哀傷 喜 怒に やぶられて 義を 忘れ、 時に 至りて 知の 働な きを 以て、 せんす 

べしらず して 是非な く 義を失 ふに いたれる ためし 尤も 多し。 信 長 義元を 打ちし 時 源 君 

大 高の 御 引取、 丹 羽 長 重が 大梨寺 落城と きい て も 煙 を 不レ見 內は返 かざりした めし、 

三 浦が 大沼 にあうて 佐 殿の まさしく うたれ 玉 ふ を 見たり やと 問 ふ、 大沼 目に は不, 見 

とい ひければ、 目に 不, 見ば しれぬ ことと 云 ひし、 各.^ 究理 ありし ゆ ゑに、 義 におい 

て 誤りな し。 尤も 可 二心 得 一也。 

師曰 はく、 宋の孔 lg、 字は思遠と：f^へり、 含稽 山陰の 人な りき。 御史 中，^. に 任じて 


(二) 卞^ の 

A 代の 大^ 賊 


都に あり。 其の 弟の 道 存は江 夏と ーム へ る 所の 守護たり。 或 時 都に 早 損あって 米の 價甚 

だ 貴 かりければ、 弟の 道存、 兄の 貧して 苦しまん こと を 思 ひて、 米 五 百恢を つんで 都 

へ 送れり。 孔 =^ 則ち その 使者 を 喚んで かたりけ る は、 我れ かしこに ある こと 三. 載に し 

ク , (f^ ) 

て、 官を さりし 日に 路 次の 粮も たえん \ なりし が、 道存 いくほどなくて 如 レ此米 卓 山 

なること は 心得が たし、 早々 載せて 還るべし と 云 ふ。 その 使 色々 申し けれども 同心せ 

ず、 さらば はるん、 此の 米 を 彼の地に はこばん こと もい かが なれば、 米の 直 段 も 宜し 

ければ、 ここにて 賣 りて 金銀に いたし 還るべし と 云へ ければ、 孔顔 益-怒りて、 なん 

なく 江 复 にか へ しける と 也。 

L 一に；^?^ 師曰 はく、 元の 許 魯 齋， 字 は 平 仲、 名 は衡、 ：：^ 天の 節 河南 をと ほりければ、 道の 傍 

指ク- 大儒な b 

に、 見事なる 梨の 枝 もた わ わに なれる あり、 往来の 旅人 皆是れ をお として 啖ふ。 許衡 

も その 傍に すずみながら 休息して， ける に、 梨の 方へ みむき もせず。 或 人 問 ひける は、 

ル シ カーフ 

たれが 家と 云 ふこ ともなく、 路邊 にある 物 たれば、 是れを 取る と 云へ ども 不レ苦 こと 

(主)  -ー シ 

也、 世 亂れて 家に あるじ もな く、 田園 もぬ しなし と 云 ひければ、 許， 曰 はく、 梨 無 

レ主、 吾心 獨無， 主 乎と い へり。 是れ魯 齋が學 の 愼獨の ゆ ゑ 也と にや。 
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〈一) SS8 師曰 はく、 伊東 祐泰者 藤 原 姓、 一 n.: 州 人 也。 父祐親 法師 頼 朝 を はから ひ 巾さん とせし 

ikH- 元年 二： 《  もら 

tls サ? 日 を、 二 男祐泰 忍びが たくて、 ひそかに 事を泄 して 賴朝 をの がれし む。 賴朝威 を 振って 

鎌 倉に 柳營を うつさ るるとき に、 祐泰が 恩 を 感じて 勸賞 あるべき にき はまりて 召し 玉 

へば、 父祐 親す でに 囚人と なる の 上、 其の 子と していかん ぞ勸 賞に 可， 預と申 切って" 

身の 暇 を 請 ひて、 平氏に 加 はらんた めに 上洛す。 世 以て 美談せ りと 也。 

師曰 はく、 頼 朝 佐 竹 を 退治の 時に、 佐 竹が 生虜 どもの 內に、 紺 直垂の 上下 を 著す る 

の 男、 庭 上に おいて 頻りに 落淚 する の 間、 由緒 を It ねられければ、 故 佐 竹が 事 を 思 ひ 

出す の ゆ ゑな りと 云へ り。 並に 次 を 以て 可レ申 こと ありと 云 ひければ、 重ねて 其の 旨 

を 尊 ねられければ、 彼れ 申しけ る は、 平家 を閣 いて 先づ源 家の 御 一族 を 亡ぼさる る 事 

太 だい はれな し、 朝敵に おいて は 天下の もの 一 投 して 力 を 合せて 打果 さん こと 也、 無 

レ誤 一門 を誅 せられば、 御身の 上の あだ 誰 人に か 仰 付けら るべき、 御子 孫の 守護 又 何 

人に なさし め 玉 はん、 御 案 を 廻ら さるべし と、 憚る 所な く 申しければ、 敏朝. W い 之て 

御家人の 列に 入れ、 岩 瀨の與 一 太 郞と號 せりと 也。 

(111) 

師曰 はく、 泰衡が 下人 河 田 次郞、 主人の 頸 を 持ちて 出で て、 景時 をして 奉りぬ。 賴 


朝 やがて 河 田 を 斬罪に 處 せられぬ。 是れは 天下に 君臣の 義 ある こと を 示す の 法なる ベ 

し。 凡そ 我れ に德 あり 義 あるとき は、 罪 あるの 何方に かくれ 居る と 云へ ども、 つ ひ 

には遁 るべき ゆ ゑんな し。 速に 利 を 得ん こと を 思 ふゆ ゑに、 不義の 事 をいた すと も是 

れを可レ{.^たどと云 へ る法令下に示さ る、 是れ 民に 不義 を 示す 也。 不義の 行 はつのり 

て 君 を ころし 父 を こ ろす に 至 る ベ し 。 泰衡 いづ 方へ i お行きても、 日數 をへ たりと も 遁 

るべき 由な し。 河 田が 打って出で ずと も、 泰衡っ ひに は 可 レ被レ 打。 これ 義を 以て 糾す 

の ゆ ゑ 也。 諸事に ついて 俄に 利 を みんこと を 欲すれば、 いはれ 正しから ぬ 法令 も出來 

る もの 也。 

(Kn 

S) 吾 28 師曰 はく- 三 浦 大助義 明は爲 繼 之 孫 也。 爲繼 八幡 殿に 從 つて 奥州に おいて 功 あり、 

^承 ra 年 八月  25 

この ゆ ゑ を 以て 義明、 賴 朝に したが ひ、 先祖の 忠を 立てん とす。 この ゆ ゑに 三 浦の 衣 

笠の 城に こもり、 畠 山の 重忠に せめられ、 子息の 義澄 をば、 頼 朝の 安否 をた ださし め 

ん ために 衣笠より おとし、 我が身す でに 八 に 及んで， 守レ 城て 死たん と 云 ひける を- 

、ョ t.,、 義澄 しきりに ともな はんと 名殘を をし みければ、 義 明大に 怒りて 不レ 出、 その 翌日 江 

(^〕 江尸ナ  (._,) 

戶* 川 越 等が ために 打 死し ぬ。 其の 義 以て みつべし。 
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師曰 はく、 長 井 實盛は 元と 越 前の 齋藤 也。 保 元に は義 朝に 屬 して 白 川 宮を襲 ひ、 平 

(二)  はかり ごと 

治に は義 平に 從 つて 郁芳 門 を 守り、 武勇の 謀 も 世に すぐれたる 侍 也。 後に 平家に 屬 

してし ばらく 武藏の 永 井に 居住す。 ここに 源平の 戰起 りければ、 はじめ 東国の 案內者 

にて 下向の 時、 矢の 一 を も不レ 射して 蒲 原よりか へ り 上りし こと を 深く 恥ぢけ る に、 

今度 北 國の打 乎に 罷り 下りな ば、 年闌 け身衰 へて 侍れ ども 眞先 かけて 打 死 仕る ベ し 

(一一 一)， 

と 思 ひ 定め、 宗 盛に 申しけ る は、 越 前 は舊里 也、 先 (祖) 利仁將 軍より、 嫡男 は 越 前に 

あって 齋 藤と なのり、 次男 は加賀 にあって 富 樫と 云 ひ、 三男 は 越 中に あって 井ノ口と 

名乘 り、 彼等が 子孫 繁昌して、 三 ケ國の もの ども は 大方 一類 末葉 なれば、 實盛打 死 仕 

りたらん に は、 备. >  相 あつまりて、 別 當は何 を か 著た る、 いかなる 装束 を かしつる と 

M> 沙汰 せん ことのは づ かしければ、 故 鄕へは 錦 をき て かへ ると 云 ふことの 侍れば、 

今度の 下向に は 錦の 直 垂に石 打の 征矢 を 御免 を 蒙り 候 はん、 且は 最後の 御 恩 也と 所 &rfl 

しければ、 初めは ゆるし 賜 はら ざり しが、 打 立つ 處に宗 盛 自らの 料に とて 秘藏 せられ 

し を 取 出して^ はれり。 實盛畏 りて ^ とす。 叉 實盛日 比 申せし は、 弓矢 取る もの は 

老體 にて 軍 陳に向 はんに. は、 髮に すみ をぬ らんと 思 ふ 也、 其の ゆ ゑ は、 合戰 ならぬ 時 


だに も， 若き 人 は白髮 を 見て あなどる 心 あり、 5^ や 軍 場に て は、 進まん とせば 古老 氣 

たしと にくみ- 退く 時 は 今 は 分に 叶 はずと そしらん、 實に 若人と 先を爭 ひなん も 悼り 

あり、 敏も 2. 斐 たく 田. - へり、 悲しき もの は老 の白髮 也と 云へ りけ るが、 果して 赤地の 

錦の よろ ひひた たれに、 黑絲 おどしの よろ ひ を 著、 十八 さいたる 石 打の そや を 負 ひて、 

後原の 合 戰に鬂 を そめて 打 死す-」 風流 あり、 剛操 あり。 木 曾が 父を義 平の 打ちし とき、 

義仲 はニ歲 也。 帛山 にお ほせて 必ず 失 ふべ しと ありし を、 いかに 稻 者に 刀 を 立てん と 

て、 不 X 知 由に て 此の 實 盛が 許へ つか はしければ、 請 取り 養 ひける が、 七ケ 日お いて、 

東 國は皆 源氏の 家人な り、 養 ひ 立て ざらん も 人たら ず、 育てお かん も あたり いぶせし 

とて 木 曾へ 遣 はせ り。 此のよ しみ を 云 ふ 時は義 仲七ケ 曰の 養父 也、 危 敵の 中 を はから 

ひ 出せる 恩 あれば、 木 曾が 方に 降せば 木 曾 甚だ 親愛す べきに、 當時 平家の 恩顧 を 思つ 

ていさぎ よく 打 死 をと げたる は、 義 あり 恥 を しれる 人と 云ぶべし。 されば 實盛義 をす 

てて 利に 付き、 木 曾に 從 つて 軍せば 命 も 全 かるべ けれども I 粟津の 戰死 をば 遁 るべ か 

らず。 篠 原に て義を 背き、 粟津まで 命 生きても 何程の 後榮 あるべき や。 木 曾が 北國を 

打從 へし 勢の 時には、 粟津に て戰 死の 事 は 神 も 更に はかり 難き 所 なれば、 唯 だ 士は義 
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これ を 守りて、 時と ともに 消息す るに あるべき 也。 

師曰 はく、  S 谷 部 信 連 は 新 大夫爲 連が 子に て、 三 條の宮 の 侍に て 衞府に 任ず。 治 承 

四 年に 高倉宮 以仁 王 義兵 を あげて 淸盛 を誅 せん とす。 此の 事 やがて 淸盛 にき こえ けれ 

ば、 官人兼 綱 • 光長. 兼 成 三 使 を 遺 はして 宮を とらへ、 餘黨 をた ださんと 云 ふ ほどこ 

そ あれ、 旣に 寄手來 ると きこ えければ、 宮信 連に はから へ と あり、 信 連 承り、 痛く さは 

ぎ 玉 ふべ からず、 ^の 御 こと あるべからず とて、 局 町に 走り 入り、 女房の 薄 衣 一面 笠 

取 出して、 宮を 女の 形に 仕立て まゐら せ、 三 井寺に おとし 奉る。 信 連 も 供し つるが、 

小枝と きこえし 漢 竹の 挤を 忘れ、 心に かかる よしの 玉 ひければ、 信 連立ち かへ り是れ 

を 取りて、 ニ條高 倉に て 追 付き 奉る。 ここにて 申しけ る は， 只今 官人 等が 御所へ 參り 

向 はんに、 物 一言 中す 者 もなからん は 無下に 口惜しき 事な り、 信 連 はいかに なりけ る、 

(g: 汰) 

臆病して 逃げた るかな ど 中し さた せん も 遣 恨なる べし、 弓矢 取る ものの 習、 假り にも 

名 こそ をし けれと 云 ひて、 暇 申して かへ り、 御所 中 はしり ま はり、 見苦しき 物 ども 取 

りした ため、 股卷を 著， 靑狩衣 を 上に 著し • 烏帽子の 尻 盆の くぼに 押入れて、 今 か 今 

かと 待ちたり。 五月 十四日の 夜 あけがたに 官人 ども 押しよ せ、 足輕を 入れて さがし 奉 


れと 下知す。 信 連 憤りて、 奇怪 也. さし も 一 院第 二の 三 子の 御所に、 馬に 乘 りながら 

門の 內に打 入り、 さがせと 云 ふこと こそ 狼藉， 長 兵 衞尉長 谷 部 信 連是れ にあり と 云 ひ 

て、 十餘 人まで 切り ふせ、 後に は 刀つ ば 本より 打拆れ て、 今 は 自害 せんと 腰 を さがせ 

ども 刀 も ii^ ちて たかりければ、 高聲 に名乘 り， 信 違是れ にあり、 くめ や もの どもと 云 

へど も、 ちかづく ものな し。 信 連 長刀に のらん と E.^ ひ 飛んで かかり、 のり はづ し、 右 

の もも を さされて 是れ にて 生 取られぬ。 され ども 官人 ども 縐を ばかけ ずして、 六波羅 

にし  (C5  ぉミ！ ノ  v:ri- く  シ 

^5  0 の大 庭へ 引立てたり。 宗盛長 押に しり かけ. 大床 ii 足さし 出して、 拷木 にか. けて 可 

お、 の , si と 云 ひければ * 信 達、 拷問に かからす とも 所存 は 申すべし、 問に ぁづ かり 骨 を 

なくなり.；.： り  さ ぶら ひ hi ん  リ  へ，.， - 

t 塵 に く だ か る る とも 無き 事 は 申す ま じ。 侍 品の 者が 朝に 奉 一一 召 仕 1 官位 にあがり た 

らん をば、 普通に は &〕 ひた ぞ らふべ からず、 御座 席 こそ 無骨たり と、 宗 盛の 無 禮を咎 

む。 次 に^の 間宮 忍びの 御 出に 付き、 留守中 夜々 强盜が 伺 ふの 由に 付き、 信 連 毎夜 用 

心 仕る の處 に、 曉に物 具せ しもの の 御所 中へ 入る たれば、 何者 ぞと 咎め ぬれば、 宣旨 

の 御 使と 一 K ふ * 宮は御 留守 也と 申せば、 唯 だ 打 入る とて 亂れ 入る に付き、 さて は盜人 

の 似せ ごと 云 ひて 入る と 存じて、 散々 に 切 5^!:- し 追 出したり と撣る ことなくい へり。 宗 
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盛大に 怒りて、 川原に 引出して 首 を 刎ねよ と 云 ひければ、 信 連、 是れは 命の をし きに 

は あらず、 此の 御所へ 思 ひがけぬ 夜中に 宣 旨の 御 使と て亂れ 入らん に、 宜 旨に おそれ 

强盜 にあ はん は 宜しく 侍らん やと 云 ふ。 平家の 侍 ども、 げに もこと わりな りと 云 ひけ 

れば、 宗盛 これ を 心得て、 死罪 を ゆるし 獄舍に 入れられぬ。 平家 滅亡して、 賴 朝關柬 

へ 召 下し、 剛者 のた ねつが せんとて、 由 利の 小 藤 太が 後家に 合せ 召 仕 はれ、 文治 二 年 

に、 能 州 大屋の 庄を 鈴の 庄と號 して、 是れを 賜 はりたり ける とに や。 信 連 建 保 六 年に 

任 所に 卒す。 勇 ありと 云へ ども 義を 不レ 知して は、 如， 此の ふるま ひ不, 可レ叶 也。 

きね がぶ ちの こげんた  と ベ 

師曰 はく、 件 淵 小 源 太 重 光と 云 ふ もの は、 信濃阔 住人 富 部 三郞家 俊が 郎等 也。 此の 

信 州  ノ 

問 主に 勘當 せられけ るが、 横 田 川 is- の合戰 に、 主人 は 城太郞 が-催促 によって 越後へ ゆ 

きぬ。 件 淵 は 信 濃に あり。 ここに 橫田 川原に 合戰 ありと きいて、 主の 有さ ま をも兑 

届け、 叉よ き 敵 取りて 勘 當をも 許されん と 思 ひて、 あなた こなたと 待ちみ るに、 主の 

(S  3 

旗み えず、 餘 りのお ぼっかな さに 尋ねければ、 富 部旣に 打た れつ。 敵 は 上野 1： 住人 西 

七郞廣 助と ききければ、 杵淵、 穴 心う きこと かなと 馳 せま はりて みれば、 馬 はは なれ 

て 主 もな し、 頸 は とられて 敵の くらの 取 付けに あり。 件 淵 是れを H 儿て、 あゆませ 寄り、 


年 三 

月 北 
九 元 條六 

日 弘 仲 

H 時羅 


あれに まします は 上野の 西の 七郞 殿と こそ みれ、 富 部が 郎等に 重 光と 一 K ふ もの 也、 軍 

以前に 大事の 御 使に まゐ り、 おそく 歸參 候、 御 返事 を 申さぬ に、 御 頸に 向 ひて 最期の 

御 返事 申さん とて 近づく。 西 七郞旣 にっかれ ければ 鞭 を 打って 逃る。 重 光 やがて 追 ひ 

つめ 引きく み、 西七郞 をう ちとり- 主人の 頸 を 取 付けより 取りて 並べ 居 ゑ • 泣々 勘 

ゆるさせ 玉へ と 云 ふこと を 委細に かきくどき、 敲陳に 入りて 大に 働き、 主人の 首 を 抱 

き、 太刀 を 口に ふくみて 自殺し ぬ。 木 曾 これ をみ て、 あはれ 大剛の もの かな、 弓矢 取 

る 身 は 加樣の もの を こそ 召 仕 ふべ けれと、 返々 ぞ 惜しみけ る。 重 光が ふるま ひ、 義ぁ 

り 勇 ありと 云ぶべし。 

師曰 はく、 安藤 太 郞左衞 門 入道 玄理は 歌道の 達人な り。 越後 守 仲 時 此の 者 を 愛して 

常に 近づけけ る。 元 弘の亂 に、 仲 時、 江州番 馬に て 自害の 時、 傍の 人々、 貴邊は 年も老 

いたり、 遁世 者 也、 自害の 事 かへ すん \ 益 なし、 早々 何方へ も 忍び 玉へ と 云 ひければ、 

入道、 弓矢 取る 人に 扶助 を 得て より 已來、 可 様の 所を遁 れんと は 露 も不， 田 わと 云 ひて、 

いさぎよく 自害したり。 都 を 立ちし 時 も、 仲 時し きりに 留め 玉へ ども 不レ 用して 供奉 

したりと 云へ り。 侍の 本 意義 死 を 遂げ たると 云 ふべ し。 
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ナ寸 «s 師曰 はく， 安東 左衞門 入道 聖秀は 新田 義貞の 北の方の 伯父な りければ、 彼の 女房、 

M ぱ srs 義^の 狀に 我が 文 を 書き 副へ、 偸に 聖秀が 方へ つか はし， 鎌 倉 滅亡す とも 恙なく 遁る 

べき 由 を 云 ひ 遣 はす。 安東 は稻瀬 川へ 向 ひける が、 郎等 ことん \ く 打 死して、 我が身 

も 薄手 あまた 所々 おひ、 己れ が 館に、 かへ り みれば、 宿所 悉く やけて 其の 跡 もな し。 鎌 

倉 殿の 屋形 もやけ て、 入道 は 東 勝 寺に 落ち 玉 ふ。 燒け あとに は 人 や ある、 打 死の み ゆ 

るかと 尋 ぬれば、 一人 も不, 見と 云 ひければ、 安東、 口惜しき ことかな、 日本 國の主 

ほどの 人の 年 比 住み 玉 ふ 所 を、 敵の 馬の や^に 掛けさせながら、 そこにて 多く 打 死す る 

人の なかり しこと よと、 御屋 形の 燒け あとに て 心 閑 かに 自害して 錄倉 殿の 恥 洗がん と 

うち C ぞ  だ ふハ つじ 

て、 郞等 引きつれ 小町 口へ 打 花む。 先々 出仕の 如く、 塔 辻に て 馬より 下り 兒ま はせば、 

今朝まで 奇麗な りし 大 -M 高墻 のか まへ も 忽ちに 灰 儘と 成りて 須臾に 轉變 すと 思 ひめぐ 

(ヨ 北の方 らす 所に、 新田 殿の 北の 臺 よりの 使と て、 彼の 文 を 持來れ り。 安 東大に 色 を 損じて、 

と 同じ、 妻な  - .  、ンス レプ 

り  女性 如， 此 とても、 義袁義 をし らば 可 X 制 X 之と、 一度 は 恨み 一度 は 怒りて、 使の みる 

所に て 其の 文 を 刀に にぎり そへ. s: 殺しぬ。 赤 橋 相 摸 守 盛時 は 足 利 尊 氏に 女性の 緣 なる 

を 以て， 嫌疑の 中に 不レ 可レ 居と、 戰未, 半に 帷幕の 中に 自殺す。 各. -義を 守りて 利に 


したが はずと 云 ふべ し。 

S 同前 師曰 はく- 1! 時 ■tik 入道 聖遠は 嫡子 忠賴を 招き、 諸方 已に やぶれぬ、 入道 も 守 殿に 

» 入道 自害 事  ，.， へん  ラ 

の條 に出づ 先立ちて 自， 袋すべし、 御邊は 未だ 私の 眷養 にして 公方の 淘恩 を不レ 蒙， たと ひ 一所に 

て 命を不 X 棄 とも、 人 あながち 義 を不レ 知と 云 ふべ からす、 暫身を かくして 出家 遁-せ を 

も 可， 致と 云 ひければ、 忠賴兩 眼に 泊 をう かべ、 仰せと も覺 えぬ 御 詫に こそ 侍れ、 忠 

ぢ き  ラ  し A し, -V から 

頼 直に 公方の 御 恩 を不レ 蒙と いへ ども、 ー家の續命^^ 武 恩に 非ず と 云 ふこと なし。 

(5 

武運の かたぶく をみ て、 弓矢の 家に 生れたがら 出 塵の 身と なって 天下の 人口に のらん 

こと、 是れ にす ぎた る 恥辱 あるべからず と 云 ひて. 袖の 下より 刀 をぬ き >  ひそかに 腹 

に 突立 て . 長 りたる 體 にて 死にけ る と 也 。 

師曰 はく、 永祿の 比、 上 杉 輝 虎關 東の 管領たり ければ、 關 左の 諸將皆 かの 幕下に 霧 

す。 武州 の 城主 成 田が 家老に 平 島 美 作と 云へ る もの、 成 田が 二 男の 小兒を つれて、 

§^  二； る- - 

P あ 記 Ti 長 妻が 人質と して 上 州 橋に ありけ る。 ここに 輝虎錄 倉に 參詣 して、 成 田無禮 のこと 

成 a の 事 は あ  そ --っ 

n-,*p^ ありと 云 ひて、 楚忽 のこと あり ぬれば、 成 田 直ちに 忍に かへ りぬ。 輝 虎 匿 橋に 歸域ぁ 

二  5 1 .W -、 

壬 i に 作" るべ 、き 前日の 夜、 との ゐの番 しける 小者 一 人. ヌハて、 平 島 を 物影へ 呼出し ささやき ける 
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は、 長康別 心に 付いて 明日 各.' 御 生害の 沙汰な り、 命 を 助け 可， 申 間、 忍へ かへ り 玉 

はば、 殿 は 五 千 貫 斗り の 大名と 承 はれば、 吾れ に 三十^の 知行 玉 はりなん やと 云 ふ。 

平 島 犬に 驚き、 それなん やすき 事 也と かたら ひ、 約束の 狀 かき 與ふ。 此の もの 小船 こ 

B  ル ハ 

しらへ、 平 島 を 夫 男に 仕立てて のく。 若君 も 何と ぞと云 ひけれ ども 不, 叶 こと 也。 父 

バ  § 

康 さへ 拾て 玉 ふなれば 是非に 不, 及と 云 ひて、 若君ね いり 玉 ふ內に 出立つ とて、 主 

人 をす てて 忍び 出づ。 人質の 小 兒平島 を 尋ねて 出で たれ ども あとかた もな し。 あとよ 

り 追手 かかりければ 川に 飛 入りて 死せ り。 平 島 忍に のがれ 來て、 長康へ 一度 も 不忠の 

ことなき に 何の ゆ ゑに 棄て ころさん とし 玉 ふと 恨みけ る。 後に 平 島 成 田が 子息 氏 tl^ と 

一味して、 長 康を追 出しけ ると 也。 平 島が 不義 人倫の 所爲 にあらず、 唯 だ 身 を 利して 

君 を しらず、 仁 を わき まへ ず義を そむく。 末代に ありがたき 不道 也。 

師曰 はく、 上野 5# の 城主 小 幡上總 介 浪人な りし を、 武 田信玄 武勇 を 以て 上野へ 本意 

也。 此の 小 ir 同國蓑 輪の 城主 長 野 信 濃 守が ために it 也。 長 野 は 大剛の 勇士 ゆ ゑ、 七 

年の 間武 田に 循を 付きて 永祿六 年に 落城、 長 野 一 黨返治 事き はまる。 其の後 信 玄小幡 

に 命じて、 本妻 長 野が 女 を 離別 仕り、 武 田の 家の 譜代 衆と 緣邊 可レ 仕と ありて、 原 隼 


人內藤 修理 を 以て 命ぜら る。 小幡 承りて、 此の 儀 長野沒 落 以前の ことにお いて は 御意 

に 可， 任 也、 其の 故 は、 我が 古主 上 杉 憲政 をう とみ、 其の ゆ ゑに 越後の 輝 虎に にくま 

れ， 同名 小 幡參河 守 我が あ ひむ こに て 候へ ども、 欲 を かまへ、 輝 虎太 刀 かげ を 以て 計 

略いた し、 某が 內の もの 悉く 引付け 某 をう たんと せし 時に、 甲府へ 參り武 田の 家を賴 

み 本領へ 歸參 す。 信玄 公の 御 恩 深 重の 間、 いか やうに も泄 るべき ことわり たしと いへ 

ども、 此の 女の 父 已に沒 落して よるべな き 身に 候 間、 御成 敗 をと げらる ると も 離別 仕 

る まじき と 申 切る に付き、 內藤 修理. 原 隼 人、 上 總が所 を 取り まき 信玄へ 披露の 所、 

信 玄大に 其の 義を 感じて、 その 意地に よって 先手 を 申 付く る 也と 云 ひて、 甥の 典 廐 を 

小幡 がむ こたら しむと 云 へ り。 

，に If?- 師曰 はく、 元 龜四年 八月、 信 長 越 前 を 退治し、 朝 倉 悉く 敗北の 時、 究竟の 者 ども 打 

Ail 漏 i) が 死いた し、 或は 生 捕られけ る を、 前 波 • 富 田 を 召 出して、 各-其の 名字 を尋 ぬ。 爱に 

印牧 彌六 左衞 門い かがした りけん 生 捕られ 来れり。 信 長 彼れ は 何者 ぞと問 ひければ、  ， 

前 波、 是れは 印牧と 一 K ふ もの 也と 申す。 信 長、 是れは 聞 及びた る 者 也、 いかがして 生 

捕られけ るぞと 尋ね 玉へば、 御 內の前 田 叉 左衞門 • 佐 々內藏 介と 名乘 りかけ て、 刀禰 
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m まで 追 詰め 勝負 を 決する 所に ひざ 口 をした たかに 突かれ、 進退き はまりて 生 捕られ 

たりと、 ！ -ぉ氣 少しもた わまず 中し ければ、 彼れ は 勇士 也， 死罪 を宥 して 向後 味方に 參 

り 忠戰を 可 レ盡と ありければ、 印牧 承りて" 先づ 以て 御 恩 言 忝く 存候、 雖レ然 我れ 譜代 

朝 倉が 家に 奉公の 身たり、 ことに 國 中の 奉行の 名 を 汚した る もの なれば、 何の 面目に 

命 生き 可， 申 ことなし、 唯 だとく/ ヽ誅 して 玉 はるべし と 云へ り。 前 波吉繼 聞きて、 

御 読に 僞は ある まじ、 本領 も 更に 別儀 不ぃ 可. \ 有、 長み て^しと 可い 中と 云 へ ば、 印牧 

眼 を 見開きて 吉權を にらみ、 和 殿 は 朝 倉 譜代の 者に て 義景の 厚恩 を 蒙りながら、 己が 

不義 こそ あらめ、 人まで もけ がさん やと 云 ひて、 唯 だとく 首 を 刎ねられ よと 云 ひぬ。 

信 長 不レ 1 レカ、 河原に 引出して 首 を 刎ぬ。 この 時、 侍 品の ものの 打 拾に する こと や あ 

る、 腹 をき らんと 云 ひて、 脇 刺 を 乞 ひて. M を 切りて けりと 也。 

(一) 朝 倉、 師曰 はく- 越國旣 につ ひえて 義景ー 乘谷を 十て て 大野へ 返く 時、 福 岡 石 見守、 に 二人 

この こと 越 州  2 一つ) しき 

11;!^ の 末尾 の 子 を. まく。 一人 は 女 なれば 髮を おろして 後々 比丘 M 出家せ しむべし * 一人の 喝食は 

§ 稀兒 大 坂へ 契約 なれば 可レ f 嶋 とのこと 也。 福 岡、 二人の 女子 預り 巾す ことい かが、 唯 だ 御供 

仕り 死 を 一途に 究めん と 云 ひけれ ども、 達て 命ぜられければ、 急ぎ 二人の 女子 引 具し 


て 宿所に か へり、 妻女に もっけず、 一 首の 歌 を 書付け て淚 とともに 出で たり e 「今日 

出で て 廻り あはず ば 小 車の 赴の 輪の 內 になし と 知れ 君」 と 斗り にて 息女 を 馬に のせ、 

中間 二三 人 召 連れ、 畳 原. 寺へ と 志して 行きければ、 野 伏 ども あつまり 押 習む。 福 岡 有 

りの ままに 云 ひければ、 殿 は 誰 ぞと云 ふ。 是れは 福 岡 也と 云 ひければ、 さて は 通す ま 

じ • 先年 鳴 鹿の 村と 公事の 時、 其の 方 彼等が 奏者して、 我が 村の ものの 負に たりぬ、 

今 參りぁ ふこ そ 幸 たれ. その 時の 返報 申さん とて、 村々 より 出合 ふ。 福 岡 今 は 不レ叶 

と 思 ひ、 下人に もたせた る 長刀お つ 取って 大に戰 ひ 死す。 二人の 息女に 方々 流浪して、 

喝食は 門跡の 妻と なれり と 也。 

師曰 はく、 今 川 氏眞、 飯 尾 璺前守 を 成敗の 時、 飯 尾が 所に 出入せ し牢 人に^ 殿 金平 

と 云 ふ もの あり。 遠 州へ かへ ると て、 袋 井の 邊 にて 畳 前 守成 敗に 究 りたる ときいて、 

則ち. 駭府へ 立ち かへ り、 畳 前 守 やしきへ 一 所に 取り こもりて 打 果てたり。 銀 尾は戰 殿 

長 勿が 聲 なれば、 長 勿 沒落已 後 に 金平な ど駿河 に た よ り あ り け る に や 。 

師曰 はく、 毛 利 大江元 就 死に 臨んで、 子ども 大勢 ありし を、 乞に 不，， 1^ 喚び 集め、 

その子の 數 ほど 矢 を 取 寄せて、 了 不づっ をれば 無二 子細-を るる もの 也、 此の 多くの 矢 
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を 一つに して 折れば * ほそき 物 も 不レ折 もの 也、 备. -ー味 同心の 思 をな して、 親 を 親 

とする にあ りぬべし と 遣. 百す。 時に 隆景が 云 はく、 何事 も 皆 欲より 出 づる事 なれば、 

ある ま じく 

欲 を 棄て義 を 專らに 守り 申さば、 兄弟の 中 不和なる 事 は 有 間 布と 答へ ければ、 元就大 

に 感じて、 各.^ 降 景が云 ふ 所に したが ひ 候べ しと 被レ 申け ると 也。 

師曰 はく、 信 長 越 前 をう ち從 へ、 是れ 柴田勝 家に 賜 はりければ、 勝 家 所々 の 仕置 

巾 付けて、 安土へ 爲 ニ御禮 1 まかり 越し、 丸 岡の 城に は柴田 伊賀 守 ありけ るが、 秀吉見 

舞の ために^ 州へ 打 こ ゆ。 ここに ー投 ども 寄 合 談合して 能き 時節 なれば とて、 丸 岡の 

城を乘 取り、 北 庄の城 を も 可， 取と、 加 賀國の ー授 どもと li し 合せて、 丸 岡の 城 をせ 

後 蒲 生 源 左 衞門ー 

む。 城 中には 山路 將監 • 祌屋 十兵衞 • 關小番 など 云 ふ もの 循 籠り けれども、 猛 勢き 

.  そ ひか かって 旣に危 かりし に、 北庄の 留守居 柴田源 左衞門 此の 由 をき いて、 日 來は伊 

賀 守と 不和なる を 以て 不通す と 云へ ども * 我れ ここに 居ながら 丸 岡 を 一 投 どもに とら 

れては 前代未聞の おくれ 也と >  興起して 千 二百 餘の勢 を 率し、 崩の 川まで かけ 付く。 

折節 水 出で て C 波み なぎり ける を" 敵に 逢 ひて 死す る も 川に 溺れて 死す る も 1^ じこと 

也， 某 先陣 候と 眞 先に 乘 入りければ、 我 もくと 一 人 も不， 殘飛 入りて、 一 騎も 不レぁ 


こしに ける。 一校 ども 是れを 見て 色めき立つ。 械 中に li 是れ をみ て lel^ み悅ん で、 表裏 

出合 ひ、 大利を 得たり と 也。 源左衞 門が 振舞 忠 あり 義 ありと 云 ふべ し。 

(1) 長 政の 師曰 はく、 淺井 下野 守 小 谷に て 自殺の 時、 鶴 松 太夫 日 比 朝夕の 相伴に も はつれ ざれ 

ぃ關 f 。の S ば、 此の度 も 御 相伴 可レ 仕と、 最期の 酒宴 を はじめ、 下野 守が 介錯 を とげ、 その 身 同 

座 をけ がさん こと は 恐れ あるに 似たり とて、 緣の 下へ おり、 腹搔 切りに ける と 也。 重 

キ ノ 

代の： Jil: も 如レ此 時には 降參 不義の 心 出来る べきに、 其の 身 其の やくなら ずして、 日 比 

の 恩 を 感じ 義を思 ひ、 死 を 快く 致す こと は 難い 有 こと 也。 

師曰 はく、 同時 備前守 長 政旣に 自害に 及びけ る を、 不破河 內守を 以て 信 長 云 ひっか 

はさる る は、 日比緣 者の 好み あれば 少しも 竦 意なる こと 不, 可, 有、 唯 だ 甲 をぬ いで 降 

參 可レ然 也と 申しお くらる る。 長 政 返答に 不ぃ 及、 しきりに 自害と ありし を、 傍の もの 

ども， 信 長 これまでに 態 動の 禮 ある 上 は 何の 子細 か あるべき- 平に 御降參 ありて 御 家 

の相續 をな さるべき とすす めければ、 長 政 これに 同ず。 さあら ば 下野 守 生害 も 御免 あ 

るべ しと 申し送り、 ：！^ を 出で、 百 二三 十騎 斗り にて 降 參の體 也。 信 長 矢 倉の 上より 見 

て、 彼れ は 長 政 か、 何の 面目に 降參ぞ やと 高聲に 呼ば はり 玉 ふ。 長 政大に 面目 を 失つ 
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て、 ^より 赤 尾 美 作が 宿所へ 入り 自害して 失せぬ。 さしもの 長 政 も 命の 惜しき き はに 

二) 一本、 なりて は、 義 利の 論う すくして、 傍への 小人の 云 ふに 付きて、 末代の 恥 奪 をはづ るる 

「わする」 に 

作る  車、 究理の たらざる ゆ ゑ 也。  . 

.  師 曰 はく、 長 政す でに 自害に 及ばる る 時、 淺 井石 見守 • 赤 尾 美 作 守 も つづいて 一所 

にはせ入りて^！害せんとせしを、 大勢に へだてられ- 老足 なれば 不レ 叶して、 剩へ生 

捕られぬ。 信 長引 出 ださせ、 汝等 無, 由 こと を 長 政に すすめ、 朝 倉と 一味して 親しき 

我れ を 敵に いたし， 今此く なれる 果を 可, 見、 但し 云 ふべき； J との ある やと 問 ひ 玉へ 

ば、 赤 尾 はと かくの 事 を不， 云、 淺井 居直りて、 事新しき 仰せに 候、 義景を 無二 相違 一 

立 置き 玉 はんと 云 ふ輕狀 の 血判. 乾に 越 前へ 出張、 これに 因りて 長 政 義理 をた がへ 

ず 義景に 一味す、 只今 も 城 を 出 でられ 候へ、 別儀 ある まじき と、 さまん \ の 云 合 なれ 

ども、 長 政、 信 長の 心中 手の うら を かへ す 如くな り、 只 だ 自殺と 申されし を、 若し 天 

命あって 長 政 命 つづかば、 時節 を 得て 信 長 を 如， 此 可：， 仕と、 達て 諫めての こと 也、 御 

邊は唯 だ 天運の つよき 斗り なり、 義理 を しらず 恥 を わき まへ ず、 一 向僞を 行って、 形 

は 人、 心 はぶ E 生 也と、 ^る 所な くい へり。 信 長大に 怒りて、 汝 その 言の ちが ひ 生 捕ら 


れ ぬる こと はと 申されければ、 老衰して 不, 得 レ已生 捕られ なんこと は 古今に ためし 多 

し， 武勇に て 敵 をうた ず、 偽 を 以て 人 を 亡ぼす、 是れ 武士の "辱な り、 唯今 兒 玉へ、 御 

邊 必ず 下人に 頸 を 刎ねら るべ しと 惡 口す。 信 長 憤に たへ ず、 杖 を 以て 打ちぬ。 石 見 か 

ら からと 笑 ひ、 搦め 置きた る もの を 如， 此の はから ひ は、 あはれ 能き 大將の 作法 か た- 

いかほど も 打て や 犬 坊と云 ひけり。 雨 人と もに 靳罪 せられぬ C 

師曰 はく、 平信 長生 害の 時、 列國 恩顧の 諸將 各. > 分散して 謀を失 ひける に、 蒲 生 右 

兵衞大 夫資秀 子息 忠三 郞氏鄕 父子、 義を 守り 命 を輕ん じて、 信 長の 北の方 幷に 若君 を 

日 野の 谷へ 入れ まゐら せ、 安土の 財寶 聊か 手 を不レ 付して、 信 長 數年心 をつ くして 結 

構 ありし 城 を、 一 時に 燒 きく づ さん こと も臣 として 不レ忍 所な りと 思 ひ、 城 中よ きに 

しつら ひて、 曰 野の 城に 榍 籠る。 ここに 多賀新 左衞門 (尉) • 布施 藤 丸郞、 惟任が 命 を 

奉じて 和 談の義 を 取つ くら ふ。 蒲 生 父子 あざむき 笑って 不 レ從、 多賀 • 布施 愤 りて 云 ひ 

ける は、 當 時日 野の 城 は 生壁 也、 急に 可 レ被レ 責と云 ひける。 明 智已に 諸 勢 を 催 マの 所 

信 雄 叉 勢 州の 軍を發 して 鈴 鹿 坂 下まで 發向、 氏 鄕ニ歲 の 息女 を 信 雄へ 人質に 出して け 

る ゆ ゑに、 信 雄 疑 を 散 じ 土 山 迄 出馬 ありつ。 惟任 これによ つて 日 野へ 不レ 寄し と 也。 
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師曰 はく、 織 田 信 長へ、 平野 與兵衞 と 云 ふ 美 濃 侍、 元は 齋藤道 三に つかへ し 度々 

戰功 ありし 勇士 を 被， 一 召 出 一たり ける に、 平野に 近付に なりに 幕下の 諸士 ゆきけ る。 道 

化 も 彼れ が 所に 至りて 對 面し 申しけ る は、 平野 殿御 事 は その かくれ も 御座な き 儀に 

付き、 當 家へ も 招請 あられ たれば、 以 來は刖 して 御意 を も 得、 御 指 引に も 可」！^ と 云 

ふ。 平野、 恩 召より たる 仰せ 事な り、 私事 他家に まかり あると は 巾しながら、 齋 藤の 

象 は御當 家に も ゆかり あれば、 以来 は 各.' 御 指 圖をも 可 jr さて 御 家名 はと 云 ひけ 

れば、 我等 儀は當 家に させる ものに も 無：， 之 候 間、 名乘り 申す も 如何 なれ ども、 御 尊 

ね ゆ ゑに 申 候、 無双 道化と. & す ものな りと 云へ り。 平野き いて、 さて は 承り 及びた る 

無双 殿に て 候 か、 初めて 面， 1 すと いへ ども、 久しく 承傳 候へば、 久知 音の 思に こそと 

あいさつす。 ここに 無双 尋ねけ る は、 近頃 楚忽 なる 事に 候へ ども、 平野 殿御 事い つと 

03  しんがり  キ ノ 

て も、 かかる ときの 先、 退く ときの 殿に て、 魁 殿 を 毎度 御つ とめと 承り 候、 如 レ此こ 

と は 若 なる もの は 承りて 置き 度き こと 也 * 左様の 働 を 致す つとめ も 候 はば 心がけ 中 

度き こと 也、 被 二 仰 聞 一 候へ と 尋ねぬ。 平野 云 はく、 結構なる 仰せ 事に こそ、 某 事 何に 

ク レ  (取) あ ひ 

て も 存じより あって 仕る こと は 無, 之 候、 齋 藤の 家の 子ども 度々 のとり 合に、 冥加に 


叶 ひ 候 者 は 先々 打 死 致しぬ、 某 ども こと は生殘 りて 候 ゆ ゑ、 何と ぞ 重ねての 戰 にに 必 

ず 打 死 を 可, 仕と 存じ 候へ ども、 武勇 足り 不, 申 ゆ ゑに や、 度々 死 をの がれ， チ日 迄な が 

らへ、 つれな き 命 を 全くして、 如 レ此御 尋に逢 ひ 申す 段、 辱の 內 にはづ かしく も 候と 

返答す。 無双き いて、 平野 殿 唯今の 御 返答 を 承りて、 さても 深切なる ことに 存候、 魁 

殿の 儀 はまこと に 必死と 志なくて は 難レ勤 ことに こそと 申しき と 也。 武勇 を勵 ましつ 

とむ る こと も、 義を ねらず して は 皆 利に はしるべき ことなれば、 此の 言 尤も 可レ信 也。 

(三)  (謹 

師曰 はく、 天 正 十七 己 S 年 六月、 伊達 政宗會 津に陳 をう つし、 蘆 名 盛 重と 萬 代 山の 

下 招 上 原に おいて 一 戰を とげ、 盛 重 悉く 敗軍して 會津へ かへ るに 不， 及、 直に 佐 竹へ 

かへ りぬ。 是れは 養父 盛隆我 ままの ふるま ひの 上、 盛 重に 付いて 佐 竹より 来れる 家來 

(5 

ども 私 を かまへ ける によって、 會津 代々 の 家老 平 田. 松 本 • 佐 世. 富 田、 世に 四天王 

あさ., メーご ,-1* り 

と號 せる、 彼等 內々 むほん を とげけ る ゆ ゑ 也。 中に も 安積 郡の 押へ に 猪 代と 云 ふ 域 

あり、 是れに 苗代 彈正盛 胤と 云 ひて 蘆名數 代の 臣下 ありけ るが、 欲に 奪 はれ 代々 の 主 

人に 逆 意して 政宗を 引付け、 此の 時 此の 城へ 入りた るが ゆ ゑ 也と ぞいへ り。 かくて 政 

宗き津 存分に まかせ、 知行 割あって 功臣 を 賞す。 彈正盛 胤、 安房 守成 實を 以て 申しけ 
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る は、 兼々 會津別 心のと き 三 ケ條の 望 を 巾 上 候 通り、 北方 半分 被， 下候樣 にと； K ふ。 

政宗云 はく、 北方に は 彈正分 何 ほど 有, 之 や、 半分と 云 ふこと は 不：， 覺 也と 云 ふ。 彈正 

申しけ る は、 北方に は 某 領分 少しも 無：， 之 候、 恥 入り 候へ ども、 譜代の 主人に 逆 意 仕 

る も 身の ために 候と 云 ふ。 彈正家 來薄源 兵衞と 申す もの、 某 其の 書付 を 書き候、 半 字 

無レ 之ば 切腹 可レ 仕と 堅く 申す に付き、 政宗 其の 書付 を 取 出す の 所に、 北方 分と 斗り あ 

りて 半の 字 はみ えず。 盛 胤 驚き入り、 主人に 違 ひ 候 天罰に て 候と 申して、 - おい にか 

へれり。 盛 胤 手 入な くば 會津 早速 手に入る まじければ とて、 政宗 北方に おいて 五 百 

,  しかた  キル 

の 加 增を盛 i に與 ふと 也。 彈 正が 仕形 人臣の わざに あらず、 天罰の いたる 所 可， 兒也。 

2) 善 師曰 はく、 政宗 其の 年會津 にう つり、 翌年の 元朝に 譜代 新參 ともに 打より 祝儀の こ 

華 >^づ  う I め 

と ありぬ。 十四日 は 伊達の 家の 嘉例に て謠初 なれば、 亂 舞の 上 各  >與 を 催.， -、 政宗自 

ら， £ を とり 家中の ものと 酒宴す。 ここに 新 國上總 介と 云 ふ は 蘆 名 盛 氏 取 立の ものに て， 

其の 身 も 武勇の 功 ありて、 會津 衆の 內 にて は 名 ある 侍 也、 永 沼の 城主な り。 則ち 永 沼 

《：：) 異心 卽 を 以て 政 {.: 小に 降參 す。 此の 新國 六十に あまり、 顔に 白粉 をぬ り、 鼓 を 打ちて 事 心なく 

他意 か 

拍子し ける。 さし も 盛 氏の 因 5 を 深く 得ながら、 時に つるる わざに て降參 こそしつべき 


に 何ぞゃ 六十に あまり- 颗 なじみ もな き 政宗の 前にての 風情- 人 の わざに 非ず と 

皆 人 つまはじき を 致して 笑 ひける と 也。 義 利の 辨 を不， きして は、 .|,,^事世俗に多き 

也。 

p^^^. 師曰 はく、 宮部 是上坊 は、 本と、 江 州の 宮部、 比歡 山の 領 にて、 是上坊 など 三人して 

後 SD に 取來れ り、 三千 石の 所 也。 掘 も その 一人也。 信 長の 押へ に 堀. 宮部 など ありし が、 心 

fgjl!f- が はりして 信 長に 通ず。 宮 部は淺 井に うたが はれ 年來 不通な りければ、 信 長へ 降參と 

(四) 5? 名  (M) 

き こ え ば 、ゼず 妻子 こ とん. \  く 淺并に 殺さ る ベ き を 以 て 、 友 田 左 近 右衛門 を 遣 はし て 、 

早々 宮 部より 引取らし む。 ここに 友 田 申す は、 何と ぞ御證 文 を不， 被 JJ^If 御 同、， ：1 まゐ 

る まじき と 云 ひければ、 されば よ- 兼て 合詞の あれば、 此の 合 詞を云 ひて きかす べレ 

と 云 付けられ、 友 田 甲斐々々 しく 走り 廻り- 宮 部に 行きて 取した ためて 此の 事 を 云 ふ 

に、 案の 如く 同心な し。 そこにて 相詞を 出して 同心せ しめ、 妻子 を.； 爭ゅ ゑな く 引と り. 

ける。 此の 時 友 田が 父の 家の 前 をと ほりし に、 初 も 後 も不, 吿 けり。 初の 時に f^,:tls は 

大事の 使の ゆ ゑ 也、 後に はしらす ベ かり けれども、 事 多 聞に 泄れて は 大功たり が 1 一 か 

らんと 思へ ば 也。 義の 正しく 思 入の 切なり と 云 ふべ し。 その 翌日 小 谷より 未だ 勢の }4 
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レ. に、 言 長より 宮 部の 村 を も かこ ひ 入り 玉うて、 別條 はな かりし と. 也。 

二)  ?c 師曰 はく、 小 田 原 籠城の 時、 諸手より 勝れた る 勇士 を 出して、 かせぎ かまり などに 

と、 Is^^ 上の  キ. りと. ほし 

I ぉグ  1^ 等 遣 はし、 數度 功の ことな ど ありし に、 榊 原內に 伊藤 额助、 大ゃ J の 切通の 近邊へ 出で て、 

(こ 一一れ) な 斥候 小 田 原へ 出入の もの を ふせぎけ るに、 下總國 住人 山 岸主稅 介， 是れも 0 分の かせぎに 

Hi りけ る を、 藤 追つ め戰 ひける が、 味方の 武士 ども つづいて つ ひに 生 捕に いたせ 

り。 家康公 御感の 上、 則ち 秀吉の 方へ つか はさる。 秀吉 詳に關 東の 事な ど 尋ね、 生據 

をば 源 君 へ か へ し 玉 ふ。 公 命 を 助け、 . 爾今已 後味 方に 屬 すべ きょし 仰せ ごと あり けれ 

,  ば、 伊， を 以て 中し ける は、 迚もの 御 恩に 候 間、 城 中に 入り 巾 皮し と 望む の 間、 一人 

籠城し たれば とて 何程の ことの 可レ 有と て、 公 ゆるし 遣 はし 玉 ふ。 城 中の 者 ども， 山 

岸 數ケ 所の 疵を 蒙りた るに 不審して. 敵に たばかられ たるなる ベ しとて 籠舍 せし む。 

其の後 小 田原沒 落の 時、 式部 大輔小 田 原 を 請 取り、 投を 出しぬ。 籠の 內 より 山 岸 額 助 

を 尋ねければ、 山 岸を獄 より 出して、 則ち 柳 原に て 二百 石の 領地 を與へ 是れを 置きぬ。 

山 岸が 志 かくれな かりければ、 其の 比 三 川 黄 門 秀康千 石の 祿を 以て 是れを 招く と 云へ 

ども- 終に 不， 一 1^ 引.； 兩 度の 恩 を 感じて、 一 生少 知に て 彼れ の 家に 卒しぬ" 


る 石 最ぜ機 子 St 萬し 伏; t こ 原::！ る s 
に 上ら 十 左 死 を 、見 将の役 こさ 

移 二れ 萬 京す tSi 上:^. き 時の と 
封 十 、石亮 * "ま 方 を 居 家 tjs  ft 

せ K 更に は 後せ 勢 守 元 康た年 

ら 萬に 封 岩に て 九備, ま、 の ^ た 


(S) 寺院の 

役名， 他山 退 

院 の人來 りて 

ii5*f を 助く る 

も 云 ふ 


(七) 當 S: 上 


4i めお 向せ し 

<1 ^康の 滞留せ 

し s、 下野 國 

(八) 勢 州 軍 

記卷 下、 m ョ孝 

自 i- 事の はや 1 

山 づ： でせ  一；， 0 

If が 從ん： .Kf 『一： ご 

(九) 勢 州箪 

記 は 小： な甚兵 

尉に 作る 


師曰 はく、 東 福 寺の 玄隆西 堂 字 虎巖と 云へ る 一 IT 關白秀 次に したしみ、 その 恩顧 を 

以て 眞如 寺の 帖を領 し、 禪興 寺に うつる。 是れ 近代 希有の こと 也。 秀次 甚だ 恩惠 あり 

ける が、 高野山に 事 ありし 時、 玄隆 則ち したが ひ 奉りて、 つ ひに 殉死 を とげぬ。 秀吉 

其の 義を 感じて、 その 弟子 玄召を 以て 命ぜられ、 玄召を 東 福 寺の 前 住たら しめ 玉 ふと 

也。 

師曰 はく、 麼長庚 子 伏 見籠 城の 時、 鳥居が 郎等 七 八 人 ほど 伏 見へ 上りけ るが、 濱島 

無手 右衛門 と 云 ふ 鳥居が 譜代の もの 伏 見より 大事の 使 を うけとり、 忍び 出で て 小山へ 

使に 行く に、 彼等 關 地蔵に て對 面いた し， 籠城 きびしき 體を きいて、 伊賀 越 をいた し 

京都へ 出で、 六 條本國 寺に て 云 置して、 伏 見の 城に 至りて 打 死 を とげぬ。 鳥居 權平 • 

杉 浦 藤 八郞. 一色 三十^た ど 也。 七 八 人 ありし 輩 は 道々 にて おくれた りと 也。 

師曰 はく、 伏 見の 城に、 宇治の 上 林、 石 部の 御宿の 堀 勘 兵衞、 關地藏 の 御宿の 篠山、 

彼等 其の 人たら ずして、 義を 重んじて 籠城 打 死 を とげぬ。 綠田信 孝 岐阜 沒 落の 時， 神 

戶 住人 石塔 毅冶但 馬守國 助が 子 小 林 甚兵衞 と 云へ る もの、 岐阜の 城に 居留 まりしせ 七 

人の 數に 入りて 義を 重んず。 奇獨と 云 ふべ し。 
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Jiu-?! 師曰 はく， 平信 孝 岐阜に 籠城の 時、 氏 家. 稻葉 等が 詣勢是 れを賁 めけ る。 その 內に. 

條に 勝 家旣に 敗北の 後 なれば、 美 濃-伊世の 侍 ども 悉く うらが へれり。 剩へ信 孝の { 豕老齋 

(內き 

藤 玄赛允 • 岡 本 下野 守 も心替 りければ、 信 孝つ ひに 城 をお ちて、 野 間のう つみにて 自. 

害に 及ぶ。 幸 田 彥右衞 門 (尉) と 云 ふ 家老 は 打 死し、 齋 藤と 稻葉刑 部 少輔は ー鐵の 甥な 

る を 以て、 彼の 陣に馳 入りて、 本領 安堵の こと を 云へ り。 一 鐵大に 笑って 曰 はく、 武 

士の 武士た る は義を 以て 本と す、 汝等義 を不， 知して 我が 謀 を 以てする を不， 考 して、 

主人に 不義 を 企て、 家名 を 失 ふ、 不 A 足 ニ對面 一と 云って ければ、 犬に 恥ぢて さりぬ と 也。 

(勢) 〔一一)  (一一 一) 

g に： ggM、 師曰 はく、 伊世 國司具 敎を信 雄 生害の 時、 討 手に 藤 方 刑 部少輔 • 髓川三 郞兵衞 • 長 

^で iJci 野 左京亮 まかり 向って， 天 正 四 年 丙 子 冬 十一 月廿 五日に、 無二 子細 1 これ を 討つ。 f 

iv- 一本、 重代の 人に して、 一 且の 利に ふければ 也。 中に も 藤 方 は、 父 入 ^鹿 由 人質と して 田 

^fsf 丸に ありつ。 子息 刑 部少輔 不義の 企 ありと きいて 甚だ 悲歎 不， 俊、 刑 部 少輔を 人倫に 

S)  SS の 

城  非ず と 戒めければ、 子息 答へ ける は、 我が 本意に 非 ざれ ども、 年來 人質と して 田 丸に 

御 入りの 段 を 笑止に 存じて 企 ニ此事 一とい へり。 慶由 きいて、 汝 此の 事 を 速に 主君に 吿 

、  げて、 則ち ともに 命を棄 て、 我が 老體を 張 付けに かけさせば、 誠に 常 {1 の 面 口た るべ 


し. 武士 之義 ここにた りぬべし といへ りき。 後に 慶由風 に 入り 深 井淵に 入水す、 世 

以て 美談せ り。 その子 孫 零落して 大津の はたご やにな りて、 幾程な く 亡びに き。 たと 

(SB)  あな かしこ 

へ 萬 年の よは ひは延 ぶる とも • 武士の 義は變 ずべ からざる 也。 穴 賢。 

師曰 はく、 慶長庚 子、 上 杉 景勝 退治の ために 源 君 野 州 小山まで 御 出 勢の 時、 蒲生秀 

行 は 宇津宮に 在 城の 間、 4^ の 度 御先 手 を可レ 仕の 旨 望み けれども、 御先 手 は 御先 例に 

まかせ 辩原 仕る の 間、 二の 手に 指 つづくべき 由 を 仰 出さる。 秀行、 然 らば 本道 を 指 置 

き- 別口より 働 入 可， 申 由 言上 仕る に付き- 被， 任 一一 其 意； 其の 手の 先手 被 一一 仰 付？ 秀行 

宇津宮へ 所替の 時、 秀 行家來 ども 大勢 會津に 居と まり 景勝に 屬 しければ、 彼等が 方へ 

人 を つか はして、 秀行先 手 の 方へ う ら ぎり 可， 仕 旨 かねて 約諾す。 蒲 生家の 侍 ども 各.' 

是れに 同じけ る內 に、 志 賀與三 右衛門 しける は、 うらぎりと 在る 儀 をば、 (私に は) 

御免 可, 被, 成、 譜代の 主人の 儀 なれば、 秀 行の 御陳の 方へ は不レ 動， わきに て 打 死 可 

レ仕 也、 景勝 を も 一 旦 主人と 賴み候 上 は、 うらぎりの 儀 御免 あれと 中し 送りけ ると 也。. 

此の 使 をば 會. - 下僧つ とめたり と ぞ。 

fa)  ニニ) 

SS0  師曰 はく、 源 君 御 小姓に 大 久保少 二お i と 云 ふ は 奥 小姓 をつ とむ。 則ち 相 摸守忠 隣が. 

士 該 三  、  三 九 三、 
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弟 也。 牧野 勘 七 是れも 同じく 小姓 をつ とむ。 是れは 後の 牧野 內^ 頭が 兄 也， - 此の 勘 七 

大久 保に 逢 著す。 本 多 三彌が 子に 本 多 平 四 郞と云 ふ は， 外様の 御 奉公 をつ とめけ るが、 

大久 保に 逢 著 也。 此の 事 出入になる ゆ ゑに、 牧野と 本 多と 打果 すべきに なれり。 下に 

て 事 ゆかず して、 遂に 公の 髙 聞に 達せり。 高麗 陳 に付き 名 護屋に 御座の 時な り。 大久 

保 も 本 多 • 牧野 も 御家人の 歷々 なれば 惜しみ 思 召して、 大久保 をば 高麗へ 遣 はされ、 

平四郞 をば 關 東へ 下され、 勘 七 は 名 護 屋に指 置かるべき になれ り。 ここに 大久保 高麗 

へこ ゆると て、 對 馬へ 行く みちに て頌ひ 出して 死去す。 勘 七 もと もに 高 耀へ參 り 度し 

と 願 ひけれ ども 不レ 叶內に 右の 仕 合に て、 死體 此の方へ 來 りければ、 勘 七 殉死して けり。 

ラ  S レ 

平四郞 こと は關 東へ も不， 下 京都に 居り、 妙 心 寺に 流牢し 在レ之 を、 秀 次の 家老 羽田 長 

門 守き き 及び、 常に 物が たりの 合 手に 致し 置きぬ。 然るに 秀 次の 事 出来て、 羽田 も 切 

腹し ける を、 平 四郞日 比の 入魂 默 止が たしと 云 ひて、 則ち 追 腹 仕りぬ とぞ。 義と云 ふ 

ものの 深き は、 命を棄 てて か へりみ ざる 所以 を 可, 見 也。 平 四郞は 三彌が 一 子 也。 一 一 一 

彌是れ より 後 子な かりし とぞ。 

(二 ) 

師曰 はく， 大 坂の 合 戰に、 伊達 政宗が 手に おいて、 給 衆 百 人の 頭 草 刈 源內. 秋 保 掃 


部と 云 ふ もの 兩人打 死 を とげぬ。 歸陳の 後、 政宗、 給 衆 頭兩人 をうた せて、 組の もの 

の 一人 も そこねざる こと は、 組の やつばらが 不覺と 云 ふべ し、 百 人と もに 向後の みせ 

しめ なれば 成敗 を とぐべし と 申されけ る を. 雨 人の 打 死 は 某 ゆ ゑ 也と、 給 衆の 內、 丹 

野 善 右衞門 申し出 づる。 その ゆ ゑ は、 川 向 ひに 味方の 備 ある を 見て、 源內 敵と 思 ひて 

かかる を、 丹 野 は 給 衆の 組頭な りけ るが、 進み出で て 申しけ る は、 和 殿 は 何事に 目の 

くれて 味方 を 敵と 見ち がへ 玉 ふと あざ笑 ふ、 源內 怒りて 丹 野 をす でに 切らん とせし を- 

秋 保の り へだてて ける、 是れに 心の せきけ るに や、 無二に 敵陳へ のりこみ 打 死 ゆ ゑ、 

秋 保 も つづいて のりこみ、 父子う たれぬ。 是れ 某が 誤 なれば、 代に 某 一人 罪科に 處 

せられ 可, 給と 平に 望みけ る ゆ ゑ、 政宗百 人の 罪を赦 せり。 しかれ ども 政宗 一生 給 衆 

の 居る 町 をと ほらず、 不義 無道の やつばら にて、 主人 頭 を 見殺したり とにくみ ける と 

也。 給 衆 は 伊達の 家の 言に て、 侍 足 輕の類 也。 

S 幸 村  師曰 はく、 眞田 安房 守昌 幸が 次男 左衞 門佐大 坂の 城に 入りければ、 安房 守が 弟隱岐 

守 信昌を 以て、 冬 御陳御 和睦の 後に、 達て 御 方に 可 レ參、 然 らば 大祿を 可 レ被レ 下との 

搴 こまやか なりけ る。 左衞門 申しけ る は、 最前 一。 t 野に 楚 居の 時、 種々 御 家 を 望み 候 時 
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t) そ 十二と 道の く か武正 氏に Sg(!* 諸 陸：: 
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子 幸 年 天 德く剃 功に す 、 a 尾長 小 野の 田 

な は 六 正 齋人髮 多 招 、55 田 城 子 太の 小 幸 
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は 御 許容 も 無， 之、 今度 已に 秀賴 にたの まれ 參ら せて 籠 域いた す 事 は 本意に 非ず、 大 

坂の 籠城 始終 利 あるべき を 見 こみ 候に も あらず、 一 旦 武士の 約來 仕りた る 事 を 違變せ 

ん こと は 本意に 非ず、 然れば 幾度 仰せき けられても 同心 仕る まじき に 候、 若し 不義 を 

かまへ 無道 を 致して 降參 仕らん に は、 微 官微祿 も被レ 下て 益な きこと 也、 大祿を 被レ下 

と ある も、 某 此の 義を 守る ゆ ゑな りと かたりき。 後に 又信昌 呼びよ せ談 じければ、 重 

ねて はと かくの 返答 もな く • 義の ある 處に は、 天下に 叉 天下 を そへ て 賜 はると も- 心 

の ひかるる ことに あらず、 汗の 出づれ ばと て大 はた をぬ いで 小姓に 汗 をの ご はせ， 就 

中 頸の ま はり をよ く可レ 拭、 やがて 頸に なりて 家 康に對 面 可， 仕と、 笑 ひながら 云 ひけ 

ると 也。 彈正忠 ー德齋 がた めに は 孫な り、 剛操勇 義と云 ふべ し。 

師曰 はく、 藤 田 能 登 守 は生國 上野 名 和 庄の者 也。 上 杉 景勝に つかへ て 七 組の 頭と な 

り， 一 手の 大將を 仕れり。 關ケ 原の 時、 景勝 直 江が 諫に 因りて 三 成に 同意す。 能 登 守 

是れ をき いて、 沙汰の 限 也 * 家康 公へ 一味 可, 然と、 さま.，^ 中し けれども 不， 用。 こ 

こ に 池 田 • 福 島 •  ^野 • 細 川 • 加 藤 左 馬 • 同 肥 後 • 黑田、 彼等 七 人の 衆 三 成 を 打 つ て 

を 散 ぜんとせ し 時、 三 成犬 坂より 伏 見へ^ 上り、 家康公 をた のみけ る 風情 を 見、 


能 登 守 直 江に、 彼れ が 體を見 玉へ、 天下の 祌器を 得べ からず と 示す。 直 江 ここ. におい 

て， 得 二せ ノハ 意； さらば 家康 公へ 一味の 手 入 其の 方可レ 仕と 云 ひければ、 事 延引 なれば 調 

ひがた かるべ けれども、 才覺可 i 仕と 云 ひて、 秋 元 を かたら ひ 本 多 佐 渡 守まで 一 K ひ 入 

るるに 付きて、 公 御 同心なる を 以て、 景勝 向島へ 御 目 見に 伺 公す。 是れに 因りて 不日 

に 御 入魂な り。 而 して 景勝 奥州へ 下る 時、 佐 和 山に 立 寄り 三 成と 談合し、 つ ひに 家康 

公と 約を變 じ、 奥州に 至りて 旗 を あげたり。 此の 時に 藤 田 叉 さまん \ 申 しけれ ども 不二 

同心； 却って 潛に可 二 打取 1 とのこと たり。 景勝 (に) 恩 深き 身 たれば 少しも 不二 立 退 一う 

たるべき ことなれ ども， 潛に うたれ なば 謀反 人に なりぬべし >  是れ 勇士の 義を 失って 

か ばね  シ  ス 

尸の 上の 恥な りと て 立 退き、 六 條へ引 こみ、 頭 をお ろし 日 を 送り、 象 康公可 二 召 出 一と 

ありし を、 景勝 (に) 恩の 者に て 候 間、 御宥 免可レ 有と 種々 申し けれども、 達て 仰 出さ 

れ、 i レ所レ i^^t 仕す。 大 坂の 役に、 辦原遠 江 守. 小 笠 原 等の 指 引 可， 仕との 事に てけ 

る 所に、 六日の 合戰 に、 藤 田が 指 引 不レ當 レ理の 由に 付きて、 1： 原が 者と 藤 田と 論じけ 

るに、 能 登 守 落度に たりて 信乃國 へさ 十ら ふ。 藤 田 思案し ける は、 今 七十に 餘り、 落 

度の 旨に 究 まり、 いつを 期して 此の 瑕瑾 をた だすべき 時た し、 少年に も あらば、 養生 
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を とげても 一日 も 命 延びなん こと を 思 ひ、 一度 は 此の 恥 を 可, 雪に， 不慮の ことに 數 

十 年の 勇 功 も 空しくなり ぬる 事、 口惜しき 次第 なれば、 世間への 云 分な りと 云 ひて、 

腹切って 死せ り。 勇に 義を 存じた る ゆ ゑと 可レ云 也。 

師曰 はく、 福 島 正則が 郎等に 佐久間 加左衞 門と 云 ふ もの、 使に 行きけ るが、 松 坂の 

番所に て 何とかしたり けん 打擲 しられぬ。 平伏し 詫 言して その 場 を 過ぎて 使の 用 を 達 

し， 正則に 向って 件の 用 を 云 ひ、 共の 事す みて、 さて 右の K 々を かたり、 其の 場 を さ 

ら ず腹播 切って 失せぬ。 是れ 神妙の 義士な りと さたす。 正則 是れを 見、 汩を 流し 理非 

を不, 辨、 則ち 家康 公へ 巾 上げて 敵 を 可 二 申請 一由、 一筋に 云 ひける ゆ ゑ、 忠 功の 正則 

に 思 召し か へらるべき にあらねば、 伊奈 圖 書に 切腹 被 二 仰 付 一たり と 也。 

師曰 はく、 鎌 倉の 公方の 時分に、 本領 訴訟の 事あって、 兄弟 つれだちて 鎌 倉に つめ 

て有レ 之に、 或 時 四方 遊行の 折から、 大名の 郎等 ども を あつめて 馬 をせ むる 所 あれば、 

〈にレ f?- 兄弟 立す さみて 是れを 見て、 兄なる もの、 侍の 重 寶は馬 也、 一度 訴訟の 安堵して、 如 

くみ b  力 

I； おすみ レ此馬 を もちて 終り 度し と、 つぶやき 獨 りかこち てけ る を、 彼の 郎等き きけ り。 大名 

も 此の 兩人 の兒物 人 はいか さまよし ある 人に こそと 心 付きて、 郞 等の 其の 近き にあり 


しへ、 何事の ありし、 何と 云 ひし ぞと問 ふ。 郎等し か.，^ と 答へ ければ、 侍の 貧富 は 

天の 命 也、 此の 馬牽 きて 彼の 人に 得させよ、 何 か をし からん、 持 合せた る こそ 幸 なれ 

と 一 K ひて 遣レ 之ければ、 大 にかし こまり 喜びて 禮 謝して 過ぎぬ。 其の後 程 ありて、 兄 

み けうし よ 

弟 本領 安 の 御 敎書を 得て 古鄉 へ 上りけ るに、 富士川の 手前に て 闘の こ ゑ 矢 さけびの 

音す。 いかなる ことに やと 思 ひて、 所の 者に 尋ねければ、 しかん、， \ の 人の 罪の 事 あり 

シ ノ  (sn  (去) 

て 如, 此と答 ふ。 悉くき けば、 さりし 比 我れ に 馬を與 へし 大名 也。 兄の 云 はく、 馬 を 

得た る 恩つ ひに 報謝の 事 もな きに、 今 かかる 樣 をき きながら 空しく きき 過ぎなん は 全 

く 本意に 非ず、 我れ は是れ より 直に 彼の 城に 入りて 打 果てぬべし， 兄弟 一所に 果てな 

ん事 にも 非ず、 御邊は 此の 御 教書 持ち 歸 りて 本領に 安堵し， よきに したたむべし、 我 

ひら 

れは ここにて 必死な りと、 なく/ \ 暇 乞して 弟 を か へ しぬ。 弟 も 平に 一 所に と 云 ひ 

けれども- 其の 列に あらざる と 云 ひ 留めて 弟 を かへ し、 其の 身 は 城に 入り 是々 の 事と 

云 ひて、 同じく 桐 籠りぬ。 弟 は 兄の 教戒に まかせ、 涕 にくれ て 立^れつつ 先へ 行きけ 

るが、 富士川の わたしに て 船 打 かへ り、 船中の 男女 皆 死す。 弟 も その 中 なれば 死にけ 

り。 兄 は 城に こもり 打 死と き はめし に、 不， 思に 和睦の 事出來 て、 城主 別條 なかり し 
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ゆ ゑに、 其の 身 も 無レ恙 して 城 を 出で ぬ。 弟の 富士川に て 死せ し 刻限と 城の 和睦の 相 

ミテ  セキテ  キ 

すみし 刻限、 聊かた が は ざり しと 也。 されば 古語に 進 而不レ 死 退 而不， 生と 云 ふ は 此の 

(ニテ ヌル ハ  キ 

^^^00 心なるべし。 孔子の 言に、 見 レ義不 レ爲者 無レ勇 也と もい へり。 義の當 る 所 を さし 置き 

I  (知) 

て、 利 を はからん とせば、 その 利 はしれざる ことなり、 義に まかせて 致して は、 生死 

更に 心に 心よ かりぬべし。 彼の 兄 は義を 守りて 必死に 究めて 却って 生き、 弟は必 生の 

さき  ルカ ラル  キル 

地に 居て 却って 死す。 前の 事 は不, 可， 計 なれば、 專ら當 然の義 を 可， 守 也。 

師曰 はく、 すべて 義と云 ふべき 事 は、 向に あてて する 所な く、 人の 目に みえざる 所 

をつつ しむに あれば、 凡 情の もの は 常 分の 利 を 欲して、 遠き 所 を不, 考事 のみ 多し。 

ゆ ゑに 義を つとむる と は 至って 難しと 云へ り。 人の 不, 見 不,. ^人の 毀譽 もな き 所に 

キ ル  を はり  とほき 

おいて こそ、 まことの つとめと 云 はんもの は 可, 有 也。 この ゆ ゑに 終 をつつ しみ 遠 を 

追うて、 人の み ざらん 所， 無 からん 跡の すゑく まで、 天地 を 以て 鑑 として 其のつ と 

めを盡 す、 是れ 大丈夫の 義也。 當 座の 利 を專ら とせば、 時の 勢に ついて おのがさ まざ 

まに か はり 行きて、 心； J こに 卓爾 たるべからず。 後醍醐 帝 笠 置に 籠城の 時、 笠 蘆の 近 

所に あすかい と 云 ふ 在所 あり、 此の もの ども 陶山 • 小 見 山が まひな ひに 因りて、 當分 


の 利用 を必 とし， 案內 して 笠 置を燒 矢す。 此の 罪に 因りて、 今に 至る まで 此の 村の 男 

ゃミの 7B-  ル 八  (la) 

女 は 笠 置 へ 山上す る こと 不レ 能に き はめ 置きぬ。 是れ 利は當 分の ことにして、 いたす ま 

じき 義は 末代 萬 世に 明た るの ゆ ゑたり。 山 田 新 右衛門が 今 川の 義元打 死の 二日 目に 向 

レ！ if て 腹 を 切り、 松 野 平 介が 信 長の 死後に 明智 にっかへ、 事なら ずして 塚に 向って 切 

(三) 

ていえ い しょきう  tRn 

腹した る 如き、 各-ためし 寡な きっとめ 也。 異朝の 程 嬰 • 件 臼、 越の 范蠡、 宋 の謝枋 

得が 志 各  >  以て 可. Z 見。 或 人の い へ る は、 齋藤內 藏助利 三が 死骸の はた ものに かかれ 

し， "'ばね 

る を、 海 北と 一 K ふ ものの 弟に 畫 師友 松、 ひそかに 其の 尸 を 盗み取りて 葬りし といへ り。 

其の 家たら ずと い へど も、 其の 義の 所レ 立、 尤も 殊勝と 云 ふべ し。 多 賀の畳 後が ゆる 

S リ サ  ヒ -ー 

せる 罪人、 稻葉 一徹が 不：， 殺つ る 咎人、 皆 人 しれずに 出で て 向， 塚て 死せ し、 是れ義 の 

よる 所默 止が たき 處 とみえた る なれば、 況ゃ 平生 涵養して 省察 せんに は、 義 曰に 長ず 

ベ きのみ 也。 

師曰 はく、 義は 必ず 他人の 間にある ことにて、 たしても 不レ爲 ともの 事 ある 一 ご、 我 

が 心の 內にか へりみ て、 やましく 恥づか しき 所 ある 一 ご 改め 正す、 是れ義 也。 內. に は 

(S 

、つる 所 あれ ども， 當 分の 利用 を專ら として、 其の 利に 從 ふが ゆ ゑに、 義を かくに たれ 
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士談四 

一 0 命に 安ん ず 

師曰 はく、 論語に 不， 知， 命、 無，, 以 爲，, 君子, 也。 程 子 注 勝 曰、 不， 知， 命 者、 則 nli- レ {か 

、ゼ 避、 見， 必趨， 何以爲 二君 子？ 朱 子 曰、 與 r 一 五， 1- 而知， 一天 命 ー不， 同、 知， 一天 命； 謂， 知ミ 

ヲ ヨッテル ノト ハラ 7  レク  ヲ ノ ヶバ 7  スん 

理之所 二 自來； 此不， 知， 命、 是 說，, 死生 壽夭 貧富 貴賤 之 命； 今人 開， 口、 亦 解ョ說 一 飮ー 

啄自有 二分 定； 及， 遇， ー少々 利； 便 生 二趨避 計較之 心.； 古人 刀 鋸 在, 前、 ^籍 在：， 後、 視 

レ之 如 二 無 者； 只緣莧 ，1 道理； 都不 kn 那刀鋸 鼎 

ひ と  ル ーフ 

師曰 はく， 人命 を不レ 知と き は 心 ここに 安ん ずる ことなき を 以て、 安んじ 樂 しむべ き 

こと もた く、  B ひ 定めて 果敢 決斷 する こと も 無, 之。 人間の 第一 重き もの は 命 也" 此 

の 命 を 大事に 思 ふこと は、 責賤 上下 長幼に 至る まで 同 一 理 にして、 鳥 魚鱉 ともに 此 
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の 念 あり。 然るに 命の 重き こと を 思うて、 家に 居て は 地震の 俄に ゆり 來 りて、 けたう 

つばり の 落ち かかり、 柱 t.- のた ふれて、 唯今に も 死なん ことの しられず と 思 ひ、 外へ 

出で て は 大地の 俄に われて 我が身の 忽ちに その 內へ 可レ入 もしれ ず、 矢 石の いづかた よ 

り來 りて 身 を 失 はんも 計りが たし、 狂人 虎狼の はしり 来りて くら はんも、 病難 を 得て 

卒に 死なん もしれ ずとの み 思 はば、 一 日 片時 も 安き 心 もな く、 常に 苦しむべし。 然れ 

ばと て、 何事 も 天命な りと 棄て はてて、 事物の 理 をき はめず、 危を 俊し 難に おち 入り 

て 聊か 心に かからず と 云 ふ も、 叉 右の うらに て、 ともに 過不及の 病 を不レ 出。 いかな 

る を か 命 をし る 人の わざとな らば、 家 はけた 梁 を 念 を 入れ、 柱 壁 を 丈夫に して、 卒爾 

にた ふるる ことなき が 如くなら しめ、 外へ 出づ るに は、 出づ るに 警し 入る に蹀 し、 上 

下 主 從の禮 を そな へ、 非常 を 禁じ、 常に 大賓 をみ るが 如くに して、 倫へ 設 くる こと を 

正しくして、 身の 養生 を詳 にし、 飮食 情欲 を 節して、 而 して 天の 命に まかす る、 是れ 

を知レ 命と 云 ふ 也。 しからば 戰 場に のぞんで、 钮戟 を， s ら よこた へ、 矢玉の 中に 飛 入 

り、 駿馬の 逸物に またがりて 猶ほー 鞭 を あた ふる は、 是 れ知レ 命に 非ず、 危を なすの 

ゆ ゑな り やといへば、 ここにお いて 義の 不, 得, 已所 あり、 則ち 是れを 命と 云 ふべ し。 


その ゆ ゑ は、 我れ 武士の 家に 生れ 大丈夫の 氏族 を嗣 いで、 農工 商の 三 民に 非ず、 天 我 

れ をして 士 たらしむ、 是れ 天の 命に 非ず や。 而 して 戰場は 危地に して、 遁れば 返れ 

つべ けれども、 遁 るるとき は 彼れ に 害せられず とも、 心に 恥 づる處 あり. 是れ 不レ得 

レ止 の處 也。 汉ゃ 上と して は、 下 を 害せられて 默 止すべき 道た し. 下と して は、 上 を 

失 はれ 親 を ころされて 遁れ 去るべき の 道た し。 是れ 則ち 天命の ある 所に して、 其の 所 

において は是 れを義 と名づ く。 已 むこと を不レ 得して 出で なんとた らば、 甲冑 を 以て 

身 を かこ ひ、 駿馬 を 以て 進 返 を 利し、 叙 戟弓弩 を 用 ひて 遠近の 敵 を 制す、 是れ 事物 を 

よろしぎ 

究明す るの ゆ ゑ 也。 而 して 守る に 城郭 あり、 戰 ふに 陳 あり 營 あり、 各.' 其の 宜に隨 ひ 

用 ひて それに 應す、 是れ命 をし る 也。 守る に 城郭の かたきな く、 戰ふ に陳營 の詳 たる 

あらず、 身に 甲冑 矛戟の そた へたく、 金鼓旌 旗の 用な く、 駭馬輜 重の 設 なくして、 唯 

だ 天の 命な りと 云 はん は、 是れ 知， 命と 云 ふべ からず、 學者 此の所に おいて 天の 命 を 

勘辨 して、 能く 其の 事物 を 究めん に は、 天命 初めて 可 i 全. 5^1。 さるに よって、 命と 云 

ふ 所を詳 に不, 知ば、 或は 恐懼 臆病して 不義 をな し， 或は 暴虎媽 河して 死す とも 悔な 

ズル 一一  ん ラ 

き に 至 る 。 とも に 大丈夫 の 安， 命と 云 ふ に は不， 有 也。 
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師曰 はく、 富貴 貧賤 は 必ず 命あって、 更に 人 作の 及ぶ 處に 非ざる 也。 而れ ども 命 を 

安ん ずる こと 不， 能して、 利 を 見て は是 れに趨 り、 害 をみ て は 是れを さく、 是れ又 古今 

の 通 情 也。 大富は 有, 命、 小 富 は有レ 用と 云 ふことの あり。 今 ここに 利 を 好む ものの 有 

ひりんせ々 - しょ，.  ざん てんめん； S 

りて、 ^上輕 薄の 行 をな し、 鄙 吝惜啬 のさ もしき 事 をいた し、 龜詔 面諛の へ つら ひ を 

なせば、 時に 取りて しばらく かか やく 如くなる ものな り、 是れ小 富 は #レ 用 也。 しか 

れ ども 父祖 をて らし 子孫 を ゆたかに する の 大祿大 財 を 得ん 事 は、 その 分に て 可 レ叶こ 

埶 i1 作 とに 非ず、 是れ大 富 は 有レ命 也。 たと へて 云 はば、 執 柄の 氣に 入らば 官祿も 思の まま 

に可レ 得、 國君 大王の 志に 叶 はば 國郡^ 祿 望の ごとくな るべき なれば、 何と ぞ して 1ポ 

に 入り 志に 叶 ふ 如くに せんと、 我れ も 人 も 思 ふに、 天の 命 ある もの は、 さし 出 づれば 

{d しく、 ひか ふれば 利 を 得て、 皆 彼れ が氣 志に 叶 ふ。 天の 命 薄き もの は、 出づれ ばに 

くまれ、. 入れば すたりて、 ともに 彼れ が氣 志に 不， 合、 手 立 をめ ぐらせば 才覺 過ぎた 

りと いはれ、 引 こめば 隱者 なりと しからる る、 是れは 不幸なる 命 ある ゆ ゑ 也。 自然と 

幸 ある 輩 は、 なす ほどの 事に 幸 ある もの 也。 士の上 は 云 ふに 不レ 及、 ェ商皆 以て 然リ P 

天道 は 不幸に 貧しき もの を こそ 助け守り 玉 はんと 思へば、 風雨の 物 を そこな ふ をみ る 


に、 やぶれて 傾きた る 貧者の 家 は 吹きた ふされ、 地形 ひきく まどし き 家に は 水 あつま 

り、 大 厦高墻 のか まへ に は 風雨の あたる こと Ic^ し。 寒暑の 人 を 苦しまし むる も 皆然り „ 

天命 更に 心なし。 我れ 今日の 分 を 守り 業 をつ とめ、 義を 正して あるべき に 任ずる、 是 

れ分を 知りて、 天 を もうらみ ず 人 を も不， 咎と云 ふの 心 也。 油 火 は 何 ほどこしら へ て 

i 

も- 孅に ともせる 火の 如くに 非ず。 天性 自然の ことわり たれば 也。 

,  よろ-つ 

師曰 は く、 萬の 事に 時と 云 ふ もの あり、 是れを 時節と 云 ふ。 正月 元日より 一日々々 

をつ みて、 一年 三百 六十 日に 到りて、 而 して 一周 天たり。 一日 は 朝より 暮、 街より 曉 

と、 一刻 一時 をつ みて 一日の めぐりと たる。 木の 實 はめぐ みて 小より 大に 至り、 靑ょ 

り 紅 赤 に た る C 無理に 大 に す ベ き 味 を つくべき と 云 ふこと は、 人 作の わざに て 用に 不 

レ立、 しかもた る ことに あらず。 その 木の 實 草の 實も、 年に よって 多 小 あり、 美惡ぁ 

り、 是れ叉 彼れ が 定まる 處 なし。 何と あしき 年 も、 その 內に 少し 能と 云 ふ はありと 一 K 

へど も、 大 にたが ふこと は 時節に よる こと 也。 然れば 成熟 皆 時 あり 急ぐべからず、 又 

緩に すべから ず。 一息 切 斷の間 も、 ここに 問斷 ありて は、 又 時節た がふ もの 也。 天道 

日月の 往來 以て 可, 考也。 舂夏は 日長く、 秋 冬 は 日 短し。 是れ叉 時節に して、 長き と 
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しあ はせ  ル 

きに 仕 合する も あり、 短き ときに 仕 合する こ ともあれば、 貧富 貴賤に おいて 聊も不 

レ可レ 置， 心 也。 若し 是に心 あらば * 必ず 柳 を 未熟に 取りて こしら へせから しめんと 云 

ふになる べし。 

師曰 はく、 武田信 玄の曰 ふ、 國を 多く 取る 事 は 果報 次第 也。 ことに 天下 を 取りて、 

日本 國中 を不, 殘皆 をさむる こと は、 源 賴朝. 北條數 代、 其の後 源 尊 氏、 是れ皆 果報 

いみ じく、 公方に そな はり、 將 軍に なりて 武家の 大望 ここにつ く。 是れも 果報の 時刻 

あらざる 以前 は、 何 ほどか 身に 艱難の 事 ありし。 義經 弓馬の 譽れ 身の つとめ ありけ 

れ ども、 ゎづか 伊豫 ー國 にて 終れり。 去る ほどに 果報 はしれぬ ことなれば、 さしおい 

8  キ ム 

て、 末代まで も 弓馬の 上に けがれな き 如く 可, 愼也。 けがな く 弓馬 を 取りて 命 けれ 

(降) 

ば、 果報に まかせて 大國 天下 も 前へ ふり 來る もの 也。 たと へば 四時 を 急ぐ と 云へ ども， 

春より 秋へ は 飛越され ざる もの 也。 此の 理 にくら きを 以て、 果報 もしれ ざるに 大國大 

綠を のぞみ、 我が 恩 を 得た る 主君に 逆心 を 企て 不義 を なすこと 多し。 扨叉當 分いた し 

(果)  お ほかた  キ ム 

を ほせても、 時 到ら ざれば 大形 非 法の 死 をな す 事、 古今に 其のた めし 多し、 以て ：，=r レ戒 

也と- 〔一 へ りと ぞ。 


師 嘗て 曰 はく、 古歌に、 「何事 も 時ぞと 思へ 夏 来て は 錦に まさる 麻の t 伏 衣 一 と 一 K へ 

る 歌 あり。 錦 はおり 物の 至極、 厚く 寬廣 ならん は 其の 錦の 形の 宜 なりと いへ ども、 今 

の 時 夏に て 炎暑 甚 しきに は、 是れを 股 用な り 難き が ゆ ゑに、 入れて 是れ を牧め 置く に 

yij^ さ たれり。 疏の狹 衣 は 凡 下の 服に して、 其の 薄く 其の はたば りの せば きを 好んで 暑 衣と 

ジ<  よろしき 

す。 くらべて 云 はば 同年に して かたるべ から ざれ ども、 用 ふるとき は 其の 時に 宜 にし 

く はなし。 天下の 萬 事 皆 如；， 此。 高鳥盡 きて は 良 弓 かくれつ ベ し。 ここ を 以て 云 はば 

堯舜の 時 を 以て 今日 を 論じ、 高 尙の事 を 以て 曰 用 を さたし、 書に たづみて 當世を 云 ふ 

クガ ハ 

は、 皆 錦の 厚 衣 を 見事な りと 云 ひて、 暑 服 せんと 云 ふに 不レ 差、 其の 理は みごとなる 

に似て、 用 ふるとき は大 にたが ふ 也。 人間 世の 用捨 も 皆 如, 此たる ものた るに、 命 を 

安ん ぜす時 を しら ざれば、 人の 不ぃ知 不レ用 こと をのみ 憤りて、 我れ に 今日の 當用 なき 

事 を 不レ言 

師曰 はく、 世に 名高く 人に よばれ 書に しるされ たる 者 どもに も、 時に 遇 ひていみ じ 

き 名 を 取る こと ある もの 也。 その 身 始終 を 全うして >  時と ともに 消息して 治亂の 世に 

全く 一 生の 道 をた だし 行 ふ 輩 は、 是れ眞 の 大丈夫なる を 以て 世に も 殆ど 希 也。 戰國 に. 
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生れて 武勇の 名 ある 輩の、 早く 打 死し 身 まかりぬ る は 名 も 全し。 末々 までの こりて、 

後に はっとめ 守らざる ゆ ゑ、 放将 になり て 初の 名 を 失 ふに 至る 葷世 以て 多し。 然れば 

人の 饗望も 大概 は 皆 時に 遇 ふと 云 ふ もの 也。 村上義 光が 大塔宮 の 命に 替り て吉野 山に 

(一) 源賴 朝、 て 打 死した る は、 忠 あり 義 あり 勇 ありと 評せり。 佐々 木 高 綱が 武衞の 名字 を 賜 はりて 

前にお 兵衞權  (一二 

^"oif- 討死に き はめ、 石橋の 難 を遁れ しむ。 此の 時 高 綱 討死 を 全くせば、 漢の紀 信が 忠義に 

祖 L 邦? 仕へ も可レ なり。 頼 朝 此の 恩 を 感じて、 天下 を 治めば 必ず 半 を 以て 汝に與 ふべ しと 堅く 

ぱ 11^15 約お を とげ 玉 ふに、 世 しづ まりて、 備前 • 安藝 • 周 防-因幡 • 伯 耆- 曰 向 • 出 雲、 中 

國七 ケ國の 守護 を 賜 はりければ、 曰 本 半分の 約束 相違せ りと 云 ひて、 響 を 切りて 髙野 

サに M 山に 籠れり。 これに 因って 初の 忠義 は 皆す たれる になり ぬ。 是れ壽 命 長久に して 却つ 

^0^^ て 名のす たれる ゆ ゑんな り。 されば 古今と もに、 始終の 義を 全くして 功名 を 保つ こと 

は、 大丈夫に あらず して は 難， 叶。 冥加に 叶 ひて 其の 時に 遇 ひて 死 を 速に 十る 事， 是 

れ時 をう ると 云 ふべ し。 

師曰 はく、 或 人の 云 へ る は、 時に 遇 ふこと も、 能く 事物の 理を つくしき はめて 兒ば 

(分)  ： 

其の わかちあるべき こと 也。 されば 大丈夫 時に 不レ 遇、 飛 龍の 位 を不レ 得して は、 志 を 


(一二) 孟チ吿 

上 ici 第 十六 

章 T 孟. ナ曰は 

<, 天爵と い 

ふ 者 有り、 人 

爵 とい ふ 者 有 

b, 仁義 忠信 

善 を樂 しみて 

倦ま もる は此 

れ人爵 なり。 

へ Ms? 大 夫は此 

れ 人爵な り" 

古の 人 は 其の 

K 爵を條 めて 

人爵 之れ に從 

ふ。 今の 人 は 


めて 以て 人 H1S 

人爵 を 得て fM 

して 其の 天爵 

ち卖 つる は 則 

ち i?、 るの 甚 

しき 者な り、 

終に K. 必す亡 

はんの み」 と 


行 ふこと もた るべ から ざれば、 時に 遇 ふが 如くに つとめ 行 はば 可レ然 也。 時に 不, 遇と. 

云 ふ も 事物の 理に不 X 盡處 ある ゆ ゑなる べしと 一 K へる 人 あり、 甚だ あやまれり。 大丈 

夫 は 時に 遇 はんこと を 求む る ものに 非ず、 叉 時に 遇 ふこと を 嫌 ふ ものに 非ず。 求めて 

時に 遇 はれざる を 知る、 是れを 命 を 知る と 云 ふ 也。 孟子の 天爵. 人爵の 論 以て 可, 考 

也。 大丈夫の 時に M ふこと を 欲する は、 危を救 ひかた きを 擧げ て、 萬 民 を 塗炭の 內ょ 

り 救 ひ 出す ベ きの 田.〕 入に して、 飮食 情欲 を ほしいまま にし 奇麗 華奢 を究 むべ きのた め 

に 非ず。 ここ を 以て みれば、 人 同じく 富貴 を 願 ひて、 其の 趣向 は 天地の 差別 あり、 此_ 

(巧) 

の 心 を もてる 大丈夫、 いかんして か 顔 をつ くろ ひ 言 をた くみに して、 人の 膝下に つく 

(K 首. -  キ 

ば ひ うでくび 一 ごに ぎらん や C 尤も 可 二心 得 一也。  . 

カラ ル 

師曰 はく、 帝位 こ 公方. 管領の 職、 各. -人齒 の わざに 不， 可， 有。 たと へば 其の 位に 

可レ 昇の 品に 當 ると 云へ ども、 天道 自然の 時 至ら ざれば、 いみ じき 才能 ありと 云へ ど- 

ル カラ フ  きさ C ち： S うしよ +>ノ 

も不レ 可レ叶 也。 延 喜の 王子 兼 明 親王 は 前 中 書 王と 云 ひて、 才學 世に ならびた く、 作 

文 詩歌に 長 じ 玉 ひて、 幷 なき 親王たり しか ども、 帝位に は つかせ 玉 はず。 後 三 條院第 

三の 王子 輔仁 親王 は 白 河 院には 御 弟 也。 目出度き 才學の 王子 たれば、 必ず 帝位に 立ち 
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玉 ふべき と * 後 三條院 より 白河院 へ遣勑 まで ありし かど も、 あなた こなたと 障あって- 

輔 仁つ ひに 東宮に も 立ち 玉 はずして、 仁 和 寺の 花園に 引 籠りて 住み 玉 ふ。 時の 人、 院 

內の 事よりも 中々 親しみ 奉りて、 參り通 ふ 人 多 かりければ、 三宮 の百大 夫と いへ りと 

サ。 是れ 其の 身の 仁德 ゆゆしくても、 命の 至ら ざれば 帝位に 卽き玉 ふこと あらず。 內 

大臣 鎌足に 籐 原の 姓 を 賜 はりし 時、 紀 氏の 入の いひけ る は、 藤の かかりぬ る 木 は枯る 

る 物 也、 今 ぞ紀の 氏 は 失なん とい ひしが、 誠に 紀氏 はたえん \ になれ りと • 大 鏡に 出 

せり。 是れ 自然の ことわり にして、 聊か 人の 力を入れて 叶 ふべき 事に 非ず。 

^^^kM  師曰 はく、 聖德 太子 守屋を 打ち 玉 ふとき、 大 返と 云 ふ 所に て 只 だ 一人 ひかへ 玉 ふに. 

一 、 ^v- ^  む，、 ハふ」 

i 木、 ぽ^ 武 守屋 に行會 ひて 遁れ がた かりし に、 道に 大 なる 掠 木 あり、 二つに われて 太子と 馬と を 

天皇 斑 木 事 S  、  S 

條 に出づ  木のう つぼに かくし 奉り、 其の 木 則ち 愈え てければ たすかり 玉 ふ。 又大 伴の 王子と 天 

武 と合戰 のとき、 王子 人 衆 を 引率して 不 破の 關 にて 責め 戰ふ。 天武 旣に危 かりし に、 

2  ) 

(二)  0.S 傍なる 禝の 木の 二つに われて 天 武を かくしけ ると 云へ る こと あり。 源 頼 朝 石 橘の 合戰 

巷 第二 十 

一に 出づ  に 打 負けて、 ゎづ か 七騎に 打ちな されて、 と ある 伏 木の 中に 隱る。 大場 • 曾 我 • 仅 野. 

梶原、 三千 斗り にて 山蹈 して、 大場伏 木の 上に のぼりて 伏 木 を 投せ しに、 景時 進み 入 


りて さがす 時、 賴 朝と 向 ひたる に、 景時 哀れに 見 奉りて 助け 奉るべし と 思 ふ 心 出来た 

る ゆ ゑに、 終に 偽り 云 ひて 伏 木 を さがさし めざる、 是れ まさしく 天の 命の 有る 所 也。 

二 みち  V. う N く 

又 小道の 地藏 堂に入りて 土の 穴に かくれ 玉 ふとき、 その上 人拷 木に かけられて、 旣に 

死に 及ばん とすれ ども 白妝せ ざり し、 是れ叉 命な り、 人の 所爲 と不, 可, 思、 一向 富責 

貧賤 の 命たり とし る ベ き 也。 

師曰 はく、 萬 里 小路 藤 房の 曰 はく、 萬 事 不定、 殊に 天下 を 治め 天下 を 得る こと、 時 

に來り 時に 去る を 以て、 世に 隨 つて 變 化し、 命の ままに せん をよ しとすべし。 其の ゆ 

ゑ は、 此の 君 天下 草創の S 召 立ちの ありし 時、 人 多く 隨ひ 奉りて 謀 をな せし に、 時不 

レ 至が ゆ ゑに、 隱 謀露顯 して 皆 罪に 伏し、 天下の 大功 を 曰：〕 立ちし 人 今 は 一 人 もた く、 其 

かへ， ち： e う 

の 後 或は 降 人に なり 囘忠の 人々 今 天下の 權を にぎれり。 是れ 君の 失に も 非ず、 彼等が 

所爲 にも 非ず、 唯 だ 天の 自然にて ありと 思 ふ 也。 君 笠 置に 御座の 時 は、 天下 早速に た 

びくべき と S ひねれば、 君 も 遷幸な り臣も 配流 せられて 歸洛 のお も ひなかり しに、 思 

も 不レ寄 武家 一時に 亡びて、 君 も臣も 再び 歸洛 する の條、 是れを E:) ふに 皆 時に ありと 

S ふ 也と い へり。 
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. -. - 01)  レシ ニルサ 

E--^^^. 師曰 はく、  ，M 山の 義深、 兄 道 誓と 修禪 寺より 基 氏へ 降參の 時、 降參を 被レ免 は出拔 

楚？ *  I  H ハに  へ §》 

つ 一つ) かれての こと 也。 明日 打 手の 來る ときいて、 道 誓 は 藤澤の 道場へ ゆいて、 それより 上 

東 皆 S 足 利 基  ん 6 

氏  洛し、 義深は 結 械中務 大輔を 憑み ける が、 是 れを隱 さん 事 至極の 難儀 なれ ども、 弓矢 

取る 身の 人に たのまれて、 叶 はじと 云 ふことの あるべき かと 思 ひ、 長 唐櫃の 底に 穴 を 

あけて 氣を 出し、 其の 横の 中に ふさせて、 數十合 かきつらね たる 鎧 廣櫃の あとに 立て 

鎌 倉 殿の 馬 廻に 供奉して 出で、 ひそかに 藤澤の 道場に 送りぬ。 此の 人後に 越 前の 守護 

に 被, 補、 國の 成敗 おだやか 也と 有りて、 管領の 職に 任ぜり。 此の 時に 不レ遁 して 死 を 

全くせば、 後榮は 期すべからざる 也。 ここに 案ずる に、 命 ほど 可, 惜 はなき、 の 口 

を 遁れて つ ひに 後榮 をな せした めし 古今に 多し とのみ 見 ゆる ゆ ゑに、 必ず 義を 背きて- 

しかも 後榮 も不, i ためし 多し。 ここ は 死しても 不, 死しても と 思ふ處 あらば、 何 ほど 

も 命の 全 か， りなん 計 を 廻らすべし。 人譬 ひかくし のがす とも、 可， 死の 義究 まりなん 

(：-;) 秀 に は、 死して 心 能くす るに 可レ有 也。 命 ある もの は 自然にの がるる 道 出來、 命 つづ ま 

きの 小 E 原 城  レ 

^ ぽ 1 時の れば遁 るべき 所な きに 至る と 可レ知 也。 

^雜 のこと  師曰 はく、 小 田 原の：^ あっか ひに なりて、 北 條氏政 • 氏 直 • 氏 照下械 し、 醫師 安栖 


(五) ii 一田 人 

違憲 秀、 =15 卷 

E 六 一 頁參照 

(六) 家康の 


(七) 水 野 信 

元、 右 iJf 門大 

夫 4^ 政の 子、 

忠 政の 女 は 家 

資っ i^. ゆ傳通 

. ： 信 元 

長に 

Es^,. 親に 內逼 

の咎を 以て 殺 

さる。 武_1^^事 


出づ。 但し そ 


七 は 新 七郎に 

作る 

(八) 伊勢の 

國 1? 北 畠具敎 

の 養子と なれ 

るな り。 後に 

養父 を 殺して 

勢 州 南部 を 併 


が 宅に 居す。 ここにお いて 氏 政 • 氏 輝 切腹す。 此の 時 氏 政 云 はく、 今度 小 田 原の 城下 

t やう 

械に 及び、 早 雲已來 五代の 輿 行 我れ に 至りて 斷絕 す、 定めて 世 靜謐の 後に は、 氏 政 • 

氏 直が 籠城の 仕形 善 惡の評 1： ありぬべし、 存亡 は 皆 天の 命に して 人の 所爲に 非ず、 當 

家 滅亡の 時 至れば こそ、 數 代の 老臣 松 田が 逆心の ありし、 此の 一 ケ條を 以て も 可, 知 

也、 天命の 所, 致と 思 ふべき 也と 云 ひて 切腹す と 也。 

(六)  §  (七) 

師曰 はく， 高木 主 水 正 後に 性 順と 號 せる は、 ことなる fs- 士 にして、 水 野 下野 守 所に 

有レ 之て、 戰功 世に かくれた かりき。 その 比 水 野が 所に、 神 谷 金 七と 號 して 高木に つ 

づける 勇士 あり。 下野 守 生害に 逢 ふの 後、 家臣 皆ち り，^ になり ける 時、 高木 *神 

谷が 事 は 勇士の きこえ ありて、 源 君へ 可， 被 一一 召 出 一の 由 ありけ るに、 高木 は 則ち 召に 

應 じて 幕下に 隨ひ 奉りぬ。 神 谷 は 織 田 潜 雄へ 可 二罷出 一とあって 信 雄に 屬 しぬ。 その 比 

は 平信 長 天下の 權を 握り 玉 へれば、 信 雄 は 北 畠の 家族 を嗣ぎ 玉へ る を 以て、 天下の 士 

皆 是れを 望める を 以ての ことなるべし。 而 して 時 移り 世變 じて、 源 君つ ひに 天が下の 

主と なり 玉 ひ、 信 雄 は 次第に 漂泊して ければ、 金 七 は 信 雄の 家に て沒 し， t る。 その子 

K. 原 已後也 

左 馬 助、 古の 由緒 を て當 家に 仕へ 奉りし とせ。 


士談四 


四 一 五 


二)  3!^石ゃ 

S? の 附近 は危 

險 多き ゆ ゑ 居 

らす となり。 

孟-^ ^心 上篇 

第二 I!;- に、 「命 

を 知る 者 は 饞 

の 下に 立た 

す」 と出づ 


(二) 傾きて- 

卽 ちかた よつ 

てとり わけの 

A なならん 
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師曰 はく、 命 を 知る とき は、 巖 墻 のほとりに 不レ 立して、 叉 能く 厳墻 のほとりに 立 

つべ し。 我が身 をつつ しみ 守る 處を詳 にし、 心 をね り 氣を養 ひて、 而 して 天の 命に 住 

すべし。 故に 厳墻 のほとりに 不, 立と いへ ども、 可, 立の 義 ここに 至れる とき は、 叉 能 

ドウ ゼ  ルレ  クノ 

く- M 墙 のほとりに 立ちて 更に 不, 動、 危 きを 不， 懼 なり。 如， 此に修 する 人、 初めて 不 

動 心の 意地 をし るべき 也。 古より 剛操 勇猛の 氣質相 そな はれる 輩、 ^戟 矢玉の 中に 入 

ると い へ ども、 更に 身 を 犯す 事な し。 是れ剛 操に よって 自ら 命 をし るに 似れ り。 伏 見 

そうくる わ  金 吾秀秋 0^ 臣 

の城責 に、 惣郭 はたやす くや ぶれ、 本 城に てっかへ たる 時、 松 野 主馬 一人 立って 居て 

下知す。 城より 矢玉 ふるが 如くに 来れり。 瀧 權右衞 門と 云 ふ もの、 主馬が ふるま ひの 

あまりに かぶいて 武 かりければ、 兩手を 以て 主馬 を 押しす ゑて、 大將 如， 此 かぶいて 

は 諸 卒に手 負 多く 出来る ものな りと 云へ りし、 その 兩 手へ 鐵炮 あたりて 手 負 ひける に、 

主馬に は 不レ當 しと 也。 又大 坂に て、 上田 主 水、 仕 寄 先の 大筒の 上へ ふみ はだかり て、 

筒の ねら ひ をいた すに、 城 中より 鐵炮 多く 来り、 その 傍なる 者兩 人手 負 ひ、 主 水が 冑 

の 吹かへ しに かすりて あたりけ るに、 動ぜ ざり しと 也。 是れ唯 だ 生 質に 因りて 其の 剛 

操 をして、 本と 命 を しれる ものに 非ず。 是れ 等が ふるま ひを考 へみる にも、 命 は定り 


ある もの なれば、 義 について 練り 養って 進退 を 快く せんに は、 狡の 生 質 天性の 剛操ぁ 

ん カラ. < 

わし 輩に おとる 事不 A 可レ有 也。 

ンズル -ー  ひっぷ 

師曰 はく、 能く 勤めて 安 レ命は 大丈夫の 心 也。 されば 疋夫は 死 を， 常に 心に あてて 物 

をつ とめ、 つとめて 命 を 安ん ずるに あり。 死 を 常に 心に あつる と 云へば、 何事 も不 

レ入 唯だ當 分々々 と 仕りて、 是れを (心に) とめざる は、 是れ叉 臆 心 也。 死 を 心に あて 

< 三) 胡 寅， ば、 能く 事物の 間 をつ とめ 守るべし。 事物の 間 をつ とめ 守りて は、 唯今 死に のぞみて 

字 は W 仲、 *  さフ ル-  ん 

^^00 も 快くして、 あきたらぬ 處不 レ可レ 有。 物 を つとむれば 必ず 望の 出来り、 世の 我れ を 不 

S  t こな tc  ラ 

にして 論 レ知を 或はと がめ 或は うらむ。 命 を 安ん ずれば、 時に 逢 ふとき は 時の 用 をな し、 世に 

1ョ£  _p?  •  |!， 史 

！ sl£f^。 捨てら るれば 捨てられて 不レ 求、 故に 時と 消息して 不レ 全と 云 ふこと なし。 是れ ぞ大丈 

，f 夫の 心なるべし。 

.(F ゝ t の玄  ニー 一)  (ケ  ハ .y  キハ ルガ 二  キ ヲ 二 ス レバ チ シ レバ セ 

fio せ綠山 師曰 はく、 胡 致 堂 曰、 禍 輻各有 一 一定 數ハ若 レ由こ 人事 一 今 置 一一 毒 於 前； 食 則 不ン食 

則 生、 生 1^ 係 二 乎 4=^  Mr^k, 則 人事 爲 1 近矣、 故 古 之 聖人、 必修 二人 事； 其 於 二 天命 I 

きる  〈クント テ ラ i 二  sn ヲズ ジ  二  カラ  モ (一？！) ト ンゾヒ ラカン ヲ  レ ニノ 

0^^^, 曰、 我 不二 敢知； 使 i 宗外任 二 賢 相 無 * 蠱惡 h 雖 k 山 1 焉 啓：， 亂、 祿山敗 A 軍、 其 罪 

"人. 57 へ， il.ihr^ 一^  二 ス (六) ニテ  ヲ  ス ノ- ーフ- <  >t 'ヒ  ヲ ント ノ  ヲ  ノニ 

應 き- 九 齢直以 二軍 法， 爭： r 其理自 勝、 乃 言， 1 未来 之 事 一 斷ニ其 後患 一 是故 

\ シ 

士談， E  四 丁て 


(1) 後の g 

の 文 公な. 9、 

公子お りし^ 

在外 十九 年、 

楚に 在りし 時 

楚 I ^おく これ 

を w£ す、 或 時 

<S 耳 IT 干； に 無 

^の  一一： C あり、 

楚の將 « 耳 を 

殺さん とす、 

千： 聽かす こ 

れも^ 遇す 

(二) 蕾の 武 

帝、 劉 淵 は そ 

の臣な b、 才 

幹 ありて 野望 

あり。 或 人 こ 

れも 除かん こ 


帝 許さす 遂に 

大いに S ひら 


に 至りて 獨立 

I- て？ r 土と 稱 

t 帝と 號す 

tesM ぬ：？ \0 


燕の 人、 fis- に 

タ- たり、 符堅 

替と 泥水に 戰 

つ て 敗る.. 0 や、 
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ムレ ヲ  フ ノ  〈  ナ  ヲ  ノ  尸  ； t-cl) ヲ  ハ  サ リウ ビブ (二.) ハ 

玄宗担 A 之、 蘇 氏 曰、 齊桓 公不， 殺 二 敬 仲； 楚成 王不， 殺 二重 耳； 漢高 不レ殺 n 劉 清 一 晉武 

チ  ヲ (一 rl) 〈 サ  ヌ (En ハ  サ  7 レ ノト  ヘラ クノ  ハ 

不レ殺 二 劉 淵 一 t% ^堅 不, 殺 二 慕 容垂； 明 皇不, 殺 ニ安祿 山； 此盛德 事 也、 愚 謂、 彼 五 人 者、 

ニズシ  ノニ テナ ンャ  ハ チリ  ハン テヲフ ッミヲ ンゾ ン スヌ 

皆 賢 而無レ 罪、 何名而 殺、 祿山則 有 n 死罪 ー矣、 明皇不 一 按レ法 行 I. 辟、 安 得 Jn- 一盛 

i  iKO 敬 仲陳胡 公滿之 後、 以 レ罪奔 レ齊、 事 n 桓公 1 爲 =ェ 正 f 後世 萬， 一 齊政？ 潜稱レ 王、 15： 疋爲， 一田 齊 T 或- K、 劉： 祸有 n 反 相 T 高 

精一 竜 帝不レ 信、 景帝時 反、 高祖 兄 之 子 也、 祿 山有レ 罪、 欲レ 殺、 f 其？ 才、 九 齢 A,, 後患 之 相 ー諫レ 之、 上 不レ問 也。 

ケ  (S) ハク  ハ 

此の 心 は、 人 唯 だ 命に 心 を不, 付して 人事 を 勤むべし と 云へ るの 心 也。 孟子 曰、 禍福 

シ ル リ レメ レヌ  ニフ  クコ コニシ 二  1 フムト  ヲ  二 ハク ノ ナセル ヮザ ハヒハ 4," シサク 

無 1^ 不二ず 己 求 1 者 h 詩 云、 永 言 配， 命、 自求二 多 福； 太 甲 曰、 天 作 ， 猶可， 違、 

ラセ ルハト カラ イク  レヲフ  かれこれ 

自作 孽不, 可 ヒ活、 此之謂 也と 出で たり。 彼是 以て 唯 だ義を 守る にあるべし。 義を守 

る 時 は、 更に 外に 求む る こと あるべからざる 也。 

師曰 はく、 人相と 云へ る 事、 古来より 其の 沙汰 多し、 是れ又 天命の 定まる 處、 その 

骨法に あら はれた る 事 をい へ る 也。 但し 是れを 以て 信じて 禍福 を必 とせん 事、 是れ叉 

ノ 『六)  (七)  レ ヌ 

あやまりの 因る 處 なり。 晉桓溫 生れて 幾程な きに、 溫暢 見, 之、 此の 兒に 奇骨 あり、 

試みに なかしむ べしと 云 ひて、 其の 聲を きいて、 眞の英 物な りと い へり。 面に 七星 あ 

ただ ひと  V ラ  ル 〈 

つて 殆ど 直 人に 非ず とみたり しが、 果して 大司馬 南 郡 公と なれり。 是れ 相の 不 Ji 也- 

S 

しかれ ども 列 子が 相 を 相 人に みせし に は- 度々 にたが へ るた めし も あり。 是れを 以て 


に K し c ら 

義っ 土と a? す 

(G 玄宗は 

大 &f 大 明孝皇 

帝と 云 ひ 1? し 

て S. .Mi- 云 ふ 

< 五) 公孫 ュ 1 

上篇第 EI 章に 

出づ 

(六) 蕾の 明 


字 は 子 元、 簡 

文 帝 立つ に 及 

なり。 ； IS 出 二 

五 ra 頁 * 照 

(七) 字 は 太 

s、 中 書 令、 

000, 安 

郡 公 等と なる 

(八) & -US 寇、 

列子八篇のほ 

ぁ.<^と い ふも* 

菜して 現存の 

列 子が この 人 

の 作な り や 否 

子の こと は 

はほ莊 子の 中 

に 數，. a ゆ 

(九) 1 條： 大 

皇の 朝、 白 

Js!? 原 道 隆の始 子 

iul に 流され、 途 S 


一 を 

禍福 を必 とする こと、 尤も 小人の わざ *。 本朝に も 登 乘と云 ふ 相 人の 師、 伊周 を 流罪 

_1ラナ 大臣 IP レー だ • 

の 相 ありと 見、 聖德 太子の 崇峻 天皇 を 横死の 相 ありと 見 玉へ るた めし、 古 以て 多し。 

(§ 

而 して 少納言 惟長が 高 倉の 宮を 位に 卽 かせ 玉 ふべき 相 ありと 見たり し を、 宮 これにめ 

でて、 よしなき 謀反の 事あって 亡命に 及び 玉 ふ は、 是れ 相に 因りての 惑な り。 然れば 

明 雲 僧正の 我れ に 兵仗の 相 あり やと 問 ひける に は、 卽ち兵 死の 相 ありと 信 西が いひし 

もこと わりたり。 唯 だかへ すん \ 外 を賴 む不, 可也。 

一一 清廉 

師曰 はく、 人の 富 責を慕 ふこと すくなき を 淸廉と 云へ り 。富貴に 志 あるとき は、 や 

や も すれば 義を闕 く 事 多 き を 以て 也。 その 間 天質 利用 を 不レ貪 も の あり、 是 れは 生れ 付 

の 潔白に して、 つとめて 致す 處に 非ざる を 以て、 あくまで 見事なる わざ ある もの たれ 

ども、 それほど 他所に 失 ある もの 也。 今日 義理 を詳に 究めて、 利害 內 にさ さはる 處非 

ざる を 以て、 初めて 是 れを淸 簾と 云 ふべ し。 唯 だ 天質 自然の 清廉 は、 聖人の 云 ふ 所に 

(一〇) 高 倉 天皇の 朝、 高 倉の 宮は 以仁 王、 この 事 源平 盛 衰，_ー^ 卷第 十三に 出づ ニー) 延 唇 寺の 座主、 朝廷に 强， Ira せし を 以て 伊 

より 許されて 歸るを 得たり、 後源義 仲の 爲に 殺さる。 信 W! ほ 後白河 上皇の 近臣. 疾 まれて！. 治の a に 死す、 普： 少納言 人道 信 西と 云 ふ 
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V 六) ほ1|  二 あらざる 也。 人 鏡 陽 秋 曰、 澄 レ濁 而淸、 嬌 レ食 而廉、 非 二淸廉 一也、 惟 彼淸鹿 之士、 

ー榻 白雲、 半 窓 明月、 金穴 百 丈 而不， 探、 銅山 萬 i 而不, 瞬， 观 ^ 々然 不ぃ累 無， 累、 心 

モナ リ  ニニ ゴラ シヲゲ ヲ プ、, 、リンん.：' ケラヒ 力 スヌ シテニ  レ ヲ  テ  二  ヅ ヲ チカ キ 

境 交 虚矣、 故 掘 レ 泥揚レ 波、 ^  , 酷 0  , 糟、 對レ境 而忘レ 境、 居レ塵 而出レ 塵、 庶 ニ幾淸 

ノ タル 二  ニセ  キフ 

^爲 <A 眞 哉と 云へ り。 是れ 天生の 質 を 論じて 修練の 功 用を不 A 具、 尤も 詳に 可レ考 也。 ■ 

師曰 はく、 世 を 遞れて 山林に 入り、 樹 下石 上の すま ひを樂 しんで、 一 衣 一 鉢の たく 

はへ なき 身の 淸應 なりと 云 はんこと は、 さして 稱 美すべき 所 も 非ざる 也。 世に 交 はり 

まこと 

藤に そみ て、 其の 間にお いて 志の 淸應 なりなん こそ 信の 清廉と は 云 ふべき 也。 後漢の 

(二 ) 

1;!)，4S? 楊 震が 荊 州の 刺史 たりし 時、 用 ひ擧げ にけ る 王密と 云へ りし もの、 夜 ひそかに 人靜ま 

0  一；^ あれ 

お 1# お りて、 黄金 を懷 にして 楊 震に 遣れり。 揚震 申しけ る は、 我れ は 御 邊の志 を 知りて に 

に， >VSSr 用せ  キ ノ 

. -れ请 廉を以 用 ふ、 御邊は 我が 志 をば しられざる か、 如レ此 こと をな し 玉へ ると 云 ひければ、 王密 

V- ネぁり 

巾す は、 夜 深く 人靜 にして 知る 人な し、 故に 自ら もち 來れ り、 何の 斛 ft か あるべき と 

い へ りければ、 天地 知れり、 我れ と汝と 知れり、 是れを 知る ことなしとの 玉 ふ は あや 

まり 也と、 揚震義 を 深く 申しければ、 王 密大に 恥 ぢてか へれり と 也。 叉 唐の 1 黄 裳 字 

は； ぬ 素と 云へ る 人、 S" の憲宗 の 時に 宰相と なり、 卿 も賄將 を不レ 好。 ここに 李師 古と 


云 ひて 我 ままた る ものの ありけ るが、 杜黄 裳が 宰相と たりて、 事 を ほしいままに 致す 

事の 成りが たか り なんこと を 思 ひて 、 ひそ かに 錢數百 貫 そ の 外 財 寶を車 ー乘 につみ て、 

杜黄 裳が 方 へ 送り て 其の 志 をた ぶら かさんと し • 時分 を 伺つ て 使者 を 可, 遣と 考 へ し 

そ きう 

めければ、 或時內 より 麁草 たる こしに かろき 裳 束せ る 女 二人 供奉して 出で たり。 使者 

人 を 以てき かせければ， 是れ ぞ杜相 公の 妻室な りと 云 ひて ければ、 使者 是れに 驚きて、， 

いそぎ かへ りて 率師 古に 此の 事 を吿げ ける は、 此の 風情 を はるに、 中々 財寶 をう くべ 

き 人に 非ず と 云 ひける。 是れに 因りて 李師 古が 謀と との ほらず なりぬ。 清廉の 德大 な 

りと 云 ふべ し。 

師曰 はく、 宋に張 孝 基と 云へ る もの あり、 同所の 富 人の 女 を娶れ り。 富 人 只 だ 一 于 

ありし が、 その 身 不肖 二して 父の 命に 不, 隨を 以て、 是 れを逐 出せり。 かくて 彼の 富 

ラ § 

人 病みて 死たん とす。 財 寶を不 おべ むこの 張 孝 基に 與 へて あとの 事 を 致さし む。 張 孝 

基 その 命に 從 つてけ る。 其の後 久しくして、 其の 子の 塗に ハ乙 食して 居た る を 見て つれ 

s> 精と 同 て歸 り、 畠 をうた はせ こしら へさせて、 我が 所に やしな ひおけり。 此の 子つ とめて 情 

意 

を 出しければ、 孝 基 あやしみて 曰 は く、 汝能く 庫 を つかさど るべ ，^ビ やと 云 ひて 庫 を 
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； ほ >  く。 其の 子 馴れつつ しみて 不， 怠。 こ こ において 張 孝 基 其の 子の 志の 昔より 改ま 

れる こと を考へ はかりて、 彼れ が 父の 我れ にゅづ りし 財 寶不， かへ し與 へて けり。 

其の 子彌. 'つつしみ 守りて、 以前に か はり 一 村の 善人に なれり と 也。 孝 基が はから ひ" 

淸廉 にして 知 ありと 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 宋の劉 晉臺少 かりし より 極めて 貧し かりき。 或 時 泉 州に 至りて、 屋に 

至り"；！ あみし ける に、 その 窒 にて 金の 入りた る 袋 を ひろへ り。 あみ を はりて 氣色ぁ 

しきょし にて、 其の 所に とどまり 臥して 養生す。 その 明日 早朝に 一 人來 て、 なく/ \ 

浴 屋の內 を 尋ね 申しけ る は、 我れ 方々 に 商 買して すでに 八 年に 及び、 黄金 過分に たく 

はへ まう けたる を、 昨晚 酒に 醉 ひて 此の 湯屋に 至り、 金袋 を わすれ、 月の 面白さに う 

かれ 出て 三十 里 行き、 初めて 思 ひ 出して 如， 此、 若し 誰人ぞ ひろ ひもて 行きし やと 問 

ふ。 そのと き 劉晉臺 云へ る は、 我れ 是れを 昨日 ひろへ り、 定めて 尋ね 來る 人の ありな 

んを 待ち 付けん ために、 今まで 病の よしに てこ こに 留まれり と 云 ひて、 袋と ともに 與 

ふ。 商人 喜んで、 せめて 此の 內 少し を獻 じたき とて、 是 れを與 ふれ ども、 公 更に 受納 

せず して 還りぬ。 此の 事 を 聞きて 宿所の 一類 あつまり、 如, 此闲究 のこと なれば、 不 


レ殘か へ し 玉 はずと も、 少し は 受けて 來り玉 ふべ きこと 也と 怒り うらみければ、 されば 

よ * 人に は 分々 の定り ある もの 也、 他人の 物 を 貪りて 己れ が 物と するとき は、 必ず 災 

ある もの 也、 彼れ いか 斗り 辛勞 してた く はへ 得た る 所の 財 寶を無 こ 子細 一して 取らば、 

わ ザ-. に ひ  キ フ  ン -ー 

必 すそれ ほどの 灾の 難に 可， 逢 なれば、 唯 だ 安， 分 じて 一 生 を を はるに ありと 云 ひて、 

聊か 心 にと どま る體 無， 之。 後に 官を得 て 至 二 西 京？ 晉臺ま こ と に 淸廉た る ことと 云 ふ 

べし。 又大 明の 歷 城の 尹 氏と 云へ る もの、 象 貧して 日々 に ii5 茶點心 を わざとして 過ぎ 

ぬ。 或 時 炎暑の 時分， 人 ありて 立ちより、 茶の み 物く ひた どして 馬に 水の ませ、 衣服 

を 著 改めな どして、 久しく 休息して 日 已に晚 に 及びければ、 急いで 馬を馳 せて さりぬ。. 

時に 大 たる 金囊を のこせり。 尹 氏 これ を擧げ てみ るに 中々 擧 げられ ず.、 さて は 金袋な 

ると 知りて、 人に もしら せず、 穴 を 掘りて 是 れを禋 み、 人の 來るを まて ども 沙汰な け 

れば、 その 所に 柳を植 ゑて しるしと す。 此の 道往來 のち またたれば、 毎日 諸人の 往來 

の 所 ゆ ゑ、 さて あるべき にあらず と 恩 ひける にや、 彼の 金 を 失へ る 商人 叉 二度 尋ねて 

も 不レ來 、家業 を 失って 方々 流浪す。 彼の しるしの 柳 も は るかに 犬に なれり。 ここに 

先に 金 をお とせし 商人 その 所 を 重ねて 通る。 尹 氏 も 其の 人 を 見忘れぬ。 商人 立 入りて 
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點 心して 犬に 歎じけ る。 尹 氏 不審 を 立て、 何事に 大に 歎じ 玉 ふと 問 ひければ、 客い に. 

しへの こと を 語り 出し、 身の 零落して よるべ なくなり にし 事 を 云 ふ。 pf^^氏其の金の員 

數 とその 失 ひし 日と を 詳に尋 ぬれば、 彼の 柳の しるし をう ゑし 時の こと 也。 尹 氏 やが 

て 其の 事 を 告げて、 柳 を ほらし めければ、 金 を 得。 金の 主大に 其. の 志 を 感じて、 不 

レ殘與 へその 餘分 をう けんと 云へ ども、 尹 氏 不，， 聞、 然 らば 半分 わかちとり 玉へ と 云へ 

ども、 我れ 贫 にして 今以て 此の 體 なれば、 取りて 用 ふべ くば 皆 こそ 取る ベ けれ、 何ぞ 

その 半分 を 可， 受かと 辭 して 不レ 取。 金の 主 あまりの 喜びに 感淚ゃ まざりき。 尹 氏 其の 

< 1 一 

二) 字 は 同 夜の 夢に、 天 我れ に 貴き 子を與 ふとみ たりし が、 ■ 幾程 もな く 男子 を設 く、 これ を 尹 E 文 

仁、 明の 慰宗 

と 云 ふ。 後に 進 士に擧 げられ て、 吏 部に なりに けりと 也。 ためし 甚き淸 ^也。 

太 rf*^、 大  (二)  フ 一一 シ タフ  ハリ 二 ラ シ  一一  X ヌ  乇 

？^ず 、 師曰 はく、 胡 文定公 曰、 常 愛、 諸 葛孔明 當ニ漢 末； 躬耕ニ 南 陽； 不レ 求ニ閜 達； 後來雖 下. 

^^u^^^ 應二劉 先主 之聘ー 宰 n 割 山河； 三 n 分 天下一 身 都 二 將相； 手 握 5 重 兵 h 亦 化 あ 不， 得、 何 

hy. 官給 事 中  ヌモ  ゲ ^ フル ノ (三) 二-一二 リ  ノハ オリ 

if,  I 欲 不， 遂、 乃與 一一 後 主 一言、 成 都 有 一一 桑 八 百 株、 薄 田 十五 頃； 子孫 衣食、 自有ニ 餘燒； 

一-へ i きの II 臣身 在. 外、 別 無二 調度； 不，, 別 治， 生 2;- 長，, 尺寸； 若 死 之 曰、 不 K 使 T 廩 有ニ餘 粟； 庫 有 * 餘 

五 諸葛亮 降に  テゾム 力 一一 ビテ -ー シテ シノノ キノ  ノ  一一  シフ  卜 

見 ゆ  財 h 以負 >0 降下； 及， 卒果 如， 一 其 言； 如 ニ此輩 I 人、 眞可， 謂， I 大丈夫？ 


3  w- は 仲 

遠， 博 8? にし 

一」！ S 帝に 仕へ 

て 泰山 大 守と 

なる。 

俗 通 a 0 外に 

？?: ：官 儀せ is« 

故事 あり， 

>^義 十 卷は當 


師曰 はく- 淸廉 なりと 云へ ども、 詳に 其の 事物 を 不一 一 究明 一とき は- ここに は 淸廉に 

して かしこに 清廉に 致し 難き 事 あり。 此の 身 を 養 ふに たより あら ざれば、 口 を もら 

ル ハ (理) 

ひ飢 をた すけ ざれば 不 A 叶の ことわり 有る が ゆ ゑ に、 唯 だ. 一 向に 淸 くいさぎ よく 財 を 

散じ寶 をす てても、 叉 人の 物 をう け ざれば 不, 成 こと ある、 是れ 練りて 致す 處に非 ざ 

ノ (sn ガ  二 ハク (五) ノカ クシ レン ェテ  ヲ r. ゴェ テル モ  ヌ  モ 

る を 以て 也。 後 漢應劭 風俗 通義 曰、 太原郝 子廉、 饑不， 得， 食、 寒 不， 得レ 衣、 一介 不 

レ取， I 諸 人； 曾 過， 姊飯、 留 一一 十五 錢； 默置レ 席 下 去、 毎 二 行 飮；， 水、 常投 一二 錢 井中； 

ズルニ  ヲ  ニフ .1 フン キジ ヲ .K テ  マ  ズ モフ  グ ノミハ メズ ニス レ ヌ  シ  f 六) 

按 二士 相 見 之禮； 費用 ニ踞 雉； 受而不 i 担、 而交 答焉、 唯 祭 飯然 後拜レ 之、 孔子 食 ニ于施 

-ーダ テン パカ  ゾラン  ニノ フヌ  ケ ヲ クスヌ  ル (七) 

氏； 未 ニ嘗不 &、 何 有 二 同 生 之 家 而顧& 者 1 哉、 傷， 恩 薄 i、 弊 之 至 也、 孟 E 護 K 仲 子 

ァ ラゲ、 

キギゾ /、 ヲ モフヲ ノ ヌ (No  シテヌ  ヒ  ッテヲ  ム  レバ ノニ ク  ヱテ 

吐 二 S 々之囊 1 而食 苦 李 ハ鲍焦 耕&而 食、 穿.， 井 而飮、 非， I 妻 所 &不， 衣、 饑 二于. 

二 フ ナツメ ヲヒ トフ ，ノニ  ノハ" 刀  ウル ，、- -ー  シド コ ロニ レテ ス ョョ  レヲ ，、- セ ダレ タリ 

山中 I 食 JT 或 問， 之、 此棗子 所：， 種 耶、 遂 嘔吐 立 枯而 死、 世 不二 之 異； 惟 其 似 

コ レニ  ハ ミ ノ  ヲ  キ テフ  」ノ ンヌ  ハ- >  モ  ル  レ 

レ旃、 孔子 疾ニ時 貪 味； 退 思 二 狂捐； 狼 者 有， 所， 不 レ爲、 亦 其 介 也と い へ り。 淸廉 のこ- 

と わり 詳に在 二 究明  一也。 

fv)  ぢ J  二  tr 

師曰 はく、 靑 硬左衞 門、 地下の 公文と 時の 執 權相摸 守と 訴論 のこと ありし に、 奉行 

ざる を 善しと する のみに て義 利の 势を 知-りざる による。 孟子 凝 文 公 下 篇第十 章に 出づ (八) 局の iTH- 一- 聲潔にして世と絕てり、莊子 •  JK-Jisillirs- 

焦は行を飾り世を^^^り木をぉ！ぃて死す」 と出づ (九) 太平 記卷 第二 十五、 北野适 夜 語の 條に 出づ (1C) 莊 a の 下僚 


ち 明に する も 

のな りと 云 ふ 

(五) |» 代の 

人、 清廉の 人 

と し て 名 あり 

(六) 孔子の 

弟子 施. t 常 

(七) 凍 仲 子、 

齊人、 字 は 子 

0. 夫 W ッ" 人の 

？ i に 園に 逸ぐ、 

楚王 を 遣 は 

しおせ ども 住 

かす。 富 て 接 

肉 を 食 ひしが 

照路と 聞きて 

吐出せ しも、 

貧に 迫り 井上 

の 苦 李 を 食 ふ。 

これ 只お 他人 


士 談 四 


四 二 五 


山 鹿 語類 卷 第二 十五  四 二 六 

頭 人 評定 衆、 皆 公文が 方 を 負に 可レ 仕と ききなしけ るに、 靑硬ー 人權 門に も不レ 憚、 理 

の 當る所 を 具に 申立て、 遂に 相 州の まけに なれり。 公文 不慮に 得 利して、 所帶に 安堵 

しければ、 其の 恩 を 報ぜん とや 思 ひけん、 錢を 三百 貫 fiw につつ み、 後ろの 山より ひそ 

かに 青砥が 坪の 內へ 入れたり ければ、 靑硬 是れを 見て 大に忿 り、 沙汰の 理非 を 云 ふ は、 

相 摸 守 殿 を 奉 レ思ゅ ゑ 也、 全く 地下の 公文 を 引く に 非ず、 若し 引出物 をと らば、 上の 

惡名を 申し 留め つれば、 相 州より こそ 玉 ふべ けれと 云 ひて、 ー錢を も不， 受。 如 A 此淸 

廉 神に 通じて、 相 州の 夢に、 青砥 を 賞すべき よし、 鶴 岡の 八幡宮の 霊夢 を 蒙り、 夙に 

(一) 青 低お おきて、 近 國の大 庄八ケ 所まで、 自筆に 補任 を かいて 彼れ に 賜 ふ。 金 吾 補任 を 啓き 見 

0 門 尉 なれば  1 

改 Jj^H て 金 吾 て大に 驚き、 是れは 今 何 ごとに 三 萬 貫に 及ぶ 大庄 賜り 候 やらん と 問 ひければ、 相 州し 

かじかの こと 也と 吿ぐ。 金 吾 頭 を 振りて、 さて は 一 所 を もえこ そ 賜 はり 候 まじ、 其の 

思 召の 處も歎 入りて 存候、 物の 定 相な きを 夢と 申せば * 若し 某が 首 を 刎ねよ と 夢を見 

玉 はんに は、 無, 咎 とも 其の 如くに 行 はれん や、 報 國の忠 1^ くして 超 涯の賞 を 蒙らん 

. こと は 是れ國 俗 也と 辭 して、 補任 を かへ しぬ。 人々 皆 舌 を ふるへ り。 この ゆ ゑに 金 吾 

聊も 理ー 耽， ー賄赂 一事な かりき。 或 時 青砥 夜に 入りて 出仕し ける に、 いつも 燧 袋に 入 


れて 持ちた る 錢を十 文 取はづ して 滑 川へ おとし、 以ての外に 周章て、 其の 邊の 町屋へ 

人 を 走らし め、 錢 五十 錢を 以て 績松を 十 把 買 ひて、 是れ をと ぼして 遂に 十 文の 錢を求 

め 得。 人 皆 小利 大損 也と 笑 ひければ、 靑硬眉 を ひそめて、 されば こそ 御 邊達は 世の 費 

民の めぐみ も不， 知 也、 錢十文 は 只今 不レ 求、 川の 底に しづみ て 永く 失せぬべし、 某が 

たいまつ を 買 はせ つる 五十の 錢は、 商人の 家に とどまりて 永く 不. Z 失、 我が 損 は 商人 

の 利 也、 彼れ と 我れ と 何の 差^ か ある。 彼此 六十 文の 錢ー も不レ 失、 豈 天下の 利に 非 

ず やと 云へ り。 此の 靑^ 左衞 門が 心 入、 淸簾 にして 究理す と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、 平信 長 惟任に 所, 弑の 時、 蒲 生 秀賢信 長の 北の方 息女 達 を 日 野に 入れ 申 

せし 時、 安土に 天下の 財寶 ありし を、 一 つも 侵す 所な く 引 入れたり。 淸廉 にして 義を 

守る と 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 細 川が 家臣た にがしと か 云へ りし もの、 町人の 手 is より 道具 を かひと り 

て、 其の 金子 を 不^„ おして、 子細 ありて 國 にかへ りけ るが、 翌年に 至りて、 江戶參 勤の 

時" 彼れ を 尋ね 遣 はさんと する に、 丁酉の 火災に かかりて 町人 身 まかりぬ。 本意た き 

ことに 思 ひて 彼れ が 類 親を尋 ぬるに、 不， 殘 火災に 逢 ひて 燒死 してければ、 此の 價を 
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か へ し與 ふべき 者な し。 ここにお いて 彼れ がた めに 石碑 を 建て 此の 事を銘 し、 其の ゆ 

(彫)  S  ,MW  キ フ 

ゑん を ゑり 入れて 廻香院 にと どめつ。 其の 志 清廉と 可， 云 也。 

師曰 はく. ここに 或 人 兄 早く 死して 子 未だ 幼少なる を 以て、 弟に 其の 祿を 少し 分ち 

與へ、 兄の 子を輔 養し 立てなん こと を 云 ひて、 主君より 命ぜら るる 事 あり。 弟 其の 命 

に應 ずと いへ ども、 兄の 祿を 分ち なん 事を献 ひしゃ、 又 本より 廉潔に 事 すくなき を 好 

ラ  (足) 

む 本性 ゆ ゑに や、 つ ひに 分ち 不, 取して、 身の 養 をば 兄の 子に まかせ、 事た るまでに 

し て 過す 輩 あ り 。 世以 てこれ を 美談す。 是れ 淸廉と 云 ふべ し。 然れ ども 如レ 此の 事 世に 

多き 事に して、 詳に 究明せ ずして は 必ず あやまりに 成りぬべき こと 也。 兄の 綠寡 くし 

て 分ち 取らん に は あとの 事不, 可, 成 か、 叉 は 本と 是れ 兄の 志に 不レ 有に は、 得て 不レ 快- 

ク ノ  (理) 

然れ ども 君の 命に して、 若し 如， 此 して その 宜し かりなん ことわり あるに 於て は、 詳 

に 君に 其の わかち を 言上して、 而 して 猶ほ 命ぜられば、 是れに 可 レ從。 本より 兄の 志に 

して、 兄の 祿 分つ とも 不レ 苦の 餘分 あり、 我れ 叉 養 はれず して 不レ叶 ほどの 祿 ならん に 

君 叉 是れに 命ぜられば、 其の 重き 所 多し、 何の 辭 する 處 あらん や。 其の 究理 も あらず 

して 祿を不 レ辭、 其の わかち を不レ 云、 しかも 其の 祿を不 X 受、 しかも 其の わかち を不 


ハ  (少 ) 

レ云 は、 我が身 天性 ことず くた に、 隱 遁世 捨 人の 如くな りなん 處 あるが ゆ ゑ か、 又は 

C 好) 

淸^ を 立つ る處 ありぬべし。 天質 事ず くな にして 其の このみな き は、 それほど 知に き 

はめざる の 質 あり、 淸廉を 立 つれば、 是れ事 を まう. けて 人に ささ はる 圭％ 多し。 其の 

內に 必ず 高慢して 自贊毀 他の 情 可レ有 也。 ともに 道より 云 ふ 所の 清廉に 非ざる 也。 

師曰 はく、 釋門浮 屠 を 信じ、 世の 無常に して 實 相な きこと を 観じ、 或は 哀傷 別離の 

ことに 因りて 有 爲轉變 を 思 ひ、 而 して 名聞 をす て 利用 を なげうつ あり。 是れ淸 廉に似 

たりと いへ ども 實 のこと に 非ず，。 その ゆ ゑ は、 ：， 此の 身 萬 歲を經 る 事皆實 相な らんに は、 

名聞 利用 をな すべき や、 叉 老莊の 虚無 を 空談して、 名 を 求めて 益な し、 譽を のこして 

(支)  (S) 

何の 用ぞ や、 金 をして 北 斗 を ささ ふと も、 人の ために ぞ ゎづら はるべき、 身の 後の 名 

(さ 

の こりて 更に 益な しと 云 はんも、 財と 云 ひ 名と 云 ふ もの を 益の ために 求む とみる より 

の 事な り。 凡そ 財 用 は 今日の 用 所に して、 外に 签を 求む る ものに 非ず。 名聞 は 身の た 

めに 此の 名聞 をの こさんと 云 ふに は あらず、 德內 につみ て 光 外に 發す るの 故 也。 これ 

を 以 て 淸廉 を 云 ふとき は、 天下 國家を 以て 據糟 とし、 金 を 山 に す て 珠 を 淵 に た ぐ る の 

思 を な す 、 是れ 聖 人 の 清廉 に 非ざる を U て 其 の 言 其 の 行に 自然に 其の 弊 あ り。 道よ リ 

士談四  四 二 九 
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云 ふとき は、 天地の 用の 如く 日月の 公なる が 如し。 財 用 利得 可レ 用の 事に は 用 ひて 利 

す • 是れを 以て 寶 とし、 是れを 以て 便りと 十。 不， 可， 用の 處に當 りて は、 萬鍾の ji. 

滿 ti! の 金 も 目に 見やる 志 もな し。 その 潔き 處を名 づけて 淸^ と 云 ふ 也。 


( 一 ) は 致 

堯、 小 { や 冬郞、 

« の 昭宗の 時 

に^ 部 待郞、 

41 禁： sf-. 


一二 正 直 

( 一 s.^ 一一 in ヒ ヲ 

師曰 はく、  士不， 用 二 機巧 一と 云へ る 事 あり。 機巧と 云 ふ は、 時に 至りて はかりごと 

手 立 をな して、 偽り だまして 人 を たぶらかす こと 也。 大丈夫 唯 だ 正直 を 以て 事と すべ 

し、 巧言令色して 僞を かまへ、 時の 便利 を必 とする 時 は、 王道 ここに 衰 へて 伯 業 ここ 

に 立ちぬべし。 正直 は 一 旦の 依估に 非ず、 謀計 は 眼前の 利潤なる を 以て， 世 を 渡る い 

となみに かしこき 輩、 皆 時の 謀計 を 以て 利と す。 ここにお いて 義 かけ 理晤 くして 信 遂 

に 不レ立 也。 凡そ 機巧 も 天下の 間の 道 をのす る 一 の わざなる を 以て、 是 れを棄 つべき 

に 非ず。 內に天地の正道を守りて不レ得，已して事に^11:然の機巧ぁりなんは、 機巧に し 

て 機巧なら ざるの ことわり 也。 是 れを必 とするとき は、 其の 本 遂に 相違に ff.- るべ し。 

尤も 詳に 可, 味 也。 


(二)  7  fv テ ヌ 々ス八 ヌハ テヲフ  モシ テセバ ヲ *. ゲテ マ クズ. グ  -プ" バ 

(二)  ,8*^文公 師曰 はく、 孟子 曰、 枉， 尺而直 ，尋 者、 以レ利 言 也、 如以 レ利則 枉レ尋 直 レ尺而 (^) 

下 第 首 意に 出  "  (五)  . ァ、 

凍 お ^^fe. 昔 者" き) 簡子 (15) 良 與-き i- 乘- 終日 而不 Ja-ll 禽" 嬖奚反 命 曰， 天下 之 

.B し大. 1^ 一  取れ  レ  V 一  トー L グ  二  〈ク フビ セント レヌ ンヒテ  二 キク  ニグ クリ  ヲ  シテ" ク 

と 5 に I 踐ェ 也、 或 以吿 二王 良； 良 曰、 請復 レ之、 彊 而後 可、 一 朝而獲 二十 禽； 嬖奚反 命 曰、 

せれに、， IJ^ 子  ハク レ メン J- ラ  ナン チ ル 「ヲ フ  二  , キカ ハク レ .》  二 レ. 力 ス レバ .* 

きはい 天下 之 良 H 也、 簡子 曰、 我 使 二手 1 與^ 乘； 請 二王 良 一 良不， 可 曰、 吾 爲レ之 範ニ 我 

ころな り  ヌ  -フ  ヲモ  一一 ，ノさ 丄ハ) ス レバ 二, タ "ヌ 一一 フ  〈ッ ス 1「 ヲ 〈、チ テ ，け 1i^、- 

s 晉の大 馳翳； 終日 不レ 獲， 一 、 爲レ之 詭遇、 一 朝 而獲レ 十、 詩 云、 不レ 失-一 其馳- 舍 レ矢 如レ破 

A 名 ほや ぁ不」 ル； 與，， 小人， まぶ， i% 、御 あ- 7 羞&ハ 二 射 者， 比- 比 而得ニ 禽獸； 雖. 若-丘陵 一 弗 

もてなせるな ,爲 也、 如枉, 道 而從レ 何 也と 云へ り。 是れ 正直に して 以て 身 を 立つ ると き は、 利少 

^ 五』 商+の しとい へど も、 君子 大丈夫 は 利の ために 不レ 動、 唯 だ 正直に 隨ふ のみ 也、 故に 詭遇を 

正 法に 51 ド、 i4 レ好 也。 正直た る は 宜しし としれ ども、 眼前の 利潤な きを 以て、 やや も 十れば その 

H だ IS 者の 意 

^^^^^< 正直 を 害して 當 座の 利に 付く 事、 甚だ 利に ふかきが ゆ ゑ 也。 

鮮 ー§35  師曰 はく、  $S 齊の桓 公 伐 レ魯、 魯大に 敗れて、 桓 公に 國の 境の 地を獻 じて 漸くの が 

ASf: 第三、 莊公  -. ひ あ ひ 

±ーー 年に 見 ゆ れ たり。 魯 常に 是れを 快から ぬ 事に 思へ り。 ここに 魯と齊 と 出合 ひて、 何 それの 云 <1  口 

あるとき、 魯の大 將曹沬 と 云 ひける 勇者、 短き 劍を懷 に 致し、 桓公を とらへ てお び や 

かし、 魯の地 を か へ し 玉 はば 運れ しめん 事 をい へり。 桓 公不, 得レ已 して 同心せ り： 曹 

士談四  四 三 一 
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沫 堅く 約して、 やがて 北面して 臣の 座に 付きに けり。 事 を はりて 桓公齊 にかへ り、 彼 

の 約束 ありし こと をく やみ、 魯へ地 を かへ さず、 前 を 殺すべき の 談合 ありけ ると き • 

管 仲 諫めけ る は、 此の 事 天下に かくれ ある 不， 可、 約束 を 背きて かれ を 殺さん は、 唯 

だお を 快くして 事た る なれば、 一 小 快な りヽ 1^ 公 こそ 約 を そむき 玉 ふと ありな ば、 天 

下 皆 君 を 疑 ひて 安ん ず不レ 可、 是れ信 を 失 ふの ゆ ゑな り、 一時の 怒 を 快くして ヂ、 下に 

信を棄 てんこと は、 君子の 道に 非ず と 諫めけ る を 以て、 管 仲が 言に 隨 つて 愤を やめけ 

れば、 諸侯 其の 信 をき いて、 悉く 桓 公に 屬 しぬ と 也。  ， 

お、 師曰 はく、 隋の劉 行 本と 云へ る もの、 太子の 輔佐と なりて 太子の 傍に 侍りぬ。 太子 

ろと？ て、 その 比 良馬 を 得て 大に 喜び、 自愛の あまり 近臣 ども を是れ にの せて、 乘 形の 美 惡を論 

太 チ，^ 爲に方  F レ 

なし じ、 或は 稱 美し 或は そしり 笑 ひ 玉 ふ。 劉 行 本に も 可：， 乘 よしを 命ぜられければ、 劉 行 

- 本色 を 正して 申しけ る は、 某 を 君の 傍に 置かし め 玉 ふこと は、 輔佐して 道 をた ださし 

めんとの 事に 侍る 也、 非レ爲 ニ弄臣 一也と 云 ひて、 慰みに 嘲弄せられ 奉らん ために 非ず 

と屮 しけり。 劉 行 本が 思 入、 臣 たるの 道と 云 ふべ し。 君の 志に 叶 はん 事 を專ら とする 

ゆ ゑに、 正し かるべき 處を 邪に し、 直 かるべき こと を 曲げて、 さし も大祿 大官の 大臣 


(二)  JK^i.:; め 

時 洗 馬の 官 に 

it す、 正直に 

して 直 IS を以 

て 鳴， 0。 遂に 

九 梯に刊 す 

(一一；) 春秋 時 

代 宋の大 夫 

(ほ) 仁(_^の 

時代 延州指 使 

となる、 武 as: 

にして 兵法に 

通じ 《~ 戰功 

あり、 後 

使な 拜す 

(五) 武 帝の 

臣 なり、 大志 

あり. 益 州 刺 

史 となり at- を 

ほって 功 を 立 

つ、 遂に is* 

大將 軍と なる 

(一、) ネー" 元 

m.  gsf にし 

て 文に 武に： 通 

ぜざ ,0 なく、 

13 の武 帝に 仕 

へ 度 支 尙 書と 

して 1* は S3 南 

大 將 se- として 

-tC 治 外交 W 事 

の 功大な h -、 

吳を 平ぐ るの 


も 皆 狂言 底に なりぬ る、 是れ必 竟利を 心に さしはさみ、 時に 遇 はんこと を 恩へば 也へ 


二 1 

.」 ふ, 


(三) 公 羊 傅  ヌ 

、 孔 父が 正レ色 


あさましく なげかし き 事と 可, 云 也。 前 漢の汲 點が志 を 立てて 諫を 

して 立 二 於 朝 一と 云へ るた めし は、 異朝に もまれな りと みえたり。 - 

てきせい  ようしう 

師曰 はく、 宋の狄 青と 云へ る大將 a3 州と 云 ふ 所 をせ め 破って、 多くの 敵 を 打ちて、 

其の 屍骸 を實檢 いたしけ る內 に、 錦 龍の 衣 を 服せ る 屍骸 あり。 其の 頸 はみ え ざれ ども 

まさしく 敵の 大將 儂智 高が 打 死いた せるな るべ し、 速に 奏聞 可， 然と 諸將 皆す 十め け 

れば、 狄靑 申しけ る は、 衣服 斗り を しるしに 致して は 奏聞 成りが たきこと 也、 たと へ 

戰功 なきが 如くに なると 云へ ども， あらざる こと を奏閜 いたさん は 朝廷 を あざむく 也 

と 云 ひて 不レ 用け り。 かくて 後に 僞智高 打 死せ ざるに 究 まりぬ。 狄靑が 正直 ここに 至 

りて あら はれぬ。 晉 の王涛 伐， 吳、 吳 の大將 孫歆戰 敗る。 この 時王應 上表して 孫歆が 

頸 を も 得たり と 云へ りき。 後に 杜預孫 歆を生 捕に してけ ると き、 化 中 皆 以て 王！ It がい 

つ はり を 笑へ り。 蜀の 逆賊 李 順と 云へ る もの 蜀を おびやかし、 劍南 をした がへ ける 由 

きこえて ければ、 官軍 を發 して 是れを 退治す。 李 順大に 敗れければ、 官軍 大利を 得、 

李 順 を 打取りて かへ り、 則ち 奏聞 を經 ければ、 李 順が 首 を 獄門に かけられ、 其の 戰功 
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の 輩 皆 恩 赏を行 はる。 其の後 巡察 使陳文 If と 云へ る もの 李 順 を 生 捕りて 朝廷に おくれ 

り。 最前の 次第 一 々皆 偽に なれり けれども、 朝廷 旣に その 賞 功 を 行 はれければ、 事の 

輕 棘なる 沙汰 を顯 はさん こと を 憚りて、 ひそかに 李 順 を 斬って 獄門に はかけ ず、 陳文 

键をも 賞せられ しためし あり。 各.' 功 を 貪りて 內 正直の 德 うすきが ゆ ゑに、 究理す る 

事 おろそか にして、 遂に 上 を 欺く の 事に なれる 也。 本朝に も 如, 此 ためし 多し。 近く 

は 武田信 玄落合 彥助を 可, 打と て、 荒 川 新 丞 • 村 井久 丞兩人 をつ か はすの 所に、 兩人 

ク  さしたて まつ 

無二 子細 1 落 合 を 打って、 頸 を 桶に 入れて 指 上る。 六月の 事 ゆ ゑに、 頸の すがた もみ 

え かねけ る。 則ち 其の 賞 行 はるる の處 に、 落 合 八月に 上 杉 謙 信の 供 をいた し、 川 中島 

へ 働きて 柹 崎が 手に 居り、 物見に 出で て 落 合な りと 日々 名乘 りぬ。 此の 事 かくれな か 

りければ、 荒 川 • 村 井と もに 夜 逃いた し、 行方 しらず なりぬ と 云 へ り。 如, 此 きたな 

きわ ざ は 武士の 可， 致 所に 非 ざれば、 以來の 戒と云 ふに 不レ及 ことなれ ども， 當 座の 利 

を 專らに 致す とき は- 終の 了簡な きを 以て 或は 偽り、 或は 偽と は不， 思と いへ ども、 

究明 薄く して 上を僞 るに なれる ためし 多し。 尤も 可 1 愼也。 

師曰 はく、 宋の 太祖の 時に 郭 進と 云へ る 大將、 軍 を をさむる 事の きびしく して、 諸 


軍いた むの 由 を 奏せん ため、 郭 進が 下の 軍兵 直訴して 此の 事 を 申し上げければ、 太祖 

詳 にきいて、 則ち 彼れ を郭 進に 賜 はれり。 郭進は 此の 事 を しらざる に、 直訴の 下司 を 

A  , ？フ 

賜 はる 事， 不レ淺 の 恩な りと 謝し、 かしこまり を 申 上げて、 彼の 罪人 を 罰せず、 その 

ままに 指 置く。 その 比 北漢に 軍の こと ありければ、 郭進 此の 罪人 を ゆるし- 汝 吾が 事 

カラ フ 

を訴 ふる は是 れ勇瞻 なくして は不, 可, 叶、 今 罪 を ゆる 十の 間、 行きて 敵に あたり 大功 

を可レ 立と て 追 ひ はなしければ、 此の 者 喜び 感じて 自ら 敵に あたり、 忠戰を 柚んで 必 

死 を 以て 働け る ゆ ゑに、 大に敵 をな びけ て かへ りけ ると 也。 私の 恨 を 以て 人 を 害する 

は 君子の 所 レ不レ 致に して、 小人 は 度量な きを 以て 是れを 快と す。 奉行の 非 を 下司の 訴 

へし を、 奉行に 賜 はりければ、 奉行 却って ゆるし 置きけ ると 云 ふこと は、 近 比に も あ 

キノ  ルカ ラフ 

る こと 也。 我れ に！ 4- 直の 道た しかなら ずして は、 如， 此 いさぎよき 事 は不， 可， 叶 也。 

師曰 はく、 人 究めて 大 節の 期に のぞむ とき は、 必ず 正直に かへ りて 無量の 虚妄 自ら 

去る もの 也。 是れ 虚偽の 心 を 以て 不， 被, 致の 處 なれば なり。 去る に 因って、 身の 艱難 

Z こ にき はまり、 一 期の 大事 是れ 也と 思 ふ ほどに なりて は、 あざむき 僞る こと 可レ 有様 

なし。 ゆ ゑに 或は 信心 を發 して 神 盧を賴 み、 閉目 合掌して 天地 を 祈る。 源 頼 政が 化 鳥 
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の 射手に ささ わ、 奈須與 市が 扇の 的に のぞみた るが 如きに 於て は、 u 比の 妄慮 こと ご 

とくすた りて、 唯 だ 正直 一片になる を 以て、 自ら 神 名 をと なへ 神 力 をた のんで、 心 則 

ち 正直に かな ふ。 ここにお いて 其の 事 亦 なれり。 彼の 大丈夫 は 日用の 間皆大 節に 臨む 

が 如し， 刖に 心に 自ら 欺く ことなし。 これより みると き は、 俄に 神 を 敬し 信仰す る は 

至ってお ろかな りと いへ ども、 初 學の輩 は 一 月の 間に 五日 七 曰 も齋戒 して、 心の 正直 

に 至る 時 を考へ はかる 如く ありた きこと 也。 

師曰 はく 、千べ て 人 は、 かくして 致す 事 も、 顯 はれて 不レ 苦が 如くに 談合いた し、 

我が 行跡 を 明白なら しむる とき は、 正直に して かくる る處 なし。 彼の 屋漏 にも 不レ恥 

とい へりした めし も 此の 心なり。 ここ を 以て 古人の 云 へ る は、 物 ごと を隱 して 致す 事 

に は 必ず 失 ある ものな りと 云 ふ は、 ここ を 以て 云へ るな り。 然れ ども かくして する 事 

は ある まじき と 云 ふ は 誤 也。 顯 はして する 事 も あり、 かくして する 事 も あり、 是れ皆 

道 を 載せて 行 はしむ るの もの 也。 しかれば 顯 はすこと も隱十 こと も、 ともに 世の 用事 

なれば、 詳に 究明して、 隱 すべき こと は隱 し、 顯 はすべき 事 をば 顯 はして よし。 而し 

て隱 すべき 事の 顯 はれて 失の なき 如く 致 十 を、 正直 を 守る と 云 ふ 也。 


出- 廿 g な 遂賴三 

づ九冶 り にに ご 

日 元 反 
の 年 吾 亡し 北 
條六 妻の 一條 
に ^3 鏡 時 族 時 


師曰 はく、 平泰 時の いとこに 谷 殿 左 近 大夫久 重 は、 武州稻 毛 三千 餘 貫の 代官たり。 

二月の 始 より 北 條 家の 勘定の 事 始まりて、 諸 司の 奉行 執事の 納 米の 事 ども 勘定に 及ぶ，^ 

谷 殿 納米六 百 飴 石の 不足、 加 之 勘定 等の 謀計 六 百餘石 あり。 泰時 是れを 戒め 置き 玉 

ひて、 旣に 生害に 及ばん とす。 父 義時を はじめ 一 類 相 集まりて、 一 命 をば 助け 玉 ひ 減 

米 をつ ぐの はし めんと 云 へ り。 泰時云 はく、 全く 米の 惜しき と 云 ふに は不レ 有、 彼れ 

は 父の ために 甥な り、 泰 時にはい とこ 也、 然れば 彼れ がた めに 千 萬 石 を 費す とも 何 を 

以て 惜し かるべき。 凡そ 米は國 の廣狹 によって 有, 限て 生ず、 國 の生靈 叉有レ 限、 國を 

治む る 者 米を蓄 ふる 事 は 國の民 を 養 ふの ため 也、 彼れ ゆ ゑん 有り ていた さんに は不 

レ苦、 過 奢 を 好み 美女 を 愛して、 諸人 を 養 ふの 蓄を損 十、 是 れ國賊 也。 泰時 政道 を 守 

りて、 君の ため 國の ため 幼 主 後見の 名 をけ がさん は、 正直の 不, 道と IrT ひて、 終に 彼 

れを 害しぬ と 也。 親に おいて 公 を 不.， 棄事、 難 1 有 正直 也。 

三 浦 義澄子  (一一) 

師曰 はく， 駿河 前司義 村が 子若狹 前司泰 村合戰 して 死亡の 時- ヒ野 入道 曰 阿下 野國 

より 參 著して、 時賴 その 比 は 左 親衛たり き。 是れ に對面 申して、 某 事は泰 村に おいて 

數 代の 知 音に 候、 今度 不慮の 仕 合 大方なら ず 不便の 仕 合に 候、 但だ日 阿 鎌 倉に まかり 
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あらば たやすく 御 誅伐に は 遇 ふ不, 可に、 殘り 多き 事な りと 云 ひて、 舊懷 の淚を 催せり。 

時賴 其の 無我に して 正直なる を 以て、 自愛し 玉 ふと 也。 泰 村が 事 は 公儀に 對し 奉り 法 

華 堂に 取 こもり 誅伐に あ へれば、 尤も 公儀の 罪人 也、 たと へ 日 比の 知 音と 云へ ども、 

キノ  (i^ 知) 

如 レ此時 は そらしら ずして 通る こと は 世の なら はしなる に、 日 阿が 志 尤も 正直 剛 操な 

りと 云ぶべし。 日 阿 は 結 城 上野 介 朝 光が こと 也。 

二)  mi 師曰 はく、 長 井實盛 • 浮 $5^ 三郞重 親. 仅野 五郞 景久. 伊藤 九 郞助氏 等 相 あつまり、 

盛と！ 1 人、 始 

軍の あらん ほど 暫く 休み 遊ばん とて、 日毎に 寄 合 巡 酒して 慰みけ る。 先づ實 盛が 許に 

十 ふ。 照義仲  つらく 

"Is ひ s;^- を より 合 ひて ける 日、 實盛 申しけ る は、 情 當 世の 體を みるに、 源氏の 方 は 彌.' つよく、 

»i めて^ 闘せ  シ ル  2) 

な « 。て |5 平氏の 方よ わくみ えたり、 いざ 各.^ 木 曾 殿へ 可 レ參と 云 ひければ、 皆さん ぞうと 同ず。 

000^ 次の 日 は 浮巢が 許に 寄 合 ひける 時、 實盛、 さても 咋日齋 藤が 申した る こと は 如何 各. - 

の 約なる ベ レ 

と 云 ひければ、 其の 中に 俣 野景久 進み出で て 云 ひける は、 流石 我等 は東國 にて 人に も 

きつ  (彼方) 

しられたり、 吉 に付きて かなた へこな たへ とせん こと は 見苦し かるべ し、 人々 の 御 心 

はしり 參ら せず、 景久 において は 今度 平家 方に て 打 死と 思 ひ 切りたり と ニム ふ。 實盛嘲 

笑って、 誠に は 各-の 御 心中 を 引きて て 候、 實盛も 今度 北阈 にて 打 死 せんと 思 ひ 切 i 


出 抬五衰 5 

つ' 河 '記 c; 
高卷 
の祸 第^ 
倏?! f 三 平 
に 宇 十 盛 


り、 二度 命 生きて 都へ かへ る まじき 由宗 盛へ 申 上げ、 人々 にも 其の 樣を かたれり と 云 

ひければ、 一座の 衆 各.' 此の 儀に 同じ、 廿餘 人の 侍 皆北國 にて 打 死せ りと 也。 されば 

我れ に 正直た る處 あら ざらん に は、 如レ此 人の 心 を 引く とき、 どなたへ も 付きよ かる 

べし。 生死の き はめ は 一 大事の ものと 云へ ども、 緣に ふれ 類に よって、 或は 生の 方に 

もな り、 或は 死の 方に もた る もの なれば、 內に 正しき 處の養 あら ずん ば、 必ず 緣にふ 

れて心 數." 、轉 ずべ し。 實 盛も宗 盛に ぎ 方 打 死の 申 置な くして 如 レ此云 はば、 つくり ご 

レ ひぶん 

との 如くなる べし。 我れ に 卓爾と 定まる 所 ある を 以て、 ここにお いて 此の 云分義 にあ 

たれる 也。 大丈夫 かりそめの 物語 を 致し、 何事 をな さんに も， 正しくす なほなる 道 を 

專ら として、 其のた が はざる ごとくに 守るべき 也。 

師曰 はく、 源 義經木 曾 を 退治の ために、 宇治川 を 軍兵 どもに わたさせし 時、 梶原景 

季は磨 墨と 云 ふ 名馬 を 賜 はり、 佐々 木 高 綱 は 生唼と 云へ る 名馬 を 賜 はりて、 互に 先陣 

を 心がけた ると き、 景季遙 に 先立ちて と 打 入れたり。 高 綱 云 ひける は、 いかに 源 太 

殿、 馬の 腹帶 以ての外に 究 つてみ ゆ、 此の 川 は 大事の わたり 也、 河 中に て 鞍 ふみかへ 

し、 敵に 笑 はれ 玉 ふなと 云 ふ。 左 も あらんと 云 ひて、 馬 をと どめ 澄 ふんばり 立ち 擧っ 
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て、 弓の つる 口にく はへ、 腹帶 をと きて 引つ むる。 その 間に 髙綱 さっと 打 渡して、 二 

段 斗り 先立つ。 源 太 たばかられ けりと 不, 安 思 ひて、 是れを 打 ひたして 渡りけ ると い 

へり。 佐々 木 • 梶 原が 宇治川の 先陣、 古今と もに 人の しれる ことなり。 此の 時 高綱景 

季をだましてゎたることを先とすとーF^ふは、 勇士の 本意に 非ざる 也。 高 綱が 氣節 聊か 

しからず、 唯 だ 腹帶の のびたる をのび たると 云へ るまで 也。 景季 のれる 馬の ことなれ 

ば、 腹帶 のの び ちぢまり は 心に あるべし、 ゆ ゑに 引 つめたる は のびたる こと 必定 也。 

その ひまに 高 綱 先にの りぬ けん は、 更に 偽りて いたせる ことに は不レ 可レ有 也。 景季は 

のりぬ けられた る を 見て だしぬかれ たりと 思へ る 也。 後世の 勇士、 ともに 以て、 武勇 

シ カラ くちす さ 

の 儀 は 佐々 木 • 梶 原が 上に も 偽 はあり、 不， 苦な どと 口占む 事、 甚だ 以て 誤 也。 しか 

れば とて、 勇に おいて 人に ゆ づり辭 退す る ものに は 非ず、 その ゆ ゑ は、 死の 場へ 出で、 

身 を勞役 艱苦せ しめん こと は、 身 を 以て 人に 先んずる を 以て 禮 とする の 法 也。 古人 唯 

だ 正大 直 義を養 ふの み を 大丈夫と 十、 何ぞ 一 个の 小事に 先 後の 論を爭 つて 本意 を 失 ふ 

べき や。 敵と 我れ との 間に すら、 勇猛 剛 操の 名 將は僞 りて なすこと を 不二 本意； 況ゃ 

目の前の 知 音 傍輩 を だまし なんこと、 豈 道と せんや。 


出 斫籍閣 一 

づ敉集 記：: 

卷通^ 审 
三 記 定« 
に 類史太 


に はく、 太 開 秀吉中 國對陳 の 時、 毛 利 輝元備 中. 備後 • ぬ 耆三ケ 國を信 長に 奉り、 

相 殘る分 を 支配して 和 賭の 儀 あられよ と あるの 事、 旣に ととのへ りけ るの 處に、 信 長 

明智が ために 被， 弑の由 吿げ來 りければ、 秀吉 聊か 不， 動、 自ら 諸陳を めぐりて 堅く 法 

令 を 出し、 速に 毛 利 家へ 信 長生 害の 事 を 吿げ、 彌. - 和睦 あられん において は、 則ち 約 

束の 通り 誓 狀を取 か はし、 明智を 退治に 可 二 上京 一也、 不レ然 ば ここにお いて 有無の 一 

戰を 快くす べしと、 降 景ニ兀 春が 方へ いひ 達り 玉 ふの 處、 备. -と りん -の 思案な りし 

を、 隆景 約を變 ぜん は 勇士の 本意に 非ず と 云 ひて、 已 前の 通りに 和睦 を まう け、 內藤 

越 前守廣 を 秀吉へ つか はし、 信 長の 事 を 弔 はしめ， つ ひに 和せ り。 秀吉 云へ りけ る 

は、 若し 輝 元 和睦な くば、 浮 田 秀家を ここにの こし 速に 上洛す べしと ぞ C 秀吉 正しく 

明 な る を 以て 毛 利 叉 信服す とみ え た り 。 

師曰 はく、 濃 州宇留 馬の 械主大 澤ニ郞 左 衞門は 秀吉の 謀 を 以て 信 長に 屬 せり。 秀吉 

信 長へ 大澤を たづ さへ て 到り、 淸洲 において 信 長へ 御禮 申さし む。 其の 夜 信 長 ひそか 

に 秀吉を 招きて、 大澤 li 名 ある 勇士たり、 若し 志 を變 じて は 重ねて 返 治 ありたん も 事 

大儀 なれば、 夜中に 誅 せられん との 事たり ける を、 秀吉 諫め 申されけ る は、 大 澤大敏 
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<1) 始め 信 

長に 屬し、 後 

背きて 伊丹 城 

に據 る。 秀吉 
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行きて 說 ける 

なり。 後 信 長 

の？？ に 追 はれ 

たる も、 信 長 
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なりと 云へ ども、 我れ 信 を 以てする が 故に 降參を 遂げ 侍る 也、 今 これ を 殺さん へ. -とは 

約 を 變じ信 を 失へば、 唯 だ 一 事 を 快よ くす るの みなれば、 重ねて 所々 の剛敵 降す ベ か 

ら ざる 也と いへ り けれども * 信 長猶々 得心な かりけ るが ゆ ゑに、 秀吉 急ぎ 歸 りて 大澤 

に、 子細の こと あり、 我れ を 以て 人質と して 急ぎ 退去る べしと 云へ りければ、 大澤大 

に 喜び、 秀吉を 質に 取りて 歸 りぬ。 後に 秀吉 いへ る は、 大澤に 信 を 示す の處、 大澤我 

れを 以て 質と し、 小刀 をぬ いて 我れ にさし あてて 退きけ る は、 大澤が 信 を不レ 知の ゆ 

ゑな りとの 玉 へ りしと 也。 

師曰 はく、 荒木 村 重が 伊丹 籠城の 時に、 あるべき 事に 非ざる 處、 降參 和睦 可 レ然の 

旨 を 信 長 命ぜられて、 秀吉 彼れ の 城に 至れり。 此の 時 城 中に おいて、 秀吉を 生傷 可 

レ 仕の 由 談合 ありけ るに、 荒木 堅く 是れを 留めけ る は、 秀吉 我れ において 前方 入魂 深 

きを 以て ここに 使たら しむ、 是れを 打取りなん 事 は 勇士の 誠に 非ず と 頻りにと どめけ 

る。 其の 翌朝 秀吉を ふるま ひける 時に、 川原 林 越後 を 呼出して 秀吉 の盃を ささせ、 そ 

の 上に 荒木 右の 旨 を 秀吉に 具に 告げ、 川原 林が 所爲 なりと 申す。 秀吉大 に 感じ、 まこ 

とに 無二の 忠臣 也、 人臣の 手本なる べしと 稱 美しぬ。 而 して 川原 林猶ほ 秀吉を 殺さん 


(二)  00. 

五代の 時吳越 

C 人、 字 は 文 

0. 晉の開 連 

年中に 臺州剌 

史 おりし が、 

迎 へられて 吳 

越 王と なる 1 


て 王に 封 ぜ.. 


(三) 余吾庄 


(！^ お. 書類 從 

め-抄出 たらん 


と 欲 十。 故に 荒木 身 を ゆだねて 秀吉を 城外に 送りての がれし めたり。 村 重が 正直 以て 

大 なりと 云 ふべ し。 宋の 太祖の 時に 吴越 王俶來 朝せ り。 太祖 厚く ねんごろ ありて、 兩 

月まで 是れを 留め 馳走 ありて、 歸 らしむ る 時に かたく 封ぜる 書を與 へて、 途中に おい 

ひら 

て 啓くべし、 此の方に て 啓くべからざる と 戒めて かへ されぬ。 王俶 途中に おいて 開き 

見ければ、 群臣 直に 王. 似 をと どめて 不, 可， 反と ある 書付 を 上りた る狀 ども 也。 王椒是 

れを 得て 犬に 太祖の 誠 を 感じけ りと 也。 事に 大小 ありと い へど も、 その 正直の 意地 は 

元と 一 也。 されば ここ をのが さずに 可 二 打取 一な どと 云へ るに、 皆是れ 器の 小に して 其 

の實に 正しき 所 あらざる を 以て 也。 孔明は 孟獲を 七た び ゆるして 七 度 とら へ ぬるた め 

し 有， 之。 然れば 1^;? は 人の 大寶 なれば、 其の 大寶を 失って は 天地の 道理に かけて 本意 

を 失 ふに なりぬ ベければ、 大丈夫 尤も 可， Z 戒事 也。 

師曰 はく、 信 長 被， 弑の 後に、 諸將 各. >  尾 州淸洲 に 相 集まりて 天下の 主 を 可，， 立の 談 

合 ありし 時、 柴田勝 家 は 三 七 信 孝 を 擁して 天下に 立たん こと を 志す。 信 雄 も 亦 自ら 天 

下に 立たん こと を 思って 異議 まち/、 の 時に、 勝 家 謀 を 秀吉に 尊ぬ。 秀吉 申されけ る 

は、 古より 天下に 正統と 云へ る ことの 侍れば、 天下の 正統 は 信忠の 嫡子 三 法師 殿御 事 
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信 長の 御 嫡孫 なれば、 是れを 除いて 自餘の 若君へ と ある 儀 はいかが に 奉レ存 也、 ニー 法 

師殿を 天下に 立て まゐら せ、 兩 若君 その 下にて 指つ づき 萬 事の 御 後見 可レ 然と 巾 さる- 

是れに 因って 勝 家 犬に 怒り、 汝何ぞ 天下の 正統 を 可， 知と 叱し 去らし む。 秀吉、 全く 

愚意 を 可い 述 にあらず、 仰せに ついて 御 談合に 存念 を 申さ ば 如， 此 もや ありなん と 奉 

レ 申の； J と 也と い へ り。 勝 家 初めは 不二 隨心 一とい へ ども、 理の 所レ當 正直なる を 以て、 

各 > 此の 議に 同ず。 ここにお いて 明智が 闕國を 配分の こと ありし 時、 其の 異見 を秀吉 

J 一一 一一  Ms の に 問 ふ。 秀 吉日 はく、 今度 明 智が戰 功 は、 丹 羽 長 秀が織 田 信 澄 を 生害せ しめ、 夭 f 山 

第五 壬に して  これ) た ふ  シ レ 

f: の 養子と 崎に おいて 惟任 を 退治、 此の 兩 人の 功に ならびて 論ぜら るべき 無， 之、 然れば 坂 本 は 

なれる 秀勝  (二)  クレ 

一  北 ||.§、 丹！^ 長 秀に賜 はり、 龜山 は某拜 領分に て、 次 丸へ 賜 はり 候の 所 可， 然候 はん、 肉 分 儀 

秀吉 より 入朝  キル  キス シレ  ーノ 

の 命 I  くれ 申立つ る 事 辭退も 可, 有事 なれ 共、 推して 誰に 讓り 可：， 申 所 無， 之と、 不， 降い へり。 勝 

ども、 眞田昌  じゅし 

家 叉 犬に 怒りて、 汝 豎子 國 分の 口 入 甚だ 過分な りと 叱し けれども、 秀亩の 玉 ふ 處義の 

ば 人 胡すべし  ル 

と 答 ふ。 この 所レ當 にして ければ、 國 割の 談合 も亦是 れに究 まりけ りと にや。 秀吉 正しき 處を 以て 

事、 北條記 (1 

^0^,^. する が ゆ. < ^に、 其の 時の 勇將 豪傑の 士も 更にい なむ 事 を不， 得なん ぬと 也。 

，卷 師曰 はく、 北條 家、 眞 田の 替地 沼田 を わたされば 早々 上洛！ 仕 之 匕 2 を 申す の處 に、 


秀吉の 家臣 各. -相 あつまって、 北條家 表裏 多き 體に候 間、 沼田 請 取りて 已後も 上洛 延 

引可レ 仕、 然 らば 沼田 は 上野の 要害 節 所の 地 なれば、 是 れを不 して 御 動 座 妖】 

と ありし 時に、 秀吉曰 はく、 沼田 は 僅に 三 萬 石餘の 地な り、 且つ 眞 田が 祿地を 替へゎ 

たさる ベ き 約束の ありし に、 約 をた が へ て不， 渡、 而 して 少しの 利を爭 つて 天下の 兵 

を 動かさん こと は 人君の 正に あらず、 今 四方に 事 多き 時分、 人々 皆 軍旅 を ふの 處こ、 

少しの 事に て 軍 を 催さん こと 不レ 忍の 處 なりと あって、 速に 可 レ被レ 1^ に究 ま. el り。 R  口 

田 所替の 上に、 北 條猶ほ 弄 兵して 上洛せ ざらん において は、 天下の 表裏 者に 究 まるな 

れ ば， 世擧 つて これ を 憎む にたれ り、 況ゃ我れ關白に捕して天下の政事をぁづかり^5 

す、 今朝 家に 對し不 庭の 臣 あらん は 大逆の 至な りと 云 ひて 北 條家を 退治 せんに、 ，か 

不二 隨心ー やと 評議 一 決せられぬ。 その 正しき 處可， 見 也。 

師曰 はく、 平信 長、 柴田勝 家に 先手 を 命ぜられ ける 時、 勝 家 達て 辭退 する を、 色々 

あって 領掌申 上げけ る。 勝 家 先手に なれる と 云 ふ 事、 其の かくれた きになれり。 その 

日 安土の 械を 退出す るに、 祿知 五六 百 石 斗り とる 旗本の 侍、 柴 田に 行き あたり 無禮の 

事 ありし を、 勝 家 無二 子細 1 切 殺して 通れり。 而 して 此の 事 沙汰 ありければ- 勝 家 申し 
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ける は， 最初に 先手の 儀の ことわり を 申 上げた る は如レ 此の こと ゆ ゑ 也、 先手 を 被 一-仰 

一 ほどの もの は、 如レ 此剛莊 にあらず して は、 諸手の 下知 調 ほらざる ものに 候 間、 已 

前より さまん \辭 退 申 h げたる 也と い へり。 信 長 其の 正大 剛操を 感じ 玉へ りと 也。 

師曰 はく、 坂 井久 藏打 死の 時、 後に 久藏が 頸 を 取りた る もの、 今 井 角 右衛門 • 生瀨 

半 右衛門 兩人 也。 兩人 ともに 秀 次に 奉公 也。 一人の 頸を兩 人に て 取る もの は不レ 可レ有 

間、 一人 は虚說 なるべし、 奉行 ども 穿 可：， 仕と 秀次 命ぜられ、 詮議の 處に、 今 井が 

事虛說 なりと 云 ふに 相究 まりて、 刀 を 押へ 磨 部屋へ 押 こめられ、 旣に 侍の みせしめに 

切腹 か 斬罪 かな どと ありし 時に、 今 井 申しけ る は、 常の 義 とちが ひ、 武士の 骨 を盜み 

て 罪科に 逢 ふと ある こと は、 子孫に おいて 屍の 上の 恥辱 何事 か是れ に可レ 過、 全く 命 

を 惜しむ と 申す 事に て は 無レ之 * 近比證 人に いたしに くきこと なれ ども、 願 はく は 淺見 

藤 右衛門 を パ！： 出され、 彼れ が 巾す 所 を 被 二 聞 召： 御成 敗 被 二 仰 付 一 被レ下 やうに とのこと 

也。 此の 淺昆は 今 井と 不通に て 日 比 不二 申 通-也。 淺見 其の 比 は 安土に 居け る を、 秀次 

(見 使)  シ ,ル 

命じて 彼れ を 招きて 彌.^ 正しく あらため、 武義の 虚說を 云 ふみ ごり の 成敗に 可レ 仕と 

のこと 也。 淺： 女 土より 来れり。 元 來生瀨 と 無二の 知 音 なれば、 沙汰に も 不レ及 今 井 


が 非 分に 可レ落 也、 今 井 血に まようて 淺見 を證 人に 引きたり と * 專ら 取沙汰 多し。 そ 

の 夜 は 知 音 ども あつまり 酒宴の こと あり、 而 して 翌日 聚樂 の大廣 間に 諸 侍 をり あまり. 

此の 詮議 を可レ 聞と 各 > かたづ をのみ、 奉行 出仕して 淺見 を 召 出され、 篠部淡 路守を 

使に て 右の 意趣 を 被， 尋。 奉行 ども も、 定め て^の 申樣も 有る まじき >  前方の 通りた 

るべ し、 淺見が 申 分 一 通りに て 今 井が 罪科 は究 まる なれば、 速に 右 之 旨 可 二 申 上 一と あ 

りし L- き、 淺昆申 上げ ける は、 今 井 は 三十 年 此の方 不通の 某 也、 生 瀬 は 曰 比 別 而の知 

音に 候 間、 御 尊の 通り あり やうに 申 上げて は、 天下に 某の 外聞 を 失 ひ 申す ことなれば 

長生 を 致して 如， 此御尋 に 逢 ひ 申 十 こと、 迷惑 ここにき はまり 候 間、 同じく は白 餘の 

もの を 被 一一 召岀ー 連々 御^ 養 を も 被レ加 候へ と 申す。 奉行 衆挨 移に も、 今 井と 不通の 淺 

見が 事 なれば、 今 井が 非 分 を 申 上げに くきと ある こと は餘儀 もな しとい へど も、 遙々 

被 二 召 寄； 其の 方 口 を 證據に あそば さ るるとの 事な れ ば 申 上げ よ と の こ と な れ ども、 

淺見 辭 退. 申す に付きて、 一 應篠部 その 通り を秀 次へ 言上 十。 重ねて 秀次 命ぜら るる は 

是非の 樣子 分明に 言上 可レ 仕、 それに 隨 心なされ 何分に も 可， 被レ 命との こと 也。 淺見 

申しけ る は、 箇樣の 進退 ここに 究 まれる こと 無. 之 候、 生 は 多年の 知 音、 今 井 は 多 
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年の 不通、 いづれ に 付けて 何と 申しても、 人口の 誹の がれが たしと いへ ども. 武義の 

上 御 詮議の ことなれば、 有體に 不二 申 上 一して は 本意に 無， 之 間 申 上ぐ るに て 候、 坂 井 

久藏が 頸 は 今 井が 打取り 申す 處 必定に 候、 無二 比類 1 手柄、 某 斗り に不， 限、 大勢 其の 

場の 事 聞の 者 候、 生 i- こと は 多年の 知 音に て、 此の 事に 付き 其の 身の 拾たり 巾す こ 

ぞんじより クレ  キノ 

とに 候へ ども- 久藏 首の 儀 は 中々 存寄も 無, 之 候、 何と 存じち がへ て 如レ此 こと は 申出 

し 候 やと 申 上ぐ る。 座中 興を醒 して 是非の 挨拶な し。 此の上 は 今 井^ 義 あるべからず 

とて、 別けて 赏 せられけ り。 生瀨は 罪科に 及ぶ ベ かりし を、 秀次 をし み 玉 ひて 不， 及 二 

其 儀； 後に 病死し にけ りと 也。 人の 骨 を 盗んで 人の 功 を 己れ が 功に 云 はん は、 武士の 

本意に あらず と 云へ ども、 利害の 大づ なに 繁 がれて 正直の 道 を 失 はん 事 は、 尤も 人の 

可レ戒 也。 

師曰 はく、 九州 岩 著の 城责 に、 氏鄕の 家に て 蒲 生小番 こと、 秀吉御 褒美と して 御 腰 

物 を 玉 はるの 所、 小番申 上げけ る は、 一番 乘は栗 生 美 濃と 申す ものに て 候へ ども、 黑 

き 吹貫の さしもの ゆ ゑに 御前の 御 目に たたず、 某 事 は 白き 吹拔ゅ ゑに 遠き よりみえ 申 

候 ゆ ゑに こそ 御稱 美に り 候 間、 一番 乘と 有レ之 儀に 候 はば 栗 生 儀 をと 奉， 存也、 乂自 


分の 手前 働の 儀に 付きて 御 褒美と 有レ之 事に 候 はば 則ち 拜領 可.. 仕の 由 を 申 上げけ る。 

秀吉 其の 正しき 所 を 感じ 玉 ひ、 御 1^ 物 をば 美 濃に 被， 下、 源左衞 門に 别の御 褒美 を 被 

レ下、 其の 志 を感悅 ありし と 也。 

師曰 はく、 のぎの 次左衞 門と 云へ る は 元と 美 濃 國齋藤 家の 侍 也。 いもが .ら 畠の 鏜の 

時、 澤喜藏 一番に 鎗を 合せたり と 云 ふことの ありし に、 喜藏 申」 「は、 一番 は 次 左衞門 

にて 候、 某に は あらず と 云 ふ。 是れに 因りて 次 左 衞門を 呼出して、 此の 軍功の せん さ 

く ありければ、 次 左衞門 はま ぎれ もな く澤 の喜藏 たりと 云 ふ。 その 時澤 申しけ る は、 

鎗は某 早く 仕り たれ ども、 次 左 衞門母 衣の 手 を しめらる る を 見て 先へ 乘込 みたれば、 

實は 次左衞 門が 一 番 なりと 云へ り。 皆 人 以て 美談す。 此の 喜藏 年若に て數 度の 功多 か 

りし もの ゆ ゑに、 美 濃. 飛彈の 間に 其の 名 を あら はし、 人 以て 其の 名字 を かたどり 付 

けけ ると 也。 叉 有 吉武藏 が內の 鐵炮の 者、 鐵炮 一 挺の 外に 翁 を 一 筋 所望して 持參 いた 

し、 人並に 足 輕の役 をつ とめ、 其の上に やり を 入れて、 その 手の 一 番 也と 云 ふことの 

ありし に、 全く 某が 一番に 非ず、 園 部 儀 太夫 方 母 衣の 手 を しめらる る を 見て かかりた 

れば、 園 部 方 こそ 一番な りと 讓 りけ ると 也。 少しの 事 をも不 J 讓の みならず、 皆 以て 

士詨四  四 四 九 
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己れ が 功に 致さん こと を 欲 十る は、 皆 人欲の 私に して、 人々 利 を 貪る 處 より 起れ るに 

彼等 匹夫の 志に は 正しくす なほなる ゆ ゑと 可レ云 也。 

師曰 はく、 松 平 左 近 忠次遠 州： €訪 の 原に 在 城して 武田勝 頼と 相戰 ふの 時、 山 縣源四 

！ i 父 金之丞 • 父 金 之 介 本鈑富 同心 也 

郞が內 志 村 金 右衛門、 足輕を つれて 出で、 ： 諷訪の 原 衆 をく ひとめ 追 立つ るの 處に、 左 

やまの， T ち 

近 內山內 次 太夫 • 進士 淸三郞 • 山 崎 宗左衞 門 三人 いづれ も 互に 魁 殿 を^ ひ • 常に 戰功 

を 吟味し、 働 を 情に 入れけ る ゆ ゑに、 此の度 も山內 をり 布き て、 精兵 ゆ ゑに 弓 を ひた 

i 掛) S 

といる。 その 內に志 村足輕 をく りかけ てせ り 合 をいた す。 山內 矢種つ きければ、 進士 

が 矢 を なげ 出して 射させけ る。 進士も あとより 射出す。 此の間 いづれ が 射た る 矢と な 

く、 志 村に あたり 胸板 をい ぬきて、 志 村 松の木 を かたどりて 居た る その 木に とぢ つけ 

(果) 

られ、 馬より 落ちて、 組の 足輕 ども もさ わぎ 立て 引取りぬ。 實は 山內が 射お ほせた る 

也。 ここに 程 有りて 山縣が 方より、 右の 矢に 進士淸 三郞と 矢印の あれば、 精兵 ござん 

こなた 

なれと 云 ひて その 矢 を 此方へ 送りぬ。 この ゆ ゑに 左 近、 進士を 招きて 此の 事 を 尋ねけ 

れば、 進士 申しけ る は、 矢印 はんも ありぬべし、 山內 が所爲 なりと 一" ムふ。 山內を 招き 

て尋 ぬれば、 矢印が 證據に 候と、 ず； に辭 退して 功 を 謹り て 久しく その § ちしれ ず。 故 


p 言 各 tt^ ナ PS —  二 もし^ 激 城 後め 姓 第二 通へ 
ゆ 集 '代 •  S 七；： おて 奪 度 を 主 ソ おも-六 C ら：: 

はがの 4^ 頁 る * はな ii< ^六 越 含 冒-; f" ざ 
* 云 名 は 禹參前 居れく す 十 後 城す、 家る 3E 
へ臣堯 • 照 出 晚剃 、 。二 福 主 '松康 たま 
にる 。舜皐 ra 年 髮封虔 萬 a  '始 平の りで 


に兩 人に 感書 を與 へて ける。 後に I 錁を かけて 兩んに 射させて みければ、 進 土が 矢 はう 

ら かかず、 山 內が矢 は うら を かきける ゆ ゑに、 其の 功 山 內に究 まれり。 源君濱 松に 御 

座の 時、 志 村 を 射た る 者 を 召 出されけ るに も、 山 內を被 二 召 出 一て 御稱美 ありし とない。 

進士も 山內も 後に は 上 總介忠 輝 公に ありて、 その後 尾 陽に ありし 也。 互に 正しき 勇士 

(三)  へク  レモ ル ハヲラ  ズ モス 二  マ  ヨリ- 1 ス 

と 云 ふべき 也。 されば 胡 致 堂 曰、 人臣 之義、 有, 功不 1 處、 非 H 苟爲ニ 避 謙 一 理固 當.， 然、 

"テハ (EH チへク レ -フ  セ つ 一 1- ハ カウ 干ヮニ チ ハグ  ダ ラ  "テハ /一  チ ハク 厂 レバ キ ヌ， 

在 ,禹 則 曰、 不二 自滿 假； 在, I 阜陶 1 則 曰、 予未. Z 有：. 知、 在 レ 益 則 曰、 滿 招レ損 

ナ レバ グト ヲ "テハ 二 チ ハク  タン ズ トク ルニ  一 五 マテ <  二 チ ハク jvl-  H.in ラ -" テ J 

謙 受 1 益、 在，, 周 公-則 曰、 予 小子旦 非，， ー克有 n 正位 一 在 レ謙則 曰、 勞 而不レ 伐、 有レ功 

H ヽ) 

而不 レ德. あ ：，；^ 則 曰、 善 則歸レ 君、 過則稱 レ己、 則 民 作 レ忠、 是 以自レ 古、 人臣 丄" 一 

レ i あ，" (あ、 せノハ君ぁ^N、ヲ 必對 日、 此 君之靈 也、 臣何カ 之 有 焉、 能 如 レ是、 在 レ己ご 一 

不レ 失， 一恭 順 之 道 一 在 , 上不， 生 二 忌惡之 心； 故 曰 二 臣何カ 之 有 焉 1 者、 處ニ 功名, 之 正 法、 

：！^^ーー詭對ー也とぃ へり。 功 を 讓るは 人の 正德と 云ぶべし。 

師曰 はく、 永祿 三年 庚申、 今 川 義元打 死、 その 比 迄 は 三 州 岡 崎の 城に 今^ 家より 番 

十九 日  (持) 

手の者 在 城して 源 君は駿 河に 御 詰 ありけ るが、 その 日 は 鵜 殿の 長 勿が か はりに 大 高の 

城に 人ら せ 玉 ひける に、 水 野 下野 守 方より、 義 元桶峽 にて 打 死の 由吿げ 来れり。 水 野 

士談四  四 五一 


(五) 易の »i 

辭上 に 謙卦 

の 語 も 引 

きて 、「子 曰 は 

努 して 伐 

.r や 功あって 

德 とせす、 厚 

きの 4r りなり 

云 Jr」 と出づ 

ニハ) 00^ 

記篇に 出づ。 

但し 歸レ君 ほ 
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稱 に 作る は 外 叔父な りと いへ ども、 信 長 一味の 人 なれば 虛實 分明なら ずと 仰せ 有りて- 堅く 守 

り 玉 ふの 處に、 淺井六 之助來 りて 義元 討死 必定 也と 申す。 しかれ ども 此の方の 者 をみ 

、 せに 可, 被レ 遣と て、 物見の 兵を發 せらる。 義元 敗軍 疑な く 打 死に 究 りければ、 則ち 大 

髙城を あけて 三 州へ 引取り 玉 ふ。 夜中 路 不二 分明 一 淺 井を鄕 導に なされ， 月 出で てよ 

り 城 を 出させ 玉 ふと 也。 是れ 其の 日に 大 高へ 入らせ 玉へば、 片時 も 早く 引取らせ： 土 は 

んを、 大丈夫の 正しき 所 ここにお いて 可, 見 也。 而 して 直に 岡 崎へ も 入らせ 玉 はん を 

氏眞 への 禮儀 なりと 有りて 御 入城な く、 先づ 大樹 寺に 被， 移 ニ御陣 一け る。 かかる 內に 

驗河衆 岡 崎 在 番不， 叶して、 悉く 落ち 失せて 城 明けに ければ、 五月 ±1 三日に 岡 崎へ 入 

御 ありし と 也。 その 正 操 凡人の 及ぶ 處に 非ざる 也。 

y ョに 今，.^?^ 師曰 はく、 甲 州 穴 山が 者に 漆 畠と 云 ふ 正直なる もの を 遠 州 入 坂に 被， 爲, 置、 本 多作 

ffH-^.  (ニッ 

ゾカ) 父^ 左 衞門判 形 を 以て 可：， 通 ニ往來 一と 仰せ ごと あり ぬ。 此の 比 は 三 遠 駿甲信 五ケ 國 御手に 

人 坂に 作る 

入り、 旣に駿 河へ 御う つりの 時の 事 也。 北條 家御緣 者な りと い へど も、 若し 上方 一 味 

の 事 ありて は 如何と 御 思慮 ありての ことと きこえたり。 ここに 菅沼 藤藏、 後に 山城 守 

と號 す、 出頭 御 寵愛の 時分に、 此の 處を判 形な しに 通るべし と 云へ る を、 漆 畠 堅く 守 


りて 不， 通。 藤藏大 におり けれども 更に 不， 用して、 本 多が 判 形 を 取り よせてと ほり .. 

此の 事 直に 訴へ 奉りて 漆 島 を 曲事に あはせ なんと 存じ、 藤藏 御前へ 出る とひと しく、 

漆 畠を不 届なる 者に 候、 召に 因りて 參 上の 某 事 は詳に 可, 存に、 唯今まで 待たせ 侍る 

ことな ど を 申 上げければ、 公大に 御感 あって、 漆 畠 を 召して 御 褒美の 祿を賜 はれり と 

也。 漆 畠 正直の 德ぁ る を 以ての こと な る ベ し。 

師曰 はく， 慶長庚 子關ケ 原の 役に、 源 君 小山に おいて 上方の 注進 をき こしめ されけ 

るに、 先づ 此の 事隱 【《3 せしめ、 、江 戶迄還 御な つて 可 レ被ニ 仰 聞 1 や、 又 上方 衆の 心 を ひ 

いて 見て 後に 可， 被 一一 仰 出, やと、 異議 まち/、 の處 に、 公 仰せに、 速に 上方の 諸將に 

仰せき けられ、 彼等が 存分に 任せて 可， 然也、 各.' 妻子 從類を 上方に 置きて 心 元な く 

可レ存 に、 先づ 其の 事 をし らしめ、 其の 3. 〕 案 を も 致させ 可レ然 也、 彼等 引かへ て 皆 上方 

に のぼりたり とて、 可. つ 勝義の あらんに は 危 事た しと 仰せ あり、 忽ち この 旨 を 命ぜ 

られ ぬと 也。  ， 

師曰 はく、 同時 諸 大將に 本 多忠勝 • 井 伊直 政 を さし そ へられて- 先づ尾 州淸須 まで 

さしつ か  .., 

指 遣 は さる： 諸將 各.' 此の 地に 聚 まりて 軍議 を談 ず。 而 して 源 君 御 動 座 を 待ちて 有 

士該四  -  四 五三 
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二) 池 ^ける 慮に、 村 越 茂 功 を 使に なされ、 吉田 侍從. 淸 須侍從 方へ 御 書 をな され、 近日 

お . 騮&正 a-  たが せんぎ 

御馬 を 出さる べきとの 事 也。 茂 助 口上に は、 今度 諸 將淸須 に 集まりて 數 日の 長 愈議、 

に？ は 御 合 點！^ レ被. J の 間、 御 出馬 被， 遊 まじき とのこと 也。 茂 助、 中 書. 兵 部に 相談の 處、 

兩 人中し ける は、 此の 口上 不, 可 レ然、 唯 だ 頓て御 出馬 可， 被レ成 也、 いづれ も 大儀なる 

の 由 命ぜら るると 中し！^ レ i 也、 諸將 各.' 兩端を 持す るの 處、 如レ此 なる 御 口上 甚だ 危 

しと 留めけ る。 村 越先づ 其の 義に 同じぬ。 かくて 翌日 諸將相 集まりて、 村 越 口上 をき 

くの 處に、 村 越 恩 ひける は、 兩 人に 談合して は、 兩 人の 申す 處 上意に 相違な り， 多く 

の 人の 內に * 大事の 御 使な りと 有って 某 を 遣 はさる る、 御 口上の 旨に 不レ 申して 歸り 

なば、 御 使の 本意に 非ず、 定めて 深き 御 思慮の まします にこ そ、 唯 だ 君命の ままに 云 

、  ふべ しと、 その 席に て 思 ひ 定め、 君命の 通りに 演說 す。 本 多 • 井伊 大に 驚きて 村 越 を 

叱し 退けん とすれ ども 無， 詮。 ここに 加 藤嘉明 • 福 島 正則 等暫し 案じて 甚だ 歎息し け 

る は、 此の 旨 趣御尤 至極に 候、 御 出馬 無， 之 ことこ そ餘儀 無レ之 候、 前に 岐阜 を かかへ 

後に 大 i) を うけてな すわ ざな く、 某 等 元と 上方の 者 なれば、 手 切の 首尾 を 御 目に かけ 

ず 數日を るの 事、 御疑餘 儀な し、 村 越 殿 をと どめ、 岐阜の 城責 落し 可 レ懸ェ 御 目 一と 申 


しける にこ そ、 嚴命 ありし はこ この 所な りしと 思 ひ 知られて、 本 多. 井伊 も 村 越と も 

に 安堵せ りと 也。 村 越 正しくす なほに して 私の 異見 を不, 立 ものな りけ る を、 公是れ 

をし ろしめ して 此の 使節に 當ら しめ 玉 へ るなる ベ し。 

師曰 はく、 大 坂の 役に、 御 近習に 反間 をいた す もの ある 由 申し 来りければ、 源 君 御 

座 を 立た しめ 玉 ひ、 次の 戶を押 開き 玉うて、 近習の ものに 反間の あらんに ir 我れ 見 

知らぬ 事 は あるべからざる と 御意に て、 各 > の 面 を御覽 ありけ ると 也。 是れ 正しくす 

(面 映) 

た ほなる 處を 以て 向 はせ 玉 はんに は、 彼の 奸 曲の 輩は自 心の 鬼に てお もはやく、 速に 

(卽) 

其の 機 G 顯は るべ ければ、 かくすべ きに 處な きを 以て 也。 信に 名 將の作 略 當意則 妙の 

至りに して 造作 十 る處 なし。 秀忠 公の 御備へ に 敵へ 反り 忠の もの ありと 申し 來 りし 時 

に は、 秀忠公 御^ を 提げた まひ、 近習の ものの 內には いづれ たると て、 追って 出で 給 

へりと ぞ。 右 同意なる べし e 十べ て 家 蜜 公 • 秀忠 公と もに、 大正 大直を 以て 天が下 を 

しろしめ す の 度量 ま さ し か り き 。 家康公 ^5 長へ 仰せ 合され. た る 正 し き ゆ ゑ を 以て、 わ 

づか 一 萬 有餘を 以て 秀吉の 十 萬に 敵し、 後に 秀吉 に屬 してつ ひに 秀吉を はから ひ 玉 は 

ず、 庚 子の 役に、 三 成 叛逆- ひとへ に秀賴 をより どころ とすと 雖も， 三 成 を 罰して 翁 

士 詨 四  四 五 五 


す 節 ：h ば て せ せ つ し 不 ；：^ ぁ し 3? は II  二 
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ほ 秀賴を 立て 玉 ふ。 是 れ皆大 正大 直にして， 奸曲を かまへ 不レ 給の ゆ ゑ 也。 秀忠公 御 

治世 は 一 向 正直の 二字に 歸す。 其の 自ら を 守らし め 玉 ふ剛操 言行 一 として 詐偽權 謀に 

落つ る 事な く、 身 を 正して 天下 を 正しくす るの 戒に 相應 すと 云 ふべ き 也。 

師曰 はく、 關白秀 次 事あって 伏 見へ 申 分に 參 上の 時、 秀忠公 御 出京の 時分 なれば、 

秀次、 秀忠公 を 同意 ある 如くに も 仕られた きとの 取沙汰 也。 叉秀吉 も、 秀忠公 御 年若 

にて 若し 御 一 味 も可レ 有と 疑 ひ 申さる るに 付き、 秀忠公 ひそか に 聚樂 より 伏 見へ 御 越 

しあり、 此の 時 道を秀 次より 取き りたるな どと 云 ふ 沙汰の ありければ、 本道 はいかが 

なり、 竹 田 通り 可， I と 各.^ 申しけ る。 大久 保忠隣 本道 を 御歸り 可い 然と 申して けり。 此 

の 心 は、 如，：^ 時分に 隱密ぁ つ て 力 くれ まじき 處を かくれ、 道を替 へ 玉 へ ば、 人皆彌 

疑 ふ ものな りと 云 ふの 心なるべし 。正しき 處と 可， 云 也。 ほ、 ふ 、土 針 ss-lls^sf へ 一 5。 

師曰 はく、 長 德合戰 の 時、 先手の 仕樣 家康 公へ 指圖可 レ有レ 之と て 使者 兩人 来れり。 

一井 四 郞左衞 門 此の 使者に 對面 仕る。 姊 帷子に て 出合 ひ、 申しけ る は、 信 長より 先手 

の 仕様 を をし へられて 被， 致家康 にて は 無 A 之 間、 我等 承りて 左様に 申した ると 御 返事 

候へ とて、 不一 一 申， 4 一に かへ しける。 信 長 これ を 聞き 玉 ひ、 家 康は人 持な り， 廣 間の 取 


.ft- を 致す ものまで 左様の 會釋 をいた し、 其の 志 正大な りと 感じ 玉 へ りと ぞ e 

師曰 はく、 本 多 中書忠 勝、 北條 家の 朝 倉 兼 也 を 請 じて 武義の ものがたり を 致さし む。 

兼也歸 りて 後、 忠勝云 ふ、 兼 也 はさし もの 者と ききし が、 武義の 上の せんさく まこと 

しからぬ 事 也、 その ゆ ゑ は、 一度 も 後れ を不レ 取との 物語な り。 名將と 云へ ども 初め 

は 萬 事 越度な き 如くに はなき もの 也、 況ゃ兼 也 底の 侍、 善と 惡と 等分に ありても おび 

ただしく 人 云 ふ もの 也、 正しくす なほに あらず して は 武士の 意地と はい はれざる なり 

と批 刹 ありし と 也。 兼 也 は 元と 北條氏 勝に 屬 して 能 登 守と いひし もの 也。 

gr)，51l ぼ 師曰 はく、 丹 羽 長 重 小 松 城に #レ 之、 前 田 利 長、 山ロ玄 番頭が こもれる 大聖 寺を攻 

山 □ は 方 めけ る 時、 かねて 長 重 後 詰の 云 合せ ありけ る ゆ ゑに、 人 衆 を 出す とい へ ども 落城 其 

の 手に 不レ 合に 付きて、 利 長 衆 金澤へ 引取る を 付けて、 山 口と 一度 云 合せた る 害 を 可 

レ 合と 云へ り。 諸臣 各.^ 利 長大 軍 なれば 必ず 不レ入 事な りと 留め けれども、 汝等は 出で 

ず. とも、 我れ は 出で て 云 合せの 害 を 可, 合と 云 ひて、 ゎづ かの 小勢に て 出で て 利 を 得 

しなり。 正しき 所不， 有して は 忍びが たき 處也。 

師曰 はく、 庚 子の 年、 關ケ 原の 事 小山へ 注進 あ つ て、 上方 衆 各. '御供 可， 仕の 由に 
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相究 まりて、 人質 誓紙の 事 あり、 諸 大名の 家老 ども も 誓紙 被 二 仰 付 一け るに、 細 川 越 中 

守忠興 家老 分に て 細 川 玄蕃頭 罷り出で たり。 本 多 佐 渡 守 誓紙の 前書 を 出す。 玄蕃、 無 

筆に 候 間、 それにて 被， 遊 候 やうに と 云へ り。 其の 前書に、 主人 謀叛 別 心 ありと も， 

早々 申 上げて、 組す まじき との 事 あり。 玄番 申す は" 主人に 非義の 有レ之 をば 隨分異 

見 を 加へ 可, 申 こと は 奉， 得 二 其 意 一 候、 組 仕る まじき と 有， 之 誓紙 は 仕る 儀 如何 也、 仕 

りても 主人へ 組せ ずして 不レ叱 ことに 候 間、 誓紙 を やぶる に 罷成候 間、 此の 條數 をば 

除かれ 可， 給と 云 へ りと 也。 大權現 犬に 感悅 まし/ \ けりと ぞ。 

師曰 はく， 朝鮮 征伐のと き、 签山 浦の 諸 將兵を 進む る氣 なきに 付きて、 秀吉、 家康 

公 • 利 家 • 氏鄕 • 淺野長 政 をお して 軍議 を談 じ、 且つ 自ら 師をひ きゐて 朝鮮 を 責め 玉 

はんと ありし に、 利 家 は 左 軍、 氏 鄕は右 軍 >  我れ 中 軍に 將 として、 三十 萬の 兵に て大 

明に 入るべき 也、 家康は 日本に 留まって 留守 たるべし と 命ぜら る。 公大に 怒り 玉うて、 

我れ 何ぞ獨 り. 止まりて 日本 を. 守， 我れ 必ず 先陣 をう け 玉 はりなん と 仰せけ る。 こ 

こに 淺野長 政 云 ふ、 秀吉 卿に は 狐の のり 替り玉 ふか、 平生の 秀吉 卿に あらず、 家康公 

も 憤らせ 玉 ふなと 高聲に 云へ り。 秀吉 聞きて 大に 怒り、 腰刀 をぬ いて 長 政 を 切らん と 


す。 利 家 • 氏 鄉是れ を 抱き 留む。 長 政 あへ てお それず、 我等た とへ 數百 人を誅 せらる 

ると も 更に 不， 憂、 近年し きりに 朝鮮へ 兵 を發 せられ、 民の 家 一 戶に三 丁に  一 丁 をぬ き、 

日本の 人 衆 大半 旣に 渡海す、 運漕の 費 いくばくと 云 ふこと を不レ 知、 萬 民 飢寒の 苦み 

にたへ ず、 秀吉 若し 出軍 あらんに は、 その 明日 天下に 群盗の 起 りつべし、 家康公 留ま 

り 居 玉 ふと も， 一旦の 力に ていかん ぞ 俄に 四海の 亂を 平げ 玉 はんや、 唯 だ 速に 師をゃ 

め、 文 德を修 せられ、 武を 偃す るの 政 あらんに は、 國 家の 長久 貴賤の 歡喜 ここに あり 

y)  野 長 つべ し、 不， 然ば疾 く 某が 頸 を 刎ねられ よと、 憚る 所な く 申す。 秀吉大 に 怒り 玉 ふ。 

內 お £ っ^ 氏 鄕* 利 家、 彈正を 叱し 退かしむ。 長政歸 宅して、 撿使を 待って 切腹の 心得な り C そ 

より ー挨な  ニニ 

の 後 別の 子細 もな き內 に、 肥 後に 梅 北が 事 ありと 吿げ來 りければ、 秀 吉家康 公に 命じ 

(三) siE  シ  ス 

マ：4-始め^-吉 て 長 政 を 召して、 汝罪を ゆるす 也、 左 京大 夫 幸 長 を 遣 はして 梅 北 を 可 二 征伐 1 と ありぬ。 

に し 関ヶ原 

^^0^^ 長 政大に 喜びて、 幸 長に 本 多 中 書 忠勝相 副へ て 肥 後に 至る の處 に、 旣に 平均の 由に 付 

^0.$^ いて 國 境よりか へれり。 その あとへ 長 政 をつ か はされ て國の 仕置 ありし と 也。 長 政が 

す， 吕宋 遠征 

J^H^ 正 直諫 諍、 人臣の 或と すべき 也 C 

<0 の 人な. 

II 一一 丸お 頁 師曰 はく、 松 倉 璺後守 は 石 田 三 成が 家臣 島 左 近が 鸯也。 松 倉 は 小山へ 御供 仕り 罷り 
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下る。 その あとに て 三 成 逆心に 付いて、 左 近 方より 早々 脚力 を發 して 松 倉に 此の 由 を 

吿げ、 三成に同意せしめ15^然と云ふことを云ひっかはす。 其の 飛脚 下 著いた せる と 

則ち 狀 箱の 封 を不レ 切して 大權 現へ さしあげ ける。 其の 正しく 十な ほなる を 感じ 恩 召 

してけ ると 也。 

師曰 はく、 渡邊 勘兵衞 後に 睡_ ^と號 す。 天 正 十八 年 相 州 小 田 原の 役に は、 中 村 式部 

少輔の 手に 屬 して 山中の 城 を 責めけ る 時、 渡 邊戰功 ありし を 以て、 中 村 山中の 働の こ 

と、 秀吉御 褒美あって、 唐 織の 羽織 をぬ ぎ 玉うて 賜 はりぬ。 此の度 山中の 首尾、 併 

渡 邊が覺 悟に よれる とのこと にて、 拜領の 羽織の 兩袖 をと いて 勘 兵 衞に與 ふ。 渡邊申 

. す は、 秀吉 公より 武勇の 名譽を 以て 拜領の 羽織 なれば、 御子 孫へ 相績 あられ 可 レ然、 

家の 重寶と 奉レ存 也、 某が 働 は 自分の たしな み、 皆 以て 主君への 忠に こそ 候へ、 自ら 

を 立て 申す 儀に 無レ 之と 達て 辭 退す。 中 村 其の 志 を 感じて、 れんせ ぅ院 かげと 云 ふ 早 

馬 を與へ てけ りと 也。 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 渡 邊勘兵 衞和州 郡 山城 を預 りて、 增田 右衛門 尉 所に 有， 之、 

k 一  す" r  ^田 は大 坂に 有， 之て、 直に 高 野へ ひらき、 郡 山の 城へ しきりに 取 かけ 申す 沙汰 有レ之 


に付き、 郡 山の 侍 ども 二三 十騎 欠落いた し、 下々 七 八 百 も にげはしり、 色めき立 候翌 

日、 侍 分 百 四 五十人 申合せ 連判いた し、 申しけ る は、 殿 守に ある 處の 金銀 不， 殘 各- 

ク レ  かけおち キ ル  ニー) 

^^^h^ へ 配分 無レ 之ば、 翔 落 可， 仕の 外 他事な しと 云 ひて、 侍 十 人よ ろ はせ、 頭分の 面々 へ 其 

意  の 連判 を 指 出す。 城 中の 諸 侍 翔 落お.， 之て は 如何と、 頭分 相談の 上に て 家老 どもに 談 

合いた し、 とかく 割 分 可, 然との こと 也。 ここに 渡邊 申しけ る は、 主人より 下知 無レ之 

金銀 を 下と して 配分と ある こと は 沙汰の 限りに 候、 我等 一 人 聊か 同心 無， 之と 云 ひて、 

つ ひに 配分 不， 仕 也。 それにても 諸 侍 かけ 落 も 無， 之、 却って はぢ しめられ、 思 ひこめ 

たる 體 になり ぬと い へり。 渡邊が 正しくす なほなる 處と云 ふべ し。 

(三) 

n 一 L に 1!^  師曰 はく、 松 倉 豊後守 家 來人を 打ちて 退きた る を 1 吉岡 九左衞 門に、 追 ひかけ て 仕 

留めよ と 申 付け たれば、 吉岡辭 し 申しけ る。 松 倉 達て 申しければ、 吉岡 申す は、 此の 

者の 人 を 打って 立 退きし 儀、 某 能く 存じた る 子細 有, 之、 尤もの きたる 所 を も、 私大 

方指圖 仕りた る 斗り のこと に 候へば、 籠 飼の 鳥 を 殺す と 申 十た とへの &:: れば、 御免 あ 

るべ し、 此の 段不 と 思 召す において は、 何分に も 被 二 仰 付, 候へ と 申す。 松 倉 大に感 

じて、 其の 方 事 かねて 甲斐々々 しきものと 目 利いた せる に 相違な く， 奇獨 なる 申 分 也、 
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唯今の 咎 を有恕 せし むと 云 ひ、 打 手 を もやめ、 森 玄番に 申 付けたり。 玄番 首尾 能く 打 

ちお ほせけ りと 也。 

師曰 はく、 織 田 信 雄、 北^！^具敎を生害の時、 奥山 常 陸 介 を も 打 手の 內に 加へ、 三 干 

石 を 可 レ與と ある 朱印 を 賜 ひて、 打 手の ものと 一 同に 誓紙 を 書 (かせ) ぬ。 ここに 奧山 

思 ひける は、 譜代 相 傅の 主人 を 欲 ゆ ゑに 打ち 奉らん こと 茶 だ 以て あやまり 也、 我れ た 

とひ 打ち 不, 奉と 云 ふと も、 是れ ほどに 事の なれる 上 は具敎 遁れョ はん 由 絡な しとい 

へ ども、 まのあたり 唯今まで 主人と 仰ぎし 人 なれば 人倫の 道 を 以て 致す 處に 非ず と 思 

ひきはめ、 其の 刻限に 及びて 虛病を かまへ 其の 事 を遁れ ぬ。 則ち 米印 を 信 雄に 返し 奉 

りて、 遁世 出家の 身と なりぬ。 國司事 ゆ ゑな く 生害せられ ければ、 雄 彼れ が 正義 を 

感じ- 召 かへ されて けれども、 終に 不， 出して 道心 堅固に 往生す と 也。 其の はかり ご 

と不 所 も あるべ ければ、 義と云 はんに は 未熟の 處 ありぬ ベ し、 正しき 處 はありと 

云 ふべ し。 

師曰 はく、 輿 村 平 六、 元は 長 谷川 藤 五郎 家に 居り、 後に 前 田 利 長に つか ふ。 庚 子の 

年利： K 大聖 寺 を 攻めけ るに、 落城の 前日 械の町 口 を 破る 時、 足輕 ども を， 引 連れて 鐵炮 


をうた する 樣子 見事な りけ る。 此の 事 利 長 聞きて、 則ち 使者 をつ か はし、 織 時 服 を 

賜 ひて、 殊の外に 結構なる 口上の 使 也。 傍輩 ども 各-^ 喜に 来る。 平 六、 明 H は 必ず 打 

死と 存 ずる 也、 今日の 御 使 分に こえて 恭く覺 え 候、 唯 だ 死 を 以て 報ずる まで 也と 云 ひ 

ける が、 果して 翌日の 城乘に 一 番に打 死 を 遂げたり と 也。 

師曰 はく、 福 島 正則 內 にて、 なにがしと かや 云 ふ 使 立の ものに 組頭 を 云 付けた る 時 

かた じナ * 二  ン ス 

に、 專. くは存 候へ ども、 存 ずる 子細の あれば、 それ を 談合 仕り 御請 を可レ 申と 云 ひ 

て、 宿所に かへ り、 右の 組の もの ども を 我が 所に あつめ、 我等 若輩 もの を 各.' の 組頭 

に 命ぜられ、 各.' と 相談 仕る やうに とのこと 也、 各  >  の 心得 次第に 御前の 御請 を 可レ申 

と 存じ、 唯今まで 延引 候、 近 比 若輩に て 各. - へ 下知 仕る こと を かしく 可レ if, Z 之 間、 

何事 を 申す とも 承引 ある まじき に 於て は、 御請 申す まじく 候、 叉 若輩ながら 萬 事相 請 

いたし 指圖 仕る こと を：^ らし 被レ申 まじき との 事なら ば、 一 つ 所望 仕りた きこと あり、 

御 聞き 可：， 有 やと 云 ふ。 各.' 一同に 何分に も指圖 次第に 可レ 仕と 云 ひければ、 然 らば 存 

念 を 申 候、 吾等 合 手 はたれ/ \ にて、 老功の 功 者に 候、 我等 は 如， 此 若輩に 候 間、 先 

チ  め きき 

にて 見合 候て、 私 かかり 被, 申よ と 云 ふとき、 各- 'の 目 利つ もり を 指 置いて、 一時に 
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かかり 可, 給、 此の 處を賴 み 入る、 御 同心なら ば 御請 申 度し とのこと なりと 云 ひける。 

異議 あるべき にあら ざれば、 皆 やすき ほどの 仰せに 候、 早々 御請^, 然と ありけ 

わば、 正則へ 右の 請 を 申しけ ると 也。 其の後 はし/ \ の 取合に、 此の 組頭 老功の 組頭 

をち ど  キ レ 

より 早く かかり、 つ ひに 越度 も 無， 之 ゆ ゑに、 正則 も稱 美し、 老功の 組頭 ども も 感じ 

ける ゆ ゑに、 正則 彼れ を 招きて 尋ねければ、 皆 合 手の 老功の 指圖 次第に 仕りて、 自分 

の 功に 非ず と 云へ り。 老功の ものに 尋 ぬれば、 一言の 指圖 も不， 仕と 云 ふ。 正則 不審 

に 思 ひて 彌 尋ねければ、 別儀 無レ之 候、 手前の 人 衆つ くろ ひ 立 置いて、 老功の 組頭 

のか かるべき と 備にう ごきの 有る を 見合せ て、 速に かかる を 以て、 いつも 利 を 得 候、 

全く 自分の 功に あらず と 云 へりと 也。 

師曰 はく、 大 坂の 役に、 御 旗の くづれ たると ある 事 を、 大久保 彥左衞 門に 仰せけ る 

ル サ  (K) 

を、 大久 保全く く づれ不 レ申由 を 言上 仕る。 大權現 御機嫌 惡 くて、 汝が 目の くれて 旗 

の-: 朋れ たる を 不二 見 付 一な りと 仰せ ごと ありければ、 某が 目の くれたる に は 非ず、 御前 

に 御 目の 不明なる と 申して、 猶 ほ不レ 清の 由 を 申し はる ゆ ゑ、 其の 分に なりてけ り。 

後に 大久保 申しけ る は、 旗の くづれ たる は 必定 なれ ども、 大 坂の 御 合戰は 末期の 御 報 
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接. 香 取 二  sst 

0 中に^て 五 

百.，；： の 采地を 

賜 ひ， 後一-; 千 

w:白石のi^行 

を a- ひ、 要 

接 を經て 丸 

勤 下 ほ守ナ e 以 

て る、 年 七 

十八。 父 SIS 

理はニ 干 f 八 百 

石， 尾^^義直 

に 仕 ： て 名 古 

g に 一，、 年 

八十 六- (寬政 

重 3$^ 諸 ^護に 

よる. - 

(二) ぉ川忠 

城 三十 九 S 石 

も. S す 


答なる に、 御 旗の 漬れ たると 有らん こと は 心が かり：^. 我れ 一 人 越度な りと て 御成 敗 

ある 分 は 不レ苦 ゆ ゑに • 如レ此 申したり と 子孫に かたれり と 也。 志の 正しく 直た る 所と 

云 ふべ し。 

師曰 はく、 兼 松 修理、 子息 彌 五左衛門 大 坂に て戰功 あり、 手 疵を負 ひて かへ ると 云 

ふこと をき き 、 合 議相究 ま る ま で は 參會十 まじき と 云 ひて 不二 出 1 あり， ける が、 资議 

も究 まり- 正しき 證據も ありと 聞きて、 しからば 可 二 出合 一とて 對 面いた せる 也， - 正義 

と 云 ふべ し。 

師曰 はく， 細 川 越 中 守 公儀 御 普請 を 望みけ るに 付いて、 加々 山 權左衞 門と 云 ふ もの 

に 申 付け、 內々 下目 論 を 致し 考へ よと ありけ る を、 加々 山 委細に 點撿 して 置きぬ。 そ 

の內に 不レ被 二 仰 付 一に なれり。 是れゅ ゑ 加々 山が つもり も不， 入に たれり ける を- 近習 

の 者、 是れ ほど 詳に 勘辨 いたせる を、 默 止して 棄 てなん こと は殘り 多き ことなれ ばと 

て、 彼れ が 致し 立てし 處の 一 卷の書 を 披露し ける。 越 中 守大に 感じて、 其の 夜 加々 山 

を 招き、 其の 方今 度の 目論 殘る 所た き 致し やう 也、 假令 公儀より 不レ 被, 一 仰 付 一と も、 

如レ此 委細に 盡 せる 上 は、 つとめた る 同前の 其の 方 心 入 也、 以来まで 此の 書の 手本に 
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なる ベければ とて、 則ち 千 石の 祿を與 へ て當 座の 賞に 行 はる。 加々 山 かしこ まりを 申 

して 退出す。 その 翌朝 早天に 又 加々 山 を 呼びければ、 いかなる ことに や、 夜前の 加增 

事 楚忽に 起り ぬれば、 若し 思慮の たが ひも こそ あり やな ど 云 ひさ さやき ける に • 越 中 

守 申さる る は、 夜前の 加增 はわ づ かに こそ あれ、 公儀の 大役 を 望んで 是れ をし とげた 

る 同意の ことなる に、 僅の 加增 甚だ 以て 非 一一 本意 I とて、 叉 千 石を與 へけ りと 也。 加々 

山 後に 奥 田 權左衞 門と 號す。  . 

師曰 はく、 主人へ 殉死 を不レ 致と 云 ひて、 其の 家中に あしく 云 ひける もの 多 かりし 

もの あり。 此の 者 主人の 忌日に、 慰 家中 寺へ 參詣 仕りた る を- 用 所 候 由に て 留め置い 

て、 惣衆相 あつまれる 時 罷り出で て 中し ける は、 私事 殉死 可， 仕 ことなりと、 此の 座 

中に 入 來候歴 々にも 御沙汰 有， 之の 由 承り 及び 候、 定而！ ^死 仕り 可， 然 子細 を 御存じに 

て可レ 有， 之、 我等 事 は 殉死 仕り 御 奉公に 可， I 罷成 一の 見 付 無， 之 候、 主人 御 取 立の もの 

は 必ず 殉死いた す はづと 斗り の 儀 は、 我等の 合點に は不， 及 候 ゆ ゑ 殉死 不， 仕 候、 唯今 

にも 其の 道理 を 承り 届けば、 御 奉公の ことに 候 間、 則ち 殉死 可：， 仕と 云 ひける に、 座 

中 一言の 返答に も不， 及に 付いて、 重ねて 申しけ る は、 如レ此 ことわり を盡 して 申す の 


年す り 旬 も 十 餘手島 こ秀紹 種主屋 2 に 從記櫥 こ賀ニ 
三 '手に 支 倍 人 兵 it れ吉運 '誘 城 ご 出合へ 記の 守 一 

十 兵し-、 に を 七 氏に-! §  i  «1 兵- 卞 つ！？^  人 

九に 悉て SIfe 以 百に 羼征 '筑 部 群 名 件 這 北 
轺く城 城る て 六 *i しのす し 尉 高 前 所 書 *2  '踵 》 
運 殉陷ニ 敵 五十して 時' て 編 鵜 岩 牧類運 高久伊 


處， とかくの 仰せ も 無 レ之上 は， 定めて 各.' の 御沙汰に て は 無， 之と みえ 候、 此の上 は 

已來 うしろに て 殉死の 批判 あられん 方 は- 侍の 本意に あらざる 間、 其の 心 を 得られ 玉 

はれと 云 ひて 出で にけ りと 也。 正義の 申 分と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 北 原 鎭久、 高橋紹 運に 別 心 ありし を 以て、 天 正 八 年に 岩屋に おいて 鎭久 

を 成敗あって、 嫡子 進 士兵衞 の 所へ 使 を 立て、 父 不義に 因りて 死罪に あたれり、 進士 

事 は貞心 の 覺悟 に お い て は 異儀ぁ る ベ からず と の 事に て、 進 士も別 心 を不， 奉 レ存由 誓 

紙に て 事す みぬ。 ここに 秋 月 方より、 進 士が父 死罪に あ へれば 能き 計 策の 時な りと 心 

得て、 內 通の 狀 を進士 が 方へ 送れり。 進士封 を不， 切紹 運へ 差 上げた る を 以て、 進士 

が 貞心を 感じて、 計策狀 にした が ひ、 秋 月が 兵 を 招き 入れて 打ちて けりと 也。 父 非 罪 

に 死せば、 子と して 其の 家に dd ふべき の理 たし。 非 義の企 を 以て 重代 厚恩の 主人に 罪 

せられん に は、 子 唯 だ 正道 を 守りて 家 を あらため 舆 さん こと を專ら とすべき 也。 進士 

がふる まひ 必ず 盡レ 善と は 云 ふべ からず とい へ ども、 叉すな ほなる に は 至りぬべき 也。 

尤も 評の ある ベ き こと 也。 

師曰 はく、 豹 は 必ず 貪 を 撰んで くら ひ， 死す といへ ども 非 食 を くら はずと いへ り。 
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是れ 其の 正しき を 守りて 信 を不, 失の ゆ ゑ 也。 人と して 信な く 正義 あらず して は、 生 

きて 益な き 也。 故に 大丈夫 唯 だ 正直 を 以て 士の道 を 全くすべき 也。 


山 鹿 語類 卷 第二 十六 

士談五  - 

一三 剛操 

師日 はく、 古人 日、 天地 有&操 之氣、 一毫 f44"sil- 者" 此 之^、  i,: 碌碌 

.1^1 テク- フブ  ノ  一-  ノウ ゴ. I  一，  二  ノ  .X グ r  一-  ノ タフ， 1 ハ (ニニ  /  一-  -7 ス， 二  I 

(此 yelsfr に 可-得 儔-也、 彼爲， 色蕩、 爲.， 利囘、 爲， 勢 橈 者、 比 二 其 節- 不， 足， 稱と 云へ り。 しかれ 

作る  ば 大丈夫の 剛 操と 云 ふべき 處 は、 必ず 大 勇武の 剛 操までに 不， I、 色欲 利害 名聞の 間 

において 卓爾 とたかく 立ちて、 其の 志の 能く 伸びて 萬 物に 屈せざる の ゆ ゑん を 以て 剛 

操と すべき 也。 勇武に おいて は剛操 ありと いへ ども、 好む 處に奪 はれん は、 勇 長ぜる 

のみに して 剛操 にあらず。 利欲に 不， 掩と 云へ ども、 才知に くらき 時 は叉剛 操に 非ず。 

故に 聖人 は 事物の 間 皆 以ニ剛 操-常に 天下の 間の 萬 物の 上に 伸ぶ る こと を 得る 也。 是れ 

を 眞の剛 操と 云 ふべ し。 
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< 一 一  七 ほき 

師曰 はく、 柳下惠 遠に 行きて 歸 りけ るに、 旣に 曰の 暮れければ 門外に やどりて けり。 

ここに 女子 來 りて 同じく 宿りけ るが、 天 犬に 寒し ぬ。 女子 衣のう すくして こごえぬ ベ 

ければ、 柳 下 鹿が 懷の 中に 入れて 是れを 溫め曉 に 至りて， 柳 下惠亂 るる 事な し。 叉魯 

に 男子 あり、 久しく 獨 りすみ てけ るに、 隣に 又 やもめなる.^ ありて けり。 夜 暴風 暴 雨 

ありて、 やもめ 女の 窒 破れければ、 女子 門 をた たいて 內に やどかり なんと 云へ り。 男 

子 門 を閉ぢ て不, 納。 女子 申しけ る は、 家の やぶれて 風雨の 甚 しきに、 門 をと ぢて不 

レ納は 不仁の 至り 也と うらむ。 男子 答へ て 曰 はく、 汝も わかく 我れ も わかければ、 男女 

の 別 を 正さん がた め 也と 云 ふ。 女の 曰 はく、 古の 柳下惠 のた めし を 思 ひ 出し 玉へ、 心 

にみ だり なること 無レ 之れば 何の 疑 か 有りなん と 恥し め うらみければ、 男子 曰、 柳 下 

惠則 可、 吾 固 不可、 吾 將,^ 以ニ吾 之 不可 1 學 5 柳 下 惠之可 上と 云へ り。 柳 下惠は 其の 德 正 

しくして 人 是れを ゆるす、 我れ をば 人の ゆるさざる 處 あれば、 柳下惠 をば 不， 學 がよ 

きと 云へ るの 心 也。 孔子 是れ をき き 玉うて、 善學ニ 柳下惠 1 者 未 二 之 有 一也と 評せり。 已 

來 ともに 柳下惠 がごと きの 學 はなり にくき 事な り。 是れを まなばん とせば、 却って 害 

ありて 嫌疑の 內に陷 るべ し。 されば 孟子 も 柳 下惠は 聖人の 和 を 得たり といへ. り。 和 は 


s 三國時 

代、 蜀漢の 劉 

備の臣 なれ ど 

も、 裂 備は義 


- 7  '  メん 

----  - 

に 追 封 せらる 


必ず 流蕩 する にやす かるべき を、 柳 下惠は 和して 不, 流の 和 なれば、 聖人の 和に 近き 

也。 但し 女 を懷に 入る る こと は禮に 非ず、 故に 是れ を不恭 とす。 女子 凍えなん には义 

用法 も ありぬべし、 何 ぞ懷の 內に可 二 入 置 1 や。 是れ柳 下 惠は人 以て ゆるす とい へど も. 

ルヲラ  ノニ  キ 

不レ處 二 嫌疑 間 一の 戒 にたが へる 也。 道 は 萬 世に 用 ひて 無 レ失を 以て 道と す。 然れば 柳 下 

パ  カラル 

惠が剛 操 云 ふに 不レ 及と 云 へ ども、 是れを 以て 君子の 道と し 法と する に は不レ 可，， 足。 

この ゆ ゑに 魯の 男子が 致す 處を 孔子の 稱 美し 玉 へ る 也。 

(一一 一 arl^ 字 雲 長 

師曰 はく、 蜀の關 雲 長、 魏の曹 操に 生 捕られぬ。 此の 時 劉 備の后 もとら はれに 付い 

て 居 玉 へ ば、 曹操 君臣の 義を亂 らし めんた めに、 關 羽と 一 室に をら しむ。 關羽 そのう 

たが ひ を 去らん ために、 自ら 燭臺を 持ちて 11  口の 旁に 立 居て 曉に 及べり。 番人 其の 正し 

き處を 詳に曹 操に 告げければ、 曹操 甚だ これ を義 ありと す。 ここにお いて 慇數 に禮を 

つくし、 曹操 にっかへ しめん こと をい ひけれ ども、 劉 備の恩 をう け 其の 約 を 堅く せん 

カラ ス  (去) 

(に) は， 今以て 曹 操に 不レ 可, 屬と いひ-ければ、 つ ひに 是れを ゆるし さらしめ ぬ。 關羽 

は勇將 にして 如, 此 處の剛 操た るべ から ざれ ども  >  義を養 ふ を 以て 剛操こ こに 至れり 

と 云 ふべ し。 
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4<i ざな  セ 

師 ：n はく、 晉 の皇甫 謐字士 安、 其の 志 を 立つ る こと 剛操 にして 物に 不, 屈、 士 安が 

いとこに 梁 柳と 云へ る もの あり、 械 陽の 太守に なりて 官に 行きければ、 士 安に 餞して 

道まで も 送り 玉へ かしと 云 ふ 人の ありければ、 士安云 ひける は、 その かみ 梁 柳 未だい 

やし かりし 時に 吾が 家に 至れば、 送迎に 門より 外へ 不， 出、 食物 を與 ふるに も 有る に 

まかせて 事 たれり き、 然るに 今官幸 ありと 云 ひて 是れを 送らん は、 官を 貴ぶ にして 梁 

柳 を 貴ぶ に 非ず、 貧者 は 酒 食 を 以て 禮 とせざる といへ り、 然る を 古人の 道 をす てて、 

當 世の 利 心に 隨順 せん は、 非 二 吾心 可，， 安と い へりと 也。 

あざな 

師曰 はく、 宋の劉 安世 字 器 之と 云へ り。 溫 公の 門人に して 道に 志 厚く、 死生 禍福と 

もに 凛 然として 其の 所， 守 を不, 變、 常に 孟子 をよ みて 不動心の 氣を養 ひ、 剛大 にして 

不， 枉の氣 あり。 或 時 老母 をい ざな ひて 山中 を 通りけ るに、 母し ばらく や 十み ける 道 

に、 大 なる 蛇の 出で て、 その あたりの 草 もな びき わたる 斗り にして 來れ り。 母の 供い 

たせし 下々 皆 走り去る に、 劉 安世 少しも 不， 動、 蛇 久しく 劉 安世が 方に 向 ひ 居て..^ り 

たさび と  ま 

失せぬ。 その 所の 民人 皆 以て 劉 安世 を拜 して、 直 人に 非ず と 驚き 敬 ひけり と 也。 內に 

剛操 を不， 養して は 事な りが たし。 ありがたき 氣 象と 云 ふべ し。 


二) 字は徨 

M、  a 軒と « 

す、 王振に^L 

つて 獄に 下り 

しが、 3S 

R する やお 部 

も 待 K 兼 翰林 

に 攀士 となる。 

文 清と，？： S す。 
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文 集 あり 

(二) 楊士奇 • 

模榮 • 楊 清の 

三人、 皆當時 


( I  > 

せつ i 


師曰 はく、 明の tt 瑄、 專 ニ理學 一として 身 を 正して 物 を 率ゐ， 更にへ つら ひ おもねる 

事な し。 其の 比 明の 執政 は 王 振と い へり。 王 振 或 時に 三 楊に 尋ねけ る は、 其の 方の 國 

キル  --- _ 薛ぉ. 也 

に 朝廷に 出で て 奉公 可， 仕の 能 人 は 非ず やと 云 ふ。 三 揚斯に 文 淸が事 を 云 ひ 出しぬ。 

王 振 則ち 申 上げて 朝廷に 召 出され、 大理少 卿の 官に のぼって 公事 訴訟の こと を 決斷す „ 

薛文淸 初めて 京へ 上りし とき、 其の 宿所へ 三楊昆 舞 ひければ， 留守に て 不レ逢 を 以て、 

其の 留守居に 申し 置きけ る は、 明日 朝廷へ 出仕の かへ りに 王 振の 方に 先づ 行きて 禮謝 

あるべ き 也、 薛文淸 を 今度 召 出された る こと は 王 振が 取 持 ゆ ゑな りと 云 ひ 置きて か へ 

りぬ。 薛文 淸是れ をき きても 翁 ほ 王 振が 方へ 不， 行、 王 振 も 不審して 尋ねけ る ゆ ゑに、 

三 楊 わりな く 恩 ひて、 薛文淸 が 友の ありし を 以て 此の 事 を 云 はしめ ければ、 文淸 云、 

拜 一一 爵 公朝.； 謝 二 恩 私室 一 吾不, 爲 也と 云へ り。 朝廷より なし 賜 はるの 官位に てこ そ あ 

れ、 私の 取 持 を 以て 此の 恩に 預 ると 云 ふこと は、 君子の 不, 致 所 也と 云へ る 心 也。 其 

の 後 朝廷に 大勢 會議の 時、 公卿 皆 王 振を拜 する に文淸 ひとり 不 ン拜、 如, 此の 剛 操に 因 

りて つ ひに 王 振に にくまれ、 大理の 宫に私 をな せりと 云へ る 事あって、 囚に 就きて 市 

に 於て 殺さるべき に究 まりぬ。 門人 皆 はしり まど ふに、 文淸 聊か 常の 額 色に 不レ 違" 
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ここに 王 振が 內に 老いた る 下人 ありけ るが、 みづ しのき はに 泣き 悲しむ ことの あれば- 

如何なる ゅスん にやと 尋ねければ、 文淸 今日 死罪と 承り、 文淸と 我れ 同國の ものに てつ 

ぶ さに 其の 賢 を しれり と 云へ り。 王 振 此の 事 をき いて、 則ち 文淸が 死罪 をまぬ かれし 

めたり と 也。 薛文淸 は 明の 學者 にして、 其の 剛操 叉不， 可レ 及の 處 ありと 云 ふべ し。 

< 一) 左傅哀 師曰 はく、 楚の白 公亂を 起さん こと を はかって、 石 乞に 諸事 を談 ず。 石 乞が 云 はく- 

公 十六 年に 出  れラ 

；っ f:^- は IS 市 南に 熊宜 僚と 云 ふ もの あり、 是れを 得て 從 はしめば 大功な りぬべし と 云 ひて、 .n 公 

八 f。sa 照 一一 を つれだち 彼れ が 所に いたり、 ひそかに 此の 事 を 告げたり。 宜僚 きいて、 不レ可 レ然の 

道 なれば 我れ はくみす 不, 可と 云 ひて 不, 從。 石. I 乙劎 をぬ いて 其の 喉 を さしぬ かんとす 

るに 聊か 不， 動。 白 公 云 はく、 利の ために 不レ 語、 威の ために 不 レ锡、 人の 言 を^ら し 

て媚を 求むべき ものに 非ず と 云 ひて、 赦 して さらしめ つ。 而 して 後に 白 公が 亂っ ひに 

不レ 成、 石 乞 は 生 捕に あ ひぬ。 白 公 は 山中に て 自害して 其の 屍 を かくせり。 楚人 石. I 乙 

を拷 木に かけ 白 公が 死骸の ありか を 尋ねければ、 石 乞 申しけ る は、 白 公の 屍の あり 所 

我れ 詳に 知：， 之と 云へ ども、 有 所を不 レ可レ 云と 約せ りと 云 ひて、 つ ひに 不 A 云。 然 らば 

に ころ  ノ  チバ チリ ト  レバ タキ 二 ラル ニノ 

烹 殺すべし と ありければ、 此事克 則爲, 卿、 不, 克 則烹， 固 其 所 也、 何の 害 か あらん 


哀 十六 年 

と 云 ひて せー設 されに けりと、 左傳に 出で たり。 熊 宜僚石 乞が 剛操 正しし と 云 ふべき 也 C 

二) 字 は 子 師曰 はく、 後 漢の獻 帝の 時に、 王 允漢の 世の 旣に 傾廢 十べき こと を 嘆 じて、 謀 を 廻 

^.  i ま 時- 

らし董^4を誅しぬ。 董 卓が 從類曰 疋れを 憤りて、 遂に 人 衆 を ひ きゐ 長 安の 都 をお とし 人 

(三) 3 帝の れて、 再び 獻帝を 奪 ひ 取り 奉る。 帝 犬に 驚き 玉へば、 賊等 申しけ る は、 全く 王位 を 傾 

.^^-^.^^.A け 奉らん と 云 ふに 非ず、 王 允が 私いた す を 退治の ため 也と 呼ば はりぬ。 王 允 これ をき 

„ &し少 帝を梭  いのち 

i 帝 を 立て、 いて 自ら 名乘 りて 出で 命 を 彼れ が 手に 渡す。 我れ 元と 社稷の ために 董卓を 殺せり、 更 

何 太 It を 拭し  * ンム 

M^w-^ に 命を不 レ^レ 惜と云 ひて、 帝に いとま を 申して、 彼れ がた めに 害せられ けりと 也。 剛 

操に 非ず して は 事なる ベ からざる 也。 

卷^ お、 帥 曰 はく、 平 重 盛被レ 申べき 事 有って 中宮へ 被， 參 たりけ るが、 仁壽 殿に 候 はれて、 

iill の 事 帥の ぎ 侍と 云 ふ 女房に 暫く 對面 有りけ るに、 帥の 典侍の 左の 袴の すそ、 より 大 なる 蛇の 

は ひ 出で て、 重 盛の 右の 膝の 下へ は ひ 入りけ り。 重 盛 これ を 見て， 我れ さわがば 中宮 

ク ル  かたん 、 

も 御 さわぎ 可, 有、 此の 事 旁，^ あしかり なんと 推 しづめ、 左の 手に て 蛇の 頭 をお さへ 

右の 手に て 尾 を 押へ て、 六 位 參れと 召しければ、 伊豆守 源 仲 綱 その 時 は 未だ 藏人 所に 

候 ひける が 指 出で たりければ、 是れは 何と 見 候つ る やとて 渡されぬ。 仲 綱 心得 候と て 
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布 衣の 袖 を 打 覆 ひて 罷り出で て、 小舍 人參れ とて、 これ 賜 はって 捨てよ と^へ り けれ 

はぶく 

ば、 一目 見て 赤面して 逃げ 歸 りぬ。 郎等 省 これ を 賜 はって ころしす てぬ。 翌 日 重盛自 

(1) 域の 筆に て 文 あり、 咋 日の 御 振舞 還 城 樂と奉 レ見候 ひき、 雖 ニ異體 候； 一 Hi 一  振 令 一： 途進 1 候 

人 蛇 も 捕 ふる 

に擬 したる 樂 とぞ 有りけ る。 仲 綱 かしこまり 申しき。 還 城 樂とは 蛇 を とりま はす なれば、 かく こそ 

は 云 ひ 送られた る 也。 

師曰 はく、 肥 後 守 貞能は 川尻に 源氏 待つ と 聞きて" 蹴 ちらさん とて 其の 勢 五 百餘騎 

にて 發向 しける が、 僻事 なれば とて 取って返して 上る に、 宇都 野の 邊 にて 行幸に 參り 

あ ひ、 急ぎ 馬より 飛んで 下り、 宗 盛の 前に 參り 長り て、 何 地へ とて 渡らせ 玉ふぞ や、 

只 だ 都の 內 にて 如何にも ならせ 玉 ふべ う もや 候らん と 申しけ る。 宗盛、 木 曾 十で に 北 

國 より 五 萬餘騎 にて 攻 上り 比 敦山東 坂 本に 滿々 ぬ、 一 先 づ西國 へ 落ち 下りなん との 事 

なりと 云へ り。 負 能 身の 暇 を 賜 はり、 召 具せ る 五 百餘騎 をば 小 松 殿の 公達に 付け まゐ 

らせ、 手勢 三十 騎 斗り にて 都に 取って返し、 西 八 條の燒 跡に て 大慕を ひかせ 一 夜 宿し、 

重 盛の 墓 を 源氏の 駒の ひづめに かけさせ じと、 ほりおこさせ， 骨に 向 ひて さまん \ に 

かきく ど 

摄ロ說 き、 骨 をば 高 野へ 送り、 傍の 土 をば 賀茂 川へ 流させて、 其の 身 は 東阈へ 落ちて 


宇都 宮が 芳心に あへ りと 也。 を さまり の 善惡は 其の 評不， 盡 といへ ども、 京 入りして 

の はから ひは剛 操と 一 K ふべ き 也。  ， 

(三 At 永 二 年 閏 十 》 - 

0^^^,^  師曰 はく、 木 曾 義仲備 中へ 下向の 時、 平 泉 寺の 長 吏齋明 をば 六條 河原に て 頸 を 切り- 

一一 L に) 出 ^ 尾- * 妹 尾 太郞兼 康は齋 明と 同時に 切らる ベ かりし に、 西國 の案內 者た るべ しとて 宥し 具せ 

備中 H 妹 尾の  き.，  ノへ 

人 なれば なり り。 兼 康木を 樵り 草 を 刈る まで こそな けれども、 二心な く 木 曾に 被, 仕け り。 是れは 

いかにもして 再び 故 鄕に歸 り、 今一度 舊主 を奉レ 見、 平家の 御 方に 成りて 合戰を 可レ遂 

との 計 也。 ^中 偸 鋭 刺. Z 人 刀と 云 ひつべし。 木 曾 は是れ を不. Z 知 相 ともなって 下向 

十。 播 磨の 船 坂 山に て 兼康、 木 曾に 云 ひける は、 暇を耠 はって 先立って 罷り 下りて、 

相 親しむ 者 どもに 御馬の 草 を も 用意せ させぬべし といへば、 許しつ か はす。 兼 康十か 

しお ほせて、 子息 兼 通. 郞等宗 俊 を 相 具して 下りぬ。 加 賀！； の 住人 倉 光三郎 兼 光 を 招 

きて 云 ひける は、 倉 光 殿、 康御邊 に奉レ 被， 虜、 のがれが たき 命 を 生き、 剩へ 西國の 

案 內を賜 はり、 故鄕に 還りて 再び 妻子 を 相 見ん こと も 御 恩 也、 備 中の 妹 尾は吉 所に て 

侍り、 動 功の 賞に 申し 賜 はり 下り 玉へ かし、 同じく 打 つれ 奉らん と 云 ふ。 倉 光喜んで 

則ち 木 曾に 申しければ 下 文を與 ふ。 倉 光 妹 尾と 打 具して 下りぬ e 備前國 和氣の 渡より 
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東に 藤 野 寺と 云 ふ 古堂に 下り 居て、 兼 康云ふ は、 倉 光 殿、 妹 尾 は 今 は 程近し、 やがて 

打 具し 奉らん が、 兼康ぉ だって 所の 樣を も..^ 廻り、 叉 親しき 者に も ふれ ま はし、 もて 

なし を も 用意せ させんと 云 ひて、 すかし 出で、 方々 へ 使 をつ か はし 夜 打の 用意す。 倉 

光 はこれ を不， I、 今や/ \ と 待つ 處に、 夜半 斗り に 兼康十 餘騎の 勢に て 藤 野 寺に 押 

しょせ、 倉 光 を 衣 打に して 設 しぬ。 倉 光 は 武勇の 達人な り けれども、 傘 子細-打た ォ 

ぬ。 P  .) て 兼康っ ひに 木 曾 を 引う け、 思 ふさ まに 戰 つて 自害す。 その 剛操 可い 見。 さ 

れば 武士の 道は聊 もお こたり あるべからず。 利 を 以てすれば 義を 忘る る は 凡 情の 習な 

る ゆ ゑに、 倉 光が 仕 合 あり。 尤も 可， 戒也。 

二)  I 師曰 はく、  (. ^曾旣 に 敗軍して、 今 井の 兼 平と-菜 ぁ濱 に行會 ひ、 木 曾 云 ひける は、 都 

にて いかにも も， に、 今一度 互に 相 見ん とて、 多くの 敵に うしろ をみ せ是れ まで 來 

れり とかたる。 兼 平 もせ 勢 t タに ていかに もも， あ を、 御行 末の^なくて 是れ まで 逃れ ま 

ゐれ りと 云 ひて、 ともに 馬 をなら ベて 落ち行く。 其の 勢 四 五 百騎に 及べり。 ここ かし 

この 軍 思 ふま まに 打破り、 粟津の 軍の 終りに は義 仲. 兼 平 主 從ニ騎 になり ぬ。 義仲中 

しける は、 ひ 日 i は 何とも 思 はぬ 薄 金 がな にと やらん 重く 覺 ゆる 也と いへ り。 兼 平 


聞きて、 何條 去る ことの 侍るべき、 日 比に 金 もま さらず、 別に 重き 物 を も 付けず、 御 

年 三十 七 御身 さかり 也、 御 方に 勢の なければ 瞭し玉 ふに や、 兼 平 一人 をば 餘の 者千騎 

萬騎 とも 思 召 候べ し、 終に 可レ死 もの ゆ ゑに わるびれ みえ 玉 ふた、 あの 向 ふの 岡に み 

ひとむら  し-つか  シ ル 

ゆる 一 村の 松の 下に 立 寄りて 心 閑に 御 自害 候へ、 其の 間 防 矢 仕りて、 やがて 御供 可.， il 

な f 

と 云 ひて、 木 曾 は猶ほ 名殘を 惜しみけ るに、 兼 平、 兵の 剛と云 ふ は 最後の 死 を 云へ り、 

さす が 大將軍 の 宣旨を 蒙り 玉 ふ ほ ど の 人の、 雜 人の 手に 被 二 打 伏 一玉 はんこと は 心う か 

るべ し、 とく/、、 と 勸め、 その 身 は 數百騎 の 中に かけ 入り、 信濃國 住人 中 三權頭 _i ^遠 

が 子 今 井 四郞兼 平と 名乘 りて 四角 八方に 戰ひ、 つ ひに 自害して うせぬ。 

師曰 はく、 昔 承 平に 將門を 可レ誅 とて 藤 原の 忠文 朝臣 下向の 時、 貞 盛と 秀鄉と 心 を 

シ ッ  カーフ ッ 

合せて 將門 を可レ 討、 忠文 を不レ 可, 待と て 使者 を のぼせり。 將門 をば 旣に誅 伏して、 

近日 其の 頭 を 可レ令 ニ持參 一由 を 申しつ か はす。 依， 之忠文 道より 上洛 也。 其の後 虚說そ 

のい はれな しと 云 ひければ、 秀鄕云 はく、 貞盛 • 秀鄉. 心 を 合せて 將門 をう つ こと 不レ叶 

に は、 兩士 必ず 打 死すべし、 虚說 論ずる に不， 足と 一 K ヘリき。 將 門が 首 は不， 死して 先 

立って 上れり と 云 ふ はこの こと 也と にや。 秀鄕が 言 剛 操と 云 ふべ し e 
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に に，， -ss? 師曰 はく、 頼 朝の 時、 畠 山の 重忠 逆心の 沙汰 ありければ、 下 河 邊庄司 行 平 まかり 向 

タ，^ 一一  年. t" 1 

^0.^^. ひて、 重 忠を相 具して 參 上せり。 重忠 則ち 梶原景 時に 屬 して、 全く 逆心の 企 無. ^ 之 由 

を陳じ 申しけ り。 梶原云 ふ、 其の 企な きに 於て は、 速に 一 紙の 起請文 を獻 上して * 巾 

分けられ 可レ 然と 云へ り。 重忠 申しけ る は、 人の 財 寶を奪 ひ 取りて、 あるべき わざに 

非ざる こと を 致せるな ど 云 へ る虚說 あらんに は 恥辱と 可， 奉， 存、 逆心 を 企てた ると あ 

る 風聞 は、 身に 取りて 盗賊の 事と は 相 か はれり、 武士の 上に 有る まじき 事に 非ず、 そ 

の 上重忠 以前より 心と P と 相 異なき の 間、 起請文 を 獻上不 レ^レ 仕 也と 云へ り。 尤も 剛 

操と 云ぶべし。 

師曰 はく、  I 朝 奥州 を 退治して 泰衡 敗北の 時、 泰衔が 郞從由 利 八郞を 宇佐美 實政 

と 天 野 則景が 互に 生 捕りた る 由 を 相爭ふ の 間、 實否を 囚人に 可 レ尋の 由 梶原景 時 承り 

て、 則ち 由 利に 立 向 ひて、 汝は 泰衡が 郞從の 中には 名 ある 者 也、 汝を生 捕りし ことに 

双方の 論 あり、 實 正に まかせて 可 二言 上 一と 云 ひければ、 由 利 甚だ 怒りて 曰 ふ、 汝は兵 

(一-一) ， 

(1 一一) 泰衡 衞佐 殿の 家人 敷、 只今の ロ狀 過分の 言 也、 が 御館 は秀鄕 嫡流の 正統 也、 三代に 及んで 

鎮守府の 將 軍たり、 汝が 主人 も猶 ほ如レ 此の 詞 をば 不 レ可レ 云、 矧ゃ 叉汝と 我れ と對揚 


の處 何の 勝 劣 か あるべ き、 運盡 きて 召 人と たる こと は 勇士の 常 也と はぢ しめければ、 

景時 赤面して かへ り、 此の 男惡 口して 不， 申と 云 ふ。 賴朝 やがて 推察して、 無 禮を現 

ずるの ゆ ゑな らんと 有りて、 重ねて 畠 山 重忠を 以て 尋ねら る。 重忠 自ら 布 皮 を 以て 由 

利に 與 へて 坐せ しめ、 禮を 正して 相 41 のこと を 尋ね、 甲の 色 馬の 毛 付き を 以て 問 ふ。 

由 利 云 はく、 御 邊は畠 山 殿に や、 尤も 禮 法 を 存ぜら ると 云 ひて、 つ ひに 實 政が 我れ を 

いけどる の 由 を 申す。 而 して 尋ねら るべき 事 ありと て、 賴 朝の 前に 畠 山 相 具して まゐ 

りぬ。 賴朝云 はく、 汝が 主人 は 兩國に 威 を 振 ひて ける に、 何ぞゃ 家人 河 田に 誅 せられ 

ぬ、 兩國の 軍兵 は 十七 萬騎の 都合と 云 ふ 沙汰す るに、 百日 もさ さへ ずして、 二十日の 

內に I 族 皆 滅亡す、 不レ 足」 K こと 也と あり， ければ： 由 利 云 ふ、 郞從數 多 相 具す とい へ 

一.^ IJa の ども、 方々 へ 分ち 遣 はして 近所に 無. Z 之して、 不慮の 災難に かかれり.、 故 左 馬頭 殿 は 

海道 十五 ケ國の 管領に して、 平 治の 逆 亂には 一 日 も 支へ 不レ 給、 數萬騎 の 主にして 長 

田庄 司が ため. にた やすく 誅 せられ 玉へ り、 古と 今と 甲乙 如何 ぞゃ、 泰衡が 管領す る 所 

ゎづ か兩國 にして、 數 十日 賢慮 を惱 まし 奉れる は、 あやまりと は 被， 申 まじき にやと 

云へ り。 賴朝 その 剛操を 感じて、 先 づ重忠 に 預け 置きた まへ りと 也。 
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師曰 はく、  f 一 我 兄弟 仇 打の 時、 五郎 時宗 生 捕られて 賴 朝の 御前の 庭 上に 召 出され、 

狩 野 新開 等 を 以て 夜 討の 宿意 を 尋ね 問 ふ。 時宗 怒りて 曰 ふ、 祖父に 候 祐親誅 せらる る 

の 後、 子孫 沈 倫して 昵近を 免され 不レ 申と は 有りながら、 最後の 所存 を 申す の 所、 汝 

等 を 以て 不， 可 I 傳 とい へり。 頼 朝 直に 其の 條々 を 尋ね 玉 ふ。 祐經を 討つ こと は 父の 尸 

骸の恥 を 雪がん ため 也、 御前に 參 るの 事 は、 祐 經御寵 物たり、 ことに は 祖父 入道 御氣 

色 を 蒙れり、 其の 遣 恨な きに 非ざる を 以て、 直に 拜謁 仕り 自害 可レ 仕と 存じ、 御前 を 

心がけ 候と 憚る 所な く 云 へり。 聞く 者 皆 其の 剛操を 以て 莫 A 不レ 鳴レ 舌。 

師曰 はく、  ー|^^<に畠山重忠を誅せらるべ きの由、 其の 沙汰 あり。 重忠鎌 倉へ 入来の 

由き こえ ありければ、 路次 において 可， 被レ誅 旨あって、 軍兵 を 指向 けらる る處、 武州 

二 保 川に おいて 重 忠に行 逢 ひぬ。 重忠 が郞從 諫めけ る は、 鎌 倉の 軍兵 多く 襲ひ來 ると 

みえ 候 間、 唯 だ 本 所に 引返し 玉 ひ、 討 手 を 待ちて ー戰を 決せられ 可レ 然と あり。 重忠 

きいて、 可, 然 なり、 正 治 之 比 梶原景 時 一 の 宮を立 退き、 途中に おいて 誅 せらる、 

暫時の 命 を 惜しむ に 似たり、 その上 此の度 隱 謀の 企 あると 云 ふの 說に 因りて 此の 災に 

あへ り、 本 所に かへ り ー戰を 快くせば、 隱 謀の 企 まぎれな きに 落 著すべし、 本 所の 願 


• 


あるに 非ず と 云 ひて、 則ち 其の 地に て 打 果てぬ。 愛甲 三郞 季隆、 重 忠が頸 を 得たり と 

也。 重忠 四十 ニ歲 なりし とぞ。 

(：；) 0$ 師曰 はく、 和 田丄ニ 浦、 石橋の 合戰 に不， 合して 引かへ しける 時に、 畠 山 は 金 江川 

g 記卷 第二 十 

一に 出づ  に陳を 取りて 平家の 催に 應ず。 和 田 ニニ 浦 ここ を 通る に、 和 田 小太郞 は、 名乘 りて 通 

るべ し、 ここ を不, 問ば 後に 被 レ笑事 疑な しと 云 ふ。 三 浦の 義澄 はせんな き 事 也、 くつ 

S) 春の1 わ をなら すなと て、 水 付 を ゆ ひ、 よろ ひ 腹卷の くさずり まき 上げな， どして 打ちけ るに- 

部  •  .V り, Li  (幕 ^) 

小太郞 は上帶 しづ/ \ と 結 ひかた め、 胄の緖 をし め 弓 取 直して、 あぶみ に まくつけ さ 

せて、 大 音擧げ て名乘 りて 通りけ りと 也。 いづれ も 取々 の勇將 なり。 和 田 は 其の 年 わ 

• かかりければ、 相 應と云 ふべき 也。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 曰 ふ、 士の 敵に よせられて、 卽 時に 亡びざる を 以てよ しとす- 

第一 に 萬に 一 つも 時 を經ば 味方の 出来る 事 も ありぬべし。 第二に 彼れ を 少しの 間 も 苦 

しまし め 人 を 損ず べし。 第三に 死後に 人の かたるに、 城つ よくして 日 數を經 たりと 云 

ふと、 弱くて 一 日 もこた へ ざり しと 云 はん は、 其の 剛操 とり 所な しと 云 へ りき。 

師曰 はく、 蒲 生氏鄕 常に 云へ る は、 人 衆を戰 場に てっか ふに、 唯 だか かれ/  \ と 斗 
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り 下知いた して はかから ざる もの 也。 かかれと 思 はん 所に て は、 大將 自ら 其の 場に 至 

つて、 この 所へ 来れと 云へば、 大將 を見捨 つる もの は不， 有 もの 也。 大將 自ら は あと 

に 居て、 唯 だ 士卒 を かからし めんと 云 はんに は、 かかる 事 はなき もの 也と いへ りと ぞ * 

氏鄕 其の 詞の ごとく、 常に 人 を 抱へ て は、 是の 家に は銀冑 をき たる 侍、 いっとても 一 

番に乘 出して、 諸卒に 先立ちて 働く の 間、 此の 男に おとらざる 如く かせぐ べしと 云 ひ 

(一) ?y 敎へ ける。 是れ 則ち 氏鄕鯰 尾の 銀胄 にて、 働 を 諸 軍に 先立てし ゆ ゑな りと ぞ。 

£ は 蒲^ 氏鄉 

Jylli) 從 師曰 はく、 豐 後の 吉 光に て、 引取 口に 長 曾 我 部 元 親父 子 川 を 越 ゆると き、 父子 互に 

鄉 SS は 見 辭 退あって ける とき、 子息 彌太郞 申しけ る は、 我等 御 一子に 候 はば、 任 二 御意 一 御先へ 

常ら す  レ レ 

引取 可, 巾 候へ ども、 弟 ども 兩 人まで 有, 之ば、 たと へ 打 死 仕る とも、 子孫の 御斷^ に 

は 及ぶべからず、 唯 だ 速に 越え 玉へ と 申しす すめて、 元 親 を 先へ こさし め、 彌太郞 ふ 

みと まりて 打 死 を 遂げぬ。 一 所に 打 死の もの 三十 一 人 ありと 也。 彌太郞 が 言行 剛 操と 

云 ふべ し。 

師曰 はく、 庚 子の 役に、 三 成が 事 小山へ 注進 ありけ る を、 本 多 佐 渡 守 御 數寄屋 にて 

申 上げけ るに、 公大に 御 笑 ありけ ると 也。 此の 飛脚 急 を 告げに 来れる ゆ ゑに、 各. '皆 


め一 天^  5- 
て g 正 、さ 

秀に七 初 
吉 し 年名卒 
にて ニ權野 
仕 始十平 長 


(一 一一) 城 を攻 

園せ る， ボの後 

方より a- にこ 

れを蹈 むこと 
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正し。 群 書類 

從に末 森 記 あ 

り、 こ こ の 內_ 


卷中 (史籍 集 

づる ものに 近， 


氣遣ひ 諸 大名 も 不審に 思 ひ、 嫌疑 甚だ 多 かりし に、 此の 御 一笑に て 皆安壞 せり。 是れ 

其の 大丈夫の 物に 不レ 屈の 剛操 おはし まさず して は、 事なる ベ からざる 也。 

1^ 曰 はく、 聚樂 の大廣 間にて、 その 比の 名 ある 大小 名 出仕して 四方 山の 物語の 時に、 


前 田 利 家、 上 杉 景勝へ 向って、 先年 山の 下の 難所 を こえられ、 越 中の 魚津 へ後卷 とし 

て、 天神 山 迄 御 出、 其の上 御手 柄 どもと 申し 沙汰 候、 乍レ然 我等 能 州 末 守の 城 後卷ぃ 

たし、 佐々 成 政 を 追 ひち らし、 數多鎗 を 致さし め、 無二 異儀ー 令 一一 入城 1 たる 儀 は、 彼の 

天神 山 迄 御 出な ど は 少しの 事に 候、 末 守の 事に は 中々 くらべら る不レ 可と 云へ り。 聚 

樂の 殿中 上下と もに とかくの 挨 按無レ 之て やみぬ とい へり。 利 家剛橾 なる 働 ゆ ゑに、 

傍若無人 の 廣言ぁ りつと みえたり。 

師曰 はく、  f 野 遠 江 守 は 賤嶽の 七 本 鎗の隨 一 也。 大坂 御陳の 時に、 平野が 妻子 は大 

坂に あ， 之て、 その 身 は 江戶御 普請に 付き、 黑田長 政 • 加 藤 肥 後守兩 人の 丁 場の 間， 

わ づか四 尺 を うけとり、 是れを 仕舞 ひて 駿 河へ 參 りたる に、 福 島 正則 *黑 田 長 政. 加 

藤 肥 後 守. 平野 遠 江 守 は 江戶御 留守居と 被- 出 一 本 多 上野 介奉レ 之。 ここに 平野 事 ir 

妻子 大坂 にあ， ん 間- 某 一人 城 中へ 入 候と て、 何事の 可， 有レ之 儀に 不， 有 候 間、 大 坂へ 
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ふ w し 武父物 作 S ほ も «' ぶ 高 梅 報の の 和苦大 ケ 次^ 和つ S 苺 院に南 二 

、後 '出と 《 守！！  く 支 閾康野 《 至東翌 戰维に 原に 、。議 じレ府 にし 禰 ^ 
天^ 天ィ S 共 能 信 赏 へよ 、山に る 軍 trm 力 城 味 役 仕 も の 有の 住て 寺 
正 床正玄 にの 昌 * すたく 高に 堪 、 大 B^i す K を 方 に ふ と 京 ；t 抜 名 }g し 、の崇 
三に ft に始子 '平 る W 次臛へ 高捷ケ 、遂 守し 德 '！§ 極 卽な雜 江 金長傳 
年從年 展 は 、監美 を ig のる す' 次の 原 そに るて 川 關臣高 ち りに 戶地老 、 
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被 J 退 被， やうに と 申 上げければ、 傳 長老、 永 井 右近 を 以て、 可 二；：^ 留 一の 由 を 申 付く 

る。 平野 申し出して 入城 仕 は 本意に 非ず と 云 ひて，， 誓紙 を ささげ 江戶 へ 不， 可レ參 

由 を 申 切る に付きて、 細 川 越 中 守 その 比は內 記と 申しけ るが、 平野と 入魂なる を 以て、 

可, 留， 之の 由 厳命 ありて、 內記 宜しく 申 留めて つ ひに 江戶へ 同道いた したる 也。 平野 

が 子權平 は冬大 坂の 城に 籠れり。 あっか ひ已 後に 城 を 出で たる 也。 夏 御 陳には 平野 は 

伏 見に 有レ 之、 病氣ゅ ゑに 不二 出陳 1 也。 平野が 大 坂の 入城 を 望みし 志は剛 操な りと. H' 

レ云 也。 細 川 內記遠 江 守 を 江戶へ 同道の 時に、 大坂 へその 身 を^ レ被ニ 召 連 一と ある 御 書 

を 取りて、 而 して 後に 平野 をい ざな ひ 行きし とに や。 

が よち やう 

師曰 はく > 關ケ原 御 勝利の 後 直に 御 上洛の 時， 大津の 城へ 駕奥 r をよ せられけ る。 

山 岡 道阿彌 御供 仕りて、 京 極若狹 守つ よく 持ち こたへ たるに、 惜しき 儀 也， 今少しの 

事に て 本意 を不, 遂 ことに 候と 申 上げければ、 源 君 兎角の 御會釋 に不レ 及して、 奧 平が 

長 篠に循 籠りた る は 如， 此 ことに は不， 有， 戶 障子 一の 鏖の 如くに 玉の 通りて、 土 も 落 

ち 板 もぬけた る を、 席 を はりた たみを 立て、 其の 影に て 持ち こたへ たりと 斗り 御？； > ^あ 

りけ る 也。 奥 平 は 敬に 勝賴 をう けて， 擦 賴叉愤 りて 攻 むべき の 思 入な りければ、 大津 


信： C 長！ f 城ち- 

死守せ ：- を以 

長の 後攻め 勝 

利 全 かりし な 
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の城ぜ めと は- 持 手の 心 も 寄 手の 攻樣 も、 S 入に たが ひ 可， 有な り。 いづれ も剛 操の 

內な るべ し。 

師曰 はく、  一.^ 一 旣に究 すと いへ ども、 思 ひ 切って 事 を 一途に 果す こと 難レ成 もの 也、 

是れ剛 操の 1^ ち _r が ゆ ゑなる べし。 關白秀 次 嫌疑の 間に 處し てければ、 伏 見へ 被， 越、 

其の 段 申 分 あらば 可 二 申 開 一の 旨、 增田 右衛門 尉 • 石 田 治部少 輔を以 て 秀吉 より 被レ命 

ければ、 秀 次聚樂 において 取々 の 評議 ありぬ。 ここに 吉田 修理 申しけ る は、 御 謀叛の 

思 召 立ち 必定に おいて は 何の 御 思案 か可レ 有、 直に 彼等 を 打 留めて 旗 を 可レ被 レ擧、 た 

とへば 思 召不， 立と も、 無 實の讒 に 逢 ひて は 二た び遁れ がた きもの 也、 仰せ 分けられ 

あらば 伏 見へ 御 出な く、 しばらく 聚樂 にあって 御 赦免の 事 を 可 レ號. Z 仰、 秀吉猜 ほ ゆる 

し 不，： ば、 一 萬の 兵 を 以て 我れ に 與へ玉 ふべ し、 伏 見 を 一時に 沒 落せし めて、 忠を 

君に 可.， 盡と * 阿波の 木工と 兩 人達 而 申しければ * 秀次 (曰 はく)、 なき こと を 人の 云 

ふ、 それに 從 つて は f4 レ可 レ然 也、 古より 定まりた る 評の 如くに 致し 可 レ然、 義經 こし 

ごえに て 押 とめられ 兄弟 不快の 時、 其の 身 一 人 速に 錄 倉に 入りて 申 分 をいた されば、 

申 分 可」" i こと 也， 無， 左 ゆ ゑに 一生 を 果せり と、 五 百年 來の評 なれば、 その 如， く 我れ 

士 諉 五  四 八 七 


隆兄備 IS 政：： 

は -(TJ  11.1^ の >^ 
武^ 十 次 
iilLI:. 六 男 池 
守な 歲忠 出 

利 り 'mm 


山 鹿 語類 卷 第二 十六  四 八 八 

. .  一一 ァラ  ^€部法印妹|;* 

叉 云 分いた さず して は 不二 本意 一と 云 ひて、 齋藤左 京 一 人 を 供に してつ ひに 伏 見に いた 

パ  を ちをひ 

り、 對 面に 不レ 及、 直に 高 野に て誅伏 也。 案ずる に、 秀 次の 秀吉 における、 奪 甥の 親 

ありて 旣に 父子の 號 なれば、 秀次何 を 以て 秀吉に 對し弓 を 可い 曳のゅ ゑな し。 此の 心 

を 以て 秀次 速に 秀吉の 許に 至らん に は、 秀士 3 叉 其の 志に 通じて 罪 を ゆるし 玉 ふべ し。 

ゆるされざる は 本と 其の 職分 也。 是れ 子の 父 におけるの 恩より 出 づる剛 操な り。 今秀 

次の 伏 見に 行く 所 は、 唯だ忙 然として あきれ、 懵 然として くらく、 何と ぞ赦 されて 我 

が樂 しみ を 究めん 事 を 思 ふの み 也。 是れ 至って ii 弱に して 志の 所， f4 レ立 也。 H 比 我 ま 

ま を 行 ひ 不義 を營ん で、 此の 時に 至りて せんすべな きままに 義經の 評 を 云へ る、 とも 

に 皆詐僞 にして 誠に 非ず。 されば 吉田 等が 父に 向って 兵 を 動かさん と 云へ るは義 不義 

を不， 知して、 秀 次の 恩 をのみ 思 ふが ゆ ゑに 此の 謀 をな す。 變 じて 用 ふるとき は剛操 

の義 ありぬ ベ し。 秀 次は義 を不, 知、 叉剛 操な し、 難に 及んで 只 だのが れんこと をの 

み 求む、 尤も 士の道 を不, 知 也。 

師曰 はく、 大 坂の 役に、 池 田 左衞門 督江戶 より 駿 河へ 參 り家康 公に 御 面；？？" あり けれ 

ば、 公 仰せ ありけ る は、 其の 方 事 は 若年 なれば、 萬 事武藏 守が 下知に 從 つて 指 圖を町 


レ請 也と 台 命 あり。 左 金 吾 御前 を 退出して 本 多 上野 介に 被レ申 は、 今日の 上意に、 武藏 

守 下知 を可レ 守と 仰 出されぬ。 我等 事若輦 より 大國を 被.， 下 一有， 之 なれば、 自分に 御 奉 

公 を も 申 上げ 度き 所存の 處、 武藏 守指圖 次第と 上意の 上 は、 我々 大 坂へ 不一 ー馳參 一と も 

別 條有レ 之 間 布 間、 直に 江 戶へ罷 下り 可 A 有， 之と 急 度斷り 申されぬ。 公 此の 事 をき こ 

しめされ、 大 に感悅 まし/ \ て、 重ねて 御前へ 被 二 召 出； 其の 方 一人 立で 將 軍へ 忠勤 

ン ンゾ レ ゼ  (三) 

を 可， 抽と 被， ス&、 御感 大方たら ざり しと 也。 昔 源 義經、 木 曾 を 退治の ため 上洛して、 

一六) 

(31  二 f  二  かんし 

宇治川 を わたせし とき、 宇治橋 を はね たれば、 虹のに しげた 危 くして、 雁齒 のか まへ 

あやしく、 下流 淼々 として 洪水み たぎり 落ち、 渡りえん ことかた かりし を、 平山季 

重 • 佐々 木定綱 • ^谷 重 助 • 熊 谷直霣 • 子息 直 家 已上五 人 つづいて はしげた を わたる。 

熊 谷 子息の 小 次郞を 招きて、 汝は 今年 十六 歲也， 心 はたけく とも、 さね は 未， 堅、 直 

實だ にも 平に 渡 る ことかた か る ベ し、 汝は惣 の わた る とき 一度に こせと 云 ひ け れ ば 、 

さね 

小 次郞打 笑って， 秋の このみ こそ 核の かたまる かた まら ぬと 云 ふ こ と は 侍れ、 十歲 fO 

後の 者の さねの か た まら ぬ こと や 可, 有、 若し 又 かた まら ざ ら んニ は、 父 を ば い か 一， - 

キ ， ル  (Is) (整) 

か 可， 離、 おそらく は 父 こそ、 常 は風氣 とて 目の まふ ひざの 振 ふと li 仰せられ 候へ、 
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この 大河の 細げ た を 渡り 玉 はん 事 危く覺 え 侍り、 目 まひ 足 ふる ひ 玉 はば 直 家 をた のみ 

玉へ、 渡し 申さん と 申しけ ると 也。 勇 將猛士 の 事に おける、 一言の 內 にも 其の 剛操以 

てこ もれり。 

師曰 はく、 青木 新兵 衞 後に は 法 齋と號 す。 初め 佐 久間玄 蕃に屬 し、 原 彥ニ郞 後に は 

隱岐 守と 云へ る 者に ついて 有レ 之て、 天 正 十一 年 賤嶽の 中 入の 時、 玄蕃、 中 川が 要害 

(15  S 端)  § 

を責 破り、 其の後 四月の 短夜に 余 胡のう みばた を 志 津ケ嶽 までく り 引に いたす とき、 

原と 安井と 兩人 互に 殿して 引きぬ。 この 時 法齋功 あり、 後に 最上 瀨の 上に て 戰功も あ 

りき。 此の 青木、 越 前に 居て 靑木紀 伊 守に つかへ ける 比、 同家 获野河 內の處 にて 各- 

寄 合 ふるま ひ ありき。 幸の ことなれば、 法 齋の余 胡の 海 端に てく り 引の 時、 殿の 様子 

倫 を 離れて 見事なる ことと 承り 及びた る 間 承り 度し と、 相客 衆 所望な り。 法齋辭 する 

に不レ 及、 しかん \ のこと にて 引取りた りき、 此の 時に 金 か 銀 かは不 レ储、 盆 ほどの 前 

立 をいた せる 武者つ よくした ひて かかる を鎗 付け たれば、 上鎗 になり て 前 立 ものに あ 

たり、 つきそ びれ て、 右の 武者つ きま はされ て 引取りけ る、 ことの 外見 事なる ふりな 

りとの 物語 也。 亭主の 河內 これ をき いて、 さてく 能き 折から 此の 御物 語 を 承 候、 そ 


れは私 也、 御覺 えの ちが ひ 候、 前 立 物に て はなく 脇 立 もの 也、 具足 は 朱 漆と は 御らん 

(£ の) t 然り然 なかり しか。 (法 齋) 中々 朱 具足 也け ると 云 ふ C 法齋の 具足 は黑絲 にて、 指 物は然 々の 

ものに て はな かりし か。 (法 齋) 中々 と あり。 1： の 中に 翁の あと は 無. Z 之 やと 問 ふ。 中 

中有レ 之と 云へ り。 モこ にて 河內 申す は、 能き 時分に 仰 出されて 满足 也、 伹し 御覺ぇ 

少しち が ひ 候、 其の 時 某 はっき ま はされ もせず、 叉 一足 も 引 不レ申 候、 武義の 上、 箇 

樣 のこと は以來 までの ことに 候 間、 御 穿 整 を 可. Z 承と 云 ふ。 法齋 はっき ま はされ 引退 

きたる が 必定な りと 云 ひて、 互に 相 論不， 止、 座中の 興醒めて わかつべき やう もなか 

りしに、 河 內が子 そのころ 十七 歳な りしが、 勝手より 袴 も不. Z 服に 出で て、 箇樣な こ 

と は 推參に 候へ ども 申 候、 法齋も 親に 候河內 も、 少しの こと を 申し 仰せられて 益な き 

儀に 候、 其の 故 は、 親に 候 河 內も身 をす てて 付けば 法齋を 仕留め 可レ 申、 法 齋も身 を 

おはたらき  ク ス 

棄 てての 御 働なら ば、 河內 とそれ ほどの やりく みに て は 勝負 付き 可， 申， tr 兩方 とも 

に、 河內 は 二十 町 斗り の 所 を 倫 を はたれ て 付け、 法齋は 二十 町 斗り の 間 類に おくれて 

殿 あれば， 付く もの あれば 押 留めて 殿して 引き 玉 ひて、 足のと どまる こと は不， 可レ有 

候、 その 時 一足 二足 引きた る不， 引と ある 御爭 は、 御兩 所に は 似合 不， 申と 評せり。 法 

土談五  四 九 一 
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齋大に 感じて 穿 if もやみ- 座中 感じて 興 を 催しけ りと 也。 

師曰 はく， 大坂夏 御陳 に、 上 總介忠 輝 公の 人 衆、 大坂 勢へ 可， 付 ゃ不， |^_1：^ やい 異 

論 ありし 時、 大坂勢 一里 餘 あなたに 有， 之に、 何として 此の 大軍 付く 事不レ 可， 叶と あ 

りければ、 篠瀨左 太夫 申しけ る は、 某 足 輕を召 連れ 參 つて あ ひしら ひ 引付け 可， 申 間、 

その 內に御 人 衆 をよ せられ 可， 然と 云 ふ。 玉虫 對馬守 申しけ る は、 足輕 少し 斗り にて 

如何して 大軍を 可 一一 引付, や- 沙汰の 限の 事 を 云 ふと 云 ひければ、 左 太夫 申しけ る は、 

此の方に ふまへ のな きこと を 不レ云 也、 たと へば 六尺 ゆたかなる 大男が めしつぶ を 足 

に 付けて は往來 なりに くき 如く， 何 ほど 小勢 にても 付けて 付けられぬ 事 は不， 侍、 唯 

だ 仰 付けられ よと 云 ひければ、 玉虫 申しけ る は、 しらぬ 國 にて H 慕に 及び、 行きが か 

りに 野陳 をな され、 暮に 及んでの 戰は 大事な りと 云 ひければ、 小 野 能 登 守 中し ける は、 

源義經 ゎづか 十六 騎 にて 上洛し、 一 萬 五 千の 人 衆く づれ、 丹 波の 三 草 山 を こえて 合戰 

は、 しらぬ 他國 にて 夜 軍に は あらず やと 答へ ける と 也。 此の 時 皆 川老甫 . 小 野 能 登 . 

花 井 主 水 • 篠瀨左 太夫な ど は 皆 かかり 玉へ と 云 ひ、 玉虫 對馬守 • 林 平 之 承-など は 御 一 

戰 無用と 云へ る、 此の 兩論 やまざるに 大坂勢 引きと りぬ と 也。 庚 子關ケ 原のと き、 加 


(一二) 前 出 E 
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r。 家康 53 出 

L 武州 毛 二 

千 石 も 賜 ふ。 

諸處の 戰功甚 


賀國小 松に おいて. 丹 羽 長 重 前 田が あと 勢に 付きた ると き、 利 長の 本 陳は三 堂 山に て 

間遠 かりし に、 此の 注進 をき いて、 淺井淸 十 郞と云 ふ足輕 大將、 私 足 輕を召 連れ、 淺 

井繩 手に 馳參 り、 長 重 をく ひとめ 可. "申 也、 その 間に 御 人 衆 はかけ はしの 方へ 被レ遣 

可 \t と 云へ り。 是れ皆 小 を 以て 大に逢 ふの 心 入、 剛 操と 云 ふべき 也。 

師曰 はく、  (f 松 修理 尾 州に ぁレ 之け るに、 越 前陳と 云 ふ 沙汰の ありし。 此の 傍輩な 

る稻葉 右近が 所に 往 きて 語りけ る は、 此の度 越 前陳と 云 ふさた の あれば、 御邊は 必ず 

罷り越 えるべし、 左 あらば 必ず 打 死と 思 ひ 定められて 可 A 然也、 われら 若年より 方々 

手に 合 ひたる に、 末々 に 事の 可レ 有と 賴んで 存分 ほどの 働 を 不レ究 ゆ ゑ， つ ひに 打 死 を 

いたし はづ して 八 旬に 及び、 おいさら ぼひて 疊の 上に 死なん 事 口惜しき 次第 也、 今度 

越 前陳と 云へ ども、 老足 なれば 往 くこと も不レ 成、 不レ及 M 是非 I 次第、 長命 更に 益な し、 

一 日 も 手足の 達者なる 內に 如, 此 ある をき いて は、 命の 甲斐 も ありぬ るに と、 くり ご 

と 云 ひて、 必ず 打 死と 心がけ あれよ と戒 しめけ る。 勇士の 剛 操と 一ぶ ふべき 也。 

師の曰 はく、  (£\< 口 入道 貞淸或 時 坪內玄 幕に 向って. 御邊 度々 の戰 功お はせ り、 心得 

を 以ていた す こと も 有い 之ば 承り 度き にこ そと 尋ねければ、 玄蕃云 ふ、 よく ぞ 尋ねた 

士談五  四 九 三 


出 十 承 5 ん賴 S£ 光 さ 

つ' 久， i 朗殘 、c 
日 三 せに 黨平 
の 年 吾 し復に 家名 
條六 妻な 整 しの は 
に 月 翁り せて P*] 忠 


山 鹿 語教卷 第二 十六  四 九 四 

まへ、 心得 こそ あれ、 人 ごとに 何事 ぞと云 ふとき は 八幡 を敏 みて、 八幡々々 と 常に 云 

C1) 空 だの ふ、 我れ も 亦 八幡 を賴 みて は、 互に 相 だのみ になり て 事なら ざる ゆ ゑに、 我れ は 又 八 

みに ほじ  キ ノ 

幡と云 ふ ものの どう ばら を突拔 くべき と 一筋に 思 入るべき 也、 如レ此 とき は、 我れ に 

とり 立て 利 ある もの 也と 云 へ りと ぞ。 其の 云ひ樣 すなほに. して 剛操 なりと 云 ふべ き 也。 

(二 ) 

(二) し SS 師曰 はく、 建久 三年 正月に、 新造の 御堂の ことあって、 賴朝 彼の地に いたり 玉 へれ 

同 n? 廿 一 日の 

條 に出づ  ば、 土 を はこぶ 夫人 足の 內に、 左の 眼の めし ひたる もの あり。 頼 朝 其の 様子 あやしき 

を 見と がめ 尋ね 玉へ ども、 不二 分明 一に 付き、 佐 貫の 四郞 太夫に 命じて これ をた ださし 

む。 佐 貫 則ち 面 縛して 是れ をた だすの 處に、 懷 中に 一 尺 餘の打 刀を帶 びたり。 ま 、の 眼 

を みれば めし ひたる に 非ず、 魚の 鱗 を 以て 眼の 上に 覆 ひたり。 彌-^ 不. ¥ してければ、 

上總 五郎兵衛 尉 人夫に まぎれて 賴朝を はから ひ 奉らん との 企な りと 白狀 す。 則ち義^！滅 

に 下し 賜 はれり と 也。 其の 志剛 操と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 承」 久の亂 に 官軍 宇治川 を ささへ たり。 泰時 その 比 は武藏 守な りけ るが、 

芝 田 橘 六 兼 義等を 召して、 今日 越， 川 不ぃ戰 ば 官軍 を やぶりが たし、 河の 淺瀬 を尋 ぬべ 

しと 云 ひて 瀬蹈 しけれ ども、 昨日の 雨に 水 藤って 白浪 さかのぼり 落つ。 ここに 泰時子 


息の 時 氏 を 招きて、 此の 有 樣を考 ふるに 味方 敗軍と みえたり、 大將 軍の 打 死 今の 節に 

あたれり、 速に 川 を 渡りて 軍陳に 入りて 命 を 可, 捨と 命ず。 時 氏 言下より 川へ 打いで 

て規々 とわたる。 泰時 つづいて 乘 入の 處、 春 日 刑 部 三郞貞 幸、 泰 時の 馬の 口に 取 付き 

けれども- 更にと どまり 不, 給。 貞幸 謀りて 申しけ る は、 甲冑に て乘 入れ 玉 はんに は 

おんよ ろ ひ シ ル 

危く 候、 唯 だ 御 甲 をと かしめ 玉 ひて のりこさ れんこと 可, 然と 申して、 田の くろへ 下 

りたた しめて、 甲 をぬ ぐ 內に馬 をば 引かへ して、 のりこま しめ 不レ 給き と 也。 佐々 木 

四 郞信綱 先 陳の名 あれ ども、 向の きしに 付く こと は 太郞時 氏と 同時な りしと ぞ。 泰時 

の剛操 以て 可. Z 見 也。 

；^^ ー卷 Iff? 師曰 はく、 三 浦義明 衣笠に こもりし とき、 七十 九歲 にて、 雜色 二人に 馬の 口 引かせ、 

二に 出づ  (睦 押)  ぬき". 

中間 六 人に 左右の ひざお させ、 太刀 斗り を こしに 付け、 右の 手に 鞭 を 貫入れ、 左の 手 

に 手綱 かいくり、 旣に打 出 でんと しけり。 子息の 別當義 澄是れ をみ て 馬の 口に 取 付き、 

如何に 角 はお は 十る ぞ、 其の 御 年に て 打 出で 給 ふたら ば 何の 詮 にか 立ち 玉 ふべき、 老 

3 義 M の ぃ衰 へて 物に くるひ 玉 ふかと 云 ふ。 大介 は、 やおれ 義 澄よ、 武者の 家に 生れて 軍す る 

こ と 

は 法 也 、 お の れ を こそ わかき もの 狂 ふ ぞと おぼえたり、 軍と 云 ふ もの は 敵 も 味方 も ひ 
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くさ II  (的) 

まなき こそ 面お けれ、 いつを 限りと 云 ふこと なく、 草 鹿 まと を 射る やうに、 一所に て 

敵 を 射る こと や は あるべき とて、 鞭 を 以て 打ち けれども、 胄 をうて ばいた からず。 別 

當 馬の 鼻 を 取りて 城內へ 引きて 入れたり。 是 れは大 介が 實に軍 場に 出づ ベ きに は不 

ラ  はかりごと 

レ有、 兵 をい さめん 計 也と いへ ども、 八 旬に 及んで 剛 操の ふるま ひ、 ゆゆしき 大將 

と 云 ふべき 也。 昔 後漢の 馬援、 六十 二に して 蠻 夷の 打 手 を 望みけ る を、 帝 其の 老衰 を 

あはれ みて、 いかが あるべき と 仰せ ごと ありし に、 馬 援甲を 被 馬に のり、 鞍に よって 

四方 を かへ りみ、 用 ひらるべき 體を 示す。 帝叙覽 あって、 gi^ 纖哉是 翁 也と 稱 美し 玉う 

て、 つ ひに 打 手の 大將に 命ぜられけ ると 云へ る 事の 後 漢書に 出で たり。 ^明が 老後の 

剛操可 二 併 案 一也。  ， 

師曰 はく、 元弘 三年 五月 鎌 倉 滅亡の 時、 諷訪三 郞盛高 連日の 戰に郞 等 皆 打 たれ、 唯 

だ 主 從ニ騎 になり て、 高 時の 弟 四郞左 近大夫 入道 惠 性が 陳に來 り、 最後の 供 可， 仕と 

云 ひければ、 惠性 あたりの 人 をのけ させて、 潜に 盛 高が 耳に ささやき ける は、 此の 亂 

はから ざるに 出来て • 當家旣 に 滅亡す、 只 だ 相 摸 入道の ふるま ひ 人望に 背き 神慮に た 

がへ る ゆ ゑな り、 但し 天た とひに くみ 玉 ふと も、 數代 積善の 餘慶盡 きずば、 此の 子孫 


中に 結えた る をつ ぎ、 すたれたる を舆 さんず る もの あるべし、 深く 存 ずる 子細 あれば 

左右な く 自害た どお はする 事 は ある まじ、 返れつべく ば遁れ て、 再び 會稽の 恥 を 雪が 

ば やと 思 ふ 也、 御邊も その 心得して、 甥の 龜壽 を隱し 置きて 時 を まちぬ べしと 云へ り- 

盛 高、 死 を 一時に 定 むる は 易く、 謀 を 萬 代に 殘すは 難しと 申す ことの 候へば， 兎も角 

も 仰せに 隨ふ べしと 云 ひて、 龜壽丸 を 鎧の 上に かい 負 ひて 信 濃國に 至りぬ。 鹿 性 は、 

奥州の 方へ 落ちて 再び 天下 をく つがへ す 謀 を 廻らさん と 思 ふなり と 云 ひて、 南部 太 

(三) 

< 一 一一) 竹に て 郞 • 伊達 六郞 二人 を案內 者に 召 具し、 屋 形に 火 を かけて 燒け 死にた る體 にみ せ、 あ を 

4 'ォ る 興  一 

だに のり、 血の 付きた る 帷子 を 上に 引 覆 ひて、 源氏の 兵の 手 負 ひて 本 國に舁 かれ かへ 

る ごとくみ せて、 武藏の 園に 落ちぬ。 而 して 後に 建武 元年の 春、 暫く ヂ、 下 を 計略して 

大軍 をう ごかされ たりし 相 摸 次 郞時行 は、 此の 龜壽 丸が こと 也。 北山の 西 園 寺 を かた 

ら ひし は惠 性が はかりごとと きこえたり。 死に 臨んで 萬 代の 謀 を. なさん 事 は、 剛 操に 

非ず して は不， 可， 叶 也。 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 後醍翻 帝の 命に 應 じて、 河 內園赤 坂の 城に こもりけ る。 4i の 

械俄 にこ しらへ たりと みえて、 はかん， \ しく  5f を も不， 掘、 只 だ 2t 一重ぬ りて， 方 二 
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三 町に は不， 可レ 及。 その 內に 千に 不レ足 人 衆 を 以て 天下の 大軍を 引う けたる 事、 內に 

奇 謀の 深祕 なくして は 難， 叶剛操 也。 而 して 赤 坂 落城の 後、 千劍 破の 城に こもり、 ま 

はり 一里に 不レ足 小 城 を 持ち こたへ、 日本の 大軍を 一所に あつめ、 さまん \ の 奇謀を 

なして、 勇氣 更にた わまず、 剛橾と 云 ふべ し。 義に 因りて 其の 勇を勵 まし、 機に 從っ 

て 其の 變を まう く * 尤も 名 將と云 ふべ し。 

(一) 太. 平 記 師の曰 はく、 楠 (木) 正 成 天 王 寺に 出張の 時、 隅 田 丄咼橋 初め 七 千餘騎 にて 押 寄せ、 

卷第 六に 出づ。 

楠 (木) が 謀に のせられて 悉く 敗軍して ける。 その あとへ 兩 六波羅 の指圖 として 宇津宮 

公綱に 申 付けたり ければ、 宇都 宮 一儀に 不, 及領 掌して、 必ずしも 勝負 を 見る 所に あ 

らず、 關東を 罷り 立ちし より、 加 様の 御大 事に 臨んで 命 を輕ん ぜんこと を存 候へば、 

(乞) 

一人に て 候と も先づ まかり 向 ひ、 合戰 難儀に 及ばば 重ねて 勢 を こそ こ はめと、 思 ひ 切 

りたる 體 にして、 その 座 を 立ち 宿所へ も 不：， 歸、 六波羅 より 直に 天 王 寺へ 下りぬ。 東 

寺邊 にて は 主 從ゎづ かに 十四 五騎 なりけ るが、 郎等 ども 馳 付けて、 四 塚. 作 道に て は 

五百騎 になり ぬ。 路次 にて 行 合 ふ もの をば、 權門 勢家と もい はせ ず、 乘馬を 奪 ひ 取り- 

人夫 を かり 立てて 通りぬ。 其の 志 一騎 も 生きて 可 レ歸と 云 ふ 心なし。 楠 (木) 其の 剛操 


をき いて、 宇都 宮 一人 大軍打 負けた る あとに 向 ふこと 是れ 只事に 非ず、 其の 軍勢 〔クく 

とも 志 を 一 にして 戰を 決せば、 當 手の 兵 退く ほど はたく とも、 大半 必ず 打 たるべし • 

カラ ル 

天下の 事 全く 此の 一 戰に不 X 可レ 限と 云 ひて、 明日 天 王 寺の 陳を 引退け ると 也。 公綱が 

剛操、 勇士の 思 入と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 赤松 父子 攝州 摩耶 域の 軍に 打 勝ち、 にぐ る 京 勢 を 追 ひすが うて、 三月 十 

二日の 申 刻 斗り に、 淀 • 赤 井. 山 崎. 西 岡 三十 餘ケ 所に 火 を かけて， 直に 京へ 責め 上 

る。 仲 時 申しけ る は、 居ながら 敵 を 京都に て 待たん 事、 武略の 不, 足に 似たり、 洛外に 

馳せ 向って 可, 防と て、 兩檢斷 隅 田 • 高 橋に 在京の 武士 を さし そ へ 、 今 在家 • 作 道 • 

西 八條. 西 朱 雀 邊へ差 向け、 桂 川 を 阻て て 防がし む。 赤松 入道 圓心桂 川の 西の 岸に 打 

にむ A ひ 

のぞみ、 川 向なる 六 波羅勢 をみ るに、 雲霞の如く 充滿 せり。 折節 南風に 雪 消えて、 川 

水 岸に あまれる 時 なれば、 京 勢 は 川 をへ だてて 守る。 赤松 は 敵の 大勢に へきえきして 

みえけ るに、 帥 律師 則 祐* 冑の緖 をし め 馬の 腹帶 をし めさせ， 只 だ 一騎 手繩 かいくり 

て 桂 川 を 渡さん とす。 父の 入道 遙に 是れを 見て、 馬 を 打 寄せ 面に 塞がりて 制しけ る は 

昔 佐々 木 盛 網が 藤戶 を 渡し * 足 利 の 忠網 が 宇治 川 を わたしし に 去 る 事 な れ ども、 の 
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川上 は 雪 消に 水 まさりて 淵 瀬 もみえぬ 大河 也、 たと へ 心猛く 馬つ よくして 渡る こと を 

うると も、 大勢の 中へ 只 だ 一騎 かけ 人り たらん に は、 不， 被， 打と- K ふ 事 不：， 可, 有、 天 

下の 安危 必ずしも 此の ー戰 に不レ 可.， 限、 暫く 命 を 全くして 君の 御代 を 待たん と 思 ふ 心 

なからん やと、 ： ま： 三 制しければ- 則祐 馬の 頭 を 立直し • ぬいた る 太刀 を を さめ、 御 方 

と 敵 を對揚 すべき ほどの 勢に て だに 候 はば、 我れ と 手 を 不レ碎 とも， 運 を 合戰の 勝負- 

に まかせつべし *  御 方ゎづ かに 三 干 餘騎、 敵 は 是れに 百倍せ り、 急に 戰を 不， 決して、 

敵に 無勢の 程を兑 すかされ なば、 戰ふ とも 利 あるべからず と 云 ひすて て、 ITilw に 一 鞭 

をす すめ、 涨 つて 流る る 瀬 枕に 水 波 を 立てて 游 がせぬ。 是れ をみ て 三千 餘騎 一 度に わ 

たり、 馬 筏に 流 をせ きかけ たれば、 逆 水 岸に あまり、 みな また 十 方に わかれて、 元の 

淵濑は 中々 あさくな りぬ。 三千 餘騎向 ふの 岸に 打 あがり、 死 をー擧 にか ろんじければ、 

六 波羅勢 悉く 敗軍して、 赤松つ ひに 京 入りし けり。 則 祐が剛 操た ぐ ひ 少なき こと 也。 

(1) ^^1 師 曰 はく、 延元 元年 正月 三 井寺の 合戰 に、 北 昌顯家 • 新田 義貞打 勝ちて、 三 井寺の 

づ  敵 を 事 ゆ ゑな く 責め 落す。 ここに 義貞、 舟 田 長 門守經 政が 諫めに！： りて 直に 京都へ 貴 

め 入りければ、 其の 謀に のせられ >  尊 氏 は 丹 波路へ 落ち、 高 • 上 杉 は 山 崎 を さして 引 


退く。 義ぃ おの 一族 郎等 二 萬餘を 以て 尊 氏 八十 萬に あまる 大軍を  一 H の內 にお ひなびけ、 

京都 を ふみし くこと- 武略の 撐に のる ゆ ゑと IK ふべ し。 ここに 細川鄕 律師 定禪 * 四國 

の 勢 ど も に 向って 一 K ひけ る は ， 軍 の 勝負 は 時 の 運に よ る ことと 乍 ン云、 今 ：！： の 負 は； 二 

讲 寺の 合戰 より 事お これる 間、 我等が 瑕瑾 人の 嘲 を 返れず、 されば 態と 他の 勢 を まじ 

へずして、 花や， かたる 一 軍して、 天下の 人口 を 可, 塞、 推量す るに、 新田が 勢 は 終日 

の 戰 にくた び れ て 敵 -. 1. あ ふべ からす、 其の 外の 敲 ども は 京 白 川の 財 寶に目 を か けて 一 

所に あるべからず、 これ ぞ 不意 をう つ 謀 也と 云 ひければ * 藤 • 橘 .拌 の 者 ども * 子細 

侯 まじと 云 ひて、 尊 氏へ もしら せず、 伊豫. 讚岐の 中より 三百 餘騎 をす ぐり、 北 野の 

(二) 

(二ん"： な- 後より 上賀茂 をへ て 潛に北 白 川へ 廻れり。 ただす の 前にて、 三百 餘騎十 方に 分けて、 

，こ 二， 一. 1 下. 化 

サー南  三十 餘ケ 所に 火 を かけ， St をば 打す て I 一條 二 一條の 間にて 三 所に 関 を擧 げたり。 定 

，「ゆがつ もれる ごとく、 敵 京 白 川に 分散して、 一所へ 打 寄る 勢 少しもた かりければ、 義 

貞. 義助ー 戰に利 を 失 ひ、 坂 本 を さして 引退く。 北 白 川 • 粟田口 邊 にて- 舟 田 入道. 

む VI と  タ  ノ 

大館左 近藏人 • 甴良 . 高 田 以下 { 一万 徒の 官軍 ども 數百騎 被， 打に けり。 卿 律師 やがて 早 

馬 を 立て I 將軍尊 氏へ 4: 〈の 由 を 告げければ * 山陽. 山陰の 兩 道へ 落 行きけ る 兵 皆 京へ 
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歸れ り。 義 二 萬 を 以て 尊 氏の 八十 萬 を かけち らし、 細 川定蝉 三百 餘騎を 以て 官軍の 

二 萬 を 追 落す。 彼れ は棋 王の いさみ を 心と し、 是れは 張 良が 謀を宗 とす。 智謀 勇氣と 

り どり の 人傑 也と、 太平 記に 評せり。 

師曰 はく、 建 武四年 新田 義貞、 燈明 寺より、 藤 島の 寄 手よ わしと きいて、 僅に 五十 

斗り にて 藤 島の 方へ 赴く。 ここに 鹿 草 出 羽 守が 足輕の 兵、 かち 立に て 弓 を 射け るが、 

きびしく 矢の 来れば、 中 野 藤 內左衞 門、 義貞に 向って、 千 鈎 之弩き 二鼷泉 1 不， 發レ 機と 

申しければ、 義貞 きき も不 レ肯、 失， 士 して 獨り 免る る は 非 二 我意 一と 云 ひて、 卜 跳して 

猶ほ 敵の 中に 入りて、 つ ひに 流 矢に 中れ り。 氏 5^ 中務 その 頭 を とれり。 此の 夜 義助石 

丸に かへ り、 敗軍の 士を 集めければ、 野心の もの はや 出来て， 一夜の 內 に三ケ 度まで 

城へ 火 を かけぬ。 兵士 悉く 落 失せければ、 七月 十 一 曰に 義 助つ ひに 當國を 立ちされ り。 

人の 志 は 如 レ此時 其の 剛操 もみえぬ ベ き 事な る に、 さし も剛 一勇の 義貞 にした しみつか 

へて ける 兵士 も、 義 よりぎ 出さざる 剛操ゅ ゑに、 信 を 失って 如 レ此に 至れる 也。 

師曰 はく、 武藏 野合 戰の 時、 上 杉 民 部 大輔が 兵に 長尾彈 正. 根津 小次郞 とて 大力の 

剛の者 あり。 今日の 合 戰に打 食け ぬる こと 身 一 つの 恥 it なりと 思 ひければ、 紛れて 敵 


(六) 足 利 尊 

氏 


(七) 鹿が 草 

中に 伏した る 

狀を なせし 射 

術の； ここ 

は その 射的の 

拒 をい へ h- 


の 中へ 馳 入り、 將軍 を 打 奉ら んと相 謀りて、 二人たがら 俄 に ニッ引 兩の笠 印 を著替 へ- 

人に みしられ じと、 長 尾 はみだれ がみ を顏に ふりかけ、 桟津は 刀 を 以て 己れ が ひた ひ 

を 突き さき 血 を 面に 流し かけて、 切って おとした る 敵の 首 を 鋒に 貫きて. とつ 付に 取 

著け て、 只 だ ニ騎將 軍の 陳へ はせ 入る。 數 萬の 軍勢 横って、 たれが 手の 人. そと 問へば、 

是 れは將 軍の 御內の 者に て 候が、 新田 殿の 一族の 人々 を 組 打して 候 間、 首實檢 のた め 

に 御前へ 參 候と 云へば、 目出度 候と 感ずる 入の み 有りて， 思 ひとが むる 人 はたし。 將 

(七) . . 

軍 は 何方に やと 問へば， あれに 侯と 云 ふ。 草 鹿の 的 山 斗り になり にければ， 幸 也、 只 

だ 一太 刀に 切って 落さん と、 二人 吃と 目く ばせ して、 馬 を しづかに あゆませ よる 處に、 

見知 人あって * そこに 近付く 武者 は 長 尾と 根津 とに て 侯と 呼ば はりければ * 武藏 • 相 

摸の 兵 ども 三百 餘騎、 中 をへ だてて 左右より よせければ、 支度 相違して、 鋒に 貫きた 

る 首 を 捨て、 みだれがみ を ふりあげ、 大勢の 中 を 破って 通る。 彼等が 鋒に 廻る 敵、 一 

人と して 冑の鉢 をむな 板 ま で ま つ 二つに わりつけられ、 腰の つ が ひ 切 つて 落されざる 

はたし。 運つ よき 足 利 殿 かたと 高らかに 欺いて、 靜に 本陳へ かへ りぬ。 長 尾 • 根津が 

行跡 剛 操と 云 ふべ し。 
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( 一 ) 

(1? 群 iSiP 從 

八；： 戰， 邰所收 ) 


(二) 

^足 お 氏、 


永享十 


年 二 


師曰 はく， 永享 の亂、 鎌 倉の 持 氏 被， 弑て號 ，1 長春院 殿； 其の 子 春 王 丸. 康王丸 

山に 落ちて 便宜 の 大名 を たのまる る處 に、 結：^ 藤 原 朝 光が 後胤 結 械氏朝 二心な くた の 

まれ まゐら せ- 頓て 子息の 七郞 光久 を 以て 迎へ 奉らる。 氏 朝い まだ 老臣 どもに 不レ吿 

ければ、 水 谷 伊勢 守 以下の 老臣に かくと 云 ふ。 老臣 ども • 不， 可， 然， 去年 旣に 京方へ 

和睦して、 京の 公方 を 二心 あら じと たのみ 玉 ふの 處に、 引かへ 謀叛の 張 本た らん 事- 

遠慮な きに 非ず と 申しけ る內 に- 若君 達 入り 玉 ひぬ と 申す。 家老 一 類大に 驚き、 是れ 

斗り の  一.^ 事 を 老臣 どもに 不二 云 合 玉 1 は、 老臣 を 疑 ひ 玉 ふに やと 云 ひて、 水 谷 以下 3： 

人の 家老 ども. もと どり 切りて 一同に 遁世す。 唯 だ 水 谷 一人- 亂を みて 捨てて 返く は 

男 士の忠 に 非ず とて 引かへ してけ り。 かかりければ、 京都より 追 罰の 御敎 書到东 して， 

て， リはュ  r 退) 

管領 淸 方より 武藏國 司 廳鼻性 順 を 罷り 向けて 對治 すべ しと あり。 長 尾景仲 加勢と して 


-武藏 國司廳 鼻 性 順 を 罷り 向けて 對治 すべ しと あ 

發す。 修理 大夫持 朝 管領 淸方も 七月 廿 九日に 結 城に 著す。 上 杉 憲實- そのころ は長楝 

惹 主と 號 して、 大軍を ひ きゐて 攻 寄す。 大方 日本 半分の 軍勢 攻 寄せて 晝 夜攻戰 とい へ 

ども、 氏 朝が 勇力 更に 不， 撓、 城 は 勝地 也、 粮 は不， 盡 して- 七月より 翌年 嘉吉 元年 四 

月まで 堅固に 持 固め、 氏 朝 父子 自害し、 城 中の 兵士 悉く 自害す。 若君 兩人は 生 どられ- 


の牧領 記つ 
條 ^ 從下; 5 
の 元 へ 

出 七 SjJf 洋 (望 

か 年^ 書ポ 


, ね州垂 井に おいて 被. Jn ぬ。 氏 朝が 剛操世 U て 美談せ り。 世に 結城戰 場と 云 ふ は 此の 

事な り。 氏 朝が 弟 山川. 長 沼 は 各.' 心を變 じて ける に、 氏 朝に たのまれ まゐら せた る 

節 を 以て、 一生の 命 を 奉り 城 を 堅く 守る 事、 無二 比類 一 こと 也。  ， 

(三)  永" ゾ"； ュ年  (ョ，ま) 

師曰 はく、 上 杉 謙 信 上洛して 光源 院義 輝に まみえ ける 比、 三 好 上洛の 沙汰 あり けれ 

に、 謙 信 山 崎まで 出で て 見 二 物 之？ 手 廻 斗り にて 乘 出して、 三 好が 近習へ 丁め てあて 

てみ けれども * 三 好 少しも かま はず 通りぬ。 謙 信 細 川 幽齋を 以て 申されけ る は、 三 好 

が 事 違々 逆心 疑無レ 之、 幸 ひ 我等 今度 上洛の 砌に候 間、 三 好 退治の 事可レ 被， 1 仰； 1^1 と 望 

ク レ  あか 

みける。 義輝 許容 無レ 之、 謙 信 辜の 蕭墻 之內に 起るべき こと を 計り、 あしもとの 明る 

き 時歸國 すべし と獨 言して、 速に 歸り 越す。 同 八 年に 三 好つ ひに 逆心の こと ありぬ。 

謙 信 は 能くし のべ る 人たり き。 三 好 追 罰の 所望 は 尤も 剛操 なりと 一 K ふべ し。 

S) 後に せ  i  き 

師曰 はく、 三 州 野 0 の 城下に、 淨古齋 と-云 ふ 星 敷が まへ を 取 出に かまへ、 ず-沼 鐵部 

？ 5 す- W 素 一 了の  さ だ- 6 つ  •  リ レ 

正 定盈、 その 比 は 新 八 郞と號 して 有, 之た る を、 武田 逍遙 軒 • 駄峯の 新 三郞を 先手と 

門弟と 見ら る  きと 二ろ  ム ンヲ 

む ^sst 一。" - し * 城 所道壽 を案內 者に いたし 攻レ 之。 駄峯 より は 一 里 斗り ありし を、 早朝に 用意し 

て、 わざと ま はり 道 を 致し- 三 里の 山道 を 押出す。 是れは 新八郞 その 間に 心 を 得て 遁 
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れ去 るに 利 あらん こと を 思 ひての ことと にや。 山より 押下す 所、 野 田より 二 里 斗り あ 

れ ども、 高く してよ く 目の 下にみ えけ る を 以て、 此の 勢 を 野 田より 見付け、 早々 吉田 

のき は 下條へ 下々 をば 取の け、 定盈は 西 鄉へ遁 るる 時、 城より 八 町 斗り 出で て あとへ 

人を歸 し、 日 比 好んで ける ことなれば とて * 麇を居 ゑに 人 を かへ しぬ。 郞等 ども いづ 

れも 不レ入 事と ありし を、 定盈 ほどの ものの、 あわてて 瞎を 捨てた ると あれば いかが 也、 

汝等は 早々 遁れ ゆくべし. 我れ 歸 りて 可， 居と 云 ふに 付きて、 郞等 ども かへ りて ゑ 

て 来る。 二 町 斗り 往 きて、 旣に 近く 敵の 来れる に、 烟 を不レ 立して 引く は 是れ又 本意 

に 非ず とて、 人 を かへ し烟を 立てて 引きぬ。 其の 時 敵 甚だ 近寄り けれども、 心 靜に引 

取りて 別條 なし。 定 盈下條 にて 越年して • 又 野 田に か へれり と 也。 定盈は 本と 土岐の 

一流に して、 三 州 額 田郡菅 沼の 縣に 至りて 住す。 それ を 菅沼新 三郞、 後に は 信 濃 守と 

云 ふ。 此の 次男 を 菅沼新 八 郞と云 ひ、 是れが 孫 を 織 部 正 定盈と 一 K へる 也。 

師曰 はく、 永祿十 一年、 平信 長、 將軍 義昭公 を歸洛 せしめ、 六 條本國 寺 を 以て かり 

の 御所と しつら ひま ゐら せけ る。 翌年 正月 三日、 三 好 山城 守 • 日向 守 • 下野 守 • 岩 城 

主稅等 一族 蜂起して 京 中に 亂れ 入り、 六 條本國 寺 を 取 かこむ 事 急な りければ、 義昭自 


2)  io ら諸 勢に 下知して 本 國寺を 持ち かたむ。 此の 時 門 役の 入札 十七 枚まで 明 知 十兵衞 尉と 

札 を 入る る こ  バ 

t  あり、 武者 奉行の 入札 七 枚まで 野 村 越 中 守と ありければ、 自餘の 入札 は 開く に不レ 及し 

て、 此の 兩人を 入札の 役に 命ぜら る。 十手の 所レ 指い ちじる しく、 いづれ も 其の 剛操を 

守りて、 事 不意に 起る といへ ども、 六條を 持ち かため、 三 好が ー黨っ ひに 引退き ける _ 

七 右衛門 .舍 弟お 六 U  (i-) 

攝 州高槻 より 赤 座 兄弟 • 森彌 五八 • 奥 村 平 六 左衞門 • 渡 部 庄左衞 門 • 坂井與 右衛門 其 

の 外濟々 かけ 付けたり。 彼等 は 元と 齋藤龍 興の ものたり。 濃州沒 落已 後に 和 田 伊賀 守 

に屬 して 髙機 域に ありし が、 三 好 上洛の 由  >ビ きき、 義昭を 見つ ぎまゐ らせんた めに、 

四日の 夜に 馳せ 来れり。 中に も 赤 座 比類な き 働 をいた し、 野 村 倫 を 離れて かけ 引の 下 

知 を 快くす。 平信 長 岐阜より 出馬あって * 野 村が 手 を 取りて 犬に 褒美 ありし と 也。 

師曰 はく、 天 正 三年 乙 亥 五月 二十 二日、 三 州 長 篠合戰 に、 武 田勝賴 敗北して 引取り 

(三) 左  三十 二： マ ^  ニ十^1»5  (一一 一一  |?？ ごつ 

の 所に、 初 鹿 傳右衞 門 •  土 屋您藏 わ づか兩 人付き て 退く。 ここに 典 廐 步の者 三十 斗り 

馬 乘三騎 にての き來れ り。 提を さし 不レ： ^の ゆえに、 勝賴 この ゆ.^ を 問 ひに 初 鹿 をつ 

パ 龍 か はす。 此の 母 衣 は 金 地金 泥の 母 衣に て 四 郞勝賴 と 名 を しるせる 母 衣 也。 其の 比 は 典 

r 一十一 一に 出 庭に 是れ をす すめ 玉へば、 勝賴 これ を 尋ねられたり。 事 急に して， 母 衣ぐ しに. V てて 
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絕 斗り 典 廐の 內靑木 尾 張 これ を 所持す。 則ち 初 鹿に わたしぬ。 勝 賴是れ を 取りて こし 

に はさめり。 此の 往來四 五町の 內 のこと なる に、 敵 まのあたり 付け 來れ ども- 勝賴馬 

を 留めて 其の 往返 を 待つ。 勝 輕所レ 乘の馬 くたびれて 不レ動 を， 初 鹿^ を かけて 追へ ど 

も 更に 不レ 動、 笠 井 肥 後 守 是れを 見て 己れ が 馬 を 奉る。 勝 紐、 汝 馬に はなれば 打 死. リ 

レ仕 かと 中され ければ、 肥 後 守、 命 は義に 因って 輕し、 命 は 恩の ために 奉る と 云 ひて、 

殘り 留まりて 打 死 十。 勝 賴の胄 に 11 訪法性 上下 大明 神と 前 立に かける あり、 是れは 父 

信 玄祕藏 の-ま 訪法 性の 冑と號 する 也。 今日 溫天 にて 自ら もく たびれ ければ、 初 鹿に 命 

じて 捨てさせぬ。 小山 田彌介 是れを 取りても どれり。 武 田の 家、 信玄の 弓矢 を 以て 

州より 勃起して、 旣に 五ケ 國 をした がへ り、 二 萬に あまれる 人 衆 を 持ちても- 如， 此 

の 時分、 大將 に付從 つて * 義を 重んじ 剛 操を勵 まし、 死 を 一途にき はむ る こと は 難 

レ叶 ものと みえたり。 而 して 勝 賴天正 十 年 甲 州 田野へ 沒 落のと き は、 諸 藤々 親類 を は 

じめ 皆 逆心して、 土 屋惣藏 • 秋山紀 伊 守 主人の 馬の 口 をと り、 ゎづ かに 男女 四十 人に 

K- レ滿 して， 死の 節 を 守れり。 剛 操の 義 による 事 尤も 難， 有 こと 也。 

師曰 はく、 武田勝 頼、 長德 敗軍して 八ト 日の 內に遠 州 小山へ 後 詰 を とげ、 翌年 同じ 


云 


郡 城の; t 


は 野 、g ま 色 
村 多の 郡 は 


一 1  一 t 色 05 

く橫須 貿へ發 向、 其の後 沼津 にて 北 條氏政 を あとに 置きて いろ をへ かかり、 家康 公に 

針陳 し， 上 州 せんの 械を すはだに て攻 む。 信玄 死去より 十 年 持ち こたへ、 長篠 にて 大 

敗軍に よりて、 ^ほつ よき 働 をな せり。 モの比 謙 信 • 信 長 ニ豕康 公. 北條 家を敲 にい 

たし 如， I の 事、 剛 操に 非ず して は 難， 及 事 ども 也。 

師曰 はく、 或 人の； K ふ、 川 中島の 合戰 に、 信玄 宵に 談合 ありけ る 所に、 馬場 美 濃 守、 

カラ ル 

明日 は 大事の 合 戰に候 間、 御兄弟の 內 一 人 打 死 をと げられ ずして は 勝利 不レ 可レ 有と 一 K 

(二) 信玄の ひければ、 典 廐信繁 此の 由 をき いて 眼に 角 を 立て、 大將打 死して 利 ある ことの 可レ有 

弟 左 馬 介 を 3  一一 一 こ 

！ v/i^" 二 や、 何ぞ 某に さしつ めざる ぞと， 怒って 陳屋 にかへ り 其の 用意せ しむる 處へ、 山 本 勘 

智謀の 將、 甲  ラリ 

^B§m 介入 道 馬に 乍 レ乘、 典 廐 は御內 にかと 有りければ、 典 廐 こたへ 中 さる。 小屋に 入りて 

と稱 せらる、  3  . 

て 道 鬼 山 本 申しけ る は- 惡處へ 来り かかり、 明 曰 は 必定 打 死 を 可」 仕 と存 ずる 也、 さも あら 

ば 跡々 の 儀 奉い 賴 也と 云 ふ。 典 廐き いて、 屋 形へ 云 置可レ 被， 申と 返事す。 尤もに こそ 

候へ とて、 K 于ど 出させて 打 死の 約 あり。 一番に Ki を 勘 介 玉 はり、 二番に 山寺 甚左衞 門 

御供 可い 仕と て、 是れも 御 盃を玉 はる。 三番に 高木 入道 云 ひける は、 某 は 行が けの 駄 

賃に 候と て、 三人 同じく 盃を 取り か はす。 其の 詞を不 い 違して 典 廐 も 山 本 も 打 死す。 
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出 寺 も 典 廐のと もいた せり、 高木 は 生の これり と 也。 信玄 より 三人へ 同じく 香.^ _ ^をお 

くられけ りと 也。 き 繁. 山 本が 打 死、 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 

二  r 

師曰 はく、 源 君 山 西へ 御 働の 時に、 勝頓 も是れ をき いて 出馬す。 家 康公御 人 衆 を 被 

レ 入の 時、 いかがした りけん、 大 井川に て 一人お くれけ る を、 勝賴 先手の もの ども 五 

六 人取圍 みぬ。 井原 左衞門 尉馳合 ひ、 味方 は 大勢な り、 討つべからず とて、 入質 を 出 

し 助けて 甲 州へ 同じく か へ り ぬ。 さて 勝 頼 色々 武 田の 家に 可， 仕と 云 ひけれ ども、 勇 

士の 道に 非ず、 唯 だ 速に 首 を被レ 刎よ と 申 切って 仕 ふべき 氣色 はなし。 其の 剛操 尤も 

義 ありければ、 望に まかせて 助けつ か はすべし とて、 つ ひに ゆるしつ か はす。 根來 透 

の ものな りと ：1 一へ り。 其の後 行方 を しらず と、 其の 人質に とられし 久野與 右衛門 尉 物 

がたり をき ける 人の 語れる と 也。 

つけし ろ 

師曰 はく、 天 正 四 年、 平信 長大 坂 を 攻めて、 天 王 寺に 付 城 を 相 しらへ、 原 田備中 

守 を 指 置き これ を 守らし む。 然る 處に佐 久間甚 九郞を 定番に 可レ 仕の 旨 命ぜられ けれ 

ば， "ぬ 田備中 守つ ひに 打 死の 覺悟 をき はめ、 五月 三日の 早朝に 木 津へ押 寄せて 無二の 

ー戰を とげ、 終に 戰 死す、 剛 操と 云ぶべし。 


師曰 はく、 姊 川の 合 戰に、 源 君 御先 手 をば 酒 井 左 衞門尉 これ を 承りて、 小 笠 原與八 

郞 .奧 平 九 八 郞 • 菅 沼 新 八 郞が人 衆 等 也。 二の 手 は 榊 原 式部 大輔 是れ をつ とむ。 酒 井 

姊川を こして 敵に かかる の處、 出の 上り 場、 向 ふの 方 岸 深く して 上りに くし、 故に 川 

を ま はりて 向 ふへ 兵 を あげん とす。 榊 原 は 直に 川 を こして、 あがり ヒ くき 場へ 無二 無 

三に 押し あがる。 この ゆ ゑに 二の 手な りと いへ ども- 酒 井に さし つづいて 兵 を 進め、 

S 

結句 先へ こす ほどに なれる ゆ ゑ- 酒 井が 兵 もみに もんで、 榊 原に こされ ざるが 如く 相 

進んで、 つ ひに 大利を 得たり。 此の 時 源 君 犬に、 榊 原が 二の 手の 致し 樣以來 までの 手 

本 也、 二の 手 は 如レ彼 仕りて こそと 仰せな りしと 也。 是れは 先手の 兵の あと をつ めて、 

少しも ゆとり あらば 則ち 先 へのり こ さんと つめたる ゆ ゑに、 先手 1 入 情 を 出して 利 を 

得た る 也。 树 原が 二の 手の 仕樣、 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 古の 名將 いづれ も剛 操なら ん處 において は 剛操を f4 レ 失が ゆ ゑに、 其の 

功 忽ちに 成就す る 事 多し。 平信 長 尾 州 桶 狭間の 合戰 に、 ゎづか 三千の 兵 を 以て 今川義 

元 二 萬に あまれる 大軍 にさし 向 ひ、 ことに 其の 日 義元大 に勢猛 なり、 しかも 黑 雲む 

ら がり 大雨し きりに 降りて 車軸 をな がし， 旗竿す でに 折れ、 人 卒皆驚 怖の 思 をた すの 


お r> 城 る て城^^ で；；：づ碓敗づ し 氏し えつ ふ も も 歳に 今攻年 2 

一巳せ をての ま 、*? るめ 死る 大の 、桶;;； 人衝に 、川 3^ 綠リ 
し 待 II 兵り 大 整な 、の 時 高 《狭 れいし 
井 をつ 河 城 、樹へ 待/ IB  、城に W 门; 13 今 
伊いて に を 岡 寺て ちの 偽 義を守 今に 川 
直 ふ 人 歸捨崎 に 出 て 出 を 元 出り 川死義 


宗義を 
してて 成 元 受信 ；%. 
を 兵 《 十 のけ 長 fi* 
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處、 少しも かま はずして 終に 義元を 打ちて 大利を 得ぬ。 是れ信 長の 剛橾 にあらず や。 

源の 義昭を 京都の 將 軍に 還 住せし め、 六 條合戰 を 聞く と 則ち 上洛 あり、 金 崎. 野 田： 

福 島の 引取り、 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 畳 臣秀吉 自ら 金 崎の 押へ に殘 り、 利と 和して 

信 長の 被 レ弑を f^, 隱、 つ ひに 山 崎に おいて 義戰を とげ、 柴 田を數 日 の 中に 返 治し， 其 

二)  2 ) 

の 功 を 一時に あぐ、 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 源 君大高 兵粮 入れ、 同大 高 退 口、  -41 久 手の 

大利、 凡人の 所， 及に 不レ 有。 中に も 瀧 川が 蟹 江の 中入りに、 烟を H ル玉 うて 唯 だ 一騎が 

,  3 一) 

けに 淸洲 より 御 出 勢. 御 あとより さし つづいて 軍勢 來る といへ ども， 源 君. 直 政 只 だ 

二人に てかけ 付け 玉うて、 瀧 川が 人 衆 をのり 切り、 船 を 蟹 江に 入れし め 玉 はざる 所、 

ル 4- ラフ 

其の 迅速 其の 剛操 不， 可：， 云 也。 文祿の 比、 關白秀 次の 事 ありて、 江戶 にき こえければ 

小 田 原 もで 五日に 御 @ 也 

その H に 先づ品 川まで 御 出馬 あり、 關ケ 原の 役に 直に 赤 坂の 勝 山に 御本陳 をす ゑら れ 

たるた めし、 各-^ 以て 剛 操の 至りと 云 ふべ し。 されば 源 義經鹇 越より 一 谷 をお とし、 

大物の 浦に て 船ぞろ へ して 捉： g§ と 逆槽を 論じ、 北風 烈しく して 木 折れ 砂を揚 ぐるに、 

欖を といて 阿波の 勝 浦に 渡れる ためし、 皆 以て 同一 意の 剛操 也。 

1^ 曰 はく、 天1^ 三年、 武田 勝敏三 州長篠 において^ 北の 後、 遠 州 二 の 城に 魔 田 常 


.  陸 介 信^ 在 城， 源 君 五月の 末より 是れを 責め 玉 ひ、 ；詠訪 山に 御本陳 をす ゑら れ、 向 

t ろ たつみ  S 

械を 巽の 方 鳥 羽 山、 東 は 安倉 口の 山、 北 はみ な 原 口の 山、 西 は 和 田が 島に 構へ て、 是 

六 巧 二十 九 HI 

れを 取り かこみ 玉 ふ。 此の 內に信 蕃が父 下野 守械 中に おいて 病死す。 然るに 少しも 異 

變 なく 信蕃持 ちかた めぬ。 十 一 月の 比、 勝賴 より 二 の械明 渡し 甲 州へ つ、 ほむべき の 

^w. 兩 度に 及び 申來 ると いへ ども- わき/ \ の 奉書 は 信用す るに 不， 足と て、 三度め 

2.) 秦 に 勝 頼の 直 書到來 に付きて、 十二月 中. P 极 になり- 树原 式部 大輔 その 比 は 小 平 太、 大 

久保相 摸 守 その 比 は 新 十 郞と號 す、 此の 兩人 人質に 來り、 信 蕃は弟 依田 善 九 郞* 同源 

八郞兩 人を證 人に 出し， 二十 三日に 城 を 渡すべき 用意の 處 * 雨天に 付きみ のか さに て 

は 苦しく あるべし と 云 ひて、 二十四日 天 氣快霽 して 城 を わたし、 二 の 川ば たにて 

人質 を 取 か へ し 引取りぬ とい へ り。 信蕃 無人に て 五月より 十二月まで 七 八月の 內械を 

持ち こたへ- ことに 域 を 渡す の 法 を 正しけ る。 此の 剛 操に 依りて つ ひに 彼れ を 御家人 

甲 州 人り に 御 忠節 有レ之  サ 

の 列に 入らし め 玉 ひ、 後に は 松 平の 氏 井に 御 諱字を 被， 下け ると にや。 

師曰 はく、 天 正 十 年 甲州沒 落の 時分- 蘆 田 信 蕃と三 枝 土 佐 守 虎吉と は 駭州田 中の. fe- 

に在番 す。 ここに 成瀨吉 右衛門 方より 飛脚 を 以て、 勝賴 すでに 生害の 由 を 告げ 來れ り。 

士談五  五一 三 


(一) 名 は 信 

伊豆守と 

m し、 剃楚し 

て irif 齋不. a 

i 號す。 父 は" 

！ ：5 友、 ！^-は武 


り。 姻戚 を以 

て 威 9* ありし 

が、 •-< 正 十 年 

二  n 宗 の來 

攻に 際し 武田 

も 裏切って 德 

出に 内 應し遂 

に 勝賴. y 亡ぼ 

せり 

(二) 初名甚 

太郞， 秀吉の 

i^* や：！ 母 衣の 

一 c: なり。 七 

藏の. f なり。 

七 藏の父 i れ狹 

守 は 信 長に 仕 

へ、 七 藏の兄 

武 兵^も 度々 

戰 功あって 信 

長 I.;? 線の 一 人 

なり。 七？ i は 

_^ ぶ： n 治^の 時 

戰功を 以て 紫 

C 小袖 か-賜り、 

旗 行と な h -、 

^々征伐の 時 
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城外の 寄 手が Ik を 以て 此の 由を吿 ぐと い へ ども， 其の 說不 レ糙を 以て、 家老 どもより 

の 文到來 せば 城 を可レ 明と 云 ひて 猶ほ 堅く 守る。 その 比 江 尻に は 穴 山 梅 雪有レ 之、 梅 雪 

は武田 一類の 事なる を 以て、 梅 雪より 書付の i^n 文 到来して、 城 を 明けて 大久保 七郞右 

衞 門に 相 わたせり と 云 へ り。 

師曰 はく、 平信 長江 州 小 谷の 械責の 時に、 伊藤 七藏 一番に 乘り 上ぐ るの 處に、 七藏 

が 上 帶に取 付き、 下人 等 各.^ 相 つづく の處 に、 上帶 きれて 刀 脇 指と もに 落ちた る を、 

七藏 少しも 辟易せ ず、 無 刀に て乘 越え、 傍の 柵の 木 を 取りて、 三人 打ち ふせぬ。 無二 

比類 1 剛勇 也と あって、 信 長大に 感じ 玉へ りと 也。 是れは 丹 後 守が 父、 若狹 守が 子 也。 

師曰 はく、  i) 部ニ郞 右衛門 正 綱、 永祿十 一 年 今 川 氏眞沒 落の 時、 駿河氏 眞の居 館に 

正 綱 取り こもり、 數日 堅く 守る。 信玄 これ を责 むと 云へ ども 事と もせず して、 必死の 

思 入な りければ、 信 玄和談 を 入れて つ ひに 正 綱 下城す。 正 綱が 剛操 其の 作法 相と との 

ひける を 以て、 つ ひに 正 綱が 人質 を 州に つか はし、 正 綱を武 田の 家人たら しめ 11 州 

淸 水に 在 城せ しむ。 この 時 正 綱ゎづ かに 三百 貫の 身體 なりし を、 三千 貫與 へて 験 河の 

先手に 致せる 也。 


んで ig 歿す。 

(武？ ^事 紀卷 

第 十 5 

(一一 I) 武3« 


ひ 武功 多く、 

甲州錢 州に 七 

f 像 $3 を 賜 ふ、 

ズ正十  一 殁、 

年 十二。 (武 


五) 

<£) 後に 剃 

して 常 源と 

t: す。 宇都 宮 

人道 道 意が 後 

^なる を 以て 

字 せり 

とい ふ。 武家 

事 紀卷第 十五 

に！ ISi し 

< 五〕 三 €國 

SIlc^ 郡に 在り 


師曰 はく、 大久保 新 八 郞忠俊 は 後に 五郎右衛門と 云へ り。 本 氏 は 宇津と 云へ り。 此 

の 新 八、 淸康公 • 廣忠 公に 奉レ 仕て 度々 の 功 を あら はしぬ。 中に も大 權現大 高より 義 

元 打 死の 夜 引取り 玉 ふ 時、 夜陰 大雨 ゆ ゑ 諸 軍 悉く 亂れ さわぎて、 源 君の 御 傍に 奉レ付 

(乗 

たる もの は 新八郞 一人也と いへ り。 忠俊 のり ま はし * あとさき を考 へ、 おくる る もの 

を 言 を かけて、 散亂の 人數を まとめて 御供せ しむ。 忠 俊が 剛操 甚だ 御 感 ありぬ。 越 前 

の 土に 大久保 藤 五郎と 云 ふ もの 諸國 武者修行 いたし、 三 州に 来て、 我が 名字 を 可レ殘 

もの は 新八郞 たりと 云 ひて、 則ち 名字 を與 ふ。 新 八 其の 意に まかせつ。 ここに 藤 五 

郞 名字 をゅづ れる驗 に、 我が 働 をいた して 名字の ゆ ゑん を顯 はしつ べしと 云 ひて、 安 

JL1 やう  と き 

祥を 攻めし 刻、 一番 乘を して 打 死 十，。 この ゆ ゑ. 一 ご 以て 宇津 を やめて 大久保 を 名乘る 也。 

師曰 はく、 永祿 十二 年、 今 川氏眞 遠州懸 川の 城を沒 落の 時、 大權現 これ をせ め 玉 

うて、 天王山に て戰 ありけ るに、 大久保 治 右衛門 尉 忠佐敵 を やりつけて を ひの 新十郞 

忠隣 をよ び、 此の 頸 をと つて 汝が 功名に いたせと 呼ば は りければ、 忠隣 あざ笑って、 

人の 取って 與 ふる を 以て 功名と は 云 ふべ からず、 我れ 唯今 自ら 働いて 功 を 可レ 得と 廣 

言して、 敵陳 にかけ 入り、 自ら 敵 を 打って 頸 を 得て かへ りぬ。 そのと しト 七歲、 源 君 

士談五  五一 五 
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其の 剛操 ただものに 非ず と 感じ 玉 ふ。 後に 相 摸 守と 云へ る は 此の 人 也。 三方 原の 時、 

諸 軍 分散して 大權 現の 御 傍に 奉， 付 ものな かりし に、 忠 隣つ ひに 不, 離 二 其 傍 一 後に は 

. かち だって 御供 をつ とめけ る。 ここに 小 栗 忠藏、 敵の 馬 を 奪 ひ 取りて 来れり。 源 君命 

ぜられ て、 則ち 此の 馬に 忠隣 をのせ しめ 玉うて 供奉せ しめ 玉 へ りと 也。 

<1) 江 港 記 師曰 はく、 永祿七 年、 美 濃 西方の 三人 衆と 云 へ る 氏 家常 陸 入道 卜 全 • 稻葉 伊豫 守 • 

(群 甞！^ 從合 

^.,M0^. 伊賀 伊賀 守、 ひそかに 平信 長に 通じて、 信 長 を 美 濃へ 引 入れ、 齋藤龍 與を追 出すべき 

に相究 まりけ るに、 曰 根 野備中 守弘就 此の 事 をき いて、 弟の 彌ニ右 衞門を 招き 相談し 

^•li ける は、 譜代の 主人 を そむき 偽って 信 長 を 引 入れ 中さん 事、 t.^ だ 以て 不義の： ムヒり 也、 

< に^る 長 政 幸 ひ 淺井長 政 弓矢 を 取って 名 ある 人 なれば * 備前守 を 此の 國へ引 入れ、 弓矢の 禮義な 

れば 一 戰を 快くして、 而 して 後に 永 井 隼 人 正に 談合して、 寵與の 弓矢な りが たくば， 

長 政 を 賴んで 信 長に 敵對 し、 我等 兄弟 先懸 して. 張 國を可 ニ攻取 一と 云 合せ、 則ち 家の 

子 日 野 助右衞 門と； K ふ もの を畏 政の 內淺 井玄 が 所まで 云 ひ 遣 はす。 -4- 政 これに 同じ 

その 證據を 可 二 聞 ぬ 一た めに、 玄 が 私の 使 を 日 野に さし そ へ て來 らしめ、 又 日 根 野 

兄弟 紙 を 書きした ため、 ここにお いて 堅 約 を まう けぬ。 去る 程に 永 祿七年 三月 上 


旬に、 長 政 六 千 餘騎を 率して 濃 州に 發向 十。 旣に先 陳御會 寺 川 を こしぬ。 齋藤 家の- 

(三)  (たむ >. 

諸將、 一番に 卷村. 野 村， 二番に 道化さし 向け、 日 根 野 兄弟 五百騎 斗り にて；^ かく 

す。 永 井 隼 人 正 二 千餘騎 にて 同勢に ひかへ、 互に 先手 戰を いどみ、 足輕 せり 合 を はじ 

め、 それより 入亂 れ相戰 つて、 その 日 は 薄暮に 及び 各. -本陳 に 引 入る。 その 翌ョ 無事 

をと との へ 早速 和平し ぬ。 齋藤道 三と 淺井 故備 前守亮 政と 無事にな りし 前方に も、 先 

づ ー戰を とげ、 勝負 はなく して 無事に なれり ける とぞ。 日 根 野が はから ひ剛 操と 一 (で や 

ベ し。 

師曰 はく、 長 篠合戰 に大權 現の 御 方へ 多多 新 藏を生 捕りぬ。 下帶に 赤地の 唐 織 を 致 

せる ゆ ゑに、 ただものに は 非 じ、 名 を名乘 るべ しと 問 ひけれ ども 名乘ら ず。 然 らば 雜 

人の 手に かけて 可, 殺、 名 を 名乘る 侍なら ば 切腹せ しむべし と ありし に付き、 父 は 若 

ごろ 

き 時分 多多 三 八、 この 比 は淡路 守と 云 ふ ものの せがれ 也と 云へ り。 只 ものに 非ず とて 

則ち 霞 長へ 被， 遣ぬ。 信 長 直に 召 出されて、 淡路が 子に 久藏 • 新 三と 云 ふ兩人 ありと 

きけ り、 汝は いづれ ぞと 命ぜられる。 則ち 新藏 也と 答 ふ。 名 ある 武士 なれば 命 を 助け 

ルル ネ かたじけな. 

玉 はるべし と あり けれども、 旣に 縲紲の 恥に 及び 候へば、 只 だ 速に 頸 を 被， 刎 を 辱 


i た ® 破 村 東：: 

传 り がれ 、 III 

せ 。終し： a: 梨 
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しと 申し けれども、 繩を とけと あって、 信 長の 前にて 小手 を きりおとし 繩を ときけ る < - 

新 三門の 外へ 出で たれば、 長柄の 翁の 立て かけて ありし を 取りて、 その あたり に 有 

レ之雜 人 一 兩人 つきころす。 是れ に 因りて 近所の 兵士 相聚 まりて 新藏を 切り ころしぬ P 

信 長是れ をき こしめ し、 惜敷 こと をいた せり、 そのまま 雜人を 四 五 人 もつ きころ させ 

て 置く もの 也、 あたら 侍 を 各. -が不 功 者 ゆ ゑに 失 ひぬ との 玉へ りと 也。 多多 淡 路守は 

信 玄の時 七十 五 人の 足輕 をぁづ かり、 足輕大 將の內 にて は小幡 山城 . 多多 淡路 • 山 本 

勘 助と よばれし もの 也。 久藏は 一田 野の 落 あしに 打 死せ り。 

師曰 はく、 天 正 二 年、 平信 長 勢 州 長 島の 凶徒 を 退治の 時、 貴族 多く 打 死す。 その 中 

に 津田市 令 助 信 成 も ありぬ。 信 成が "孰 母 人に 小 瀨三郞 次郞淸 長と 云へ る もの、 其の 比 

いた はる ことあって、 陳屋に 臥して 療治 養生 を 加へ ける が、 信 成 打 死と きくより、 物 

の 具して 打 出 でんと す。 郞從 かかる 所 勞の甚 しきに、 そ もこれ は 平に やみ 玉へ と 云 ひ 

.t れ ども、 幾程 命の びて と 云 捨て、 何れの 敵が 信 成 を 打ちし ぞと問 ひ 問 ひ、 面 も ふら 

ず かけ 入り、 馬 をのり はなちて 敵 五六 人 きりふせ、 我が身 もづ た/ ヽに なりて 打 死す 9 

此の 小 瀬 は 織 田 造酒.^ に は 嫡男な りしが、 小 瀬 三 右衞門 尉が 養子と して 家 をつ ぎぬ。 


出 上記 さ 

づ國卷 ご 
事 下 

の 、勢 


尾 州 春 日 井 郡 小 幡鄕に て 五 百 貫を領 しけれ ども、 極めて 貧し かりき。 其の 比 柴田勝 家 

江 州 蒲 生 郡を領 しければ、 三千 貫 をまゐ らせん ほどに 柴田 にたの まれよ と 云 ひけれ ど 

も、 代々 市 令 介 家の 家臣と して、 何 ぞ祿の ゆたかた る を 以て 他の 思 を 可， 爲と、 堅く 

守 つ て義 を不， 失、 つ ひに 戰 死の 功 を あら は せる 也。 

(二 ) 

2) 前 出 一一！ 師曰 はく、 同時の 合戰 に、 荒 川 新八郞 度々 かけ 合 ひ、 あまた 敵 を 突 返け てければ、 

五 五 照 

疲勞 かぎりなくして、 と ある 堤に 腰 打 かけて 休息いた せりし が、 喉 乾きければ、 堤よ 

わ 下りて 水 を 手に むすびて 飮 みける に、 甲の 前 立に 運 は 在 レ天死 は 定まる とかき たり 

ひとき は 

し. 其の 文字の 水鏡に うつりて あざやかに みえけ るに、 一際 心 も はげみ 氣も たけくな 

りて、 叉 取って かへ し敵陳 にかけ 入り、 比類な き 働 をして 失せに けり。 此の 時 休息し 

て 引きな ば 別條の ある まじき に、 日 比の 志す 所 を しるしに も 付け ぬれば、 其の 所レ感 

キ ノ  (勢) 

如 レ此剛 操に なれる 也。 彼等が 勇猛の はたらき ゆ ゑに、 つ ひに 長島沒 落して、 北 伊世 

五 郡 を そ へられ 瀧 川に 賜 はりけ ると にや。 

(三) 

師曰 はく、 瀧 川武藏 野合 戰、 剛 操と 云 ふべ し。 篠岡平 右衛門 尉 • 津田 次右衞 門、 各.^ 

ふみとどまりて 打 死す。 此の 時 一益が 子兩 人、 嫡子 三 九郞. 次男 八 丸と 號す。 敵來り 

士談五  五一 九 


作 鳥づ卷 こつ 

る 井 とじ 
は そ十武 
鳥れ 五^二 

m にに 事 人 
に は 出 紀 の 
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て 八 丸を擒 にす ろの 處に、 古市1郞兵衞と；|^ふ神戶の侍これをきぃて則ち追付き、 敵，， 

を 切 伏せて 八 丸 を いざな ひ 来れり と- K へり。 剛 操と 云 ふ ベ き 也 。 

- J 馆 rK, 師曰 はく、 天 正 十八 年 小 田 原の 城實 に、 源 君 小 田 原へ 志 を 通じ 玉 ひ、 ^色 もた がへ 

,^0^^ ると 云 へ る 沙汰の あって、 諸 陳物忿 なりけ る 時、 秀吉 自ら 童子 五六 人に て： 源 君の 陳に 

入り 玉うて 聊か 疑へ る 形な く、 唯 だ 平日の 如くに 相 や はらいで 半日 物語 ありき。 これ 

に 因りて 諸陳の 嫌疑 自ら 去って、 是れを 云 ふ ものな しとい へり。 ^吉 あくまで 才 あり" 

且つ 剛操 人に まさり 玉へば 也。 剛操 あらず して は、 才 ありと 云へ ども、 如， 此 卓-鍋た 

る こと は 成りが たきこと 也。 

(二. 一 

師曰 はく、 長久 手の 時に、 平 松 金次郞 * 鳥 井 金次郞 ともに 一 番ー 一番の 鍵 をし、 剛勇 

の 働 世 以て 沙汰す。 平 松 はふと りて 小男 也。 源 君 常に 走り 廻り も不 D 由なる べきと て 

笑 ひ 仰せ ありけ るが、 久乎 において 無二 比類 一 働 を とげ、 直に 源 君の 御前に まんり、 

不行步 ものの 平 松が 今日 一番 やり を 致せる はと 立ちながら 申 上げけ る， 傍若無人の 體_ 

にみ えけ る。 平 松 は 鳥 井より は あとに 行きけ るが、 鳥 井が 右の 小手の はづ れを鎗 にて 

突きたり。 d! 井 ふり か ヘリて、 朱 方 打 かと 呼ば はる。 その 內に、 鳥 井 殿 あいまち にこ. 


或 曰， 遠 州 今 切、 平& 十-へ 歲吟 云々 

そと 云 ひっつかけ 出しけ りと 乜。 ル， -れ より 已 前に、 遠 州 天 龍の 渡に て 船に のり， 平 松， 

に 先へ こして、 向 ふの 上り 場に 翁 を 持ちて 有レ 之け るに、 甲 州 ものに 溫 井と 云 ふ も Q 

： き 

平 松と 同船し ける が、 平 松が 小者 慮外 を 致したり とて， 則ち 是れを 切って 棄て、 さて 

平 松. に、 御邊 へこと わる 間 も 無. S 之に 付きて 如レ此 いたせる と 申しければ、 平 松 少しも 

氣色 損せず- よくこ そ 致され たれ、 慮外 不屈の もの は 手前 にても のがし 不：， 申、 辱 

しと 却って 禮 謝して 聊 も異變 たし。 みる 人 平 松 臆せり やな ど 一 K ひける が、 彼れ が剛操 

能くし のぶ 處 あれば とに や、 無レ程 長久 手に て 功 を顯 はせ り。 長久 手の 後に 大權 現戰 

功 を 賞せられ て、 永 井 右近に 千 石 賜 はり、 平 松に 五千石 を 賜 ふ。 平 松 御 不足に 存じ こ 

ころ  (三) 

れ ある 比、 關白秀 tfs 、の 內に山 田 平 一 .耶、 後に は 加州に 行きて 山 田 出 羽と いへ りし 者、 

秀 次へ 申 上げ、 一 萬 石の 領知 約束に て 平 松 を 招く。 その 比の 風俗に や、 平 松が 心 易き 

傍輩 ども は： 皆 此の 事 一 ごし ひり。 御 家 を 立 退きて 上.^ 5 いたす と 云 ひて、 各. - へ 暇 乞まで 

仕り、 皆 餞別して 推 出して 立 退く。 此の 事 高 聞に 達して、 不義の 至りに くみ 被 ニ&〕 召； 

追々 打 手 を 被 J 退。 大剛の 勇士 たれば とて、 一番に 渡邊 半 藏、 いまだ 夜の あけざる に 

(次) 

行き、 夜 明に 河 村 善 七. 大久保 與ー郞 行く。 その あとに 坂 部 治 兵衞追 行き はるが、 袋 
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S  ニー 

井に て 平 松に 逢 ひける。 平 松は久 野へ より 本 坂 ごえに 行く か、 遠 州 かすい へよ ると 云， 

ふ。 坂 部 は どなたへ 行く と尋 ぬれば、 兄の 三十 ，郞 に 用 所 ありて 橫須賀 へ 行く と 云 ふ。 

互に 道づ れいた し、 道の 別れぎ はに て、 久しく 逢 ふま じき ほどに と 云 ひて、 馬より 下 

り 暇 乞 をいた す。 其の 折節 を考 へて 坂 部 則ち 平 松 を 切る。 いかがした りけん 切り はづ 

してければ、 平 松 則ち 次 兵衞を 切りて みけん を 二つに わりつ くる。 坂 部 さしもの 者な 

れば、 目 くれ 心 まど ひけれ ども、 家康の もの 落人 あり、 打 留めよ とよば はりければ、 

近所の 雜人 ども 起り ける ゆ ゑに、 平 松 則ち かすいへ 人り たる を取卷 き、 その 內に 橫須 

贺 より 各-かけ： tE け、 寺 を とりまき ける を、 寺 內に平 松不, 居と；： ム ひける ゆ ゑに、 寺 

- >. (MD 

中の 小僧 を とらへ、 貫の 木 を 以てすね を ひしぎ 是れを 問 ふ。 其の 內に平 松 出で て、 何 

方へ も 返く ものに て 無 之、 これにて 切腹 可， 仕と 云 ふ。 平 松、 坂 部 三十 郞に逢 ひて、 

次兵衞 は^けて 咄 したれば 不便に 思 ひつれ ども、 身に かかる 火を拂 はねば 不, 卟に 付： 

きて、 無二 是非 一切りた ると 云 ふ。 三十 郞、 手疵は 少しの こと 也と 答へ ければ、 平 松、 

我れ 切る ほどに て 生く る ほどに 人 を 切る こと はなし * 笑止 也、 很だ日 比 入魂の か はり 

にと どめ は不， 指と 云 ひける と 也。 切腹に 臨みて 三十 郞 介錯 を 望みければ、 次. 兵衞を 


我が 手に かけ たれば、 其の 方に 頸 をうた れんこと は 心よ からず と 云 ひて， 三十 郞に介 

錯を たの まざりし と 也。 平 松 事 無二 比類 一剛 操と 云ぶべし。 剛操 如， 此とー K へど も * 內 

に義 を不, 存を 以て、 其の 志す 處皆 たがへ り-。 尤も をし きこと 也。 

師曰 はく、 天 正 十五 丁亥 年、 璺 臣秀吉 九州 を 征伐して 璺前を 黑田如 水に 賜 ふ。 こ 

こに 子息 長 政大將 として 畳 前の ー授を 退治の 時、 畳 前の 一揆 日 隙の 城に あつまりて 堅 

く 守る。 長政圍 みて これ を 攻めけ ると き、 如法 寺. 諸方 兩將- こて 後攻いた しける を、 

(三) 

,  かや り  きゐ (四) 

長 政事と もせず 打 勝ちて その 兩將を 打取り、 茅 切 山 を こえて 城 井の 鎭 房が 城を資 む。 

此の 地 要害 多くして 事たり がた く、 長 政が 兵 半ば 敗れて 長 政も旣 に自設 せんと あり レ 

時、 黑田美 作 守 その 比 は 未だ 玉と 云 ひて 小童な りけ るが、 長 政に 始終 付きした が ひけ 

る ゆ ゑ、 此の 時 長 政 を 引の け、 ここ は將の 自殺の 場に あらず、 御 まと ひ を 賜 はり 某蹈 

留まって 敵 を 可， 担と 云 ふより 早く、 長 政の まと ひ を 奪 ひ 取りて その 所に 折 敷き、 長 

政 を 追 立て 唯 だ 一 人殘 りけ る。 しかれ ども 敵つ いて 不, 來に 因りて 美 作 守 も別條 なし。. 

城 井が 地形 深 田 多くして、 長 政 ふか 田に 陷 りぬ。 引け ども 引け ども あがら ざり し を、 

三 浦 六 之 助 己れ が 馬 を 奉りて 長 政 をの かしめ、 長 政の 馬の 尾 を 切り、 燈を片 々に轡 を 
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とりて 來れ り。 是れ は. 长 政の 馬と 人の 見て、 若し 打 死と：：^ ぜば、 勇士 等 ゆ ゑな き 死 や * 

致さん こと をお それ、 又は 重ねて 人の 取りて 乘 らんこと を 思へば 也。 美 作 守 此の 時 十 

六歲、 三 浦 は 十八 歳の もの 也。 無二 比類 一剛 操と 云 ふべ し。 _长 政 この 年 二十歳に て 鍵 井 

の ー授を しづめ、 城 ルの鎭 房 も降參 す。 それより 廣津へ 進んで、 鬼木歸 部と 云へ る大 

功の もの を觀音 •  ぬ にて 打取りぬ。 其の 外 畳 前の ー投 悉く 返 治して、 つ ひに 登 前 平均に 

及びければ、 則ち 小 林 を 使に して 彼等が 頸を大 坂に つか はしぬ。 秀吉大 に 其の 剛操 を.. 

感じて、 石 田 三 成に 命じ 良馬 を 長 政に 與へ 1^ 刀 を 小 林に 賜 ふ。 是れに 因りて 璺前 國一 

式不 xli^ 水 父子に 附與 せらる とい へり。  . 

n)  f  0 師曰 はく、 川 林 越後 守と 云へ る もの は、 荒木が 有 岡の 籠城に、 秀亩 あっか ひの た 

口  二 lass 照  シ ム 

めに 来れる を 可 ニ打留 一と、 しきりに 村 重に すすめた る もの 也。 有 岡 落城の 後に 川- 5- 林 

流浪して ける 時、 或 人 ニム ひける は、 其の 方 有 岡に ての 事、 秀吉大 に 感じ 玉へ り、 その 

上 今 專ら數 寄 を 好んで 茶の 道具 を 弄び 玉へ り、 荒木が 所持の 名物の 茶壶 其の 方 所持. 

のこと 也、 秀吉亦 是れを 尊ね 玉へば、 是れを 捧げて 古 有 岡に ての こと を演說 せば、 こ 

となる 恩賞に 可， 預とー K ひけれ ども、 川原 林 初めは 不，^ 。 人々 皆 云 ひける に冈 りて、 


此の 旨 を 秀吉に 通じければ、 秀吉詳 にこれ をた だし、 甚だ 以て 不義の 者 也、 彼れ 二心 

なく 我れ を 害 せんと  一 K ひし は義 也、 而 して 村 重が 雞に 不レ 死して 世に 沈淪す るの み な 

ら す、 何ぞゃ 如レ此 先主 の 道具 を捧物 にして 命 をつな がんと はから ふ 事 甚だ 無道 の 至り、 

速に 生害せ しむべし と ありぬ。 此れに よって 檢 使を發 して 川原 林 を 切腹せ しむ。 ここ 

に 川-原 林 切腹の 期に のぞみ、 越 方 行末の 物語して 時刻のう つりければ、 朋友の 親しき 

輩 相 あつまり、 . 御邊日 比の 心がけと 替 りて 死期み ぐるし し、 唯 だ 速に 死 をた して 潔よ 

くこ そ ありなん と戒 しめければ、 川原 林 笑って 云 ひける は、 先にて 色々 の 美 物 をと と 

0 へ 珍 勝 を 設けても てた す 振舞の 所へ も、 約束より は 刻限 をお そく 行く こと 常の なら 

S 

ひ 也， 況ゃ 先にて 何のみ あても なき 死の 期 を 何として 急ぐべき ことなし、 少しも 冬-. - 

と 物語 をして 名殘を 可, 惜 こと、 是れぞ 今生の 思 出たり と 云 ふ。 叉 人の 云へ る は、 秀 

吉の 機嫌 あしく 以ての外 怒り 玉うて とく/ \ 生害の 使來れ りと 云 ふ。 川原 林 云 はく、 

猞ほ 以て 合點 ゆかざる 也， 秀吉 我れ に 知行 を 賜 はる、 倚祿 をた ま はると あらんに は、 

何 ほど も 秀吉の 機嫌に あ ふ 如く 可レ仕 也、 我れ に 切腹 を 命ぜら るる 上に は、 秀吉の 機 

嫌に f ふが ごとく 仕りて 问の J 儉も たきこと 也， ほど 機嫌 あしき とても * 殺さる るよ 
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り 上の 事 は不レ 可, 有と 云 ひて、 聊か 動ずる ことなく 心靜に 物語して、 もはや 是れ 迄な 

り殘り 多し と 云 ひて、 死期 を 全くせ しと 也。 川^ 林が 所；；； t 剛 操と 云 ふべ し。 世の 人 死 

. の 期に 一 際 出來る も： nf- れ 伎倆 也、 尤も 取み だす も 惑 也。 唯 だ 平生の 心に して 死 を殘り 

多し と 云 はんこと は、 剛 操に 非ず して は不レ 可， 叶 也。 

<ー) 别 所長 師曰 はく、 天 正 八 年 播州 三 木 落城の 時、 刖所小 三郞長 治、 械中旣 に粮絕 えければ、 

治 記 (群 寄 類 

MM) 近習の 侍 宇 野 右衛門佐 を 以て 秀吉 の陳へ 書簡 を 達し、 淺野彈 正 忠長政 その 比 は 彌兵衞 

なのぃ：^^-なび播  キ 

州 御 征伐 之 事 なりけ る 彼れ が 方まで、 諸士 三年の 籠城 無二 比類 一心 入 ども なれば、 命 を 助け 玉 ふべ 

ョ； f- ヌ) の  (一二  シ . 

ぎ し、 三 將は明 後 十七 曰 午の. 刻に 自害 可レ 仕と、 正月 十五 曰に 云 ひお くれり。 秀吉 其の 

に. & 刻に： &る  フ  せ. い， I う 

(一二)  i 剛操を 感じて、 所レ請 其の き に まかせ、 返簡 をした ため 靑州十 荷 X 有濟々 を 送らし む。 

事の.^、  i  §f すけ 

sl.^ 柳 lfi_。、 長 治大に 喜び、 すでに 其の 期に 臨んで、 三 將の內 ^所 山城 賀 相違 變 して 城に 火 を かけ 

リ御征 之 

i に はお. g 二 燒 立てん とす。 諸卒大 にい かり、 先づ 山城 を 引出して 切って 捨て、 諸 軍ち りん \ にな 

三 lis に 作る 

へ ssi^lu れり ける。 長 治 播州 八 郡の 主にして 赤松が 後、 日 比 弓矢 を 取って 名 を 得た るに、 此の 

時 滅亡の 期 至り、 長 治 伯父の 山城に 萬 事 を まかせ、 つ ひに 此の ー亂に 及びければ、 長 

治 死期に おいて 介錯 を 可， 仕の 士 一  人 も無レ 之、 外様の 士は 多く 聚 まりあれ ども、 是れ 


キ ム  治. s 

を 可， 頼の やうな かりし に、 三 宅 肥 前 入道 申しけ る は、 某 小身 ものに て ：13 比の 御 恩 を 

不レ 請と 云へ ども、 如レ此 時分 義を 捨てて 日 比の 事 を 申出す べきに 非ず， 數多御 重恩の 

輩 一 人 も 唯今の 御供 仕る 者 無， 之、 某 一 家の 用人の 數に 生れて 其の 家に ありと 一-へど 

も、 つ ひに 一言の 御 芳志な く、 述懷 かぎりな しとい へど も、 今に 至りて 御 介錯の 人 も 

なければ、 乍, 恐 御 介錯 を 可， 仕と 云 ふ。 長治大 に恥ぢ 且つ 喜んで 彼れ に 介錯の 事 をべ g 

ず。 入道 かひん \ 敷く 走りめ ぐり、 長 治の 妻子、 弟 彥之進 友 之が 女房、 山城が 妻子 を 

0^0 一所に あつめて. 井の 端に 疊を 敷き、 一 々指 殺して 直に 井の 內へ 入れ、 而し\5^.^|5さ？ 

一一 一一が £5 い 友 之が 介錯 心の ままに 致し、 「/骸 を 井の 內へ なげこみ、 頸 をば わきに すえ， 井の あ 4 一 

ふ。 义長 治の 

り をき よめて、 我が 尸骸を 主人の 尸骸の 上に おかん は 冥途までの 無禮 なりと い へど も、 

^ ^ ほ 田 if 上に のる に は あらず、 御 あとに 御供 仕る の ゆ ゑな りと 云って つ ひに 自殺 十 o 甚だ 剛操 

の 勇士と 云 ふべき 也。 「君た くば 浮 身の 命 何 かせん 殘 りて かひの 有る 世 成りと も 一 、と 

よめる は、 肥 前 入道 治 忠が辭 世な りと にや。 

師曰 はく、 天 正 八 年 大權現 駿河持 舟の 械を 攻め 玉 ひ、 械 中降參 の 由 命ぜられ 

けれども、 つ ひに 不， 奉， 從 して， 武田 方の 城主 三 浦 兵 庫. 向井 伊賀 守 打 死す。 是れは 

士談五  五二七 
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勝 敏沼津 の 城 を 取 立つ るの 間の こと 也。 沼 津を取 立て 高坂彈 正が 子 源 五郎 城 意 庵 父子 

< 一) § を こめ、 典 廐 を大將 として 籠め 置く。 このと き 持 舟 落城に 付きて 炳の 立つ を 見、 小 S 

馬 介 信 請 STJS 

g き 九 - ぬより 北 條氏政 兵 を 出して 勝 頼 を 中に 取 はさむ の 時、 勝敏 軍使 を 小 田 原に つか はし、 

遠き 家康 公より 近き 氏 政と ー戰と あり けれども、 氏 政 返答に 不レ 及に 付きて、 則ち 富 

士川 をのり こし： 豕康公 へ おしかくる。 此の 時 富士川 (水) 出で て 士卒 こし かねた る を、 

勝 敏只だ 一騎の りこし、 人夫 多く 溺死す。 その あとへ 小 田 原より 出で て 沼 を 攻めた 

りと い へど も. 沼 津の城 堅く 守りて 不レ落 也。 すべ て後責 のた のみ もな く、 獨り 敵地 

にの こりて 其の 城の 持ち こた へん こと は剛 操と まふべ し。 され ば 遠 州 古 2 天神 の 城 を 勝 

頼 方より 番手 持のと き、 岡 部 丹 波 守 持ち かためて、 天 正 九 年に 落城、 岡 部 打 死 を とげ 

ぬ。 因 州 鳥 取の 城 を秀吉 せめ 玉うて、 吉川隆 久 • 森 下 出 羽 守. 中 村 春 次が 自殺、 いづ 

れも 勇士の 剛操 也。 天 正 十 年 織 田 信 忠信 濃の 高遠の 城 を せめてけ るに、 仁 科 信 盛 堅く 

守りて 自殺す。 同 十二 年 越 中の 末 森に 奥 村 助 右衛門 尉、 利 家の 家臣と して 堅く 守レ 之。 

佐々 成政實 むる といへ ども 不レ 落して、 利 家つ ひに 後責を とげぬ。 慶長庚 子の 役に、 

松 平 主 殿 助 家 忠 • 鳥居 • 內 藤、 堅く 守りて 戰 死す。 事に 大小 ありと いへ ども 各. -剛操 


に 正 卷 ^  ；；^ 

出牧 行三戰 
づ^ 状 、部 群 

奇へ 7i 所 書淸 
の 同 ひ' 牧類正 
卷上淸 ^從記 


と 云 ふべ し e 

(二)、！？ 家 師曰 はく、 璺臣. < 乃 吉 朝鮮 征伐のと き、 小 西 行 長等大 明の 加勢 大に 至る と 云 ふこと を 

S れ^  (三) 

S 小 曰 十 川 きいて、 大 明の 境 平壌 城 を 引取りて 王城へ かへ る。 黑田長 政是れ をき いて 久留 米の 秀 

秀包 

包に い へ る は、 大 明の 李 如 松 大軍を ひ きゐて 旣に 近邊に 至る とい へれば、 行 長 王城に 

返れり、 各.' も 早々 引と り 申され 可, 然と 云 ひければ、 秀包云 はく、 未だ 敵 を不， 見し 

て大 軍の 來る をき きに げせん こと は 大丈夫の 本意に 非ず、 長 政 は 前に 粉 骨の 働 ありし 

人 なれば 早々 引取り 玉へ、 我等 は 小 早 川 隆景に 示し合せ 一 戰を 快くして 可 二 引取 I と 云 

ふ。 黑田長 政 も 是れに 同じて、 則ち 隆景 が陳に 至、 りて 告げければ、 降景 答へ ける は、 

我れ 已に 渡海の 日より 再び 日本へ か へ るの 志な し、 大 明の 兵と 相戰 はんこと はかね て 

望む 所 也- 百 萬の 兵 至る と 云へ ども ここ を不, 去と 云 ひければ、 增田長 盛 • 石 田 三 成. 

大谷 吉隆- 备. '茫然と してせん すべな しとい へど も * 叉 留まりて 敵に あはん も 上策に 

あらず、 隆景 をす てん も 本意に 非ず と ありけ るが、 大谷 つぶさに 理を せめて、 小 早 川 

も秀包 もこれ に 同じて 王城へ かへ りけ ると 也。 

師曰 はく、 朝鮮 再亂の 時、 大 明の 邪 玲大軍 を ひ きゐて、 本朝の 慶長ニ 年 十二月に 朝 
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鮮の 王城に 至りて 軍事 を談 じぬ。 此の 時 行 畏は松 島に あり、 淸正は 山に ありて、 城 

のか ま へ をつ くろ はんため に 西 生 浦に ゆいて 機 張に あり、 加 藤 淸兵衞 一尉 山の 留守に あ 

り。 邪 阶兵を 三分に わかちて 先づ 一尉 山 をせ めしむ。 i 尉 山と 签 山の 問 をと りきる ために 

大 明の 兵彥陽 • 梁 山に 陳を とる。 こ こ に 宍戶備 前 守 • 淺野左 京大 夫 幸 長 . 太 田 飛 14 

守、 i 尉 山に 入らん がた めに 彥 陽に 陳を はり、 先づ 斥候 をつ か はして 敵の 體 を！^ ふの 處 

に、 大 明の 兵 これ をみ つけて 悉く  lit 候の 士を 殺す。 幸 長大に 怒りて、 たと へ "尉 山に 入 

ると 云へ ども、 物見の 人數を ころされ 敵に うしろ をみ せて は 後の 嘲 も だし 難しと て、 

旣に兵 を 進む。 宍戶. 太 田、 甚だ 不， 可 レ然， 明の 兵 大に來 るに、 我が 小勢 を 以て 彼れ 

に戰 はば 皆 利 を 示す 也、 唯 だ 急いで 一尉 山に 可い 入と いひ けれども， 幸 長 更に 不一 一 承引； 

A: らまと ひ を 先立てて 敵の 陳に 進む。 {<戶 • 太 田 も不レ 得レ已 して 進む の 所、 案の 如く 

明の 大 軍に 相 遇 ひ、 彼れ みかたの 小勢 を 見す かして 取 園んで 打つ。 三將 ともに 命 をす 

てて 相戰 ふといへ ども、 大軍 たやすく くじかる 不レ 可ば、 戰 ひながら 引取る。 彼れ 追 

ひした ふ。 其の 間 三 里の 道な り。 幸 長 自ら 手 をく だいて 戰ひ 手疵を 蒙り、 _ ぬ 山近邊 に 

なりて 旣に幸 長打 死と みえけ る を、 家臣 龜田大 隅 守の りへ だて、 敵と 組 打して 人 を 


うつ。 此の もの 彼れ が 大將分 にゃあり けん、 諸卒 これに 辟易す る その 內に、 幸 長 心 一 

に 薪 山に 至る。 加 藤 淸兵衞 まちうけて：^ 中に 入れけ り。 ここに 龜田も つづいて 蔚 山の 

方へ； や-りて みれば、 幸 長が まと ひ を 敵に とられ 其の まと ひみえ ける ゆ ゑ. 龜田 取って 

かへ し、 又 敵 陳に打 入りて、 つ ひに まと ひ を 取 返し- 彼れ が 頸に そへ て歸れ り、 而し 

て 城 中に 入りぬ。 淸兵衞 堅く 守り 城 中 を 下知して 外の 様子 を 伺 ひ、 一度につ いて 出で 

て 寄 手 を 追拂ふ 所に、 明の 人數 多く あつまりて 取 かこみ けれども、 事と もせず 城 中に 

入りぬ。 此の 合戰、 城 責に寄 手 三千 餘人 うたれ、 城 中 四百 人 餘打死 十。 加藤淸 兵衞、 

淸 正へ 此の 事 を 通じたん とすれ ども、 軍使に 可， 遣 ものな かりし を、 幸 長が 家臣 木 村 

賴 母と 云 ふ もの 請 ひう けて：， 此の 使 を とげ、 つ ひに 機 張に 至りて 淸正 にかくと 告げぬ。 

淸 正不， 及 二子 細； 早 小船 をうた がし 直に 蔚 山に 至らん とす。 是 れは淸 正、 湾 野 彈正長 

政に 幸 長が 事 を 互に 可 二相 救 1 の 由 を 約 せれば、 若し 今 幸 長 薪 山に 死なば、 我れ 再び 日 

本に 歸 りて 長 政 に對 面す ベ か ら ずと 云 へる 剛 操の ゆ ゑと に や。 去る に 因り て ゎづ か に 

五 百 斗り の 人數を 船十艘 にと りの せ、 淸正 銀の 帽子の 胄 をき 自ら 長刀 を橫 たへ、 舟の 

舢 先に 立ちて 中に 入る。 寄手淸 疋が剛 操に おそれ、 手 を さす こと も不， 成して、 心 


山 鹿 語類 卷 第二 十六  五三 一一 

易く 蔚 山に 入りぬ。 ここに 城 中!" ^ 乏しく 水の 手 も絕ぇ ぬれば、 淸正寄 手の 大將 揚鎮 

が もとに. 使 をつ か はし. 相 和し 相對 面して 戰を やめん と 云 ふ。 彼れ 大に 喜び、 淸正を 

ち、 まかりよ せて 生 捕に すべし とのの しり、 其の 日 を 約束して、 楊鎮 彼の地に 出で て淸 

カラ ル 

正 を 待つ。 淸正 すでに 出 でんと せし を 幸 長と どめ、 大事の 儀 也、 は 力り こと 不：^ 可レ矢 

淸正は 城に 居て 戰を 全く せらるべし、 我れ 淸 正と 名 乘 つて 可レ 出と いへ り。 淸正 甚だ 

其の 志 を 感ず。 諸將各 .-14 レ可レ 然の由 をと どめければ、 淸正も 幸 長 も不レ 出、 楊鎬怒 

りて 急に サ M 山 をせ めんと しけれ ども、 極月 末の ことなれば、 嚴寒 甚だ 重く して 事なら 

ず。 明 くれば 慶長 三年 正月 元日に、 行 長. 秀 元. 秀秋 • 長 政、 其の 外 四阈の 軍勢 後 詰 

として 蔚 山に 來 りければ、 寄 手 これ を 恐れ 悉く 引退く。  1 尉 山に はこれ を 不レ. 9^ 翌日 

リ へ 

寄 手の 人數 すくなき を 見て、 さて は 夜中に 引と る 也と、 追 ひけれ ども 不レ 叫け ると 也 

師曰 はく、 成瀨吉 右衛門の 兄に 藤藏と 云へ る もの ありき。 此の 者 味方 原の 前年に、 

2) 前 出 五  一 i)g 金次郞 とい ひごと を 致し、 旣に可 こ打果 一に 究 まりた る を、 藤藏 申しけ る は、 兩人 

二 OS には舄  カラ ル 

* に 作る  ともに 主人へ 對 して 遣 恨 ある 事な し， あたら 侍が 私の 遣 恨に て 死なん 事 は不レ 可レ然 

これ ま. ど 毎度 取合の あるち また なれば、 今少し まちて、 敵 をもう ち 身 も剛橾 にして タ 


とし 城 し 八 長或ゥ 
十武 し 尾 三 。以 習歲久 
五 -ぉ て ん: 萬 後後と に 手 初 
- 事名附 石に 武して 役名 名 
紀 あ^を 犬 功て 家に 小 は 
卷 り 老き S 山 多 出 康十吉 正 


たんはい かにと 云 ひて、 打果す こと を やめ、 味方 原の 合 戰に兩 人と もに 打 死 也。 剛操 

に 非ず して は 能く 忍ぶ こと 不， 可， 叶 もの 也。 此の 金 次郞が 子、 長久 手に て 鎗の事 あり」 

叉吉 右衛門の 子 を 隼 人 正と 云 ふ 也。 

師曰 はく、 豫州久 留島出 雲 守 籠城の 時、 中 國毛利 家 これ を 攻めつ むる に付き， 久留 

島 方より 秀吉へ 加勢 を 請 ふに 付きて、 村 上彥 右衛門 義淸 あたけ 船 を 押出して 助力の 處 

に、 信 長 明智に 被， 轼玉 ふの 由き こえければ、 毛 利 家より 和談を 入れ、 久留 島つ ひに 

和談 して 毛 利に 屬す。 ここに 村 上 事は秀 吉に屬 してければ、 秀吉の 命 あら ざらん 內に 

0^^^. は和談 いかがな りと IK ひて、 同國曰 高の 城に 循 籠って 三年の 篛械 たり。 寄 手 は 中國. 

大 W 船な り  ン ん 

豫 州の 兵士， 四方 を 取 かこみ 食責に 可. Z 仕との 謀な り。 此の 事秀吉 きき 玉 ひ、 感書を 

以て 村 上を稱 美し、 日 高 を 毛 利へ わたし、 村 上に は同國 きく まの 里に おいて 領知を 給 

はれり。 此の 段 事相 十む の 上、 毛 利 家より 域 を わたし 侯 やうに とて、 寄 手 城 近く 押つ 

めた ると き、 村 上申し ける は、 人 數を遠 所へ 引取り 申さるべし， 子細な く 城 を わた 

し 申す 上 は別條 有, 之 まじき 也、 無 A 左 ば 城 を わ た す ま じ き と 云 ふに 付 き て、 中 國勢不 

ラ  しし ど 

レ 殘引拂 ふの 處、 宍戶は 日 高より 四 五町 ほどお いて 陳を かまへ、 #^手ょり三四日もぉ 

士 談 五  五三 三 


€■ り 國: E さそ;! uf? 方 長^ i^i::: 
第へ 势利 に の 城 と び 束 I？ 大 W 
十武を し屮, 後 を し 勢 こな 輔 
W  ^ 監及势 < き- 攻て n の る 正 良 
ん事 しひ' し 州 Bfi  K の 時べ 束 
紀た 四て 南 、濃大 お しの 大 
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そく 引取る に付きて、 村 上 夜 打 をし かけ { 六 戶 が人數 をお び やかし、 切 火繩を 置きて 敵 

不レ 付の 手段 をな し、 やき 草に 火 を 付けて その あかりに て 城 中へ 引 入る。 此の 遣 恨 を 

以て 毛 利 家より 豫州 にて 知行 不， 渡 を、 村 上 かたく H 高 を 守りて、 此の 旨 秀吉に 通じ、 

存分の ごとくき くまの 里 を 請 取って、 城 を わたし 退きぬ。 村 上が 勇剛 操と 云ぶべし。 

師曰 はく、 右 村 上 彥右衞 門、 關ケ 原のと き、 伊勢 を 廻り 船 手の ために 關ケ 15^ へ 出で 

ける が、 夏 束 大藏が 指圖に まかせ， 四日 市の 城 を 請 取るべき ため、 九月 十五 日に 四日 

市に 至り、 明日 城 を うけとる べきと 云 ひて、 十六 日に 域 を うけとりに 出で たる 處に、 

夏 束が 使者 來り關 ケ原落 著の 由 吿げ來 る。 その あとへ 夏束來 りて、 村 上 事 は 今日 阿野 

ai: へま はり * 晚の 五つ 比まで 待ち 玉へ、 關を こす ことなら ずば 船に て大 坂へ ぜレ 行と 

約束す。 村 上 得 二 其 意 一て、 其の 夜の 夜半まで まつと いへ ども 不， 来に 付きて， 則ち 出 

船し- 九 鬼 大隅守 所へ 使 を 立て、 關ケ 原の 様子 を吿 ぐ。 九 鬼 二 男 を 人質に 出して 立 寄 

候 やうに 中し. ければ、 則ち 立 越し- 關ケ 原の こと を 具に かたりて 船に かへ りぬ。 味方 

おくれ 口の 事 なれば、 野 も 山 も 一；^ 方の 勢 さかんになりぬべき に、 心の 剛 操なる 仕様と 

云 ふべき 也。 


師曰 はく、 蜂 川 道標 は 光源 院義輝 生害の 後、 土 佐に 流浪して 有レ 之、 ここに 庚 子の 

役に、 長 曾 我 部 土 佐 を 召 上げられければ、 井伊 直 政に 命ぜられ、 鈴 木石 見守 を撿 使と 

2i> 一本、 して 土^に いたし 域 を うけとら しむる の處、 國人大 に 起り て 城 をう ば ひ、 これ を不 

3 はしに 作る  サ 

レ 渡が ゆ ゑ、 鈴 木 もやむ こと を不レ 得して 雪溪 寺に 陳を とる。. 一揆 尙ほ聚 まりて 鈴 木が 

陳 をお そはんと す。 時に 道標、 長 曾 我 部が 家臣と 示し合せ、 五十 餘騎を ひ きゐて 推 寄 

せ 大に戰 つて、 一 揆 ども を 追 ひち らし 城 をと りか へ し、 頸 ども を大 坂まで 指 上げけ る" 

. これに 因りて 大權 現， 道標 牢浪の 身と して 如レ 此の 剛操を 感じ 玉 ひ 領知を 賜 はれり。 

道標 は 新 右衛門 尉 親 長が 法名、 親元より 五代の 後胤 也。 

師曰 はく、 三 州 長 篠合戰 に、 酒 井 左 衞門尉 鳶巢を 可， I 責取 一の 由 を 申 上げて 大利を 被 

レ得 けれ ば、 信 長、 大權現 を 稱美ぁ つ て 酒 井が 功 を 感ぜし め 玉 ひ、 よき もの を もっと 云 

ふ は 主人の 手柄な りと あって、 則ち 尉 をめ して、 其の 方 0 見積り 殘る 所な きを 以て 勝 

利 を 得られた る 也、 其の 方 事、 前に 斗り 目の あるに 非ず、 後に も 目の あるたり と 仰せけ 

れば、 尉つつ しんで 辱き 旨 御う け を 申して、 つ ひに うしろ を 見 申した る 事無レ 之に 如 

レ.^ 】 御意 を 蒙 る こ そと 申す、 信 長大 に 笑って、 しかり、 前後の 考を よくつ もれる と 云 ふ 
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の 言 をい ひち がへ たるな りと 仰せ ありぬ。 尉 承りて、 左 候へば 恭き 次第な りと 謝しけ 

ると 也。 剛操 にあらず して は、 信 長へ 對 して 如レ 此の 言 をと がむ る こと は 不レ可 レ稱 也。 

師曰 はく、 庚 子の 役に， 秀忠 公眞田 表へ 御馬 をよ せられけ る。 旣に 扱に なりて 後， 

寄 手 衆 城へ 付きて 責め 入らん とせし あり。 是れは 約を變 せられた りと 眞田 方より 中來 

るに 付きて、 寄 手 衆の 城へ 付きた る をば 詮議の 上に 切腹 可レ 然に究 まれり。 ここに 牧 

野 右馬允が 者な にがし 事 は、 右馬允 申 付けた る 間、 成敗 申 付け まじき 也， 事大に なり 

なば 私 こと 如何様に もとこと われり。 本 多 佐 渡 守が もの は 立 退きぬ。 大久保 相 摸 守 こ 

と は 奉行 職 を もつ もの なれば、 自餘の 者と は替 りぬべし とて、 則ち 是れを 出して 切 ま 

せしめぬ。 其の 比 相 摸 守 子 新 十郞引 つれて 立ちの くべき こと 也と 評せし とぞ。 

師曰 はく、 可兒の 才藏、 長久 手の 時分 は 關白秀 次に つかへ 奉れり。 長久 手 敗軍の 時、 

秀 次の 衆 岡 本 加 介 • 村 善右衞 門な ど 云 ふ もの 已上六 人立ちと どまり て， 付け 來る敵 を 

追 はら ひ、 堅く ふみとどま るの 處に、 秀次唐 冠の 冑 にて 金剛 大夫 一人 供 仕り， ここに 

ふ や. ぎ や 

至り 直に 立 退き 玉 ふ。 六 人彌、 { ふみし ばりて 担 矢 をい る。 その 所へ 可 兒の才 藏來れ り。 

六 人の もの 才藏を 見て、 山に よりかか ると 同意の し W なす。 才藏關 白 殿 はい、 つくへ ぞ 


と 尋ねければ * あなたの 方への かせられ たると 六 入 答 ふ。 才藏 二言と もい はす その ブ 

へ 行きたり。 六 人の もの 申しけ る は、 才藏は 聞きし にも 不， 似 もの かな- 目の前の 敵 

を 指 置きて 通りし は 勇士の 本意に 非ず とかたれ りき。 其の後 聚 樂の亭 にて- 右の 者 ど 

も 番所に て 此の 事 を 語り 出して， 才藏に 不二 似合-こと とその 比 評せり しが、 ^の 田 ふ 人 

の ありし にやと 尋ねければ- 才藏 きいて 打お どろき、 我れ は 何 心なく 殿の あと を 慕 

ひて 行きし まで 也、 穿 をいた せば 各.^ の存入 至極せ り- いひ わけはなき 也- さらば 

各. - へ 暇 乞な りと て、 其の 座より 宿へ も不, 寄して 秀 次の 家 を 立 退きし と 也。 志剛操 

にして いさぎよく、 聊も 人の 評 を不， 請、 みがき 立てた る 勇士な りと ぞ。 

師曰 はく、 庚 子 伏 見の 城責 に、 金吾秀 秋の 先手 松 野 主馬. 平 岡 石 見- 各-' 一 萬石づ 

し よせ ( 一 ) 

y 一) 循!^ ゆ 束 つの 領知 にて 先 を 承る。 松 野 主馬が 仕 寄 竹 把を內 より 火箭に て燒 立てて、 竹 把を燒 

0^^^ きければ、 坂 崎 出 雲 申しけ る は、 內 より はげしく 防ぎて 事な りが たき 間、 しばらくし 

ざり て 竹 把 を 付け 可， 然と 云 ふ。 村 上 三 右衞門 その 比 は 宇右衛門と 申しけ るが、 此の 

竹 把の やけあとへ 竹 把 を 付けさせ ずして 引く と 云 ふこと や fE-, 有と て * 則ち 竹 把 を 付 

(き  シ 〉 

けさせ、 松 野と 相談して、 竹 把の 上に 壁 下地 を ゆ ひて あてて 可， 然と あるに 付きて- 
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キ ヅ  (tw) 

外へ 出る 事は斜 酌なる 衆は內 にて 土 を こねられよ、 外 へ 可 レ出衆 は 出で て t." 下地 を ゆ 

へと ありし に、 主馬 組より 八 人出で て^ 下地 を ゆ ふ。 其の 外歷々 の 侍 皆 土 を こねたり。 

主馬、 くみの：！^ 輕 どもの 內 此の 土 をぬ りたらん もの は、 中間 凡 下の ものな りと も 侍に 

致す とこと わりければ、 中間 足 輕の內 八 九 人出で て， をぬ りて けり。 其の 已， 後 は 竹 把 

もやけ ず。 ここに 秀 秋の 旗本より 大島源 次と 云 ふ もの， 使に 來り、 先手の 様子 を 見、 が 

に) 問繩な 寄 より 堀ば たまで 何 間 あると 云 ふこと を 詮議いた す。 打って は 不レ兒 ども 大方 十二 

打つ こと 

？"^ する こと 間 斗り は あるべき やと 村 上申す。 大島云 ひける は、 いづれ もの 御 見 分に て 疑 は 有る ま 

じ けれども、 もの 事に 罷り出で て 間 をう ちて 可 レ歸と 云 ふ。 先手 城 近く つめよせ、 

事の 外 鐵炮甚 布く、 中々 人の 出 づる處 にて 無， 之 間、 不レ入 儀に つよみ を 出されて 不 

レ入 こと 也、 何れも 次第に か へられ 可， 然と あり けれども- 源 次、 若し 御 尋ねの 時う ち 

て 不レ參 と 申さん も不, 快 候 間， うち 可レ 申と 云 ふゆ ゑに、 さらば 旗本よりの 軍使に 先 

手の 間 をうた する こと は 有 間 敷く、  1^ レ入 ことと おもへ ども- 是非 可レ 打と あらば、 う 

ちて 可レ遣 と 云 ひて、 村 上 心靜に その 間へ 出で、 竹 を 一 間 杖に きりて 一 間 宛う つ。 其 

の 一 間づ つの 先へ 源 次 ま はりて、 杭 を 一 つ 二つと てさし たれば、 十 一 問 半 ありし 也。 


村 上が 申し 樣、 源 次が ふるま ひ， 取々 の 事 どもせ。 源 次 その 比廿歲 也。 八月 朔日 伏兒 

落城の 日に、 つよき 働 をいた して 打 死せ りと 也。 

(二 ) 

0J) 名 は 重 師曰 はく、 庚 子の 役に、 小山に て 諸 大名 人質 を 出し. 誓紙 を 献上 仕る とき， 松 倉 畳 

^> ーハ 5 後 守 事， 旣に島 左 近が 狀を 上覽 に備へ 奉る の 上 は 別 心の 儀に 不レ 及の 旨 を 申し、 誓紙 

を も不， 仕 人質 を も不， 獻 に付きて、 井伊 直 政 彼れ が 宿所へ 来て、 不， 可， 然の由 を 戒め 

ぬ。 • 松 倉、 申し 狀 右の通りに 侯， 殊に 人質に 可 二 指 上 I 處の 親類 も 無， 之と 云 ふ。 時に 

松 倉が 小姓 吉 岡と 云 ふ もの 傍 近く 有レ 之け る を、 直 政、 彼れ は 何者 ぞ， 是れぞ 人質に 

あげて 可レ 然と 云 ふ。 松 倉. 中々 の 儀に 候、 4^ の 者 は 傍 近く 召使 ひ、 ことに 家譜 代の 

ものに 候， 親類 を 人質に 指 上げた るより は、 他人 を 人質に 上げて は、 異變 なりが たく 

覺ぇ 候， 義は 恩に 勝る と 云 ふの ためし もこ そと 云へ り。 直 政 * 尤も 也と て、 則ち 吉岡 

を 人質に いたし， 松 倉が 事別條 なかり しと：^」。 

師曰 はく、 庚 子關ケ 原の 前， 景勝 御 退治の 時、 伊達 政宗は 六月に 大圾を 立ちて、 岩 

城 相 馬へ ま はり、 七月 廿 二日に 領分に 下 著し >  1 日 休息して， 廿 四日に 刈 田 郡 白 石ービ 

攻取 り、 梁 川へ 可レ 働と あるの 處に、 上方 石 田 三 成が 逆心の 注進 申し 来り、 殊更 源 君 
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より 政宗 方への 御 使者 あり。 その ゆ ゑ は、 上方 落 著 無, 之內 は、 政宗事 景勝と 取合 必 

ず 無用 也、 若し 政宗 手前 合戰 のなら ひに て 若し 敗北 も 候へば、 上方 御ー戰 のさ さはり 

にも 可， 成の 間、 政 宗は大 崎 • 岩 手澤の 城、 先年 太 開より 被 レ命候 城に 引 こもり 然と 

之 こと 也。 政宗、 上意の 上默 止すべき に 非ず、 乍， 然刈田 郡より は 三曰路 有， 之ば、 

(迷 或)  ルサス ノ  一 I 

引 入 候 事 何ともめ いわくと あり けれども、 御 使者 達て 被， 申に 付き 任 二 其 意？ 然れば 白 

石の 事、 責め 取る 所の 城 を 捨てん こと もい かがと ありて、 片倉備 中と 政宗 相談の 上に 

濱田治 部 を 招きて 政宗の 前へ とほし、 片倉 申す は、 右の 様子 仰 渡され 候 様に と 有， 之、 

政宗備 中に、 申し 候へ と あり。 備中 申す は、 彼の 白 石 こと、 其の 方 手柄 を 以て 取られ 

候 城に て 候 を、 御 捨て 候て 御 引 入の ことい かがに 候、 是非とも 備中を 召 置かれ 被， 下 候 

へと 再三 申 候へ ども- 備中儀 は 萬 事 御 談合の ことども あるに 付きて 置かせられず、 近 

比 太 儀なる 仕 合 なれ ども， 其の 方 を 可 二 召 置 一と 被， 仰 候、 滿 足の 段 察 入 候、 望み 申す も 

の は 不二 召 置； 御 目 利 を 以て 被 二 召 置 1 段 不レ淺 仕 合と 申す 處に、 政宗 申さる る は、 近 比 

無理なる 仕 合、 只 だ 命 を もら ふに こそ あれ、 云 ひ 兼ね 候へ ども 刖に 相殘 すべき 見當無 

レ之ゅ ゑ 如， 此と云 へ り。 濱 田，^ りて、 \K4 き 儀 はさる ことなれ ども- 東西 を不， 辨 者に 
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候 間、 只 だ 功 者 衆 を 被 二 指 置； 私 義をも 思 召に 候 はば、 功 者 衆に 指 添 へられ 可， 然と 云 

ふ。 政 宗も片 倉 も 同前に、 只 だ 其の 方 一 人と 談合 相究 まれり とのこと 也。 ここにお い 

て濱 田、 旣に御 談合 相究 まりた るに おいて は 鬼 も 角 も 御意 次第 也、 私 若輩 ものに て 似 

合の 働 を 申せば、 景勝 取 かけ 候に、 何と 仕 候て 無人に て 可 二 罷成ー 候 や、 得 二 勝利 1 候 こ 

と は 存じが け も 無レ之 候、 景勝 取 かけ 申されば、 何方へ なりと も 罷り出で 打 死 仕 候 か、 

又は 城 中に て 切腹 仕る か、 此の 兩條に 候 間、 其の 旨 趣不, 苦 候 はば 何より やすき 儀な 

りと 云 ふ。 政宗、 必ず 取 出 候 事 あしし， 働きつ めば 城 中に て 切腹 仕 候へ、 それにて 相 

すみ 候、 去りと て は 無理なる こと を 申 付けたり、 さらば 暇 乞の K 孤 をと ありて K 孤出づ る、 

其の 時政宗 申さる る は、 何と ぞ 三日 こたへ 候へ、 左 候 はば 後卷を 可， 仕、 愛宕. 八幡 

も照覽 あれ、 見殺し は すま じきと 被， 申。 濱田 敬んで 禮 をいた し 申 候 は、 後卷を 可ン被 

レ 成との 儀 合 點不, 參候、 左 思 召 候 はば 飴 人に 可，.， 被 二 仰 付； 私 は 罷成間 敷 候、 御 奉公に 

命 を 捨て 可, 申に 相 究め 候に、 治 部 を 不便に S 召して 御 かこ ひ 被， 成に おいて は、 家康 

公へ 永く 被 ニ仰談 一間 敷との 儀 を 承 候 慮に、 命 は 捨て、 家康 公と St 合されち がふ ことの 

出来せん こと は、 中々 本意に 非ず、 その上 後卷を 可， 被， 遊に 究 まり 候 はば、 某へ 只今 
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投々 命 を くれ 候 やうに と 被 二 仰 聞； 御請 申した る も 偽に まかりな り 候と 云 ふ。 片 倉き 

き あへ ず、 尤もに 候、 天下 落 著の 問 は、 そち は そち 此方 は 此方と、 不通の 了簡 也と 云 

ふ。 さて は しと 申して、 政 宗" 企 酒の 儀 を はりて、 濱田 * 白 石に 在い 之 けれども、 つ 

ひに 景勝 出馬な くして 事 を はりぬ。 濱 田が 思入剛 操と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 關ケ 原の 時 * 大 垣の 城 二の丸の 橋 を 敵 鐵炮を 打ち かけて * 城より 出づる 

に) ことのなら ざり しに、 福 原が 足 輕大將 に 南部 助 之 丞と云 ふ も Q、 足輕を つれて 橘の 外 

奏 (日本 戰史 

しる) へ 出で て 寄 手 を打拂 ふ。 此の 時 南部 をうた せて は 如何な り、 本丸より 加勢し；！ 力して 

可, 然と ありし を、 南部 申しけ る は、 左 あらんに 於て は、 自餘の ものに 屮： けられ 可 

レ然 也、 某 を 不便に 思 ptt 十 は \<4 しとい へど も、 それにて 本 城まで 落ち 巾さん こと は 本 

意に 非ず とこと わり、 わざと 外へ 出で て、 門の in の 木を內 よりおろ させ、 折 敷いて 鐵 

炮を 打た せけ る。 其の 剛操 にや 辟易し けん、 寄 手し ばらく こらへ かねけ る處 に、 和融 

の 儀 ことす みて 引取りけ る。 其の後 福 原 妙 心 寺より 狀を與 へて、 南部 一身の 覺 悟に 因 

りて と 云 ひお くれり と 也。 

J  Jyg^fT  『二)  ルレ 

師曰 はく" 波 邊睡庵 和 州 郡 山 增田長 盛に 屬 して 有， 之と き、 關ケ原 上方 敗軍に 付き 


事せ * を l_  ？ 5： 夫 流 獒がも 山の：^ 
おり ICrt てに^  '州 、助に 時 5 

卷  --, "V? て戰德 次 子 V:- 二 け jfc^ 
第 武に長 死 川が の垛 年ら If,  M  J? 

+xij  ri  ^せに 大兵 に 後れ一 ん': 'き- 

おも し *^  Si 太 ffi に L  ppfT  - 


て、 長 盛 は 一旦 高 野の 住居 幼少の 子に 已 前の ごとく 被 二 仰 付 一と 相究 まるの 處、 俄に 達 

變 出来して、 本 多 上野 介 • 藤 堂 和 泉 守. 舟 越 五郎右衛門、 池 田 三 左衞門 名代に 伊木 淸 

兵衞、 郡 山 うけとり のために 來る。 長 盛 こと は 高 野に て 切腹と も 云 ふ。 ここにお いて 

渡邊城 中の 兵士 を あつめ、 面々，？^、第を立て持ロをきはめ、 二日 迄 相 待つ の處 に、 長 盛 

-使 として 髙田遠 江 • 山川 半 平 を 差 越 十。 郡 山 無 一一 異儀ー 相 わたし、 幷に 城つ きの 諸道 具、 

目錄を 以て 可 一一 引渡 一との こと 也。 然る 所に 次の 日 早天に、 大手 搦手 門 三つの かぎ を 高 

田 遠、 江 請 取り、 奉行 衆へ 相 わたし、 門 ごとに 奉行 衆の 者 を 付けて、 城 中の 者 出入 を不 

レ爲 A 致、 モの上 本丸まで 奉行 衆の もの 出入に 付きて、 渡邊云 ひける は、 いまだ 城 を も 

請 取 わたし 無， 之に、 御 1^ もな く 御 奉行 衆へ かぎ をう け 取り 玉 ひ、 本丸まで 奉行 衆の 

御 指圖の 段、 乍. 次第の 違 ひ 候 事に 候 間、 かぎ を 此の方へ わたされ 候へ とて、 手前 

のよ ろ ひたる 侍 を 三人 づっ 一人へ 取つ かせ、 無二 是非, かぎ を 押へ て 取る。 それより 晝 

過まで 三時 斗り 奉行 衆の 出入 をと むる。 本 多 • 藤 堂 • 舟 越 . 伊木、 本丸より 使 A- 立て 

玉うて、 渡 邊申分 ことわり なれ ども、 下々 出入たくて は 各.' 事 不自由に 候 間、 いかが 

と ありけ る。 渡邊 申しけ る は、 城 付 諸道 具有 A 之に、 若し 不足た どと あれば * 當 城の 
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もの 取^の 沙汰 もい かがに 候、 諸事 鉦 I 一 殘所ー 相 濟候段 御 直 口 を 承 候て 已後、 城 を 立 退 

き 可， 申と ことわり、 面々 同道に て 二の丸へ 被レ 出、 不, 务相 すみ 候 由、 直に 被 二 申 渡, 

に付きて、 朝より おさ へ 置く 所の 門 を くつろげ 出入せ しめ、 家中の 面々 へ 巾し ふれて.. 

(伽藍) 

惣 がま へ より 次第々 々 に奈 良の 西 大安 寺の がらんの あとに つぼみ 待ち 中す やうに と 約 

(卷 ) 

束して、 のぼり さしもの を まき 段々 に 出さし め、 大安 寺に て 家中の 面々 に參會 して， 

それより ちりぐ になり ぬ。 渡 邊が心 入 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 元 和 五 年、 福 島 正則 身上 破 却のと き 1 廣島 にて 福 島 丹 波 所へ 家老 奉行 ど 

も あつまり 相談の 上、 丹 波 申す は、 正則 父子 流罪に 相究 まる 上 は 々械を 渡す にて 可 

レ有レ 之、 各.^ はいかが と ありけ る。 村上彥 右衛門 申す は、 流罪と 斗り にて 命に^ 條な 

•  くば、 御 1: 形 をみ て國を 引渡し 可， 然、 御 刺 形 不二 到来 一ば、 常々 御 恩 をう け 有， 之條、 

城 を 枕に して 打 果候外 無二 他事； ことに 本丸 は 上 月 文 右衛門に あ づけ 玉へば、 上 月に 

談合 可レ 有と 云 ふ。 上 月 云 ひける は、 本丸の 饞は上 月に あ づけ 玉 ふ 間、 刺 形不， 賜ば わ 

たす 不レ 可也、 您郭の 儀 は 丹 波 次第と あるに 付きて、 丹 波 も 籠城に 究 まりぬ。 その 比 

窨 はは 一一 一 三吉に 小關石 見、 備中 境とう でう に 長：： 出 羽 一一  これ ありし をつ ぼ ませて、 廣島と 


三 原と 兩 城に かまへ、 各.' 人質 を 本 城に 入れ、 やきぐ さ をつ みて 天守に 入れ、 籠城の 

用意 をいた し、 大手 • 搦手 持 口 を 定めて 切々 巡檢 せしめ、 而 して 吉忖义 右衛門. 大橋 

茂 右 衞門を 以て 上使 衆への 使に 定む。 ここに 安藤 對馬 守. 永 井 右近 台 命 を 蒙り、 中國. 

四國の 軍勢 を 催して 旣に笠 岡 迄 来れり。 福 島 丹 波 方より 竹 中 采女所 迄、 右の 兩使 を以 

て、 正則が 刹 形 到 來不, 仕ば 渡す こと 迷惑の 由 申し 来る。 上使 索， 此の 段 尤もせ、 早 

速正則が妝を取寄せ可ニ相^^1とて、 兩人 はかへ されぬ。 此の間 上使 衆 笠 岡に 逗留な り。 

ほどた く 正則が 狀到來 に付きて、 則ち 此の 判 形 を 不レ殘 見 候て、 其の上 別條 なく 域 を 

改め わたせる 也。 此の 時 三 原に は 大崎玄 蕃有レ 之て、 上使 衆旣 に尾ノ 道まで 来れる 時、 

大 崎が 方より 竹 中采女 正方へ 使節 を 立て、 正則 方より 廣 島へ は狀ま ゐれ り、 三 原の 儀 

は 尤も 相違 有, 之 間 布 ことなれ ども- ぷ 4 方へ は狀不 レ參、 マ 身に て は 渡され 不， 申よ し 

申し 来れり。 これに 由り て 上使 衆つ かへ ける。 其の 談合の 內に、 三 原への 狀も來 りて 

聽) 

わたせり。 三 原の 域に 大崎 玄蕃楣 籠るべき の覺 悟に 付きて、 城の さま ごとに、 足輕の 

名と 侍の 名を銘 々 に かき 付け 置！： り。 さ て 1  ゆ 敷に は 臺子を か ざり^_1 を わ か し 茶 を ひ か 

せて、 則ち 可, 飮が 如く こしら へ、 四方の つまりん \ まで 掃除して、 殘る 所な くしつ 
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らひ、 城 を わたしけ りと 也。 

師曰 はく、 右の 時 上使 幷に請 取の 衆、 笠 岡より 正則 狀 到来の 已後、 1:^ ノ 道へ 三 里の 

所 を、 初めは 陸地 をと ほりし に、 安藤 船に て可レ 行と あり。 加 藤 左 馬 助 嘉明中 十 は、 上 

使の 衆 は 船に て 早く 御 越し、 人 數は睦 を ま はりて. 遲 くま ゐり付 かんこと は 如何と 云 ふ „ 

それにても 船に て 可 X 行と 安藤 申さる。 嘉明 重ねて 申して 云 はく、 公儀より 如何 思 召 

して か、 しらみ あたまの 某に、 人より 先へ ま ゐれと 仰 付けられ きをた るに、 上使 

の 御 衆より あとに 參 りなば、 男の なり 不， 申 こと 也、 然れば 侍 を 一人 棄て玉 ふ 間、 是 

非 陸地 をと 被レ. i けれども、 對馬守 船と あるに 付きて、 蜂須賀 阿波 守 船 をよ そ ほひ 有 

レラ) にとの こと 也。 嘉明 申す は、 船 は猜ほ 以て 用意 仕りたり、 せめて 某 船に 御 召 候 や 

うにとの ことにて、 嘉 明が 船に て 上使 衆尾ノ 道に 至る。 いづれ も 陸地より 人 數をま は 

す。 ここに 三 の 城、 正則 狀不 レ來ば 渡す まじき と あるに 付き、 叉 正則が 狀 とりに 遣 

はす もい かが 也と ありし 時、 安藤 對馬守 申しけ る は、 子細に 不， 及、 無二無三に 上使 

城 へ のり 入り 打 死の 節 ここ にあり、 あとさきの 考に 不レ及 こと 也、 城の 門ぎ はに て 上 

打 死せば、 上 度 をうた せて つづく ものの なき こと は不 レ可レ 有、 唯今まで^ 岡に 數日 


滞留して、 又 ここに 日 を 送るべき に 4;;^^ と 云 ひきる。 加 籐嘉明 一儀に も不， 及、 可レ然 

と領 掌して 出で たれば， 子息 式部 少輔 はや 人數を つれて 押出す。 早々 乘 取るべき にき 

はまりぬ るの 所へ、 三 原の 城へ 正則が 狀到來 して、 事 ゆ ゑな く 大崎玄 蕃城を わたせり。 

各. - 城に 入りて ければ、 座敷の かまへ 茶の Hi 等、 心の 及ぶ 所 いさぎよし C さらば 茶！〉」 

のまん と ありし t ；、 對馬守 下知して、 茶 を も ^を も こぼさせ、 別の"；！ を 入れ かへ、 茶 

を 取 出して、 各ノ是 れを飮 み、 その 翌日に 廣 島に 至れり。 福 島 丹 波 申しけ る は、 へ "日 

ク ス  (-ぉ S 

則ち わたし 可レ 4^ 候へ ども、 城 中 今少し 摇除 不二 出来.； 其の上 下々 の 荷物の け かね 候 間、 

明日まで 御 待ち 被レ下 やうに と あり。 いづれ も 相談の 時、 長 井 右近 云 ふ、 古来より 如 

レ：^ ためし 聞き 傳 へたる のた めし も あり、 唯 だ 一刻 もはやく 城 を 請 取 可レ然 也、 或 城に 

て极 になり 城 を わたす に、 下人の 荷物 ども かた 付けられざる 間 一 兩日 待って 玉 はれと 

云 ひし を、 寄 手の 方より 云 送る は、 下々 の 荷物 は 札 を 付けて、 大手 搦手へ、 もより 次 

第可レ 出、 則ち それほどの あた ひに 買 取るべし とのこと 也、 これにて 事の らち 明き、 

その 通りに いたし 入れ かにれ り、 その 翌日 寄 手の 大將 頓死の 由 申し 來 りぬ、 若し 城の 

ふに まかせて 延引せば、 城 を 持ち か へすべき 危 きこと 也と 云ふ咄 など も あれば、 唯 
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今 うけとり 可レ然 にき はまれり。. それより 大手. の 町 口 へ 出で て、 挾 莒に腰 を かけ 鎗鬪 

を ひろげ、 大名の 家老 ども を 呼びよ せ、 則ち 番所 寄 口 を わたし、 それす みて 城へ 入り、 

則ち 江戶へ 注進 あり。 此の 時 本丸 は 本 多 美 濃 守 うけとりの 害 なれ ども、 遲きゅ ゑに 別 

人 を 申 付け 本 城へ 入り、 それより 叉 飛脚 を 江 戶へ遣 はすの 所へ、 本多參 著、 此の 狀に 

加判 可レ 致と ありし を、 對馬守 申す は、 明日の 狀には 加判 あるべ し、 今日 の^に は 御 

無用 候、 唯今 御 出 候て 御請 取と は 被， 申 まじき と ありて、 加判 無レ 之と 也。 安藤 對馬守 

剛操. 永 井 右近が 作 略、 とり， <\ の 事 也。 此の節 加 藤嘉明 一番、 森の 右近 二の 手に 究 

(濱 洲 處) 

まれり。 嘉明 いづれ も はます かに 備を 立てけ り。 嘉明 その 身 はかき 桃 ザ 斗り にて、 う 

ちわに ての 下知ぶ り、 見事に ありし と 也。 

師曰 はく、 すべて 城の うけとり 渡し は、 互に 證據を 取り、 唯今 事に のぞむ がごと く 

心得べき こと 也。 ことに 城主 進退 究 まりて 後 は、 城の 方心隐 して 取み だす 事 多し。 是 

れ 生死の 決斷 なく、 義の養 を不， 知、 事物の 理を不 より 事お これる 也、 尤も.^ レ愼こ 

と 也。 木 村 彌ー右 衞門を 秀吉の 念 比 ありし も、 明智が 丹波龜 山の 城の わたしぶ り まし 

きを 以ての こと 也と 云へ り。 


1； 一ん』 SI 師曰 はく、 慶長ニ 年に、 朝鮮の 軍兵 唐 島に おいて 番 4 ぬ 數百艘 を 調へ， H 本の 兵 を ふ 

せがん と 用意の 時、 曰 本の 諸將 各.^ 番船を 可， 取 談合 まち/.、 也。 その 內藤堂 高 虎- 

脇 坂 中 務少輔 安治 • 加 藤嘉明 は 船 手の指 圖の 奉行 なれば、 所々 の 談合な り。 嘉明 申し 

ける は、 各.' の 談合 は 皆 敵 をお どして 番船を 追 返す の 談合な り、 番船を 打取る の 談合 

に は 非ず と 云 ふ。 脇 坂 申しけ る は、 目に 餘る ほどの 大軍を 此の 小勢に て 何と 打ちと る 

ことのなる べき、 左 馬が 不, 知 こと を 申す と 云 ふ。 嘉 明大に 怒り、 脇 坂へ は會釋 もな 

く、 奉行 どもの 方へ 向 ひ、 脇 坂な どが 前方 散々 いたし そこな ひて は、 黑犬 にく はれて 

(灰汁) 

あくの たれ かす を 恐る る 如く、 番 船を乘 取る 談合 はなく、 別け もな きこと を 申す と 云 

ふ。 脇 坂 そばなる 枕 を 引きよ する。 左 馬 云へ る は、 脇 坂 それ は 誰も 存じた る こと-お、 

侍の 身に ちかき 物 を 捨てて、 そばなる ものに て 遠 打す る は、 夫の 中間の わざ 也と 云 ふ- 

是れ にて 高聲 にたりて、 その 日の 談合 は 事 を はり、 取 あっか ひな どして、 K 瓜 を 出し 事 

すみぬ。 脇 坂 申しけ る は、 我等 今まで 武の 事に おくれ を 取りた る こと は 一度 も無レ 之、 

各. -も御 聞 候へ、 左 馬 何事 をき き覺 えて 如， 此は 申しつ るぞ とい へり。 その後 叉 談合 

の 時 • 左 馬 助 ひそかに 家人 等 を 五 人 十 人 船に のせて、 番 船の 所へ つか は 十、 軍法 を そ 
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むき 某 もの ども 船に て參 る、 それと めよ とて 追々 船に てっか はす。 とかく 我等 參 りて 

とめず ばと て、 大 に家來 ども こと を そしりの のしり て、 左 馬が 船 を 出して 番 船の 中へ 

のりこむ。 左 馬 船に は 小姓 手 廻 斗り なり。 ここに かぎ かけの 三 介 申す は、 御船 は どれ 

へ もレ： ^と 云 ふ。 左. 馬き き あへ ず、 眞 中の 本船 新造へ つけよ と有レ 之て、 船 を 新造の 本 

船へ 推 付けて 則 時に 乘 りうつ る。 唐人 ども 甚だ 担ぎ けれども、 悉くな で 切りに 切って 

本船 をのり 取る。 その 內に諸 大名の りかけ て、 大に戰 つて 番船を とりけれ ども， 皆鐵 

炮の藥 に 火う つり やけ はれて、 燒船 をと りたる 斗り 多し。 左 馬 助が 乘 取りた る 船 は 本 

船なる を 以て、 其の 功 甚大な り。 このと き 左 馬 助 船に 河 合 皮 二 郞 • 同庄 太夫 • をぎ の 

作 右衞門 • かぎ かけの 三 介 斗り 也。 嘉明 とも 五 人 のれり。 河 合庄ー 一郎 はの りうつ ると 

て 飛び はづ して 入水し ける を、 船頭 斗り 見付けて 誰も 不レ 知、 此の 比 十五 六 歳の 小姓 也 _ 

後に 左 馬 是れを 尋ねて ければ、 しかん \ と 云 ふ。 左 馬 助大に 驚きて、 當 座なら ば 分^ 

も あるに、 船頭 不覺 悟の ゆ ゑな りと て、 則ち これ を 成敗す。 個 二 郞兵衞 も 左 馬 助乘り 

たる 船への りうつ りければ、 左 馬 助、 是れは 我れ とりた る 船 也 * 比與 ものに こそ、 こ 

^ほど 多き， 沿 をと fjii しめられて、 はね もどり 餘の 船を乘 取る の 所 を、 唐人 叙 を 以て 仙 


が ひた ひ を 突く 所 を >  右の 手に て^をう ば ふとて 入水し、 うきあがり^ を も K ノ捨船 

をのつ とりぬ。 嘉 明が 甥 權七郞 も 甚だ 戰 つて 功 あり。 而 して 則ち 秀吉 へ： ば 進す るの 時- 

唐 島番船 のっとり 侯 事 は 藤 堂が 一 番 なりと 云 ふ 論 あり けれども， 嘉 明大に いかりて、 

本船 をと り、 ことに 自ら 手 をく だき 彼れ を 一番に のっとりぬ- 自餘 のとり たる 船 はや 

け ふね 也、 殊に は僞り だまして 致せる ことなれば 實 儀に 非ず と、 刀に 手 を かけ. 既に 打 

果 すに 究 まれる を * 左右より 取 わけて、 けり。 是 れは嘉 明より 前方に、 藤 堂な どひ そか 

に 兵士 を つ か はし、 番船少 々とりける こと ありし ゆ ゑと ぞ きこえし。 さる に 因 り て 熊 

谷 內藏助 • 垣 見 和 泉 守 • 早 W 主馬 首 • 竹 中 源 介 •  \ ^利 民 部大輔 • 太 田 飛騍守 • 福 原 右 

馬 助 七 人 は、 朝鮮の 目 付 奉行な りし (が)、 彼等 一札 を 致して、 去る 十五 日 之 夜- 於, 一廣 

.Bi 一番 船 被， 一切 捕， 候 事、 貴所 一番 者 無二 其隱, 候、 i ビ 御前, 具可， 一 申 上， 候. - I. せ ノハ如 レ：^ 

候、 恐惶 謹言、 七月 二十 三日、 藤 堂 佐 渡 守 殿へ と 書付 をつ か はす。 是れ左 馬が 番 船の 

前夜の 事な りと ぞ きこえし。 その 曰に 限りて 嘉明 一己の 剛操を 以て、 番船百 廿艘迄 追 

散らし 打 捕り、 一艘に 人 數五百 三百 ありし を、 悉く 海へ ♦ 切入 候 事、 彼等 ゎづ かの 小勢 

にて 如い 此の 功 をと げたる 也。 ここ を 以て 秀吉感 書 を 賜 はり、 於ーー朝鮮唐^!^; 番船數 百 
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艘之 中， 味方 船 乘入， 乘ニ捕 敵 船數多 一之 手柄、 誰 立 一一 于上； 孰 比 二 乎 下 一 乎と 褒美し 

玉うて， 本 知 六 萬 二 千 石に 加增し 玉うて、 十 萬 石に なし 玉へ ると 也。 

(六 一七) 曰 師曰 はく、 髙橋紹 運、 天 正 A 庚 辰年 十月に 北 原 鎭久を 成敗の 時、 鎭久 無二 比類 一勇 者 

に付きて、 大事の 仕 物に 究め、 十月 二日に 岩屋へ こえて 紹運を 追 出す る 談合 あるべし 

然 らば 紹 運へ 暇 乞に まゐる を、 則ち 打留 むべき と 相 定めけ るに、 二日の 害 相違して * 

朔 日に 紹 運の 館に こえ、 唯今 岩屋へ 罷越 すと ありし に付きて、 相 岡 相違な り。 ここに 

紹運 聊か 日 比に か はらず、 境目より 初 鴨 を 到来して， 能き 砌 なれば 料理 可, 仕と あつ 

て留 む。 しきりに 歸 らんに おいて は 手 打に する の 外 は 非ず と、 紹運思 ひ 究めけ るに • 

鎮久異 儀な く 滞留して 振舞 をう け、 日旣に 夕陽に 及びければ、 その 日に 鎭久 岩屋へ ゆ 

くこと 相 やみて- 相圖の 通り 二日に 岩屋へ 行く になれ るに 付きて、 初の 首尾 相應 せり 

といへ り。 紹運 勇士の 剛操を 以て 如 X 此、 尤も 大丈夫と 云 ふべ し。 

師曰 はく、 凡そ 勇士 戰 場に 臨みて ^ 殿 の 働 をつ とめん こと は、 ことなる 丈夫に 

非ず して は不， 可レ 叶。 中に もお くれ 口にしん がり を 致して 諸 士を先 だて、 其の 身 あと 

ル 力 ラフ 

に殘り 心靜に 引取る 事、 是れ剛 操に 非ず して は不レ 可レ叶 也。 されば 其の 身 一人に て は 


ゥ篇第 十三 章 

に， 「孟之 反； K 

らす、 奔 りて 

^；^す、 转に門 

に 人らん とす 

る や、 其の 馬 

に 策ち て 曰 は 

.\ 敢 へて 後 

する に 4Si ざる 

なり、 馬 進ま 

ざれに なりと」 

(三) .^00 

卷 三に 出づ 

北 多 is. 郡 ，ケ 中 

にあり、 後の 

大國 魂- WJI^ な 

るべ し 


S 信 長 公 

記卷 三に 出づ 


しんがりと 云 ひ， 人數を 以ていた す をば 殿 備と號 する こと、 古来の 法 也。 孟之反 か 

奔る ときに 殿た る は- 論語に 稱美 する ゆ ゑん 也。 永 祿四年 信 州 川 中島の 合戰 に、 長 尾 

謙 信 自ら 信玄に 中り て、 直に 越後に 引退く といへ ども • 直 江山 城 守 を 以て 殿備 として 

善 光寺に 留め置きて、 敗 散の 兵 を あつめし めて 心靜に 越後へ 引取らし む。 同 三年 謙 信 

相 州 小 田 原の ilf! 一 池 口まで 働きて、 直に 錚 倉に 至り 八幡宮へ 參詣 してけ る 時に、 忍の 成 

田 長 康と事 ありて， 關 東の 諸家 悉く 引拂 ふに 付き、 謙 信不， 得，， 止して 六 所 之 明 神へ 參 

詣す。 此の 時 小 田 原 方より 中 條出羽 守 • 毛 呂太郞 など 云 ふ もの * これ を 慕って 小 荷駄 

に付き、 汉備姊 崎 を 追 散らして 荷物 を 奪 ひ 取りぬ。 謙信武 州の 府中に しばらく 滞留し 

て、 漸く 越後へ 引 入る 事、 併 殿備 の不, 正 ゆ ゑと 評せり。 この ゆ ゑに 武田信 玄永祿 

十二 年に 小 田 原へ 亂 入して、 引取る に は 四 郞勝賴 を 以て 殿備 とす。 是れ殿 を 以て 大節 

とする が ゆ ゑたり。  . 

師曰 はく、 元龜 元年 平信 長自ー 一江 州 一若 狹 路を經 て、 越 前 返 治の ために 金 崎に 至る。 

金 崎に は 朝 倉 中務大 輔有レ 之。 ここに 江 州に おいて、 淺井 下野 父子 別 心の 事 あり けれ 

ば、 趑 前に 馬 を 立てられて (は) 如何と あって， 早々 朽木 ごえに 若 州へ かかり、 信 長引 

士談五  五 五三 
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入り 玉 はん (こと) になり ぬ。 然れ ども 金 崎より 兵士 を 出さん ことい かが 可レ 有、 是れ 

を不， 押して は 引取りが たしと あり けれども、 誰の こるべき と 一； ムふ もの あらざる に、 

羽 柴秀吉 其 の 比 はい まだ 藤吉郞 なり ける が、 申請 ひて 金 崎の 押へ にの こ り 信- 4- を 引か 

せし 事、 無：^ の剛 操と 云 ふべ し。 朝 倉 中 書 城 を ひらいて 出で けれども * 秀吉 てだて を 

まう け大に 勝ちて、 つ ひに 中 書と 和し， 秀吉 つづいて 引取りぬ。 此の 時に 路次 中危か 

りしに、 火 權現後 殿して 退き 玉 ふ。 此の 時 內藤四 郞左衞 門 三 手の 矢 を 以て、 若 州 衆の 

あと を 慕へ る を 六 人まで 射 伏せて、 無二 子細 1 殿 をして 引と る、 無二 比類 一 こと 也と、 世 

以て 美談す。 これより 信 長 は朽木 越して 引き 玉 ひぬ。 

y シー 師曰 はく、 同年 正月に、 三 好 衆 桂 川の 戰に利 を 得たり といへ ども、 陣所 不レ定 に付き 

て 軍 果てて 已後 負に なりぬ。 されば 可， 然地を 可 一一 見 立 一とて、 攝州 中島の 內、 野 田. 

福 島 を 見立て、 此の 地 西 は 大海 也、 淡路. 四！： への 通路よ し、 北 南東に は 淀川 まきた 

り、 里の 廻り は 沼 ふけ なれば とて、 是れに 城 を 取 立てて 信 長へ 敵對 す。 信 長 间 八月に 

上京して 則ち 大坂 へお しょせ、 天 王 寺に 陳を はる。 三 好 左 京大 夫 • 松 永久 秀. 和 田 伊 

賀守 • 茨木 佐 渡 守 • 池 田 筑後守 勝 政 • 島山な ど は 信 長に 一 味して、 天滿の 森に 陳 をと 


る c 九月 大坂 衆と せり 合あって * 野 村 越 中 守 打 死す。 此の 時分 を考へ て、 越 前の 朝 倉 

義景江 州の 淺井長 政と！^ し 合せ、 志賀 郡に 發 向し、 坂 本の 城を責 落し • 森 三 左 衞門可 

成 を 打取る。 三千の 大衆 を かたら ひ、 數 山に 取 上り、 旣に 京都 を 打した がふる ときこ 

ゆ。 信 長 は その 比 天滿の 森に 陳 取り、 義昭は 中 嶋に陳 をす ゑら る。 折節 雨し げく 四方 

- 水 まさりければ、 前に 四國の 人數， 紀 せの 雜賀， 大坂方 都て 二 萬 斗り の 大敵 あり、 う 

しろに 淺井 • 朝 倉 威 を ふる ふ。 信 長の 進退 ここに 究 まりぬ。 しかれ ども 帝都 を 駒の ひ 

づめ にか けんこと は 非 二 本意 一の 間、 野 田-福 島 を 捨てて 京都に うつり、 越 • 江の 敵 を 

退けつ べしと ありて、 移 多が 城に おかれし 中 川 八 郞右衞 尉忠政 • 稻葉 伊豫 守 通 胤 を 引 

キ ル  (二) 

(一に： -趟 f 付け、 可 二 引取 一の 軍 評定 あり。 ここに 氏 家が 侍に 浦 野 若狹守 申しけ る は、 今晚 夜中に 

灣きほ したため をいた し、 夫の 小 荷駄 を 先への け、 早天に. f 屋 ばら ひ をいた し、 その 烟の中 

に まぎれて、 一勢々々 引取り 申さん には子 細 侯 はじと 申す。 信 長 かねて 稻葉通 耻に命 

C 見ノ 

じて、 陳々 の 前に 堀 を ほり 土手 をつ き、 柵 を 付 け* むしろ こも を はらせ • 內 のみえ ざ 

(ao  力 

る ごとくい たし、 用心よ ば はらせず 篝を不 燒 ありければ、 其の j おへより 引立て、 浦 野 

が はから ひに 任せ 玉 ふゆ ゑに、 敵 も 更に 心不， 付。 かかりければ • 九月 廿 三日に； 大满 

士談五  五 五 Ifi 
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の 森より 引取りけ る を、 四 國勢大 坂より これ を 可， 慕と あり けれども、 永 井 人 かた 

く 制して 付かし めざり し 也。 長 方、 紀 州根來 衆、 玉 木 ゆ 川な ど は 悉く 亂れ けりと 

將 3* 足 也。 此の 時 信 長 方の しんがり は 柴田勝 家、 義昭の 方に は 和 田 伊賀 守 しんがり をつ とむ。 

此の 退 口 信 長の 弓矢の 內には 二三の 大事な り。 あくれば 卄 五日に、 阿波 岐の 軍勢 

兵 庫に 付き、 廿 八日に M 崎へ 上る。 此の 人數今 五日 はやくば 信 長大 事の 儀な りと、 其 

の 比 取沙汰 ありし と 也。 是れを 野 田 • 福 島の 退 口と 云 ふ 也。 

^^- 師曰 はく、 同年 六月、 信 長、 淺井長 政が 今度 越 前へ 出で 玉 ふ あと を 取き りし こと 

I^KS に を愤 りて、 j^ii 州に 發 向す。 長 政が 居城 小 谷の 城下 を 放火 あるべし とて、 橫 山の 城に 丹 

(5  3 方、 付 • 野 村有 レ之 

^^0.^ 羽 • 氏 家 ニ1 井 を 押へ にの こし、 三千の 著 到に て 小 谷に 發 向す。 町 口のお さへ には柴 

^MM^ 田 勝 家、 八 島 林に は 佐 久間盛 政、 雲^-山の上に森三左衞門* 虎 御前山に 信 S の 旗本 を 

夫！： 定 • 野 村  キノ 

.1. 後 守 さ y 立て、 卄 九日に 押しよ せこ とん \ く 放火な り。 淺井長 政 居城 をと り つめられ、 如， 此仕 

合、 丈夫の わざに 非ず、 出で て 無二の 一 戰と あり けれども、 家老 ども これ をと どめ、 

越 前 勢 を まちぬ。 信 長 思の ままに 放火して、 先 勢 を 森と 替ら せ- 虎 御前山に 野 陳をか 

け、 足輕に まぎれて 信 長 自ら 八 相 山の 近所まで ものみ をな し 玉 ふ。 柴田 • 池 田. 森. 


お) 」us 佐久 間. 坂 井 各.' あつまりて、 明日の 退 口 大事た る 由 を 談合 あり。 信 長 曰 はく、 我れ 

""え』 ダ  物見 をいた すの 處に、 淺井 必ず 可 レ付樣 子 也、 明日の 引 口の 事、 我が 下知に 可 レ隨、 思 

慮 ありとの 玉 ふ。 柴田云 はく、 定めて 明日の 殿 は 人 多し と 云へ ども、 某が 人數ニ 千に 

及べり 、森. 佐 久問も 其 の 通り なれば、 彼等 か 某 たるべし、 淺井 ひるの 合戰を 不レ致 間， 

退 口に は 必ず 出づ べし、 その 時の 御作 略 はいかに と 云 ふ。 信 長の 曰 はく、 我れ 思ふ處 

は 格^ 也、 先づ 明日 は 我れ をば あとに さし 置きて、 各.， '夜中に 一 単 程 引取りて 備 一王" 一 

シ  ク  r- たま 

て 玉へ、 明日の 殿 は 手 廻り の 小姓 立 の もの に 可， ー申 付 一と 宣ひ ければ、 柴田、 是れは 

大事の 儀 也、 若輩の 小姓 ども 斗り にて は 心 元な くこ そと 申す。， 信 長 重ねて 曰 はく、 小 

勢 はたと へ 敗軍す とも、 一里の 內 にて は 多くう たるべからず、 如， 此節 所に て 大勢の 

. 收 軍いた せる は 引取る 事 成りが たきもの 也. 小勢 は險を 要して 引く こと やすし、 此の 

謀 今の 圖に あたれり と 命じ 玉 ふ。 柴田 則ち かがり を燒 きすて て 一 里 斗り 引きし 也。 か 

やた だ 

くて 信 長、 築 田. 佐々 • 中條を 呼びよ せ 今日の 殿 を 命ず。 互に 相爭 ひし かば 鬮を とら 

せ * 一番 築 田 出 羽 守、 二番 佐々 陸 奥 守成 政、 その 比 は內藏 助と 云へ り。 三番 中 條將監 

に 定まりぬ。 夜明けて 人數引 立つ を 見て、 長政旣 に！^ 二 出 付 一に 究 まりけ る を- 父 下野 

士談五  五 五 七 
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守大に 諫め、 朝 倉 義景の 援を不 レ待は 物に くる ふかと 止めければ、 長 政 不レ及 二 是非 ー留 

まりぬ。 然れ ども 長 政 內に名 を 得心が けたる 勇士 淺 井新 五 • 新 六 ■• 戶田半 之 水 •  \ ^屋 

S) 

七 之-爪 . 淺井孫 八 • 同 半兵衞 • 大橋善 太夫 • 伊府 藤 七を始 として、 こ こ をした はぬ こ 

とや ある とん〜 て、 六 百 斗り 申し 合せ、 前後の 異見 は 孫 八と 藤 七と 兩 人に 定め、 夜の 明 

くる を まつ。 彼等 は、 江 州に て 聞まい 與と號 して、 常々 勇 をた しなみ し 若 もの ども 也。 

かかりければ、 夜 も 明けて ければ、 if 田 斗り にて 殿 也。 その 次 佐々、 次に 屮條 • 各- > 

二百に たらぬ 小勢 三 段に 立ちなら べ心靜 にのく 所 を， 淺井衆 追 付く。 築 田打拂 つて 退 

かんと 同じく 目 をく ばる。 き〕 彌左衞 門. 太 田 孫 左 衞門眞 先に 進んで 打 人り、 よき 敵 を 

うちとり 次の 殿へ わたさん とする 處を、 淺井衆 一 同に かかる に 押 立てられて 引退く。 

成 政 是れを うけとりて 立ちと どまる 處を、 淺井衆 弓 鐵炮を 打ち かけ、 成 政す こし^ 預 

する 所へ、 淺井衆 一 同に どっと かかる に、 成 政備押 立てられ けれども *  ：^々 一 人 殿し 

て しづ/ \ と 引く 所 へ 、 信 長 旗本の 馬 廻 勢 織 田 金 左衞門 • 生 駒 八 左衞門 • 戶田武 州 - 

平野 甚 右衛門 • 高木 左吉 • 野々 村 主 水 •  土 肥 助次郞 •  m 中半 兵衞 •  if 喜 三郞 • 太 田 和 

泉 守、 彼等 今度の 殿 を 大事と 存じ， 成 政 を見續 がんた めに 走り 付き、 とって かへ し戰 


ひければ、 毛屋 七之丞 • 淺井 半兵衞 • 同 新 五 • 新 六 • 大橋 ともに 打 死 也。 され ども 淺 

井 衆 大勢 ゆ ゑ ひるまず かかりければ、 成 政 又 引目に みえ * 自ら 五六 度 小 返して 中條に 

(き 

渡す。 中條 うけとりて けれども、 淺井 方き ほひて， つ ひに 中條も 引立て  一 行き、 三 

田 村の 向 ふに 柴田 三千 斗り にて 只 だ 一 軍 そた へ て 待ち かけた るに わたす。 勝 家う けと 

りて 殿す。 淺井 衆と 巳 刻より 申 刻まで、 -,F 町 ある 所 を 引き かねて、 互にせ り 合 あり。 

信 長は雜 人に まぎれて 龍が 鼻へ 引取り、 森. 佐久 間. 坂 井 •  .1^ 下、 各.' 段々 に 備を立 

てし めぬ。 桐 勢 如：， 此 つづきければ、 淺 井が 勢 も 引と りぬ。 是れを 八 相の 退 口と 云 ひ 

て、 信 長の 手段、 各. -の 殿、 はれた る ことにい たせる 也。 此の 引 あし (に) 橫山を 信 長 

六 CT 廿 九日 

せめ 玉うて、 つ ひに 姊 川の ー戰 ありけ る 也。 

にら やま 

師曰 はく、 武田 信玄韮 山の 城を责 めら れ しとき、 在々 を 放火して、 域のお さ へ に 山 

縣三 郞兵衞 有， 之、 城より 入 衆 を 出した る を、 山縣勢 あまりき ほひ 過ぎて 城の 內 へお 

ひこみ、 引と る 事な りに くく、 敵 出で てく ひとむ る。 ここに 三河牢 人に 河原 村 傳兵衞 

と 云 ふ もの、 白 四方の さしものに 船の 字 を かける を さして 殿 をいた し、 追 來る敵 を 六 

度まで かへ して 着 を 合せ、 心靜に 引 とれり。  身.  、、 
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師曰 はく、 天 正 六 年、 武田 勝賴駿 州木瀨 川へ 出張して、 北條氏 政と 對陳 也。 源 君 は 

二)  • 

(一) mnx とうめ の 下に 御陳を とらを 玉 ふ。 さあら ばう つの 谷 をと ほり、 田 中の 城に うつり、 跡 

If 村の 字  シ ル  ！ 

f  を 取りき りて 一 戰可， 仕と て、 勝賴の 方より 氏 政へ 使 を 立て、 家康山 西へ 働き、 とう 

めに 陣取って ある 由に 候 問、 明日 は 爱元を 引 拂ひ， 家 康へ向 ひ 可レ中 也、 御した ひ^ 

レ 有ば、 其の 心得に て 付き 玉ぶべし、 叉 合 戰可レ 有ば 可 レ任ニ 其 意 1 と 一 K ひっか はし、 陳 

を拂 つて 木瀨 川より 藤 川へ 押よ せ、 藤 川の (水) 出で たる を 事と もせず のりこ 十。 此の 

事大 久保內 の 島 越後と 云 ふ もの、 府中より はしり 來 りしら せければ、 源 君お 川： £誉 守 

も 1 つ ふね 

を 殿に なされ、 早々 引 とらせ 玉 ふ。 此の 時 持 舟より 出で て 付けけ る を 取って かへ し. 

山へ 追 上げて 引取る。 このと き 松 平 石 見守. 酒 井 備後守 功 あり、 それより 大 井川 を こ 

(i  , 

して、 すわの 原の 城へ いらせ 玉 ふ。 勝 賴も田 中へ うつれり と 也。 

師曰 はく、 美 濃の 太 田 • 古田 二 條野 立と 云 ふ 所に て、 稻葉 右京、 ー投 にっかれ てけ 

れば、 大事の 殿 也と て、 家老 稻葉 ニ郞 右衛門に 云 ひつく る。 ニ郞云 はく、 大事の 殿 

に 候條， 跡 先の 使 を さだめ 玉 はれと 云 ひける ゆ ゑ， 尤もと 同じて、 國枝 小兵 衞と云 ふ 

ものに 右京 申しけ る は、 その 方 度々 の 動、 今日 一人つ かれつべ けれども * 此の 馬 をと 


も 待 L  S 武 55 り 七 0 正 2 

m して だ 功 sj. 家 K 子 
ほそ 秀後 最の康 、 、石 
れの吉 年 も 臣に幼 初； li 名 
節 に 出 多 な 仕 少 名 右 ほ 

！) 操お 奔 し t> へ よ 舆近象 


ら 十る 也、 ニ^が 手に 居て 使 をいた されよ と； K ふ。 國枝領 掌す。 かくて 稻葉土 佐 殿い 

たし、 あまり ー挖 つよく つく ゆ ゑに、 則ち 國枝 をつ かひに して 右京 方へ、 武者 を 立て 

られ よ， 敵 きびしく 付く と 云 ひっか はす。 則ち 先にて 見切 所に 武者 を 立てた る をみ て、 

一校 ども 不レ付 也。 武者 を 立てし 時 は 只 だ三騎 にて 立てし と 也。 國枝賴 母 .稻 葉 土 佐 

と 也。 是れは 氏 家 卜 全が 打 死せ し 時の ことにと ぞ。 

師曰 はく、 元龜 三年 遠 州 味方 原に て 源 君の 御人數 敗北のと き、 石 川 伯誉守 馬より 下 

り 立ち、 自ら 翁 を 提げて、 一 足 も不， 可， 引と 下知し、 一 手の 軍勢 各.' 膝 を をり て、 鐘 

ぶす ま を 作り 待ち かけたり。 勝ち ほ こ れ る 甲 州 勢 をめ きさ けん で 来れる を 近 々 と 引き 

うけ、 一度に 立ち あがりて 鬨を發 す。 敵 これに 辟易して しばらく 引退く、 其の 間に 源 

君 心靜に 引き 玉 ふ。 猜ほ 敵つ よくした へば、 本 多 肥 後 守 忠眞、 中書忠 勝が ために は叔 

父 也、 これに 殿 を 命ぜら る。 忠眞 勇士の 本意 是れ たりと、 敵 近付けば 取って かへ し、 

其の 剛操 をみ ださず して 遂に 打 死 を とげぬ。 源 君 今 は 御 打 死と き はめ 玉 ひける を、 夏 

目 二 郞左衞 門 はしり かかり、 大將打 死の 場に あらず と、 御馬の 口 をと つて 味方の 方へ 

押 向け、 引かへ して 向 ふ 敵 を 四五騎 きりふせて 打 死す。 水 野 左 近 太夫 街 あとに 引 さが 
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り、 敵 をお さへ 防戰 す。 水野危 きとき は 源 君 御馬 を 引かへ され、 成瀨吉 右衞門 .H 下 

部 兵 右衞門 • 小 栗忠藏 •  ，； 田 次 兵衞、 步 立ちて 御供 申しけ る。 敵 七 騎大將 とみて 追 ひ 

かけけ る を、 成瀨吉 右衛門 一騎 切って おとす。 源 君 自ら 御馬 を 引かへ されければ、 六 

騎の もの 皆 敗軍す。 大久保 新 十郞を 先立て 玉うて、 のり ま はし/ \ 自ら 源 君 軍の 後 殿 

を とげ 玉うて、 濱 松の 械に 入らせ 玉へ りと ぞ。 

師曰 はく、 本 多 肥 後 守 忠眞が 父 を 吉左衞 門尉忠 利と 云 ふ。 是れは 屮書忠 勝が 祖父 

あん. 0 やう 

(一) ョ河 E 也。 忠利 天文 十四 年 岡 崎より 人 衆 を 出して 安祥の 城 を かこみけ ると き- 織 田 it 正忠後 

にあ.，，  卷 として 出で ければ、 早々 寄 衆 引と る を、 織 田 急に 付けて、 岡 崎衆危 かりけ る を、 忠 

利 殿して 士卒に か はり 打 死 を とげければ、 寄 衆 つつがなく 岡 崎に 引 入りたり と 也。 子 

. 息忠眞 三方 原の 殿 を とげて 打 死 十。 父子 二 代の 剛操、 ためし すくなき こと 也。 

師ロ はく， 元龜 三年 壬 巾 十月 中旬に、 武田信 玄三萬 餘の兵 を 以て 遠 州に 出張して、 

多 多羅. 飯 田の 兩城 をせ めおとし、 久 野の 械を 攻めん と 評定す。 ここに 源 君は懸 川の 

城に 石 川 日向 守 家 成 を 番手に 置き、 濱 松に 御座の 折 なれば、 右の 沙汰い ぶかし く、 內 

藤 三 左 衞門信 成 を 物見に 出さし め 玉 ひける が、 信 成不レ 思に 甲 州 勢の 先手と 行 逢 ふ。 


3  金卽 
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甲 州 勢 喜んで、 ここ をのが せじと した ふ。 濱 松に は、 信 成 小勢に て 物 心許なし との 

御 事に て、 本 多 平 八 郞忠勝 • 大久保 次 右衛門 • 同 勘七郞 • 都筑藤 一 郞 . 本 多三彌 • 

渡 邊平六 • 同半藏 • 同 半 十 郎等、 追々 にっか はされ て けり。 忠勝そ の 年：： r: 五歲 なりけ 

るが、 其の 日の 殿 を 志して 諸士 にお くれ、 縱橫 自在に かけ ま はりて、 士卒 を 下知して 

引かせけ る。 しかれ ども 敵猛勢 なれば 事と もせず， 一 言 坂のお り 口まで 追： tE きたり。 

いづれ も はし/  . 、はたらきて 敵 を やりつ くれ ども- 敵猶 ほき ほひ かかる。 味方 は 見 付 

<• き 

の 町へ 入れん と 馬 を 早む。 見 付の 臺に敵 早 ゃ充滿 しければ、 忠勝 先へ 人 を はしら かし、 

町の 戶板雜 具 を 道な かへ つませて 是れに 火 を かけ- その 烟の まぎれに 引退く C 此に敵 

の 間 少しへ だたり ぬ。 然れ ども 甲 州 勢 一、 ッ 橘 ま で 乘付け て , 先 を さ へ ぎ ら ん と せ し を . 

やぶ を かたどり 足輕 をお き、 忠勝幷 に大久 保七郞 右衛門 忠世 • 治右衞 門忠： . 同 荒 之 

助 等 はしり ま はり、 つ ひに 天 龍に 至れり。 一言 坂に て忠勝 下知な くんば、 味方 多くう 

たるべき に、 忠勝黑 糸 威の 鎧に 黑き 鹿の角の 冑を 著て、 走り 廻りし ふるま ひ 見事な り 

とて， 甲 州 勢 小 杉 右近、 一家 康に 過ぎた る ものが 二つ ある 唐の 頭と 本 多 平 八」 とよめ 

る は 此の 時 也。 この 比 三 州 衆、 半ば 唐の 頭 を かけけ ると ぞ。 
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師 曰に，、、 渡 邊半藏 守 綱 後に 忠 右衛門と 號す。 、水祿 五 年 九月 參州 八幡に 於て、 今 川 

氏眞が 人数と 相戰 ひける ときに、 大權 現の 兵不， i して， 二手に 分れて W 取る。 守 綱 

- つね  (sy 

は 石 川 新 九 郞 • 同 新七郞 と 田の 畝に そうての く 所 を、 敵 急に 追 ひつむ。 三人 返し 合せ 

三度 鎗を 入る。 その後 石 川 二人 はみ えず、 守 綱 一人に たりて ければ、 十 度まで 小 返 

をいた し、 鎗を 三度 合す。 ここに 矢 田作 十郞足 をいた み 引と りかね たる を、 守 綱 引か 

けての けしむ。 此の 時の 殿 を 以て 味方 大 にう たれぬ。 大權現 仰せに、 先手 败 北して 一 

方 五六 十の もの はう たれた るに、 守 綱が 殿せ し 方 はつ つがな きこと、 是 れ半藏 一 人の 

覺悟を 以て 數十人 を 助く る 也。 これによ つて 今 H;^ 倉 彈正を 打取る こと- 汝が 殿の 功 

にあり と 仰せけ る。 これより 世に 守 綱 を 鎗半藏 と は 云へ ると 也。 守 綱 人數四 五十 斗り 

にて 小高き 所 をと ほり 斥候に 出で たるに、 敵の ありし を 不レ， i して 出で ければ、 あと 

に 敵 をお けり。 斥候 を はりて 引と るに、 敵 二百 斗り にて 引と るべき 道の 右の 方に 居た 

(3 

り。 切め とほり し 道の わきに 叉 小道 あり、 いづれ も 敵方より は 明白に み ゆる 道な り。 

いづれ の 道 をと ほらん と ありし を、 守 綱 下知して 本道 をと ほらせけ る。 しづかに 戰を 

持ちて とほり ける ゆ ゑに、 敵 見付け たれ ども 不， 懸、 敵 間 少しへ だたり て、 守 綱、 こ 


こぞ 大 節の 所 也， 我れ 一人 ここに 立 留まって 殿 しつべし、 然 らば 各.' 先へ 引と り 能 

き 所に 待ち 申さるべし、 やがて 追 付 可：， 申と 云 ひて ひかせ けり。 而 して 守 綱 あとより 

引きけ るが、 敵 も不レ 付し と 也。 若し わきみちより 引かば、 一人 も 不レ殘 うたる べきと 

いへ り。 叉 或 所 引取りぎ はに、 橋の 前にて、 弟 半 十郞 政綱 ここにて 立ちと まり 味方 を 

ラ §  (K) 

ひかすべし とて、 兩人 ふみと め、 不， 殘 はし を わたして 引と りぬ。 橋の 前にて 立ちと 

まらず ば、 愁勢 皆うた るべき と 云へ る こと 也。 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 

n) 本山 梅 師曰 はく、 長 曾 我 部 元 親、 土 佐に おいて 本山が 長 濱の城 をせ め 取りたり し 時、 本山 

則 ち 兵 を 出し て 長濱 を 取 返す ベ きため た る に、 元 親ゎづ かの 小勢に て 此の 大 軍に 出 合 

ひ、 元 親 敗軍す。 元 親 一人 ふみ 留まり 殿と して、 かかる 敵を兩 人まで つき 倒し、 あと 

へま はるをば 石 付に て 打倒す。 此の 體を 見て、 大將 をす てて 引く こと や あると、 各 》• 

0ー>  £ya 蹈み とどまり、 本山が 勢 却ってく づれ ければ、 追 打に いたせり。 是れを 元 親 長 濱の殿 

ピー ^ と號 して、 彼の 家に 稿 美す る こと 也。  、： 

？ 5, ズ 4y"-s; 師曰 はく、 元 龜四年 八月、 朝 倉 義景江 州より 敗北の 時. 築ケ 瀬ぶ』." おいて 越 前 勢 相談 

ニニ〕  tf.  (三) 

こまる， *fll リ  ひきだ 

お ^都に し、 山 崎 長 門 守 吉家を 殿に さだめ、 旣に 引と るの 處、 信 長 衆 はや 疋壇ロ をと りきり て 
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猛勢 あと を 慕 ふとき こ ゆれば、 先づ疋 壇まで 可， 引と て、 義景早 や 打 立ちければ、 お 

往左往 に 敗軍して、 各 i 疋壇を さして 引退く。 山 崎吉家 心靜に 殿して けれども， 大軍 

の 引 立ちし ことなれ ぜ、 耳に も ききいれず 引 立ちければ、 山 崎 心 はたけし といへ ども 

不レ 叱して、 つ ひに 疋壇 にて 打 死す。 山 崎が 疋 壇の 殿と は 此の ことなりと ぞ。 

師曰 はく， 天 正 十二 年 四月、 尾 州 長久 手に ての 合戰 に、 秀吉 急ぎ 樂田を 押出し、 龍 

泉 寺に 著き て 源 君と 戰を 挑み けれども、 源 君 速に 小幡 城に 入り 玉へば、 是非の ー戰も 

不レ 叶、 明日 城 を取卷 きて なんど 評定の 間に、 その 暮に 小^より 御 出 勢あって、 速に 

小牧に 入御 ありぬ。 秀吉 明日 此の 事 を 聞いて、 犬に 其の 勇 謀 を 感じて、 茂 助 を 殿 

にして、 則ち 樂 田に 引取り 玉 ふ。 是れ 堀！ i:- が樂 田の 殿 也。 而 して 五月まで 樂 田に 對陳 

し、 五月 朔 日に 秀吉小 牧表を 引取る。 此の 時 二重 堀に ある 處の 人數を 以て 殿備 とす。 

とりで  むかひ じつ 

二重 堀 は 小牧の 東に して 手先 なれば、 秀 吉是れ に三ケ 所の 取 出 を 取りて 向 城と 十。 長 

久乎御 合戰の 時には、 酒 井 左 衞門尉 • 石 川伯誉 守兵 を 出して 二重 堀の かま へ を やぶる- 

(堀)  (鯖) 

長久 手已後 四月 廿ニ 日に、 小牧 より 出で て 二重 ほりに て やり合せ ありし 所 也。 しかれ 

ば 二重 堀に は 細 川 越 中 守 • 日 根 野 兄弟 • 木 村 常 陸 介 . 長 谷川 藤 五郎 • 祌子田 半 左衞門 


これ あり， 細 川 を 殿に して 段々 に 引退く。 小牧 よりこれ を 見 玉 ひて、 信 雄 あと をした 

ひ 玉 はんと ありし を、 大權現 制して 出し 不レ 給、 その 前より 出で たる もの ありし を 113- 

て、 信 雄の 勢より 物見と 號し十 人 斗り 乘 出して 敵に つく。 細 川が 兵 返し 合せ これ を 追 

散らす。 信 雄の 物 頭 大機助 右衛門 打 死して、 首 は 細 川が 手へ 取りぬ。 信 雄の 兵大 原文 

藏、 二重 堀の 芝 手まで 乘 付けて 引かへ す。 その ふり 見事な りと 云 ふ 沙汰す。 小牧 より 

大軍 にて あと を 慕 ふと 云 ふ 沙汰の ありければ、 木 村 • 日 根 野 • 神 子 田が 手 は 騒ぎ 立ち 

けれども * 木 村 も 日 根 野 も 功 者 ゆ ゑに、 則ち 取 しづめ て、 日 根 野が 手へ は 敵の 首 一 つ 

うちとる。 祌子田 は 敗れぬ。 これ ゆ ゑに 神 子 田 を秀吉 不二 カ戰 一とて にくみ 玉へ りと ぞ。 

細 川 心靜に 殿して、 頸 六つ を 得て 秀吉 にかち もの を獻 じて、 小 牧表を 引 はらへ り。 是 

れを 二重 堀の 引 口と 云 ひて、 細 川 殿備を 重く 持ちけ る を、 世 以て 美談せ りと 也。 

師曰 はく、 天 正 十 年、. 源 君 甲 州へ 御發 向の 時、 大權現 は 新府に 御座 をす ゑら れ、 酒 

井 左衞門 尉忠次 . 大久 保七郞 右衛門 忠世 • 大須賀 五郎左衛門 • 本 多豊後 守康言 • 石 川 

長 門 守. 穴 山 衆 • 岡 部ニ郞 右衛門 尉 正 綱、 此の 七大將 に雜兵 三千 を 以て、 北條氏 政が 

寄 來る道 を さへ ぎら しむ。 七 將は音 骨に 陳を とる。 ここに 北 條四萬 三千の 著 到に て梶 
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が 原に 陳を 取る。 その 聞ゎづ かに 一 単： をへ だ つれ ども、 山岳 高く そびえて 互に 知る 

とな かりし に、 石 上 鬼 角と 云 ふ もの 吿げ來 りて しかん \ と 云 ひける。 さらば 候 を 出 

しみせ に 可， 遣と ありて、 所の 案內者 なれば 音 骨の 名主 太 郞左衞 門に 侍 を そ へ て 遣 は 

しければ、 北條 衆梶ケ 原に 充滿 せり。 此の 小勢 を 以て 彼れ が 大敵に 中らん 事不， 可 k、 

速に 兵 を 可 二 引 入 1 と ありければ、 酒井忠 次と 大久 保忠 世と 殿 を爭っ て 問答 はてぬ 內に， 

北條が 先陳旣 にち かづく ゆ ゑに、 岡 部 二 郞右衞 門 正 綱 所の 案內 者に て、 殿 可， 然と 各.' 

相談の 上、 正 綱つ ひに 殿 をつ とむ。 大方 巳の 刻 を 過ぎぬべし。 然る を，^ 井が 陳屋に 小 

屋拂 をいた して 火 を かけたり。 これ を 見て 北條衆 急に 付く。 洒井は 先へ 引きて 六 手 

は 一度にの けり。 殿 は 岡 部 也。 二の 手 は 穴 山 衆、 三に 大久 保忠 世、 四に 本 多 豐後守 父 

子、 五に 石 川 長 門 守、 六番に 大須賀 也。 足輕 せり 合あって、 十 町 斗り 引きて は 旗 を 立 

て戰を もち、 その 勢に 引取る。 七 里の 道 を數十 度せ り 合ひ戰 ひて 心靜に 引く。 その 內 

に 石 川 伯 誉守も 来り、 酒 井 左 衞門尉 も 先にて 備 つくる ゆ ゑに、 北 條氏直 急に した はず 

( 一 ) わかみ こ 

(一) 今の して、 それより 若 見 子へ 押して 陳を とる。 源 君 御 勢 は 各.' 新府へ 入りに ける。 これよ 

神 子 村 

り 若 見 子に 對陳 也。 四 萬 三 干の 大 軍に 付けられて、 ゎづか 三千に て 七 里の 道 を 心靜に 


引取り、 岡 部 殿 をせ しこと ためし 少なき こと 也。 或 ひと 曰 はく、 諸將 各. -殿を 正 綱に 

と ありし とき、 小勢に て 中々 不， 可， 叶と 云 ふ を、 是非と ありければ、 正 綱、 しからば 

各-^ 殿不レ 叶と 云 ふの 手形 をいた されよ とて、 これ を 證據に 取りて 殿 を 勤め、 後まで 

所持して ほこりけ ると 也。 叉 云 ふ * 是れは 正 綱が 子 彌ニ郞 長 盛、 信州眞 田に おいて 殿 

の 時の 事 也と も 云へ り。 追て 可 也。 彌ニ郞 後に は內膳 正に 任ず。 

師曰 はく、 山 田 勘 六と 云 ふ もの は 前 田 利 長の 小姓な り。 此の 山 田 十四に て 親の かた 

きをう ちし 也。 彼れ が 父 を 中 J£ 宗半 子細 ありて 生害に 付き、 勘六宗 半へ はかま はず > 

宗半 がいひ 付けて うたせ たる 侍 を かたき 打して けり。 十四 歳に ての かたき 打 はためし 

も 希たり と 其の 比の 評判な り。 其の後 利 長に つかへ て 出頭いた しける が、 或 時 利 長 用 

事 ありて 土藏を あけし めけ るに、 土藏 のかぎ を 勘六預 りて ければ、 勘 六 をよ ばる るに、 

彼れ 宿所に 用 所 ありて おそく 出づ る。 利 長 立ち かかり 急に よばる ると い へ ども 遲參に 

付きて、 利 長大に いかる。 その 所へ 山 田 来りて 庭に つくば ふ。 利 長いき ど ほりの あま 

りに 山 田遲參 をと がめ、 杖に てこれ を 打つ。 此の 杖 石 突の 入りた るつ ゑ ゆ ゑに、 額に 

あたりて， 肌 流れ出 づる。 是れを 迷惑して 平伏 十る とて、 山 田が 脇 指さ やばし りて 前へ 
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あら はる。 勘 六 手 ごた へ を も 致す かと、 利 長猶ほ 怒りて たたみつ けて 杖に てうた るる 

を、 脇より 引の けぬ。 それより 勘 六 病氣の 由に て不レ 出、 その 三年 目に 關 ケ^の こと 

あって、 利 長 大聖 寺を責 む。 一 勢々 々引と との へ て 通る を、 利 長 高き 所より 一 見の 時， 

山 田 勘 六 五六 十 斗り 人 を つれて、 今日 を 最後と 出立ち て、 利 長の 前 をのり とほる。 利 

長 も 山 田に やと 見 玉 ひけれ ども、 事い そがし くて 誰れ に尋ぬ る こと もなくて やみぬ。 

而 して 大聖 寺の 城責 に、 一番に 付きて 鲜 をのる 所 を、 山 口 右京 兼て こしら へ 置きし 大 

身の やりに て 乳 通 をと ほされ、 痛手 なれば： t の 下へ 落ちけ る。 兼て 申 付け 置きけ るに 

や、 未だ 息の かよ ふ 內に利 長の 前へ 下人 ども つれて 參 りぬ。 利 長 前 悔して、 段々 の 申 

分 をいた され 落淚 なりし、 當 座に 死去す。 此の 勘 六 かくれ もな き 美男に て、 剛操 人に 

すぐれければ、 打 死の 場の 土 を 人々 取りて かへ りて けりと にや。 打 死の 前 曰に 伽羅 を 

舊友 におくりて ける を、 今にの こりて 大聖 寺 伽羅と 號し、 前 田の 家人 等 これ を もて は 

やすと 云へ り。 坂 井 右近が 子 久藏姊 川に おいて 打 死の 時、 其の 男色 剛操を 感じて、 其 

(？ 3 

の 場の 土 を 少し宛と りて かへ りけ るに、 土のうげ たる 跡大 なりし と 云 ひし も、 さりぬ 

べき こと 也。 勘 六 前 髮は旣 にと りぬ、 廿歲 斗り の ものな りと いへ り。 


,  師曰 はく、 庚 子關ケ 原の 時、 南部 は 新 城まで 景勝 退治の 催促に まかせ 出陳す e ここ 

に 上方に 石 田 三 成 叛逆す。 南部に 一揆 蜂起す と ありければ、 南部 進 返き はまり、 先 

づ本國 に 可 二 引 入 1 ため、 仙 北と 最上の さか ひの 山 を、 かこちと 云 ふ 切 所 を こして 引退 

かんとす。 然る 所に 仙 北の 境 金山と 云 ふ 所に、 最上 方より if 城 を かまへ て、 丹與 三と 

云 ふ 小身 もの を 指 置きぬ。 南部 方より 金山へ 軍使 を 立てて、 此の 通りの 事 ありて 本國 

へ 引 入る 間、 金山の 城 を かりて  一 {i^ すべ きとの こと 也。 丹 與三大 に 怒りて、 最上よ 

り 御邊御 通り 可， あ 間と ほし 可， 申と 云 ふ 一 左右 無， 之 間、 如何様の 子細に て 押と ほら 

るる も はかりが たければ、 この 所 を 通すべからず、 是非 御 通り あらんに は 一 戰に可 

レ及、 況ゃ城 を かり 被， 申 こと 不レ及 二 沙汰 一と 云 切って ければ、 南部 勢 これに 驚きて * 

小 荷駄 をす てて 皆く づれ ぬ。 これに ra: りて 南部 も 新庄へ かへ るに き はまりけ るが、 最 

(1 し 上へ 此の 事き こえ- 和融 になり て 通しぬ。 疋夫を も不， (可 レ) 奪， 志と If 一 ふこと は古來 

Ktf  5%  二十 五 

罕リ W づ  の戒 也。 丹が 疋 夫と 云 ふ も、 其の 剛操は 奪 ふべ からざる 也。 

師曰 はく、 御宿 勘 兵衞は 元と 小 田 原 家の もの 也。 大 坂御陳 前に 越 前の 結 城秀康 家へ 

招かれけ るが、 知行 八 百 石 足輕百 人ぁづ かりし を、 心よ からず 思 ひける にや、 則ち 越 
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前 を 立 退きて 隱遁 し、 京黑 谷に 引 込有レ 之、 其の 間 も 具足 櫃 をば 不レ 離き。 ここに 大坂 

のこと ありければ、 秀賴の 招に 應 じて 大 坂に 入り、 大野 主馬に 屬す。 天下 秀賴の 治世 

になり なば 越 前 一圃の 守護 職 を可レ 給よ し、 其の 書付 を もら ひ、. 則ち 越 前 守と 名乘り 

て 一方の 將を 承りぬ。 冬の 陳に 主馬 頭 手より 蜂 須賀が 陳へ夜 打のと き、 主馬 頭、 武藤 

半齋 をつ か はし、 墒團 右衛門と 半齋 斗り が 談合 ゆ ゑに、 永 岡 監物も 御 も不， 知， 之し 

が、 出さ まに 御 {i^ きいて、 則ち ひかへ 軍に なりて 門 役 をつ とめたり。 ^は 五月：： b 七： ：11 

に、 ひそかに 大 坂より 出で て、 板 倉 伊賀 守 勝 重が 許に 到り、 御 越 前と 云 ふ ものの 由 

を 申す。 板 倉 子細 を 尋ねければ、 段々 の 次第 を 申す.。 如 A 此の もの なれ ども、 子に ほ 

だされて 唯今 是れ まで 罷り出で たる 也、 某せ がれ を 勘 兵 衞と申 候、 江戶 にて 放^の 事 

ありて 禁獄 被 n 仰： ^一たり。 是れを 何と ぞ御 赦免の ために、 侍に 不二 似合 一儀 を 申 上げに 

出で たる 也、 その ゆ ゑ は、 明卄 八日に 兩 御所 御 動 座と 承 候、 左 候 はば 其の あとに て 古 

田 織 部 彼是 申合せ、 京. 伏 見 を 燒拂ひ 可， 札との 談合に き はまり 候、 某 事秀賴 より 過 

分の 御 恩に ぁづ かりながら、 如レ此 訴人 は 武士の 本意に 非ず と 云へ ども、 子に ほ ださ 

れ てこの 仕 合な りと 申しければ、 勝 重 具に これ を糾し 則ち 言上の 處， 御感 不二 大方.； 


小 田 原に ありし とき も御存 じの もの 也、 ことに 今度 の 御 忠節な れ ば 勘 兵 衞をも ゆ る さ 

るべ し、 其の 身 もと どまり 御 奉公 可, 仕と 仰 出さる。 御宿 申 上ぐ る は、 最前より 申 上 

げたる 通りに 候、 秀賴 恩顧 深ければ、 まげて 此の 身 をす て 申す の 外 無， 之 候、 私 か はり 

に 勘 兵 衞を召 出され 被，， 下候樣 にと 申しき り、 則ち 大 坂へ か へりぬ。 是れに 因りて 卄八 

日の 御 動 座 相 やみぬ。 而 して 五月七日 越 前の 手へ 働き 出で て 打 死 をいた せり。 大坂戰 

功に 因りて、 越 前の 手 西 ：！^ 仁 左 衞門は 眞田を 打ち、 野 本 右近 は 御宿 越 前 を 打取る に 付 

きて、 兩 御所より 各  銀 子： 白 枚 を 被， 下、 西：^ に は 時 服 五十、 野 本に は 時 服 百 を 賜 は 

りぬ。 此の 時 板 倉 その わかち を 本 多 伊豆に かたりて、 御宿が 御 忠節 をい へりと ぞ。 

師曰 はく、 久世三 四郞、 弟 を 坂 部 三十 郞 所へ 養？ i にいた し 坂 部 作 十 郞と號 十。 大坂 

御 陳に頸 をと りて 来り、 家来 どもに 尋ねけ る は、 三 四郞殿 はいかが と 一 K ふ。 家來， 三 

(I て 

四郞殿 頸と り 玉 ふ、 甲 付 也と 云 ふ。 作十郞 きいて、 さらば 叉 敵に かかりて 甲 付の 頸 

を 打取りぬ べしと、 則ち のり 出 十。 下人 ども 馬の 口にすが り、 こ はいか なること ぞと 

留めければ、 作十郞 申しけ る は、 我れ 久 世の 家に 居らば、 いか やう にても 不：， 苦、 三 

十郞 所へ 養子と ある 上 は、 古來 より 三 四 ニニ 十と 同家の 思 をな す 家なる に、 めて にな 
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りて は 快から ずと て、 速に 乘 出し、 つ ひに 打 死して けりと 也。 其の 比 十六.； J 歳な りき 

とぞ。 其の 志 剛橾と 云ぶべし。 

師曰 はく、 島津の 家に て、 伊集院 香 日向の 都 城に 八 萬 石を領 して えて、 一，： 豕 

老 大名 也。 香 侃 は 子細 ありて、 主人 兵 庫 頭、 伏兑 において、 ^^：：^；！-にて手ゎにぃたさ 

れ たり。 ここに 香 侃が 子 源 ニ郞都 城に 籠り、 三年 附 ついて 島津に 敵して、 ， ほ津 ニケ國 

半に て 是れを 責め けれども、 源ニ郞 城の 四方に 十二の 小 城 を かまへ、 互に >ゅ^ あ ひて 

ける ゆ ゑに 終に 不， 一 落城； 後に 粮盡 きて 下城し、 城より 四 五 単； 斗り 出で て S 腹す。 ^ 

死 十一 一人な り。 今 も 日向へ 行く 道ば たに 其の 墓の あと ありと にや。 

帥 曰 はく、 天 野 三 郎兵衞 康景は 天 野 遠景が 末葉 也。 源 君 未だ 三 州 を 平均き， 時- 

旣に百 貫の 領地 を もてり。 幼君より つかへ 奉りて 忠 あり 功 あり、 遠 州 高 天神のお さ へ 

に 橫須賀 に 大須賀 五郎左衛門 在 城し、 小山の 押へ に 瀧 坂に 械 あって 康贵を 指お かれ、 

棒 原 郡 を 切 取に 被 二 仰 付 一け ると にや。 かかる 剛 操の ものに て ありし。 後に i ま 河 高國寺 

において 一 萬 石を領 す。 駿 河の 御城 御 普請の 時分、 領分の 土産 なれば- 笞根竹 を獻上 

いたさん ために 積 置き、 番の 足輕を 付けお けり。 夜中に 御領 分の 百姓 どもお こって、 


此の 竹 御領 分の 竹たり とて 理不盡 に 奪 ひとる。 是れ によって 足輕 ども ふせぎ かね、 百 

姓 を 一 人 切り ころす。 是れに 因って 百姓 ども ことん. -く 退散す。 此の所 井出 志 摩 守 代 

官所 なれば、 委しく 言上 仕る 處に、 天 野に 下手人 を 出すべし と 被 二 仰 出？ 康景陳 じ 申 

しける は、 理不盡 に 奪 ひ 取る をい ましめ 殺した る は、 番人の ために は 尤もなる ことに 

候、 御領 分の 百姓 を ころせと 申 付けた るに は 非ず、 下手人の 儀 は 御 赦免 候 やうに と 言 

上し けれども、 御 許容な し。 その 內に本 多 佐 渡 守、 康景が 所へ 来り、 御家人た る もの 

(牴 梧)  ル * ラ. ：；  シ ム 

の 上意 を もどく 事 は不, 可, 有 間， 早々 下手人 を 出され 可, 然と ありければ、 康景 申し 

ける は- 御 家 人 に て た く ば 足輕 の義 少しもく るし かる まじ き こ と と 思 召 な らば、 只 今 

知行 を さし 上げ 可, 申 也と 云 切って、 則ち 一 萬 石 さし 上げて 逼塞し ぬと 也 C 大久保 相 

摸 守 日 比 心 入な りし かば、 小 田 原の 入 かのと 云 ふ 所に 赘 居して、 七十 七に て 卒す。 た 

めし 少なき こと 也。 

(11^ 宣^ §  師曰 はく， 家 光 公 御 治世の 初めに、 安藤 帶刀 (の) 騫 師御廳 場に て 磨 をつ かひた る こ 

^5 後せ-五 と ありて * 鳥 見の もの 是れを 改めて 老中に 申 上ぐ る。 この 事大に なりて * 井伊直孝 あ 

七 七頁參 8^  シ ル 

つか ひに 入りて、 蒂刀を 直 孝が 許に 招きて、 御 治世の 初め たれば、 鸞師を 成敗 可ン然 

士 談 五  五 七 五 


る宗; 5n り 關齊キ , I: 從ふ b 長つ 在 長 二ん "ff  二 

す 、原 如^に 、 、の ご しな 男德リ 

と 。 ： -: の 港-し 仵從秀 お てり 大 ni 

m . も 萬 役 とてす ■  -ム- 長 織 I'l  、納秀 二 
せ 道 石功號 '位に 盆 後 忠代 
らのを あす 樂後待 仕な 信す 發 忠の將 
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とのこと 也。 帶刀 有無の 返答に 不， 及に 付きて、 老中 も 是非な く か へらる。 其の後に 

直牵 一人に て 帶刀を 呼び 異見 申さる る 時、 帶刀 心底 を 申しけ る は、 我々 事紀 5： 公へ 御 

付け 指 置か るれば、 知惠も あるかと 公； 《1 ともに 存 ずるの 所に、 老後に 如レ 此の 不覺出 

, 入 . ^一， ル  (然) 

來 いたして は、 必竟 公儀の 御た めに 不レ 可， 然也、 其の上に 鷹師 のと， がに 非ず、 しかる 

を 憚りて 咎 なき 瞻師を 成收 (する) は 勇士の 本意に 非ず と 申し 切りけ るに 付きて、 是非 

に 不レ及 沙汰な しに なれり。 帶刀剛 操と 云ぶべし。 

師曰 はく、 紀伊亜 相 公 御 年 わか かりし 時に、 御 傍の 者 を 手 打に なされけ る。 ここ 

に 安藤 帶刀 誓紙 を ささげて 諫を 奉りけ る は、 罪科 あらんに は 被 一一 仰 付 一て 御成 敗 あるべ 

し、 重ねて 此の 投 無二 御 許容, において は、 私 速に 切腹 可レ 仕と 云へ る 上 卷の神 文 也。 

亞相 この 志 を 感じ 思 召して 御 許容 ありぬ。 後に 駭河亞 相 卿 切々 手 打の 儀 ありし 時、 帶 

(宣 正)  シ 

刀 方より 朝 倉 筑後守 方 へ 申し 遣 はしける は、 諫を申 上げて 御隨 心なく ば 早々 切腹 可 

レ 然と、 唯 だ 一 言 を 松 平 志 摩 守に ことづて せりと 也。 其の 剛操 可, 見。 

師曰 はく、 織 田 有樂が 子河內 守の 所へ 出入す る牢 人に 鈴 木 道 休と 云 ふ もの、 已 前に 

侍の 役 をつ とめた る 者に て、 大名 貴人へ も 便 俊せ ざる もの ありき。 或诗 河內 守の }^ に 


て 人々 寄 合咄の ありし とき、 河 內守弟 左 門 鼓  一 V 二なら し 1： る を 道 休 ほめけ るが、 その ほ 

め やう 心に 不, 入 事 ありし にや、 左 門 鼓 を 取りて 道 休に なげつ く。 道 休 さしもの 者 ゆ 

ゑ、 其の 揚 にて 打果 すべ かりし を、 大勢 取り あっか ひて 事 なくなりぬ。 道 休 不首尾に 

付きて * 此の 返報 を まつ 處に、 其の 冬大 坂御陳 に付きて 左門大 坂へ 行く を、 道 休つ け 

て 行き けれども、 左 門 は 大名 ゆ ゑに 道に て 事たら ず。 ここにお いて 道 休&) ひ 究めけ る 

は、 我れ 已に 年老いぬ、 重ねて：， 此の 功なる ベから ず、 明日 は 左 門 城 中に 入る たれば、 

ニニ) 

ひら.？ -た 

£)  一生の 期 ここに ありと て、 平方に おいて 切腹して けり C 尤も 剛 操と 云 ふべ し。 是れょ 

おや I 冗 3 國高 

り 左 門い かが 思 ひなし ける にや、 風顚漢 になり、 冬 中 城 中に て おどけものに なって、 

に 近き * 「一：^. S-  £s) 

§內 郡 牛の 角に 金銀の はく をお させ、 その 身 は 牛に のり、 遊女に 牛の 口 ひかせな どいた せる 

方なる べし  . 

ゆ ゑに、 城より おし 出して ければ、 左 門 入道して 雲 生 寺と 號 して、 おどけ を やめに け 

りと 也。 左 門 は 三 五郎の 父 也。 

師曰 はく、 井伊直孝 は 兵 部 少輔直 政が 二 男、 外戚 腹の 子 也。 母 は 松 平 周 防 守 家来の 

もの 也、 大 S 役に に ふまれて 死す  ， 

ものの 女 也。 直 孝 六歲の 時に、 直 政所 へ 母方より 息 男の 由に て 相お くれり。 直 政是れ 

を 百姓の 庄屋 內藏 助と 云へ る ものの 處に 預けお きぬ。 直 孝 十二 歲の 時に、 此の 百姓の 

士談五  五 七 七 
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內へ盜 人 入りたり とひし めく。 直 孝 則ち うらへ 出で て みれば、 やみの 夜に すかし みれ 

ば、 後なる 山へ 盜 人の は ひあがる を 見付け、 直 孝 つづいて あがり、 たか もも を 切る。 

きられて 盜人 ふり かへ る を、 盜人 をし とめたり、 出合へ もの どもと 呼ば はりければ、 

大勢 かけあつ まりて 遂に 盜人を 仕留めぬ。 幼弱の 身と して 無二 比類 一剛 才 なれば とて、 

此の 事 を 父 直 政に 吿ぐ。 直 政 その 年に よびとり てけ る。 その 冬 北 向の 座 布の 緣の 雪し 

ぶきの 入る 所に つくば はせ 置きて ける。 雪 ひざの かくる るまで 降 積り けれども、 身 を 

も 不レ動 坐し ければ、 直 政 その 剛操を 褒美して 內へ よび 入れ、 褒美に 犬の 子の ち ひさ 

きを 與へ けりと 也。 卜 四の 年に 父 直 政 逝去す。 其の 器識を さとって、 ひそかに 采拜と 

具足 を 直 孝に 與ふ。 直 孝 十四の 年に、 百姓 內藏 助無禮 のこと ありて 手 打に しき。 剛操 

可レ見 也。 

師曰 はく、 源 君 三 州 田 原に 御 狩の 時、 岡 部 八十 郞 • 中 川 八 兵衞兩 人と もに 御 瞎番に 

て 供奉す。 その 日 走り くら を 致し、 先に 鹿 打 鐵炮を 置きて、 早く 走り 付きた る 者是れ 

を 可, 取の 害に 致せり。 岡 部 早く 走り 付きて 是れを 取る。 八 兵 衞も追 付きて 走り 付きぬ- 

中 川锊カ ありければ、 岡 部が 取りし 鐵炮を 奪 ひ 取る。 これに 因りて 喧嘩し、 岡 部、 中 川 


を 切る。 雨 人と もに 脇 指の 刀 斗り なり。 中 川 脇 指 をぬ くと き、 羽 緩の ひ ぼか かり 拔き 

かねぬ。 ここに その 日の 勢子 大將を 井伊 直 政 承りけ るが、 それより 遙 たる わき 山 そ は 

にて 右の 喧嘩 を 見付け、 馬 を はしら かしょせ、 七八寸 廻りの 靑 竹の 竹 杖 を 引かつ ぎ、 

兩 人の 間へ 少しの なづみ もな く乘 込んで 引 わくる。 その 內に兩 人の 下人 かけ 付け、 八 

十郞 下人 刀 を 持ちて 来れり。 八十 郞刀 をぬ きて 待 居る。 八 兵衞の もの は 主人 手 を 負； 3 

たる を 見て、 あ ひての 八十 郞 方へ とりかかる。 八 兵衞の 若黨兩 人まで 當 座に 切り ころ 

さる。 石 右衛門と 云 ふ若黨 暫くた たき 合って 手 を 負 ひ、 斗 右衛門と 云 ふ若黨 叉た たき 

合ふ內 に、 八 兵衞が 新参の 若黨 なる 者 脇より 寄りて、 八十 郞を 無二 子細 1 頸 を 打 落しぬ。 

八十 郞死 する 上 は 八 兵衞も 切腹 可， 然とて 則ち 切腹し ぬ。 而 して 死骸 を 谷へ 十て てち 

りぢ りに なりぬ。 此の 時 幕下 騷 動して、 各.， - 我が 頭々 へ かけ 付けけ るに、 直 政 著た る 

すげ 笠 を 竹 仗に ゆ ひ 付けて 高く さし 上げさせ、 我が 居所 をし めして 勢子 ども を あつめ 

ける。 則ち 御前へ めされ、 右の 時 惣衆刀 をぬ きて 見苦しき ふり 也と 御氣色 ありければ、 

直 政 申 上げけ る は、 御 直參の 輩に は不レ 侍、 叉 小者 どもの しわざに こそと 申 上げて、 御 

気色 宜し かりぬ。 近 藤 石 見守、 兩 人の 死骸 谷に すてて ありし を llk」 て、 取 納めし めつ。 

士 談 五  五 七 九 


山 鹿 語類 卷 第二 十六  五八 〇 

八 ト郞に は ひいきの 親しみ 多く、 八 兵衞は ひいき 鮮 かりけ りと にや。 

(井伊) 

師曰 はく、 直 孝 宅に て いづれ も 相 あつまり 物語の 時、 其の 比 世に みづ めの 法と 云 ふ 

ことの あると て、 人々 習 ひける こと を 語り 出して、 刀 も 不レん に 人 を とらへ 殺さん こ 

と は 希有の 重寶 なり- 人々 の習翫 こそ 餘儀 なき、 我れ も 習 はん 人 も 習 はんと 云 ひけれ 

ば、 直 孝き いて、 いづれ も歷々 に不， 一 似合 一事の 物語な りと 叱す。 各. -云 はく、 是れほ 

ど重寶 ならん 事 を 左 はの 玉 ふぞと 問へば、 直 孝 云 はく、 猶 も合點 の不， 行に や、 人の 

剛操 勇猛と 云 ふこと は、 互に 劍戟 をぬ き 持ちて 勝負 を爭 ふに、 かちた る を 以て 其の 志 

し もの は う 

を定 む， ：^: じく 仕 物 • 放 討に も、 ぬきはな したる もの を仕留 むる と、 ぬきはなさ ぬと 

は、 甲乙 差別 ある こと 也、 しかれば 大場 にて 言 を かけ • 彼れ に ぬきはなさせて • 心 能 

く 仕遂げん こと を こそ、 敎へ もし 習 ひもして、 是れを 以て 勇武と は 可， 致 也、 各.' 歷 

S の 評定 はかくて こそ！ 然、 何ぞ やみ づ めの 法な どと 云 はん 事 は、 出家 町人の 長袖 

にて 其の わざしらぬ ものに は 云 ふべ き 事 也と かたりぬ。 直 孝が 剛操 可,； 1： 几 也。 

師曰 はく、 直 孝が 兄 兵 部 少輔直 政の 嫡子 を 右近 大夫直 勝と 號す。 父の 遣 跡 をつ いで 

相つ とめ けれども、 病氣 に付きて 公役 勤めが たき ゆ ゑに、 大坂 冬の 御 陳には r 直 孝) 兄 


の 陳代を 被 二 仰 付； それまで は 上 州に て 一 萬 石の 領地 を 取り、 大御番 の fs- をつ とめ、 

伏 見に 在番 しける を、 急に 江州彥 根の 勢 を 召 連れ 參陳 可, 仕の 旨 を 蒙り、 御前に おい 

て 御 k を不レ 申、 その 身の 所へ 彥 根の 家老 ども を 招き、 此の 旨 蒙, きつ、 各. - 我が 指 圖 

を可レ 請に おいて は>  速に 御請 を可レ 申、 同心な くば 御請 申す まじき の 由 をき く。 各 》■ 

不レ 及， 一 一 儀 一ければ、 直 孝 則ち 罷り出で て 御請 を 申し、 從ニ伏 見 I 參陳 十。 此の：^ な の 

兵 庫と かやい へ る 軍 術を覺 えてけ る 老功の もの ありて、 直 政より 扶助し 置け る ものの 

ありし を 喚び よせ、 其の 方 年来の 軍 術 を 今度 相 傳可, 仕 本意 は あらず やと 尋ね. 2。 兵 

庫 申しけ る は、 老衰の 身 今日 を 限の 體に 侍れば、 我れ 戰 場へ のぞまん こと もたり がた 

さしひ 今 

ければ、 一冊の 書 を これへ 持参いた せり、 但し 太守 心の ままに 指 引 あるべき か、 义敎 

にした が ひ 玉 はんやと 問 ふ。 直 孝 云 はく、 敎は 何と ありと も 心の ままに 決斷 十べ し。 

兵 庫 喜んで、 某 年来の 工夫 唯 だ ここにつ きぬ、 これ も ありかれ も ありと * 雨 端 を 持し 

て は 兵 道不, 可レ 立、 理を考 へて な.. つむ ことな，、、 心 を 以て 正しく 決斷 せんこと、 是れ 

則ち 軍の 眼目な りと 一 K ひて、 持參十 る 所の ー卷を 引き さきて 捨て けりと 也。 元 和 一 W 年 

乙 卯 春、 駿河 において 家康 公、 直 勝 病 者た るに 付きて、 父の 直 政が 家督 を 直 孝に 相續 
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可レ 仕の 旨 仰 出さる。 直 孝 再三 固辭 し、 安藤 帶刀直 次 を 以て 其の 旨 中 上ぐ ると いへ ど 

も、 上意 旣に 決しければ >  終に 上意に まかせ、 十八 萬 石の 內三萬 石 を 直 勝に 賜 ひ、 十 

五 萬 石 を拜領 す。 その 夏 五月 六日 七 H 雨 日の 合 戰に大 利 を 得て ければ • 江 州に おいて 

五 萬 石 を 加 增し玉 ふ。 み乃忠 公二 豕光公 相 つづいて 五 萬石づ っ加增 をな し 玉うて、 領地 

合せて 三十 萬 石に 及び、 宫中將 に：， 1： れ りき。 

( 一 ) 

師曰 はく、 同じく 人 を 討つ 內 にも、 人 指 をいた し 毛 付 を 仕りて 人 を 討つ は、 勇の 內 

の剛 操と 云 ふべき 也。 中 川 瀨兵衞 尉淸秀 者、 元と 攝 州の もの 也。 荒) 木 攝津守 村 軍； 攝州 

に 居て 近邊 をした がへ 池 田に 居住す。 その 比 茨木の 城に、 和 田 伊賀 守 惟政. 茨木：^ 渡 

守有レ 之て、 常に 池 田の 人数と 相戰 ふ。 池 田 は 二 千 斗り の 人數、 茨木 はわ づか五 kn の 

人數 にて、 每レ戰 池 田 必ず 敗軍す。 或 時 荒木 いづれ もへ 軍議 を 談合し、 その上 その 比 

阿波の 三 好が 兵 白 井 源 左衞門 • 奥 村 仁 右衛門と 云 へる もの、 好んで 軍 術 を たしなめれ 

ば、 是れを 招きて 事 を 尋ねぬ。 而 して 和 田と 戰の日 を 定め、 簡を かいて 座敷の かべに 

押しけ る は、 若し 和 田が 頸 を 得ん ものに は 五百石 を 可 レ與、 茨木が 頸 を 得ば 三百 石の 

恩 地を與 へんとの こと 也。 中 川淸秀 この 書付 をみ て、 その 書付の 下に 我が 名 1： をし る 


し、 血 を しぼりて 判 に そそぎ、 和 田 を可レ 打の よしをし めせり。 其の 翌日に 和 田 伊賀 

守 は 糠 塚に 陳を とり、 荒木 は馬塌 に備を 立て、 犬に 相戰 ひける が、 中 川 昨日の 書付に 

たが はず 一 番に 進み さきがけして、 つ ひに 和 田 伊賀 守 を 打ちて 頸 を あげて かへ れり。 

人 皆 其の 勇を稱 美す。 その後 中 川淸秀 則ち 茨木の 城に うつり、 つ ひに 荒木 攝津 守に し 

たがへ り。 荒木 攝津守 有 岡に 籠城して 信 長に 楣 付きけ る を、 信 長 三年に 及んで 彼れ が 

城 を 圍み玉 ふ。 その 內に中 川淸秀 丄咼山 右近 は南蠻 耶蘇 宗な りければ、 宗門の 事 を W 

て 信 長へ 引付け 玉うて けり。 高山 は 高 機の 城主 也。 かくて 秀 吉に屬 してけ るが、 志津 

嶽 の合戰 に、 中 川. 高山 を 中し きりの 要害に をら しめぬ。 髙山は 坂 口山、 中 川 は 海山 

おず. ^ むけ に 在 城す。 佐 久間盛 政 中入りの 時、 高山 至りて 中 川に 談合し ける は、 小勢に て兩 所に 

こ  ささ へん 事不, 可 レ然、 一所に あつまりて 可. Z 然也、 左 あらんに は 海山の 要害 は 未だ 首 

尾せ ざれば、 坂 口山に つぼみ 候樣 にと ありければ、 中 川 自ら 城の 四 邊を乘 廻して、 我 

が 要害い まに 出来せず、 是れ を棄て 退かん こと は 勇士の 剛 操に 非ざる なり、 屛の手 も 

未, 合に 城 をす てたり と 後の そしり も あれば、 我れ ここに 可レ 死と 云へ りき。 高山、 坂 

口山に かへ りけ る あとに、 盛 政 大軍を 以て 中し きりに 至り、 先づ 海山の 城 を 責め、 中 

士談五  五八 三 


山 鹿 語频卷 第一； 十六  五八 e: 

川 自ら 戰 つて 快く 死す。 其の 剛橾 町レ感 也。 

師曰 はく、 竹 中半 兵 衞尉重 治が 弟に 久 作と 云へ る もの あり。 元は 齋 藤の 家に つかへ 

ける が 後に は 信 長に 屬 しぬ。 信長姊 川の 合戰の 時に、 淺井長 政が 勇士に 遠籐喜 右衛門 

尉 直 繼と云 ふ もの、 ことなる 武勇 膂 力の 士 あり。 此の もの 長 政 を 諫めけ る は、 ；；^^ 長 勢 

すくなき を 以て、 晝は戰 ふこと なく 堅く 守りて、 夜に 入りて は橫 山の 城 をせ せり 责 む- 

然れば 曉を考 へて 信 長の 本 陳龍鼻 を 打た ば、 必ず 勝利 不レ 可， 疑と 申し けれども、 長 政 

これ を不, 用。 直繼 申しけ る は、 然 らんに おいて は淺 井が 軍 あや ふし、 敗軍 心 元な L、 

され ども 1!^ 長 をう たんこと はま さしく 我れ にあり. と廣 言して、 姊 川の 戰 半ばな り しと 

き、 直繼、 頸 を 鋒に 莨き 大將 に實 見せ しむべし と、 信 長の 旗本 を 志して 進み 來り ける 

を、 竹 中久作 これと 戰 つてつ ひに 遠 藤 をう ちぬ。 竹中姊 川の 兼 曰に、 明 H の 合 戰に必 

シ ッ ひ" J さし 

ず 遠 藤 を町レ 打と 人 指 をいた せり。 朋友 その ゆ ゑ を 尋ねければ、 久作 申しけ る は、 遠 

藤 を 可, 打の ゆ ゑん 二つ あり-、 我れ 江 州に ありし とき 常に 遠 藤と 交 はり 遊んで、 能く 

遠 藤が 容貌 を Hf- 知りぬ、 是れ 一 、 遠 藤 常に 魁 殿 を このみ、 進む とき はさきが. t し、 退 

くと き は 殿す るが ゆ ゑ、 つねに 人に おくれさき だって 群 をぬ きん づ、 是れニ 也、 此の 


二つ を 以て 考へ はからん に、 豈はづ れんやと 云へ りしが、 果して 直 櫂 をうて り。 剛操 

と 云 ふべ し。 久作 後に F 口 長 被：， 弑玉 ふとき 美 濃に おいて 一 授を 催しけ るが、 不， 果して 

つ ひに 一 揆 のために 所, 殺け りと 也。 

1.  一，  一 師曰 はく、 池 田と 茨木との 取合に、 池 田 方 山 脇 源 太夫と いへ る 勇士、 茨木 方の 郡 丘へ 

ノ  I 1 ，？ «^ ァ お 

^^^1 太夫 を 打ちと り ける。 是れ、 も 前方 人 指 を 致しての こと 也ければ、 その 比 以て 美談せ り。 

山 脇 は 後 池 田 三 左 衞門輝 政が 家に 有， 之。 

師曰 はく、 永 祿 七年總 州鶬臺 の合戰 に、 小 田 原 方に 山 角 伊豫 守と 云 ふ もの あり. t る 

ま ささ I 

が、 昨日の 合戰 に、 祉木彈 正左衞 門と 名乘 りて 度々 のり 出し、 味方の 兵 を 多く 突お と 

す條、 口惜しき 次第 なれば、 今日は 征 木が 首 を 必ず 打ち とるべし とのの しりけ るが、 

翌日の 合戰 に、 つ ひに 征木彈 正 を 打ち とりける。 剛 操の 至りな りと、 その 比稱 美し 1: 

り とぞ C 

師曰 はく、 遠 州 三方 原の 合戰 に、 武田方 馬場 美 濃 守の 備へ小 笠原與 八郞柙 かかる。 

馬場 申し ける は、 味方 敵 間近す ぎたり いかがと ありければ、 落 合 市 佐 • 岡 部 治 部、 我 

等 これに あり、 氣遣ひ 仕らる まじとう けがへ り。 小 笠 原勇將 なれ、 IT 馬場の 備： 一; 町 ほ 
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ど (追) 立てられて、 取 しづめ 持直して 小 笠 原 勢 敗北す。 ここに 小 笠 原が 兵 河 合 彌藤兵 

衞. 杉 原 次 藤兵衞 とて 相なら ベる 勇士、 其の 日の 走 廻り 倫 を 離れて けり。 河 合 は 金の 

制札の さしもの、 杉 原 は 金の 挑燈 のさし もの 也。 落 合 市 佐. 岡 部 治 部是れ をみ て、 治 

部 は 金の 制札、 市 佐 は挑燈 と、 毛 付 を 致して 高名 を とげぬ。 甚だ 剛 操の 働な りと いへ 

りと ぞ。 世に 十 斗兵衞 • 八 斗兵衞 とよび し は 彼等が ことなりと ぞ。 

師曰 はく、 仕 物の 事、 大事の 仕 物に おいて は剛 操に 非ず して は 事なる ベから ざる 也。 

(1) 武 源賴朝 一條 次 郞忠賴 が 逆心の きこえ ありけ る を、 殿中に おいて 被レ誅 ける 時 • 晚 に 及 

0. 信義の： 人 

^^M^ んで賴 朝 西 侍に 出で て 忠頼を 召す。 忠賴何 心なく 參 上す。 宿老 御家人 數人 列座して "も 孤 

0^^o  .S 酒の こと あり、 討 手に はェ 藤： t 經を 定めら る。 祐經跳 子 を とりてけ るが、 山；！ 賴 はす 

元年 六：^ 十六 

細 sices' . ぐれた る男士 なれば、 雌雄 を 決せん 事大 事な ゲと思 ひける にや、 顏色 ちが ひたる を、 

小山 田の 別 當有重 その ありさま を 見付けて 則ち 座 を 起ち、 如レ 此の 御酌 は 老人に 似合 

ひぬべし と、 祐經が 所， 持の 銑 子 をと る。 子息 稻毛 三郞重 成. 弟 棒 谷 四郞重 朝、 ^肴 

を もって 忠賴が 前に 進む。 事 難儀に 及びければ、 天 野藤內 遠景 別に 仰せ を 承け て、 忠 

賴が 左の 方より 出で て、 つ ひに 誅戮を とげぬ。 頼 朝 事 を はりて、 後の 障子 を あけて 入 


り 玉 ふ。 事楚忽 にお こりて • 伺候の 輩 騒動し けりと 也。 

師曰 はく、 永祿七 年、 遠 州濱松 その 比 は 引間と 號す。 此の 城に 飯 尾璺前 守と 云 ふ も 

の有レ 之て 今 川に 屬 しぬ。 氏 眞の時 逆心の 沙汰 ありて、 同國 川口が 居城 頭陀 寺に 退け 

^^^^00 る を、 云 分立ち て濱 松に 有， 之け る を、 三 浦 右衛門に 譖 せられ、 つ ひに 駿河、 飯 尾が 

ん  宅 を取卷 きけ る 時に. 鋭： 115:」 勇士に して 四方の 町 口へ 手 分 をいた し、 人數を 出して 大に 

戰 ひければ、 打 手の 大將新 野 左 馬 助 を 初めと して 歷々 の 侍 多く 打 死す。 釵尾町 屋に火 

を かけ 烟の まぎれに 働き 出で、 つ ひに 打 死 を とげぬ。 これ を 世に 飯 尾が 小路 合 戰と云 

ふ 也。 仕 物の^に て 珍しき 剛操 也。 

師曰 はく、 緩 田 信 雄の 三老 を、 岡 田 長 門 守 *淺 井田 宮. 津川玄 蕃と號 す。 三士 誊臣 

秀 吉へ內 通の さた ありければ、 ：11J5 雄大に いかり 三士 を 成敗 あるべ きょし ひそかに S ひ 

こめら るる。 三老 さしもの 勇將 なれば、 大方の 事ヒ て仕留 むる 事不, 可， 叶、 ことに 

は 三人 を 一 度に 打 留めん ことい かが あるべき なれば、 信 雄 も 是れを 大事に 存ぜ られ、 

三階の すずみ 所へ 上り 玉 ひ、 三人の 打 手な やねより しのびて ま はらせ、 三人 を 可 二 打 

の 旨 命ぜら る。 岡 田 長 門 守 をば 鈸田半 兵衞、 淺 井田 宮 をば 森 源 三郞、 津川 玄蕃を 
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ば 土方 勘兵衞 と、 人 指 をき はめて 其の 事を定 む。 ここに 土方 勘 兵衞、 私に 岡 田 長 門 を 

仰； t:: けられ 下さる る樣 にと 申す。 旣に人 指 相 定まる の 上に、 今 叉 違背に 及ばば 飯 田が 

存入 もい かが なれば、 最前 八 叩 ぜられ し 通りに 仕り 候へ と あり けれども、 土方 達 而岡円 

を 望む こと 不， 4- に付き、 事 多端に 及び 延引し なんこと 如何と 思慮 あれ ども、 土方 同 

心せざる に； t:: きて、 雄不， 得， 止して 飯 田に 命ぜられ ける は、 其の 方 事 岡 ffl や：， 仕 

ヒ： I 人 指 を 命ぜら るる は、 岡 田 をう つべき 器量の あれば 也、 然るに 土方 是非 岡 田 をと 

みて 默 止せず.、 其の 方 こと は 旣に岡 田 をい ひ 付けての ことなれば、 打ちた る (も) 同意 

なれば、 岡 田 をば 土方に ゅづ りて 玄蕃を 打つべし、 然れ ば兩人 打ちた る (も) 意 ：s、 

； J こ を 了簡して 岡 田 を 勘 兵衞に ゅづり 候へ と 命ぜら る。 飯 田是れ にて 合點 いたし、 而 

して 長 門 を 土方に ゅづ りぬ。 信 雄 事き はまりて 三階の すずみ 所へ 上り、 土方 勘 兵衞も 

伺候 十。 その 所へ 岡 田 長 門來れ り。 土方 申しけ る は、 此の 鐵炮は 若き 衆 各. -十 だめい 

たせ ども、 重くて 自由に 十 だめなら ざる、 御邊は 自由に 致さる べしと 一： ムふ。 岡 田是れ 

に 取りつ かば 其の 時 仕留めん と 思 ひけれ ども、 岡 田 取合 はず、 わかき 衆 さへ ならず ば 

我等 はなるべからず と 挨^して ければ、 是れ にて 首尾の ぶる。 土方 無： > 是非 一とり かけ 


引 組む。 岡 田した たか もの なれば 取って 引き ふせんと せし を、 その 間に 二 刀 岡 田 を さ 

す。 この 時 信 雄 間の ふすま を 推 明け 長刀 を 以て 出で、 勘兵衞 はなせと 仰せければ、 土 

方 申す は、 大事の 仕 物に 候 間 私と ともに 遊ばされ よと 云 ひけれ ども、 是非 はなせと 命 

ぜられ ければ はなす 處を、 長刀に て 頸 を かけ はなし 給へ りと 也。 土方が 此の 時の 返答 

剛 操と 云 ふべ し。 而 して 淺 井田 宮 もう たれぬ。 津川 玄蕃は 足に いたみ ありと て 其の 日 

不リレ -:f^" し を、 大事の 御 談合 あり 乘物 にて 可， 參と あれば、 乘 物に て玄關 まで 參 りぬ。 玄 

蕃樣子 を 見て、 私 を 御成 敗と みえたり と 云 ふ。 信 雄 取 あへ ず、 兩人を 成敗 ありて、 御 

邊 に 萬 事 を 可 二 相談 1 ためな り と 命ず。 玄蕃 こ れ に 少 し 心 ゆ るむ 處を 仕留めた り とに や- 

(二) な 平 中 M  一  -5 

師曰 はく、 越 前 參議忠 直後に 一 伯と 號し 奉りし、 此の 時 永 見 右 衞門を 成敗 あるべき 

"I ぉ漠！ i に究 まりけ る を、 永昆 己れ が 家に 立て こもり、 一家 各-' 甲胄 を帶 して 打 手 を 相 待つ。 

^一て せで や，  . 

^-. ^-^ 事大に なり ぬれば 忠直 急に 打取る こと 不, 叶、 今日々 々と 延引して 旣に 極月 三十日に 

^i^^^ なれり。 明 曰 は 新 玉の 年 立ち かへ る 春 なれば， 夜に 入る まで 打 手 を 待て ども 沙汰な か 

され、 , 

ヒ上 伯と りし やゑこ、 永拜」 も、 レ ゆるべ て油斷 ありし 所へ 押 寄せけ る。 永 見 則ち 家に 太 を かけて 

す- 憂 安三 年  (在. - 

0^. 切って 出で ける。 井上 太 左衞鬥 其の 比 越 前に 有りて 永 翁 を 合せたり と 云 へ り。 
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師曰 はく、 久世伹 馬 守 は 元と 佐々 成 政が 家臣な りしが、 後に 三 河 守秀康 卿に 屬 して 

越 前に if レ 之き。 ー伯忠 直の 時に 至りて 成敗 をと げられ ぬ。 その 起り は、 伊木 左衞門 

と 云 ふ關東 者、 箅勘を 得て 勘定 奉行 をいた せり。 久 世が 百姓の 內に、 伊木が 百姓の 內 

. より 妻 をめ とり、 子細あって ける にや、 但馬 (が) 百姓の 所へ 押し かけ 此の 女 を 取り か 

へしぬ。 是れを 憤りて ける ゆ ゑ、 久 世が 鷹師な にがしと 云 ふ ものに 久世申 付けて、 伊 

木が 處の 百姓 を やみ 打に 致して けり。 是れに 因って 伊木 是れを 心に かけ、 此の 切りた 

に？ る もの を さまん \ せんさく 致せ ども 不, 知。 右の 鷹師ゑ さしな りな どと 云 ふ 沙汰 世に 

o の となる 

haaeAW もち is"  ダ ナラ 

^^i^^ あり けれども、 未， is の內 に、 竹 島 周 防 守と 云 ふ もの、 秀康 卿より 取 立てられ たる 者 

なりし が、 ひそかに 申 付けて 此の ゑ さし を 殺させ、 ひそかに 掘 埋めて 棄 てぬ。 IS 師ゑ 

さし もみえず、 彌.' 不審な りな どと 云 ひて、 事穩 便なら ず。 伊木 • 岡 部 金 を かけて 此 

の 事 を せんさくす。 ここに 久世內 に 堀內新 一一 f 郞と云 ふ もの、 伹 馬が 召 仕 ひし 女 を 女房 

にあた へて 置きけ るが、 此の 金に めでて 訴人に 出で て、 百姓 を 殺せる は^ 馬が さ しづ 

なりと 云 ふ。 その 比 叉 竹 島 周 防が 歩行の 者径 あって 逐電し ける。 &の者 伊木が 所へ か 

くれ 居て、 ゑ さし を 切りし ものの ことな ど 具に 知りて 語る。 久世も±:^iwも此の事をば 


下しして ければ、 伊木 方より 公事に いたし、 百姓 を 殺させた る こと は， 全く 久世カ 

.ferj まつ  ハ 

致せる と 云 ふ^ 汰 ありと、 何となく 云 ひ 上りけ る。 久世不 n 取合 一して 證據 もな きこと 

を 申寸と ありし 時、 訴人 證人を 出して、 ほり うづめ たる 尸骸 まで 有る 所 を 申して 取 出 

しける に付き、 但馬手 を 失って 誤りに なれり。 秀康鄉 逝去 幾程 もな きに、 但馬 公儀 を 

かろし め、 の 事 ありと 云 ふに たりて ければ、 久世申 分に 不レ及 取 籠りた る 也。 但 

カラ フ 

爵事已 J おより 度々 武功の 廣才も あ りし もの なれ ば、 た やすく 討ち つ ぶす こと 不レ可 レ.^ 

J  * ル  三 葛 石 

內 にも 打 手 を 待ちて 一 働 可レ仕 用意な り。 これに 因りて、 大手 は 多 賀谷左 近 うら 口 

S)  § ま 如 口 萬 萬 I 主瞎、 その外 諸歷々 一同に 昇より 乘 入る。 但馬 かねて 昇の 內に高 も 

書 さ 一、 t にて 

S る i 木 がり を 1" はせ、 內 より^ れんと する をば ことん \ く鐵炮 にて うたせ， 其の 身 は 物見の 

小橹 にあがりて 四方 を 見て 下知し、 打手^^に入りて不，得，担ば則ち家に火をかけて自 

害1?\:^^0用意ぃたしければ、 寄 手 昇 をのる とて 大勢 打 死 也。 但馬 人.、 つか ひあしく 心 

报の もの 少 たしと 雖も、 の 節^ 去らん こと は不こ 本意 一とて 皆 立ちと どまり けりと 也 

久世定 む る .\ 】 と く 家 に 火 を かけて 自害し ぬ 。 四方より 火 を もみけして 別條 たか り き と 

云へ ^：。 而 して 越 前の 家老 ども こと/、.、 く駭 河へ 召して、 右の ュな々 御 穿鑿 ありけ り。 

士 談 五  五 九 一 
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本 多 伊豆守 は、 但馬 あやまり なれ ども、 惜敷 もの ゆえんに 此の 事 を 不二 取 上-と 云 ひける。 

その 申 分立ち て^ 條 なし。 今 村 掃 部 は 云 分不， 立して 岩 城へ 配流 せらる。 竹 島 周 防 事、 

秀康卿 取 立の ものに て、 何 の ゆ ゑ もな く但 馬へ 一味 仕りた る こと 罪科な りと あり けれ 

ば、 竹 島 申しけ る は、 全く 但 馬に 由緒 ある にても、 义舊き 知 音なる と 云 ふ にても 無い 之. 

秀康 卿の 御 重恩 を 私 ゆ ゑに 如」 此 仕り 候、 其の 子細 は、 秀康卿 常に 被, 仰し は、 越 前 を 

拜領 あって 喜び 思 召す 事 二つ あり、 一つ は 北陸 道の 大名に なされ、 よき 城を拜 領是れ 

也、 二つに は 久世但 馬 事 佐々 成 政が 祕藏の ものに て、 成 政が 士 ども 久世を 目 あてに い 

たしし ほどの ものせ、 されば 成 政 一 とせ^ 良 佐 良 (越) をいた してけ る 時に、 士 ども 各-' 

ゆ をいた さんと 云 ひて、 一 人 も あとに 留まろ ベ きと -ム ふ ものな し， 然るに 久世但 馬 

をの こすと ありければ、 さらば 但 馬の こらば 誰々 も 留まる ベ しとて 皆と どまり たり、 

《二 ) 

とり I ご え 

Hy れ ほどに 人の たしかに 思へ る もの 也、 ことに は 鳥 越の 働、 世 以てしる こと 也、 此の 

但馬 に^の ごとく 領知 せしめて 家の 子に 十る は 御 大慶なる ことに 非ず やと 度々 仰せ あ 

りし を，^ り 候、 秀康 卿是れ ほどに 思 召した る但馬 を、 少しの ことに 身上 破 却 せんこと 

は、 必竟御 家の ために 大事 たるべく 候、 彼のえ さし を 殺し i& らば 別條は 有, 之 間 敷と 


存じて 如, 此 仕り 候、 更々 久世を 親しみ 申 1) たる； J とに たしと 一 K ひぬ <  源 君 その 志 を 

ク  ノ  (き  -; -た ^> けな 

感じ 思 召して、 罪 を ゆるし 如, 一已 前 1 召 仕 はるべし との 仰せ ごとたり。 竹 島 上意 を 辱 

き 由 申 上げ、 一度 縲紲の 恥 同前の 囚 人に たり、 再び 御 奉公と 云 ふこと は 非 二 本意 1 と 一 K 

ひて、 ^^州丸子にぉぃて自害す。 

師曰 1^ く、 關白秀 次、 水 野 孫 作 を 召 出され、 知行の 目 錄を賜 はりければ、 孫作拜 

領 して 廣 間へ 出で、 聚 洛の亭 に諸歷 々出仕いた し 居る 中に て、 右の 折紙 を 引 さきて 棄 

てて かへ りぬ。 秀次大 に 怒りて、 已來 のみせ しめに 成敗 可レ 仕と あってよ びに 來る。 

傍輩 ども 返 去すべし と 云 ひけれ ども、 聊か のくべからず、 我れ を 打つ もの は Kt) も よら 

ずと 廣 言して、 大廣 間へ 出仕す。 打 手 は 四 人まで 究 まり けれども、 孫 作 ことなる 勇士 

たれば、 いかがして か 入 延びけ る を、 鹽 川志孽 紅 ® くみとめ て、 高 野 越 中が 突 殺しけ 

ると 也。 隱れ もた き 仕 物 也。 高 野 越 中に 若、 江の 七 人 衆の 內、 三 好 家の もの 也。 其の 比 

は 秀次三 好 家 をつ ぐ ゆ ゑに 彼の 家に 居り、 その後 石 田 三 成に 屬し、 後に 淺野紀 伊 守 幸 

長家に ありぬ。 

師曰 はく、 前 田 利 長、 太 田 伹馬守 を 成敗のと き は、 橫山 山城 守 長 知 打 手 を 承る。 淺 

士談五  五 九 三 


山 鹿 語類 卷 第一； 十六  五 九 四 

SgGg 入の 歲 

野 長 蔑、 淺野左 衞門を 成敗のと き は、 前 田 越 前 これ を 承りて ける。 その 夜 二階に あ 

(1) 寢刃も がり 刀の ねたば を あは するとて 手を切り しゅ ゑに 不レ 叶して、 自餘の もの 打 手 を， 取り、 

合 はす、 刀敏  , ■ 

H^^^ 朝 茶の？ B を赐 はりて 座 布へ 出 づる處 をく みとめたり。 左 衞門手 を內に 入れて 居る こと 

を 好みて ける ゆ ゑ、 くまれて 手 不：， 出な りぬ とい へり。 いづれ も殊 なる 勇士 なれば、 

是れ を仕留 むる 輩 世 以て 稱 美す。 

とがにん  レ  ケ 

師曰 はく、 武田信 玄の備 先にて 科 人 ありけ る を、 辻 彌兵衞 に 被, I 申 付 一ければ、 彌兵 

衞 則ち 追 ひかけ て 打たん とす。 科 人 も 走り出して 退きけ る を、 辻、 問 近くな りて 道に 

て 蹴つ まづ いて 倒れけ る。 彌兵衞 起き あがりて 追 ひける。 その 內に科 入 走りぬ， t ての 

がれに き。 此の 科 入 勇剛の ものに て 入々 惜しみけ る ゆ ゑに、 辻 如, 此 ふるま ひける と 

也。 時の 人大に 感じけ りと ぞ。 

師曰 はく、 井上 太左衞 門、 太 田 飛 騍 守の 所に 有レ之 時、 大坂京 橋に て 云 付けられた 

る 仕 物に 出合って、 引 組んで つきけ りと 也。 仕 物 をつ くこと は 珍 敷 ことなり。 是ゎは 

橋 下へ とばれて はと 思うての こと 也。 世 以て 稱美 すと 也。 

師曰 はく、 坂 崎 出が 守 初 は 宇 木 田 左 京と い へ り。 專ら 勇力 をた のみ、 其の 氣剛操 


にして 人に しのがれず。 坂 崎が 家人 科 ありて 富 田 信 濃 守の 所に 走り こむ。 富 田 は 坂 崎 

がた めに は緣者 たれば * 富 田， 是れを 出さん こと も 如何な りと、 色々 あり けれども * 

坂 崎不レ 聞に ついて， 和睦の 事な ど あり けれども 事不レ 調-、 坂 崎 怒って 伏 より 富 田が 

居た る 伊勢の 津の へ 行きて ければ、 富 田 は 折節 放鷹の ために 出で て 在 城せ ず。 家老 

のな にがしと 云 ふ もの を 呼出して、 云 置く こと ありと て 傍へ よせ、 引立てて 馬に の 

せ、 兩 よりぬき みの 鎗を さしつ め、 動かば 突 殺す 如く ありて、 無二 子細 一 伏 niKV つれて 

來れ り。 あとより 大勢つ きつれ ども 事不レ 叶して、 つ ひ に 公儀に 評へ て 人が へしの：^ ひ 

汰 になり、 富 田 誤りに 究 まり 身上 破 却チ。 坂 崎 後に 氣違 ひ、 屋敷に 取 こもりて 自滅 十。 

師曰 はく， 璺島刑 部 1 井上 主計 頭 を 殿中に おいて はから ひける 時、 青木 久左衞 門 

うしろより 懷 きて 脇より 突き， t る を、 刑 部つ かれながら 自 {主" のた め に 自ら 胸 を 一 一 つ わ 

き ざし (にて ) 突 きて 死チ。 其の 刀靑木 が 手に あたりて、 青木 も し ば ら くして 當座 に 死 

十。 ここに 石 谷貞淸 人道 土人、 その 比 は重藏 といへ りけ るが、 その 身 は 井上 主計 頭 組 

なり。 叉 畳 島 も 折々 咄 しければ 則ち 璺 島が 宿へ 使 を 立て、 子ども そ不, 散 ごとく 戒め、 

つづら を 取 寄せ、 死骸 一 ご 入る る ためとも のして、 石 谷 則ち 土 井大炊 頭に ことわりて、 

士詨五  五 九 五 
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死骸 を 取 を さめん 事 をい へれ ども 承引な く、 白砂に 棄て おかれ、 夜に 入りて 仕舞 ひて 

淸正 寺に おくれり。 重藏請 受けて 畳 島が 宿へ 御 使に 行き、 井澤 隼 人 正 組の 御 步行衆 五 

六 人 召 連れ 行きて、 璺 島が 子ども を ちらさざる ごとく 申 付けて ける。 其の 夜に 釀3:き：^ 

子 十 三才、 稻葉 半十郞 所に て 害せられに けり。 石 谷が 志剛 操に 非ず して は、 時 

の ふるま ひ 成るべからざる 也。  - 

師曰 はく、 柑子 のな にがしと 云 ふ もの、 主人より 仕 物 を 云 付けら る。 この 科 人町屋 

にあり ければ、 主人より さへ ぎって 町奉行へ ことわり. ける ゆ ゑ， その 町騷 動して、 科 

人 もこれ を 聞きて 己れ が 借屋の ニ嗜 にの ぼり- 四方 をく らくし て^子 を 引きて 待 た 

二)  ラ 

り- 合 &は是 れを不 Z 知、 主人より 命ぜら るるに も、 合 田 は 手 をよ ごさず、 若侍 四 K 

人 召 連れ 彼等に 可 二 申 付 一と ありければ * 可, 任 二 其 旨-; 右の 町屋に 到りければ、 あと さ 

きの 木戶を 打ちて 不レ 入. 是れは 何事 ぞと 尋ねければ、 しかぐ の 事な りと 云 ふ。 其の 

打 手な りと ことわり- 科 人の 宿所に 至りければ 右の 通 也。 合 田 かひん \ しく 走りめ ぐ 

にげ； <  ち 

り 二階に^ 道 はなき や、 口 は 何方に ある ぞと 尋ね けれども、 ^道 もな く 口 も 一 か 也 < - 

ここにお いて 階 子 を かり 出して， 此の 口へ かけさせ、 若侍 どもに 早々. へ Ip", んと云 


ひけれ ども、 臆して、 中々 此の 口より あがり 可， 申 こと はたり にくし、 左右 の^を や 

ぶりて 入らん と 云 ふ。 合 田き いて， 沙汰の 限 也、 主人の 領分な どに とりこ もる もの を 

、はさ も可レ 有、 此の 地 は 天下の 地 也、 是れ等 斗り のこと に 左右の 壁 を やぶらん と は 一 I- 

はれざる こと 也、 左右 も 亦 借屋な り、 唯 だ是れ より 入られよ と 云へ ども、 臆して 事 K. 

レ成 e 合 田 云 ひける は、 各-入る こと 不レ 叶ば 我れ 可， 入、 各.' へ 命ぜられし 事 なれば、 

我れ 入りて は、 仕す ましても 叉 仕 そこなうて 我れ 死しても、 ともに 各 、-は 武士 は 立て 

られ間 敷な り、 此の 處を 能く 了簡 あれと 云 へ ども、 猶ほ不 A 叶と 云 ふ。 しからば と 云 ひ 

て、 傍に 少しの 物の ふた ありし を 片手に 持ち、 子細な く 飛 入り、 そのまま ふみた ふし 

ける。 追々 皆 あがりて ければ 、先.、 つ 窓 を あけよ と K. 知して 窓 を あけさせ、 モの身 は 手 を 

も不, 負して かへ りぬ。 五 人の 若 もの ども 侍の 不， 成疵 つけられて、 追放せられ きと 也。 

師曰 はく、 堀久 太郞秀 政が 內に小 倉主 膳と 云 ふ もの あり。 秀政 次の間に 居る もの ど 

もの 著 到 を よばせけ るに、 小 倉主 膳 はくら みに 居て 此の 著 到に はづれ たり。 秀政 次の 

間の ものに 湯 潰 を 振舞 ふとて、 いづれ も 出で しゅ ゑに、 小 倉 何 心なく 出づ る。 主 膳 何 

(二)  Msg  ("一い) しん  (®  . 

。食物  心なく 膳に 十 わる。 秀政 心に あはず- 再 進 を ひくと き、 主 膳が 前へ 到りし 時、 たはけ 
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ものに は 喰 はすべ からすと 秀政云 ふゆ ゑに、 給仕の もの 立たん とする 所 を， 主 膳 手 を 

とらへ、 是非 入れよ- 不， 入ば さしち がふべ し、 如, 此の 仰せ を 承りて 不， 被 レ入は 勇士 

• の 本意に 非ず と 引 留めけ る。 秀政 其の 剛操を 感じて、 後に 祿を加 すと 也。 

n)  ぶ宣 師曰 はく、 吉村叉 右衛門 若 かりし 時に、 主人に つかへ て 使者に 行き、 返りて 返事の 

0,^^^  口上 を- ふ 半ば、 天井板の 上へ 夥 敷き 音に て 物の 落ちけ るに、 主人 少しも さはがず-、 

11^... 义右衞 門 もさ はが ざり し。 後に きけば 天井板の 上に 人 を あげて 鹿を拂 はせ ける が 誤つ 

7 て 正則 滅亡 

^^^0 て 落ちて ける。 主人 は是れ をし るゅス えに 不， 驚、 吉村 若し 動轉 せば 一代の 不覺 たるべ 

に 仕 r しと：： ム ふの 評 ありき。 4^" 村 去る 所へ 使者に 行きけ るに、 大勢 客の ありと みえて 供の 侍 

二 年歿，  , ラ 

お 功 2 左右に 並居た る 所 を 通る に、 亭主の 所に 人く ひ 犬の ありて、 不， 知 もの を 吠えと がめ 

閼ケ. W 合  (式 

時の こと つまぐ ひ を 致す ありて、 吉 村が 足に くひ 付き 血の 流れけ るに、 吉村柳 かか ま はず、 色 

ななべ し  B?) 

代の 傍に より 懷 中より 三尺 手拭 をと り 出して、 其の 血の 付きな がるる 處を まきつめて 

上へ あがり 使者の 首尾 を あはせ ける。 後に 吉村 かたりけ る は、 その 身 世に 沙汰す る岐 

草 働に 櫓 をと りし 男より、 此の 事 はき はめて なりに く かりし と覺 えたり とい へ りと 

也。 尤も 剛 操の 勇士と 云 ふべ し。 


師曰 はく、 去る 比 下 妻 領に三 郞左衞 門と. K ふ大 百姓の ありて、 その 下に かれが 下知 

をき く 下の 百姓 數十人 ありき。 その 下 百姓の 內に 不義なる ことの ありて、 百姓 を 三郞 

左衞門 是れを 生害して けり。 この 百姓の 子 六才、 その 下人の 子 五 歳な りしが、 父が こ 

3 

ろされ ける 已後 逐電して みえず たりぬ。 三郞 もこれ を とがめず 其の <R にて やみぬ。 十 

餘 年を經 て、 三郞が 所へ 何方と もしれ ず 夜 込 をして、 三 郞左衞 門 を 生害して 行方 L ら 

ずな りぬ。 所の もの 大勢 あつまり 聲々 によば はりけ るに、 一人 その 所に て 仕 とめられ 

て、 殘る もの はみ えず C 翌日 其の 尸骸を みれば、 十 餘年已 前に 殺され. ぬる 下 百姓の チ 

也。 その 比五歲 にて みえすたり ぬるが、 今 父の 歸を 報いけ るに こそ、 百姓と は 云 ひな 

S 

がら 奇特た る剛 操たり と、 或はに くみ 或はいた はりて、 其の 尸 を ほり うづみ、 墓 をつ 

き し る し を 立 てて 棄 てぬ。 三 郞左衞 門が 子 を 想 百姓と り 立 て て 、 三 郞左衞 門と か しづ 

き 立てぬ。 その後 件の 墓の 前に 板 札 を かいて 立てた る あり、 是れを みれば 其の 意趣 は _ 

年来つ き從 ひま ねらせて、 主君の かたき を 取り 奉りて と 志な りしに、 難なく 本意 をと 

げ 候へば、 草の 影 にても 喜び 思 ひ 玉 はんと 存じ、 他事な く 御供 仕り 引取 候 所に、 所々 

より 大勢 聲々 によば はり、 たいまつ 挑 灯 出し 候に、 各. -ぉ どろき てへ だたり ま ゐらせ 
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たれ ども、 定めて 落延び 玉 ふに こそと 存じければ、 { 仝し く 留められ 如， 此の 化合に な 

り 玉 ふ 事、 さ こそ 其の 期に も 我等 見届けず の 由と、 不義の ごとく 思 ひ 玉 はん 間、 則ち 

^！^の前にて立腹をきりても相果て可レ申と存候 へども、 よく 思案 をいた せば 無， 詮 事に 

候 間、 不.， 及 二 其 儀 一 候、 追 付 御 かたき をと りて 孝養に 可レ仕 也、 御 心 やす かりぬべし、 

牛坊、 とかいたり。 是れぞ 彼の 五才 なりし 下人の 牛坊が 事に こそと、 皆 人 驚いて、 初 

.  おそ ろ 

めて 已 前の 夜 込の 隨ー の ものな りと はしられて、 あはれ にも かひ/^ しく も懼 しく も 

覺ゅ。 今年 はう たれし 子 十六 歲、 牛坊は 十五 歳の こと 也。 其の後 四 五 年を經 て、 當 三 

郞左衞 門 酒 盛して 居た る 夜、 推 寄せて 子細 もな く あだ を 報じ. 家內 ことん \ く 切りて 

事 ゆ ゑな く 引退き ぬ。 この 時 は とどろきの 彥 右衛門と 云 ふ 百姓 鄕導 いたせり。 この： 白 

姓 夜 込すべき 前方、 雞を三 四 羽 斗り いだき、 右の 在所へ うりに ゆいて、 雞を とりはな 

し、 三 郞左衞 門が 家へ 鳥の 入りぬ るを尋 ぬると て、 こと 《 三 郞左衞 門が 家の 案內 

をよ く兒 て、 その 翌日 夜 打して けりと 也。 この 彥右衞 門 元は 盜人 にき はまりき と 也。 

珍敷剛 操と 云 ふべき 也。 

師曰 はく： 奥州 會津保 科 氏の 家中に 內藤源 助と 云 ふ もの は、 內藤 修理が 末孫の ゆ ゑ 


ありと にや、 この もの 保科彈 正へ も 一 類な り。 此の ゆ ゑに 太守へ も 由緒な きに 非ず。 

この 源 助 を 江戶 より 訴人あって 耶蘇 宗門たり と 云 ひ來 りければ、 江 戶へ參 上して 對 、 

申 分 も 致し 可レ 然と ありけ り。 彥右衞 門た にがしと 云 ふ もの も 同じく 其の 通りに た り 

ぬ。 ここに 源 助 申す は、 吉利支 丹 宗門の 儀 天下の 邪法に き はまりた る 宗門に 候へば、 

武士た る もの 此の 宗門に 可レ入 ことに 非ず、 某 旣に八 旬に 及びて、 今 江戶へ り 公庭 

へ 召 出され 對決訴 論の こと あらん も、 命の 惜しき に 似 たれば、 吉利支 丹までに して 如 

何様の 罪科に も可レ 被, 處， 江戸へ は參る まじき と 云 ひ 出せり。 彥 右衛門 も 此の 儀に 同 

ぜ リ 。 されば 宗門 に あら ざ る も の は i?,^ を ふ む 事の ありと て、 これ を ふめと あり けれ ど 

も、 右の 申 分の 上 は、 命 を 惜しみて ふむ ごとく たれば 1 蹈み 申す 間 敷、 唯 だ吉利 T 义丹 

同意 の 罪科 に 行 は る ベ し と て 取合 はず。 モの內 に 江戶の 訴人 死して 證據 も な き に 究ま 

りて ければ、 兩人申 分に 不」 F^,、 别條 なかり しと IK へり。 

師曰 はく、 去りに し 比、 或 大名の 足輕の 親類 大罪 を 犯しければ、 親類まで 罪に 可. k 

レ行 に究 まれり。 此の 事 を わきより； 輕に吿 ばて、 速に 逐電せば 事當 分の がれつ ベ しと 

しら 十る ものの ありければ、 彼の 足. 輕 きいて、 志は滿 足いた せり、 但だ えこ そか 
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仕る まじき に 候、 天下の 大罪 を を かしてば， 方への がれても つ ひに は 糾明 せらる ベ 

し、 譬へ あら はれず と 云へ ども.、 主人へ 苦勞を かけて 尋ね ださせ 奉らん は术 意に 非ず 

と 云 ひて 不レ 遁、 結句 我が 方より 頭分へ ことわり、 若し 公儀より たださる る 事の あり 

とも、 何方へ も 退 走る ことに 非ず とこと わり 置きて、 その 問に いろは を覺 え、 七 u に 

およびて 悉く いろは を覺 え、 書 置 をいた してけ る。 かくて 上より 詮議に 及んで、 件の 

もの をと らふる に、 若し 違亂も あれば いかが 也、 唯 だ盜の 同類に さされた る ほどに、 

繩を かかりて 申 分けいた せと 云 ひて からめとれと 云 ふの 談合に て、 右の 仕 合 也。 頭に 

(知) 

はしらせ ざり ける とみえぬ。 足輕大 に動轉 して、 ありし に はか はりった なき 體 なりし 

が、 後に 盜 のこと は 僞也、 實は 此のと がに よりて としれ ける 時、 足輕 申しけ る は、 內 

內 この 事 頭に ことわり 侍りぬ、 思 ひの 外に 盜人 にさされ、 日 比の；：^ 人と 相違なる 盜贼 

に陷 りけ る ことの かなしくて、 十 方に くらくな り 侍りき、 さて は 兼ての 通り なれば 聊 

か 心に かからず と、 剛 操に 申しければ、 此の 事 具に 奉行に 達して、 子細 も あり 义剛操 

を も 感じて ゆるされ にきと かたる 人 あり。 下々 に は.^ ノ敷 事と お ぼ ゆる 也。 
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